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は じ め に 

 
東京医学（医学部年報）2007 年度をお届けします。 

この年報は、医学系研究科、医学部のすべての研究室の研究、教育活動の報告です。平成

19 年４月より新たにスタートした公共健康医学専攻の活動を加え、寄付講座の記録も残すこ

とと致しました。また、情報を電子化し、CD での配布となります。東京大学は、歴史的に日

本の医学のリーダーとして其の役割を果たしてきました。また、当然ながら国際的にも先駆的

な貢献が期待されてきました。私たちは、この東京大学医学系研究科のミッションとして国際

的な研究教育拠点として優れた研究成果を発信すると同時にそれを通して未来の医学医療を

になう優れたリーダーを養成することをかかげています。 

東京大学医学部・附属病院は平成 20 年度に創立 150 周年という節目を迎えます。医学の新

しい歴史をつくるために高い目標をかかげて質の高い研究、教育を実現したいと思います。 

 

平成 20（2008）年 3 月 

東京大学医学系研究科長、医学部長 清 水 孝 雄 
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沿     革 

 
安政５年 (1858) ５月 江戸市中の蘭医 82 名の醵金により神田御玉ヶ池に種痘所が設立された。 

   11 月 種痘所は、神田相生町からの出火により類焼したが、伊東玄朴の家など

で業務を継続した。 

安政６年 (1859) ９月 種痘所を下谷和泉通りに新築し移転した。 

万延元年 (1860)  10 月 幕府直轄の種痘所となった。 

文久元年 (1861)  10 月 種痘所を西洋医学所と改称し、教育・解剖・種痘に分かれ西洋医学を講

習する所となった。 

文久３年 (1863) ２月 西洋医学所は、医学所と改称された． 

明治元年 (1868) ７月 医学所は、横浜にあった軍事病院を下谷藤堂邸に移し、医学所を含めて，

大病院と称することになった。 

明治２年 (1869) ２月 大病院は、医学校兼病院と改称された。 

   12 月 医学校兼病院は、大学東校と改称された。 

明治４年 (1871) ７月 文部省が設置され、大学東校は、東校と改称された。 

明治５年 (1872) ８月 学制が布かれ、東校は、第一大学区医学校と改称された。 

明治７年 (1874) ５月 第一大学区医学校は、東京医学校と改称された。 

明治９年 (1876)  11 月 東京医学校は、本郷に移転した。 

明治 10 年 (1877) ４月 東京医学校は、東京開成学校と合併し東京大学となり、東京医学校は、

東京大学医学部となった。 

明治 19 年 (1886) ３月 東京大学が帝国大学となり東京大学医学部は、帝国大学医科大学となっ

た。また、大学院が設置された。 

明治 30 年 (1897) ６月 帝国大学は、東京帝国大学となった。 

大正６年 (1917) ８月 文部省医師開業試験附属永楽病院が、本学に移管され東京帝国大学医科

大学附属小石川分院となった。 

大正８年 (1919) ４月 学部制が敷かれ、医科大学は医学部となった。 

昭和６年 (1931) ２月 医学部１号館が竣工した。 

昭和 11 年 (1936) １月 医学部脳研究室が、堀越久三郎氏の寄付により発足した。 

   11 月 医学部２号館(本館)が竣工した． 

昭和 22 年 (1947)   10 月 東京帝国大学は、東京大学となった． 

昭和 25 年 (1950) ４月 看護養成施設が、医学部附属看護学校と改称設置された． 

昭和 28 年 (1953) ４月 衛生看護学科が、設置された。 

  ７月 東京大学に新制の大学院が設置され、生物系研究科医学専門課程博士課

程が設けられた。 

   医学部脳研究室が、医学部附属脳研究施設として制度化された。 
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昭和 31 年 (1956) ４月 医学部附属助産婦学校が、設置された。 

昭和 33 年 (1958) ４月 医学部薬学科が、薬学部として独立の学部となった。 

  ５月 東京大学医学部創立百年記念式典が挙行された。 

昭和 36 年 (1961) ３月 医学部総合中央館(医学図書館)が、東京大学医学部創立百年記念事業の

一つとして竣工した。 

  ４月 医学部附属医用電子研究施設が、設置された。 

昭和 40 年 (1965) ４月 医学部附属音声・言語医学研究施設が、設置された。 

   衛生看護学科を改組し，保健学科が設置された。 

   東京大学大学院が改組され、生物系研究科医学専門課程は医学系研究科

となった。 

   医学系研究科に保健学専門課程が、設置された。 

昭和 41 年 (1966) ９月 医学部３号館が竣工した。 

昭和 46 年 (1971) ４月 医学部附属動物実験施設が、設置された。 

昭和 48 年 (1973) ３月 医学部動物実験棟が竣工した。 

昭和 58 年 (1983) １月 医学部３号館別棟が竣工した。 

昭和 60 年 (1985) ９月 医学部国際交流室が、設置された。 

平成４年 (1992) ４月 保健学科が、健康科学・看護学科となった。 

   医学系研究科に国際保健学専攻が設置された。 

  ７月 医学部放射線研究施設が設置された。 

平成７年 (1995) ４月 大学院講座制への移行に伴い、第三基礎医学、社会医学、第三臨床医学、

第四臨床医学の４専攻を廃止し、病因・病理学、社会医学、生殖・発達・

加齢医学、外科学の４専攻に改組された。 

平成８年 (1996) ４月 大学院講座制への移行に伴い、第一臨床医学、保健学、国際保健学の３専攻

を廃止し、内科学，健康科学・看護学、国際保健学の３専攻に改組された。 

平成９年 (1997) ４月 大学院講座制への移行に伴い、第一基礎医学、第二基礎医学、第二臨床

医学の３専攻を廃止し、分子細胞生物学、機能生物学、生体物理医学、

脳神経医学の４専攻に改組された。 

   この改組に伴い、脳研究施設、医用電子研究施設、音声言語医学研究施

設の３施設が廃止された。 

平成 11 年 (1999) ４月 医学系研究科に医学科・歯学科・獣医学科以外の学部学科卒業者を対象

とする医科学修士課程が設置された。 

平成 12 年 (2000) ４月 東京大学医学教育国際協力研究センターが設置された(学内共同教育研

究施設)。 

平成 13 年 (2001) ４月 医学部附属病院分院が医学部附属病院に統合された。 

平成 14 年 (2002) ３月 医学部附属看護学校、医学部附属助産婦学校が閉校となった。 

平成 15 年 (2003) ４月 疾患生命工学センター設立。 

平成 19 年 (2007) ４月 医学系研究科に公衆衛生の専門職大学院（公共健康医学専攻)が設置された。 



感染病態学講座
（国立感染症研究所）
腫瘍病理学講座
（国立がんセンター）
分子腫瘍学講座
((財)癌研究会癌研究所）

病理学

神経内科学（臨床）

医療情報経済学（臨床）

神経生物学

認知・言語行動科学

量子環境医学

法医学

脳神経外科学（臨床）

分子予防医学

公衆衛生学

認知・言語神経科学

音声・言語医学

精神医学（臨床）

免疫学

病
因
・
病
理
学

生
体
物
理
医
学

脳
神
経
医
学

社
会
医
学

放射線医学

医用生体工学

基礎神経医学

認知・言語医学

臨床神経精神医学

社会予防医学

法医学・医療情報経済学

連携講座

生体構造学

細胞構築学

（分野）

細胞生物学

細胞分子生理学

神経生理学

統合生理学

神経細胞生物学

分子生物学

機
能
生
物
学

微生物学

免疫学

細胞情報学

代謝生理化学

(専攻） （講座）

細胞生物学・解剖学

生化学・分子生物学

生理学

薬理学

分
子
細
胞
生
物
学

細胞分子薬理学

分子神経生物学

人体病理学・病理診断学

分子病理学

外科病理学（臨床）

微生物学

感染制御学（臨床）

臨床免疫学（臨床）

放射線診断学（臨床）

放射線治療学（臨床）

核医学（臨床）

システム生理学

生体情報学

生体機能制御学

神経病理学

神経生化学

免疫学

精神医学（臨床）

法医学

医療情報経済学（臨床）

微生物学



医療倫理学

看護体系・機能学

形成外科学

口腔外科学

整形外科学

耳鼻咽喉科学

リハビリテーション医学

泌尿器外科学

健康社会学

精神保健学

疫学・予防保健学

健康学習・教育学

健康増進科学

生物統計学

呼吸器外科学

心臓外科学

消化管外科学

肝胆膵外科学

老化制御学

生体防御感染症学

臨床病態検査医学

生殖内分泌学

ストレス防御・心身医学

発達発育学

小児外科学

小児腫瘍学

循環器内科学

血管病態学

呼吸器内科学

生殖腫瘍学

周産期医学

消化器内科学

腎臓内科学

内分泌病態学

代謝・栄養病態学

血液・腫瘍病態学

アレルギー・リウマチ学

分子細胞生殖医学

看護管理学

家族看護学

内
科
学

感覚・運動機能医学

生体管理医学

健康科

予防看護学

学

加齢医学

臓器病態外科学

生
殖
・
発
達
・
加
齢
医
学

外
科
学

病態診断医学

産婦人科学

小児医学

健
康
科
学
・
看
護
学

器官病態内科学

生体防御腫瘍内科学

人工臓器・移植外科学

腫瘍外科学

血管外科学

代謝栄養・内分泌外科学

輸血医学

小児科学

老年病学

皮膚科学

眼科学

麻酔学

救急医学

地域看護学

行政看護学



疾患生命科学部門(Ⅰ)
（分子病態医科学）
疾患生命科学部門(Ⅱ)
（生物物理学）

大
学
院
医
学
系
研
究
科

臨床看護学
母性看護学・助産学

精神看護学

放射線研究領域

医工情報研究領域

国際保健計画学

国際地域保健学

人類遺伝学

発達医科学

人類生態学

生物医化学

生物統計学

社会予防疫学

臨床疫学・経済学

医療コミュニケーション学

精神保健学

健康教育・社会学

老年社会科学

健康増進科学

医療倫理学

健康医療政策学

医療情報システム学（臨床）

臨床情報工学

法医学・医事法学

動物資源研究領域

老年看護学

創傷看護学

成人看護学

緩和ケア看護学

健診情報学 (NTTﾃﾞｰﾀ)

腎疾患総合医療センター

統合的分子代謝疾患科学

先端臨床医学開発

健康医学創造

関節疾患総合研究

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ画像診断学/予防医学（ﾊｲﾒﾃﾞｨｯｸ･GE横河ﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑ）

腎臓再生医療

佐川急便｢ホスピタル・ロジスティクス｣｣

臨床分子疫学（田辺製薬）

臨床医工学部門

健康・環境医工学部門

研究基盤部門

国際交流室

医学図書館

MD研究者育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ室

薬剤疫学

免疫細胞治療学 (ﾒﾃﾞｨﾈｯﾄ)

角膜組織再生医療(ｱﾙﾌﾞﾗｽﾄ)

漢方生体防御機能学

軟骨・骨再生医療（富士ｿﾌﾄ）

メタボローム

国
際
保
健
学

附
属
疾
患
生
命
工
学
�
�
�
�

公
共
健
康
医
学
専
攻

研
究
科
内
施
設

寄
付
講
座 株式会社ｻﾄｳｽﾎﾟｰﾂﾌﾟﾗｻﾞ加圧ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ･虚血循環生理学

国際社会医学

国際生物医科学

医療材料・機器工学部門

血管再生医療（第一三共）

骨・軟骨再生医療

疫学保健学講座

行動社会学講座

医療科学講座

(ﾂﾑﾗ）



臓器病態外科学

感覚・運動機能医学

生体管理医学

生体防御腫瘍内科学

病態診断医学

産婦人科学

小児医学

加齢医学

社会予防医学

医学原論・倫理学

法医学・医療情報経済学

器官病態内科学

医用生体工学

基礎神経医学

認知・言語医学

臨床神経精神医学

微生物学

放射線医学

病理学

免疫学

細胞生物学・解剖学

生化学・分子生物学

生理学

薬理学

ｺｶ･ｺｰﾗ抗加齢医学

総合画像情報学（富士写真ﾌｨﾙﾑ）

事務部

(学科目)

臨床運動器医科

臨床薬効評価学

医療安全管理学（東京海上日動）

医療品質評価学

医療環境管理学

(学科)

医
科
学

分子循環代謝病学 (第一三共株式会社)

ニュートリプロテオミクス

附属疾患生命工学センター

医
学
系
研
究
科
・
医
学
部

事
務
組
織

薬理動態学

ユキビタス予防医学

臨床試験データ管理学

臨床疫学研究システム学

関節機能再建学

庶務係 

人事係 

研究協力係 

教務係 

大学院係 

司計係 

用度係 

経理係 

施設係 

図書受入係 

図書整理係 

情報サービス係 

事務室



医
学
部

健
康
科
学
・
看
護
学
科

放射線科

小児科

小児外科

精神神経科

耳鼻咽喉科・聴覚音声外科

リハビリテーション科

形成外科・美容外科

顎口腔外科・歯科矯正歯科

皮膚科・皮膚光線レーザー科

眼科・視覚矯正科

整形外科・脊椎外科

女性診療科・産科

脳神経外科

麻酔科・痛みセンター

泌尿器科・男性科

女性外科

乳腺・内分泌外科

人工臓器・移植外科

心臓外科

呼吸器外科

胃・食道外科

大腸・肛門外科

肝・胆・膵外科

血管外科

神経内科

老年病科

心療内科

一般外科

総合内科

循環器内科

呼吸器内科

消化器内科

腎臓・内分泌内科

糖尿病・代謝内科

血液・腫瘍内科

アレルギー・リウマチ内科

感染症内科

小児・周産・女性診療部門

感覚・運動機能科
診療部門

外科診療部門

内科診療部門

診療部門・診療科

母子保健学

成人保健・看護学

精神衛生・看護学

母性看護学・助産学

保健社会学

保健管理学

人類生態学

保健栄養学

疫学・生物統計学

老年看護学

家族看護学

地域看護学

基礎看護学

放射線科診療部門

精神神経科診療部門



入院診療運営部

外来診療運営部

医療評価・安全・研修部

企画経営部

教育研究支援部

医工連携部

医
学
部
附
属
病
院

臨床ゲノム情報部

緩和ケア診療部

臨床ゲノム診療部

医事課

総務課

管理課

経営戦略課

輸血部

臓器移植医療部

産学連携室

労働安全衛生管理室

感染制御部

企画情報運営部

集中治療部

角膜移植部

救急部

大学病院医療情報ネットワーク研究センター

地域医療連携部

臨床試験部

無菌治療部

光学医療診療部

病理部

血液浄化療法部

医療機器管理部

材料管理部

周産母子診療部

リハビリテーション部

診療運営組織

部・センター・室

内規で定めるもの

運営支援組織

中央診療運営部

薬剤部

看護部

事務部

検査部

手術部

こころの発達診療部

栄養管理部

テイッシュ･エンジニアリング部

トランスレーショナルリサーチセンター

２２世紀医療センター

感染対策センター

患者相談・臨床倫理センター

医療評価室

接遇向上センター

医療安全対策センター

総合研修センター

キャンサーボード

バスキュラーボード

広報企画部

検診部

組織バンク部

放射線部

人事部
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職  員  名  簿 
平成２０年３月 1６日現在 

大学院医学系研究科 
専攻・講座・分野 教授 准教授 講師 
分子細胞生物学専攻       
  細胞生物学・解剖学講座       
   細胞生物学  廣 川 信 隆  武 井 陽 介  野 田 泰 子 
   生体構造学   中 田 隆 夫  
   細胞構築学   金 井 克 光  
   神経細胞生物学  岡 部 繁 男   根 東   覚 
  生化学・分子生物学講座       
  分子生物学  岡 山 博 人  神 野 茂 樹   
   細胞情報学  清 水 孝 雄  中 村 元 直  
      石 井   聡  
   代謝生理化学  栗 原 裕 基   
  生理学講座       
   統合生理学  宮 下 保 司  小 西 清 貴  
   細胞分子生理学  森   憲 作   山 口 正 洋 
   神経生理学  狩 野 方 伸   辻 本 哲 宏 
  薬理学講座       
   細胞分子薬理学  飯 野 正 光     
   分子神経生物学  三 品 昌 美     
病因・病理学専攻    
 病理学講座    
   人体病理学・病理診断学  深 山 正 久  福 嶋 敬 宜  太 田   聡 
  分子病理学  宮 園 浩 平  宮 澤 恵 二  
  外科病理学（臨床）     
  微生物学講座    
   微生物学  野 本 明 男    
   感染制御学（臨床）  小 池 和 彦     
  免疫学講座       
   免疫学  谷 口 維 紹  田 村 智 彦  
   臨床免疫学（臨床）      
  連携講座       
   感染病態学講座  (委嘱)渡邉 治雄   
   （国立感染症研究所）    
   腫瘍病理学講座  (委嘱)廣橋 説雄   
   （国立がんセンター）    
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専攻・講座・分野 教授 准教授 講師 
   分子腫瘍学講座  (客員)中村 卓郎   
   （(財)癌研究会癌研究所）    
生体物理医学専攻       
  放射線医学講座       
   放射線診断学（臨床）  大 友   邦  青 木 茂 樹  
   放射線治療学（臨床）   中 川 恵 一  
   核医学（臨床）    百 瀬 敏 光  阿 部   修 
  医用生体工学講座    
   システム生理学  安 藤 譲 二   柴 田 政 廣 
       山 本 希美子 
   生体情報学     
   生体機能制御学   阿 部 裕 輔  磯 山   隆 
脳神経医学専攻    
 基礎神経医学講座    
   神経病理学  岩 坪   威   
  神経生化学    尾 藤 晴 彦   
  神経生物学     
 認知・言語医学講座    
   認知・言語行動科学     
  認知・言語神経科学    坂 井 克 之   
  音声・言語医学     
 臨床神経精神医学講座    
  精神医学（臨床）   中 安 信 夫  
  神経内科学（臨床）  辻   省 次  郭     伸  
  脳神経外科学（臨床）  齊 藤 延 人  川 原 信 隆  
社会医学専攻       
  社会予防医学講座    
   分子予防医学  松 島 綱 治  石川(山脇) 昌  
   公衆衛生学  （小林 廉毅）  （井上 和男）  佐 藤   元 
   量子環境医学     
  法医学・医療情報経済学講座    
   法医学  （吉田 謙一）   
   医療情報経済学（臨床）  （大江 和彦）    
内科学専攻       
  器官病態内科学講座       
   循環器内科学  永 井 良 三  平 田 恭 信  
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専攻・講座・分野 教授 准教授 講師 
   血管病態学       
   呼吸器内科学  長 瀬 隆 英   大 石 展 也 
       永 田 泰 自 
   消化器内科学  小 俣 政 男    
   腎臓内科学     藤 乘 嗣 泰 
  生体防御腫瘍内科学講座       
   内分泌病態学  藤 田 敏 郎   
   代謝・栄養病態学  門 脇   孝  植 木 浩二郎  塚 本 和 久 
   血液・腫瘍病態学  黒 川 峰 夫    今 井 陽 一 
   アレルギー・リウマチ学  山 本 一 彦    竹 内 二士夫 
   生体防御感染症学  （兼）小池 和彦  四 柳   宏   
   ストレス防御・心身医学  （兼）赤林  朗  熊 野 宏 昭  
  病態診断医学講座       
   臨床病態検査医学  矢 冨   裕  池 田   均   
   輸血医学  高 橋 孝 喜   
生殖・発達・加齢医学専攻       
  産婦人科学講座       
   生殖内分泌学  武 谷 雄 二  藤 井 知 行   
   生殖腫瘍学   矢 野   哲   
   周産期医学    上 妻 志 郎   
   分子細胞生殖医学  堤     治   
  小児医学講座       
   小児科学  五十嵐   隆  岡     明  
   発達発育学  （兼）五十嵐 隆  関 根 孝 司  渡 辺   博 
   小児外科学  岩 中   督  金 森   豊  
   小児腫瘍学  （兼）岩中  督    
  加齢医学講座       
   老年病学  大 内 尉 義  秋 下 雅 弘  
   老化制御学  （兼）大内 尉義   飯 島 勝 矢 
外科学専攻       
  臓器病態外科学講座       
   呼吸器外科学  （兼）髙本 眞一  中 島   淳   
   心臓外科学  髙 本 眞 一  村 上   新   
   消化管外科学  上 西 紀 夫  野 村 幸 世  
   肝胆膵外科学  國 土 典 宏    
   泌尿器外科学  北 村 唯 一  武 内   巧  
      冨 田 京 一  
   人工臓器・移植外科学   菅 原 寧 彦  長谷川   潔 
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専攻・講座・分野 教授 准教授 講師 
   腫瘍外科学  名 川 弘 一   北 山 丈 二 
   血管外科学  （兼）名川 弘一  宮 田 哲 郎   
   代謝栄養・内分泌外科学  （兼）上西 紀夫  小 川 利 久  
  感覚・運動機能医学講座       
   皮膚科学  玉 置 邦 彦  菊 池 かな子  柿 沼   誉 
   形成外科学  光 嶋   勲   
   口腔外科学  高 戸   毅  須佐美 隆 史   
      飯 野 光 喜  
   整形外科学  中 村 耕 三  川 口   浩  大 西 五三男 
       田 中   栄   
   眼科学  新 家   眞  玉 置 泰 裕   
      加 藤   聡  
   耳鼻咽喉科学  山 岨 達 也  鈴 木 光 也    
      朝 蔭 孝 宏  
   リハビリテーション医学  芳 賀 信 彦   
  生体管理医学講座       
   麻酔学  山 田 芳 嗣  西 山 友 貴  張   京 浩 
   救急医学  矢 作 直 樹    田 中 行 夫 
健康科学・看護学専攻       
  健康科学講座       
   健康社会学    （山崎喜比古）   
   精神保健学  （川上 憲人）  （島津 明人）  
   疫学・予防保健学  （大橋 靖雄）   
   健康学習・教育学  （甲斐 一郎）    （高橋  都） 
   健康増進科学   （李  廷秀）  
   生物統計学   （松山  裕）   
  医療倫理学  （赤林  朗）    （児玉  聡） 
  予防看護学講座       
   看護体系・機能学  （兼）菅田 勝也    佐々木 美奈子 
   看護管理学  菅 田 勝 也     
   家族看護学    上別府 圭 子  山 崎 あけみ 
   地域看護学  村 嶋 幸 代   永 田 智 子 
   行政看護学    
  臨床看護学講座       
   成人看護学  數 間 惠 子     
   緩和ケア看護学  （兼）數間惠子   宮 下 光 令 
   母性看護学・助産学     春 名 めぐみ 
       村 山 陵 子 
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専攻・講座・分野 教授 准教授 講師 
   精神看護学  （兼）川上 憲人   宮 本 有 紀 
   老年看護学  真 田 弘 美   
   創傷看護学    
国際保健学専攻       
  国際社会医学講座       
   国際保健計画学   黒 岩 宙 司   
   国際地域保健学  神 馬 征 峰  POUDEL KRISHNA CHANDRA 

  国際生物医科学講座       
   人類遺伝学  徳 永 勝 士  馬 淵 昭 彦  
   発達医科学  水 口   雅  田 中 輝 幸   
   人類生態学  渡 邉 知 保  梅 﨑 昌 裕  
   生物医化学  北     潔  渡 邊 洋 一  
公共健康医学専攻       
  免疫保健学講座       
   生物統計学  大 橋 靖 雄  松 山   裕  
   社会予防疫学  佐々木   敏   
   臨床疫学・経済学  橋 本 英 樹  福 田   敬  
   医療コミュニケーション学（臨床）  木 内 貴 弘  青 木 則 明  
  行動社会学講座       
   精神保健学  川 上 憲 人  島 津 明 人  
   健康教育・社会学   山 崎 喜比古  
   老年社会科学  甲 斐 一 郎   高 橋   都 
   健康増進科学   李   廷 秀  
   医療倫理学  赤 林   朗   児 玉   聡 
  医療科学講座       
   健康医療政策学  小 林 廉 毅  井 上 和 男  
   医療情報システム学（臨床）  大 江 和 彦   
   臨床情報工学  小 山 博 史   
   法医学・医事法学  吉 田 謙 一  原 田 一 樹  
附属疾患生命工学センター       
  疾患生命科学部門Ⅰ  宮 崎   徹   
  疾患生命科学部門Ⅱ  河 西 春 郎  松 崎 政 紀  
  医療材料・機器工学部門  牛 田 多加志  酒 井 康 行  秋 本 崇 之 
  臨床医工学部門   （兼）片岡 一則   西 山 伸 宏 
  健康・環境工学部門  遠 山 千 春  大 迫 誠一郎  
  研究基盤部門    
   動物資源研究領域  （兼）野本 明男   
   放射線研究領域  宮 川   清  細 井 義 夫  鈴 木 崇 彦 
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専攻・講座・分野 教授 准教授 講師 
   医工情報研究領域     
研究科内施設       
  国際交流室  （室長）山岨達也   GREEN  JOSEPH 

       丸 山 稔 之 
       HOLMES CRISTOPHER 
  医学図書館  （館長）大江和彦   
  MD 研究者育成プログラム室  （室長）岡部繁男   

 
 
医学部附属病院    

診療科・診療部等 教授 准教授 講師 

内科診療部門       

 総 合 内 科  (兼)山本 一彦   

 循 環 器 内 科  (兼)永井 良三  (兼)平田 恭信  山 下 尋 史 

     世 古 義 規 

 呼 吸 器 内 科  (兼)長瀬 隆英   (兼)大石 展也 

     (兼)永田 泰自 

 消 化 器 内 科  (兼)小俣 政男   吉 田 晴 彦 

     椎 名 秀一朗 

     多 田   稔 

 腎臓・内分泌内科  (兼)藤田 敏郎   (兼)藤乘 嗣泰 

      福 本 誠 二 

     関    常司 

 糖尿病・代謝内科  (兼)門脇  孝  (兼)植木浩二郎  (兼)塚本 和久 

 血液・腫瘍内科  (兼)黒川 峰夫   (兼)今井 陽一 

     高 橋 強 志 

 アレルギー・リウマチ内科  (兼)山本 一彦   (兼)竹内二士夫 

     三 崎 義 堅 

     本 田 善一郎 

     土 肥   眞 

 感 染 症 内 科  (兼)小池 和彦  (兼)四柳  宏  

 神 経 内 科  (兼)辻  省次  (兼)郭   伸  後 藤   順 

     清 水   潤 
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診療科・診療部等 教授 准教授 講師 

 老 年 病 科  (兼)大内 尉義  (兼)秋下 雅弘  (兼)飯島 勝矢 

     寺 本 信 嗣 

     江 頭 正 人 

 心 療 内 科  (兼)赤林  朗  (兼)熊野 宏昭  

外科診療部門       

 一 般 外 科  (兼)上西 紀夫   

 胃・食道外科  (兼)上西 紀夫  (兼)野村 幸世   

 大腸・肛門外科  (兼)名川 弘一   (兼)北山 丈二 

 肝・胆・膵外科  (兼)國土 典宏   今 村   宏 

 血 管 外 科  (兼)名川 弘一  (兼)宮田 哲郎  

 乳腺・内分泌外科  (兼)上西 紀夫  (兼)小川 利久  金 内   一 

 人工臓器・移植外科  (兼)國土 典宏  (兼)菅原 寧彦  (兼)長谷川 潔 

     別 宮 好 文 

 心 臓 外 科  (兼)髙本 眞一  (兼)村上  新  師 田 哲 郎 

     本 村   昇 

     小 野   稔 

 呼 吸 器 外 科  (兼)髙本 眞一  (兼)中島  淳  

 脳 神 経 外 科  (兼)齊藤 延人  (兼)川原 信隆  藤 堂 具 紀 

     川 合 謙 介 

 麻酔科・痛みセンター  (兼)山田 芳嗣  (兼)西山 友貴  (兼)張  京 浩 

     鈴 木   聡 

 泌尿器科・男性科  (兼)北村 唯一  (兼)武内  巧  久 米 春 喜 

     (兼)冨田 京一  西 松 寛 明 

     福 原   浩 

     榎 本   裕 

 女 性 外 科  (兼)堤   治  (兼)矢野  哲  百 枝 幹 雄 

感覚・運動機能科診療部門       

 皮膚科･皮膚光線レーザー科  (兼)玉置 邦彦  (兼)菊池かな子  (兼)柿沼  誉 

     佐 伯 秀 久 

     門 野 岳 史 
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診療科・診療部等 教授 准教授 講師 

     菅 谷   誠 

       渡 邊 孝 宏 

       門 野 岳 史 

 眼科・視覚矯正科  (兼)新 家  眞  (兼)玉置 泰裕  永 原   幸 

     (兼)加藤  聡  富 所 敦 男 

     相 原   一 

     蕪 城 俊 克 

 整形外科・脊椎外科  (兼)中村 耕三  (兼)川口  浩  (兼)大西五三男 

     (兼)田中  栄  星 地 亜都司 

     竹 下 克 志 

     苅 田 達 郎 

 耳鼻咽喉科・聴覚音声外科  (兼)山岨 達也  (兼)鈴木 光也  伊 藤   健 

    (兼)朝蔭 孝宏  中 尾 一 成 

     岩 崎 真 一 

 リハビリテーション科  (兼)芳賀 信彦   

 形成外科・美容外科  (兼)光嶋  勲   吉 村 浩太郎 

 顎口腔外科・歯科矯正歯科  (兼)高戸  毅  (兼)須佐美隆史  森   良 之 

    (兼)飯野 光喜  引 地 尚 子 

     小笠原   徹 

小児・周産・女性科診療部門       

 小 児 科  (兼)五十嵐 隆  (兼)関根 孝司  (兼)渡辺  博 

    (兼)岡   明  賀 藤   均 

     高見澤   勝 

 小 児 外 科  (兼)岩中  督  (兼)金森  豊  

 女性診療科・産科  (兼)武谷 雄二  (兼)上妻 志郎  久 具 宏 司 

     (兼)藤井 知行  大須賀   穣 

     八 杉 利 治 

精神神経科診療部門       

 精神神経科   (兼)中安 信夫  笠 井 清 登 

     柴 山 雅 俊 
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診療科・診療部等 教授 准教授 講師 

放射線科診療部門       

  放射線科  (兼)大友  邦  (兼)百瀬 敏光  (兼)阿部  修 

    (兼)青木 茂樹  赤 羽 正 章 

    (兼)中川 恵一  増 谷 佳 孝 

     寺 原 敦 朗 

中央診療施設等       

  検 査 部  (兼)矢冨  裕  (兼)池田  均  竹 中   克 

     髙 井 大 哉 

     下 澤 達 雄 

     湯 本 真 人 

 手術部  安 原   洋  三 村 芳 和  小 松 孝 美 

 放射線部  (兼)大友  邦   増 本 智 彦 

 救急部  (兼)矢作 直樹   (兼)田中 行夫 

 輸血部  (兼)高橋 孝喜   

 周産母子診療部  (兼)五十嵐 隆   

 リハビリテーション部  (兼)芳賀 信彦   

 医療機器管理部    玉 井 久 義 

 材料管理部   (兼)三村 芳和  

 集中治療部  (兼)矢作 直樹   (兼)田中 行夫 

 病理部  (兼)深山 正久  (兼)福嶋 敬宜  宇於崎   宏 

 角膜移植部   天 野 史 郎  

 無菌治療部    滝 田 順 子 

 光学医療診療部   川 邊 隆 夫   

 血液浄化療法部  (兼)藤田 敏郎  野 入 英 世  柴 垣 有 吾 

 地域医療連携部  (兼)大内 尉義   長 野 宏一朗 

 臨床試験部  (兼)小俣 政男  荒 川 義 弘  

 感染制御部  (兼)小池 和彦   森 屋 恭 爾 

 企画情報運営部  (兼)大江 和彦   美 代 賢 吾 

     小 池 創 一 

 大学病院医療情報ﾈｯﾄﾜｰｸ研究ｾﾝﾀｰ  (兼)木内 貴弘  (兼)青木 則明  
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診療科・診療部等 教授 准教授 講師 

 臓器移植医療部  (兼)國土 典宏  (兼)菅原 寧彦   

 こころの発達診療部  (兼)五十嵐 隆   

 組織バンク部  (兼)髙本 眞一   

 産学連携室  (兼)大江 和彦   

 検診部    

 ティッシュ・エンジニアリング部  (兼)髙戸  毅    

 臨床ゲノム情報部  (兼)永井 良三   

   (兼)門脇  孝   

 緩和ケア診療部   (兼)中川 恵一  

 臨床ゲノム診療部  (兼)辻  省次   (兼)後藤  順 

 
トランスレーショナルリサー

チセンター 
 (兼)永井 良三 
 

  

 ２２世紀医療センター  (兼)中村 耕三   

 薬 剤 部  鈴 木 洋 史  伊 藤 晃 成  

 医療評価・安全・研修部  (兼)名川 弘一    

   医療評価室   大 西   真  

   医療安全管理対策室    

   総合研修センター  (兼)北村  聖   原   一 雄 
 
 
全学センター    
    
医学教育国際協力研究センター   

部門名 教授 准教授 講師 

医学教育国際協力研究部門  北 村   聖   

医学教育国際協力事業企画調整・情報部門    大 西 弘 高 
 
寄付講座   

所        属 客 員 教 授 客員准教授 

薬剤疫学講座   久保田   潔 

漢方生体防御機能学(ﾂﾑﾗ)講座   岡 部 哲 郎 

角膜組織再生医療（アルブラスト）講座   山 上   聡 
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所        属 客 員 教 授 客員准教授 

血管再生医療（第一三共）講座   小 山 博 之 

骨・軟骨再生医療講座  （兼）鄭  雄一  

軟骨・骨再生医療（富士ソフト）講座   星   和 人 

メタボローム講座  田 口   良  小 田 吉 哉 

腎臓再生医療講座   菱 川 慶 一 

佐川急便「ホスピタル・ロジスティクス」講座  （委嘱）苦瀬 博仁   

臨床分子疫学（田辺製薬）講座   後藤田 貴 也 

免疫細胞治療学（メディネット）講座   垣 見 和 宏 

健診情報学（NTT データ）講座   奥   真 也 

腎疾患総合医療センター講座   石 川   晃 

統合的分子代謝疾患科学講座   山 内 敏 正 

株式会社ｻﾄｳｽﾎﾟー ﾂﾌﾟﾗｻﾞ加圧ﾄﾚｰﾆﾝｸ ･゙虚血循環生理学講座   中 島 敏 明 

先端臨床医学開発講座   佐 田 政 隆 

健康医科学創造講座   森 田 啓 行 

関節疾患総合研究講座   吉 村 典 子 

医療経営政策学講座  （兼）橋本 英樹  康 永 秀 生 
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ画像診断学/予防医学(ﾊｲﾒﾃﾞｨｯｸ･GE 横河ﾒﾃﾞｨｶ

ﾙｼｽﾃﾑ)講座    林   直 人 
 宇 野 漢 成 

医療環境管理学講座   上 寺 祐 之 

臨床運動器医学講座   阿久根   徹 

臨床薬効評価学講座   金 井 文 彦 

医療安全管理学（東京海上日動）講座  児 玉 安 司  前 田 正 一 

分子循環代謝病学（第一三共株式会社）講座   安 東 克 之 

医療品質評価学講座   （兼）本村  昇 

ｺｶ･ｺｰﾗ抗加齢医学講座  井 上   聡  

統合画像情報学（富士フィルム）講座   吉 岡 直 紀 

ニュートリプロテオミクス講座  （委嘱）矢ケ崎一三  

臨床疫学研究システム学講座  山 崎   力  小 出 大 介 

臨床試験データ管理学講座   山 口 拓 洋 

薬理動態学講座   樋 坂 章 博 

ユビキタス予防医学講座   鈴 木   亨 

関節機能再建学講座  高 取 吉 雄  茂 呂   徹 
 
 



20 東京医学・第 116 巻・平成 20 年 10 月 

 
 
 
科学技術振興調整費（科学技術振興調整特任教員）   

所        属 特 任 教 授 特 任 准 教 授 特 任 講 師 
新興分野人材養成プログラム  加 藤 尚 武   堂 園 俊 彦 
生命・医療倫理人材養成ユニット    

   位 高 啓 史 医療ナノテクノロジー人材養

成ユニット    眞 鍋 一 郎 
先端融合領域イノベーション

創出拠点の形成  
 窪 田 直 人 
 

 

システム疾患生命科学による

先端医療技術開発    

    
研究拠点形成費補助金（研究拠点形成特任教員）   

所        属 特 任 教 授 特 任 准 教 授 特 任 講 師 
脳神経医学の融合的研究拠点    河 崎 洋 志  稲 生   靖 
環境・遺伝素因相互作用に起因

する疾患研究    植 木 浩二郎   

     宮 岸   真   
     小 川 誠 司   
    
運営費交付金（特別教育研究経費）   

所        属 特 任 教 授 特 任 准 教 授 特 任 講 師 
病院・こころの発達診療部 
（こころの発達特任教員）   金 生 由紀子  渡 邉 慶一郎 

    
受託研究費（橋渡し研究支援推進プログラム）  

所        属 特 任 教 授 特 任 准 教 授 特 任 講 師 
先端医療の開発支援拠点形成と実践 
（先端医学の開発支援特任教員）    小 池   恒 

    
寄附金  

所        属 特 任 教 授 特 任 准 教 授 特 任 講 師 
疾患生命工学センター疾患生

命科学部門（Ⅱ） 
（疾患生命科学特任教員） 

   高 橋 倫 子 

 
※平成２０年３月１６日現在、特任教授、特任准教授、特任講師のいずれかが在職する組織のみ記載

した。 
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人事異動（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日） 

 
 

 

区分 氏   名 日  付 新 職 名 等 旧 職 名 等 

昇  任 鎮 西 美 栄 子 H19.4.1 
東京大学医科学研究所 

附属病院手術部准教授 

東京大学医学部附属病院 

精神神経科講師 

採  用 佐 々 木  敏 H19.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

社会予防疫学教授 

国立健康・栄養研究所 

栄養疫学プログラムリーダー 

採  用 橋 本  英 樹 H19.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

臨床疫学・経済学教授 

東京大学大学院医学系研究科 

医療経営政策学寄付講座 

客員教授 

採  用 小 山  博 史 H19.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

臨床情報工学教授 

東京大学大学院医学系研究科 

クリニカルバイオインフォマ 

ティクス研究ユニット特任教授 

採  用 福 田   敬 H19.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

臨床疫学・経済学准教授 

財団法人医療経済研究・社会 

保険福祉協会 

医療経済研究機構研究部長 

採  用 島 津  明 人 H19.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

精神保健学准教授 

広島大学大学院教育学研究科 

助教授 

昇  任 水 口   雅 H19.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

発達医科学教授 

東京大学大学院医学系研究科 

小児科学助教授 

昇  任 山 岨  達 也 H19.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

耳鼻咽喉科学教授 

東京大学大学院医学系研究科 

耳鼻咽喉科学助教授 

昇  任 李   廷 秀 H19.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

健康増進科学准教授 

東京大学大学院医学系研究科 

健康増進科学講師 

昇  任 戸 邊  一 之 H19.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

代謝・栄養病態学准教授 

東京大学大学院医学系研究科 

代謝・栄養病態学講師 

昇  任 野 村  幸 世 H19.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

消化管外科学准教授 

東京大学医学部附属病院 

胃・食道外科講師 

昇  任 宮 下  光 令 H19.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

緩和ケア看護学講師 

東京大学大学院医学系研究科 

成人看護学助手 

昇  任 高 橋   都 H19.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

老年社会科学講師 

東京大学大学院医学系研究科 

健康学習・教育学助手 

昇  任 児 玉   聡 H19.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

医療倫理学講師 

東京大学大学院医学系研究科 

医療倫理学助手 
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昇  任 高 橋  強 志 H19.4.1 
東京大学医学部附属病院 

血液・腫瘍内科講師 

東京大学医学部附属病院 

血液・腫瘍内科助手 

配 置 換 木 内  貴 弘 H19.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

医療コミュニケーション学教授 

東京大学医学部附属病院 

大学病院医療情報ネットワーク 

研究センター教授 

配 置 換 山 崎 喜 比 古 H19.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

健康教育・社会学准教授 

東京大学大学院医学系研究科 

健康社会学助教授 

配 置 換 青 木  則 明 H19.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

医療コミュニケーション学准教授 

東京大学医学部附属病院 

大学病院医療情報ネットワーク 

研究センター助教授 

勤 務 換 榎 本   裕 H19.4.1 
東京大学医学部附属病院 

泌尿器科・男性科講師 

東京大学医学部附属病院 

血液浄化療法部講師 

兼  務 片 岡  一 則 H19.4.1 

東京大学大学院医学系研究科 

附属疾患生命工学センター 

臨床医工学部門教授（兼務） 

東京大学大学院工学系研究科 

マテリアル工学科教授 

兼  務 岩 坪   威 H19.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

神経病理学教授（兼務） 

東京大学大学院薬学系研究科 

臨床薬学教室教授 

委  嘱 岡 部  繁 男 H19.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

神経細胞生物学教授（委嘱） 

東京医科歯科大学 

大学院医歯学総合研究科教授 

委  嘱 狩 野  方 伸 H19.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

神経生理学教授（委嘱） 

大阪大学大学院医学系研究科 

生体生理医学専攻細胞神経科学 

教授 

辞  職 根 本  信 乃 H19.4.30   

東京大学大学院医学系研究科 

附属疾患生命工学センター 

疾患生命科学部門（Ⅰ）准教授 

辞  職 戸 邊  一 之 H19.4.30 
富山大学大学院医学薬学研究部 

（医学）教授 

東京大学大学院医学系研究科 

代謝・栄養病態学准教授 

辞  職 富 田  剛 司 H19.4.30 
東邦大学医療センター 

大橋病院教授 

東京大学大学院医学系研究科 

眼科学准教授 

辞  職 高 岡  晃 教 H19.4.30 
北海道大学遺伝子病制御研究所 

病因研究部門教授 

東京大学大学院医学系研究科 

免疫学講師 

辞  職 宇 川  義 一 H19.4.30 
福島県立医科大学 

神経内科学教授 

東京大学医学部附属病院 

神経内科講師 

採  用 馬 淵  昭 彦 H19.5.1 
東京大学大学院医学系研究科 

人類遺伝学准教授 

東京大学大学院医学系研究科 

臨床運動器医学寄付講座 

客員准教授 
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昇  任 加 藤   聡 H19.5.1 
東京大学大学院医学系研究科 

眼科学准教授 

東京大学医学部附属病院 

眼科・視覚矯正科講師 

昇  任 蕪 城  俊 克 H19.5.1 
東京大学医学部附属病院 

眼科・視覚矯正科講師 

東京大学医学部附属病院 

眼科・視覚矯正科助教 

昇  任 岩 崎  真 一 H19.5.1 
東京大学医学部附属病院 

耳鼻咽喉科・聴覚音声外科講師 

東京大学医学部附属病院 

耳鼻咽喉科・聴覚音声外科助教 

昇  任 清 水   潤 H19.5.1 東京大学医学部附属病院神経内科講師 東京大学医学部附属病院神経内科助教 

採  用 小 松  孝 美 H19.5.1 
東京大学医学部附属病院 

麻酔科・痛みセンター講師 
帝京大学医学部救命センター講師 

昇  任 塚 本  和 久 H19.5.16 
東京大学大学院医学系研究科 

代謝・栄養病態学講師 

東京大学医学部附属病院 

糖尿病・代謝内科助教 

辞  職 綱 島  浩 一 H19.5.31 
順天堂大学医学部附属練馬病院 

准教授 

東京大学大学院医学系研究科 

精神医学准教授 

辞  職 今 村  知 明 H19.5.31 
奈良県立医科大学 

健康政策医学講座教授 

東京大学医学部附属病院 

企画情報運営部准教授 

辞  職 小 宮 根 真 弓 H19.5.31 自治医科大学皮膚科准教授 
東京大学医学部附属病院 

皮膚科・皮膚光線レーザー科講師 

辞  職 富 塚   健 H19.5.31 
新潟大学 

医歯学系口腔生命科学系列准教授 

東京大学医学部附属病院 

顎口腔外科・歯科矯正歯科講師 

採  用 植 木 浩 二 郎 H19.6.1 
東京大学大学院医学系研究科 

代謝・栄養病態学准教授 

東京大学大学院医学系研究科 

環境・遺伝素因相互作用に起因 

する疾患研究特任准教授 

昇  任 野 入  英 世 H19.6.1 
東京大学医学部附属病院 

血液浄化療法部准教授 

東京大学医学部附属病院 

血液浄化療法部講師 

昇  任 柴 垣  有 吾 H19.6.1 
東京大学医学部附属病院 

血液浄化療法部講師 

東京大学医学部附属病院 

腎臓・内分泌内科助教 

採  用 菅 谷   誠 H19.6.1 
東京大学医学部附属病院 

皮膚科・皮膚光線レーザー科講師 

国立国際医療センター病院 

第一専門外来部皮膚科医師 

採  用 小 笠  原 徹 H19.6.1 
東京大学医学部附属病院 

顎口腔外科・歯科矯正歯科講師 

東京大学大学院医学系研究科 

軟骨・骨再生医療（富士ソフト） 

寄付講座教員 

辞  職 渡 邊  孝 宏 H19.6.30 
国際医療福祉大学附属三田病院 

皮膚科准教授 

東京大学医学部附属病院 

皮膚科・皮膚光線レーザー科講師 

辞  職 多 湖  正 夫 H19.6.30 
東邦大学医療センター 

大森病院放射線科准教授 

東京大学医学部附属病院 

放射線科講師 
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採  用 田 村  智 彦 H19.7.1 
東京大学大学院医学系研究科 

免疫学准教授 

大阪市立大学 

大学院医学研究科准教授 

採  用 鈴 木  光 也 H19.7.1 
東京大学大学院医学系研究科 

耳鼻咽喉科学准教授 
東京警察病院医師 

採  用 久 保  正 英 H19.7.1 
東京大学医学部附属病院 

皮膚科・皮膚光線レーザー科講師 

国際医療福祉大学 

三田病院皮膚科講師 

採  用 寺 原  敦 朗 H19.7.1 
東京大学医学部附属病院 

放射線科講師 

東邦大学医学部 

放射線医学講座准教授 

採  用 小 池  創 一 H19.7.1 
東京大学医学部附属病院 

企画情報運営部講師 

厚生労働省大臣官房国際課 

課長補佐 

委  嘱 田 中  輝 幸 H19.7.1 
東京大学大学院医学系研究科 

発達医科学准教授（委嘱） 

国立成育医療センター研究所 

成育社会医学研究部 

生態学研究室室長 

昇  任 
ポウデル クリシ

ュナ チャンドラ
H19.7.16 

東京大学大学院医学系研究科 

国際地域保健学講師 

東京大学大学院医学系研究科 

国際地域保健学助教 

昇  任 新 井  郷 子 H19.7.16 

東京大学大学院医学系研究科 

附属疾患生命工学センター 

疾患生命科学部門（Ⅰ）講師 

東京大学大学院医学系研究科 

附属疾患生命工学センター 

疾患生命科学部門（Ⅰ）助教 

採  用 岡    明 H19.8.1 
東京大学大学院医学系研究科 

小児科学准教授 

国立成育医療センター病院 

第一専門診療部神経内科医長 

昇  任 金 森   豊 H19.8.1 
東京大学大学院医学系研究科 

小児外科学准教授 

東京大学医学部附属病院 

小児外科講師 

辞  職 上 村  公 一 H19.8.31 
東京医科歯科大学 

大学院医歯学総合研究科教授 

東京大学大学院医学系研究科 

法医学・医事法学講師 

辞  職 関 根  信 夫 H19.8.31 東京厚生年金病院内科部長 
東京大学医学部附属病院 

医療評価・安全・研修部講師 

配 置 換 岩 坪   威 H19.9.1 
東京大学大学院医学系研究科 

神経病理学教授 

大学院薬学系研究科 

臨床薬学教室教授 

採  用 岡 部  繁 男 H19.9.1 
東京大学大学院医学系研究科 

神経細胞生物学教授 

東京医科歯科大学 

大学院医歯学総合研究科教授 

採  用 狩 野  方 伸 H19.9.1 
東京大学大学院医学系研究科 

神経生理学教授 

大阪大学大学院医学系研究科 

生体生理医学専攻 

細胞神経科学教授 

採  用 秋 本  崇 之 H19.9.1 

東京大学大学院医学系研究科 

附属疾患生命工学センター 

医療材料・機器工学部門講師 

早稲田大学 

先端科学・健康医療融合研究機構 

客員講師 
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採  用 田 中  輝 幸 H19.10.1 
東京大学大学院医学系研究科 

発達医科学准教授 

国立成育医療センター研究所 

成育社会医学研究部生態学研究室室長

昇  任 原   一 雄 H19.10.1 
東京大学医学部附属病院 

医療評価・安全・研修部講師 

東京大学医学部附属病院 

糖尿病・代謝内科助教 

採  用 根 東   覚 H19.10.16 
東京大学大学院医学系研究科 

神経細胞生物学講師 

東京医科歯科大学 

大学院歯学総合研究科講師 

辞  職 本 倉   徹 H19.10.31 鳥取大学医学部医学科准教授 
東京大学大学院医学系研究科 

血液・腫瘍病態学講師 

昇  任 原 田  一 樹 H19.11.1 
東京大学大学院医学系研究科 

医学・医事法学講師 

東京大学大学院医学系研究科 

法医学助教 

昇  任 佐々木美奈子 H19.11.1 
東京大学大学院医学系研究科 

看護体系・機能学講師 

東京大学大学院医学系研究科 

看護管理学助教 

辞  職 米 原  啓 之 H19.11.30 日本大学歯学部教授 
東京大学大学院医学系研究科 

口腔外科学准教授 

昇  任 國 土  典 宏 H19.12.1 
東京大学大学院医学系研究科 

肝胆膵外科学教授 

東京大学大学院医学系研究科 

肝胆膵外科学准教授 

採  用 飯 野  光 喜 H19.12.1 
東京大学大学院医学系研究科 

口腔外科学准教授 
草加市立病院歯科口腔外科部長 

辞  職 高 取  吉 雄 H19.12.31 
東京大学大学院医学系研究科 

関節機能再建学寄付講座客員教授 

東京大学大学院医学系研究科 

整形外科学准教授 

昇  任 松 崎  政 紀 H20.1.1 

東京大学大学院医学系研究科 

附属疾患生命工学センター 

疾患生命科学部門(Ⅱ)准教授 

東京大学大学院医学系研究科 

附属疾患生命工学センター 

疾患生命科学部門(Ⅱ)助教 

採  用 今 井  陽 一 H20.1.16 
東京大学大学院医学系研究科 

血液・腫瘍病態学講師 

ハーバード大学医学部 

リサーチフェロー 

昇  任 長 谷 川  潔 H20.1.16 
東京大学大学院医学系研究科 

人工臓器・移植外科学講師 

東京大学医学部附属病院 

人工臓器・移植外科助教 

勤 務 換 小 松  孝 美 H20.2.1 
東京大学医学部附属病院 

手術部講師 

東京大学医学部附属病院 

麻酔科・痛みセンター講師 

昇  任 四 柳   宏 H20.2.16 
東京大学大学院医学系研究科 

生体防御感染症学准教授 

東京大学医学部附属病院 

感染制御部助教 

研 修 出 向 

復 帰 
中 尾  一 成 H20.3.1 

東京大学医学部附属病院 

耳鼻咽喉科・聴覚音声外科講師 

東京大学医学部附属病院 

耳鼻咽喉科・聴覚音声外科講師 

昇  任 田 中   栄 H20.3.1 
東京大学大学院医学系研究科 

整形外科学准教授 

東京大学医学部附属病院 

整形外科・脊椎外科講師 
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昇  任 苅 田  達 郎 H20.3.1 
東京大学医学部附属病院 

整形外科・脊椎外科講師 

東京大学医学部附属病院 

整形外科・脊椎外科助教 

辞  職 千 葉   滋 H20.3.15 
筑波大学大学院人間総合科学研究科 

教授 

東京大学医学部附属病院 

無菌治療部准教授 

昇  任 朝 蔭  孝 宏 H20.3.16 
東京大学大学院医学系研究科 

耳鼻咽喉科学准教授 

東京大学医学部附属病院 

耳鼻咽喉科・聴覚音声外科講師 

辞  職 川 原  信 隆 H20.3.31 
横浜市立大学 

大学院医学研究科・医学部教授 

東京大学大学院医学系研究科 

脳神経外科学准教授 

辞  職 細 井  義 夫 H20.3.31 新潟大学教育研究院歯学系教授 

東京大学大学院医学系研究科 

附属疾患生命工学センター 

研究基盤部門(放射線研究領域)准教授 

辞  職 辻 本  哲 宏 H20.3.31 同志社大学生命医科学部教授 
東京大学大学院医学系研究科 

神経生理学講師 

辞  職 三 﨑  義 堅 H20.3.31 京都桂病院リウマチ科部長 
東京大学医学部附属病院 

アレルギー・リウマチ内科講師 

辞  職 久 保  正 英 H20.3.31 東京厚生年金病院皮膚科部長 
東京大学医学部附属病院 

皮膚科・皮膚光線レーザー科講師 

辞  職 星 地 亜 都 司 H20.3.31 自治医科大学整形外科准教授 
東京大学医学部附属病院 

整形外科・脊椎外科講師 

辞  職 八 杉  利 治 H20.3.31 都立駒込病院専門副参事 
東京大学医学部附属病院 

女性診療科・産科講師 

辞  職 柴 垣  有 吾 H20.3.31 
聖マリアンナ医科大学病院 

腎臓・高血圧内科講師 

東京大学医学部附属病院 

血液浄化療法部講師 

辞  職 堤    治 H20.3.31 医療法人財団順和会山王病院院長 
東京大学大学院医学系研究科 

分子細胞生殖医学教授 

辞  職 柴 田  政 廣 H20.3.31 
芝浦工業大学 

システム工学部生命科学科教授 

東京大学大学院医学系研究科 

システム生理学講師 

任 期 満 了 上 西  紀 夫 H20.3.31 公立昭和病院院長 
東京大学大学院医学系研究科 

消化管外科学教授 

任 期 満 了 北 村  唯 一 H20.3.31 社会福祉法人あそか病院院長 
東京大学大学院医学系研究科 

泌尿器外科学教授 

任 期 満 了 世 古  義 則 H20.3.31 
財団法人朝日生命成人病研究所 

附属丸の内病院循環器科主任研究員 

東京大学医学部附属病院 

循環器内科講師 

任 期 満 了 藤 堂  具 紀 H20.3.31 
東京大学大学院医学系研究科 

特任教授 

東京大学医学部附属病院 

脳神経外科講師 
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平成 19 年度外国出張・海外研修  

（延べ人数） 

 

地域 国  名 教 授 准教授 

アジア・太平洋 アフガニスタン・イスラム共和国 
イラン 
インド 
インドネシア共和国 
オーストラリア 
カンボジア王国 
シンガポール共和国 
タイ王国 
大韓民国 
台湾 
中華人民共和国 
トルコ共和国 
ニュージーランド 
ネパール 
パキスタン・イスラム共和国 
パプアニューギニア独立国 
バングラデシュ 
フィリピン共和国 
ベトナム社会主義共和国 
マレーシア 
ラオス人民民主共和国 

1 
0 
2 
7 

10 
5 
6 
5 

18 
6 

25 
1 
4 
3 
0 
0 
0 
2 
4 
1 
8 

1 
1 
1 
0 
2 
0 
1 
2 
5 
2 
5 
0 
0 
0 
1 
3 
1 
0 
1 
0 
6 

北米・南米 アメリカ合衆国 
アルゼンチン共和国 
カナダ 
キューバ 
ブラジル連邦共和国 
メキシコ 

88 
2 
9 
1 
5 
1 

41 
1 
7 
0 
1 
0 

ヨーロッパ 英国 
イタリア共和国 
ウズベキスタン 
オーストリア共和国 
オランダ王国 
ギリシャ 
スイス連邦 
スウェーデン王国 
スペイン 
セルビア 
チェコ共和国 
ドイツ連邦共和国 
ハンガリー共和国 
フィンランド共和国 
フランス共和国 
ポルトガル共和国 
クロアチア共和国 
デンマーク王国 
ベルギー王国 
ルーマニア 
ロシア連邦 

7 
6 
1 
2 
2 
2 
7 
3 
2 
1 
1 
5 
1 
1 
6 
0 
0 
4 
2 
2 
1 

0 
0 
0 
0 
0 
3 
2 
3 
2 
0 
1 
3 
2 
0 
2 
0 
1 
0 
0 
0 
0 

アフリカ エジプト 2 0 
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医 学 図 書 館 
 
 
 
 
 
医学図書館は、本研究科・学部における教育・

研究のための総合施設として、1961 年 11 月に

開館した。以来今日に至るまで、質量ともに充

実した図書館サービスを目指して努力を続けて

いる。 
当館は、本学関係者はもとより、部外者も簡

単な手続きで入館することができる。館内は全

面開架方式を採用しており、資料を自由に利用

することができる。 
本研究科・学部の教員・大学院生および附属

病院職員に対しては、当館で所蔵していない資

料について、他大学図書館等からの文献複写・

図書現物取り寄せサービスを行っている。また、

Web 上で学外への文献複写・図書借用の申し込

みができる WEB リクエストサービス、および

柏図書館等学内の図書館・室の文献複写に関し

て、申し込みから閲覧まで Web 上で行える

e-DDS サービスも実施している。また、他大学

図書館等からの当館所蔵資料の提供依頼に対し

ても迅速な対応に努めている。 
最近、図書館をとりまく環境が急変し、図書

館の機能が大幅に拡大している。中でも図書館

情報の電子化によるサービスの進展は著しい。 
医学図書館では、この電子化された医学情報

を医学研究・教育に迅速に資するため、医学情

報支援機能を充実させて非来館型利用サービス

を全学的に提供し、図書館に足を運ばなくても

多数の情報が研究室等の端末から入手できるよ

うにしている。 
現在、Web 上でサービスしている主なものに

は、MEDLINE、EBM Reviews、CINAHL、医

中誌 web 等の二次情報、UpToDate Online、今

日 の 診 療 等 の 臨 床 医 学 情 報 ツ ー ル 、

Journals@Ovid Full Text 等の電子ジャーナル

コレクションがあり、Harrison’s Principles of 
Internal Medicine など主要医学書については

電子ブックでも提供している。また、和雑誌特

集記事索引および 1987 年以降に本研究科に提

出された学位論文論題索引を当館で作成、Web
上から検索が可能になっている。 

図書館案内については、医学図書館の動きを

知らせるために、ウェブサイトを開設している。

ここに、これまで紹介した様々なサービスの入

口が用意され、ポータルサイトとしての機能も

果たしている。 
<URL は http://www.lib.m.u-tokyo.ac.jp> 
館内のマルチメディア・コーナーには、情報

検索用端末、情報検索・ドキュメント作成用端

末、プレゼンテーション資料作成用端末等約 30
台を備えている。 

文献複写用のコピー機は、かなりの需要があ

るので、閲覧室に３台、書庫に１台用意してい

る。 
さらに、築後 50 年近くを経た建物は、平成

19 年度補正予算により耐震改修工事が行われ、

年度末に完了。2008 年 7 月 14 日にリニューア

ル・オープンの予定である。この改修を機に内

装も一新し、明るく心地よい空間の創造と、利

用者サービスのさらなる向上を目指していく。 
現在の医学図書館における資料数、利用実績

を別表に示す。 
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蔵書数 （平成 20 年 4 月 1 日）  

 和  文  欧  文 計 （冊） 備  考  
単行本  
雑誌（製本） 

48,266 
62,993 

64,003
103,576

112,269
166,569

教室所蔵分も含む

同  上  
合計  111,259 167,579 278,838 同  上  

 
受入冊数 （平成 19 年度）  

 和  文  欧  文 計 （冊） 備  考  
単行本  
雑誌（製本） 

507 
1,101 

313
1,862

820
2,963

教室所蔵分も含む

同  上  
合計  1,608 2,175 3,783 同  上  

 
 

受入雑誌種類数 （平成 19 年度）  

 和  文  欧  文 計 （種類数） 備  考  
購入  
寄贈・交換  

250 
550 

613
102

863
652

教室所蔵分も含む

同  上  
合計  800 815 1,515 同  上  

 
 

利用状況 （平成 19 年度）  

１． 開館日数  
２． 利用者総数  
３． 一日平均利用者数  
４． 貸出総冊数  
５． 一日平均貸出冊数  
６． Ovid アクセス数  
７． 医中誌 Web アクセス数  

260 日  
39,559 人  

152 人／日  
10,455 冊  

40 冊／日  
313,831 回／年  
498,002 回／年  
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医学系研究科・医学部 国際交流室 
 
教授  

山岨達也  
講師  

Joseph Green、丸山稔之、Christopher Holmes 
 
ホームページ http://square.umin.ac.jp/koryu/homepage00.html 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医学部国際交流室は医学部長の直轄組織とし

て、国際交流委員会の決定事項に従って、1）国

際教育交流、2）国際学術・研究交流、3）国際保

健医療協力の大きな三本の機能・活動を果たして

きた。以下例年通り、各項目にそって平成 19 年

度の活動状況を報告する。 
 
1．国際教育交流 

(1)留学生の教育・研究上の相談 
医学系研究科に在籍する平成 19 年度の留学生

総数は 154 名(34 ヶ国)であった。それ以外にも各

教官が個人的に指導している学生も多数存在す

る。海外から留学・研修を肴望する者からの問い

合わせは依然として多く、対応回数は延ベ、平成

19 年度 86 件であった。留学生、留学希望者から

は、留学上の相談や学位取得に関する相談、奨学

金に関する相談などがあった。卒前の基礎臨床研

修の希望も大変多く、特に 1～3 カ月間の短期の

研修（これを海外では Elective と呼ぶことが多

い）を本学で希望する者も依然として多い。諸々

の事情で受け入れが困難なことが多いが、国際交

流室が介在した範囲で受け入れが可能との回答

を得たのは平成 19 年度は 6 名（米国 4、タイ 2）

で あ っ た 。 そ れ 以 外 に も 各 教 官 が 個 人 的 に

Elective として受け入れている学生も多数存在

する。東大の学生が毎年延ベ 20 人以上海外で受

け入れてもらっていることを考えると、短期研修

希望者の受け入れ条件の整備は今後の検討課題 
となっている。海外からの問い合わせ件数の急増

に対処するため、平成 12 年 10 月より、国際交流

室のホ－ム・ペ－ジを立ち上げ、また、海外との

連絡も極力、電子メ－ルを利用して行っている。

ホ－ム・ペ－ジは留学生への情報伝達も担ってお

り、現在約 5640 画面の情報を掲載している。 
また、恒例となった春の留学生懇親会を山上会

館で開催した。医学部長以下教職員・学生の出席

は平成 19 年度は約 80 名であった。さらに毎年、

留学生関係の行事として留学生論文コンテスト

を開催し、応募者の中から優秀論文を発表した 5
名を選考し、学部長より賞状が授与され、副賞が

支給された。 
 
(2)東京大学医学部学生および医学系研究科学生

の海外短期実習および海外留学に関する相談 
卒前、卒後に海外に研修に出たいという学生か

らの相談は年間約 38 件あった。情報提供、指導、

推薦状の作成などを行った。東京大学医学部学生

による 1～3 カ月間の米国臨床研修に関しては、

平成 10 年 8 月に米国・ペンシルベニア大学医学

部と学部間交流協定が締結され、平成 19 年度は

東大側から学生 3 名が研究実習に派遣された。平

成 14 年 12 月より米国・ジョンズホプキンス大学
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とも学術交流協定が締結され、平成 19 年度は東

大側から学生２名が臨床実習に派遣された。平成

17 年 1 月より米国・ミシガン大学とも学術交流

協定が締結され、平成 19 年度は東大側から学生

1 名が臨床実習に派遣された。平成 17 年 2 月よ

りドイツ・ミュンヘン大学とも学術交流協定が締

結され、東大側から学生 1 名が臨床実習に派遣さ

れた。平成 17 年 11 月より米国・ワシントン大学

とも学術交流協定が締結され、平成 19 年度は東

大側から学生 2 名が臨床実習に派遣された。平成

17 年 11 月より新たに台湾・台北医学大学とも学

術交流協定が締結され、平成 19 年度は東大側か

ら学生 1 名が臨床実習に派遣された。平成 18 年

9 月より新たにタイ・マヒドン大学とも学術交流

協定が締結され、平成 19 年度は東大側から学生

2 名が臨床実習に派遣された。マヒドン大学医学

部より、学生 2 名を臨床実習に受け入れた。 
学部間交流協定を締結していない米国の病院

（ハーバード医科大学、Tulane 大学、Oregon 
Health & Science University など）においても、

1～2 カ月間の米国臨床研修の申し込みを行い、

平成 19 年度は、合計で約 3 名の学生が海外で臨

床実習あるいは研究実習を体験した。 
 

2．国際学術・研究交流 

(1)日本学術振興会によるタイとの学術交流 
医学分野、特に感染症およびその周辺領域に

関する学術交流プログラムをタイ・マヒドン大

学医学部を相手側拠点校として 10 年間実施す

ることを日本学術振興会に申請し、平成 11 年度

より開始された。この学術交流プログラムは、

当初より 2 大研究プロジェクトを計画し、焦点

を当てた成果重視のための研究プロジェクトを

実施している。国際共同研究および研究者交流

は引き続き活発に行われている。（平成 19 年度

現在招聘研究者：延ベ 14 人／1016 人・日数 日

本人派遣研究者：延ベ 21 人／117 人・日数） 

3．新規事業（若手研究者インターナショナ

ル・トレーニング・プログラム） 

日本学術振興会より、平成 19 年 10 月から総額

1 億円/5 年の新規事業として開始された。東京大

学所属の助教(助手)、ポスドク、大学院学生がア

メリカ合衆国の 4 大学（ジョンズホプキンス大学、

ミシガン大学、ペンシルべニア大学、ワシントン

大学）に医学研究を遂行することに加えて、チュ

ートリアル教育の見学、研究室の運営の見学、TA
（teaching assistant）の現況の見学を行う予定

であり、平成 19 年度は４名の若手研究者が派遣

された。 
 

4．教育・研究活動 

(1)教育 
講師の Joseph Green と丸山稔之とは医学系研

究科大学院共通講義「臨床疫学研究入門」を担当

した。講師の Joseph Green は「健康アウトカム

測定法の開発および検証」と「国際疫学特論 I」
と「国際疫学特論 II」とを担当した。講師の丸

山稔之は医学系研究科内科学専攻、および国際保

健学専攻講師を兼任した。講師の Christopher 
Holmes は医学英語、保健学英語を担当した。講

師の Joseph Green と Christopher Holmes とは

大学院学生・学部学生・職員を対象に英語口頭発

表トレーニングを担当した。 
 

発表論文 
 
（１） Fukuhara S, Yamazaki S, Hayashino Y, 

Green J. Measuring health-related quality 
of life in patients with end-stage renal 
disease: why and how. Nat Clin Pract 
Nephrol. 2007 Jul;3(7):352-3. 

（２） Yamazaki S, Nitta H, Ono M, Green J, 
Fukuhara S. Intracerebral haemorrhage 
associated with hourly concentration of 
ambient particulate matter: case-crossover 
analysis. Occup Environ Med 
2007;64:17–24. 
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細胞生物学／生体構造学／細胞構築学 
 
教授  

廣川信隆  
准教授  

中田隆夫、金井克光、武井陽介  
講師  

野田泰子  
助教  

岡田康志、田中庸介、仁田亮、本間典子、三木玄方、矢島孔明、小川覚之

 
ホームページ http://cb.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
教 育 

教育は細胞生物学・解剖学大講座が一体となっ

て行っている。教育は、講義と実習ならびにフリ

ークォーターからなる。 
医学部学生及び理学部人類学学生を対象に骨

学（５コマ、16 時間）、肉眼解剖学（実習 61 コ

マ、193 時間）、細胞生物学、発生学、組織学総

論・各論（講義、実習 36 コマ、114 時間）合計

323 時間を大講座全体で協力し一体として行っ

ている。また健康科学・看護学科生に研究方法論

（２コマ、６時間）、解剖示説（５コマ、16 時間）

合計 22 時間の教育を行っている。実習は教授、

助教授、講師の内１名と助手が１名組んで担当し

ている。なお、講師が他学部（教育学部、理学部、

文学部等）生を対象に肉眼解剖学及び組織学の講

義、実習（25 コマ、80 時間）を行っている。又

大学院共通講義（分子細胞生物学入門）を 15 コ

マ（23 時間）と実習 40 コマ（70 時間）行って

おり、総計 518 時間である。 
講義は、細胞生物学、発生学、組織学総論、組

織学各論を教授、助教授、講師が分担しており、

細胞及び組織の構造を機能と関連づけて、遺伝子、

分子のレベルから理解できるように配慮した研

究の先端を取り入れた魅力あるものにしようと

努力している。 
フリークォーターは、電子顕微鏡の基礎技法、

細胞骨格の細胞生物学、免疫細胞化学、組織培養、

ナノスケールの顕微鏡法、分子生物学、分子遺伝

学など、本人の希望にあわせて実際の研究室の研

究に参加してもらっている。 
 

研 究 

本大講座では細胞生物学の分野の多岐にわた

る研究を行っており特に細胞骨格の分子細胞生

物学；細胞内の物質輸送の機構及び細胞の形作り

の機構の研究を行っている。 
 
神経細胞や上皮細胞をはじめすべての細胞は、

細胞の機能にとり必須の機能蛋白分子を合成後、

様々な膜小器官あるいは蛋白複合体さらには

mRNA 蛋白複合体として目的地へ適正な速度で

輸送する必要がある。この細胞内の物質輸送は細

胞の重要な機能、形作りそして生存のため必須で

ある。私達は今までにこの輸送機構の主役である
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微小管をレールとしたキネシンスーパーファミ

リーモーター分子群（KIFs）を発見し哺乳類の

全遺伝子 45 個を同定した。またこの KIFs が多

様な機能分子を輸送するだけでなく脳の高次機

能、神経回路網形成、左右の決定、腫瘍の抑制等

に重要な役割を果たす事を明らかにして来た。こ

のようにモーター分子群 KIFs は重要な細胞機能

の根幹を担っていると同時に私達の体の様々な

基本的生命現象に深く関わっておりこの研究は

分子細胞生物学、神経科学、発生生物学、生物物

理学、臨床医学等の広範な学問分野に大きな学術

的意義を有すると思われる。私達は今まで遺伝子

群の発見、機能の解析、個体レベルの機能解析、

作動原理等すべての課題について常に世界をリ

ードする研究を行なって来た。しかしながらまだ

未知の多くの課題が存在しこれらを解く為世界

に先駆けて研究を大きく発展させることを目的

としている。本年度は以下の研究成果を得た。 
 

1）モーター分子による cargo の認識・結合およ

びその制御機構。 
私達のこれまでの研究により 1 種の細胞の中

で多数の KIFs がそれぞれ異なる cargo を認識

し，その目的地へと正しく輸送することが明らか

となって来た。その分子機構の解明は緒についた

ところである。この一連の過程を分子レベルで理

解するために，KIFs と cargo の結合を仲介す

る scaffold 分子および，それらを修飾するシグ

ナル分子を同定・解析することで，細胞内物質輸

送システムを分子レベルの実体として理解する

ことを目指している。 
a)記憶・学習等、脳の高次機能にとり大変重要な

NMDA 型グルタミン酸受容体を主に神経樹状突

起内で輸送する KIF17 をモデル系とした。我々

の先の研究で KIF17 は足場蛋白 Scaffold protein 
mLin10 (Mint1) に 結 合 し 、 mLin2(CASK) 、

mLin7(Velis)の足場蛋白複合体を介して NMDA

型受容体 NR2B subunit に結合し、これを輸送す

る こ と を 示 し た 。 今 回 FRET (Fluorescence 
Resonance Energy Transfer)法を用いて KIF17
尾部 1029 Serine が CaM kinaseIIαによりリン

酸化されると Mint1 と KIF17 の結合が切れ

cargo を離脱することを示した。この事によりシ

ナプス後部スパインの近くで KIF17 に CaM 
kinase IIαが結合し Ca++の流入に伴って活性化

され KIF17 の尾部をリン酸化する事により

NMDA 型受容体を含む小胞を降ろし，その後

NMDA 型受容体がシナプス後部膜に組み込まれ

る事を強く示唆した。 
b）我々は、KIF1A と KIF1Bβが Rab3A 等のシ

ナプス小胞蛋白を含む小胞を軸索内で細胞体か

ら 末 梢 方 向 へ と 輸 送 す る 事 を 示 し た 。

KIF1A/KIF1Bβによる cargo の認識、結合及び

制 御 機 構 に つ い て 、 Rab3GEP で あ る

DENN/MADD が KIF1A/KIF1B β の stalk 
domain に結合する事、及び DENN/MADD が

GTP-Rab3 に結合する、つまり KIF1A/KIF1Bβ

は Rab3GEP を介し GTP-Rab3 に結合しこれを

軸索末端に輸送する事を示した。この成果により

small G 蛋白が輸送の制御に関わっている事が示

された。 
 

2)モーター分子の作動機構の構造生物学的解析。 
キネシンスーパーファミリー蛋白 (KIFs) は、

ATP の加水分解で得られるエネルギーを利用し

て微小管上を動く生体分子モーターである。我々

は、我々の発見した単頭型の KIF1A を用いてこ

の動作機構の解明に取り組んでいる。1 分子レベ

ルでの運動解析から、単一 KIF1A の微小管上の

運動は、(1) 微小管からの解離、(2) 微小管にそ

った１次元ブラウン運動、(3) 微小管プラス端方

向への方向性のある運動、 (4) 8nm おきに存在

する微小管上の結合サイトへの結合、の４つの素

過程からなる。このうち、方向性のある動きを発
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生し力学的仕事をする化学力学変換過程である 
(3) 方向性のある運動と (4) KIF1A の微小管へ

の再結合についてはいずれも、ATP 加水分解後の

KIF1A が ADP を放出する際に起こることが判明

している。今回我々は、この ADP 放出の中間状

態にある KIF1A の原子構造を X 線結晶解析で解

くことに成功した。５つの異なる中間状態の結晶

化に成功し、ADP 放出の過程を原子レベルで時

分割的に明らかにすることができた。ADP 放出

はヌクレオチド結合ポケットの構造変化を伴う

のみならず、主要な微小管結合面であるスイッチ

II 領域でも大きな構造変化が生じていた。この

ADP 放出という化学反応に伴うヌクレオチド結

合ポケットでの構造変化と、微小管への結合とい

う力学的仕事を生み出すスイッチ II 領域の構造

変化とが共役していることが、キネシンにおける

化学 力学変換の構造的基盤であり、それを担う

構造が、ADP 結合ポケットとスイッチ II との間

の水素結合 (“ラッチ”と命名) であった。この結

合は，ADP 放出とスイッチ II の構造変化を抑制

しており，ラッチが解放されることで両者が共役

してスタートすると考えられる。更に、クライオ

電子顕微鏡解析による中解像度の KIF1A -微小

管複合体の構造との比較により、微小管上での化

学力学変換の機構が示唆された。化学力学共役の

主役である”ラッチ”結合は、L7 ループを介し

た水素結合のネットワークである。この L7 ルー

プは、同時に微小管に対するセンサーとしても機

能すると予想される。αチュブリンとβチュブリ

ンが交互に配列した微小管上で、βチュブリンの

特定箇所にのみ L7 は結合し、αチュブリンの対

応箇所では寧ろ L7 は反発される。このため、

KIF1A が１次元ブラウン運動で βチュブリン

上に来た時にのみ L7 は微小管側へ静電的に引き

寄せられる。これがラッチを解放し、ADP 放出

及びスイッチ II の構造変化が生じる。スイッチ

II の構造変化により、KIF1A の微小管結合面は、

微小管表面に適合する形状へと変化し、KIF1A
は微 小管と堅く結合する。面白い事に、αチュ

ブリンでの L7 反発部位とβチュブリンの L7 結

合部位は、チュブリンの 4.2nm 周期から 0.5nm
ズレている。この不整合により生じるポテンシャ

ルの非対称性が、前方への運動バイアスを生み出

すと予想される。 
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沿革と組織の概要 

神経細胞生物学部門の前身は、1936 年に発足

した旧東京帝国大学医学部附属脳研究施設 神

経解剖学分門であり、1997 年の大学院講座制へ

の移行に伴い、東京大学大学院医学系研究科分子

細胞生物学専攻 細胞生物学・解剖学講座の１部

門となった。初代教授は小川鼎三であり、草間敏

夫、金光 晟、廣川信隆についで第５代目となる

岡部繁男が平成 19 年９月１日より当部門を主宰

している。 
神経細胞生物学部門の現在の構成員は、教授

（岡部繁男）、講師１名（根東 覚）、助教１名（西

井清雅）、技術専門職員１名（大塚優江）、大学院

生５名（丸尾知彦、田中慎二、佐藤映美、申 庚

義、林亜矢子）、学部生１名（水口泰介、東京医

科歯科大学医学部所属）、研究補助員１名（渡部

禮子）、秘書１名（今井祥子）である。 
 

教 育 

当教室は細胞生物学・解剖学大講座の一部門と

して学部学生教育においては主に医学部医学科

学生を対象とした講義、実習、フリークォーター

を担当する。 
具体的には医学部学生及び理学部人類学学生

を対象に骨学（講義・実習５コマ、16 時間）、肉

眼解剖学（実習 61 コマ、193 時間）、細胞生物学、

組織学総論・各論（講義・実習 36 コマ、114 時

間）合計 323 時間を細胞生物学・生体構造学・細

胞構築学部門と協力して受け持つ。大学院講義と

して神経細胞生物学１コマ（６時間）を当部門単

独で、また細胞生物学及び解剖実習７コマ（２３

時間）、医学共通講義 15 コマ（23 時間）を細胞

生物学・生体構造学・細胞構築学部門と協力して

担当する。 
講義は、細胞生物学、組織学総論、組織学各論

を教授、講師が分担しており、細胞及び組織の構

造を機能と関連づけて、遺伝子、分子のレベルか

ら理解できるように配慮した研究の先端を取り

入れ魅力ある講義となるよう努力している。実習

は教授、講師の内１名と助教１名の計２名が組み

となり担当している。 
フリークォーターは、神経細胞の分散培養や脳

組織のスライス培養法、蛍光免疫染色法、蛍光顕

微鏡観察法、レーザー顕微鏡観察法など参加する

学生の希望を取り入れて、実験手法を理解するこ

とから始まり、研究の面白さまで実感してもらえ

るよう工夫している。 
学部学生教育とは別に大学院生を対象とした
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教育として英語による論文紹介セミナーを行な

うほかに、研究成果報告セミナーを毎週行ってい

る。また、神経生理学講座・疾患生命工学研究セ

ンター構造生理学部門との合同セミナーを毎週

実施している。 
 

研 究 

脳は多数の神経細胞が相互に情報をやりとり

することによってその機能を発揮する。神経細胞

間での情報のやりとりを行う主要な構造はシナ

プスと呼ばれ、シナプスの性質が長期間安定に維

持されることによってヒトの行動やこころの働

きは安定した再現性のあるものとなる。一方でシ

ナプスの性質が外界の刺激によって変化するこ

とで、ヒトの個性や経験による行動変化が引き起

こされると考えられる。シナプスは従って「長期

間安定に存在する」構造であると同時に、脳の機

能変化の基盤として「急速に変化しうる」性質を

併せ持つ必要がある。このシナプスのユニークな

特性がどのような分子レベルでの機構によって

成立しているのか、を知ることが当部門の主要な

テーマである。 
シナプスの構造と機能を解析の理解にはシナ

プスの動的構造の解析が必須であり、様々なイメ

ージング手法を活用した研究が当部門では行わ

れている。 
 

シナプス形成におけるグリア細胞の役割 
シナプス近傍に存在してシナプスの形成・維持

過程を制御する可能性のある構造として、アスト

ログリア細胞の突起がある。過去の実験から、ア

ストログリア細胞の放出する様々な因子がシナ

プスの形成や成熟を促進することが明らかにな

っていること、シナプス構造とアストログリアの

突起の間に密接な関係が存在することも電子顕

微鏡解析によって示されている。海馬のスライス

培養でアストログリアの接触と、それ以降のスパ

インの安定化・成熟過程の関連を解析した。アス

トログリアが接触することでスパインはより安

定化し、その形態も成熟することがわかった。ア

ストログリアのシナプスに対する影響がどのよ

うな形で制御されているのか、またアストログリ

アの放出する液性因子がシナプス制御過程に関

与しているのか、などが今後の研究課題となる。 
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沿革と組織の概要 

当教室は、1893 年医化学講座として創設され

た。1897 年に生理学教室より分離独立、1927 年

には栄養学教室の創設に伴い生化学講座に、1974
年には生化学第二講座の創設に伴い生化学第一

講座に改名、更に 1997 年には医学部が医学系研

究科に改組されたのに伴い生化学・分子生物学講

座・分子生物学分野に改名され、現在に至る。当

講座は、これまで日本の生化学の発展に多大な貢

献をされた６名の歴代教授によって教室の運営

がなされてきた。 
本邦最初の生化学講座である医化学講座を創

設した初代隈川宗雄教授は、明治１５年東京大学

を卒業後、同 17 年にベルリン大学の Rudolf 
Virchow 教授の病理学教室の化学部に留学、

Ernst Salkowski教授の元で５年間の研鑽を重ね

た。帰国後、帝国大学病理化学の講師を経て、教

授に任ぜられた。1908 年、現在ではω酸化や一

部の奇数脂肪酸の例外を除いて常識となってい

る、脂肪酸の糖原性欠如の発見、1906 年 C. 
Eijkman により発見された米糠に含まれる脚気

予防因子（ビタミン B1）の抽出・精製、更に糖

及び脂肪の定量法の考案等の業績を残した。更に、

本邦の生化学を担う幾多の人材を育成した。その

中には、坂口反応として国際的にも広く使用され

ているアルギニン呈色反応を開発した坂口昌洋、

化学発癌の佐々木隆興らがいる。 
第二代の柿内三郎教授は、明治 39 年東京帝国

大学医科大学を卒業後、同大理学部で化学を学び、

隈川教授の元で講師、助教授を歴任し、大正４年

より米国留学、隈川教授の没後教授に昇任、大正

12 年欧州留学。医化学の講座名を生化学に改め

た。大正 11 年、Journal of Biochemistry を発刊、

大正 14 年日本生化学会を創設した。門下生から

第三代児玉桂三教授、第四代島薗順雄教授等の多

数の人材を輩出した。 
第三代の児玉桂三教授は、大正７年東京帝国大

学医科大学を卒業後、副手、助手、助教授として

柿内教授を補佐、大正 13 年英国ケンブリッジ大

学に留学、愛知医科大学生化学教授、九州帝国大

学医学部生化学教授を歴任し、昭和 18 年より本

講座を担任した。生体酸化還元、栄養学で多大な

成果を収めた。 
第四代の島薗順雄教授は、昭和３年東京帝国大

学を卒業後、生化学講座助手、講師を経て、前橋

医学専門学校教授、新潟医科大学教授に任ぜられ、

昭和 27 年より本講座を担任した。ビタミン B1
とコカルボキシラーゼ、ケト酸代謝、ビタミン C
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に関連した六炭糖の代謝の研究で業績を上げた。 
第五代の山川民夫教授は、昭和 19 年東京帝国

大学医学部を卒業後、東京帝国大学伝染病研究所

化学部に入り、32 年助教授、34 年教授に昇進、

昭和 41 年より本講座を担任した。糖鎖研究では、

世界的なパイオニアである。赤血球に糖脂質およ

びシアル酸が存在しそれが ABO 血液型抗原であ

ることの発見等がある。 
第六代の村松正實教授は、昭和 30 年東京大学

医学部を卒業し、第一内科に入局し米国ベイラー

大学 H. Busch 教授の元に留学、帰国後、癌研究

所生化学部に入り、昭和 46 年徳島大学医学部生

化学教授、5 二年癌研生化学部長を歴任し、昭和

57 年より、本講座を担任した。留学時に開始し

たリボゾーム RNA の研究に業績を残すとともに

とインターフェロンを初めシトクローム P-450
の遺伝子クローニングを世界に先駆けて成功し

た。 
現在教室を主宰している岡山博人教授は、昭和

48 年に熊本大学医学部を卒業後、京都大学大学

院医学研究科に進学、京都大学医学部助手を務め、

昭和 53 年スタンフォード大学医学部生化学講座

P. Berg 教授の元に留学、56 年より米国 NIH 客

員科学者、63 年大阪大学微生物病研究所分子遺

伝学教授を歴任し、平成４年より本講座を担任し

ている。スタンフォード大学留学時には、遺伝子

クローニング法の根幹をなす、完全長 cDNA の発

現クローニング法を開発、帰国後、それを用いて

哺乳類の細胞周期制御遺伝子のクローニングを

行い、細胞周期制御機構の普遍性を明らかにした。

現在、細胞周期制御の観点から、癌化の普遍機構

の解明を進めている。 
 

研 究 

現在の研究は、これまで中心であった分裂酵母

の細胞周期制御機構から、発癌の根底機構である

足場非依存性 S 期開始機構の解明に焦点を絞っ

ている。准教授及び３名の助教と共に、ＣＯＥ研

究員２名、大学院博士課程学生 6 名で展開中であ

る。 
 

１． 足場消失に伴う Cdc6 タンパクの分解機構 
昨年度、マウスおよびラットの胎生線維芽細胞

を用いて、足場消失に伴って起こる Cdc6 タンパ

クの分解が、主に、二つのユビキチンリガーゼに

よ っ て 引 き 起 こ さ れ る こ と 、 そ の 一 つ が

Cdh1-APC であること、他の一つは、同定中であ

ることを報告した。今年度は、このユビキチンリ

ガーゼが FBW7 あるいはそれに類似した F-box
タンパクが関与している可能性が浮かび上がっ

た。さらに、これとは異なるもう一つのユビキチ

ンリガーゼが Cdc6 の分解に働いていることを示

唆する知見が得られている。さらにその性質に関

するいくつかの新知見が得られた。Cdc6 以外に、

サイクリン A と転写因子 E2F1 を壊す。その活性

に癌抑制遺伝子産物の p53 を必要とする。現在同

定中である。 
 

２． Cdc6 タンパクの足場シグナルによる分解

制御シグナル経路の解明 
足場シグナルによる Cdc6 タンパクの分解制御

の経路の解明が、発ガン機構を解く上で鍵となる。

これに関して、昨年に引き続き解析を進め、その

細 胞 内 伝 達 経 路 の 概 要 が わ か り 始 め た 。

Tsc1/2-Rheb-mTOR 経路が足場シグナルの一部

を伝達し、同時に転写が課汗生かされたサイクリ

ン D1/D2/D3 が Cdk4/6 を活性化し、mTOR から

のシグナルがある場合に Rb を不活化する。その

結果、転写因子 E2F が活性化され、Cdc6、サイ

クリン A、Cdh1-APC の阻害因子である emi1 の

転写が誘導される。それによって、Cdh1-APC が

不活化され、Cdc6 およびサイクリンＡタンパク

の分解が抑えられて、S 期への開始に向かう。足

場の消失が起こると、mTOR の活性が低下し、
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これらの転写が抑えられると共に、Cdc6 および

サイクリン A の分解が起こり、細胞は G1 期に停

止する。 
 

３．Cdc6 の新しい役割 
Cdc6 は複製開始前複合体の形成を行う必須な

因子である。昨年度見出した Cdc6 の新しい機能

であるサイクリン依存性キナーゼ阻害タンパク

の p21 によって不活化された Cdk2 を ATP の加

水分解エネルギーを利用して活性化する機能に

は、このタンパクの ATP 結合能および加水分解

能に加えて、これまで知られていた Cy モチーフ

が必須であることが判明した。加えて、少なくと

も S 期を進行している細胞の中で、DNA 損傷に

伴う p53-p21 依存性チェックポイント機構の利

用が Cdc6 によって決定されていることが判明し

た。すなわち、Cdc6 の分解が起きないようなＤ

ＮＡ損傷を細胞が受けた場合、損傷によって誘導

された p21 は Cdk2 の不活化に利用されない。こ

の機能の発見は、これまでの常識を塗り替え、細

胞周期制御機構の解明に全く新しい切り口を開

く成果である。 
 

４．細胞周期開始因子による足場非依存性増殖の

誘導 
当研究のひとつの目標は、細胞周期制御因子の

みの操作によって足場非依存性細胞増殖を引き

起こすことができるかという問いに答えること

である。昨年度、ラット線維芽細胞株を用いた成

功に加えて、今年度は、Cdk6, サイクリン D3 お

よび Cdc6 の高発現を行うことによりラットおよ

びマウス胎生線維芽細胞に足場非依存性増殖を

誘導できることを見出した。さらに興味深いこと

に、Cdc6 タンパクの既存のリン酸化部位のセリ

ンをリン酸化型に似たアスパラギン酸に変えた

変異タンパクを発現させるとさらにメチールセ

ルロース培地での増殖能の亢進が見られた。現在、

同様の組み合わせで、ヒト線維芽細胞でも足場非

依存性増殖を誘導できるかを確認中である。 
 

教育 

医学部医学科の学生を対象とした、生化学・栄

養学の講義の中で、DNA 関連の講義を担当して

いる。主たる講義内容は、DNA 複製、転写、mRNA
核外輸送、mRNA 翻訳、遺伝子工学の基礎、レ

トロウイルス進化の元となっている可動 DNA、

核酸の合成・分解等である。 
大学院博士課程の学生に対しては、遺伝子工学

入門コースを設定し、講義および実習を行ってい

る。 
 
出版物等 
 
（１） Kan, Q., Jinno, S., Yamamoto, H., and 

Okayama, H. Chemical DNA damage 
activates p21WAF1/CIP1-dependent intra-S 
checkpoint. 2007, FEBS Lett. 30, 5879-5884. 

 



42 東京医学・第 116 巻・平成 20 年 10 月 

 

細胞情報学 
 
教授  

清水孝雄  
准教授  

中村元直、石井聡  
助教  

北芳博、進藤英雄  
 
ホームページ http://biochem2.umin.jp/index_j.html 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
沿革と組織の概要 

当講座には上記 5 名のスタッフに加え、15 名

の大学院生（2 名の PhD・MD コースの学生を含

む 14 人の博士課程学生と 1 人の修士課程学生）

と 7 人の医学部学生（フリークオーター）が在籍

している。また臨床医や製薬会社からの受託研究

員も受け入れている。学部長室付きの高橋利枝助

手は、技術職員である市原信二と共に共通機器の

管理と使用指導を担当している。 
 

教 育 

約 100名の医学部学生と約 5名の理学部人類学

科の学生への総計約 80 コマの講義と少人数セミ

ナーに加え、短期（2〜3 週間）研究室体験コー

スも担当している。フリークオーターの学生は毎

年受け入れており、2003-2007 年の間で約 15 名

に達している。大学院生向けには、3 ヶ月にわた

る講義（生化学と遺伝子工学に関して）と 8 週間

にわたる臨床研究者向けの研究室コースを担当

している。 
 

研 究 

1. 脂質メディエーターと脂質代謝の研究 
アラキドン酸の酸化代謝物（プロスタグランジ

ン、ロイコトリエンやヒドロキシエイコサテトラ

エン酸）は、生理活性リン脂質（血小板活性化因

子や他の関連リン脂質）と同様に、さまざまな細

胞において細胞内シグナル経路を惹起すること

が知られている。これら脂質メディエーターは、

神経伝達物質やサイトカインなどの生理活性物

質とともに作用して、神経可塑性や生体防御に重

要な役割を果たすと考えられている。生体系にお

ける脂質メディエーターの役割を明らかにする

ために、私どもは主に 3 つの異なるアプローチに

より研究を進めている。1）脂質メディエーター

の合成や分解に関わる酵素の単離と cDNA 及び

遺伝子のクローニング、転写レベル及び転写後レ

ベルでの酵素の調節機構の解明、2）脂質メディ

エーターの G タンパク質共役型受容体のクロー

ニングと細胞内シグナル伝達機構の解明、3）注

目する遺伝子をマウス個体内で欠損させるか若

しくは過剰発現させ、これらノックアウトマウス

やトランスジェニックマウスの表現型を解析し

てその遺伝子産物の生体内における役割を解明

する。過去数年にわたり、いくつかのリン脂質代

謝酵素や脂質メディエーターの受容体をクロー

ニングした。最近では、長年実態が不明であった

ランズ回路におけるリゾリン脂質へのアシル基
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転移酵素群を多数同定することに成功し、現在、

個別的に機能解析を進めている。これにより、炎

症や免疫での脂質メディエーターの機能解析に

加え、膜脂質の多様性や非対称性の形成機構とそ

の生物学的意義の解明へと研究が発展している。 
 

2. 脂質メディエーターの同時定量 
脂質メディエーターはカスケード経路を通し

て作られる。アラキドン酸カスケードと呼ばれる

このカスケード経路では、細胞質型ホスホリパー

ゼ A2 やシクロオキシゲナーゼ、リポキシゲナー

ゼ等の重要な酵素が共通のレギュレーターとな

り、各脂質メディエーター分子種を実際にカスケ

ードの末端で産生する種々の合成酵素と協調的

に働いている。網羅的な脂質メディエーターの解

析のためには、感度と信頼性に富んだ同時定量法

が必要である。そこで私どもは、カラムスイッチ

装着 HPLC-タンデム質量分析計による多種脂質

メディエーターの定量システムを最近開発した。

最適化をすれば、14 種の脂質メディエーターの

定量解析を、24 時間あたり 96 検体処理すること

が可能である。定量の下限値は 5 pg であり、

2000-5000 pg までキャリブレーションに直線性

が得られている。実際、私どもはこの系を用いて、

齧歯類の病理組織における一連の脂質メディエ

ーター量の動的時間変化を検出することに成功

している。 
 

3. 機器分析 
医学部にはガスクロマトグラフや HPLC を装

備した質量分析計 (JEOL 社製 HX 110、Hitachi
社製 M-80、Finnigan MAT 社製 TSQ 7000)や
PerkinElmer 社製ペプチドシークエンサー、富士

フイルム社製 BAS 2000 イメージアナライザー、

BD 社製 FACScan、Beckman 社製キャピラリー

電気泳動装置等、共通使用を目的とした多種にわ

たる分析機器及び試料調製用機器を所有してい

る。高橋助手はこれら機器類の保守管理及び初心

者への使用法の解説を行っている。高橋の研究テ

ーマは、HPLC-質量分析計によるタンパク質の一

次構造の決定、ガスクロマトグラフ-質量分析計

や HPLC-質量分析計を用いた低分子量化合物の

同定、等である。 
 

4. インターネットウェブサイト 
より詳細な当講座の研究活動については、ウェ

ブサイト（http://biochem2.umin.jp/index_j.html）
を参照されたい。このホームページでは分子生物

学や細胞生物学の研究に役立つ私どもの実験プ

ロトコールも紹介している。 
 

5. メタボローム講座との共同研究 
2003 年、島津製作所と小野薬品の寄付によってメ

タボローム講座が新規に誕生した。田口良教授と小

田吉哉准教授は世界的に優れたプロテオミクスとメ

タボロミクスの研究者である。彼らとの共同研究に

より、私どもは内在性のリガンドが未同定の、いわ

ゆるオーファン受容体と呼ばれるGタンパク質共役

型受容体に結合する新規脂質メディエーターの探索

を進めている。このプロジェクトの一環として、最

近我々は、低親和性 LTB4 受容体として認知されて

いた第二ロイコトリエン受容体 (BLT2)が 12HHT 

(12(S)-Hydroxyheptadeca-5Z,8E,10E-trienoic acid)
の高親和性受容体であることを明らかにした。また、

肺サーファクタント脂質合成酵素の単離にも成功し

た。 
 
出版物等 
 
（１） Kita Y, Ohto T, Uozumi N, Shimizu T. Bio- 

chemical properties and pathophysiological 
roles of cytosolic phospholipase A2s. 
Biochim Biophys Acta 2006; 1761: 1317-22. 

（２） Akiba S, Mukaida Y, Hane K, Oka M, 
Uozumi N, Shimizu T, Sato T. Group IVA 
phospholipase A(2)-mediated production of 
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fibronectin by oxidized LDL in mesangial 
cells. Kidney Int. 2006; 70: 1013-18. 

（３） Shimizu T, Ohto T, Kita Y. Cytosolic 
phospholipase A2: Biochemical properties 
and physiological roles. IUBMB Life 2006; 
58: 328-33. 

（４） Chiba Y, Shimada A, Satoh M, Saitoh Y, 
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nervous system. Neurosci. 2006; 141: 
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al. Cloning and characterization of mouse 
lung-type acyl-coa:lysophosphatidylcholine 
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acid-induced renal inflammatory injury in 
platelet-activating factor receptor-deficient 
mice. Am J Pathol. 2006; 168: 1413-24. 

（８） van der Sluijs KF, van Elden LJR, Nijhuis 
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al.  Involvement of the platelet activating 
factor receptor in host defense against 
Streptococcus pneumoniae during 
postinfluenza pneumonia. Am J Physiol. 
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（９） Schaefer, M. B., Ott, J., Mohr, A., Bi, M. H., 
Grosz, A., Weissmann, N., Ishii, S., 
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（14） Witzenrath, M., Gutbier, B., Owen, J.S, 
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沿革と組織の概要 

代謝生理化学教室は昭和 27 年に栄養学教室と

して開設され、平成 9 年 4 月から大学院部局化に

伴い、現在の名称となった。当教室には、上記ス

タッフをはじめ、客員研究員 2 名、ポストドクト

ラルフェロー1 名、大学院生博士課程 5 名（臨床

教室からの受入を含む）、研究補佐員２名、事務

補佐員１名である。2008 年度からは１名の

PhD-MD コースの学生、１名の MD-研究者育成

コースの学生を受け入れている。また、非常勤講

師として広島大学医学部の浅野知一郎教授を招

聘し、学部学生への講義をお願いしている。 
 

教 育 

医学部医学科の教育では、医学部医学科（M0）

と理学部人類学科を対象として、分子生物学教

室・細胞情報学教室とともに生化学の講義・実習

を担当している。講義では、主に発生・再生・代

謝の領域を担当し、実習では上記教室との合同に

よる基礎篇（核酸・糖質・脂質・タンパク質）お

よび応用編のうち２テーマ（ホルモン情報伝達機

構の解析・マウス発生学と発生工学の基礎）を担

当した。その他、M1, M2 を対象としたフリーク

ォーター、教養学部１年を対象としたゼミナール

「医学に接する」で学生の受け入れを行っている。 
教室における大学院教育（修士、博士課程）で

は、週１回ずつ研究報告会、輪読会、ジャーナル

クラブを行うとともに、学外の講師を招聘して研

究室内セミナーと研究室内ディスカッションを

随時開催している。 
 

研 究 

1.  発生学 
発生学は、受精から誕生までのダイナミックな

生命現象を対象とした学問であるが、近年、再生

医学の基礎として臨床医学にも密接に関わって

いる。当研究室では、神経堤細胞の発生・分化と

顔面、心大血管形成の分子メカニズムに関する研

究、初期胚発生に関する研究、血管新生に関する

研究を中心に進めている。 
 

（１）神経堤細胞の分化・頭部形態形成 
鰓弓領域の形成過程において、エンドセリン-1

が神経堤細胞に作用してホメオティック遺伝子

Dlx5/Dlx6 の発現を誘導し、背腹軸方向の領域特

異性を決定していることを明らかにした。エンド

セリン A 型受容体遺伝子座に遺伝子交換可能な

変異を導入したマウスを樹立し、Gq/11 を介した受
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容体選択的シグナルと Dlx 遺伝子誘導を介した

形態形成との関連を明らかにした。また、そのシ

グナルの下流遺伝子として Calpain6 を同定し、

その細胞骨格や細胞運動制御における機能を明

らかにした。さらに、神経堤細胞や筋細胞の分化

に重要なホメオボックス型転写因子 Pax3 の結合

タンパクとして TAZ を同定し、その転写コアク

チベーター活性を明らかにした。TAZ 遺伝子欠損

マウスを作成したところ、多発性嚢胞腎や肺気腫

様の表現型を示し、この遺伝子が腎臓や肺の器官

形成に重要であることを明らかにした。 
 

（２）初期胚発生機構 
一方、細胞分化のメカニズムをよりよく理解す

るため、マウス着床前胚において DNA メチル化

状態の制御がどのようにして営まれているか、染

色体遺伝子におけるリプログラミング（初期化）

がどのような機序で起こっているかを研究して

いる。本年度は、体細胞型 DNA メチル基転移酵

素 1 が卵細胞や着床前胚に存在し、これまでその

機構が不明であった着床前胚の DNA メチル化維

持を担っていることを明らかにした。 
 

（３）血管新生機構 
血管内皮細胞による血管新生のメカニズムに

ついて、転写因子 Idを中心に研究を進めている。

Id 遺伝子導入による血管新生効果を見いだすと

ともに、その作用が核—細胞質間移行により調節

されること、その調節機序にプロテインキナーゼ

A が関与していることを見いだし、現在他のシグ

ナルとのクロストークと三次元的な血管構築形

成との関係を解析している。 
 

２．発生工学 
学内外の共同研究により、血管作動性ペプチドの

生理的役割、抗菌ペプチドの病態生理的意義、

non-coding RNA の個体発生における役割などにつ

いて研究を行っている。 
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沿革と組織の概要 

統合生理学教室は、学科目担当としては生理学

第一講座であって、1877 年に開設されたわが国

最古の生理学講座である。1997 年の大学院化に

よって改組され、大学院講座としては生理学大講

座の一部門となった。2004 年にそれまでの医学

部１号館より、医学部教育研究新棟に移転した。

現在の構成員は、教授 1、准教授 1、助教 3、特

任助教 2、学術支援研究員 4、博士研究員 2、大

学院生 13 である。そのほか、非常勤講師 4 が教

育に当たっている。 
 

・教 育 

医学部医学科学生の教育は生理学講座の他の

部門（細胞分子生理、神経生理）および疾患生命

工学センター・構造生理学部門と一体となって行

なっており、従って当講座としては全体の１／４、

主に動物性生理機能を担当している。教育は講義

と実習、並びにフリークォーターからなる。 
講義は主に教授・准教授が担当し、生理学の特

徴である明快な階層的学問体系の構造の理解に

主眼を置いている。近年、分子細胞生物学をはじ

めとする学際的研究の展開にともない、他講座の

講義との連関が重要になった。過度の重複を避け

つつ、現代医科学の統一的理解に導くよう努力し

ている。 
学生実習は、医学部１号館実習室にて生理学講

座の他の部門と協力して、計７つのテーマのうち

３テーマを分担している。学生自身が被験者にな

る人体生理のテーマが 1.5 コマ、動物実験が 1.5
コマ、である。細胞の信号伝達の基本実験は過去

10 年ほど継続している。心電図・血圧実験は、

学生自身が施術者・被験者になる部分と動物実験

を組み合わせて、臨床への橋渡しと基礎的細胞生

理学的理解の統合をはかっている。視覚心理特性

をコンピュータディスプレイ上での計測する実

験は、実習で興味をもった学生がフリークォータ

ーで新しい実験プログラムを作成し、翌年・翌々

年の実習指導に参加して実習の活性化に貢献し

ている。学生実習で各自が必ず実験動物標本の作

成を体験し、また被験者となる、手技体験重視の

やり方は、好評のようである。 
当教室のフリークォーターは、Ｍ0 からＭ4 に

至るまで継続して課題に取り組む学生が多いの

が特徴である。なかには、国際学会への発表・一

流誌への英文論文発表に至る優れた成果を挙げ

る例もある。筆頭著者として英文論文を執筆・発

表する経験は、学部段階からの研究者教育として
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重要である。現在も複数の学生がﾌﾘｰｸｫｰﾀｰ期間終

了後も研究を続けている。ﾌﾘｰｸｫｰﾀｰ経験者が臨床

研修終了後に大学院生として教室に戻ることも

多く、さらにﾌﾘｰｸｫｰﾀｰ経験者が M2 終了後

Ph-D.-M.D コース大学院生として当教室に入学

した例もあり、将来の我が国の MD 研究者育成に、

この制度が大きな役割を果たしていることは東

京大学医学部の重要な特徴であると考えている。 
大学院生を対象とした教育は毎週英語による

口頭発表の研修を行なうほかに、薬理学講座・理

学部生物物理学教室・文学部心理学講座との合同

セミナー並びに教室内セミナーを実施している。 
 

・研 究 

当講座では、脳・中枢神経系の高次機能が研究さ

れている。(1)ヒト認知機能の非侵襲的画像解析、(2)
霊長類（サル）の視覚および記憶機能の電気生理学

的解析、(3)上記(1)(2)を結ぶサル大脳の機能イメー

ジング、が主な研究テーマとなっている。 
(1)ヒト脳の高次機能を非侵襲的に調べることは、臨

床的観点のみならず基礎医学・生理学の立場からも

重要な課題である。従来は脳波計測等が主要な手段

であったが、脳磁場計測(MEG)や機能的磁気共鳴画

像法（fMRI）などの新しい手段が開発されてきた。

ことに、fMRI は、時間・空間解像度や非侵襲性に

おいて PET を遥かに凌ぎ、断層撮影可能性や S/N
において脳波や MEG を凌ぐ。当教室では、早くか

ら fMRI を用いた高次認知機能の研究を進め、ヒト

前頭葉における注意のシフト機構やメタ認知機構の

解明などの成果を挙げている。 
(2)ヒトを含む霊長類では、大脳皮質における視覚情

報処理は後頭葉の一次視覚野に始まり側頭葉前部、

さらには前頭葉へと向かう神経経路によって担われ

ている。当教室では、視覚的形態認知・記憶に関連

した領域（下部側頭回皮質や海馬）の各々において、

認知記憶過程を担うニューロンを、種々の記憶課題

を用いて同定し、記憶回路の全貌を解明しつつある。

さらに、記憶想起においては、自発的想起と意識的

想起の２つのメカニズムがあるとの仮説を提起し、

この仮説を支持する証拠として、まず、記憶想起信

号が海馬から傍臭皮質さらに側頭葉新皮質 TE 野へ

と、通常の視覚信号とは逆方向に伝播していくこと

を発見した。次に、意識的想起過程において前頭葉

が重要な役割を果たす事を部分分離脳標本という新

しいパラダイムを開発して立証し、実際に前頭葉か

ら側頭葉へと至る制御信号（トップダウン信号と呼

ばれる）を発見し、認知記憶システムの全貌解明へ

向けた努力を続けている。 
 (3)ヒト大脳認知機能の非侵襲的画像解析は重要な

アプローチではあるが、近年発展の著しい分子細胞

生物学的研究と直接の接点を見出すのは容易ではな

い。当教室では、高磁場(4.7 Tesla)の MRI 装置によ

るサルのｆMRI 解析を導入することにより、上記(1)
と(2)のギャップの橋渡しをする手法を開発した。4.7 
Tesla MRI 装置により、通常の臨床用 1.5Tesla MRI
装置を遙かに凌ぐ高空間解像度を得ることができる。

ヒトの認知課題と基本的に同型の高次課題を開発し

てサルのイメージングを行い、ヒトとの機能的ホモ

ロジー関係を解析するとともに、動物実験にのみ許

される侵襲的解析（微小電極による電気生理学、ト

レーサーによる形態学、全ての分子生物学等）を用

いることによって、ヒト大脳認知機能の分子細胞生

物学的な体系的な理解に到達することをめざしてい

る。 
 

出版物等 
 
（１） Matsui, T., Koyano, K.W., Koyama, M., 

Nakahara, K., Takeda, M., Ohashi, Y., 
Naya, Y. and Miyashita, Y. :  MRI-based 
localization of electrophysiological 
recording sites within the cerebral cortex at 
single voxel accuracy.  Nature methods  4, 
161-168, 2007. 

（２） Chikazoe, J., Konishi, S., Asari, T., Jimura, 
K. and Miyashita, Y.: Activation of right 
inferior frontal gyrus during response 
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inhibition across response modalities.  J. 
Cogn. Neurosci. 19, 69-80, 2007. 

（３） Nakahara, K., Adachi, Y., Osada, T. and 
Miyashita Y : Exploring the neural basis of 
cognition: multi-modal links between human 
fMRI and macaque neurophysiology. Trend 
Cogn. Science  11, 84-92, 2007. 

（４） Botvinick M. and Watanabe T.: From 
numerosity to ordinal rank: a gain-field 
model of serial order representation in 
cortical working memory.  J. Neurosci. 27, 
8636-8642, 2007. 

（５） Watanabe, T., Yagishita, S. and Kikyo H. : 
Memory of music: roles of right 
hippocampus and left inferior frontal gyrus.  
NeuroImage  39, 483-491, 2008. 

（６） Asari, T., Konishi, S., Jimura, K., Chikazoe, 
J., Nakamura, N. and Miyashita, Y. : Right 
temporopolar activation associated with 
unique perception. NeuroImage, 41, 
145-152, 2008. 

（７） Osada, T., Adachi, Y., Kimura, H.M. and 
Miyashita, Y. : Toward understanding of 
the cortical network underlying associative 
memory.  Phil. Trans. Royal Society B, 363, 
2187-2199, 2008. 

（８） Konishi, S., Morimoto, H., Jimura, K., 
Asari, T., Chikazoe, J., Yamashita, K-I., 
Hirose, S. and Miyashita, Y. : Differential 
superior prefrontal activity on initial 
versus subsequent shifts in naïve subjects.  
NeuroImage, 41, 575-580, 2008. 

（９） Morimoto, H.M., Hirose, S., Chikazoe, J., 
Jimura, K., Asari, T., Yamashita, K., 
Miyashita. Y. and Konishi, S. : On 
verbal/nonverbal modality dependence of 
left and right inferior prefrontal activation 
during performance flanker interference 
task.  J. Cogn. Neurosci. in press, 2008. 

（10） Chikazoe, J., Jimura. K., Asari, T., 
Yamashita, K., Morimoto, H., Hirose, S., 
Miyashita, Y. and Konishi, S. : Functional 

dissociation in right inferior frontal cortex 
during performance of go/no-go task.  
Cereb. Cortex, in press, 2008. 
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沿革と組織の概要 

細胞生理学教室は、旧第二生理学教室を受け継

ぎ、生理学講座の一部門を担当している。大学院

としては、機能生物学専攻に属し、研究室は医学

部教育研究棟７階南にある。現在の構成員は、教

授１、講師１、助教２、事務補佐員２、客員研究

員１、大学院生 11（臨床教室からの受け入れを

含む）である。 
 

教 育 

細胞分子生理学教室では、学部学生を対象に、

生理学の講義と実習を行っている。また、研究室

配属およびフリークオーターでは、電気生理学的

実験法や細胞分子生理学的研究方法を学部学生

に教えている。感覚生理学や神経系の細胞分子生

理学に興味を持つ大学院生や学部学生に対して

は、研究の実際に即した講義や指導を行っている。

大学院生には、セミナー、研究報告、論文抄読会

を恒常的に行っている。また大学院生は、毎月の

他研究室との合同セミナー（機能生物学専攻セミ

ナー、理化学研究所脳総研グループセミナー等）

に参加している。 
 
 

研 究 

細胞分子生理学教室では、電気生理学、イメージ

ング、細胞分子生物学、分子遺伝学など、多角的な

実験アプローチによって、感覚・知覚のメカニズム

や感覚入力によって引き起こされる情動の神経メカ

ニズムを理解することを目指している。特に、にお

い情報に基づく食物の価値付けや可食の判断の神経

メカニズムの研究や、においにより誘起される無条

件忌避反応の神経メカ二ズムの研究から、これらの

においがどのような神経機構を介して「positive ま

たは negative な情動」と結びつくのか理解を進めた

いと考えている。 
我々はまた、成体における新生ニューロンの既存

神経回路への組み込み機構や、神経細胞と免疫細胞

の相互作用に関わる細胞接着分子の機能解析も進め

ている。 
現在、以下の３つのテーマに焦点をおいて研究を

行っている。 
 

（１）嗅覚中枢の機能的神経回路の解析 
我々は、これまで進めてきた嗅球の「匂い受容体

地図」の知識をもとに、嗅皮質やより上位の嗅覚中

枢の機能解析を進めている。まず、食物（野菜や果

物）のにおい情報の処理メカニズムに注目し、前梨
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状皮質や前嗅核の個々のニューロンが、いくつかの

におい分子カテゴリーの組み合わせに選択的に応答

することを見出した。すなわち、これらの食物のに

おいに応答する嗅皮質ニューロンは、特定の食物が

示すにおい分子カテゴリープロフィールに選択的に

応答することが判明した。 
また、嗅球「脳地図」内の領域別機能分化をみい

だした。 
さらに前嗅核の個々のニューロンにおいて、「同側

嗅上皮の匂い刺激にたいするにおい分子カテゴリー

プロフィール選択性」と「対側嗅上皮の匂い刺激に

たいするにおい分子カテゴリープロフィール選択

性」とがほぼ一致することを見出した。 
これらの結果から、前嗅核や前梨状葉（嗅皮質の

吻側部）の個々のニューロンは、いくつかの特定の

におい分子カテゴリーからの信号を統合し、対象物

の嗅覚認識および嗅覚識別に寄与していると考えら

れる。 
また、我々は「嗅球の神経回路は、短い嗅覚入力

を僧帽細胞の persistent discharge として数十秒に

わたって保持する機能をもっている」ことや「顆粒

細胞から僧帽細胞への樹状突起間抑制性シナプスの

働きは、睡眠や覚醒状態に依存して多段階に変動す

ること」を見出した。 
 

（２）正常時あるいは病態時における神経細胞―免

疫細胞間の接触を介した相互作用における細胞応答

とその分子機構 
我々は、終脳特異的細胞接着分子であるテレンセ

ファリンの役割に注目した解析を進めている。特に

活性化したミクログリアとニューロンの接着時に、

テレンセファリンを介して神経細胞と免疫細胞の間

でどのような情報のやり取りがなされるのか、特に

ニューロンのダメージからの回復過程に注目して研

究をすすめている。 
 
 

（３）成体脳における神経細胞の新生と除去 
嗅覚系では、成体においても新しく生まれた神経

細胞が既存の神経回路に組み込まれている。我々は、

新生神経細胞のあるものが回路に組み込まれ、ある

ものは回路に組み込まれずアポトーシスによって除

去されることに着目し、新生神経細胞の生死の振り

分けの細胞分子機構の解析を行っている。最近の研

究により、「嗅球における新生顆粒細胞の生死の運命

決定は、主として食事時間に行なわれていること」、

および、「顆粒細胞の運命決定に食事時間の嗅覚入力

が大きな影響をおよぼすこと」を見出した。現在、

新生顆粒細胞の嗅球神経回路への組み込みが食べ物

のにおい記憶と関連すると予想し、解析を進めてい

る。 
 
出版物等 (2007) 
 
（１） Kobayakawa K, Kobayakawa R, 

Matsumoto H, Oka Y, Imai T, Ikawa M, 
Okabe M, Ikeda T, Itohara S, Kikusui T, 
Mori K, Sakano H. Innate versus learned 
odor processing in the mouse olfactory bulb. 
Nature 450: 503-508 (2007) 

（２） Mori K. Olfaction-Vertebrates: Olfactory 
Bulb Mapping. New Encyclopedia of 
Neuroscience (2007) Ed. By Squire, L. 

（３） Yoshida I, Mori K. Odorant category profile 
selectivity of olfactory cortex neurons. J 
Neurosci. 27: 9105-9114 (2007) 

（４） Furutani Y, Matsuno H, Kawasaki M, Mori 
K, Yoshihara Y. Interaction between 
telencephalin and ERM family proteins 
mediates dendritic filopodia formation. J 
Neurosci. 27: 8866-8876 (2007) 

（５） Hasegawa S, Yamaguchi M, Nagao H, 
Mishina M, Mori K. Enhanced cell-to-cell 
contacts between activated microglia and 
pyramidal cell dendrites following kainic 
acid-induced neurotoxicity in the 
hippocampus. J Neuroimmunol. 186: 75-85 
(2007) 
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沿革と組織の概要 

昭和 28 年に脳研究施設脳生理部門として発足

し、平成 9 年の大学院講座化に伴い機能生物学専

攻・神経生理学講座に改称された。平成 19 年 9
月に現在の体制になる。教室の現在の構成員は教

授、准教授、助教、特任研究員（河村吉信、中山

寿子）、日本学術振興会特別研究員（上阪直史）、

博士課程大学院生（三國貴康、橋爪幹、川田慎也）、

特別研究学生(大阪大学医科学修士課程大学院生)
（谷村あさみ）、技術専門職員（松山恭子）、学術

支援職員（風間志保子、古関歩）の総勢 13 人で

ある。 現在の研究スタッフの出身は医学部 4 名、

他学部 6 名となっている。 
 

教 育 

大学院講義（博士、修士課程）、医学部医学科

M1 の生理学講義・実習、およびメディカルバイ

オロジー入門コースの講義、ならびにフリークオ

ーターを担当している。 
講義内容は生理学の基本であるイオンチャン

ネル、シナプス伝達、シナプス可塑性、さらには

神経回路の機能発達を中心に行っている。 
学生実習は、医学部 1 号館実習室にて 2 つのテ

ーマを担当している。カエルの神経筋標本を用い

た終板電位の実習と、学生自身が被験者となる筋

電図の実習とで構成され、細胞レベルのシナプス

伝達の原理から、生体内における信号伝達までの

広い理解が得られるよう工夫されている。 
フリークオーターでは、学生に研究室で行って

いる脳スライス標本や個体脳の神経細胞からの

電気活動記録を実際に体験してもらっている。ま

た、研究室で毎週行っている抄読会に参加して、

最先端の研究に触れることができるよう努めて

いる。 
大学院の教育では、毎週、プログレスレポート

を兼ねた抄読会を研究室で行っている。毎回担当

者が最新の実験データをプレゼンテーションす

るか関連の新着論文を紹介し、全員で討論を行っ

ている。他に、神経細胞生物学分野と構造生理学

部門との合同セミナーを実施している。 
 

研 究 

個々のニューロンは樹状突起、細胞体、軸索か

らなる複雑な構造をもち、多数のニューロンが無

数のシナプスによって連絡し合って複雑なネッ

トワークを形成している。したがって脳機能の解

明には個々のニューロン機能の研究とシナプス

機能の研究の両方が必要となる。シナプスでは、
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常に一定の強さで情報伝達がなされるのではな

く、種々の要因により情報の伝わりやすさ（伝達

効率）が変化する。例えば、生後発達期の脳にお

いては、初期に過剰なシナプス結合が作られ、発

達につれて不要なものは除去され、必要なものが

強化されて機能的シナプス結合が作られる。成熟

動物の脳でも、長期増強や長期抑圧などのシナプ

ス可塑性が知られ、これらが記憶や学習の基礎過

程と広く考えられている。 
当教室では、様々な機能分子のニューロンやシ

ナプスにおける動態を、脳スライス、培養神経細

胞、丸ごとの動物脳などの生きた標本を対象にし、

主として電気生理学的および光学的測定法を駆

使して研究を行っている。また、トランスジェニ

ックマウスや遺伝子ノックアウトマウスの解析

を積極的に行い、正常マウスとの比較により特定

の機能分子の役割を追及している。現在の主な研

究テーマは以下の３つである。 
（１） 発達脳におけるシナプスの刈り込みと機

能成熟： 
生後間もない動物の小脳プルキンエ細胞は複

数の登上線維によって多重支配されている。生後

発達につれて１本の登上線維入力のみが強化さ

れ、過剰な登上線維は除去されて（シナプスの刈

り込み）、マウスでは生後３週目の終わりまでに

ほとんどのプルキンエ細胞は１本の登上線維に

支配されるようになる。当研究室では、いかにし

て１本の登上線維が選択され、過剰な登上線維の

刈り込みが起こるのかを追求している。 
（２）内因性カンナビノイドによる逆行性シナプ

ス伝達調節： 
私たちは、2001 年にシナプス後部のニューロ

ンから活動依存性にマリファナ類似物質（内因性

カンナビノイド）が放出され、シナプス前終末の

カンナビノイド受容体に逆行性に作用して、伝達

物質放出を抑圧することを発見した。それ以来、

そのメカニズムを研究してきたが、最近では、記

憶・学習などの脳機能におけるこの現象の生理的

意義を研究している。 
（３）個体脳におけるシナプス伝達と情報統合： 
 生体内におけるシナプスの生理的機能を理

解するために、丸ごとの動物からホールセル記録

法および 2 光子励起観察法を用いて、個々のニュ

ーロンにおけるシナプス伝達およびシナプス統

合について研究している。これらの実験を可能に

するための様々な技術開発もあわせて行ってい

る。 
 
出版物等（平成 19 年度） 
 
（１） Kitamura, K., Judkewitz, B., Kano, M., 

Denk, W. & Hausser, M.: Targeted 
patch-clamp recordings and single-cell 
electroporation of unlabeled neurons in 
vivo. Nat. Methods 5, 61-67, 2008. 

（２） Hashimotodani, Y., Ohno-Shosaku, T., 
Maejima, T., Fukami, K. & Kano, M.: 
Pharmacological evidence for the 
involvement of diacylglycerol lipase in 
depolarization-induced endocanabinoid 
release. Neuropharmacology 54, 58-67, 
2008. 

（３） Hashimotodani, Y., Ohno-Shosaku, T., and 
Kano, M.: Ca(2+)-assisted receptor-driven 
endocannabinoid release: mechanisms that 
associate presynaptic and postsynaptic 
activities. Curr Opin Neurobiol 17, 360-365, 
2007. 

（４） Hashimotodani, Y., Ohno-Shosaku, T., and 
Kano, M. : Endocannabinoids and synaptic 
function in the CNS. Neuroscientist 13, 
127-137, 2007. 

（５） Hashimotodani, Y., Ohno-Shosaku, T., and 
Kano, M. : Presynaptic monoacylglycerol 
lipase activity determines basal 
endocannabinoid tone and terminates 
retrograde endocannabinoid signaling in 
the hippocampus. J Neurosci 27, 
1211-1219, 2007. 
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GABAB receptor signalling enhances LTD 
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Physiol 585, 549-563, 2007. 
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Neurosci  26, 2269-2278, 2007. 
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A. : Metabotropic glutamate receptor 
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Neurosci Res  57, 538-543, 2007. 
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M., Matsui, M., Manabe, T., Hashimoto, K., 
Watanabe, M., and Kano, M. : Tonic 
enhancement of endocannabinoid-mediated 
retrograde suppression of inhibition by 
cholinergic interneuron activity in the 
striatum. J Neurosci  27, 496-506, 2007. 
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沿革と組織の概要 

東京大学医学部薬理学教室は、1885 年（明治

18 年）薬物学教室として創設された。1908 年に

第二講座の創設に伴い、本分野の前身は薬物学第

一講座と呼ばれることになった。1927 年、薬物

学講座は薬理学講座と呼称変更された。これによ

り「-ology」の概念がより強く押し出され、1931
年には医学部一号館に移転した。創設後 100 年を

経て、1986 年には薬理学教室百周年記念事業が

行われた。東京大学が大学院部局化されるのに伴

い、1997 年に薬理学第一講座は薬理学講座細胞

分子薬理学分野と改組された。そして、教室創設

120 周年となる 2005 年、新築された医学部教育

研究棟８階に移転し新たなスタートを切ってい

る。 
教室の構成員は、教授 1、助教 3、ポストドク

1、大学院博士課程 9、ラボラトリスタッフ 4 で

ある。その他に、分子神経生物学教室と合わせて

7 名の非常勤講師が講義の一部を担当している

（平成 19 年 4 月 1 日現在）。 
 

教 育 

医学科の学生に対して、薬理学の講義と実習を

分子神経生物学分野と協力して行っている。薬理

学は、薬物治療の基本原理を扱う学問であり、基

礎医学と臨床医学をつなぐ任務を負っている。専

任教員による薬理学講義は、薬理作用の発現機序

に関した薬力学を中心に講義を行っている。この

際、薬物の作用を単に羅列するのではなく、基本

的な考え方を重視して、将来応用することが可能

な薬理学の基礎を築くことを念頭に講義を行っ

ている。非常勤講師と専任教員の講義の一部では、

最先端の研究内容の紹介を行っている。 
学生実習は、基本的な事項を中心に行っている

が、最新のイメージング手法などを取り入れた実

験も組み込んでいる。研究室配属、フリークォー

ターにも積極的に取り組んでおり、フリークォー

ター期間前後の実験も歓迎している。 
大学院教育では、学生一人当り一つのテーマを

担当させ、問題点の発見、実験手技の習得、新た

な方向性への展開、研究成果の取りまとめという

一連の課題を自分でやり遂げることを通して、自

立した研究者を育成することを基本的な目標と

している。 
 

研 究 

Ca2+シグナルは、筋収縮、分泌、免疫、シナプ

ス可塑性、発生、分化など広汎な細胞機能制御に

極めて重要な働きをしている。当研究室は、Ca2+

シグナル機構およびその関連シグナル機構を対

象として、生理学、生化学および分子生物学的手

法など必要なものは全て取り入れて、多角的に研
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究を展開している。その中でも、生命現象の可視

化（イメージング）に重点を置く研究を展開して

いる（後述）。このような研究を通して、Ca2+シ

グナルの多彩な機能の基本原理に迫りたいと考

えている。特に、中枢神経系の機能に着目してい

る。 
 

１）Ca2+シグナルの時空間制御機構解析 
Ca2+シグナルは、細胞内を波のように伝播する

Ca2+ウエーブや、周期的に振動する Ca2+オシレ

ーションといったダイナミックな時空間分布を

とる。これが、Ca2+シグナルに多様な細胞機能を

制御し得る能力を付与しているものと考えられ

ている。イノシトール 1,4,5-三リン酸（IP3）受

容体は Ca2+シグナル形成に極めて重要な細胞内

Ca2+放出チャネルであり、多種多様で重要な細胞

機能制御に関わっている。IP3 受容体は単に細胞

内 IP3 濃度にだけ応答するのではなく、細胞内

Ca2+濃度や ATP 濃度にも依存して活性化を受け

る。特に Ca2+による制御は Ca2+放出にフィード

バックをかけるため、Ca2+シグナルのパターン形

成に重要であると考えられる。我々は、IP3 受容

体上の Ca2+センサー領域を同定することに成功

している。また、この領域に変異を導入して IP3

受容体の Ca2+感受性を低下させることにより、

Ca2+オシレーションが抑制されることを実験的

に示しており、Ca2+放出のフィードバック制御が

Ca2+シグナルパターン形成に重要であることを

明確にした。 
さらに Ca2+オシレーションの形成メカニズム

を追究するため、細胞内小器官（小胞体およびミ

トコンドリア）内腔の Ca2+濃度を細胞質 Ca2+濃

度と同時に測定する新たな測定法を開発した。こ

の方法を用いて、Ca2+オシレーションの際の細胞

内 Ca2+動態を詳しく解析した結果、オシレーシ

ョンと同期して小胞体とミトコンドリアの間を

Ca2+が行き来する「Ca2+シャトル機構」を発見し

た。この Ca2+シャトル機構により、Ca2+オシレ

ーションの頻度が決定されることを明らかにし

た。 
以上のように、Ca2+オシレーションの形成機構

について分子レベルの理解を深める研究を推進

してきた。一方、Ca2+オシレーションによってコ

ードされる情報を細胞がどのように解釈するの

かという基本的問題も重要である。Ca2+依存性に

脱リン酸化されると核内に移行して IL-2 などの

転写を制御する NFAT について、細胞内局在と

Ca2+シグナルの関係を解析した。この結果、脱リ

ン酸化 NFAT は Ca2+シグナルの作業記憶素子（平

均寿命 7 分）として機能することが明らかになっ

た。従って、Ca2+オシレーション頻度が増加する

とともに、作業記憶素子である脱リン酸化 NFAT
が細胞質に蓄積し核内移行が促進される。このメ

カニズムによって、Ca2+オシレーション頻度のデ

コーディングが行われることが明らかになった。 
 

２）シグナル分子の可視化解析 
Ca2+シグナルの研究を通して、シグナル分子の

時間的・空間的分布がシグナルの意義を決定する

のに極めて重要であることが明らかになってき

た。そこで、当研究室ではシグナル分子の新しい

インジケーターの開発を行ってきた。まず、Ca2+

シグナルの上流に位置する IP3 シグナルを細胞内

で可視化する試みを行い、プレクストリン・ホモ

ロジー・ドメイン（PHD）を用いた方法を世界

に先駆けて確立した。この方法を小脳プルキンエ

細胞に適用し、従来考えられていた平行線維入力

に伴う代謝型グルタミン酸受容体を介する IP3 産

生の他に、登上線維入力に伴う脱分極によっても

IP3 が産生されるという、新しい IP3 産生系の存

在を明らかにした。また、平行線維入力に伴う IP3

シグナルは、代謝型グルタミン酸受容体によって

活性化されるのに加えて、イオンチャネル型グル

タミン酸受容体の活性化も細胞内 Ca2+濃度上昇
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を介して IP3 シグナル形成を促進することが明確

になった。 
さらに、一酸化窒素（NO）のインジケーター

を、可溶性グアニル酸シクラーゼのヘム結合領域

を利用して作製した。これを用い、小脳スライス

標本において、平行線維刺激に伴うプルキンエ細

胞内 NO 濃度変化を可視化することに成功した。

この結果、NO シグナルは活性化されたシナプス

からの距離とともに急速に減衰することが明ら

かになるとともに、シナプス特異的な長期増強

（LTP）を惹起することを明確にした。また、

NO シグナル強度は、平行線維入力周波数に二相

性に依存し、LTP も全く同様な周波数依存性を示

すことを明らかにした。このような結果により、

ある特定の入力パターンに対してのみ、NO が生

成され、LTP を惹起することが明確になった。 
最近、中枢神経系の主要な伝達物質であるグル

タミン酸のインジケーターを AMPA 型グルタミ

ン酸受容体のグルタミン酸結合部位を用いて作

成することに成功した。 
 

３）Ca2+シグナルにより制御される機能の探索 
Ca2+は多様な細胞機能を制御するが、Ca2+によ

り制御される機能が全て明らかになっているわ

けではない。当教室では、Ca2+シグナルにより制

御される新たな細胞機能を探索する試みを続け

ている。 
細胞が隣接して他の細胞が存在することをど

のようにして検知するのかはまだ十分に明らか

になっていない。細胞同士が接触する部位の Ca2+

濃度変化を詳しく解析した結果、細胞が触れ合う

部位に限局した一過性の Ca2+シグナルを発見し

て、Ca2+雷光（Ca2+ lightning）と名付けた。Ca2+

雷光は、細胞が他の細胞と接触した後に退縮する

現象を制御していることも明らかにした。 
小脳平行線維→プルキンエ細胞間における代

謝 型 グ ル タ ミ ン 酸 受 容 体 刺 激 に 引 き 続 く

IP3-Ca2+シグナルの機能的意義を解析した結果、

シナプス入力による IP3-Ca2+シグナルの下流に

脳由来神経栄養因子があり、これがシナプス前部

のグルタミン酸放出能を制御していることを明

らかにした。これは、活動依存的にシナプス強度

を制御するメカニズムがあることを示唆してい

る。すなわち、神経回路を使い続けることが、そ

の維持に必要であることの分子機構を示してい

るものと考えられる。 
さらに、アストロサイト（グリア細胞）におけ

る IP3-Ca2+シグナルの機能的意義を解析した結

果、細胞表面の分子発現を調節して神経の突起伸

長を制御していることを明らかにした。 
 
以上のようにダイナミックな Ca2+シグナルの

基盤となる分子機構の追究を進めると共に、その

生理的意義を中枢神経系において探索している。 
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分子神経生物学教室の現在の構成員は、教授

（三品昌美）、助教４名（竹内倫徳、吉田知之、

植村健、中尾和人）、ポストドク２名（渡辺文寛、

加藤永子）、大学院生１５名（横山明人、三上義

礼、陳西貴、安村美里、福島章顕、関根千晶、佐

藤暢彦、野田賀大、李聖真、篠崎綾子、岩本智江、

岸岡歩、農澤由記、木村栄輝、渋谷謙吾）、研究

生２名（朱宰烈、遠藤のぞみ）、秘書２名（中村

美智子、中島由美子）、研究補助員３名（高橋幸

希、角田徳子、柿原文乃）である。 
 

教 育 

医学部医学科学生の教育は、薬理学の講義と実

習およびフリークオーターからなり、講義と実習

は細胞分子薬理学分野と共同して薬理学大講座

が一体となって行っている。講義は、神経筋接合

部薬理、自律神経薬理、中枢神経薬理、化学療法

薬、免疫抑制薬、発生薬理学の講義を分担してい

る。非常勤講師は腎臓薬理、抗ガン薬、薬物代謝、

臨床薬理、薬剤疫学、特別講義を分担している。 
学生実習は手法の異なる５つのテーマを取り

上げ、助教が各テーマの責任者となり、教室全体

で実習の指導に当たっている。 
フリークオーターは、研究室で進めている研究

プロジェクトの中から、学生の希望に合わせてそ

の一部を担当する形で行っている。 

大学院生の教育は、教授、助教による実地の研

究指導と研究室全員が参加するプログレスレポ

ートと文献セミナー、分子生物学と神経生物学の

基礎を学ぶ分子神経科学セミナー、薬理学講座の

薬理学セミナー、機能生物学専攻の機能生物学セ

ミナーを行っている。 
 

研 究 

本研究室は脳高次機能の一つである「記憶・学

習」の分子機構と制御の解明を目的として研究を

進めている。生命体の情報伝達器官である脳神経

系は、ヒトにおいて最も高度に発達し、多様な神

経細胞が複雑かつ整然としたネットワークを形

成し、階層的に脳システムを構成している。我々

は、中枢における興奮性シナプス伝達とシナプス

可塑性に中心的役割を果たしているグルタミン

酸受容体(GluR)の実体解明に取り組み、NMDA
型グルタミン酸受容体の多様性と新規 GluRδ を

見出した。続いて、NMDA 受容体 GluRε1 の欠

損は海馬 LTP 誘導と文脈依存学習の閾値を上げ、

小脳プルキニエ細胞特異的 GluRδ2 の欠損は小脳

LTD と運動学習の障害を引き起こすことを示し

た。したがって、グルタミン酸受容体が記憶・学

習の鍵分子であることが明らかとなった。さらに、

瞬目反射条件付け学習において、GluRδ2 の欠損

は delay パラダイムで、NMDA 受容体 GluRε1
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の欠損は trace パラダイムで学習障害を引き起こ

すことを見出し、条件刺激と無条件刺激とのタイ

ミングに応じて小脳と海馬などの脳内システム

が使い分けられていることを明らかにした。興味

深いことに、NMDA 受容体 GluRε2 欠損マウス

ではヒゲ知覚神経に対応する脳内感覚地図の形

成不全が認められた。また、GluRδ2 欠損マウス

では平行線維シナプス数が減少し、登上線維によ

るプルキニエ細胞の多重支配が残ることを見出

した。すなわち、発達期のシナプス形成・整備と

記憶の形成には共通の分子機構が使われている

との作業仮説が生まれた。 
記憶・学習の分子機構と制御機構を探るために、

我々は C57BL/6 純系マウスの均一な遺伝背景に

おける脳部位時期特異的標的遺伝子組換え法と

シナプス形成過程を in vivo で可視化できるゼブ

ラフィッシュの神経回路特異的遺伝子操作法を

開発した。誘導型 Cre リコンビナーゼ CrePR 発

現マウスと掛け合わせ、成体において小脳プルキ

ニエ細胞特異的に GluRδ2 を欠損させたところ、

シナプス前部と後部の不一致とシナプス結合の

切断をもたらした。これらの結果は、成熟した脳

のシナプス結合に GluRδ2が必須であることを示

しており、完成されたシナプスの構造変化の分子

メカニズムを探求する端緒を開いた。また、プル

キニエ細胞平行線維シナプス後部に特異的な

GluRδ2 結合蛋白の Delphilin 欠損マウスでは、

LTD 誘導の閾値が低下し、OKR 適応学習が向上

した。すなわち、OKR 適応学習回路においてプ

ルキニエ細胞平行線維シナプスの可塑性が律速

であることが示された。さらに、線条体ニューロ

ンが恐怖条件付け学習に関与することや海馬

CA3 領域の NMDA 受容体がネットワーク振動に

関与することを見出している。 
シナプス形成の分子機構を in vivo で解析でき

るゼブラフィッシュの神経回路特異的遺伝子操

作法を開発し、嗅覚神経細胞のシナプス形成過程

において、軸索終末へのシナプス小胞の集積は A
キナーゼ/CREB シグナルによって調節され、一

方、軸索終末分化に伴う形態変化はカルシニュー

リン/NFAT シグナルによって制御されることを

明らかにした。さらに精神遅滞の原因遺伝子の一

つである IL1RAPL1 に対応するゼブラフィッシ

ュ Il1rapl 1b がシナプス小脳の集積と神経終末

の形態変化に関与することを示した。 
これらの研究は分子生物学を中心に薬理学、生

化学、生理学、解剖学、発生工学、行動学、遺伝

学を適用する総合的アプローチが必要不可欠で

あり、内外の研究者との共同研究も積極的に行っ

ている。 
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沿革と組織の概要 

人体病理学・病理診断学分野は，2003 年（平

成 15 年）に病因病理学専攻・人体病理学が，内

科学専攻・診断病理学分野と統合したもので，東

大医学部附属病院・病院病理部と一体となって病

理診断業務，教育，研究にあたっている．幅広い

病理学のフィールドをカバーしながら，「臨床医

学としての病理学」，「トランスレーショナルリサ

ーチを担う次世代病理学」の構築を目指している． 
 
平成 19 年度には，鹿島病院講師，後藤助教の

留学に伴い，石川，日野，森川医師が助教として

加わった．10 月より「がんプロフェッショナル

養成プラン」がスタートし，仲矢医師が特任助教

として採用された．また，技術系職員の補充のた

め，佐久間氏が採用となった． 

大学院（博士課程）については， 3 名が卒業

し，博士号を受けた．新年度には 5 名の新入生を

迎える予定で，平成 20 年度には大学院生 11 名（留

学生 1 名）となる． 
  
人体病理学・病理診断学分野は，東大医学部附

属病院の生検診断，剖検診断業務を支える一方，

ヒトの病気を対象に形態学を基盤にした研究を

行っている．また，分子病理学分野と協力して

M1 の病理学総論を担当し，さらに系統病理学，

クリニカルクラークシップ，BSL と，M2 から

M4 に及ぶ医学部病理学教育にあたっている． 
 

診療（病理診断・剖検） 

病院病理部とともに，東大医学部附属病院の生

検診断，剖検診断業務を支えている（病院病理部
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の項参照）． 
剖検症例については，毎月 1 回 2 例の病院 CPC

を継続的に行っている．毎週月曜日の剖検症例カ

ンファランスとともに臨床研修医教育の場とも

なっている．また，胸部，上部消化管，脳外科，

肝臓，胆膵，泌尿器，婦人科，乳腺，整形外科の

腫瘍，ならびに肝臓，腎臓，皮膚生検について，

臨床各科と定期的カンファランスを行っている． 
 

教 育 

M1 に対する病理総論では，病理形態学的な部

分について，講義，実習の一部を担っている．講

義の概要については，UT オープンコースウェア

（http://ocw.u-tokyo. ac.jp/）において一般に公開

している． 
系統病理学，ならびに実習は，系統講義の進行

にあわせ，一週間に各々1 回，それぞれ 19 回行

っている．実習の理解を促進するため，前半，後

半に分けてハンドアウトを配布している．さらに，

今年度から実習に使用する病理組織標本を，すべ

てバーチャルスライドとしてホームページ上で

閲覧できるようにした． 
M3 では病理部クリニカル・クラークシップ，

M4 では BSL を実施している．BSL では学生 2
名単位で 1 例の剖検症例をまとめ発表する剖検

病理演習，種々の腫瘍切除例を用いた外科病理演

習，ならびに病院病理部見学を行っている． 
系統病理学ならびに卒業試験についても，ホー

ムページで過去の問題を公開し，卒業試験につい

ては模範解答も公開している． 
博士課程にがんプロフェッショナル養成プラ

ンが設けられたことに対応して，「腫瘍病理学概

論」を新設し，講義に対応した教科書の作成に取

り組んだ(文光堂，2008 年)． 
 

研 究 

「慢性炎症と腫瘍」を大きなテーマとして，

Epstein-Barr ウイルス関連腫瘍（胃癌），肺腺癌

の瘢痕形成と進展，肺線維症における発癌につい

て，形態学を主要な武器として研究を展開してい

る． 
第二の柱として，東京大学先端科学技術研究所

と共同で，癌の発現分子に関する網羅的解析を行

い，治療標的分子探索に取り組んでいる． 
なお，6 月 29 日第 4 回 EB ウイルス研究会を

主催した． 
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沿革と組織の概要 

分子病理学講座の現在の構成員は教授 1、准教

授 1、助教 2 で、そのほか技術補佐員 4、事務補

佐員 1、大学院生 19、医科学修士学生 2、ポスト

ドクター3、学内・学外他施設からの研究者（大

学院生を含む）が 2、外国人留学生１、非常勤講

師が３、ナノバイオインテグレーションユニット

特任助教１名である。平成 12 年 8 月より宮園浩

平教授が分子病理学講座を担当している。以下に

当教室の教育、研究の内容について述べる。 
 

教 育 

医学部医学科学生の教育は人体病理学講座と

共同で行っているが、病理学の講義のうち病理学

総論を分子病理学講座が中心となって担当して

いる。また大学院の共通講義、医科学修士の講義

などを担当している。 
医学部医学科学生の病理学総論ではとくに腫

瘍学の講義に力を入れて行っている。がん遺伝子

やがん抑制遺伝子の働き、化学発がん、ウィルス

による発がんのメカニズム、がんの疫学、がんの

浸潤・転移のメカニズムなどは医学部学生が学ぶ

べき重要な問題の一つであり、これらについて実

例をあげながら集中的に講義を行っている。実習

はアポトーシスに関する実験を指導している。 
最近、医学部の講義の中で腫瘍学を系統立てて

講義することの必要性がしばしば論じられてい

るが、我々は病理学総論の講義を通じて「癌の基

礎」を医学部学生が理解してくれることを強く期

待している。 
研究室は平成 14 年 4 月より医学系研究科基礎

研究棟 11 階に移転した。一つのフロアーでほと

んどすべての実験が行えるようになり、研究の効

率が飛躍的に良くなった。分子病理学教室では月

2 回の教室内のプログレスミーティングのほか、

准教授、助教を中心としたグループミーティング、

教員と学生の 1 対 1 のディスカッションを頻繁に

行い、学生の研究指導を行っている。 
我々の研究室はスエーデンの Uppsala 大学と

平成７年以来、共同研究を行って来た。また毎年

春には Uppsala で開催される TGF-β meeting
に大学院生数名が出席し研究成果の口頭発表を

行っている。 
研究室の廊下には大学院生を中心に学会で発

表したポスターを掲示している。来訪者の方々に

は時間の許す限りポスターをご覧いただければ

幸いである。 
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研 究 

分子病理学講座は実験病理学を中心とした研

究をこれまで目指してきた。平成 12 年より新体

制となったあともこうした基本目標はかわらず、

分子病理学的研究によって疾患の分子メカニズ

ムを明らかにすることを目標としている。現在は

TGF-βのシグナル伝達の研究、がんと血管・リ

ンパ管の分化に関する研究を中心に研究を行っ

ている。 
ヘリクス・ヘリクス型タンパク質 DIP1 (D-type 

cyclin-interacting protein 1)はサイクリン D の

結合タンパク質として見つかっていたが、その機

能はこれまで明らかとなっていなかった。我々は

TGF-βシグナルにおける DIP1 の機能を明らか

にした。DIP1 は TGF-βによる増殖抑制や細胞

の運動性の亢進には拮抗したが、TGF-βによる

上皮—間葉細胞移行 (EMT: epithelial-mesenchymal 
transition)には影響を与えなかった。この DIP1
の作用は TGF-βシグナルの調節分子の中でも極

めて特徴的なものと言える。このため DIP1 に結

合するタンパク質をマススペクトロメトリーで

解析したとところ、Olig1 を同定した。Olig1 は

TGF-βシグナルによって発現が上昇し、DIP1 は

TGF-βのシグナル分子 R-Smad と Olig1 の協調

作用を、両者の結合を阻害することによって抑制

した。Olig1 の発現を siRNA を用いて抑制する

と一部の TGF-β誘導遺伝子のみ発現が抑制され

た。このことから Olig1 は TGF-β標的遺伝子の

うちのあるものの上昇にのみ関与し、DIP1 は

Olig1 と R-Smad の結合阻害によって、TGF-βシ

グナルの一部のみを抑制することが考えられた。 
TGF-βは腫瘍の増殖や転移と密接に関係して

いる。我々は DEC1 (differentially expressed in 
chondrocytes、SHARP2 や Stra13 とも呼ばれて

いる)遺伝子が TGF-βの標的遺伝子として誘導

され、乳がん細胞の生存を促進することを明らか

にした。マウス乳がん細胞 JygMC(A)と 4T1 では

TGF-β抑制剤を投与すると血清非存在下でアポ

トーシスが誘導された。DNA マイクロアレイ解

析で TGF-βは DEC1 の発現を促進し、TGF-β
阻害剤や優勢抑制型 TGF-βII 型受容体の発現で

DEC1 の発現が抑制されることが明らかとなっ

た。このため DEC1 を強制発現させたところ乳

がん細胞 JygMC(A)の生存が促進され、DEC1 の

ノックダウンでは逆にアポトーシスが誘導され

た。また優勢抑制型 DEC1 は JygMC(A)の転移を

動物実験で抑制した。これらのことは TGF-βが

条件によっては細胞の生存を促進し、転移を促進

する可能性があることを示すものであると考え

られた。 
EMT は生理的、病理的なさまざまの状況で重

要な働きを有し、TGF-βをはじめとした種々の

生理活性物質によって誘導される。胎生期には血

管内皮細胞は間葉系細胞に分化するが血管内皮

— 間 葉 細 胞 移 行 (EndMT, endothelial-mural/ 
mesenchymal transition)の分子メカニズムにつ

いては明らかとなっていない。我々はマウス ES
細 胞 由 来 の 血 管 内 皮 細 胞 (MESECs, mouse 
embryonic stem cell-derived endothelial cells)
が TGF-βによって間葉細胞に分化することを明

らかにした。TGF-βは MESECs の EndMT を誘

導し、claudin-5 などの内皮細胞マーカーの発現

を低下させ、smooth muscleα-actin (SMA)、 
SM22α、calponin などの間葉細胞マーカーの発

現を上昇させた。一方 TGF-β阻害剤は逆の効果

を示した。EMT に関与することが知られている

転 写 因 子 の う ち Snail が TGF- β に よ っ て

MESECs で誘導された。Snail 遺伝子を MESECs
でテトラサイクリン誘導性に発現させたところ

間葉細胞への分化が見られ、Snail のノックダウ

ンにより TGF-βによる EndMT が抑制された。

こ の こ と は TGF- β に よ る Snail の 発 現 が

EndMT に重要な役割を果たしていると考えられ

た。 
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サイクロオキシゲネース−２(COX-2)阻害剤は

腫瘍の抑制に重要な役割を果たすと考えられて

いるが、リンパ節転移との関連は明らかとなって

いないことから、我々は COX-2 阻害剤のリンパ

節転移に対する作用を検討した。COX-2 阻害剤

であるエトドラクを、ヒトスキルス胃がん細胞

OCUM-2MLN を同所もしくは腹腔内移植したマ

ウスに経口投与し、リンパ管新生やリンパ節転移

を調べた。またマクロファージの細胞株やヒトリ

ンパ管内皮細胞を用いて in vitro でのエトドラク

の効果を調べた。この結果、腫瘍リンパ管新生は

エトドラクの投与により有意の減少が見られ、リ

ンパ節転移にも減少が見られた。免疫組織染色の

結果、VEGF-C や VEGF-D の主な産生細胞はマ

クロファージであることが判明し、培養マクロフ

ァージでの VEGF-C の産生はエトドラクによっ

て抑制された。またヒトリンパ管内皮細胞の増殖

もエトドラクによって抑制された。以上からエト

ドラクなどの COX-2 阻害剤は癌のリンパ節転移

の抑制に有効である可能性が示唆された。 
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沿革と組織の概要 

病原微生物は太古より現在に至るまで人類の

脅威として認識されてきた。いくつかの病原微生

物に対しては予防法や治療法が開発されている

が、微生物感染症は依然として最も重大な医学上

の問題の一つである。特に近年の SARS コロナウ

イルスの登場、鳥インフルエンザウイルスのヒト

社会への侵入例の報告、また西ナイルウイルスの

世界的な広がりなどは今後とも感染症が次々と

登場し、人類の脅威であり続けることを示してい

る。一方、病原微生物を含む微生物は、生命体を

理解するために役立ってきた。生命科学の先端の

一翼を担う学問でもある。さらに良く研究され、

理解が深まった病原ウイルスは遺伝子治療のベ

クターとしても使われており、その有用性も認識

されている。以上のような急速に展開する微生物

をめぐる諸問題についての教育と研究を行って

いる。平成 19 年度の微生物学のスタッフは教授

１名、助教３名、技術専門職員１名、特任研究員

2 名、非常勤職員 2 名であった。 
 

教 育 

当教室は基礎系唯一の感染症関連講座である。

医学科１年生（M1）の学生を対象として細菌学、

ウイルス学を中心に微生物学に関する教育を担

当している。臨床微生物学に関しては平成７年度

に新設された感染制御学教室が一部担当してい

るが、当教室においても基礎医学にとどまらず、

感染症の臨床医学、社会医学の重要性を考慮した

教育をおこなっている。 
系統講義は、微生物学総論（生化学、生理学、

遺伝学、疫学等）と各論からなる。前者は学生が

医微生物学の理解に必要な基礎理論を習得し、医

学領域における微生物学の役割を理解すること

を目的とする。各論の講義は、病原微生物の病原

性発現機構、感染症の臨床、ウイルスの分子生物

学などトピック別に行う。学生が医微生物学に対

する学究的興味を持つ機会が得られるべく、実際

の臨床事例に基づく話題や基礎研究における最

新の知見等を含めて講義を組み立てている。 
実習は、（１）病原細菌の分離同定法（市販肉

からの食中毒菌分離、大腸菌 0157 の血清凝集反

応・PCR による同定等を含む）、（２）微生物遺

伝（細菌およびファージの増殖・変異、遺伝子組

換え、遺伝子相補試験、DNA 修復経路、DNA の

修飾と制限、ラムダファージの溶原化誘導など）、

（３）その他（細菌のグラム染色、接触感染流行

モデルの実験室内シミュレーションなど）からな

る。臨床微生物学や基礎研究において必要な基本

的技術と理論的背景の習得を目的としている。 
この他、教養課程１年生（C1）を対象とする

少人数ゼミナール、フリークオータープログラム、



76 東京医学・第 116 巻・平成 20 年 10 月 

 

クリニカルクラークシップなどで学生を一定期

間受け入れ、医微生物学の基本概念を紹介し、基

礎的な実習を行っている。 
大学院教育としては、医学系研究科博士課程の

微生物演習、微生物学実習を担当している。その

他、医科学専攻修士課程の微生物学講義も担当し

ている。当教室に所属する大学院生に対しては直

接研究の指導を行い、その業績は論文発表され、

学位授与に到っている。 
 

研 究 

現在の研究テーマは以下の通りである。 
1. IRES（internal ribosome entry site）依存翻

訳機構 
2. PVR（poliovirus receptor）依存的および非

依存的なポリオウイルスの細胞侵入および体

内伝播機構 
3. 細胞代謝に与えるウイルス感染の影響 
4. ポリオウイルスの血液脳関門透過機構 
5. ポリオウイルスの経口感染機構 
6. ポリオウイルスベクター開発と応用 
7. RNA レプリコンとしての C 型肝炎ウイルス

ゲノムの生化学的解析 
8. C 型肝炎ウイルスの病原性発現機構 
9. C 型肝炎ウイルスの新規複製阻害剤の開発 
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沿革と組織の概要 

感染制御学教室の前身は、1991 年 1 月 23 日に

院内措置として設置した院内感染対策部である。

これが 1993 年 9 月 1 日に感染制御部と改組にな

った後、1994 年 6 月 24 日に感染制御学講座が開

設した。院内措置であった感染制御部も、2002
年に正規の部として承認された。当講座の構成は、

教授 1、講師 2、助教 2、技術補佐員 2、検査技師

11、医学部研究生１である。検査技師は、2001
年に細菌検査室が検査部から感染制御部に移動

したのに伴い、感染制御部所属となっている。講

座の実際の業務運営には、看護部等の協力･援助

に頼る所が多大である。 
 
診 療 

当講座の病院内業務は以下のような事項であ

る。 
１）院内で発生した MRSA その他の多剤耐性菌

感染症および各種病院感染症に対する監視、サー

ベイランスの実施と対策の策定･介入ならびにそ

の評価分離状況調査と各科への定期的報告、保菌

者のスクリーニング(依頼時)、ムピロシン･バンコ

マイシン･テイコプラニンの適正使用の指導、多

発時の警告、介入･指導、手洗法の指導など。 
2)病棟ラウンド毎週病棟ラウンドを行ない、現場

の情報を収集する。2000 年 6 月より看護部病院

感染対策委員も加わり、感染対策チーム(ICT)と
してラウンドを行っており、同年 10 月から病院

感染症全体の包括的サーベイランスも開始した。

病院感染対策や感染治療の上での問題点がある

場合には、担当医師･看護婦と相談したうえで問

題解決を図る。 
3)病棟･外来の環境調査感染が多発した病棟にお

いて、必要に応じ病棟側と相談の上、病室、処理

室などの環境や器具の汚染状況を調査している。 
4)アウトブレイク発生時の対策と検討：検査部細

菌検査室からの情報をもとに、特定の菌種の分離

が病院内で特定の部署で増加していないかどう

か調べている。増加が見られる場合には、その部

署への情報提供や分離菌株の遺伝子解析(pulsed 
field gel electrophoresis)を行ない、原因を明ら

かにしたうえ、共同で対策を立案する。 
5)その他の伝染性感染症患者に対する治療およ

び病棟での対処法に関する情報提供。結核、麻疹、
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水痘など感染力の強い空気感染性感染症発生時、

伝染性角結膜炎や症癬などの接触感染で感染力

の強いものが発生した時などに、有効な防止法を

指導する、また、病棟からコンサルトがあった場

合、また特殊な菌が分離された場合に、担当医に

治療・対策について情報を提供する。 
6)HIV 感染症患者の治療に関する情報提供：HIV
感染症の専門医の立場から、愚者の治療および院

内感染対策についての情報を提供している。 
7)その他感染症全般の診療サポート 
8)水質検査：無菌室、手術室などの減菌状況のモ

ニタリング、クーリングタワー水のレジオネラの

調査などを行っている。 
9)針刺し･血液曝露防止針刺し事故や血液･体液に

よる皮膚･粘膜の曝露による職員の感染を防ぎ、

安全な職場とするために、各種安全器材の導入や

安全手技の指導を行っている。 
10)手指洗浄･消毒法の指導：MRSA や多剤耐性緑

濃菌などの院内伝播による院内感染症を防止す

るために最も有効な方法は職員の手洗い励行で

あるが、なかなか徹底しないのが現状である。こ

の点を改善するために、各部署でくり返し職員の

指導を行っている。 
 

教 育 

当講座は、医学部医学科、健康科学・看護学科

および付属看護学校の教育を担当している。医学

科では、M1 および M2 で感染制御学の系統講義

と実習、M2 で内科(感染症)の系統講義を感染症

内科(教授 小池和彦併任)と共同で担当し、健康科

学･看護学科では微生物学･医動物学の系統講義の

一部を、看護学校では微生物学の系統講義と実習

の全てを担当している。講義･実習は必ずしも感

染制御学に関する内容だけではなく、臨床微生物

学･感染症学を含めた広いスタンスで行うことを

目標としている。したがって、病院感染防止対策

に加え、病原微生物の基礎的･臨床的な知識･各臓

器における感染症、抗生物質・ワクチンの使用法

などの内容についても教育を行っている。卒後教

育としては、大学院生の入学時ガイダンスと研修

医オリエンテーションに際して感染制御に関す

る教育を行っている。この他に、病棟から感染制

御および感染症治療に関する質問･依頼等があっ

た場合、随時、情報提供・技術指導を行なってい

る。1998 号年 6 月に内科診療科再編によって感

染症内科がスタートしたが、外来･病棟における

感染症内科の診療、研修医の指導などにも積極的

に協力している。 
 

研 究 

当講座の主な研究のテーマは以下のような事

項である。  
1) 医療関連感染制御の組織的方法の確立 
2) 肝炎ウイルスに対する感染制御・治療法の開

発 
3) Ｃ型肝炎ウイルスによる肝発がん機構とその

抑制法の開発 
4) HIV 感染症の進展に関する研究 
5) ウイルス感染症におけるミトコンドリア機能

障害機構 
6) B 型肝炎ウイルスによる病原性発現機構の解

析 
7) 日和見 CMV 感染症の新規診断法開発と病態

解明 
8) 細菌による血球細胞の活性化機序の解析 
9) 病原体感染時の自然免疫応答機構の解析 
10) 多剤耐性菌出現機構 
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沿革と組織の概要 

当免疫学教室の歴史は 1918 年に溯る。当時は

血清学教室と呼ばれており歴代、三田定則、緒方

富雄、鈴木鑑教授が主宰された。1977 年に前任

の多田富雄教授（現・東京大学名誉教授）が着任, 
以来免疫学教室と名称を変更し、それまでの教室

の伝統を活かしながら、当免疫学教室を更に国際

的にも広く知られる教室へと発展させるため、Ｔ

細胞による免疫系の制御に関する研究を重ねら

れ、国際免疫学連合会長を歴任、又 International 
Immunology の Editor-in-Chief として国内から

世界に免疫学研究を発信するための国際誌を創

設、その発刊と運営に多大な貢献を果たされた。

1994 年多田教授がご退官、その後我々が当教室を担

当している。基本的には多田教授が築かれた本教

室の歴史と伝統を継承しながらも、研究と教育

両面において国際的に更なる発展を目指してい

る。 
我々の教室では、免疫調節分子であるサイトカ

インの遺伝子を中心として、それらの発現を制御

する転写因子ファミリーによる免疫系と発がん

の制御機構について研究を行い、 同時に免疫と

発がんを繋ぐシグナル伝達・遺伝子発現ネットワ

ークの解析を行っている。 
更に研究室の一層の国際化を図るため、外国人

大学院学生やポスドクを積極的に受け入れると

ともに、最新の情報を得るため国際的に著名な研

究者を招いて公開セミナーの充実を図っている。

また、大学院重点化に伴い、本教室は医学系研究

科、病因・病理学専攻に属しており、運営におい

て当専攻に属する各教室とは特に密接な連携を

図りながら研究・教育の向上に務めている。 
 
教 育 

医学部医学科学生の教育は、講議と実習、なら

びに基礎配属からなる。講議は前期は総論、後期

は各論とし、教授、准教授らが分担して行ってい

る。また、非常勤講師として、北海道大学 教授 

瀬谷司先生らに各論の一部を担当していただい

ている。 
学生実習は、免疫学の基礎的技術を経験するこ

とを主とし、その他に in vivo での抗体産生応

答・フローサイトメトリーでの細胞表面マーカー

の解析を行っている。 
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当講座では、基礎配属のための特別のカリキュ

ラムを組むことをせず、進行中のプロジェクトの

中で、学生の希望に合わせて一部を分担させるよ

うにしている。 
大学院生を対象にした研究は、基本的には週 1

回毎に担当を決めて研究報告会を行っているが、

そこでは毎回 1-2 名が順番に約 1 時間の持ち時間

で、各自のプロジェクトの成果及び進捗状況をま

とめて発表し、全体的な方向性を討論する。 
同じく週１回行う抄読会では、最近のトピック

スを紹介するとともに、関連するそれまでの代表

的な論文をレビューし、発表させている。このほ

か第一線で活躍中の外国の研究者が当教室を訪

れる際には、教室内外でセミナーを行うとともに、

当教室構成員との個別の議論を持つ機会を設け

ている。 
 

研 究 

病原体やがん細胞の排除に関与する免疫系の

調節機構といった生体防御系の根幹を担う個々

のシステムの破綻が細胞のがん化やがん細胞の

異常増殖につながることは広く知られていると

ころであるが、そこでは自然免疫系と適応免疫系

の連携の重要性が指摘されている。これまで、生

体防御系における IFN (interferon)や、IFN 系を

制御する因子として我々が同定した IRF (IFN 
regulatory factor)ファミリー転写因子の重要性

について、生体防御系における遺伝子発現ネット

ワークにおいて解析してきた。 
免 疫 応 答 の 惹 起 に お い て Toll-like 受 容 体 

(TLRs) をはじめとするいわゆる自然免疫受容体

の役割が注目されている。我々はこれまで、TLR
の下流でアダプター分子として機能する MyD88
及び TRAF6 が IRF-7 と結合し、IRAK4 を介し

て IRF-7 を活性化することで I 型 IFN 遺伝子の

発現を誘導する事を見いだした。更に、IRF-5 も

MyD88 によって活性化され、炎症性サイトカイ

ンの遺伝子発現誘導に重要であることを明らか

にした。 
細胞質内に暴露された病原体または自己由来

の DNA を認識して免疫反応を惹起する際には

TLR 非依存性の経路があり、それを担う細胞質

内 DNA センサーの存在は確実視されていたもの

のその実態が不明であった。本年度において私た

ちは、その細胞質内 DNA センサーの一つを同定

し、さらにその活性化機構についての詳細を解析

した。この、DAI (DNA-mediated activator of 
IRFs) と命名した分子は、細胞質内に暴露された

DNA を認識して多量体を形成し、IRF-3 や NF-κB
の活性化を介して I 型 IFN ならびに炎症性サイ

トカインを発現誘導し免疫応答を惹起すること

が明らかとなった。 
加えて本年度では、自然免疫シグナルの制御に

重要な IRF-5 が、DNA 損傷やウイルス感染、あ

るいは細胞死受容体 Fas によるアポトーシスの

感受性の決定にも深く関わっている事や、T 細胞

の分化等に重要な役割を果たす IRF-1 が、IL-12
の受容体β1 鎖をコードする遺伝子の発現誘導す

ることで Th1 分化を可能にしている事を見いだ

す等、IRF の多彩な役割を通じて、生体防御系の

調節機構についての理解に更なる展開が見られ

ている。 
現在、細胞質内 DNA センサーについてその生

体レベルでの役割を含めた更なる解析や、IRF-5
によるアポトーシス制御の分子機構についての

研究等を進めているが、その他にも今まで予期し

なかった IRF の機能が明らかになって来ており、

興味深い課題は益々尽きる事がない。  
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沿革と組織の概要 

放射線医学講座の歴史は古く、1932 年に開設

された。大学院重点化により従来の放射線医学教

室は放射線診断学､放射線治療学､核医学の 3 専攻

分野に分割されたが､実際には一体となって放射

線医学に関する診療･教育･研究を行っている｡現

在の構成員は教授 1､准教授 3､講師 4､助教 8､医員

3､大学院生 11 となっている。これに放射線部専

任教官(講師 1､助教 1)、医科学研究所附属病院放

射線科(准教授 1､講師 1､助教 1)、緩和ケア診療部

（助教 1）、コンピュータ画像診断学／予防医学

（ハイメディック・ GE 横河メディカルシステ

ム）（客員准教授 1、教員 2）と相互の協力体制を

敷いている｡放射線診断学分野は中央診療棟 1 階

と中央診療棟 2 地下 1 階 MRI 室､放射線治療学分

野は中央診療棟 2 地下 3 階治療外来と入院棟 A9
階南､核医学分野は中央診療棟地下 1 階で診療と

臨床研究を行っている｡なお、医局､研究室及び図

書室は内科研究棟と東研究棟にある｡ 
 
 

診 療 

1) 放射線診断：血管・消化管・尿路などの造影

検査、CT や MRI を実施している。また、血管造

影 技 術 を 応 用 し た 治 療  (interventional 
radiology、 IVR) も行っている。大部分は中央

診療棟 1 階放射線診断部門と中央診療棟 2 地下 1
階 MRI 室で施行され、一部は手術室、救急部や

2、3 の診療科でも行われている。2007 年度の実

績は延べ CT 29888 件、MRI 10690 件、血管造

影 3375 件である。近年、多列検出器型 CT、3.0
テスラ MRI や多目的血管造影装置などが相次い

で導入されており、最近の放射線部における撮影

件数はいずれの検査も増加傾向にある。 
2) 放射線治療：ライナック 3 台、イリジウム小

線源治療装置、前立腺癌永久挿入小線源治療装置、

頭部定位放射線照射用ガンマナイフ、治療計画専

用 CT 撮影装置、治療計画装置などを用いた放射

線治療を行っている。 
各装置はネットワーク化されている。治療計画

装置は、原体照射、ノンコプラナー照射、定位照

射、強度変調放射線治療にも有効である。2007
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年度ライナックによる外照射は 17275 件、イリ

ジウム小線源治療・前立腺癌永久挿入小線源治療

はそれぞれ 186 件、14 件、ガンマナイフは 165
件で利用された。 
3) 核医学：放射性医薬品を用いた in vivo 核医学

検査（シンチグラフィー）が行われている。in vivo
核医学検査には骨、ガリウム、腎動態、肺血流、

甲状腺、唾液腺、心交感神経シンチグラフィー、

心筋 SPECT や脳 SPECT が含まれ、トレーサー

法を応用した機能画像が診療に供されている。

2007 年度実績は核医学検査全体で 4410 件であ

る。この他、小型サイクロトロンで製造したポジ

トロン核種（11C、 13N、 15O、 18F）で標識し

たトレーサーを用いる PET 検査が血流、代謝の

評価やレセプターイメージングに利用されてい

る。1996 年度から高度先進医療として施行され

てきたが、2002 年度より FDG-PET が保険適応

となり、悪性腫瘍症例を中心に院内外からの依頼

が急増しており、2007 年度 FDG-PET 検査は

1833 件実施された。 
 

教 育 

卒前教育：放射線医学系統講義（12 コマ）と

臨床診断学（正常画像解剖）講義（６コマ）、M3
および M4 において各班 1-2 週間ずつの臨床教育

（BSL）、12 週間の Clinical Clerkship を担当し

ている｡M2 の系統講義では放射線医学総論､

PACS､神経･腹部放射線診断､IVR､造影剤､放射線

治療等の各分野において最新の話題を中心に学

生の興味を引き出せるようなテーマを絞って取

り上げている｡さらに M2 の時点で、各科での臨

床診断学実習が始まる準備として、画像から見た

正常人体解剖についても講義を行っている。M3
の BSL では放射線診断学（CT・MRI・血管造影

の見学､全身の CT･中枢神経系の MRI の読影）に

重点をおき､読影に必要な正常解剖を復習した後

に、それをビデオ学習で補充し、その後、各学生

が実際に教育的症例を読影しスタッフと討論す

る方式を採用している｡M4 の学生には放射線治

療（放射線治療総論・各論、治療計画演習、放射

線医学総合研究所での重粒子線治療見学､緩和医

療）と核医学（腫瘍核医学､中枢神経核医学）に

関する臨床実習を行っている｡M3 の Clinical 
Clerkship では、学生希望に応じて画像診断また

は放射線治療学に関する４週間の実習を計 3 期

行う。その際にはより実践的な画像診断報告書作

成や放射線治療計画を遂行し、スタッフからマン

ツーマン指導を受ける。 
卒後教育：初期研修としては 2 年目で当科希望

研修医を受け入れており、2007 年度に当科で研

修した初期研修医はのべ 80 ヶ月と比較的多人数

で、初期研修医の希望に応じた、多彩な研修が可

能である。3 年目以降の専門研修では本院または

指導体制の整った関連大学・病院において放射線

診断学､放射線治療学､核医学の各分野で研修を行

い、専門医（一次試験）取得を目指す。その後は､

各分野の専門グループに所属し診療に従事する

とともに研究活動を行う｡この間に放射線科専門

医（二次試験）を取得するとともに学位論文の完

成をめざす｡また大学院へは卒後 2 年終了時以降

随時入学が可能で､入学時の臨床経験と本人の希

望によって診療と研究に従事する時間配分が決

定される｡ 
 

研 究 

1) 放射線診断学 
各種画像診断の診断精度の向上･適応の確立･医

療経済の面から見た最適化と IVR の適応拡大が

大きなテーマとなっている｡CT・MRI のハード･

ソフトの進歩による新しい展開を先取りし､新た

に得られる画像情報が臨床に与えるインパクト

を正しく評価･報告することを目指している｡具体

的には CT では縦方向に多数の検出器（最大 64
列）を配列した multidetector CT の導入により、
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3 次元画像の臨床的有用性の評価が急務となって

いる｡新たな 3 次元画像作成法の開発にも精力的

に取り組み、画像情報処理・解析研究室スタッフ

や専門技師チームの協力のもと、消化管 CT 内視

鏡、肺の胸膜下面・腎臓の皮質下面の画像描出や

肝臓の表面形態抽出に成果を上げている。また心

臓･冠動脈領域のイメージングへの適応の拡大も

検討項目である｡MRI では functional MRI、 MR 
digital subtraction angiography の精度向上のた

め の パ ル ス 系 列 の 改 良 ､ MRCP 等 の MR 
hydrography や肝特異性 MR 造影剤の臨床的有

用性の評価に取り組んでいる｡また脳虚血の超早

期診断に関する拡散強調画像の有用性に関する

動物実験を含めた総合的検討も行っている｡さら

に拡散強調画像を用いて diffusion tensor 画像解

析を行うプログラムを独自に開発し、その臨床評

価を行っている。診断技術を治療に応用したいわ

ゆる IVR (interventional radiology)はその裾野

を拡大しつつある｡特に顔面四肢の血管奇形･血管

腫に対する経皮的及び経カテーテル的な集学的

治療法の確立は大きなテーマとなっており､この

治療において従来の X 線透視に代わりうるオー

プン型 MR 装置の改良にも積極的に取り組んで

きた｡ 
2) 放射線治療学 

放射線治療における線量分布の最適化等の物

理工学的研究とその臨床応用、Evidence-based 
medicine を活用した集学的癌治療を推進してい

る。疾患別では、脳腫瘍での大線量照射、ガンマ

ナイフや C-arm ライナックを用いた頭部と体幹

部の定位照射、肝臓癌門脈内腫瘍塞栓への照射、

直腸癌における術前照射、前立腺癌における 2 軸

原体照射と永久挿入小線源治療、食道癌や子宮頸

癌に対する化学放射線療法などに特長がある。頭

頚 部 腫 瘍 に お い て は 、 Intensity Modulated 
Radiotherapy (IMRT)もおこなっている。最近で

は、放射線照射による遺伝子発現などの分子生物

学的研究も開始された他、大量被曝医療にも実績

を持つ。緩和ケアについても積極的に関わってお

り、緩和ケア病床を主体的に運営する他、緩和ケ

アチームを 2003 年に発足した。患者 QOL の定

量化やサイトカインの関与など、学術的分析にも

力点を置いている。 
3) 核医学 

放射性同位元素で標識したトレーサーを用い

た PET、SPECT による機能画像に関する臨床研

究とその技術的改良を目指した基礎的研究が中

心である｡特に痴呆症や脊髄小脳変性症をはじめ

とする、脳変性疾患における脳血流の局所的変化

の解析は成果を挙げている｡今後は FDG の保険

適応拡大により疾患特異性の高い腫瘍核医学の

臨床的重要性が飛躍的に高まることが予測され､

各疾患の病期診断の精度を明らかにする必要が

ある｡予防医学に関連した事項としては咀嚼によ

る脳血流賦活の可能性をテーマにした研究も行

っている｡また各種核医学画像の解析に欠かせな

い信号量･部位の標準化の問題にも取り組んでい

る｡ 
 

おわりに 

放射線診断学､放射線治療学そして核医学は放

射線医学を支える 3 本の柱である｡モダリティー

により分割されたこれら 3 分野を相互に連携し

ていくことは総合画像診断、集学的治療において

も基本となり、当講座ではその実現に向けて精力

的に取り組んできた｡今後は各分野において横断

的知識･経験･研究業績をもつ､より領域志向型の

放射線科医を育成することが強く求められてい

る｡ 
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沿革と組織の概要 

本講座は昭和 36 年に医学部に設置された医用

電子研究施設が平成９年に大学院講座制への移

行に伴い生体物理医学専攻の講座として改組さ

れた３講座の中の１つである。現在の組織は教授

１、講師２となっている。 
 
教 育 

M0 の学生には「医学に接する」で医学研究の

手ほどきと「医用工学基礎論」の講義を、M1 に

は「医用工学基礎論」を、大学院生には医学共通

講義「医用生体工学入門」を行っている。また、

学部教育として M1, M2 を対象とした研究室配

属とフリークオーターに参加している。また、工

学系の新領域創成科学研究科で「基礎医学概論」

の講義を行っている。部門内では週１回のセミナ

ーを実施し、論文の紹介、各自の研究成果の発表

等を行っている。また、適宜教官による会合をも

ち、各大学院生の研究指導、論文発表の内容及び

スタイルなどについて綿密な打ち合わせを行い、

一貫した教育効果のあがるように努力している。 
 

研 究 

当教室では生体の機械的現象を扱うバイオメ

カニクス、とくに細胞に加わる機械的刺激とその

刺激に対する細胞の感知・応答機構に焦点を当て

た細胞のバイオメカニクス研究を行っている。研

究の主題は血流に起因する機械的刺激である剪

断応力（shear stress）とそれが作用する血管内

皮細胞の関係を探ることである。このことは血流

を介した血管系システムの制御機構の解明に役

立つだけでなく、血流依存性に起こる血管の新生

や成長やリモデリングあるいはヒトの粥状動脈

硬化症や動脈瘤の発生といった臨床医学的に重

要な問題の解明にも繋がる。  
 
研究方法は培養した内皮細胞に流体力学的に

設計した流れ負荷装置で定量的な shear stress
を作用させて細胞応答を観察する独自の生体工

学的実験を用いている。また、生体顕微鏡による

微小循環での血流および酸素動態を解析してい

る。これまで行ってきた研究の成果を以下の 4 項

目に分けて紹介する。 
 
１．Shear stress に対する細胞応答 
２．Shear stress による遺伝子発現制御機構 
３．Shear stress の感知・情報伝達機構 
４．微小循環の酸素 dynamics と energetics 
 
１．Shear stress に対する細胞応答 

内皮細胞が shear stress に反応して多くの細

胞機能を変化させることを明らかにした。例えば、
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培養内皮層に人工的に剥離部をつくると、周辺の

内皮細胞が遊走・増殖して剥離部を修復するが、

shear stress は内皮細胞の遊走・増殖を刺激し剥

離 部 再 生 を 促 進 し た （ Micorvasc Res 1987, 
Biorheology 1990）。また、shear stress が内皮細

胞の一酸化窒素（NO）の産生を、shear stress の

強さ依存性に亢進させること(BBRC 1994)、及び

抗血栓活性を発揮するトロンボモデュリンの細胞

膜発現量を増加させること(BBRC 1994)を観察し

た。併せて、shear stress が内皮細胞と白血球と

の接着に関わる接着分子 VCAM-1(vascular cell 
adhesion mokecule-1)の細胞膜発現量を減少させ、

リンパ球の接着を抑制することを示した（BBRC 
1993, Am J Physiol 1994）。共同研究により shear 
stress が NO と同様血管拡張作用を持つ C-型利尿

ペプチド、アドレノメデュリンの mRNA レベル

を上昇させること（Hypertension 1997）、また、

新しく発見された酸化型低比重リポ蛋白受容体の

蛋白および mRNA レベルを増加させること（Circ 
Res 1998）を明らかにした。最近、ヒトの末梢血

を流れる内皮前駆細胞が shear stress に反応して

増殖、分化、管腔形成能が亢進することを観察し

た（J Appl Physiol 2003）。また、shear stress
がマウスの胚性幹細胞(ES 細胞)を内皮細胞へ分

化誘導する効果があることを明らかにした（Am 
J Physiol 2005）。このことを応用し、ポリマー

の管に ES 細胞を播種し拍動性の shear stress を

与えることで生体の血管に近い組織を持つハイ

ブリッドの人工血管の開発を行うことができた

（J Artif Organs 2005）。また、cyclic strain 刺

激がマウスの ES 細胞を平滑筋細胞へ分化誘導し、

その効果に血小板由来内皮増殖因子受容体のリ

ガンド非依存性の燐酸化が関わっていることを

明らかにした（J Appl Physiol 2008）。 
 

２．Shear stress による遺伝子発現制御機構 
Shear stress が内皮細胞の遺伝子の発現を転

写調節あるいは転写後調節することを明らかに

した。転写調節に関しては、VCAM-1 遺伝子の発

現が shear stress で抑制を受けるが、それには遺

伝子プロモータに２個並んで存在する転写因子

AP-1 結合エレメント（TGACTCA）が shear 
stress 応答配列として働いていることを示した

（Am J Physiol 1997）。転写後調節に関しては、

顆粒級・マクロファージ・コロニー刺激因子

（GM-CSF）の遺伝子発現が shear stress で増加

するが、その効果は転写ではなく mRNA の安定

化を介していることを明らかにした(Cric Res 
1998)。また既知の遺伝子だけでなく多くの未知

の遺伝子も shear stress に感受性のあることを

mRNA の differential display 法で示した（BBRC 
1996）。共同研究により shear stress に反応する

G 蛋白受容体ファミリーに属する未知の遺伝子

をクローニングした（BBRC 1997）。また、流れ

で誘発される Ca2+反応に関わる P2X4 プリノセ

プターの発現が shear stress で抑制を受けるが、

これは転写因子 SP1 が関連した転写抑制に基づ

くことを明らかにした（Am J Physiol 2001）。さ

らに DNA マイクロアレイ解析で遺伝子全体の約

３％（約 600 の遺伝子に相当）が shear stress
に応答することを観察した（J Athero Thromb 
2003）。最近、遺伝子に対する shear stress の作

用が層流と乱流で異なることを明らかにした。線

溶と血管のリモデリングに関わるウロキナーゼ

型のプラスミノーゲン・アクチベータ（uPA）の

遺伝子の発現は層流で低下し、乱流で増加した。

層流は転写因子 GATA6 を活性化し転写を抑制す

るとともに mRNA の分解速度を速める効果が認

められた。一方、乱流は転写には影響せず mRNA
の安定化を起こす作用が確認された（Am J 
Physiol 2004）。内皮細胞に留まらず肝細胞にお

いても shear stress が遺伝子の発現を調節する、

すなわち shear stress は転写因子 Sp1 と Ets-1
を介して PAI-1(ﾌﾟﾗｽﾐﾉｰｹﾞﾝ・ｱｸﾁﾍﾞｰﾀ阻害因子)の



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.116 Oct. 2008 93 

遺伝子の転写を活性化することが示された（Am 
J Physiol 2006）。最近開発したシリコンチュー

ブ型流れ負荷装置による検討で内皮遺伝子の応

答が shear stress と cyclic strain の同時負荷と

各々の単独負荷では異なることを観察した（J 
Biotechnol 2008）。 

 
３．Shear stress 感知・情報伝達機構 

内皮細胞が shear stress を感知して、その情報

を細胞内部に伝達する機構に関して、セカンドメ

ッセンジャーである Ca2+を介する情報伝達経路

のあることを明らかにした（In Vitro Cell Dev 
Biol 1988）。強い機械的刺激（バルーンによる摩

擦）は単独で内皮細胞内に Ca2+上昇反応を起こ

す（Biorheology 1994）が、弱い機械的刺激であ

る shear stress は細胞外 ATP の存在を必要とし、

とくに ATP 濃度が 500 nM 付近で shear stress
の強さに依存した Ca2+上昇反応の起こることを

発見した（BBRC 1991）。この Ca2+反応は流速依

存性に増加する細胞膜への ATP の到達量の増加

ではなく機械的刺激である shear stress に依存

することを流れ負荷に使う潅流液の粘性を変え

る独自の実験方法で確認した（BBRC 1993）。さ

らに、この Ca2+反応が細胞の辺縁の局所から開

始し、Ca2+波として細胞全体に伝搬して行くこと、

この開始点はカベオリンが密に分布する場所で

あることから、流れ刺激の情報が細胞膜の陥入構

造物であるカベオラから入力される可能性を示

した（Proc Natl Acad Sci 1998）。また、共同研

究で、こうした Ca2+を介する情報伝達にミオシ

ン軽鎖キナーゼが深く関わっていることを明ら

かにした（FASEB J 1998）。肺動脈内皮細胞に

ATP 作動性カチオンチャネルの P2X4 が優勢的

に発現し（Am J Physiol 2000）、それが流れ刺激

で起こる Ca2+ 流入に中心的な役割を果たすこと

（Circ Res 2000）、さらに P2X4を介した Ca2+ 反

応に流れ刺激によって放出される ATP が関わる

ことを示した（Am J Phsiol 2003）。P2X4 遺伝

子の欠損マウスを作製したところ、このマウスの

内皮細胞では shear stress による Ca2+ 流入反応

が起こらず NO 産生が抑制されていた。このため

血流増加による血管拡張反応が障害され血圧が

上昇していた。また、血流を変化させたときに生

じる血管のリモデリングも障害を受けていた。こ

のことから、P2X4 を介する血流刺激の情報伝達

は循環系の調節に個体レベルで重要な役割を果

たしていることが示された（Nat Med 2006）。最

近、shear stress による内因性 ATP の放出反応

に細胞膜カベオラ・ラフトに存在する FoF1ATP
合成酵素が関わっていることが判明した（Am J 
Physiol 2007）。 

 
４．微小循環の酸素 dynamics と energetics 

Krogh の研究以来１世紀近く、生命活動を維持

する上で最も重要な物質である酸素は、毛細血管

から組織へ供給されると考えられている。我々は

独自に開発した光学的測定法（Med Biol Eng 
Comput 1999）により、毛細血管の前に位置する

細動脈においても既に血中酸素濃度は低下し、か

つ細動脈壁で大きな酸素濃度勾配が存在するこ

とを明らかにした（J Appl Physiol 2001）。これ

らの結果と毛細血管血流制御の非線形を基に、骨

格筋では毛細血管のみが唯一酸素供給の場では

なく、細動脈も組織への酸素供給源として機能し

ていることを示した（Eur J Appl Physiol 2005, 
2006）。しかし、この細動脈での血中酸素濃度の

低下は、組織への酸素拡散のみでは説明できず、

新たに細動脈血管壁自身による酸素消費を検討

した結果、血管壁での酸素消費率は、これまでの

in vitro 実験系による報告値より遙かに大きく、

細動脈での酸素濃度勾配の形成に強く関与して

いることが示された（Am J Physiol 2005a）。ま

た、血管壁の酸素消費率は、血管平滑筋の仕事量

に依存し、下流側細動脈より上流側で、さらには
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血管拡張時（血管平滑筋弛緩時）より収縮時の方

が高いことを明らかにした（Am J Physiol 2005b, 
J Appl Physiol 2006）。 
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沿革と組織の概要 

1963 年、東京大学医学部内に我が国で最初の

医工学研究機関として医用電子研究施設が設立

された。翌 1964 年、医用工学（ME）診断治療

技術の先鋭的研究開発拠点として医用電子研究

施設臨床医学電子部門がスタートした。1997 年、

大学院重点化に伴い、医学部付属医用電子研究施

設臨床医学電子部門は、大学院医学系研究科生体

物理医学専攻医用生体工学講座生体機能制御学

分野となり現在に至る。 
生体機能制御学分野の現在の構成員は、准教授

1、講師 1、大学院生 3、PD 研究員 1、客員研究

員 15、技術専門員 1、技術専門職員 1、事務補佐

員 1 である。当研究室は、臨床医学に関連した医

用工学領域の学際研究を行っているために、学部

の枠を越えて内外の多くの研究室と共同研究を

行っている。特に、先端科学技術研究センター人

工生体機構分野および大学院情報理工学系研究

科システム情報学とは密接な研究連携を行って

おり、研究スタッフや学生の交流なども含めて幅

広い組織で研究活動を行っている。なお、当教室

に在籍する博士課程の大学院生は、大学院情報理

工学系研究科システム情報学の満渕邦彦教授（兼

担）を指導教官とすることもできる。 
 
 

教 育 

医学部医学科の 1 年生に対しては、専門科目

「医用工学基礎論」を医用生体工学 2 講座と疾患

生命工学センター再生医療工学部門で担当して

おり、当教室は、ME 診断治療技術の基礎、特に

学部を卒業して臨床医となったときに最低限必

要な医用電子工学の基礎知識と ME 機器の原理、

および現代の医療に必要不可欠となっている人

工臓器に関する総論的な講義を行っている。また、

基礎配属およびフリークォーターで学部学生数

名を引き受け、もの作りをキーワードに人工臓器

に関する実地教育を行っている。これ以外にも、

学生は自由に出入り可能である。 
大学院博士課程に対しては、医学部共通科目の

「医用生体工学入門」の講義を、同様に医用生体

工学 2 講座と疾患生命工学センター医療材料・機

器工学部門で分担して行っている。当教室は、先

端的 ME 診断治療技術の研究開発に関する各論

的講義を行っている。医科学修士課程に対しては、

最先端の研究も含めた人工臓器の総合的な講義

を行っている。この他、健康科学・看護学科の 4
年生に対する講義「環境工学・人間工学」の一部

「医用工学」を分担しており、ここでは臨床工学

も含めた包括的な講義を行っている。 
当教室の大学院生に対する研究教育指導は、オ

ンザジョブトレーニングを主とした実地指導で
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あり、日常研究の遂行の中で教育指導が行われる。

特に、大型動物（ヤギ）を用いた人工心臓の慢性

動物実験を通して、大型実験動物の術前管理、術

前処置、麻酔、手術、術後管理、術後処置、感染

対策、データ採取方法、データ処理方法、病理解

剖、動物実験倫理などを学び、実験動物の状態や

対処方法に関して自ら考え実行する力を養って

もらう。修士課程の学生には、教室のメインテー

マである人工臓器に関連した研究を中心として、

ある程度絞った研究テーマが与えられるが、自ら

研究テーマを見出して自ら研究することを推奨

している。また、博士課程の学生は、人工臓器の

研究開発に縛られることなく、ME 診断治療技術

の広い領域をカバーして自由な発想で自ら研究

テーマを見出し、自ら研究のための機器を創造し、

自らそれを設計製作し、自ら研究を遂行するよう

に教育指導が行われる。 
スタッフ全員と学生は、毎週木曜日午後 4 時よ

り行われるミーティング（ゼミ）に参加する義務

を有する。この会合は、研究内容や研究計画に関

する詳細な討論、新しい技術や情報の紹介等を行

っており、外部研究者の参加も自由である。 
 

研 究 

研究の中心は先端的 ME 診断治療技術の研究

開発であり、人工臓器（人工心臓、補助循環、人

工肺、人工弁、ハイブリッド人工臓器、バイオ人

工臓器、他）の研究開発をメインテーマとしてい

る。ME 診断治療技術は、科学技術の進歩に伴い

常に進歩しなければならない重要な技術であり、

特に近年は、コンピュータ技術の画期的な進歩に

より急速に発展している分野である。 
人工臓器研究の中でも人工心臓の研究は、東京

大学が世界のパイオニアとして 50 年近くの歴史

を持っており、当教室を中心として学内外の多く

の研究者が参加して研究チームを組み精力的に

研究開発を推進している。人工心臓には、心臓を

切除して置換する完全人工心臓（トータルハー

ト）と、不全心臓に装着してポンプ機能を補助す

る補助人工心臓（アシストデバイス）とがある。

日本語ではどちらも人工心臓であるが、欧米では

区別される。東京大学人工心臓研究チームは、完

全人工心臓（トータルハート）を中心として総合

的な研究開発を行っている。その内容は駆動機

構・血液ポンプ・弁・医用材料・生体計測技術・

制御アルゴリズム・神経インターフェイス・数値

流体解析・循環生理や病態生理の研究など多岐に

渡る。 
ハードウエアに関しては、当教室で発明され研

究開発を行ってきた波動ポンプという特殊な連

続流ポンプを用いた体内埋込式完全人工心臓（波

動型完全人工心臓）が慢性動物実験の段階に達し

ている。波動型完全人工心臓は、モーター駆動に

よる世界で最も小型かつ高性能な体内埋込式完

全人工心臓であり、日本人の体重に近いヤギに埋

め込める世界で唯一の完全人工心臓である。最近

のモデルでは、両心完全無拍動流の完全人工心臓

を実現し、拍動流と無拍動流を自在に切り替えて

循環生理の比較実験が行える。次世代の完全人工

心臓を開発する上で、性能・効率・耐久性いずれ

を考慮しても連続流ポンプの使用は必須となる

と思われるが、連続流ポンプを用いた場合、どの

程度の拍動流が必要とされるかは重要な研究課

題である。新しいモデルを用いた研究では、拍動

流から両心完全無拍動流に切り換えても実験動

物の一般状態に変化は無いが、心房圧を高めに設

定しなければならないという問題があることが

分かっており、ある程度の拍動流は必要であるこ

とが示唆されている。なお、新しいモデルでは、

抗凝固療法無しで 153 日の生存を達成している

が、この生存記録は、体内埋込式完全人工心臓と

しては、我が国における最長生存記録となる。 
完全人工心臓の場合、時々刻々と変化する必要

心拍出量をどのように判断し、駆出するかという
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制御（生理的制御）が非常に重要である。生理的

制御としては、末梢血管抵抗の逆数（1/R）を入

力として心臓血管中枢によるフィードバック制

御を可能とする 1/R 制御がある。1/R 制御は、当

教室において、長い年月をかけて慢性動物実験に

より研究開発した世界で唯一の生理的制御法で

ある。1/R 制御では、中心静脈圧の上昇、軽度貧

血、甲状腺ホルモンの低下などの完全人工心臓動

物に特有に見られた病態が生じず、また代謝に応

じて自動的に心拍出量が変動する。1/R 制御は、

体外に血液ポンプと駆動装置を置く空気圧駆動

方式の完全人工心臓で最長 532 日（完全人工心臓

の動物実験では世界最長生存記録）の実績がある。

1/R 制御をモーター駆動方式の完全人工心臓に適

応するには種々のパラメーター変換が必要であ

るが、現在までに、1/R 制御を波動型完全人工心

臓に移植することに成功し、慢性動物実験による

病態生理を研究できる段階に達した。 
次世代型の人工心臓に関しては、一昨年より螺

旋流ポンプという新しい血液ポンプの研究開発

を行っている。この血液ポンプと波動型完全人工

心臓のノウハウと技術および生体組織とのハイ

ブリッドパーツを用いて、血栓形成や感染の心配

が無く、かつ心臓移植の治療成績を超える完全人

工心臓を 2016 年に実用化することを目標に研究

開発を行っている。 
医用材料の研究は、血液適合性の研究を中心に

セグメント化ポリウレタンの研究を行ってきて

いるが、加えて昨年より生体材料を用いた人工臓

器用ハイブリッドパーツ開発の基礎研究を行っ

ている。一般的に生体材料は強度が不十分である

ために、人工臓器のパーツとして使用するのは困

難であった。これを克服する方法として、強度と

耐久性を兼ね備えた人工材料のメッシュに自身

の細胞を播種し、それを型に入れて皮下に埋め込

むことにより、生体内で人工臓器のパーツを作成

する方法を開発した。この方法で、3 週間程度で

ジェリーフィッシュ弁（人工心臓用人工弁）の弁

葉（本来はポリマー弁）を作製することに成功し

た。この方法は体内埋込式人工臓器の様々なパー

ツ製作に応用できる。 
生体計測技術の研究では、血管新生観察プロー

ブが研究開発途上にある。これは、従来より研究

開発を進めている CCD カメラを用いた体内埋込

式微小循環観察プローブの技術を進化させたも

ので、組織工学で使用するスカッフォールドを固

定した CMOS カメラを皮下に埋め込み、スカッ

フォールド内に組織と血管が発達する様子を実

時間で生体内観察できるものである。現在までに、

ポリグルタール酸のスカッフォールドを使用し

て結合組織の成長と血管新生の関係を詳細に観

察することに成功した。微小循環や血管新生の生

体内実時間観察は体内埋込式の循環系人工臓器

のみならず組織工学や再生医療の研究にとって

も非常に重要である。 
神経インターフェイスに関しては、神経から情

報を引き出し、逆に刺激を与えて制御を行うため

の多チャンネルマイクロプローブが開発途上に

ある。現在、ラットを用いてブレインインターフ

ェイスを研究中であるが、人工心臓を始めとする

体内埋込式能動人工臓器の制御のための重要な

技術である。この領域は、近年、ニューロエンジ

ニアリングとして注目を集めており、今後の発展

が期待されている。 
他には、マイクロマシン・ナノメディシン・サ

ーモグラフィーなどの研究も行っている。 
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沿革と組織の概要 

神経病理学は、神経疾患の病因・病態解明の基

礎的側面と、神経病理診断学・治療法開発への貢

献などの臨床的側面を合わせ持つ疾患科学とし

て、時代に即応した発展を遂げてきた。本分野の

前身である脳研究施設・脳病理学部門の初代教

授・白木博次博士は本邦の臨床神経病理学の礎を

築き、第二代教授の山本達也博士は脳炎の実験病

理学の分野を拓いた。第三代教授の朝長正徳博士

は現代的な神経病理形態学を基礎として老年性

神経疾患の研究を推進し、第四代教授の井原康夫

博士はアルツハイマー病の病理生化学の分野に

おいて世界トップレベルの研究を推進するとと

もに、本邦のアルツハイマー病研究を世界水準に

育成した。平成 19 年４月より、第五代教授とし

て、岩坪威が神経変性疾患、とくに脳の老化過程

と密接な関係を有するアルツハイマー病とパー

キンソン病を主な研究対象とし、その発症機構の

解明と、病態に即した根本的治療法の創出を目標

として研究活動を開始している。 
 
教 育 

当教室では、医学科３年生の病理学総論の一部

を分担するとともに、修士課程の神経病理学講義、

フリークォーター、大学院講義などを担当してい

る。また兼務先の薬学系において病理学の講義・

実習を行っている。 
 

研 究 

1. アルツハイマー脳におけるβアミロイド蓄積

機構に関する研究 
アミロイドβペプチド(Aβ)からなるアミロイ

ドの蓄積は、アルツハイマー脳に必発の老人斑な

どの特徴的病理変化を形成する。Aβの前駆体で

ある APP 遺伝子変異が、APP 蛋白の代謝を Aβ

の蓄積を促進する方向に変化させ、家族性アルツ

ハイマー病の発症に至るという知見を考え合わ

せると、Aβ蓄積はアルツハイマー病の結果であ

るのみならず、原因にも深く関連した病変と解釈

できる。Aβはアミノ酸 40~42 個からなる蛋白質

断片であり、APP からβ-secretase, γ-secretase
という２種類のプロテアーゼの作用によって切

り出される。当研究室では、カルボキシ末端が 2
残基長く、蓄積性の高い Aβ42 分子種がアルツ

ハイマー脳において最初期から優先的に蓄積す

る分子種であることを免疫組織化学的に実証し

て以来、患者脳、トランスジェニックマウス脳な

どを対象にアミロイド蓄積過程、神経細胞脱落過

程などを病理学的に検討している。最近、Aβの

内部にアミノ酸置換を伴う鳥取型等の家族性ア

ルツハイマー病に連鎖した変異が Aβの凝集を

亢進させることを in vitro の検討により実証した。

また Aβの C 末端を形成するγ-secretase と次項

で述べるプレセニリンの関係について集中的に

研究している。 
 

2. 家族性アルツハイマー病病因遺伝子プレセニ

リンに関する研究 
アルツハイマー病の一部は、常染色体優性遺伝

を示す家族性アルツハイマー病(FAD)として初
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老期に発症する。FAD の病因遺伝子が追求され

た結果、９回膜貫通型蛋白をコードするプレセニ

リン遺伝子の点突然変異が、多くの AD 家系の原

因であることが明らかになった。当研究室では、

FAD 変異を有するプレセニリンが APP のγ

-cleavage に影響を与え、蓄積性の高い Aβ42 の

産生を亢進させることを明らかにし、アルツハイ

マー病発症における Aβ、ことに Aβ42 の重要

性を示すとともに、プレセニリンと APP, γ

-secretase の関連を指摘した。γ-cleavage の遂

行に関わる機能型プレセニリンは、他の必須結合

蛋白とともに高分子量の複合体を形成する。ショ

ウジョウバエ S2 細胞に RNAi 法を応用すること

により、APH-1 蛋白がγセクレターゼ複合体の

安定化因子、PEN-2 蛋白が活性化因子であるこ

とを解明、in vitro におけるγ-secretase アッセ

イ系を本邦ではじめて樹立し、天然物合成化学教

室、創薬理論科学教室との共同研究による、新規

γ-secretase 阻害剤のスクリーニングに応用して

いる。また阻害剤をプローブとしたケミカルバイ

オロジー的アプローチによりγ-secretase 阻害剤

作用機序の解明を試みている。最近システインス

キャン法や単粒子電子顕微鏡解析により、γ

-secretase の構造活性相関の解析に注力している。 
 

3. アルツハイマー脳アミロイド非β蛋白成分

CLAC に関する研究 
老人斑アミロイドの主成分は Aβであるが、他

にもいくつかの蛋白性構成成分が同定されてお

り、アミロイド線維の形成やアルツハイマー病発

症への関与が考えられている。アルツハイマー脳

アミロイドを抗原として作製したモノクローナ

ル抗体を手掛かりに、老人斑アミロイドを構成す

る 50/100 kDa 蛋白を分離し、構造を解析したと

ころ、細胞外部分に反復するコラーゲン様配列を

持つ新規の一回膜貫通型蛋白の細胞外部分から

な る こ と を 見 出 し 、 CLAC (collagenous 

Alzheimer amyloid plaque component)ならびに

CLAC precursor (CLAC-P)と命名した。CLAC
がアミロイド形成過程の”elongation”過程を抑

制することを in vitro で実証するとともに、

CLAC-P の膜結合型コラーゲンとしての生理機

能について研究を進めている。最近では CLAC-P
トランスジェニックマウスの作出に成功し、APP
トランスジェニックマウスと交配することによ

り、in vivo で CLAC がアミロイド蓄積のコンパ

クト化を促進することを実証した。 
 

4. パーキンソン病の病因遺伝子機能に関する研

究：Lewy 小体とその構成蛋白α-synuclein、な

らびに LRRK2 に関する研究 
Lewy 小体はパーキンソン病、ならびにアルツ

ハイマー病についで頻度の高い変性型痴呆症で

ある Lewy 小体型痴呆症(DLB)の変性神経細胞に

形成される封入体であり、これらの疾患における

神経変性の鍵を握る構造と考えられている。当研

究室では DLB 脳から Lewy 小体を単離精製する

方法を世界に先駆けて確立し、精製 Lewy 小体を

抗原としてモノクローナル抗体を作製すること

により、その主要構成成分としてα-synuclein を

同定した。α-synuclein は優性遺伝型家族性パー

キンソン病の病因遺伝子であることが同時期に

解明され、現在α-synuclein の異常蓄積は孤発例

を含むパーキンソン病、DLB の細胞変性に広く

重要な役割を果たすものと認識されている。DLB
脳に蓄積したα-synuclein を精製分離し、蛋白化

学的に解析するという病理生化学的アプローチ

により、蓄積α-synuclein は特定のセリン残基に

おいて高度のリン酸化を受けていることを明ら

かにした。この発見は、アルツハイマー病におけ

るタウに続いて、パーキンソン病とその類縁疾患

においても蛋白質過剰リン酸化が神経変性に重

要な役割を果たしていることを実証するもので

ある。また線虫などの無脊椎動物を用いたα



102 東京医学・第 116 巻・平成 20 年 10 月 

-synuclein 過剰発現による神経細胞変性トラン

スジェニック動物モデルの作出を進め、変異型α

-synuclein の発現やリン酸化による神経細胞機

能障害の発症を示すとともに、遺伝学的な増悪・

改善因子の探索に着手している。また新規の家族

性パーキンソン病病因遺伝子 LRRK2 の機能解析

にも着手し、最近 LRRK2 活性に GTP 結合が必

要であることを実証、その病原性基質蛋白の同定

を目ざしている。 
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沿革と組織の概要 

神経生化学教室は、平成 13 年から平成 15 年に

かけて、大きく変貌を遂げた。平成 13 年３月末

には、２代目教室主任であった芳賀達也教授が定

年退官し、同４月に学習院大学理学部教授・生命

科学研究所所長に就任した。これに伴い、教室の

大半が東大医学部（本郷キャンパス）より目白の

学習院大学へ異動した。代わって、平成 15 年１

月より３代目教室主任として尾藤晴彦助教授が、

京都大学医学研究科より着任した。これらの異動

に加え、医学部３号館内の実験区域の再配置によ

り、教室スペースの大半が平成 15 年より医学部

３号館５階から６階へ移転した。平成 15 年度よ

り新教室の整備が進み、脳神経医学専攻における

先端研究および専門教育の一端を担う体制を確

立するとともに、平成 15 年４月～平成 20 年３月

まで、21 世紀ＣＯＥ「脳神経医学の融合的研究

拠点」の事業をも担当した。平成 19 年４月１日

現在の教室構成員は、准教授１（尾藤晴彦）、助

教２（奥野浩行、竹本さやか）、専門技術職員１

（岡村理子）、研究員３、大学院生６（医学博士

課程３、医科学修士課程３）、医学部生３である。 
 
教 育 

本教室は、医学部生に対し、生化学・分子生物

学・代謝生理化学講義の一環として「神経生化学」

の授業を担当し、シナプス伝達・シナプス可塑

性・長期記憶の分子機構などについて講義してい

る。また、同様のテーマで、教養学部学生に対す

る脳神経科学の講義の一部を担当している。 
脳神経医学専攻所属の大学院生に対しては、21 世

紀ＣＯＥ「脳神経医学の融合的研究拠点」との共催

により、医学共通講義「神経科学入門」を主催し、

molecular and cellular neuroscience の最先端に関

する知識を体系的に学べるカリキュラムを整えた。 
神経生化学教室に所属する大学院生の教育の

主要部分は、毎日の実験・ディスカッション・（随

時行う）教室内発表を通じて行っている。定例発

表会として、週２回の論文抄読会ならびに毎週の

プログレスリポートを設けている。 
さらに、神経生化学セミナーを毎月開催し、脳

神経科学の最先端の研究成果を、世界各国の第一

線の研究者自身により直接発表してもらう機会

を設けている。また国際 HFSP 推進機構の助成

などを通じ、オックスフォード大学、スタンフォ

ード大学、エジンバラ大学、マックスプランク研

究所、ジョンズホプキンス大学、トロント大学な

どと国際共同研究を進めており、内外研究拠点と

の交流を積極的に推進している。 
 

研 究 

神経回路は、神経細胞の結合と機能的なシステ
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ム形成のための厳格な「設計図」と、個体ごとに

内部・外部の環境変化に刻一刻と対応しその経験

を蓄積できる「適応性・学習能力」という、「剛」

と「柔」の性質を併せ持つ。特に後者の特性は、

シナプスにおける電気的シグナルと化学的シグ

ナルの絡み合いから成り立っている。本研究室で

は、その一つ一つの素過程を同定し、そのダイナ

ミクスを明らかにすることを通じ、脳の作動原理

を明らかにしたいと考えている。 
脳は 1000 億個の細胞から構成され、個体の生

存と種の繁栄のための営為を調節する最重要器

官である。脳の活動は、神経回路を構成するニュ

ーロン間の情報受け渡しにコードされている。ニ

ューロン自身は決して受動的な細胞でなく、ニュー

ロン活動の結果、細胞内シグナル経路を活性化し、

特定遺伝子産物を誘導し、その結果として神経伝達

物質放出過程や神経伝達物質受容体の機能修飾を

短長期的に行う可塑的な性質を有している。 
１個のニューロンには数万個のシナプスがあり、

各々独立した入力を受ける。独立した数万個の入力

が一つの神経核の遺伝子発現をどのように調節制

御するのか（many-to-one problem）。また一つの

神経核で転写された transcript の情報が、どのよう

に再分配されて最終的に各シナプスへ伝達される

のか（one-to-many problem）。またこのような情

報変換を過不足なく実行可能な神経回路形成・シナ

プス形成を支配するルールは何か。 
これらの根本的な神経科学の諸問題を解き明か

すため、ここ数年来、グルタミン酸光融解法を用い

た局所刺激法、遺伝子発現イメージング、単一シナ

プス蛋白相互作用解析などの新規解析手法を独自

に開発しており、単一ニューロン生化学から単一シ

ナプス生化学への脱皮を目指し、新規技術開発に努

めている。その一方で、同定した素過程の in vivo
個体における機能解析にも取り組んでいる。 

具体的には現在、当教室では、 
１）長期記憶の成立に関与する転写因子 CREB

の分子制御機構やシナプスから核へと核か

らシナプスへのシグナリングに関する研究、 
２）神経回路形成・シナプス形成を制御する分

子機構に関する研究、 
３）神経活動依存的アクチン細胞骨格制御・調

節機構に関する研究 
を中心に研究活動を推進している。 
 

１）長期記憶の成立に関与する転写因子 CREB
の分子制御機構やシナプスから核へと核からシ

ナプスへのシグナリングに関する研究 
 
長期記憶が成立するためには、シナプス伝達の

場である樹状突起スパインにおけるシグナル伝

達効率の上昇が持続的に維持されることが必須

と考えられている。その分子機構として着目され

ているものの一つは、転写因子 CREB を介した

シナプス活動依存的遺伝子発現上昇に伴う入力

特異的シナプス修飾である。CREB の関与はアメ

フラシからマウス・ラットに至る多くの動物種に

おいて確認されている、しかしながら、その本当

の意義、すなわち、転写因子として生理的下流標的

遺伝子群やシナプス活動依存的活性制御機構につい

ては、詳細はまだ明らかになっていない（Okuno 
and Bito, AfCS/Nature Molecule Page, 2006）。 

我々は、これまで、CaMKK-CaMKIV カスケ

ードが興奮性海馬 CA1 錐体細胞における主要な

活動依存的 CREB リン酸化経路であることを世

界に先駆けて示し、同時に CREB のリン酸化そ

のものよりも CREB リン酸化の持続性が神経活

動パターンによって制御されることが下流の遺

伝子発現に必須であることを証明した（Bito et 
al., Cell 1996; Deisseroth, Bito et al., Neuron, 
1996; Bito et al., Curr. Opin. Neurobiol., 1997; 
Bito, Cell Calcium 1998）。さらに、NMDA 受容

体ならびにカルシウム電位依存性カルシウムチ

ャンネルの中でも L 型カルシウムチャンネル活
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性化が、CaMKIV 活性化による CREB リン酸化

に重要であることを解明した（Mermelstein, 
Bito et al., J. Neurosci., 2000）。  

CREB リン酸化の持続こそが活動依存的シグ

ナルであることを示す事例として、小脳顆粒細胞

のカルシウム依存的生存が上げられる。CaMKIV
は小脳顆粒細胞において非常に強く発現してい

ることが、長らくその意義は不明であった。フラ

ンス Strasbourg 大 Loeffler 研究室からの派遣留

学生 Violaine See との協同研究により、CaMKIV
活性の維持による核内リン酸化 CREB 量の保持

が小脳顆粒細胞の生存にとって必須であること

が明らかになった（See et al., FASEB J., 2001）。 
このようなデータにより、CaMKIV による

CREB リン酸化制御が、海馬錐体細胞における長

期可塑性の発現以外にも、数多くの生理的意義を

有していることを初めて明らかにしたものであ

る。ほぼ同時期に、一部の遺伝性変性疾患の病因

における CREB 転写阻害の重要性が示されたこ

ともあり、本発見は、CaMKIV による CREB リ

ン酸化機構が、生存制御により脳高次機能を司る

神経回路網の長期的維持にも関与している可能

性を示唆するものである（図１）（Bito and 
Takemoto-Kimura, Cell Calcium, 2003）。  

図１：CaMK シグナルの神経生存における役割の模式図 

最近、CaMKIV/CREB 経路と協調して CREB
転写を制御する可能性を有する新たなリン酸化

経路とそれに関与するリン酸化酵素を同定した

（Ohmae et al., J. Biol. Chem. 2006; Fuse et al., 
in press）。この新たなシグナル経路が「シナプス

Ca2+流入→CaMKIV 活性化 →CREB リン酸

化」に匹敵するシナプスから核へのシグナルルー

トなのか、CREB 転写制御にどのような修飾をも

たらすのか、その生理的意義は如何、などを探索

中である。 
一方、CREB 転写に限らず、神経活動依存的に

転写制御される生理的標的遺伝子の同定および

機能解析が遅れている。我々は、可塑的シナプス

活動により効率よく誘導される機能未知蛋白で

ある Arc に焦点をしぼり、その神経活動依存的、

シナプス入力特異的誘導の分子機序ならびに蛋

白機能の解明をも進めている。 
 

２） 神経回路形成・シナプス形成を制御する分子

機構に関する研究 
 
シナプス伝達受容は、シナプス後肥厚部に存在

する神経伝達物質受容体とその受容体に結合し

て共役する受容体複合体により決定される。神経

伝達物質受容体分子にはイオン透過型のものと、

代謝共役型のものがあり、いずれも足場蛋白を介

したシグナル蛋白複合体と共役にしていること

が近年明らかになってきている。 
我々は、興奮性伝達の主要な伝達物質であるグ

ルタミン酸受容体のひとつである NMDA 受容体

の足場蛋白である PSD-95 蛋白に低分子量Ｇ蛋

白 Rho 関連蛋白 Citron が結合することを見出し、

シナプス膜の神経伝達物質受容体とアクチン細

胞骨格を制御する Rho シグナル伝達系の間の密

接 な 連 関 を 示 唆 す る 初 め て の 証 拠 を 得 た

（ Furuyashiki et al., J. Neurosci., 1999 ；

Shiraishi et al., J. Neurosci., 1999）。 
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一方、われわれは、形態的に最も単純な神経細

胞である小脳顆粒細胞に着目して、まず極性が生

じ、２本の軸索がまず伸展し始め、その後に細胞

体周辺に数多くの樹状突起が発生する過程（図

２）を支配するシグナル経路の役割を探索した。 

  

図２：小脳顆粒細胞の突起進展機構 

 その結果、１）Rho/ROCK/LIMK 経路が最

初の突起形成のゲートとして働いており、その活

性を阻害すると軸索形成が一挙に促進され、成長

円錐ダイナミクスが亢進すること（Bito et al., 
Neuron,  2000）、さらに２）mDia1 は、Rho 下

流のアダプター分子として軸索形成・突起伸展を

促進させる活性を有することが明らかになった

(Arakawa et al., J. Cell Biol., 2003; Bito, J. 
Biochem. 2003; Yamana et al., Mol. Cell Biol. 
2006）（図３）。 

 
図３：ROCK と mDia1 の協調による突起伸展 

これらの結果、突起形成・軸索伸展からシナプ

スにおける神経伝達物質局在制御に至るまで、一

貫としてアクチン細胞骨格再編成が大きく寄与

し、特に Rho ファミリー低分子量 GTPase の下

流にある複数のエフェクターの協調的制御が不

可欠ではないかということが示唆された。 
このような考え方を検証する目的で、PSD-95

の足場蛋白としての結合能を担う PDZ モチーフ

の結合親和性を特異的に低下させた変異体を成

熟神経細胞にて過剰発現させると、PSD-95 のク

ラスタリング不全とともに、スパイン形態成熟不

全が共存することが明らかとなった（Nonaka et 
al., J. Neurosci., 2006）。すなわち、morphogenesis
の分子機構・シナプス蛋白局在の stoichiometry・

スパイン成熟との間に、強い連関があることが確認

された。 
このような神経回路形成・シナプス形成に関わ

る遺伝子産物の機能障害が、ヒトの認知や脳高次

機能の破綻に関与していることが最近提唱され

ている。従って、このような研究を推進し、得ら

れた知見を基盤に一般原理が解明されれば、将来、

分化神経細胞を目的部位に移動させ、軸索伸展や

シナプス形成を自在に促進させるという、生理的

分子機序に基づく機能的な神経回路再構築とい

う新たな治療戦略が期待できるかもしれない。 
 

３）神経活動依存的アクチン細胞骨格制御・調節

機構に関する研究 
 
海馬錐体細胞の樹状突起スパインは、活動依存

的な形態可塑性を引き起こすことが知られてい

る。 我々は、GFP とアクチン分子の融合蛋白を

作製し、adenovirus を用いて神経細胞に導入し、

この過程で生じるアクチン細胞骨格の活動依存

的再編成の可視化に初めて成功した。GFP-actin 
imaging を生きた初代培養海馬錐体細胞で行っ

た結果、a)アクチン細胞骨格に動的な成分と静的

な成分が共存すること、b)一定の条件下でスパイ

ンや細胞体辺縁膜へのアクチンの集積が神経活

動依存的に引き起こされること、c)スパインへの

アクチン移行は NMDA 受容体依存的カルシウム

流入により、また細胞体辺縁膜へのアクチン集積

は、電位依存性カルシウムチャンネルにより特異

的に引き起こされることを発見した（図４）
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（Furuyashiki et al., Proc. Natl. Acad. Sci. 
USA 2002）。 

 

 
図４：NMDA 刺激依存的アクチン集積のスパイン

への誘導の可視化 

 
上記の結果は、神経細胞骨格シグナリングが、

神経回路の発生途上あるいは発達後を問わず、重

要な役割を果しており、神経細胞の形態制御の時

空間的ダイナミクスが高次脳機能に大きく寄与

している可能性を強く裏付けるものである。 
我々は、現在 CaMK ファミリーの中のいくつ

かの分子種が、カルシウム流入の下流で神経アク

チン骨格制御に関与しているという可能性を追

求している。特に注目すべきは、膜挿入型の CaM
キナーゼである CLICK-III/CaMKIγである。 

CLICK-III は、膜局在シグナルであるＣ末端

CAAX 配列により prenyl 化修飾を受ける結果、

Golgi 膜および形質膜へ局在化する。このように

脂質修飾を受け、膜移行を行う神経特異的キナー

ゼの存在を中枢神経系で発見したのは全く最初

の例である(Takemoto-Kimura et al., J. Biol. 
Chem., 2003)。 

CLICK-III は prenyl 化後に、さらにキナーゼ

活性依存的にパルミトイル化され、樹状突起ラフ

ト膜へ移行する。その結果、BDNF の下流で制御

される大脳皮質細胞の樹状突起形成・伸展の重要

な制御キナーゼであることを最近見出した(図５)
（Takemoto-Kimura et al., Neuron 2007）。 

 
図５： CLICK-III ノックダウン細胞で観察される樹状

突起形成異常 

 
これらの知見は、神経細胞において、膜やカル

シウム動員箇所の近傍におけるカルシウム動態

が、細胞内部位特異的に特定のカルシウム・カル

モ デ ュ リ ン 依 存 性 キ ナ ー ゼ を 活 性 化 さ せ 、

excitation-transcription coupling のみならず、 
excitation-morphogenesis coupling によっても、

長期的に神経回路機能を調節するという新たな

可能性を示唆するものである。 
 

今後の展望 
新たな教室のセットアップ後、ようやく柱とな

るプロジェクトが軌道に乗り、CREB シグナリン

グのさらなる解明とともに、アクチン細胞骨格シ

グナリングの新たな調節機構の発見が具体的な

ongoing research として進行している。神経ネッ

トワーク機能修飾がいかに行われるのか、その分

子機構と生理的意義を今後とも検討していきた

い。これらの実験から、脳高次機能形成の根本的

な分子原理の一端を明らかにし、記憶障害・認知

症・精神疾患等の予防・進行阻害のための新たな

創薬標的探索の端緒となることを期待したい。 
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沿革と組織の概要 

前身は昭和 40 年に創設された医学部音声・言

語医学研究施設の音声言語科学部門で、後に開設

された音声言語医学部門、認知行動科学部門とと

もに、1997 年の大学院重点化により認知・言語

医学大講座を組織する本分野が成立し，現在に至

っている。 
 
教 育 

大学院教育として「脳科学入門」を担当してい

る。また人文社会学研究科・文学部心理学科特殊

講義冬学期「画像脳科学」を担当している。 
 

研 究 

私たちの知覚、行動、感情、言語、思考、知能、

社会性、そして意識はどのようにして実現されて

いるのか。認知神経科学はこのようなとらえどこ

ろのない心理現象のメカニズムを脳という物質

現象から明らかにする学問である。どのような深

い思考であれ、身を焦がすような感情であれ、脳

という物質の中では神経細胞がパチパチ発火し

ているに過ぎない、これは異論がないところでで

ある。ではこのパチパチがいかに我々のこころを

成立させているのか。最も身近でありながら我々

の理解を阻んできたこの脳のメカニズムをより

深くかつ統合的に理解するために、さまざまな形

の学際的研究を進めていく必要がある。このため

当教室では様々なバックグラウンドをもった人

間が参加して研究を行っている。 
当研究室の方針としては特定の研究テーマに

特化することはせず、ヒトの脳と認知において重

要な問題であればできるだけ広い範囲の領域を

研究対象にしていこうと考えている。現在、選択

的注意、行動切り替え、視覚認知などをテーマと

した研究を行っている。実際のところは、どのよ

うな心理現象に着目するかよりも、脳における情

報処理のアルゴリズムを明らかにすることに主

眼をおいている。 
方法論としては主に正常人を対象として機能

的 MRI、脳波、経頭蓋磁気刺激など多角的な手

法で脳が働くメカニズムを明らかにしようとし

ている。自分の知りたい現象のメカニズムを明ら

かにするために最も有効な方法論を用いるべき

であって、方法論によってテーマが規定されるべ

きではないと考える。とくに脳領域間の信号/情
報伝達にもとづくシステムレベルでの相互作用、

ひいては脳領域間の活動の因果関係の解析、そし

て局所脳領域における情報表現の解析が現在の

中心的なテーマとなっている。 
 
 
出版物等 
 
（１） Rowe JB, Sakai K, Lund TE, Ramsoy T, 

Christensen MS, Baare WFC, Paulson OB , 
and Passingham RE. Is the prefrontal 
cortex necessary for establishing cognitive 
sets?, J Neurosci. 2007:27:13303-10. 

（２） Haynes JD, Sakai K, Rees G, Gilbert S, 
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沿革と組織の概要 

当教室は、わが国で最初の大学精神医学教室と

して 1886 年に設立された。1960 年代に始まる反

精神医学・学園紛争の影響によって、長く「外来」

「病棟」という 2 派に分かれて臨床を行うという

歴史を経たが、1994 年に一本化が実現し、再び

臨床・教育・研究においてわが国の精神医学をリ

ードする教室を目指し歩みはじめた。臨床におい

ては、2002 年の病棟移転によって、閉鎖病棟・

内科混合病棟の 2 フロア体制により重症患者の

受入れが可能となるとともに、2004 年からは全

身麻酔下の電気痙攣療法の導入によって在院日

数の格段の短縮化を実現している。また、2005
年からこころの発達診療部が発足し、社会問題化

している発達障害者の診療に力を注いでいる。教

育においても、こころの発達臨床教育センターを

発足させ、発達障害の臨床にかかわるスタッフの

養成に尽力している。2006 年 8 月からは、B 棟 3
階が精神科固有病床（開放病棟）となり、計 60
床の精神科病棟部門として生まれ変わった。研究

においては、2000-2004 年に科学振興調整費によ

るストレス性精神障害の病因解明と治療法の開

発に携わり、大きな成果を挙げた。現在は厚生労

働省こころの健康科学事業において広汎性発達

障害の診断と治療法の開発を中心に取り組んで

いる。 
 
診 療 

外来： 2007 年 4 月から 2008 年 3 月までのデ

ータによると、新来患者数は計 1035 名であり、

ここ数年は例年に比べ増加傾向にある。小児の発

達障害、行動・情緒障害などの割合が多く、それ

らが年間新来患者数に反映している。それに対し

て、統合失調症圏の新来患者がやや減少している。

再来患者数は計 43446 名であり、例年と比較し

て増加している。このことは一日あたりの新来患

者数の増加によるものと思われる。70 歳以上の

高齢者の再診患者での割合は 8％に達する。これ

らは昨年と大きな変化はなかった。 
病棟：病棟部門の運営は、Ｂ棟２階の閉鎖病棟に

ある固有床 29 床、ならびに 3 階の開放病棟にあ

る固有床 31 床の計 60 床を用いてなされている。

閉鎖病棟の 29 床のうち、3 床が隔離室、6 床が個

室である。開放病棟の 31 床のうち、11 床が個室
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である。 
外来からの予約入院が主な入院経路であるが、

救急外来からの緊急入院や、自殺未遂症例などの

集中治療室を経由した入院も最近増加傾向にあ

る。治療の手段としては、入院精神療法・薬物療

法・電気痙攣療法（ECT）に加え、作業療法士・

臨床心理士の方たちの協力も得て、回復期にある

患者を対象として精神科作業療法も行っている。 
入院患者の年齢分布は、10 歳台から 80 歳台ま

での拡がりがある。疾患構成をみると、統合失調

症圏、感情病圏、身体に基礎付けうる精神病が主

なものであるが、身体表現性障害・解離性障害・

人格障害の相対的比率が同じ都内にある総合病

院（都立総合病院）精神科に比べて大きいように

思われる。病棟の構造、患者の年齢・疾患構成な

どから、小児期疾患の入院治療に対応することは

困難であるが、検査ならびに緊急避難のための短

期入院については適宜個室を使って対応してい

る。 
急患の受け入れなど病棟スタッフの努力が少

しずつ実り、平均在院日数は着実に短縮化してき

た。これにより、2005 年 6 月から 2.5 対１看護

料を認められたことは喜ばしいことである。 
毎週木曜午後１時 30 分からは、教授回診があ

り、回診の後に新患紹介・退院経過報告の会があ

る。月曜午後２時からは看護スタッフを交えた実

践的小症例検討会、3 時 30 分からは月１回医局

症例検討会がある。 
2004 年 8 月から開始された ECT も順調に症例

数を増やしている。手術部からの理解も得られ、

2005 年 12 月からは ECT のための手術室枠も週

２日から週 3 日となり、ECT 件数の枠も１日２

件から１日３件となった。さらに 2006 年 1 月よ

り中央診療棟の完成に伴い、ECT を中央手術室

で行うことが可能となった。2007 年 4 月から

2008 年 3 月までに約 300 件施行しており、今後

とも適応についての病態評価、危険因子の評価、

インフォームド・コンセントの手順を踏みつつ、

慎重に症例を重ねてゆきたいと考えている。 
リエゾン：コンサルテーション・リエゾンは、

柴山外来医長を中心に大渓、栃木、音羽、桑原（以

上精神科）、古川(リハ部)が担当した。2006 年 1
月から 12 月までの依頼件数は、のべ 519 件（月

平均 43 件）であり、そのうち初診ケースが 277
件、精神科カルテを作成しない相談が 12 件あっ

た。また 5 件が精神科病棟への転棟が必要だった。

また最近では ICU からの過量服薬入院後の依頼

が増えている。 
平成 17 年度の特別教育研究経費によって 4 月

より“「こころの発達」臨床教育フロンティア”

事業が開始された。医師や心理職を初めとする専

門家を教育・育成する部門である「こころの発達」

臨床教育センターと診療部門である「こころの発

達」診療部が組織されて活動している。精神神経

科（小児部）での長年にわたる発達障害の治療教

育などの蓄積を踏まえて新たに活動を展開して

いる。 
 

教 育 

（１）M2:系統講義 
今年度は、系統講義の項目の見直しを行った。

具体的には、a)社会的に重要性が増している児童

精神医学の講義を増やすとともに、新たに司法精

神医学の講義、一般科医師教育に欠かせないリエ

ゾン精神医学の講義、非薬物的療法として精神分

析にかわって主流となっている認知行動療法の

講義を導入したこと、c)学生の理解を助けるため

にレジュメを完全配布したこと、d)継続的質の改

善のためのアンケートを全講義で実施したこと、

などである。アンケートの結果の集計に基づき、

来年度もさらに工夫していきたいと考えている。 
（２）M3:BSL(臨床実習) 

病棟実習中間まとめの実施、病棟実習の充実、

レポート課題の改訂、アンケートの実施、学生へ
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のクリアファイルの支給、などの改善に着手した。

来年はアンケートの結果をもとにさらに改革を

加えたいと考えている。ポリクリ、松沢病院・武

蔵病院見学、セミナーはいずれも学生から引き続

き高い評価を得ている。 
（３）M4:臨床統合講義 

今年度は、精神疾患の診断技術の開発と題し、

MRI や NIRS など構造・機能画像検査を用いた

診断技術の開発状況を、臨床的応用も含めて、行

う予定である。当科では医学部の学生以外でも、

作業療法士、ケースワーカーなどを目指す学生に

対しても講義や臨床実地教育を行っているが、今

年度から臨床心理士を目指す臨床心理学コース

の大学院生に対しても、外来新患の予診を主体と

した臨床実習プログラムを策定して開始してい

る。 
 

研 究 

2002 年度までに神経化学、神経生理学、分子

遺伝学、臨床精神生理学の実験室が新たに整備さ

れ、神経化学研究、遺伝子研究、脳画像研究など

の研究が盛んに行われるようになった。研究成果

においては、当教室から毎年海外雑誌への多くの

報告が行われている。平成 12 年度から開始され

た加藤教授を代表とする文部科学省の目標達成

型脳研究において、PTSD を中心とするストレス

性精神障害を対象に基礎から臨床まで幅広い研

究が多施設共同で行われたが、脳画像研究の分野

で当科の研究室から世界の一流誌に掲載される

研究結果を得ることが出来、新聞各紙に紹介され

て注目を集めた。また、神経科学の分野でも

PTSD モデルである SPS モデルや母子分離モデ

ルを用いた研究が海外雑誌に掲載された。昨年度

をもって５年間にわたるストレス性精神障害に

関する研究課題は終了したが、その間に当教室の

基礎的な研究設備・体勢を整えることが可能とな

り、今後の教室の発展には非常に有意義であった

と考えている。今年度からは新たに発達障害・自

閉症を対象とした神経心理、脳画像解析、遺伝子

の分野での共同研究（厚生科研：こころの健康科

学）が、発足したばかりの「こころの発達臨床教

育センター」と合同で進められており、これまで

の研究を基礎とした更なる発展が期待される。 
現在の当科における研究内容は次の通りであ

る。 
① トランスジェニックマウス、免疫組織化学、

in situ hybridization など多彩な手法を駆使

した、てんかん、外傷後ストレス障害など海

馬の病態が関与する精神神経疾患に関する神

経科学的研究 
② 統合失調症の初期診断と発症予防に関する臨

床研究 
③ 認知症性疾患の神経病理学的研究 
④ 内因性精神疾患、PTSD、小児の疾患を対象と

した脳画像研究 
⑤ 脳磁図、誘発電位トポグラフィーなどの手法

を用いた統合失調症の認知神経心理学的研究 
⑥ 躁うつ病、統合失調症、PTSD の分子遺伝学

的研究及び NIRS（近赤外分光法）、MRS 
⑦ (磁気共鳴スペクトロスコピー)などによる脳

代謝研究 
⑧ 自閉症を中心とした小児精神疾患の認知神経

心理学的研究及び分子遺伝学的研究 
⑨ 統合失調症、躁うつ病を対象とした精神病理

学的研究 
⑩ 睡眠障害の遺伝子解析に関する研究（睡眠障

害解析学講座：寄付講座） 
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沿革と組織の概要 

神経内科学教室は，豊倉康夫先生を初代教授と

して，昭和 39 年に医学部附属脳研究施設の臨床

部門として開設された．その後萬年 徹教授，金

澤 一郎教授を経て現在に至る．平成９年に，脳

研究施設が脳神経医学専攻として改組され，臨床

神経精神医学講座・神経内科学分野という組織に

なった．平成 16 年に神経内科学教室の創立 40
周年を迎え，これまでの当教室の歩みを振り返り，

今後を展望する行事を行った． 
 
診 療 

神経内科領域の幅広い疾患に対して，充実した

診療を行っている．初期研修に対応した診療と，

高度先進医療をめざす診療の両立を目標に診療

を行っている． 
外来診療においては，診療時間をできるだけ確保

しながら充実した診療を行っている．パーキンソン

病，頭痛，認知症など専門外来も開設している． 
病棟診療は，卒後研修（初期研修，後期研修）

に対応したプログラムを用意し，先進的な医療を

含めた診療に努めている．平成１７年度より，脳

神経外科や関連の診療科と協力して，パーキンソ

ン病を対象とした深部脳刺激による治療を開始

した．ポリグルタミン病の治療研究，前庭神経刺

激を用いた治療研究など先進的な診療を目指し

ている． 
 

教 育 

卒前教育では，当教室は M1 の症候学講義、

M2 の系統講義及び臨床診断学実習，M3 と M4
の臨床統合講義とベッドサイド教育、クリニカル

クラークシップを担当している．今年度の系統講

義は，神経診断学，臨床神経生理，高次脳機能，

感染症など 9 項目について行った．ベッドサイド

教育では，代表的神経疾患の症例について学ばせ，

臨床統合講義では，代表的な神経内科疾患につい

て，講義を行った．また，神経遺伝，神経免疫，

神経病理，神経生理，神経心理など各分野のクル

ズスにより実践的知識の習得に配慮している．フ

リークォーターでは，できるだけ多くの機会を学

生に提供するようにしており，常時 2-3 名の学生

が研究室に参加している． 
卒後教育では，初期研修が必修化され，これに
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対応して，初期研修医の受け入れ，内科系の病棟

の診療が総合内科体制になり総合内科に参加し

て診療を行っている． 
神経内科専門医の養成については，神経内科の

診療，神経生理学，神経病理学の研修，東大病院

全体のコンサルテーションへの対応，総合内科へ

の参加，関連病院での診療，病棟指導医などを組

み合わせた充実したプログラムを提供している． 
大学院教育については，学生の希望に応じて幅

広い研究を進めている．平成１５年度より開始さ

れた 21 世紀 COE プログラム「脳神経医学の融

合的研究拠点」の中核として脳神経医学専攻を中

心とした拠点形成活動に参加し，大学院教育，研

究の推進した． 
 

研 究 

当教室では，神経疾患を対象として，その病態

解明，治療法開発，臨床研究を行い，臨床神経学

に貢献することを目指している．そのアプローチ

としては，分子遺伝学，分子生物学，発生工学，

生化学，薬理学，細胞生物学，病理学，生理学な

ど多岐にわたって幅広い discipline を統合した

アプローチを目指している． 
分子遺伝学の面からは，DNA microarray を用

いたハイスループット診断システムの開発を行

い，遺伝性のアルツハイマー病，パーキンソン病，

筋萎縮性側索硬化症，家族性痙性対麻痺などに対

して効率の高い遺伝子診断を提供している．多施

設共同研究体制を構築し，多系統萎縮症の自然歴

の把握，genome-wide association study に基づ

く疾患関連遺伝子の同定を目指している．ポリグ

ルタミン病については，歯状核赤核・淡蒼球ルイ

体萎縮症のモデルマウスを作成し，細胞レベルか

ら個体レベルまでを含めた治療法の開発研究を

展開している．神経変性疾患の病態機序として，

細胞内蛋白分解質機構オートファジーについて

の研究を進めた．（辻省次，後藤順，清水潤，高

橋祐二，市川弥生子，百瀬義雄，伊達英俊，岩田

淳，福田陽子，金毅，鈴木一詩，中原康雄，関尚

美，三井 純，出岡顕，石浦浩之，井原涼子） 
筋萎縮性側索硬化症（ALS）の病態機序解明お

よび特異治療法の開発を進めている．ALS の運

動ニューロンでは，AMPA 受容体サブユニット

GluR2 の RNA 編集が著明に低下していること

を明らかにし，この分子異常のメカニズムの解明

及びこの分子異常を矯正することによる ALS の

特異的治療法の開発研究を展開している． 
臨 床 研 究 と し て ， パ ー キ ン ソ ン 病 及 び

Shy-Drager 症候群の患者に微弱電流による前庭

神経刺激を行い，症状の改善が得られることを明

らかにした．実用化に向け，長期間，ラージスケ

ールでの検討を行っている．また，腕時計型加速

時計を用いた２−４週間連続記録により客観的な

症状・治療効果判定のための解析法を検討し，定

量的な症状の変化に即した治療のためのツール

を開発している．（郭 伸，日出山拓人，山下雄也、

潘衛東，粟林香） 
生理学からのアプローチとしては，磁気刺激

法・脳波・脳磁図などの神経生理学的検査法や，

positron emission tomography(PET) ，

functional MRI，近赤外分光法による脳血流測定

(NIRS)などの神経機能画像を用いて，中枢神経生

理についての研究を行っている．特に運動・感覚

生理に関する研究をおこなっている．小脳刺激の

効果や錐体交叉刺激など新しい研究分野を開拓

してきている．最近では，連発磁気刺激法を用い

た神経疾患の治療法の機序について，サルを用い

た基礎的研究を含めて，他の研究施設と共同研究

体制を構築し，長時間続く脳血流変化や神経伝達

物質の変化など，この分野の先駆的な研究を展開

している．その一環として，連続磁気刺激時の近

赤外線記録の変化・FMRI の変化・脳波変化など

の研究を行っている．また，近年 repetitive, 
monophasic quadropulse stimulation (QPS) と
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呼ばれる，これまでにない効果的な長期効果誘発

刺激法を開発した．このような研究を基盤として，

治療法開発を目指した研究を行っている．さらに，

deep brain stimulation (DBS)による大脳基底核

疾患の治療とその機序の解明に向けた研究も行

っている．臨床面では，筋電図，神経伝導検査，

脳波，大脳誘発電位，経頭蓋磁気刺激法，眼電図

などを用いて，神経疾患患者の診断および病態把

握のための生理検査を行っている．また DBS 治

療を開始し，順調な成績を収めていると共に，錐

体外路疾患・疼痛・てんかんへの連続磁気刺激治

療を開発中である．（寺尾安生, 花島律子, 岡部

慎吾，寺田さとみ, 弓削田晃弘, 濱田雅, 松本

英之，古林俊晃,  東原真奈, 代田悠一郎） 
末梢神経疾患に対するプローチとしては，年間

約 100 例の末梢神経・筋疾患に対して病理診断を

提供している．また，自己免疫性末梢神経障害患

者の診断補助となる血清中の抗糖脂質抗体の測

定をおこなっている．炎症性筋・末梢神経疾患に

対して臨牀像，各種自己抗体，サイトカインやケ

モカインなどの血清活性物質，病理所見の解析を

おこない，臨牀免疫病理学的立場から病態機序解

明を目指し研究をしている．近年、多発性硬化症

と の 鑑 別 に お い て 問 題 と な っ て き て い る

Neuromyelitis Optica の疾患指標となる抗アク

アポリン抗体の測定をおこない、臨牀像との対応

を検討している．また，他の研究施設と共同研究

体制を構築し，多発性硬化症，傍腫瘍性神経疾患，

筋無力症，筋炎，血管炎，シェーグレン症候群な

どの各種免疫性神経疾患を標的とし，血清/髄液

中の自己抗体の同定および活性物質の測定をお

こない，病態との関連解析を行なうことで，病態

機序関連指標や病勢指標の解明と臨床応用を目

指している．（清水潤，橋本明子, 久保田暁、鷺

島通子，時村直子，益子留美子） 
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沿革と組織の概要 

脳神経外科学教室は、昭和 26 年に診療科とし

て設置され、初代佐野圭司教授が昭和 37 年に外

科学第三講座担任となり、翌年に脳神経外科学講

座と改名したことに端を発する。その後高倉公朋

教授、桐野高明教授が教室および脳神経外科学の

発展に尽力され現在に至っている。 
脳神経外科の扱う疾患は、脳腫瘍、脳血管障害、

脊椎脊髄疾患、機能的疾患、小児奇形、頭部外傷

などで、外科の一分野でありながら神経学、神経

科学、オンコロジー、画像診断学などの幅広い知

識と経験を必要とする。この分野の進歩は著しく、

CT、MRI などの画像機器の進歩により頭蓋内の

病変が描出できるようになって外科治療の対象

となる疾患が拡大した。同時に手術顕微鏡の導入

をはじめとする様々な治療手技の開発により、手

術法は洗練され治療成績は向上してきた。 
現在の大学スタッフは教授 1、准教授１、講師

3、助教 8、医員５名、大学院生 7 名，留学生 2
名，国外留学生 5 名で、約 300 名の同門会員を擁

し、脳神経外科の老舗として全国各地に多くの臨

床家、研究者、指導者を輩出してきた。診療、研

究の活動の場として、外来は外来診療棟３階，病

棟は新病棟 7 階南、医局と研究室は管理・研究棟

２階にある。 
 
診 療 

外来診療は、月・水・金に一般外来（新患、再

来）と専門外来を、火、木の手術日には新患外来

のみを行っている。専門外来には脳腫瘍外来、て

んかん外来およびガンマナイフ外来がある。平成

19 年度の外来患者数は延べ 14,024 名であった。 
入院診療は、7 階南病棟と 4 階第１第２ICU お

よび 2 階南小児病棟で行っている。病棟では、ス

タッフ以外に 5〜8 名の医員、研修医とともに、

師長以下 28 名の看護師、病棟補助員 3 名が診療

を担当している。月・水・金の朝 8 時からクリニ

カルカンファレンスが、また水曜日に教授回診が

行われている。カンファレンスには、放射線診断

医や放射線治療医も参加し、入院症例についての

検討が行われている。 
入院患者数は平成 18 年 674 例、平成 19 年 482
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例であった。手術件数は平成 18 年 386 件、平成

19 年 404 件であり、この他にガンマナイフ治療

例が各々98 件、147 件であった。平成 19 年の手

術の内訳は、脳腫瘍 133 件、脳血管障害 34 件、

頭部外傷 21 件、脳脊髄奇形 5 件、水頭症 28 件、

脊髄脊椎疾患 11 件、機能的疾患 41 件、血管内手

術 81 件、その他 50 件である。 
当教室で扱うことが多い疾患は髄膜種・神経膠

腫・転移性脳腫瘍・神経鞘腫・聴神経腫瘍・下垂

体腺腫などの脳腫瘍と、脳動脈瘤・脳動静脈奇形

などの血管障害、および顔面痙攣・三叉神経痛・

難治てんかん・パーキンソン病などの機能的疾患

である。各種疾患のバリエーションに富む点が際

だった特色である。 
脳機能を最大限に温存するために、脳腫瘍手術

における脳機能モニタリングや、てんかん手術に

おける術前・術中の大脳機能マッピングなどを積

極的に取り入れている。また、ナビゲーションシ

ステムや血管内手術などの最先端の技術を駆使

して、手術の安全性を高める努力を続けている。 
他分野の専門家と協力して治療に当たる取り組

みも行われている。頭蓋底腫瘍の手術では耳鼻

科・形成外科との協力のもと、脊髄披裂・骨癒合

症など小児奇形の治療では小児外科・形成外科と

の協力のもと合同手術が行われている。脳動静脈

奇形については血管内手術による塞栓術とガンマ

ナイフによる定位的放射線照射や開頭摘出術によ

る合併治療が行われ、良好な成績が得られている。 
ガンマナイフは 1990 年に国内第一号機として

導入されて以来、これまでに国内有数の症例数を

手がけてきた。2006 年には治療機のバージョン

アップがなされた。 
 

教 育 

卒前教育では、当教室は M2 の系統講義および

診断学実習、M3・M4 の臨床講義とベッドサイド

教育を担当している。系統講義では脳神経外科疾

患全般についての基本的理解を深めることを主

眼とし、診断学実習では意識障害および脳死の診

断を重点項目とした。臨床講義では各疾患の基本

とともに最近の動向をとりあげた。 
ベッドサイド教育では学生に病棟・手術室実習

を通して臨床について学ばせるとともに、セミナ

ーを多く設けて出来る限りインターアクティブ

に実地に必要な知識を習得させるよう配慮した。

実習の効率を上げるよう、ポイント集・問題集な

どの教材を充実し、一方ではより実際の臨床に近

づくようカンファランスでの発表や患者説明へ

の参加などの経験を積めるよう配慮した。またク

リニカルクラークシップでは各回 2~3 名の学生

を対象に、救急疾患の経験などより臨床に近づく

ための実地に則した教育を行っている。 
卒後初期研修では 1 年目外科研修の中での 1.5

ヶ月と、2 年目の選択科目で 2 ヶ月から 8 ヶ月を

選択できる。平成 18 年度は 1 名、平成 19 年度

は 1 年目 15 名・2 年目１名が初期研修を行った。

研修医にはできる限り日本脳神経外科学会関東

地方会で症例を発表させるよう配慮するととも

に、当教室の主催する各種カンファランスにおい

て発表の機会を与えている。 
平成 18 年度からは新制度での後期研修が始ま

り、後期研修医を平成 18 年度は 5 名（本学出身

者 1 名、他大学出身者 4 名）、平成 19 年度は 7
名（本学出身者 3 名、他大学出身者 4 名）を受け

入れた。卒後 7 年目までは大学病院と豊富な症例

数をもつ連携教育施設において研修を行い、卒後

7 年目に受験資格の得られる脳神経外科専門医の

取得を目指す。この専門医試験と前後して大学院

への進学を受け入れる。その後の研修として、得

意領域を強化した専門家を目指すサブスペシャ

リティー修練コースを設けている。これら後期研

修プログラムについては、教室のホームページに

詳しく掲載してある。 
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研 究 

当教室はガンマナイフ、MEG、ステルスナビ

ゲーションシステム、内視鏡機器など最新の治療

および診断機器を有し、これらを用いた臨床的研

究が軌道に乗っている。また、管理研究棟２階に

研究室を整え、脳血管障害、悪性脳腫瘍を主に基

礎的研究に力を注いでいる。以下に主要な研究テ

ーマの概要を記す。 
脳虚血後の神経再生の研究 

成体脳における神経幹細胞の存在が明らかに

なってから、これらの細胞を用いて神経細胞の再

生を試みる治療法が研究課題となってきた。当研

究室では、成長因子投与によって内因性神経幹細

胞を賦活化し、脳虚血によって死滅した海馬の神

経細胞を 40％再生させることに動物モデルにて

世界に先駆けて成功した。現在、海馬以外の部位

での神経再生にも有る程度成功している。また、

霊長類での研究にも着手して基礎研究を続け、将

来的な臨床応用への可能性を探っている。また、

成体の各部位に幹細胞が存在し、その一部は神経

細胞に分化し得ることも分かってきた。我々は、

特に皮膚由来幹細胞に注目して脳内への移植を

行い、神経細胞への分化条件などを検索している。

従来は中枢神経系の再生は不可能と考えられて

きたが、これらの各種治療法の可能性が現実的な

ものをなりつつあり、血管障害を含めた損傷脳の

機能再建にむけて、さらに研究を積み重ねて行く

予定である。 
悪性脳腫瘍に対する新規治療法の開発 

手術や診断技術の進歩にもかかわらず、悪性神

経膠腫の治療成績は 40 年来向上しておらず、新

しいアプローチによる治療法開発が必要である。

脳神経外科では、腫瘍特異的に複製するウイルス

を腫瘍細胞に感染させ、ウイルス複製による直接

的な殺細胞作用を利用して腫瘍の治癒を図る「ウ

イルス療法」の開発を進めている。特に、三重変

異を有し治療域の広い第三世代の遺伝子組換え

増殖型単純ヘルペスウイルス I 型(HSV-1)を作製

し、悪性神経膠腫を対象にした臨床研究を推進中

である。更に、抗腫瘍免疫作用など種々の抗腫瘍

機能を付加した武装型第三世代 HSV-1 ベクター

を開発している。また、ウイルス複製に伴う腫瘍

細胞破壊が樹状細胞によるプロセシングを促進

することを利用して、治療効果の高い樹状細胞療

法の開発研究を行っている。 
高分子ミセルを用いたナノドラッグデリバリ

ーシステムを応用し、従来選択肢の少なかった悪

性脳腫瘍に対する化学療法にも変革をもたらす

べく工学部と共同研究を行っている。 
脳腫瘍の遺伝子解析においては、手術で摘出し

た神経膠腫組織の 1p, 19q, 10q の LOH 解析をル

ーチンに行い、結果に基づいた治療の最適化に生

かしている。 
難治性てんかんに対する機能温存的・低侵襲的治

療法の開発と評価 
抗てんかん薬で発作を抑制できない薬性抵抗

性の難治性てんかんのうち、側頭葉てんかんなど

一部の患者には、既に標準化された外科治療法が

存在するが、多くの患者には根本的な治療法が存

在しない。これまで積極的治療の対象外だった難

治度の高いてんかんを対象としてその治療法の

開発や評価、標準化を目的とした研究を行ってい

る。本邦未承認の迷走神経刺激療法は、国内では

当施設でのみ提供可能となっており、本邦での有

効性の確認、てんかん治療における存在意義など

を明確化する必要がある。機能温存的手術手技と

して開発された軟膜下皮質多切術や海馬多切術

は、国内・国外とも一部のてんかん治療施設で導

入されているが、評価は定まっていない。手術器

具の開発とともに、豊富な症例数を生かした有効

性の評価を目指している。また、難治性てんかん

の治療におけるガンマナイフの応用について、基

礎的・臨床的研究を行ってきている。 
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非侵襲的・侵襲的検査による大脳機能の解明 
機能的 MRI、脳磁図、NIRS を用いた大脳機能

研究の他、当科の特色とも言える頭蓋内脳波を用

いた脳機能研究を進めている。てんかん外科治療

において長期頭蓋内に留置された硬膜下電極か

らは、高い空間解像度と SN 比で大脳皮質の電気

活動を記録でき、また電気刺激による介入も可能

である。医学部他教室や工学系研究室との共同に

より、brain-computer interface 研究への発展を

目指している。 
ガンマナイフ 

頭蓋底部の腫瘍や脳深部の脳動静脈奇形など

従来治療困難と考えられていた疾患もわが国で

初めてガンマナイフを導入することによって治

療成績が向上している。特に当教室では脳動静脈

奇形の治療の研究において一定の成果を上げて

いる。画像上の治癒率のみならず、治療後の出血

リスクの詳細な解析を報告し(NEJM 352:146-53, 
2005)、国内外より高い評価を得ている。また、

世 界 に 先 駆 け て MRI に よ る 拡 散 テ ン ソ ル

tractography を治療計画に統合することにより、

治療に際して運動線維など脳の重要な白質路へ

の線量を確認することを可能にした。これにより

合併症の発生率を確実に低下させることが可能

となり、ガンマナイフ治療の安全性を向上させた。

2006 年には治療機のバージョンアップがなされ、

今後治療精度の向上が期待される。 
脳神経外科手術における脳機能画像の応用 

頭蓋内疾患の外科治療前に、機能 MRI, 脳磁図、

脳白質画像(tractography)などの脳機能画像を駆

使して、患者毎に非侵襲的に脳機能マッピングを

行っている。これらにより運動・言語関連機能脳

内ネットワークの画像化が実用化したため、脳腫

瘍、てんかん外科手術計画の立案に応用している。

さらに、脳機能ネットワーク情報をニューロナビ

ゲーター装置上に表示することで術中に機能的

に重要領域の温存を可能とした。脳機能ネットワ

ークの結果を電気生理学的モニタリング手法（電

気刺激、脳皮質電位計測）により比較検討するこ

とで、より正確、かつ詳細な脳機能マッピング方

法の確立に努めている。 
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沿革と組織の概要 

近年の生命科学の飛躍的な発展、情報科学の進

展、社会医学に対するニーズの多様化にともない、

衛生学・予防医学は変革の時代にある。従来の免

疫血清学的診断のみならず、塩基配列の決定はル

ーチン化し、近い将来、DNA チップなどを用い

た広範な遺伝子発現プロファイルならびに多型

の検索による分子生物学的診断・方法への移行が

期待されている。また様々な癌、糖尿病、高血圧

症などの生活習慣病、アレルギーや自己免疫疾患

などの難病の原因・病態解明、さらには遺伝子治

療・臓器移植・再生医学などの新しい医学が急速

に我々の周囲に展開している。また環境問題は現

代の我々の健康を脅かすのみならず、次世代への

影響も危惧され、今までにない新たな、大きな社

会問題としてクローズアップされている。このよ

うな状況で、感染症、生活習慣病、環境医学など

に対して、分子レベルでの新しいアプローチ、すな

わち「分子予防医学」的な取り組みが必要な時代が

到来している。平成 12 年 4 月 1 日より正式に分子

予防医学教室と改名し、教育、研究も以上のような

背景をふまえて、新しい方向を目指している。 

教 育 

我々を取り巻く医療、健康、環境問題は、近年益々

重大なものとして取り上げられており、社会医学に

対する期待もかつてなく大きなものとなっている。

一方、この２0 年余りの分子生物学、生化学、免疫

学における革命的な進歩は疾患の発症機序、病態、

診断治療に対する理解を根本的に変え、医学研究分

野の壁は取り払われたとも言える。これらの情勢に

鑑み、分子予防医学講座における教育は、現在の生

命科学、情報科学を基盤とした新しい社会医学、分

子予防医学教育を目指している。分子医学、生命科

学の発展を基盤にして、疫学から分子病理、治療、

予防医学に関して、現在社会的に問題になっている

テーマを積極的に取り上げる。 
学生実習においては小グループによる指導を行

っており、学外の第一線で御活躍の先生方の御協

力もいただき、ホットな社会医学的問題への対処、

取り組み方、考え方を指導し、同時に最先端の知

識と技術が身につけられるよう配慮している。 
 

研 究 

分子予防医学は、内的、外的ストレスに対する
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生体防御反応、生体侵襲機構解析による疾病の発

症機構の解明、それに基づいた疾患の初期段階の

定義付け、疾患の多段階発症、複数因子による修

復機構、新しい分子レベルでの疾患の定義付けや

診断法の提供を基盤としている。治療に対しては

分子薬理学的発展を、予防医学的には新しいスク

リーニング法の提供とワクチン戦略の提示、そし

て分子疫学に基づく危険因子の除去につながる

ような研究を目指す。現在、分子予防医学教室で

は以下の 3 つを柱にした研究を進めている。 
ａ. ケモカインによる炎症・免疫反応機序の解

析とそれに基づく疾患治療・ワクチン開発戦略の

提示 
炎症反応は生体防御反応の根幹をなし、白血球

がその中心的な役割を担っている。ケモカインは

白血球遊走・活性化作用を有する塩基性のヘパリ

ン結合性蛋白質の総称であり、炎症および免疫反

応において極めて重要な役割を果たしている。一

方で過剰なケモカイン産生や異所性ケモカインの

発現が様々な病的状態の原因ともなる。さらに最

近のケモカイン研究の新しい展開として、ケモカ

インが単に炎症・免疫反応に関わるのみならず、

生理的な条件下での免疫組織の構築、臓器発生、

血管新生、がんの転移、HIV 感染などにも関与す

ることが示唆されている。そこで教室では生物学

上様々な現象におけるケモカインの関与および意

義を解明すべく、炎症、感染症、自己免疫疾患、

アレルギー、造血、発生におけるケモカインの病

態生理機能の解明を目指している。特に樹状細胞、

マクロファージサブセットの遊走機序を中心とし

て、全身および局所免疫応答を時間軸、空間軸を

含めた４次元的な生体反応として理解することに

より、ケモカインを分子標的とした疾患治療戦略

や癌・感染症ワクチンの開発応用を目指している。 
ｂ. 遺伝子解析 

SAGE （ Serial  Analysis  of Gene 
Expression）法を用いて、血液細胞の分化に伴い

発現が増減する遺伝子群や癌細胞特異的な遺伝

子群の系統的な解析を行っている。SAGE 法とは

ある細胞または組織において発現している遺伝

子一つの塩基配列を 14-25bp の Tag の塩基配列

に反映させ、発現遺伝子の情報を得る方法である。

各々の Tag の出現頻度は、その細胞で発現されて

いる遺伝子のコピー数を反映する。この方法は、

ある細胞または組織にて発現している全遺伝子

のプロフィールを得る極めて有効な方法である。

本法により、単球がマクロァージや樹状細胞に分

化するに伴い、発現が増減する遺伝子を解析し、

新規遺伝子を含む数々の遺伝子が、分化に伴い発

現が変動することを明らかにした。また、最近

coding のみならず non-coding RNAs の転写開始

点情報を網羅的にかつ定量的に検索する 5’

SAGE 法を開発した。この技術と最近開発された

高速 DNA sequencer を用いて様々な細胞、臓器

における 5’-end transcriptome、と epigenetic 
signature の確立、データベース化を行っている。 
ｃ. 内分泌撹乱物質（いわゆる環境ホルモン）・

環境化学物質の生体侵襲機序とスクリーニング

システムの開発 
ヒトや野生生物の内分泌作用を撹乱し、生殖機

能障害、悪性腫瘍等を引き起こす可能性が指摘さ

れている内分泌撹乱物質による環境汚染は、科学

的には未解明な点が多く残されているものの、生

物生存の基本的条件に関わり、世代を超えた深刻

な影響をもたらすことも懸念されており、環境保

全上の最重要課題のひとつとなっている。これら

の物質による生体侵襲の分子機構の解明と新た

なスクリーニングシステムの開発を目指してい

る。 
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沿革と組織の概要 

循環器内科は他の内科と同様に 1998 年 6 月に

旧内科講座から計５内科の循環器診療を志す内

科医により再編された。それまで各科で個別に行

っていた診療を合同で行うようにして、下記に示

すように診療件数が飛躍的に増加し、診断・治療

が効率的となった。初代の矢崎義雄教授に続いて

現在は永井良三教授が指揮を執っている。循環器

内科の現在の構成員は、教授 1（永井良三），准

教授 1（平田恭信）、講師 2（外来医長：世古義規、

病棟医長：山下尋史），助教 15，医員 9、大学院

生 30，研究生 6，出張者 1，国外留学生 2 であ

り、循環器内科学全般にわたる教育，研究，診療

を行っている。 
 
診 療 

循環器内科としての外来とともに他の内科部

門と協力し総合内科の外来も担当している。疾患

別では生活の欧米化、高齢化に伴い動脈硬化に基

づく病態、特に虚血性心疾患が多いが、心不全、

不整脈はもとより高血圧、末梢血管疾患など循環

器が関わるすべての疾患を対象とし診断、治療を

行っている。 
外来は月～金の午前、午後に行っているが受診

者は一日平均約 203 人であり、2007 年度の循環

器内科の外来受診者は計 51,820 名にのぼった。

さらに外科系診療科のために毎日、術前外来を開

いている。また冠動脈疾患、大動脈疾患の救急も

積極的に受け入れ、24 時間いつでも緊急のカテ

ーテルによる診断および治療を行える体制を整

えている。入院患者は状態に応じて Coronary 
Care Unit (CCU)や第二 ICU で治療している。 

病床数は約 50 床であり新入院患者は 2007 年

度は 1,467 名であった。このうち約２／３が虚血

性心疾患であった。心臓カテーテル検査は 1,783
件施行し、そのうち 582 件が経皮的冠動脈インタ

ーベンションであった。冠動脈 CT が 351 件、心

血管 MRI が 117 件であった。また不整脈部門で

はペースメーカー植え込み 61 件、カテーテルア

ブレーション 51 件であった。植え込み型除細動

器 13 件、除細動器付き心臓再同期療法 10 件と特

殊なペースメーカ挿入も増加している。当院が心

臓移植認定施設に指定され、重症心不全例には左

室補助装置(LVAD)の装着が増加している。2006
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年 5 月に当科の心不全患者が心臓外科によって

当院最初の心移植手術を受けた。2007 年にも 2
例の心臓移植手術が行われた。当科における入院

患者の平均在院日数は 12.9 日である。 
 

教 育 

医学部学生に対しては、他の内科学教室と分担

し，臨床診断学実習，内科系統講議，臨床講議、

基礎臨床統合講義、ベッドサイド教育（ＢＳＬ）、

クリニカルクラークシップを行っている。内科系

統講議では、循環器内科学の講議を行っている。

ベッドサイド教育においては、実習を中心にした

きめ細かい教育を行うと同時に，各専門グループ

による実地医療に即したクルズスを行っている。 
卒後教育においては、内科研修医を受け入れ、

総合内科研修の一環としてカンファランス，チャ

ートラウンド、回診、臨床カンファランスを通し

て、循環器学のみにとらわれず内科医としての基

本教育を行っている。 
 

研 究 

当教室では、以下のような研究がすすめられて

いる。 
■ 血管の病態形成に関わる細胞の起源と遺伝子

転写制御 
■ マウス発生工学を用いた循環器疾患の病態解

析・血管細胞の発生分化機構の解明 
■ 血管平滑筋の分子誘導機構の解析 
■ 動脈硬化の遺伝的危険因子の解析 
■ PTCA 後の血管再狭窄のメカニズムに関する

研究 
■ 循環器領域における MRI の応用 
■ 心血管病における NO と血管内皮機能の研究 
■ 心肺運動負荷および心臓リハビリテーション

の研究 
■ 家族性肥大型心筋症のミオシン軽鎖の変異の

分子モーター機能への影響の研究 

■ 心筋収縮蛋白を標的とする心不全の遺伝子治

療の研究 
■ 虚血性心疾患の早期画像診断に関する研究 
■ 心筋炎・拡張型心筋症における免疫学的機序

の解明と治療法の確立 
■ 心筋虚血再灌流障害の分子機構の解明と治療

法の確立 
■ カテーテルアブレーションによる抗不整脈効

果に関する研究 
■ 血管作動物質の心腎保護への臨床応用 
■ 粥状硬化における骨髄由来細胞の関与 
■ 心血管病における再生治療の開発 
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沿革と組織の概要 

呼吸器内科学教室は、 教授１名，講師 2 名，

助教８名を含め約５０名のスタッフが所属して

いる。このうち海外，国内他施設への研究・臨床

出張者を除いた約１５名で東京大学医学部附属

病院における呼吸器疾患の診療に当たっている。 
当科は、1998 年 4 月の診療科再編に伴って誕

生した診療科であり、2003 年６月より長瀬隆英

が呼吸器内科学教室を担当している。 
肺癌や慢性閉塞性肺疾患などの呼吸器疾患の

罹患患者数は、今後、飛躍的に増加することが予

想され、呼吸器病学における研究の発展と成果が

期待されている。当教室では肺癌、慢性閉塞性肺

疾患、気管支喘息、間質性肺疾患など多様な呼吸

器疾患を対象として基礎的・臨床的研究を展開し

ている。特に、呼吸器疾患の発症の分子機構の解

明を進めることにより新しい診断・治療法の開

発・実用化を目指している。 
 
診 療 

現在の診療体制であるが、病棟フロアとしては

主に新入院棟 13 階を使用している。疾患別症例

数では、原発性肺癌が多数を占め、次いで呼吸器

感染症、間質肺炎、慢性閉塞性肺疾患、気管支喘

息などとなっている。 また、肺炎・呼吸不全や

肺癌の増悪などによる救急入院も多く、重症肺

炎・ARDS など重篤な呼吸不全は、ICU と連携

して人工呼吸管理を行い救命に務めている。また、

10 年以上前から、呼吸器外科および放射線科と

合同で院内呼吸器カンファレンスを開催し、問題

症例の治療方針決定を行ってきたが、本年度から

開始された院内の各領域の Cancer Board におい

ては、そのモデル的カンファレンスとして評価さ

れた。その他、術前呼吸機能評価や術後肺合併症

についても日常的にコンサルテーションを行っ

ている。このように、呼吸器疾患に関する診療の

充実が、当科の基盤であることは申し上げるまで

もない。  
現在、呼吸器病学に対する注目度は急速に増大

しつつある。環境要因の悪化や人口高齢化などに

より、呼吸器疾患は益々増加する傾向にある。例

えば死因統計上、原発性肺癌が悪性腫瘍の中で首

位を占め、さらに増え続けており、克服すべき難

治癌の代表となっている。肺炎・気管支炎は、3
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大死因に次ぐ第４位を占めており、今後は慢性閉

塞性肺疾患が死因の５位に上昇することが予想

されている。また、ARDS、間質性肺炎など呼吸

不全を呈する炎症性疾患は、難治性・致死性の点

において極めて重要な疾患群であり、有効な治療

法の開発が切実に待たれている。 
 

＊2007 年度の年間入院症例数： 
１．原発性肺癌    267  
２．間質性肺炎    52 
３．呼吸器感染症    47 
４．慢性閉塞性肺疾患    32 
５．気管支喘息    29 
 
＊ チャートラウンド及び回診を毎週火曜日午後

行っている。 
＊ 呼吸器内科スタッフに、呼吸器外科、放射線科

診断部、放射線科治療部の先生方も参加される

カンファレンスを開催し、診断法や治療方針に

ついて集学的に話し合い、一人一人の患者様に

応じた最良の診療が行われるように努力して

いる。 
 

教 育 

第４学年の系統講義では、呼吸器内科学の基本

的事項の修得を目標とし、かつより効率よい授業

をめざすため、腫瘍性疾患、胸膜・縦隔疾患は呼

吸器外科で担当している。成績の評価は記述形式

の試験により行う。また、臨床診断学実習におい

ては、呼吸器疾患の診断に必須の医療面接、身体

的診察、血液ガス分析、呼吸機能検査、そして胸

部レントゲン読影などについて、講義とケースス

タデイを組み合わせた実習を行っている。第 5 学

年と 6 学年生に行う臨床統合講義では、代表的呼

吸器疾患として原発性肺癌と自然気胸をとり上

げ、呼吸器外科と協力して、それぞれの疾患・病

態についてのさらに深い理解と最新の知見の習

得を目指している。 
第５学年で行われる呼吸器内科臨床実習では、

呼吸器疾患症例における問診法、身体所見のとり

方、診断・治療法の選択など実際の呼吸器疾患の

診療に必要な事項を体得するとともに、将来医師

として診療にあたる際にとるべき態度やインフ

ォームドコンセントの実際を学ぶことを目標と

している。 
第５学年終盤に行われるクリニカル・クラーク

シップでは、受け持ちの患者さんを決めて、呼吸

器内科指導医・研修医とともに、診療チームの一

員となり、臨床医に至る準備期間として共通到達

学習目標を十分に達成できるように指導してい

る。また、症例提示・プレゼンテーションや自己

学習型の問題解決を重視し、指導医は適切に問題

点を見出させ解決するヒントを与えるようにし

ている。さらに、医師としての職業意識の体得、

インフォームドコンセント、守秘義務・個人情報

保護の原則を理解するように指導している。 
以上の実習がさらに充実したものとなるよう

に、基幹病院の専門医の先生方にもご協力いただ

き、それぞれの病院でも指導をしていただいてい

る。 
 

研 究 

肺癌、慢性閉塞性肺疾患，気管支喘息、過敏性

肺炎、間質性肺炎、びまん性汎細気管支炎、呼吸

器感染症などの疾患や急性肺障害、慢性呼吸不全

などの病態を主な対象として、その病態解明と診

断・治療法の開発にむけて、基礎的・臨床的研究

を行っている。呼吸器外科との協力で切除肺癌組

織を用いての遺伝子解析を行うという臨床に直

結する研究や、気道上皮細胞・線維芽細胞・平滑

筋細胞などを用いた細胞レベルでの研究、遺伝子

改変マウスを用いた疾患モデルでの研究など、多

方面に及んでおり、方法論も疫学的、臨床病理学

的手法から分子細胞生物学的方法までを駆使し
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て、精力的に行われている。その成果は、日本呼

吸器学会・日本癌学会などの関連学会において発

表され、また国際誌に掲載されている。主な研究

テーマは、以下の通りである。 
 

気道平滑筋のイオンチャンネルの解析 
呼吸器疾患の疾患感受性遺伝子の検索 
慢性呼吸不全リハビリテーションにおける加圧

トレーニングの効果 
肺癌における DNA メチル化の解析と臨床応用 
肺癌における EGF 受容体シグナル伝達とその治

療的応用 
siRNA ノックダウンベクターを用いた疾患分子

機構の解明 
びまん性汎細気管支炎や間質性肺疾患の疫学 
ディーゼル排泄物などの大気汚染物質の呼吸器

系への影響 
呼吸器疾患における組織リモデリングのメカニ

ズムの解明 
気道上皮細胞、気道平滑筋、好酸球などにおける

ケモカイン、サイトカイン、エイコサノイドの役

割 
特発性肺線維症発症の分子機構の解明 
急性肺障害発症の分子機構の解明 
遺伝子改変マウスを用いた疾患モデルの解析 
 

なお、教室の長瀬は Respirology の Associate 
Editor 、 American Journal of Physiology の

Editorial Board Member として国際的にも活躍

している。 
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沿革と組織の概要 

平成 10（1998）年度に，消化器内科として発

足し，現在肝胆膵及び消化管領域の診療，教育及

び研究を行っている．平成 20 年 6 月現在の構成

員は教授 1，講師 3，助教 17，医員 11，大学院

生 30，研究生および留学生など 11 名であり，そ

の他に，多数の国内外出張者がいる．A 棟 11 階

北・南が消化器内科病床のコアとなっているが、

現在では B 棟４階、5 階への入院患者さんも数が

多い．消化器内科の研究室は，他診療科と同様に，

内科研究棟，第一研究棟などの各階に点在する形

となっている． 
 
診 療 

消化器内科の入院患者数は約９０名，年間では

延べ約 2,500 名である．平均在院日数は 12 日で

あり，一週間に約 90 名の入退院患者がある．外

来患者数は月約 5,000 名である．月、水曜日午前

に教授回診，各専門グループによる症例検討会は

月曜夜に行われている． 
疾患別入院患者数では肝細胞癌が最も多く，

2007 年度は延べ 1200 名の入院があった．肝細胞

癌に対するラジオ波焼灼療法を中心とする、経皮

的局所療法は既に年 900 症例を超えて，世界最多

の経験を有する．最近では転移性肝癌に対するラ

ジオ波焼灼療法施行例数の増加が顕著で、2007
年度は延べ 138 名の入院があった。従来慢性肝疾

患の進行度は肝生検によっていたが，最近では

Fibroscan という超音波を利用して肝臓の固さを

測る機械を導入したことにより，非侵襲的に検査

できるようになった．ERCP は年間 650 例を超え，

内視鏡的乳頭バルーン拡張術を用いた総胆管結

石除去は既に 1,000 症例を超えており，これも世

界最多の経験を有する．悪性胆道閉塞に対する金

属ステント挿入（年間約 40 例）の経験も豊富で，

Covered Metallic Stent の留置症例数は 550 例を

超えており、やはり世界最多である。他にも

ESWL による膵石除去，膵管ステンティング，

EUS-FNA 下の膵のう胞ドレナージなど胆膵疾

患に対する Intervention 治療も非常に盛んであ

る． 
消化管に対しても、消化管悪性腫瘍に対する
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ESD（Endoscopic Submucosal Dissection，内視

鏡的粘膜下層剥離術）（年間 180 例）に力を入れ

ており，早期胃癌にとどまらず食道、大腸の早期

悪性腫瘍に対しても適応を広げている．他にも食

道静脈瘤の内視鏡的治療（年間 50 例）などのイ

ンターベンションを行い．また，以前は不可能で

あった全小腸の検査が可能となり，ダブルバルー

ン小腸内視鏡及びカプセル内視鏡を施行してい

る．当教室では特に、難治癌の治療に力を入れて

おり，上記の Interventional therapy（切らずに

癌を治療する）と抗癌療法（消化管癌：50 件，

膵・胆道癌：180 件）を組み合わせた治療を施行

しており、国内外より多くの患者さんが紹介され

来院している． 
外来での検査数は，腹部超音波は年間 16,000

件，上部消化管内視鏡は年間 65,00 件，大腸内視

鏡検査は年間約 3,800 件行われている．これによ

り一年間約 140 例の胃癌と 170 例の大腸癌が発

見されている．その約 50%は内視鏡的切除術によ

り治療されているが，切除検体を用いた基礎的研

究も積極的に行って，その成果を臨床へ還元する

ことを目指している． 
 

教 育 

消化器内科は M2 の診断学と系統講義，M3 の

臨床講義とベッドサイド教育とを担当している．

ベッドサイド教育では，学生は入院患者を実際に

担当し，種々の消化器系疾患について具体的に学

ぶとともに約 3 時間かけ教授試問と同時に行わ

れる抄読会において，海外一流誌に掲載された消

化器病関連論文を要約して紹介する．  
卒後教育としては，東京大学医学部病院内科研

修医のローテーションに参加し，前期研修を行っ

ている．現在消化器内科は数名の研修医を 1 ヶ月

～6 ケ月単位で受け入れており，内科研修医の大

多数が消化器内科の研修を受けている．短期間で

消化器内科の全領域を研修することは困難であ

るが，内科医としての初期トレーニングとともに，

消化器内科領域の種々の検査や治療について，な

るべく実技を身につけられるような研修を目指

している．学会発表の指導を，特に重視しており，

日本内科学会，日本消化器病学会の地方会などを

中心に，研修医に積極的に症例報告発表（年 7-8
件）を指導している． 

当科は，東京大学大学院内科学専攻器官病態内

科学消化器内科として多数の大学院生（現在 50
名在籍）を受け入れている．前期研修終了後，消

化器内科志望者は全国 30 以上の大学出身者より

集まり，大学院に入学する場合が多い． 
 

研 究 

消化器内科領域の研究テーマは基礎，臨床とも

に多岐に渡っている．基礎研究において，分子生

物学的手技の発展により，方法論的には臓器別の

垣根はほとんど消失しているが，これらの新しい

方法論を種々の消化器臓器に適用することによ

り，さまざまなテーマの研究が可能である．現在

当科で行われている研究の一部を紹介すると，各

種消化器癌の発癌および増殖に関する分子生物

学的検討，各種肝炎ウイルスの感染・増殖機序の

解明，肝再生ならびに線維化機序の解明，胃酸分

泌 機 構 の 研 究 ， 胃 悪 性 腫 瘍 の 原 因 と し て の

Helicobacter pylori 感染の検討およびその病原

機構の解析などが挙げられる．特に近年では，マ

イクロアレイを用いた mRNA 発現解析，質量分

析を用いたタンパク発現解析やレーザーマイク

ロダイセクションを用いた遺伝子解析など，新し

い方法論に基づいた臨床検体の解析を行い，研究

成果の臨床へ還元を目指した研究を行っている． 
 臨床面では，前述の極めて活発な臨床活動の

データを多数集積かつ分析し，エビデンス作りを

行なっている．さらにランダム化比較対照試験と

して，肝癌 RFA 治療後のインターフェロンによ

る肝癌再発抑止効果，肝癌診断の CTA/CATP 検
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査の有用性，大腸癌肝転移に対する RFA の有用

性の検証，また薬剤治験として，進行肝癌に対す

る血管増殖阻害剤 TSU-68 の効果，インターフェ

ロン/リバビリン併用療法時の貧血対策としての

エリスロポエチンの有用性，膵癌に対するジェム

シタビン/TS-1 併用化学療法，膵癌/胆道癌に対す

る TS-1 化学療法，ＥＲＣＰ後膵炎予防の為の新

規薬剤についての検証など，臨床試験のプロトコ

ール作成から実施まで一連の流れを作って実施

して，治療効果の検証を行っている． 
 

おわりに 

東大病院消化器内科は，「心のこもった技術と

知識で、より良き医療」を実践するが最大の目標

である．臨床研究も基礎研究もその為にあると考

えている． 
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組織の概要 

腎臓・内分泌内科学教室の構成員は教授 1、准

教授５、講師 4、特任講師 3、助教 12、医員２、

大学院生など 32 名である。当科の診療研究教育

活動は、腎臓病学・内分泌学・高血圧学という相

互に深い関連のある各領域の専門グループの密

接な協力体制のもとに行われている。各専門グル

ープはそれぞれの視点・研究手法を駆使しており、

この多様性が当科の診療研究教育活動に広がり

と深さを与えている。また、血液浄化療法部とは

共同して腎不全に対する透析療法などを行って

いる。 
 
診 療 

外来は、腎臓、内分泌、高血圧の各専門外来が、

毎日、新患担当と再来担当を置いている。総合内

科外来も分担している。また、外来腹膜透析にも

24時間体制を敷いて、積極的に取り組んでいる。 
入院は、入院棟 A 12 階北に固有床として 18

床があり、入院棟 B と併せて、常時 25~30 名程

度の入院患者の診療を行っている。入院患者の内

訳は、糸球体腎炎、ネフローゼ、高血圧（内分泌

性も含む）、保存期腎不全、糖尿病性腎症、透析

導入患者、血管炎・膠原病による腎障害患者、急

速進行性糸球体腎炎、急性腎不全、間脳下垂体疾

患、副腎疾患、甲状腺疾患、副甲状腺疾患など多

岐に渡っている。回診は藤田教授により、毎週火

曜日午前 9 時半から行われ、新患プレゼンテーシ

ョン、週間プレゼンテーションが回診に先立って

行われる。また、他科に入院中の腎臓・内分泌疾



152 東京医学・第 116 巻・平成 20 年 10 月 

患患者に対しても、医員・指導医がコンサルトチ

ームを組んで積極的に診療にかかわっている。問

題症例については、毎週火曜日夕の症例検討会に

おいて関連領域の専門家を招くなどしてさらに

深く検討を行い、診断・治療方針を決定する。 
診療体制としては、研修医、病棟指導医（担当

医）、専門指導医（主治医）、管理医がチームを組

み、それぞれの研修医に対して責任を持つ指導医

が決まっており、遺漏の無いよう留意されている。

診療方針は、腎臓カンファ、内分泌カンファを経

て、最終的に回診前のプレゼンテーションでチェ

ックされる。診療手技としては、腎生検、各種内

分泌負荷試験、超音波診断、血液透析の準備施行

などがある。また、血液浄化療法部の運営に全面

的に協力しており、東大病院の全入院患者を対象

に、他の疾患で他科に入院中の患者に対する慢性

血液透析療法を担っているほか、心臓、血管手術

などに伴う急性腎不全、慢性腎不全急性増悪に対

する血液透析療法を行っている。さらに、移植外

科と協力しての肝臓移植前後の血漿交換、その他

の疾患に対する吸着療法なども行っている。 
内分泌疾患の診断にあたっては、静脈サンプリ

ング、各種画像診断などを放射線科と協力して推

進している。内分泌疾患の治療では、平成 14 年

からは放射線科と共同してバセドウ病に対する

放射性ヨード治療を行っている。また、間脳下垂

体疾患、副腎疾患、甲状腺クリーゼ、甲状腺腫瘍、

副甲状腺腫瘍などに対しては、脳神経外科・泌尿

器科・乳腺内分泌外科などと緊密な連係をとりつ

つ診療に当たっている。 
 

教 育 

卒前教育として、内科診断学、内科系統講義、

内科臨床講義とＢＳＬを分担して行っている。講

義内容は腎臓病学、内分泌学および高血圧である。

ＢＳＬではそれぞれの領域の多様な症例を専門

的な立場からより深く解説するとともに、特に末

期腎不全医療としての血液透析の実際にも触れ

られるようにしている。平成 14 年から開始され

たクリニカルクラークシップでは、それぞれの学

生を専属の指導教官チームに割り当てて充実し

たきめこまかい指導を行っている。 
卒後教育については、通年（1 期は 1 ないし 2

ヶ月間）にわたって、病棟で研修医の指導を行っ

ている。各研修医には腎臓および内分泌専門の若

手医局員および助教がチームを組んで、責任をも

って指導をおこなっている。また、腎臓・内分泌

の基礎から臨床の実際までをカバーするレクチ

ャーを定期的に行っている。毎週木曜日は、腎

臓・内分泌内科の入院患者だけでなく、循環器内

科、消化器内科などの他内科および、外科（特に

心臓外科、血管外科）を含んだ他科の透析患者・

血液浄化療法施行患者を対象とした血液浄化室

のカンファランスを行っている。 
毎週火曜日夕の症例検討会は、研修医および若

手医局員の教育に重要な役割を果たしている。 
 

研 究 

大きく腎臓と内分泌に分かれるが、高血圧など

ではオーバーラップする面もある。 
（腎臓） 
1. 腎障害進展の分子機構の解明（特に高血圧、

糸球体高血圧との関連）。 
2. 上皮細胞における Na／H antiporter の作用

機序。 
3. 内皮由来血管作動物質の病態生理的役割に

関する研究。 
4. 内因性ジギタリス様物質精製、同定と高血圧

における役割。 
5. Ca チャンネルと Na／Ca 交換系の高血圧に

おける役割。 
6. プロスタグランディン、エンドセリンなどの

血管平滑筋細胞増殖作用の解明。 
7.  微小循環から見た実験的腎糸球体疾患発
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症・進展の機序（マイクロパンクチャー法、超微

形態）。 
8. 近位尿細管 Na／HCO3 共輸送体の性質と高

血圧の関連の解明。 
9. 進行性腎障害における尿細管間質線維化の

原因の分子機構の解明。 
10. 糸球体内皮の腎障害における役割（HUS, 
TTP の病態を中心に）。 
11. 進行性腎障害における補体制御蛋白の役割

の分子細胞学的解明。 
12. 糸球体メサンギウム細胞に特異的に発現す

る蛋白質の生理的、病態的役割の検討。 
13. 進行性腎障害における糸球体上皮障害機構

の細胞生物学的解明。 
14. 移植時などの腎の虚血再灌流モデルにおけ

る腎障害機構の解明（ロイコトリエンを中心に）。 
15. 進行性腎障害における細胞浸潤の分子生物

学的解明。 
16. 腎障害時の線維化における線維化促進蛋白

の発現調節。 
17. 容量負荷時における各種ホルモンの関与お

よび動態の解明。 
18. 各種ストレス（物理刺激、脂質、酸化、低酸

素）の腎障害進展における役割の分子細胞学的検

討。 
19. 糸球体構成細胞の相互作用に関する研究。 
 
（内分泌） 
1. 血管構成細胞におけるシグナル伝達機構。 
2. 新たな血管作動物質の分子生物学的研究。 
3. 食塩感受性高血圧の原因遺伝子の探究。 
4. カルシウム・リン代謝異常症の病因に関する

研究。 
5. 骨代謝に関わる細胞の分化・機能の制御機構

に関する研究。 
6. 悪性腫瘍にともなう骨病変の病因に関する

研究。 

7. 下垂体ホルモン分泌制御機構に関する研究。 
8. 細胞外カルシウムおよび浸透圧による遺伝

子転写調節機構。 
9. 甲状腺細胞増殖に関する研究。 
10. 副腎細胞における各種サイトカイニンによ

るホルモン分泌細胞調節機構の解明。 
11. Ｇ蛋白質／Ｇ蛋白質共役受容体によるシグ

ナル伝達機構と疾患の分子メカニズムの解析。 
12. Ｇ蛋白質共役受容体を標的とする新しい薬

物・制御法のデザイン。 
13. メタボリックシンドロームにおけるシグナ

ル・遺伝子異常の解析。 
 
なお、毎週火曜日夕には、症例検討会の後に研

究カンファランスが開かれ、教授から大学院生ま

で教室員全員の研究発表、外部講師を招いての講

演、学会予行などが行われている。 
 
 

関連寄付講座 

腎臓再生医療講座 
沿革と組織の概要 

2002 年 11 月、持田製薬(株)の寄付により、テ

ィッシュエンジニアリング部内の一講座として

設立された。ティッシュ・エンジニアリング技術、

あるいは再生医療の発展により、治療や創薬に寄

与することを目的としている。 
 

研 究 

腎臓由来体性幹細胞の臨床応用、腎臓再生へ向

けた新しい足場素材の臨床応用、臍帯血を利用し

た腎臓再生を目標としている。これらを達成する

ために、腎臓再生領域の体性幹細胞生物学・腎不

全における幹細胞不全の包括的研究・3 次元培養

による後腎誘導法の開発を行っている。 
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腎疾患総合医療センター 
ホームページ  
http://www.trc.umin.jp 
 
沿革と組織の概要 

2004 年 6 月、テルモ(株)の寄付により設立され

た。持続的外来腹膜透析を含む、最適な腎不全医

療の提供を可能とすることを目的としている。 
 

診 療 

近在の医療機関との良好な連携のもと、持続的

外来腹膜透析患者の診療、血液透析用の内シャン

トの造設、ならびに腎移植に携わっている。 
 

研 究 

腹膜透析液中の中皮細胞に注目した腹膜機能

の経時的変化に関する研究、シクロスポリン腎毒

性モデル動物を用いたアンギオテンシンⅡ受容

体拮抗薬の腎保護作用に関する研究等に取り組

んでいる。 
 

臨床分子疫学講座 
ホームページ  
http://www.h.u-tokyo.ac.jp/center22/rinsyo_bu
nshi.html 
 
沿革と組織の概要 

2004 年 6 月、田辺製薬(株)の寄付により、医学

部附属病院のトランスレーショナルリサーチの

一拠点である、22 世紀医療センターの一構成部

門の一つとして設立された。日本人のメタボリッ

クシンドロームに関する臨床疫学的解析を行な

い、さらに分子遺伝学的手法を用いたヒトとモデ

ル動物のゲノム解析を通じてメタボリックシン

ドロームの疾患感受性遺伝子(群)を単離し、心血

管疾患の新たなリスク診断法や新規治療薬の開

発に貢献することを、主な目的としている。 
 

研 究 

ヒトとモデル動物の解析を通じた、メタボリッ

クシンドロームの疾患感受性遺伝子および新規

の関連因子の単離・同定、メタボリックシンドロ

ームに関する臨床疫学的解析、心血管疾患の新た

なリスク診断法を開発、心血管疾患の新規の予

防・治療薬の開発、心血管疾患の既存の治療薬の

新たな作用機序の探索等の研究を行っている。 
 

分子循環代謝病学講座 
ホームページ  
http://plaza.umin.ac.jp/~kid-endo/a-3-13.html 
 
沿革と組織の概要 

2006 年 4 月、第一三共(株)の寄付により、設立

された。食塩過剰摂取や肥満などの、生活習慣の

歪みによって生じる高血圧をはじめとする生活

習慣病、ならびにそれによって生じる心血管病に

ついて研究を行うことを目的としている。 
 

研 究 

基礎研究としては、食塩感受性高血圧、及びメ

タボリックシンドロームとその合併症における

酸化ストレス、交感神経系、レニン-アンジオテ

ンシン-アルドステロン系などの関与について研

究を進めている。また臨床研究として、腎保護に

おける交感神経抑制の重要性について、交感神経

抑制作用を有する L/N 型カルシウム拮抗薬を用

いた検討を進めている。 
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沿革と組織の概要 

1998 年の内科再編に伴い、当時のナンバー内

科から代謝病学を専門とする医師が集まり、代謝

栄養病態学講座、糖尿病・代謝内科学講座が設立

された。初代教授は木村哲、2 代目教授は藤田敏

郎、そして現教授は門脇孝である。現在の構成員

は上記スタッフに加え、医員 8、大学院生 23、そ

の他であり、糖尿病・代謝内科として糖尿病を中

心とした代謝疾患全般にわたる診療、教育、研究

に携わっている。また、総合研修センター講師 1
（原一雄）、医療安全対策センター特任講師 1（原

田賢治）、統合的分子代謝疾患科学寄附講座客員

准教授 1（山内敏正）、客員助教１（脇裕典）、シ

ステム疾患生命科学による先端医療技術開発特

任准教授１（窪田直人）、疾患生命工学センター

疾患生命科学部門２特任講師１（高橋倫子）、COE
特任助教１（矢作直也）、臨床知識基盤プロジェ

クト特任助教１（脇嘉代）も診療、教育、研究に

携わっている。病棟は入院棟 A12 階北及び B4 階

を中心としている。 
 

診 療 

糖尿病、高脂血症、肥満などの代謝疾患を対象

とし、これらの代謝異常に基づく臓器障害(動脈

硬化性疾患、腎障害、神経障害など)の診療を行

っている。病態の背景にある偏った生活習慣に対

し合理的対応を行い、さらに代謝疾患の分子病態

と遺伝要因を明らかにし先進的医療を推進して

いる。疾患の性質上、外来診療の比重が大きいが、

糖尿病・代謝内科が開設されてからは、入院患者

数も増加している。外来診療は糖尿病・代謝内科

外来を毎日午前・午後、それぞれ 3～8 ブース行

い、外来受診者数は 1 日平均約 180 人であり、

4000 人を超える患者を管理している。栄養指導、

外来糖尿病教室、ベストウェイト教室など患者教

育にも配慮している。 
入院診療では入院棟 12F 北を腎臓・内分泌、

循環器各内科と共に固有床を運営し、また、B4
階にも多数の患者が入院している。行事としては

毎週月曜日にチャートラウンド、回診を行って入

院症例の検討を行っている。総合内科管理医 1 名、

主治医 3 名、担当医 3 名を(常時)配置し、さらに
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他科からの依頼に対応するコンサルトチーム管

理医 1 名、主治医 2 名、担当医 2 名を置く体制で、

基準病床割り当ては 35 床である。稼働率は良好

で今年度の年間入院患者数は 611 人であった。診

療方針としては、患者の全身に眼を向け、病態生

理を総合的に深く理解し、最新の治療の進歩を取

り入れた、患者さんにベストの医療をめざしてい

る。具体的には、月曜日から金曜日まで連日開催

されている入院糖尿病教室による患者教育、食事

療法や運動療法の指導、自己血糖測定指導、服

薬・インスリン白己注射の指導、低血糖に対する

対処法などきめ細かな患者指導を行っている。同

時に、糖尿病性昏睡をはじめとする急性の代謝失

調に対して迅速な対応を行っている。また、併発

する合併症により循環器、腎臓、感染症、神経内

科、眼科などへ入院する例も多く、これらの診療

科との協力により患者の全身に責任を持った体

制を構築している。検査部・薬剤部・栄養科と連

携を図り、病棟検査技師、病棟薬剤師、病棟管理

栄養士が常時業務に従事している。更に、他科か

らの依頼も外科系を含め病院全体から多く、糖尿

病・代謝専門医による往診を毎日行っている。 
 

教 育 

医学部学生に対して他の内科学教室と分担し、

臨床診断学実習、内科系統講義、統合臨床講義、

臨床実習を行っている。臨床診断学実習では診断

の基本的手技から指導し、系統講義では糖尿病な

ど代謝学の基礎的事項を、統合臨床講義では実際

の症例をもとに代謝疾患の講義をしている。臨床

実習においては、助手が中心となって、患者に対

する医療面接や身体所見の取り方など実際の患

者との接触を通じて実習指導を行っている。クリ

ニカルクラークシップでは診療参加型の臨床実

習を行っている。 
卒後教育では、初期研修医・後期研修医に対し、

総合内科チームおよびコンサルトチームがつき、

チャートラウンド、回診、カンファランスを通じ

て、糖尿病・代謝疾患を中心に患者の全身に目を

配った全人的治療を行えるように内科医として

の基本教育を行うとともに、内科セミナー・グラ

ンドカンファランスによる専門教育も行ってい

る。また研修医が日本内科学会などの地方会で症

例報告を行うよう指導している。 
 

研 究 

分子生物学的・分子遺伝学的手法を用いて、糖

尿病・代謝疾患の成因解明と治療法確立に向けた

最先端の研究を行っている。 
 

1) 2 型糖尿病やメタボリックシンドロームの発

症の分子機構や遺伝素因の解明 
各臓器でのインスリンやアディポカインの情

報伝達経路とその生理的役割、さらにはインスリ

ン分泌機構の解明、および 2 型糖尿病や肥満によ

るそれらの異常の分子メカニズムを発生工学的

手法を用いてモデル動物を作製し解析している。

特にアディポネクチンなど脂肪細胞から分泌さ

れるアディポカインの病態生理学的役割、あるい

は 我 々 が 同 定 し た ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 受 容 体

AdipoR を介する作用機構の解明、および膵β細

胞の増殖期機構などについて精力的に研究を行

っており、これらが糖尿病やメタボリックシンド

ロームの新しい治療法の開発につながるものと

期待している。 
 

2) 糖尿病、インスリン抵抗性における糖輸送機

構の解析 
インスリン刺激や筋収縮時における糖輸送機

構を、分子生物学的手法を用いて解析している。

また、糖尿病モデル動物や培養細胞におけるイン

スリン抵抗性の機序を解析することによって、糖

尿病の病態解明や新規治療法の確立を試みてい

る。 
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3) 動脈硬化症及び脂質代謝 
動脈硬化症の発症・進展に関与する代謝学的な

危険因子の意義について研究している。特に、脂

質の蓄積に関与する遺伝子と肥満、脂肪肝、糖尿

病、高脂血症、動脈硬化症の病態生理の関連につ

いて、分子生物学や発生工学などの手法を用いて

調べている。 
また、脂質代謝・動脈硬化症に関与する小腸・

肝臓における脂質のトランスポーターや抗酸化

に関与する遺伝子、あるいはアポタンパクの役割

について、動物モデル・遺伝子工学的手法を用い

て研究を行っている。現在は特に脂質の吸収・排

泄に関わる遺伝子、植物ステロールおよびアポタ

ンパク M の機能解明を進めている。 
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沿革と組織の概要 

血液・腫瘍内科は血液疾患の外来・入院診療を

行うとともに、医学部教育と血液・腫瘍病態学専

攻の大学院教育、さらに血液・腫瘍疾患克服のた

めのさまざまな基礎的・臨床的研究を行っていま

す。血液・腫瘍内科に所属する教室員が全員で協

力して、これらの広範な活動に取り組んでいます。

血液・腫瘍内科のスタッフの数は、教授 1、講師

2，特任講師 1、助教 5，医員・大学院生約 20 で、

他の部・講座に所属するスタッフや海外留学中の

者を含めると、現在約 50 名が教室に在籍してい

ます。 
 
診 療 

血液・腫瘍内科は東大病院の総合内科に参加し

ており、病棟フロアはおもに入院棟Ａの 14 階北

と 5 階北で、入院患者数は約 50〜70 人です。血

液疾患の救急患者も積極的に受け入れています。

週 3 回のモーニングカンファランス、週 1 回のチ

ャートラウンド・回診を通して、科全体で症例検

討を行い、最適な治療方針を決定します。また主

要な疾患ごとのグループカンファランスを週 1

回行い、１例ずつ掘り下げた検討を行います。さ

らに特徴的症例を詳細に検討し、疾患に関する知

識を深めるクリニカルカンファランスを月 1 回

開催するとともに、移植症例の検討を行う移植カ

ンファランスに参加しています。 
外来では毎日午前午後に 3 ブースずつを担当

し、のべ患者数は年間約 13,000 人です。外来診

療でも個々の症例について上級医を交えた検討

を行っています。平成 16 年に開設された外来化

学療法室を活用するとともに、その運営にも積極

的に参加しています。 
血液・腫瘍内科では、白血病、悪性リンパ腫、

多発性骨髄腫などの造血器悪性腫瘍から、骨髄増

殖性疾患、さらに造血不全疾患、免疫機序による

造血障害、出血性疾患など、多岐にわたる血液疾

患の診療を行っています。とくに造血器悪性腫瘍

の診療は大きな柱の１つです。血液領域の診断で

は、フローサイトメトリーを用いた腫瘍細胞の同

定や、分子生物学的手法による疾患関連遺伝子の

同定・定量が、診療に不可欠なものとなっていま

す。当院では最新の知見に基づき、様々な遺伝子

の変異解析を導入し、診断・治療法の選択に役立
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てています。また、治療後の経過観察において微

量な腫瘍細胞を早期に発見するために、PCR を

駆使した遺伝子診断を積極的に取り入れていま

す。 
治療法も多彩で、抗がん剤による化学療法、造

血幹細胞移植、放射線療法、サイトカイン療法、

免疫抑制療法、輸血療法を動員して最適な治療を

組み立てています。とくに無菌治療部と連携して、

自家造血幹細胞移植併用大量化学療法や臍帯血

移植を含むさまざまな同種造血幹細胞移植を積

極的に施行し、血液疾患の完全治癒をめざしてい

ます。 
 

教 育 

学部学生を対象に系統講義、臨床統合講義、血

液診断学実習とベッドサイドラーニング（BSL）

を行っています。講義では、血液・腫瘍学の基礎

的知識の習得を目的とし、造血細胞の分化機構、

造血系サイトカインとそのシグナル伝達機構、血

液細胞の悪性化の機構、免疫制御機構、止血機構、

化学療法、造血幹細胞移植などを扱い、また重要

な疾患については、病態、診断、治療を深く掘り

下げて検討します。BSL では、実際の症例を通

して全人的医療に必要なさまざまな要素を身に

つけることを目標とし、助教によるマン・ツー・

マン方式の指導を行っています。 
 

研 究 

造血器疾患の発症機構、診断および治療に関す

る基礎的・臨床的研究を、分子生物学、発生工学、

免疫学などの手法を多面的に用いて行っていま

す。造血細胞の転写制御やシグナル伝達、造血幹

細胞の制御機構などから、ゲノム医学、再生医学、

移植・腫瘍免疫を基盤とした疾患・治療研究まで

幅広く展開し、臨床への応用をめざしています。

おもな研究テーマには次のようなものがありま

す。 

・造血器腫瘍発症の分子機構 
・造血器腫瘍におけるゲノム・遺伝子異常 
・造血幹細胞の維持・分化機構 
・白血病幹細胞の生成機構 
・難治性白血病における難治化の分子メカニズム 
・造血細胞の体外増幅と造血再生医療 
・腫瘍免疫・移植免疫。 
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アレルギーリウマチ学教室の構成員は、現在の

ところ教授１名、専任講師１名、外来医長１名、

病棟医長１名、病院職員等健康相談室講師との併

任講師１名、医局長以下助教５名、特任助教２名、

技官１名、医員５名、大学院生 15 名、研究生３

名、関連病院出張者 18 名、海外留学者１名であ

る。医局と研究室は東研究棟、内科研究棟および

旧中央診療棟にある。以下、当教室の教育、研究、

診療の現状について述べる。 
 

教 育 

卒前教育では、当教室は他の教室と分担して M
２の診断学を講師が担当し、診断学のテキストそ

の他を用いて症候学・理学的診察法を概説、基本

的診察法の指導を行っている。系統講義はアレル

ギー性疾患、リウマチ性疾患、膠原病について疾

病概念、病態、臨床症状、診断法、治療法を講義

している。臨床統合講義は、入院患者の中で典型

的症例をとりあげ、総論のみならず個々の症例に

ついて全身的な臓器障害を中心に内科学的なア

プローチ法を講義している。特に、全身性エリテ

マトーデス、関節リウマチ、血管炎などを取り上

げ、整形外科など他領域の教官の参加を得て横断

的な講義をおこなった。ベッドサイド教育には医

局員が特に力を入れており、さらに非常勤講師の

協力を得て、症例について学ばせるとともに、ク

ルズスを通じて知識の横断的な把握につとめ、ま

た患者との接し方について指導をしている。 
卒後教育では、研修医を受け入れて、臨床医と

してのトレーニングを行っている。当院内科の入

院診療は総合内科体制により行われている。総合

内科体制ではコンサルテーションが重要である。

当科は総合内科チームにスタッフを配置すると

ともに、助教・医員・大学院生からなるコンサル

トチームを組織して総合チームをサポートして

いる。コンサルトチーム配属の２年目研修医には

三人の指導医が直接つき指導を行っている。現在

13 北病棟は呼吸器内科・心療内科との混合ベッ

ドである。13 北病棟配属の１年目研修医には、

当科スタッフが内科全般から当科の専門である

アレルギー、リウマチ、膠原病の診断、治療につ

いて直接指導を行うとともに、カンファ、チャー

トラウンド、回診などの検討を通じて研修医の臨

床力の向上に努めている。また、様々な疾患を経

験し、学会報告の経験ができるように配慮してい

る。３年目に他施設での研修を希望する研修医に

は、関連病院の斡旋をしている。 
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研 究 

当教室には 10 の研究室があり、アレルギー疾

患、リウマチ・膠原病、呼吸器疾患の臨床的なら

びに基礎的研究を行っている。近年は、遺伝子工

学的手法を取り入れた先端的研究がかなり多く

の研究テーマで行われている。また医科学研究所、

理化学研究所など国内留学や海外留学も盛んで

ある。以下に主な研究テーマを列挙する。 
 

 １）自己抗原に対するトレランスとその破綻の

メカニズムの解析 
 ２）制御性 T 細胞の研究 
 ３）T 細胞レセプターの分子生物学的解析 
 ４）関節リウマチをはじめとする自己免疫疾患

の原因遺伝子に関する研究 
 ５）T 細胞レセプター遺伝子移入による抗原特

異的免疫抑制法の開発 
 ６）特異的減感作療法、経口トレランスに関す

る研究 
 ７）自己免疫性疾患における細胞内シグナル伝

達の研究 
 ８）気管支喘息モデル動物の開発と治療への応

用 
 ９）IgE を介した肥満細胞脱顆粒におけるシグ

ナル伝達 
１０）IgE 産生の制御メカニズムの研究 
１１）気管支喘息におけるサイトカイン、ケモカ

イン、HGF の関与とその制御 
１２）膠原病の間質性肺病変に関する研究 
１３）薬物アレルギーの機序 
 
診 療 

新外来棟での専門別外来については、当科より

アレルギー・リウマチ内科、総合内科にスタッフ

が参加している。 
現在、病床数は 25～30 である。研修医、指導

医が入院患者の診療を担当している。毎週月曜日

の午後にチャートラウンド、火曜日午後に教授が

行われている。また、医局全体のクリニカルカン

ファランス、専門グループ（リウマチ膠原病グル

ープ、呼吸器グループ、腎グループなど）による

カンファランスにより診療方針を決定するなど、

万全を期している。入院患者で多い疾患は、全身

性エリテマトーデス、強皮症、多発性筋炎、関節

リウマチ等の膠原病・リウマチ性疾患、閉塞性肺

疾患、気管支喘息などのアレルギー呼吸器疾患で

ある。生物学的製剤を用いた関節リウマチ治療も

積極的に行っている。 
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沿革と組織の概要 

生体防御感染症学(感染症内科)は診療科再編に

伴い 1998 年に発足した。その構成員は、教授１、

准教授１、助教１である。感染制御学と密接な関

係にあり、感染制御部講師２ (森屋恭爾、新谷良

澄)、助教２ (畠山修司、北沢貴利)も当科の診療、

教育の一部を分担している。これら常勤職員に加

え、非常勤医員若干名、大学院生８名、が在籍し

ている。また内科研修終了直後の若手医師数名が、

関連病院に出張中である。外来は、内科の感染症

および、肝臓病学、特にウイルス肝炎を担当し、

他の内科診療科とともに、総合内科外来を分担し

ている、病院各科からの感染症に関する問合せも

多い。研究室は、第一研究棟、内科研究棟および

旧中央診療棟にある。 
 
診 療 

外来診療部門では、月曜日から金曜日まで毎日

午前に感染症専門外来を行っている。また曜日に

よっては、午後にも感染症無いか専門外来を行な

っている。また他の内科診療科とともに総合内科

外来を分担している。入院診療部門では、７〜１

０床を運営している。この他に他科からのコンサ

ルテーションが多数あり、併診患者が多い。東京

大学医学部附属病院は、エイズ拠点病院になって

おり、わが国におけるエイズ診療において重責を

担っている。感染症内科入院症例は、HIV 感染症、

慢性ウイルス肝炎、結核症などの慢性感染症から、

肺炎などの急性感染症まできわめて多岐にわた

っている。不明熱を呈した患者の多くが当科に入

院するため、悪性リンパ腫などの血液疾患、膠原

病などの症例もしばしば経験している。行事とし

ては、毎週月曜日の夕方に、感染症内科専門カン

ファランスを実施し、火曜日の午前中に教授回診

を行っている。この専門カンファランスは、研修

医、病棟指導医、多数の医局スタッフの参加によ

り行われており、幅広く意見が交換されている。

本専門カンファランスでは、教授、准教授はもち

ろんのこと若手医局員、研修医まで科学的な見地

から、和気あいあいとした雰囲気の中で、自由闊

達に討論がなされている。また毎週金曜日夕方に、

各研修医に原則的に受持ち症例に関連した感染

症のテーマを簡潔にまとめて発表してもらって

おり、教育的な視点に配慮している。診療の基本

的方針として１人１人の患者について、疾患に関

する病態生理の理解を行い、それに関連する事柄

については、最新の基礎的および臨床的知見を取

り入れると同時に、診断効率、医療の費用効果や
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患者の利益を最大限配慮し、検査および治療の具

体的適用について徹底的に検討を加え、現時点に

おいて最良と考えられる医療を目指している。ま

た感染症は多くの臓器に関係し、かつ内科、外科

を問わず、すべての科にまたがった分野であるこ

とから、他の多くの診療科から感染症の診療、治

療に関する問い合わせが多く、他の診療科のコン

サルテーションにも積極的に応じている。 
 

教 育 

卒前教育では、M2 の内科系統講義の感染症を

担当し、他の内科系教室と分担して M2 の臨床診

断学を担当している。M3、M4 の教育では、BST、

クリニカル・クラークシップおよび臨床統合講義

を分担している。BST は、入院症例を中心とし

た臨床の基本的トレーニングに加え、セミナーや

専門カンファランスヘの参加によって、臨床の実

態を体験させると同時に、科学的に病態を把握す

るための基本的考え方の習得を重視した教育を

行っている。クリニカル・クラークシップでは、

学生に診療チームの一員として参加してもらい、

実際の診療を経験してもらっている。また、クリ

ニカル・クラークシップ中には、国立病院機構国

際医療センター・エイズ治療研究開発センターお

よび聖路加国際病院感染症科での実習に参加し

てもらい掘り下げた学習を経験していただいて

いる。卒後教育としては、１年目および２年目の

研修医を 2-3 ケ月ごとに数名ずつ受け入れ、受持

症例を通した助手、医員による直接指導を行って

いる。クルズスを多く設けて、感染症分野はもち

ろんのこと、カルテの書き方をはじめとする内科

医としての基本的な考え方と技術の修得が可能

になるように配慮している。また各研修医に主と

して受持ち症例に関連した感染症のテーマを与

え、それに関連した最新の論文を最低数個以上読

んで簡潔にまとめてもらい、感染症内科カンファ

ランスで発表してもらっている。さらに各研修医

ができるだけ多く学会等で発表等において症例

報告ができるように奨励･指導している。これら

の指導の結果、感染症内科をはじめとする指導方

針は、研修医をはじめとして、内科の中でも高い

評価を得ている。 
 

研 究 

HIV 感染症やＣ型肝炎ウイルス、B 型肝炎ウイ

ルス等の肝炎ウイルス感染症、日和見感染症、宿

主の免疫反応を主な研究対象とし、病原微生物に

対する生体防御機構の解析などを中心に研究を

行っている。それらの成果を踏まえ、ウイルス感

染症に対する新たな予防・治療・発症抑制法の開

発も行っている。 
 

1) 肝炎ウイルスに対する感染制御・治療法の開発 
2) HIV 感染症の臨床的研究 
3) Ｃ型肝炎ウイルスによる肝発がん機構とその

抑制法の開発 
4) HIV 感染症の進展に関する研究 
5) Ｃ型肝炎ウイルスによる肝外病変発生機構と

その抑制法の開発 
6) ウイルス感染症におけるミトコンドリア機能

障害機構 
7) B 型肝炎ウイルスによる病原性発現機構の解析 
8) 日和見 CMV 感染症の新規診断法開発と病態解

明 
9) 細菌による血球細胞の活性化機序の解析 
10) 病原体感染時の自然免疫応答機構の解析 
11) 多剤耐性菌出現機構 
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沿革と組織の概要 

東京大学大学院医学系研究科内科学専攻生体

防御腫瘍内科学講座ストレス防御・心身医学は、

病院では内科の一部門の心療内科として診療に

当たっている。平成 19 年度末現在のメンバーは、

教授 1、准教授 1、非常勤講師 5、特任講師（病

院）1、助教 1、医員 2、大学院生 7、客員研究員

7 である。 
平成 13 年 10 月の新病棟オープンに合わせて、

全ての診療活動を本郷で行うようになり、平成

14 年 3 月末の分院からの引越し終了によって、

医局、研究室なども病院地区に移転となった。平

成 18 年度末現在、外来は 2 階に、病棟の固有床

が入院棟 A13 階北に、教授室は管理研究棟 1 階

に、医局・研究室は入院棟 B11 階にある。 
 
診 療 

近年、心身症、摂食障害、パニック障害などの、

内科系外来を訪れるストレス関連疾患の増大に

伴い、心療内科へのニーズは高まっており、外来

はすでに満杯の状態である。 
特に外来初診においては、患者一人に最低でも

1 時間程度の時間をかけて診断・治療を実施した

いと考えているため、新患外来は毎日 2～3 人で、

基本的に紹介予約制としている。また、一般初診

枠に加え、摂食障害初診枠を設け、それぞれ地域

医療連携枠としても対応している他、平成 17 年

度より院内医師紹介枠も設けている。 
平成 19 年度の外来初診患者は 320 名 延べ数

は 5369 名、入院患者は延べ 69 名であった。特

に、当科では, 社会的なニーズは高いものの治療

施設が少ない摂食障害の診療に力をいれている

のが特徴である。初診患者の 4 割、入院にいたっ

ては 8 割近くが摂食障害患者であり、本邦におけ

る摂食障害治療の拠点となることを目指してい

る。 
また、それ以外にも、無菌病棟や緩和ケア病棟

とのリエゾン活動を行い、入院患者全般へのコン

サルテーション活動は別途予約枠を設けて対応

している。さらに平成 17 年度より緩和ケアチー

ムへの協力を行っている。 
 

教 育 

卒前教育においては、M2 の内科系統講義、症
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候学、M3 のベッドサイドティーチング、M4 の

クリニカルクラークシップ、M4 の臨床統合講義

を実施し、さらに平成 14 年度から始まった M2
のチュートリアル教育も担当している。 

臨床講義では、全 6 回で、心身医学の方法論、

心身医学的治療法（行動療法・薬物療法）、循環

器系・呼吸器系・消化器系・筋骨格系心身症の各

論、摂食調節の異常と治療について講義した。 
臨床統合講義では、特にプライマリケアの現場

で遭遇する可能性が高いが、正しい診断がつかず

年余に亘り症状が持続し大きな社会的損失をも

来すパニック障害について、患者さんへのインタ

ビューなども含めて、心身両面から講義した。 
ベッドサイドでは、まず心療内科的面接法につ

いての模擬面接、患者さんの協力を得ての実地研

修を行い、さらには回診前のプレミーティングや

クルズスで摂食障害を中心にした各種病態の理

解を深め、そして、心理テスト、自律訓練法、箱

庭療法などは自分を題材にして体験学習するこ

とで、医師としての治療的自我の育成を目指した。 
 

研 究 

現在の研究状況としては、自律神経機能の非侵

襲的評価法、ヒトの時系列生体情報の測定を行う

Ecological Momentary Assessment (EMA)など

の方法論の発達によって、様々なストレス関連疾

患の発症や維持における身体・心理・行動面の相

互関係を明らかにするためのより基礎的研究を

積極的に進めつつある。また、研究対象を従来の

心身症、生活習慣病、摂食障害、パニック障害な

どから、さらに癌患者の疼痛コントロールなどに

も広げてきている。また、EMA の方法論によっ

て得られた時系列データを扱うために、従来医学

分野では用いられることが少なかった洗練され

た解析手法を用いて行っている。 
現在、当教室で取り組んでいる研究を、その方

法論別にまとめておく。 

EMA を中心にした行動科学的手法：緊張型頭

痛を対象とした EMA による病態評価。摂食障害

を対象とした再摂食期の自律神経活動、日常生活

下における食行動・排出行為と体動パターンの

EMA による検討、心電図の解析による不整脈源

性基質の検討。Tilt 負荷試験を用いた自律神経機

能の評価。排出行為に伴う消化器症状の評価。パ

ニック障害を対象としたパニック発作時の心電

図と自覚症状の EMA による検討。緩和ケアを受

けている患者を対象とした日常生活下における

癌性疼痛による活動量への影響・心理社会的因子

との関連の検討。不眠症を対象とした薬物療法の

効果の EMA による検討。 
神経内分泌・神経免疫学的手法：神経性食欲不

振症患者における再摂食期のエネルギー代謝の

多面的評価、治療前後での各種摂食関連物質の変

動の検討、骨代謝と関連マーカーの検討、治療効

果を評価可能なバイオマーカーの探索。 
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輸血医学 
 
教授  

高橋孝喜  (輸血医学) 
助教  

津野寛和  (輸血医学、外科免疫学 )、田中 実（輸血医学、脳神経外科学 ) 
合山 進（輸血医学、血液学 ) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
沿革と組織の概要 

1949 年（昭和 24 年）に院内措置として発足し

た輸血部は、1966 年（昭和 41 年）に予算措置が

なされ、正式に認可された。1984 年（昭和 59 年）

に遠山博先生が初代教授に就任され、その後、

1997 年（平成 9 年）に、東京大学医学部の大学

院大学発足に際して、内科学専攻輸血医学講座と

なった。遠山博元教授の「輸血医学」出版（現在

は第 3 版）に引き続き、大河内一雄先生による輸

血後肝炎の原因としての B 型肝炎ウィルス（HBs
抗原）の発見、十字猛夫元教授による移植片対宿

主病（Graft-versus Host Disease, GVHD）の発

症機序の解明、また柴田洋一前教授による血小板

抗原・抗体検査法の開発と新しい血小板型の発見

など、輸血医学の分野への貢献は非常に大きい。 
現在の輸血部の構成は次のとおりである。医師

6 名（内常勤 4 名、非常勤 2 名）、臨床検査技師

10 名、看護師 1 名（材料部と兼任）、事務員 1 名

（医事課）である。 
 
診 療 

輸血部の主な業務は輸血用血液の管理、検査及

び供給である。当院では、全ての輸血用血液は輸

血部で管理されており、適正かつ安全な輸血療法

の実施について院内での指導も行っている。輸血

関連検査、移植関連検査、感染症検査を実施し、

輸血副作用が認められた場合の対応（検体保管・

関連検査）も行っている。また、これまでも自己

血輸血を積極的に実施してきたが、2006 年 1 月

より全国に先駆けて自己血外来を設置し、自己血

輸血の普及に努めている。自己血外来では、患者

の診察を行い、採血スケジュールを決定し、同意

書を作成して採血を実施している。採血した自己

血の管理・供給も従来通り適切に行っている。ま

た、癌患者及び習慣性流産患者の免疫療法、末梢

血幹細胞の採取・保存も関連診療科と連繋しなが

ら積極的に行っている。 
I. 輸血用血液（血液製剤）の管理供給 
II.  輸血関連検査 

1)血液型検査、交差適合試験、不規則抗体同

定検査； 
2)赤血球抗体、白血球抗体（HLA 抗体、顆

粒球抗体）及び血小板抗体； 
3)感染症検査（A 型肝炎、B 型肝炎、 

 C 型肝炎、エイズウィルス、ATLA など） 
4)骨髄及び臓器移植のための HLA 検査（血

清学及び DNA タイピング）； 
III.  臨床 

1) 自己血採血・保存・管理・供給； 
2) 習慣性流産患者のための免疫療法； 
3) 末梢血幹細胞の採取及び保存； 
4) 樹状細胞を用いた癌免疫療法； 
5) 癌の抗血管新生療法； 
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教 育 

医学部学生（6 年生）に対して輸血医学の実習

を行っている。学生は 1 グループ 6 名、18 グル

ープに分かれて、3 日間の実習を受ける。実習内

容は以下のとおりである。 
1) 輸血部を見学し、当院の輸血用血液（血液製

剤）の管理・検査・供給システムを理解する。 
2) 輸血における血液型（赤血球型、白血球型、

血小板型）の重要性について学ぶ。 
3) 血液型検査及び適合検査の実施方法について

学ぶ。 
4) 輸血における不規則抗体の重要性及びその同

定検査を学ぶ。 
5) 輸血副作用の発症機序、予防及び治療方法に

ついて学ぶ。 
6) 自己血輸血の適応及び実施方法について学ぶ。 
7) 末梢血幹細胞の採取・保存方法及び適応につ

いて学ぶ。 
8) 癌免疫療法について学ぶ。 
9) 輸血に関する法律、血液製剤の使用指針の改

定、輸血療法の実施に関する指針改訂など、近年

の輸血分野での重要な出来事を把握する。 
10）日本赤十字社血液センターを見学し、日本の

献血制度、輸血用血液（血液製剤）の種類及び適

応について学ぶ。 
 

研 究 

当輸血部では、輸血の際に重要な血液型（赤血

球型、白血球型、血小板型）の研究を初め、輸血

副作用、移植免疫、免疫療法、幹細胞などについ

て研究を行っている。血液型に関しては、血清学

的及び遺伝子学的な研究を行っている。骨髄や臓

器移植の際に重要な HLA（白血球型）検査は、

十字猛夫元教授によって国内で積極的に実施さ

れるようになり、現在でも DNA タイピングが導

入されるなど、研究が進められている。また血小

板型の検査法として本邦で広く利用されている

mixed-passive hemagglutination (MPHA)法は、

柴田洋一前教授によって開発され、その研究は血

小板型に限らず、顆粒球型、内皮細胞型の検査法

としても検討が行われている。また、移植免疫を

初め、癌の免疫療法、習慣性流産患者の免疫療法

など、免疫学的な研究も実施している。移植に関

連しては、幹細胞の増殖・分化に関する研究も行

っている。最近では、医療材料の開発に関する研

究も開始している。主な研究テーマは下記のとお

りである。 
1. 血小板抗原・抗体検査とその臨床的意義に関す

る研究； 
2. 血小板減少性紫斑病（輸血後、新生児）の診断、

予防、治療に関する研究； 
3. 自己血の保存方法、臨床応用に関する研究； 
4. 輸血後 GVHD の発症機序、予防及び治療法に

関する研究； 
5. 新たな血小板クロスマッチ法の開発に関する

研究； 
6. 抗内皮細胞抗体の臨床的意義、検出方法の開発

に関する研究； 
7. 血小板型及び白血球型（HLA 及び顆粒球型）

の DNA タイピング； 
8. 新たな血小板機能評価システムの開発に関す

る研究； 
9. 腫瘍血管新生を標的とした新たな癌治療の開

発に関する研究； 
10. 樹状細胞を用いた癌免疫療法の臨床研究； 
11. 幹細胞の増殖・分化に関する研究； 
12. 医療材料の開発に関する研究。 
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生殖内分泌学・生殖腫瘍学・周産期医学・

分子細胞生殖医学 

 
 
 
 
 
はじめに 

産科婦人科学講座は生殖・発達・加齢医学専攻

に属し、生殖内分泌学、生殖腫瘍学、周産期医学

および分子細胞生殖医学の４つの専攻分野に分

かれている。前三者は各々産科婦人科学の主要３

臨床部門である生殖内分泌医学、腫瘍医学、周産

期医学に対応し、分子細胞生殖医学は主として基

礎的領域を取り扱う専攻分野として設置された。

また、附属病院の診療科としては、女性診療科・

産科、女性外科を担当しており、また診療部とし

ての周産母子診療部（平成 13 年 4 月より分娩部

から改称）を運営している。現在の構成員は、教

授：武谷雄二（生殖内分泌学、女性診療科・産科

科長）、准教授：上妻志郎（周産期医学）、矢野 哲

（生殖腫瘍学、女性外科科長）、藤井知行、講師：

久具宏司、百枝幹雄、大須賀穰、助手 18 名、医

員 8 名、大学院生 28 名、留学者 4 名、出張者約

72 名である（平成 20 年 4 月現在）。外来は外来

診療棟 1 階、病棟はＡ病棟 3 階、医局および研究

室は南研究棟 3 階及び中央診療棟 6 階に位置する。

以下に当教室の教育、研究、診療の現状について

述べる。 
 

教 育 

卒前教育では、当教室は M2 の系統講義、M3
及び M4の臨床統合講義とベッドサイド教育を担

当している。系統講義・臨床講義を通じて、産科

学・婦人科学の基礎から最前線の事項までを、網

羅的な紹介にとどまらずに取り上げている。平成

20 年度の系統講義では、無月経、胎児仮死、絨

毛性疾患、前置胎盤、産科ショック、習慣性流産、

子宮体癌、不妊症、性分化、卵巣腫瘍等を取り上

げた。ベッドサイド教育では、M3 は主として都

内の連携病院での見学及び実習を中心とし、非常

勤講師の指導の元に産婦人科臨床の実体が把握

できるように配慮している。また M4 では、医学

部附属病院病棟での臨床実習、外来でのポリク

リ・専門外来の見学を通して、産婦人科各専門領

域での先端的かつ実際的な知識の習得に心がけ

ている。 
卒後教育においては、新研修制度の開始により

従来とは異なる教育システムで対応している。ス

ーパーローテートの 2 年目の必修研修医に対し

ては、良性婦人科疾患に対する内視鏡手術や体外

受精・胚移植法を中核とする不妊症診療を行う生

殖勤務、婦人科悪性腫瘍の診療を行う腫瘍勤務、

妊娠・分娩管理を行う周産期勤務に分かれてそれ

ぞれの対象疾患に対して上級医の指導の元に実

地臨床の研修を行う。また、1 ヶ月間という比較

的短期間の研修故に必ずしも十分な症例を経験

できない点を補う目的で、計 3 回の problem 
based learning (PBL)を行い、産婦人科プライマ

リケアにおいて不可欠な項目の確認も行ってい

る。2 年目で、必修研修に加えて産婦人科を選択

科として複数月の研修を行う者に対しては、生

殖・腫瘍・周産期の全部門を均等に回り、各分野

の実地臨床に参加させるようにしている。 
3 年目以降の専門研修においては、産婦人科専

門医となるべく、医学部附属病院及び連携病院と

の間で有機的な連携を保ちながら、臨床経験を積

んでいく環境を整えている。また、実地臨床に携

わる中で、実際の臨床経験に基づいた臨床研修や
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症例報告を教室内あるいは関連各学会において

積極的に発表するようにしている。 
大学院教育は、基本的臨床研修が終了した者を

対象とし、臨床のみならず研究教育面での指導者

の育成を目標としている。各研究プロジェクトに

属し、最先端の基礎的研究に専念する期間とし、

研究課題の臨床との関連を探る期間とのバラン

スをとりつつ研究を進めるようにしている。 
 

研 究 

当教室の研究体制はプロジェクト制を採用し

ており、研究室の仕切にとらわれず研究テーマ毎

に柔軟な研究が行えるよう配慮している。産婦人

科学のカバーする領域は広範であるが、具体的に

は以下のような研究グループを形成し、臨床的・

基礎的研究活動を行っている。 
① 生殖内分泌領域 
② 周産期領域 
③ 悪性腫瘍・感染症領域 
④ 女性のプライマリケア領域 
最近の主な発表論文は、後に示すようなもので

ある。 
 

診 療 

平成 10 年度より診療科の体制を、女性診療

科・産科と女性外科の 2 科に分けた。これは少子

高齢化社会における社会の要請としての女性の

ライフステージに応じて生ずる多様な疾病・異常

にお対応できる柔軟な診療体制を整えるための

措置である。 
(1) 外来診療 

月曜日から金曜日までの一般外来の他、妊婦外

来と専門外来とを行っている。一般外来は２診療

科を統一して運用し、専門外来は分担して、不

妊・内分泌外来、ハイリスク妊娠外来、習慣流産

外来、超音波外来、子宮内膜症外来、遺伝外来、

ヘルスケア外来 (女性診療科・産科)、腫瘍・感染

症外来、子宮鏡外来 (女性外科)等を開設している。

年間外来患者数は、女性診療科・産科が延べ

35000 名超（うち新来患者 2500 名超)、女性外科

が延べ約 8500 名(うち新来患者約 400 名)である。

診療は、久具外来医長・百枝外来医長・竹内外来

医長以下専門医 15 名、医員/専門研修医 18 名及

び 6 名の助産師・看護師が当たっている。 
(2) 入院診療 

現在、実病床数は 74 床で、このうち 43 床を主

として婦人科疾患患者(女性外科)、31 床を妊婦及

び褥婦(女性診療科・産科)に充てている。平成 18
年の入院患者数は 24085 名(延べ数)、手術数は

657 件であり、分娩は平成 18 年が 611 件で平成

19 年は 779 件、体外受精・胚移植数は平成 18 年

が 130 件で平成 19 年度は 184 件であった。良性

疾患に対する手術には積極的に内視鏡下手術を

行っている(386 件)。分娩及び体外受精・胚移植

は、隣接する周産母子診療部にて行われている。 
手術日は月・火・木・金曜日で、手術前日の午

前中に術前診察が担当教授または准教授により

行われる。また、毎週水曜日には総回診が行われ、

生殖・腫瘍・周産期の各部門毎に准教授が担当す

る。さらに、各勤務の勤務者のミーティングが毎

週火曜日の午後に行われ、全体の臨床検討会が隔

週の水曜日に行われる。放射線科と合同の放射線

ミーティング、病理部と合同の婦人科 CPC、小

児科・小児外科と合同の周産期ミーティングが毎

月定期的に開かれ、診療の連携に努めている。 
 

おわりに 

産科婦人科領域を取り巻く状況は、社会情勢の

変化に伴って大きく変貌しつつある。不妊症治療

においては、体外受精・胚移植法が中核的治療法

として確立したといえるが、先端技術を駆使した

うえで、さらなる成功率の向上と、一方で多胎妊

娠の減少などの課題を克服していく必要がある。

外科的手術を低侵襲化する手段としての内視鏡
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下手術は、普及の一途をたどっているといえ、需

要もさらに多くなってきているが、一方で安全性

の追求及び教育システムの確立などが今後の課

題となっている。少産社会では周産期領域のより

一層の充実が不可欠である。高齢化社会の元での

婦人の健康管理に婦人科医の果たす役割は増大

していく。このような様々な要請に応えるべく、

柔軟な体制で一層の努力を継続して行きたいと

考えている。 
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沿革と組織の概要 

東京大学医学部小児科学教室は本年で設立 118
年目を迎え、わが国で最も長い小児科学教室の歴

史を有する。江戸時代のわが国ではすでに各地に

小児科医が活動していたが、明治 21 年に弘田長

（ひろたつかさ）先生が本学（前身の帝国大学医

学部）にわが国初の小児科学教室を設立し、その

初代教授に就任された。以来当教室は指導的な小

児科医を多数輩出し、わが国の小児科臨床、小児

保健、小児医学研究、小児医学教育のすべての面

において多大の貢献を果たしてきた。 
現在の小児科学教室のスタッフは教授 1、准教

授 2、講師 4、助教 16、後期（専門）研修医 13、

大学院生 11、リサーチフェロー１、外国人研究

者 1 から構成される。近年は、7〜26 名／年の新

たな小児科医が当科に加わっている。平成 20 年

には 13 名の後期研修医が加わった。 
 
診 療 

新外来棟 2 階南に小児科外来と小児外科外来

があり、現在両科は小児心理部門と一緒に外来診

療を行っている。午前中は一般外来と専門外来、

午後は専門外来が主体の外来である。平均外来患

者数は 1 日に約 100 名、救急外来の平均患者数は

10〜15 名である。小児科外来は助手以上のすべ

ての常勤小児科医が担当する。さらに、院外から

数名の届け出診療医が主に月数回専門外来を担

当している。 
小児病棟は 2008 年 7 月より増床され小児用病

床は 100 床となる予定であり、制度的には小児総

合医療施設と名乗ることが可能な状態となって

いる。入院 A 棟の 2 階北と南に小児用の一般床

が、2 階南に Pediatric Intensive Care Unit 
(PICU)が 6 床、2 階北には Growth Care Unit (レ
ベル 2NICU) が 16 床（2008 年 7 月より）、3 階

南には Neonatal Intensive Care Unit  (NICU)
が 9 床存在する。 

PICU は国立大学病院としてはわが国初の治療

ユニットであり、その設立は国立成育医療センタ

ーよりも早かった点は特記すべき事項である。
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PICU には小児科・小児外科の重症患者が入院す

るが、その半数以上が先天性心疾患の術後患者で

ある。 
小児科への新規の入院患者数は年間約 700 名

で、先天性心疾患患者と血液・悪性腫瘍患者がそ

れぞれ約 200 名、新生児患者が約 100 名を占め

る。その他、感染症、神経・筋疾患、免疫・アレ

ルギー疾患、腎疾患患者が主な入院患者である。

小児科入院患者数は 55〜65 名であり、病床稼働

率は 90%程度を占める。助手、医員、研修医の 3
〜5 名から構成される 3 つの臨床班（〔1〕血液・

悪性腫瘍，〔2〕神経，〔3〕腎・免疫・呼吸・一般 ）

が分担して入院患者を担当する。後期研修医は

NICU, PICU 及び前記の 3 つの診療グループを 1
〜3 ヶ月単位でローテーションし研修を受ける。

また、昨年度に本学に設立された心の発達診療部

には当教室の出身者である医師が助手 1 名と医

員 1 名として参画し、診療・研究に励んでいる。

さらに、当教室の血液・腫瘍班から 1 名が無菌治

療部の講師として参画し、診療・研究にあたって

いる。 
月曜、木曜の午前 8 時から教室員全員が入院 A

棟のカンファランスルームに集合し、新規入院患

者と重症患者について討議する（モーニングカン

ファランス）。火曜日午後１時からは全入院患者

について経過や治療方針について討議する（チャ

ートラウンド）。終了後、教授、准教授、専任講

師、病棟講師による患者回診が行われる。木曜日

午後 5 時 30 分からは症例検討会や研究報告会が

行われる。 
循環器班、血液・腫瘍班、神経・筋疾患班など

は毎週 1 回専門グループによるカンファランス

と回診を行っている。さらに、循環器班は心臓外

科と毎週臨床検討会を行っている。 
平成 14 年 9 月から入院 A 棟に小児病棟が設立

されてから、当科の小児科医は当院の小児外科医、

産婦人科医、心臓外科医と一緒に診療を行う機会

が可能となった。科の間を結びつけるパイプは現

在極めて太くなっており、極めて良好なコミュニ

ュケーションと協力・信頼関係を保つことが出来

ている。 
小児病棟に入院中の学童・生徒の多くは院内学

級である「こだま学級」に通学している。入院中

であっても教育を受ける権利が患児に確保され

ていることは、患児と親御さんの両方にとって極

めて有用である。また、病院全体のボランティア

組織「にこにこボランティア」に所属するボラン

ティアによる患児と親御さんへの訪問活動も子

供達にとって大変楽しみな行事となっている。特

に、医療関係者以外の人との交流は患児にとって

は安らぎを与えるだけでなく、社会性を身につけ

させる上でも有用である。親御さんにとっても安

らぎを与えると共に、親御さんに私的な行動を保

障する重要な時間を生み出している。平成 18 年

4 月からは小児病棟に長年の念願であった病棟保

育士が導入された。 
 

教 育 

M2 学生には小児科系統講義と小児科診断学の

実習を行う。学外の非常勤講師の協力なしにこれ

らの教育活動を実施することは不可能である。

M3 学生は 2 週間の病棟実習を行う。実習期間中

に学生は各臨床班に配属となり 2~3 名の入院患

者を担当し、病歴聴取、診察、入院診療録の記載、

心臓カテーテル検査を含めた種々の検査の見学

などを行う。また、学生は心身障害児総合医療セ

ンターへ訪問し実習する。小児病棟での実習中に、

小児神経学、腎臓病学、輸液、血液・腫瘍学など

のクルズスを行う。M3 学生のクラークシップで

は、毎年 10 名以上が１か月単位で病棟に配属さ

れ、2 週間の病棟実習では経験できない夜間の救

急外来の見学なども含めて広く体験できるよう

になっている。M4 学生には外来診療を 5 日間行

う。外来実習の 2 日目、3 日目には現在外来小児
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科学会で活躍中の 4 名の開業小児科医と外来患

者数の多い 5 カ所の公的病院に学生が訪問し、そ

れらの施設の外来にて学生は外来実習を受ける。

大学病院小児科外来で小児の common disease を

経験することは現在難しい状況にある。外部病院

と 診 療 所 に お け る 外 来 実 習 で 学 生 は 小 児 の

common disease を経験し、さらに乳児健診や保

育園検診を通じて健康小児に接することができ

る。なお、東京大学医学部における臨床実習にお

いて開業されている先生方が非常勤講師となっ

て外来実習を担当しているのは小児科だけであ

る。このような実習に対する医学部学生からの評

判は極めて良好である。 
 

研 究 

血液・悪性腫瘍グループは神経芽腫、横紋筋肉

腫、Ewing 肉腫など小児固形腫瘍計 300 例につ

き超高密度オリゴヌクレオチドアレイを用いて、

網羅的ゲノム解析をいった。その結果、これまで

に報告のない欠失や増幅が複数検出された。これ

らの変異領域の中から神経芽腫の発症に関与す

る標的遺伝子として ALK を同定した。腎臓グル

ープは国内の Dent 病患者についての遺伝的・臨

床的解析を行い、Dent 病の遺伝的多様性を証明

し CLCN5 遺伝子および OCRL 遺伝子に多くの

新規変異を見いだした。また糸球体上皮細胞にお

けるシグナル伝達機序の一端を明らかにし、ネフ

ローゼ症候群における蛋白尿発生メカニズムの

解析を進めている。循環器グループはカテーテル

インターベンションの PDA ステント留置の新規

臨床応用を進めた。新生児グループは未熟新生児

の体液、循環調節に関しての臨床的研究を続行し

ている。免疫グループは小児ガン患者における樹

上細胞を用いた免疫療法の臨床応用研究を進め

ている。神経グループは、後天性脳障害の最大の

原因である急性脳症の病態の研究や、周産期脳障

害の中でも最も頻度の高い脳室周囲白質軟化症

の病理学的研究や、モデル動物を使った病態の解

析を行っている。 
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沿革と組織の概要 

小児外科は、1951 年（昭和 26 年に）第二外科

学講座の小児診療チームとして発足した。その後、

1961 年(昭和 36 年)当時の第二外科木本誠二教授

の指導で、石田正統講師をチーフとして小児外科

の研究班が結成され、横隔膜ヘルニアの発生学の

研究に心血がそそがれた。 
1971 年(昭和 46 年)には、国立大学では初めて

診療科として小児外科が認可された。 
1973 年(昭和 49 年)には、当時の石田正統教授

のもとで中央診療部門として小児術後集中治療

部が新設され、小児外科患児を専門に収容できる

病棟が完成した。斉藤純夫助教授が小児外科診療

科長に就任され、第二外科から独立した。 
1983 年（昭和 58 年）には斉藤純夫先生が小児

外科専任教授となられた。胆道閉鎖症の術式、術

後管理などの臨床研究が精力的に行われた。 
1985 年（昭和 60 年）より中條俊夫先生が、教

授に就任され、臍帯ヘルニアの腹壁閉鎖法や胆道

閉鎖症の逆流防止弁など、オリジナルな小児外科

の術式を開発された。これらの術式は、中條法と

して現在も日本の小児外科医に受け継がれてい

る。 
1989 年(平成元年)には、九州大学に引き続き、

国立大学では 2 番目の小児外科学講座として文

部省に認可された。 
1991 年(平成３年)より土田嘉昭先生が教授に

就任され、神経芽腫、悪性胚細胞腫瘍を中心とし

た悪性腫瘍の研究・臨床に携られ、高い評価の論

文を発表された。 
1995 年(平成７年)東京大学の大学院重点化に

伴い、小児外科学教室は生殖・発達・加齢・医学

専攻 小児医学講座 小児外科学分野として再

編された。 
1996 年(平成 8 年)より橋都浩平先生が、教授に

就任され、第二外科の幕内教授らとともに、小児

の生体肝移植手術を開始された。 
2006 年(平成 18 年)8 月より岩中 督教授が第

6 代教授として着任した。現在、教授１、准教授

１、助教４、医員 2、大学院生 3 名で教室を構成

している。また各地の小児外科の拠点とされる関

連病院で、20 名以上の教室員が、臨床の最前線

を担っている。 
 
診 療 

外来診療は月曜から金曜まで、主に助教以上の

スタッフが行っている。現在、外来は小児科と共

通であり、両科で緊密な連携を取りながら診療を
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行っている。専門外来として、肝胆道外来、腫瘍

外来を行なっている。最近では、セカンド・オピ

ニオン外来を開設し、慎重、精緻な説明をおこな

い、好評を得ている。 
病棟は、入院 A 棟２階南にあり、形成外科など

他の外科系小児症例もこの病棟に入院している。

現在の病床数は 16 床で、年間約 400 例の入院が

ある。手術症例でもっとも数が多いのは鼠径ヘル

ニアであるが、その他に神経芽腫、ウィルムス腫

瘍などの小児悪性腫瘍、胆道閉鎖症、胆道拡張症

などの胆道疾患、気管狭窄症、肺嚢胞症などの呼

吸器外科疾患、新生児消化管閉塞症などバラエテ

ィに富んでいる。 
他施設の小児外科と較べて特記すべき点は、内

視鏡手術（腹腔鏡手術・胸腔鏡手術）に積極的に

取り組んでいることである。保険に収載されてい

ない小児外科疾患に対しても、先進医療への申請

をめざして様々な術式の開発を行なっている。一

方で、重症心身障害児・神経難病疾患患児の外科

的治療にも積極的に取り組み、患児の生活の質

(Quality of Life：QOL)を改善するために内視

鏡手術を駆使し、在宅療養の支援を行なっている。

また、周産母子診療部との協力により、出生前診

断症例に対しては、出生前治療を行なっており、

小児科（新生児科）との連携も確立している。 
 

教 育 

学部Ｍ１、M2 の学生に対しては、研究室配属

とフリークオーターでの指導を行なっている。臨

床の現場に積極的に係わるように指導されてお

り、研究プロジェクトの一部を担当させ、実習の

終わりに成果発表会を行なっている。また、Ｍ２

学生に対しては様々な小児外科疾患の臨床講義

を、Ｍ４学生には、５日間の BＳＬで、１回の手

術見学、１回の小児病院見学、3 回のクルズスを

行っている。その中で、ビデオ、医学教育用モデ

ルなどを用いて、学生が理解をし易いよう、また

クルズスにおいても、問題解決型の教育を行うよ

う、スタッフは鋭意工夫を重ねている。 
初期臨床研修では、必修外科研修科として、初

期研修医の教育を担当している。基本外科手技・

術後管理、及び小児外科疾患の基本から輸液管理、

呼吸、循環管理について学ぶことのできるプログ

ラムとなっている。 
 

研 究 

岩中教授赴任後、低侵襲手術研究グループを立

ち上げ、動物資源研究領域棟に実験設備を設置し、

家兎を用いた小児内視鏡手術研究およびトレー

ニングプログラムを開始した。さらに、ロボット

技術を利用して、胆道閉鎖症に対する葛西手術を

可能とする、小児専用の腹腔鏡併用ロボッティク

サージェリーシステムを開発プロジェクトが開

始された。 
腸管免疫研究グループは、プロバイオティック

ス・シンバイオティックスを用いた小児消化管機

能賦活療法を世界に先駆けて開始し、臨床的効果

について研究している。さらに、動物実験による

基礎的研究を行なっている。 
岩中教授は、再生医療の研究も積極的に行って

いる。ティッシュエンジニアリング部に小児再生

医療研究室を設立し、気管狭窄症の治療を臨床応

用するために、動物実験のみならず、ヒト再生軟

骨の研究を行っている。また、さらに、当院産婦

人科から供給される羊水細胞による幹細胞の分

化実験が行われている。 
従来から存続する腫瘍研究グループでは、腫瘍

発生に関連する遺伝子の解析とその腫瘍を抑制

する遺伝子の探求が行なわれている。 
肝胆道疾患・移植グループは、肝移植･小腸移

植の免疫学的研究と胆道閉鎖症術後の病態解明

に関する臨床的研究を行なっている。 
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沿革と組織の概要 

当教室は昭和 37 年本邦で初の老年病学教室と

して発足した。医学部附属病院診療科再編成に伴

い、当診療科の呼称を、平成 10 年 4 月、老人科

より「老年病科」に改めた。当教室は、診療部門

としての診療科、および教育部門としての大学院

講座の双方を担当している。 
診療科としての老年病科は内科診療部門に属

している。老年病科は教授１、准教授１、講師３、

助教３、医員４、大学院生 10、出張者１名より

構成されている。 
大学院講座としての加齢医学講座は、生殖・発

達・加齢医学専攻部門に属している。加齢医学講

座は老年病学分野および老化制御学分野の 2 分

野に分かれ、各々臨床医学的、基礎医学的アプロ

ーチにより加齢医学を究めることを目的として

いる。 
 
診 療 

11 階南フロアを中心に入院診療をおこなって

いる。疾患数は平均 5 疾患で多臓器機能障害や在

宅退院が困難なために入院が長期化する症例も

ある。誤嚥性肺炎、睡眠時無呼吸症候群、粥状動

脈硬化性疾患、心不全、骨粗鬆症の診療にも力を

入れており、疾患のみならず患者全体を診る姿勢

を貫いている。 
外来診療は、内科外来フロアで 3 つの診療室

（206、207、208）を利用し月曜日から金曜日ま

で午前、午後行っている。老年病の一般診療に加

えて内科の呼吸器、循環器、神経、骨粗鬆症、糖

尿病、腎臓、消化器、等の専門家がそろっている

体制を活かし、よりきめの細かい診療を行ってい

る。認知症の疑いなどの患者については、「もの

忘れ外来」において、家族の相談の場を提供して

いる。平成 15 年より、女性医師による女性のた

めの女性専用外来（予約制）を開設した。女性特

有の悩みから女性の疾患まですべて対応してい

る。平成 19 年度の新来患者数は 390 名、外来患

者総数は 17,985 名であった。 
 

教 育 

卒前教育では当教室は他の内科学教室と分担

して M2 の臨床診断学実習と系統講義、症候学、

M3 と M4 の臨床統合講義、M3 に対する臨床実
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習（BSL、クリニカルクラークシップ）を担当し

ており、老年医学に関する教育を行っている。 
系統講義では老年医学総論、次いで老化の概念、

老化に伴う身体諸機能の変化（循環器、神経系、

骨運動器、腎・尿路・内分泌、呼吸器）、高齢者

薬物療法、老年者と社会環境について行った。症

候学は浮腫を担当した。臨床統合講義は、M4 で

は脳梗塞、M3 では認知症を取り上げ、放射線科

と合同で外部の講師も招いて行った。 
臨床実習ではマンツーマン指導により症例に

ついて学ばせるとともにセミナーを多く設けて

実際的な知識を習得させるよう配慮している。老

年病の特殊性を理解し、全人的見地から患者の病

態把握が出来るようにする。病める患者との接触

を通じ、良き臨床医となるよう、またチーム医療

を行う際に必要な人間性の習得をも期待する。 
卒後教育では、総合内科研修システムに参加し

ており、１ヶ月もしくは２ヶ月ごとに内科研修医

を 2 名程度受け入れて、内科・老年病臨床医とし

てのトレーニングを行っている。 
 

研 究 

当教室には臓器別に 4 つの研究室があり、呼吸

器疾患、循環器疾患、神経疾患、内分泌・代謝疾

患をより中心に臨床的ならびに基礎的研究を行

っている。最近は、分子生物学的手法および遺伝

子工学的手法を用いた研究も活発に行っている。

主な研究テーマは以下の通りである。 
1)  肺炎・COPD・間質性肺炎・呼吸不全・肺癌

の老年者における早期診断と至適治療 
2)  嚥下性肺疾患の診断と治療 
3)  気道過敏症のメカニズムとメカニクス 
4)  COPD の病因における遺伝子多型性の検討 
5)  老年者の睡眠時呼吸障害の検討 
6)  心血管組織石灰化の分子機序の解明 

i) 培養系血管構成細胞を用いた分子生物学

的アプローチ 

ii) 血管石灰化動物モデルを用いた検証 
iii) 臨床における血管石灰化との関連因子

の検索 
7)  性ホルモンの血管壁細胞に対する作用の分

子生物学的検討 
8)  老化制御の分子機序の解明 ―血管構成細胞

の細胞老化と長寿遺伝子 Sirt1 
9)  アンドロゲンと高齢者の日常生活障害に関

する臨床研究 
10) 高齢者のメタボリック・シンドロームに関す

る臨床研究 
11) 高齢者高血圧患者の至適管理の探索のため

の大規模臨床試験 
12) 認知症の診断、病態解明、および治療法の開

発に関する研究 
13) ショウジョウバエを用いた加齢・神経変性に

関する研究 
14) ストレス応答および細胞死のメカニズムに

関する研究 
15) 骨粗鬆症の危険因子に関する疫学的検討 
16) 骨芽細胞および破骨細胞における核内受容

体の発現とその調節 
17) 骨粗鬆症治療薬の作用メカニズムの研究 
18) 骨粗鬆症ならびに脊椎変形の遺伝因子の解明 
19) 核内受容体の老化・老年病とがんにおける役

割の研究 
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沿革と組織の概要 

呼吸器外科学のルーツは第二外科学教室であ

る。第二次世界大戦前から第二外科学教室では肺

結核に対する外科療法が行われていた。都築正男

教授は 1934 年より Coryllos 氏選択的胸郭形成術

をもとに独自の治療を行った。また肺結核に対す

る肺虚脱療法として 1942 年胸腔鏡手術をわが国

で初めて報告した。抗結核薬の登場とともに、呼

吸器外科学は次第に対象疾患を肺癌をはじめと

する胸部悪性腫瘍に移行させた。1964 年 12 月

15 日胸部外科学教室が第二外科学教室から独立

し、教室では心臓外科学と呼吸器外科学を担当す

ることとなった。胸部外科学の教授として木本誠

二（1964. 12.15~1968. 3.31）、三枝正裕（1968.4. 
1~1981. 3.31）、浅野献一（1981.4. 1~1986. 3.31）、

古瀬彰（1986.4. 1~1997. 3.31）が歴任し、1997
年 6 月 1 日からは高本眞一が教授を勤めている。

大学院大学への移行に伴い、胸部外科学教室は

1998 年から心臓外科学と呼吸器外科学に分かれ

た。呼吸器外科学は胸部臓器のうち肺・胸膜・縦

隔・胸壁疾患に対する外科学と位置づけられる。 
 
診 療 

東京大学医学部附属病院呼吸器外科において,

呼吸器外科専門医 3 名{中島・村川・深見}を中心

とした高度な専門的治療をおこなっている。呼吸

器外科学関連疾患として、肺･縦隔悪性腫瘍の治

療に最も重点をおいている。 
原発性肺癌はわが国における癌死の臓器別第

一位を占める疾患であり、さらに死亡数は年々増

加している。非小細胞肺癌に対する外科療法は、

当科における最も重要な課題である。ＥＢＭに基

づいた治療を実践することにより、医学部学生・

大学院生に対する臨床呼吸器外科学の基礎修練、

ならびに卒後研修医ならびに専門医のための修

練医に対する専門教育を行なっている。昨年は医

学部附属病院において約 250 例の手術治療を施

行した。 
また近年の社会構造変化に伴う患者年齢の高

齢化、心血管疾患や閉塞性肺疾患などを合併した

患者に対する安全な肺切除術に対する臨床的研

究として、当科は全国にも先駆け、1992 年から

内視鏡下手術（胸腔鏡下手術）を導入した。胸腔

鏡における低侵襲性、胸部悪性腫瘍に対する治療

手段として用いた場合の術後成績について、従来

の開胸手術と胸腔鏡手術の比較検討を行なって

いる。 
切除不可能または術後再発非小細胞肺癌に対
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する治療は、化学療法および放射線療法であるが、

十分な効果をあげるにいたっていない。養子免疫

療法、樹状細胞免疫療法がこのような難治性の悪

性腫瘍に対して行なわれてきた。我々は本学免疫

細胞治療学と共同でＴ細胞γδ分画による免疫

療法の安全性を確立するための臨床研究を施行

している。  
転移性肺腫瘍は他臓器の癌・肉腫の遠隔転移と

位置づけられるが、一定の条件において肺切除の

適応となりうる。当科では従来より多数の肺転移

に対する手術を行ない、生物学的予後、低侵襲手

術に関する検討を行なっている。 
胸腺腫・胸腺癌をはじめとする胸腺上皮は縦隔

腫瘍の中では最も多く見られる疾患である。本疾

患は被包された良性腫瘍から、遠隔転移を示す悪

性腫瘍までさまざまな悪性度を呈することから、

様々な分類がなされてきたが、診断・治療方針を

確定する上でさらに研究が必要であると考えら

れる。当科では本疾患に対する 200 例以上の手術

経験を有している国内でも有数の施設である。重

症筋無力症や純赤芽球癆などの免疫疾患との関

連についても今後さらに研究発展の余地がある

分野である。 
 

教 育 

高本教授、上記 3 名のスタッフおよび 2 名の非

常勤講師によって、医学部医学科学生に対する講

義・臨床実習・フリークオーター・研究室配属等

の教育を行っている。同様に大学院生に対して研

究指導を行っている。東大病院研修医に対する卒

後臨床教育については、配属研修医は呼吸器外科

チームの一員として、呼吸器外科学における基本

的な疾患(原発性肺癌、転移性肺腫瘍)にたいする

診断・治療法の基礎知識、術前術後管理・手術手

技の習得を通じて、一人前の臨床医となるための

修練に貢献している。 
呼吸器外科専門医資格の習得を希望する者に

対しては、研修医修了後をめどに専門的修練を開

始する。日本胸部外科学会・日本呼吸器外科学会

合同委員会の定める呼吸器外科専門医資格取得

に必要な手術経験・呼吸器外科専門知識の習得に

ついては、当科のプログラムにおいて十二分に達

成することが可能である。 
 

研 究 

現在の主なテーマとしては肺癌・転移性肺腫瘍

などの肺悪性腫瘍に対する臨床的・基礎的研究、 
胸腺上皮腫瘍の臨床的研究、肺移植、気管移植

に関する基礎的研究、そして癌免疫療法に対する

臨床的研究など幅広い研究が行われている。 
(研究題名) 
・肺悪性腫瘍に対する低侵襲手術(胸腔鏡下手術)
の臨床的検討  
・肺癌における癌抑制遺伝子の機序に関する基礎

的研究 、癌遺伝子の網羅的解析 
・ 胸腺上皮腫瘍の悪性度に関する臨床的研究  
・肺、気管移植の慢性拒絶反応に関する基礎研究 
・γδ－T 細胞による肺癌および転移性肺腫瘍に

対する免疫療法の臨床的研究 
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沿革と組織の概要 

心臓外科の沿革は木本誠二先生の時代に遡る

ことができる。助教授であった木本先生は、昭和

26 年 6 月に動脈管開存症に対する結紮術、7 月に

は弓部大動脈瘤切除、10 月には日本で最初のフ

ァロー四徴症に対するブラロック手術を行い、心

臓血管外科の幕を開いた。教授昇任後の昭和 27
年には、腹部大動脈瘤に対して同種アルコール保

存大動脈移植、昭和 29 年には僧帽弁狭窄に対す

る交連切開術を開始された。昭和 30 年 1 月には、

独自に開発した選択的脳灌流冷却法を用いて、米

国に遅れること約 2 年、最初の開心術（心房中隔

欠損閉鎖術）に成功し、以後日本の心臓血管外科

の礎を築かれていった。 
昭和 39 年 12 月 15 日、国立大学として最初の

胸部外科学講座の開設が認められ、木本教授が初

代教授となられた。木本教授のもとではペースメ

ーカーや人工心臓に関する研究も盛んに行われ、

日本をリードする多数の人材を輩出した。大学紛

争の混乱の中で就任された第 2 代三枝正裕教授

は毅然として医局運営を行い、次々と新たな人工

心肺装置の導入を進め、開心術の安全性を高めて

いかれた。第 3 代浅野献一教授は、僧帽弁置換に

おける後尖組織温存術式を日本で最初に導入し、

ファロー四徴症では手術成績を著しく向上させ

た。 
第 4 代古瀬彰教授は、多忙極まる胸部外科の病

棟運営や診療システムの整備を行い、手術成績の

さらなる向上を図られた。当時の東京大学の大学

院重点化に伴い、胸部外科学教室は医学系研究科

外科学専攻・心臓外科と同・呼吸器外科に再編成

された。 
平成 9 年 6 月より高本眞一教授が第 5 代教授

（心臓外科・呼吸器外科兼任）として着任された。

診療グループを成人心疾患、大動脈疾患、先天性

心疾患、肺縦隔疾患に分け、急速な心臓・呼吸器

外科の進歩を先取りできる体制を導入した。心臓

外科は、教授 1、准教授 1、講師 3、助教 6、医員

2、大学院生 7 から構成されている。多数の関連

病院を有し、20 名以上の教室員が関連病院で臨

床の最前線を担っている。 
 
診 療 

平日は、毎朝 7 時 15 分のカンファランスから
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始まる。月水金は手術日で、3～4 例並列で手術

を行い、火木は病棟回診を行っている。心臓大血

管・呼吸器外科は 5 階南病棟、小児心疾患は 2 階

南病棟、術後管理は 4 階の CCU・ICU または 2
階の PICU と機能の分散化が進むと同時に、症例

数の増加も伴って活発な臨床実績を蓄積してい

る。外来診療については、専門外来、初診外来と

もに月曜から金曜まで毎日行っている。 
2007 年を含め最近数年間にわたり、心臓大血

管手術数年間約 350 例と日本でトップクラスの

手術症例数を有している。手術成績も非常に優れ

ており、名実ともに日本の心臓外科をリードして

いる。成人心疾患（虚血性心疾患、弁膜症、重症

心不全）、胸部大動脈疾患、先天性心疾患の 3 チ

ーム体制で診療を行い、心臓血管外科専門医は 8
名おり、それぞれの分野を得意とする専門医を有

する。得意分野は人工心肺非使用冠状動脈バイパ

ス、僧帽弁形成術、重症心不全に対する補助人工

心臓植込み、自己弁温存大動脈基部置換手術、逆

行性脳灌流を用いた弓部大動脈瘤や広範囲胸部

大動脈瘤の治療、慢性肺動脈血栓塞栓症に対する

血栓内膜摘除術、複雑心奇形に対する手術治療

（Jatene, Fontan, Norwood 手術）など多岐にわ

たっている。大動脈疾患症例は特に多く、日本の

みならず、世界に誇れる実績を残している。また、

東大病院組織バンクを開設・運営して、ヒト同種

心臓弁・血管（ホモグラフト）の採取・保存・供

給を積極的に推進して、日本における同種組織治

療の普及にも尽力してきている。ホモグラフトを

使用した手術治療は 2006 年より先進医療の認定

を受けた。ホモグラフトによる重症の感染性心内

膜炎・感染性大動脈瘤・人工血管感染においては、

日本をリードしている。心臓移植実施施設として

2008 年 3 月までに心臓移植 4 例（国内第 3 位）

を成功裏に施行した。これと平行して、重症心不

全の治療に欠かせない人工心臓治療を 2008 年 3
月までに約 40 例に行い、国内トップの優れた遠

隔成績を挙げている。 
 

教 育 

学部教育としては M2の春に心臓外科学系統講

義を行っている。内容は、心臓血管外科学総論お

よび各論（虚血性心疾患、弁膜疾患、先天性心疾

患、大血管）である。M2 の秋には臨床診断学実

習の循環器の分野を担当している。M1・M2 の夏

休みと春休みにあるフリークオーターおよび研

究室配属では、臨床や実験の現場に積極的に関わ

ってもらっている。 
M3・M4 の基礎・臨床統合講義では循環器内科

などと合同で行い、一般臨床における心臓・大動

脈重要疾患の治療の現況とその問題点について

多角的にわかりやすく解説している。M3 で行わ

れる BSL では、学生 1 人が 2 名の患者を担当し、

診療チームと行動を共にする。見学ではなく、積

極的な参加型の実習を目指し、術前診断・管理、

手術、術後管理を一貫した流れの中で学べるよう

に配慮している。また 2 週間の BSL の間には 12
単位の実習およびクルズスがあり、心臓解剖・疾

患・手術などにおける重要ポイントをわかりやす

く解説している。M3 の最後に行われるクリニカ

ルクラークシップでは参加型実習を徹底して、チ

ームの一員として診療に参加して、手技実習を含

んだ充実した実際的な内容としている。 
卒後スーパーローテーションでは必修外科研

修を担当しており、基本的外科手技・術後管理に

加えて、成人心疾患、胸部大動脈疾患、先天性心

疾患各グループで疾患の基本から、手術手技、呼

吸・循環管理にいたるまで学ぶことができるプロ

グラムを組んでいる。 
専門研修を目指す場合は、まず卒後 3, 4 年目に

東京大学医学部附属病院外科系研修プログラム

参加関連病院で一般外科を中心に豊富な幅広い

経験を蓄積して、5 年目に外科専門医の資格を取

得する。その後、心臓外科専門プログラムを専攻
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し、卒後 10 年を目途に心臓血管外科専門医を取

得できるようにトレーニングを行っている。 
 

研 究 

心臓、大血管に関する基礎的ならびに臨床的研

究を行っている。基礎研究は、日常の臨床業務の

中で生じた疑問を解決するために着想されるこ

とが多く、臨床的応用を常に視野に入れて進めら

れている。日本の心臓外科の歴史を作ってきた当

教室には数多くの臨床データがあり、また、現在

は大動脈弁温存基部置換、逆行性脳灌流、補助人

工心臓装着、心臓移植、同種心臓弁・血管移植術

などの高度医療を積極的に推進している。これら

のデータ解析に基づく臨床研究も枚挙に暇がな

い。研究成果の発表は、国内学会にとどまらず、

主要な国際学会でも数多く行われている。また、

発表論文も多数あり、そのうちの一部を最後に挙

げてある。毎月 1 回リサーチミーティングが持た

れ、研究の進行状況の報告や研究内容についての

活発な討論が行われている。 
研究テーマの主なものを挙げると、1）大動脈

手術における新しい脳保護法の開発と研究、2）

脊髄動脈の同定法の確立と脊髄保護法の研究、3）

3 次元エコーを用いた心拍動下心内修復術の開発

と研究、4）凍結保存同種組織移植の基礎研究と

臨床応用、5）補助人工心臓による末期重症心不

全の治療、6）新たな大動脈弁温存基部置換術式

の開発と血流動態の研究、7）心移植後急性およ

び慢性拒絶反応の制御に関する研究、８）重症心

不全の外科治療への再生医療の応用、９）糖尿病

網膜症と虚血性心疾患の関連に関する疫学的研

究などがある。 
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組 織 

旧第三外科は、1997 年の大学院部局化以降、

消化管外科学と代謝栄養内分泌外科学の二つの

分野として活動している。消化管外科学は現在、

准教授１名、特任講師２名、助教６名、医員３名

で構成されており、これ以外に大学院生、研究生、

留学生が研究に従事している。 
高齢化社会の到来に伴い、癌患者および種々の

合併疾患を伴う重篤な患者が増えており、そうし

た患者に対しては専門的かつ横断的なアプロー

チによる適切な診断と治療がますます必要とな

っている。当教室の臨床活動と研究活動はそのよ

うな観点から代謝栄養内分泌外科学ならびに他

の施設との協力のもとに進められている。 
患者治療にあたっての当教室の基本方針は、術

前・術中・術後にわたる包括的な疾患管理を行な

うと同時に、術後の長期的なケア（終末期におよ

ぶこともまれではない）を提供することにある。

生涯にわたるこうした患者ケアによって新たな

外科的治療法の開発や、臨床的問題の解決のため

に必要な基礎研究の新たな展開が生まれ、外科に

おける診断・治療体系が確立されることになる。 
以上のようなことを通して、臨床的にも学問的

にも必要水準を満たしたよき外科医、そしてよき

科学者を育成することが、当教室の常に変わらぬ

指導理念である。 
 
教育活動 

学部学生に対して、その制度が始まる以前より

クリニカルクラークシップを取り入れ、広く外科

的疾患の基礎を教育するとともに、専門的な疾患

についてはその診断・治療の過程における考え方

を中心に教育している。とくに臨床実習では、学

生である以上に臨床チームの一員であるとの自

覚を持たせ指導している。そして学生は、周術期

の疾患管理に限らず、術後、長期経過後の障害に

対する治療と終末期医療をも含んだ包括的な患

者ケアを学んでいく。当教室の教育制度によって、

学生たちは医学的観点からみて実践に役立つ情

報を豊富に手に入れると同時に、生と死の意味に

ついて深く考察する機会も持つことができる。当

教室の BSL は与えられる課題が多いが、大変役

立ちやりがいのある実習として評価が高い。 
卒後初期研修については、主な外科的疾患の診

断、治療における基礎的な考え方を教育すると同

時に、基本的な外科的手技ついての修練を行って

いる。初期研修を終えた後は、学外施設にて臨床

修練を数年間継続的に積み、その後、本院の病棟
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担当医としてさらなる専門的課題について修練

をし、外科専門医（認定医）を取得した後、より

専門的な分野への道、あるいは大学院生としての

課程を歩むことになる。このように、研修医と学

部学生に対する当教室の教育制度は、先に触れた

理念を反映している。 
 

研究活動 

当教室の研究の基本テーマは「外科と炎症」で

ある。炎症には大きく分けて「慢性炎症」と「急

性炎症」とがあり、それぞれを背景として様々な

外科的疾患が発生する。とくに癌の発生において

は、多種多様な原因による慢性炎症に対する生体

の適応反応からの逸脱がその本態であり、そのメ

カニズムの解析により新たな癌の診断、治療・予

防の展望が開かれてくる。また外科手術や侵襲に

伴う「急性炎症」は、周術期管理において重要な

課題であると同時に、患者の予後にも影響を与え

ることになり、この面での研究も重要であると考

え、代謝栄養内分泌外科学分野と協力して研究を

行なっている。 
以上の考えに基づき、当教室の研究活動は、基

礎的問題から臨床的課題まで広い範囲にわたっ

ている。こうした研究活動は、研究室での成果を

臨床の仕事と密接に関係づけることによって適

切に組織され、数々の成果をあげてきた。とくに、

胃の発癌機序に関する研究においては、愛知県が

ん セ ン タ ー 研 究 所 と の 共 同 研 究 に て

Helicobacter pylori 感染が胃癌発生の強力なプ

ロモーターであることを世界で初めて実験的に

証明してきた。また、胃癌における epigenetic 
change の研究から hypermethylation のみなら

ず hypomethylation も胃癌発生に重要な役割を

果 た し て い る こ と 、 さ ら に 、 bone 
marrow-derived progenitor cell の胃発癌におけ

る意義についても新たな知見を得ている。その一

方で、胃癌治療における分化誘導というユニーク

な観点から、抗糖尿病薬の一種の薬剤が胃癌発生

の予防に役立つことを世界で始めて実験的に明

らかにしている。このような活動を背景に、日本

消化器癌発生学会を 1989 年に創立し、２年毎に

国際消化器癌発生学会も開催し、消化器癌の発生

と進展に関する研究の指導的役割を果たして来

ている 
また、社会環境の欧米化に伴い肥満あるいはメ

タボリック・シンドロームに伴う各種の疾患の治

療が重要となるが、肥満に対する内視鏡的、腹腔

鏡的手術による新たな治療を開始し、治療効果の

みならず生体おけるホルモンやサイトカインの

分泌を視野に入れた研究を模索している。このよ

うに、国内、国外の研究機関との共同研究も推進

し、また海外からの研究希望者を受け入れ活発な

研究活動を行なっている。現在の研究課題は以下

の通りである。 
 

臨床活動 

当教室は、入院患者と外来患者用に専門的かつ

横断的な疾患診断システムを採用しており、たと

えば上部・下部消化管の内視鏡検査と超音波内視

鏡検査、超音波診断、バリウムによるレントゲン

撮影などがそれである。こうした多面的な検査に

よって、外科的観点から疾患を系統的に評価する

ことが可能となっている。当教室はまた胃カメラ

発祥の施設であり、豊富な経験に基づいた内視鏡

治療も行なっており、消化器内科との協力による

上部・下部消化管の早期癌に対する内視鏡的治療

には豊富な実績がある。 
病院における担当診療科は胃・食道外科であり

手術症例は、胃癌、食道癌が数多く占めている。

腹腔鏡（補助）下手術を積極的に行い患者の QOL
向上を目指した先進的治療を行なっている。 

一週間の勤務スケジュールとしては、まず月曜

日に教授の総回診が行われ、術後、術前の症例検

討会が水・木・金の早朝に、術後経過検討と手術
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予定および化学療法予定患者についてのカンフ

ァランスを火曜の夕方に、抄読会が月曜日早朝に

行われている。また月１回内視鏡診断カンファラ

ンスを、２ヶ月に１回上部消化管症例についての

合同カンファランスを消化器内科や病理と一緒

に行なっている。さらに各専門グループは適宜、

症例を中心としたミニカンファや勉強会、腹腔鏡

手術手技訓練を行なっている。 
手術は原則として火曜日、水曜日、木曜日に行

われる。2006 年度は胃癌が 130 例、食道癌が 30
例などであるが、順調に症例数が増加している。

とくに食道癌症例が増加し、さらに早期胃癌に対

する腹腔鏡補助下手術症例の増加と、その技術の

標準化に向けて着実な実績を上げてきている。教

室員は上下を問わず全員、高い意識をもって患者

のために全力を尽くすべく努力を傾注している。 
 
１.消化器癌の発癌 
1）炎症と消化器癌の発生 
①ヘリコバクターピロリ菌感染と胃発癌 
②胃十二指腸逆流、脱神経と残胃発癌 
③糖尿病と胃発癌 
④PPARγノックアウトマウスにおける胃発癌 
⑤Trefoil Peptide と胃発癌 
⑥バレット食道に関する臨床研究と実験的研究 
⑦腸上皮化生の単クローン性 
⑧癌の転移・再発に及ぼす手術侵襲の影響 
⑨癌発生と Th1/Th2 imbalance 
⑩癌の進展におけるリンパ管増生のメカニズム

の解析 
 
２）消化器癌の分子メカニズム 
①胃発癌と骨髄由来増殖細胞 
②胃癌発生とメチレーション 
③胃癌のマイクロアレイ解析 
④腹水細胞診のマイクロアレイによる治療・予後

予測 

⑤細胞分化誘導剤を応用した消化器癌治療の探

索 
⑥癌に対する化学療法の腸管副作用防止の探索 
⑦テロメラーゼを用いた消化管癌の診断 
 
２.消化管疾患に対する診断・治療 
1）癌に対する minimally invasive surgery 
①内視鏡的切除（胃・食道・大腸） 
②腹腔鏡補助下手術（胃・食道・大腸） 
③リンパ節郭清の最適範囲 
④癌に対するセンチネルリンパ節ナビゲーショ

ン手術とマイクロメタ 
 
2）癌の標準・拡大治療の探索 
①進行胃癌に対する術前化学療法のＲＣＴ 
②進行胃癌に対する組織型別治療 
③切除不能・再発胃癌に対する化学療法の確立 
④抗がん剤感受性の検討 
⑤食道癌に対する術前放射線化学療法 
⑥根治的ＲＣＴ後のｓａｌｖａｇｅ手術 
 
3）消化管機能 
①ペパーミントオイルの消化管運動抑制効果の

臨床応用（特許取得） 
②逆流性食道炎に対する腹腔鏡下外科治療 
③術後障害からみた胃切除後再建法の工夫（ビル

ロート法の廃止） 
④手術前後における胃分泌機能解析 
⑤サイトカイン分泌からみたイレウスの発生機

序についての解析 
⑥術後の QOL 評価法の開発 
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はじめに 

肝胆膵外科、人工臓器移植外科学の前身である

第二外科学講座は 1893 年に開設されて以来、100
年以上の伝統を持ち、日本外科学会の創立をはじ

めとして、それぞれの時代で日本の外科学の発展

に多大な貢献をしてきている。東京大学の大学院

大学への移行と臓器別診療体制を目指す診療科

再編成の流れの中で、1998 年 6 月 1 日より旧第

二外科学講座は肝胆膵外科および人工臓器移植

外科に名称を変えて今日に至っている。 
現在肝胆膵領域疾患の診療および研究に、また

生体部分肝移植の臨床と、移植免疫や人工臓器に

関する研究に努力している。以下に当教室の教育、

研究、診療の現状について述べる。 
 
１． 教育 

卒前教育は、東京大学外科として一つの方針の

下に、他の外科学講座および内科学講座と協力し

て、Ｍ2 の外科学系統講座、Ｍ3 とＭ4 の臨床総

合講義とベッドサイド教育を担当している。今年

度の系統講義は、肝疾患、臓器移植一般、胆道疾

患、膵疾患、肝移植、門脈・脾疾患について担当

している。また臨床総合講義では、生体肝移植の

実際、肝門部胆肝癌の外科治療、膵腫瘍の診断と

治療、胆嚢胆道癌の外科治療、肝細胞癌の外科治

療を取り上げることになっている。 
ベッドサイド教育では、病棟で症例を担当する

ことにより、診療の実際を学ばせることに主眼を

置いている。外科学は単に教科書的な知識のみで

その本質を知ることはできないと考えており、外

科臨床実習の狙いは、実際の患者の診察、検査を

通じて、外科診断学に基づいた治療（手術）方針

決定の実際、手術、術前術後の管理を体験すると

ころにある。術前管理、術後の集中治療と術後の

経時的な患者の病態の変化を把握し、それに対し

てどのように対応していくかを実地に学ぶこと

によって、外科学の基本的な知識が実際の治療に

いかに生かされているかを学習する必要がある。

一人の患者の入院から退院に至るまでに行われ

た診療を通じて、講義や教科書より得た知識を深

めると共に、デリケートな心理状態になりがちな

外科患者の心を知り、臨床の実体を持って体験し、
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医師の責任の重大さも認識することが重要であ

る。 
卒後教育としては、肝胆膵領域の疾患を持つ患

者や肝移植を必要とする患者を受け持つことを

通して、外科臨床医として要求される基本的人格

（態度）を身につけ、確実な知識を増やし、基本

的な技術を習得することを目指している。 
 

２．研究 

当教室では、肝・胆・膵、人工臓器・移植に関

するあらゆる臨床的ならびに基礎的研究を行っ

ている。以下に研究テーマの主なものを列挙する。 
１）アシアロレセプターに対する核医学的手法を

用いた肝機能の評価 
２）門脈塞栓術後の肝再生に関する TGF‐αと

TGF‐βの関与の研究 
３）抗接着分子抗体による免疫抑制反応の研究 
４）生体肝移植後の急性拒絶反応の新しい診断法 
５）肝移植後の各種サイトカインの変動 
６）免疫抑制剤の中枢神経毒性のメカニズム 
７）生体肝移植後の natural killer 活性に関する

研究 
８）生体肝移植後の microchimerism 活性に関す

る研究 
９）急性膵炎の発生機序に関する研究 
10）骨髄由来細胞による肝再生の機序とその制御

に関する研究 
11）生体肝移植時の複数の肝静脈再建の適応と意

義に関する研究 
12）膵頭部の解剖学的切除の可能性と意義に関す

る研究 
13）肝細胞癌における EBAGG/RCASI の発現と

その臨床意義に関する研究 
14）肝細胞癌の治癒切除後の血中 AFP mRNA 測

定の意義に関する研究 
15 ） 肝 硬 変 症 例 で 、 Hepatic arterial butter 
response が維持されているか否かの検討に関す

る研究 
16）肝阻血再灌流障害における、intermittent 
vascular occlusion の意義に関する研究 
17）肝シミュレーション技術を用いたより安全で

正確な手術法の開発 
 

３．診療 

常時 60 名程度の入院患者に対し治療を行って

いる。延べ数では 2004 年は 1209 名、2005 年は

1300 名の入院患者を扱った。それぞれの患者に

ついては、その疾患に応じて専門医からなるチー

ムにより、術前検査、手術、手術管理が行われる。

定時手術は月、水、金の週 3 日である。それぞれ

の患者にとって担当医が可能な限り代わること

の無いようにシステムを整えており、退院後の外

来での経過観察も原則として、入院時のチームの

メンバーにより行われることになっている。 
症例検討会は月・火・木曜日の朝 8 時 5 分より

行われ、入院患者の診断、治療方針が決められる。

また移植患者の症例検討会は月－金曜日は夕方 5
時からまた土曜日は朝 10 時から行われ、刻々と

変化する移植患者の病態に応じた治療方針が検

討される。病棟回診は火、木、土、日にスタッフ

により行われる。外来診療では腫瘍外科、血液外

科と協力して、一般外来および専門外来（肝胆膵

外科、人工臓器移植外科）を開いている。 
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沿革と組織の概要 

泌尿器科学は外科的、内科的手法を用いて副腎、

腎、尿路、男子性器の疾患を取り扱う臨床医学の

一分野である。更に泌尿器科学に包括される分野

には、小児泌尿器科学、神経泌尿器科学、女性泌

尿器科学、腎移植、腎血管外科学、内分泌外科学、

老年泌尿器科学が存在する。そのため、泌尿器科

医は腫瘍学、腎臓病学、内分泌学、男性学、免疫

学、小児科学、解剖学、微生物学、神経学、老年

学といった幅広い科学的知識を持つことを要求

される。現在では泌尿器科学の研究には細胞生物

学、分子生物学の知識、手法が広く用いられる。

当教室は泌尿器科学の科学的進歩に大きく寄与

することを目的としている。 
 
近年においても当教室は最新かつ小侵襲性治

療の導入において、国際的にも指導的立場を取り

続けてきた。例としては上部尿路内視鏡手術、尿

路結石に対する ESWL・レーザー砕石術、前立腺

肥大症に対する温熱療法・レーザー療法、開放性

手術に取って代わる鏡視下副腎摘出術・腎摘術・

前立腺摘出術が挙げられる。 
 
診 療 

泌尿器外科は A 棟８階北病棟に 44 ベッドを所

有している。泌尿器科の教授、准教授、講師、助

教、大学院生らは日々外来診療、入院診療に従事

し、また学生教育、臨床研究、基礎研究にも精力

的に取り組んでいる。関連病院からの非常勤講師

は主に学生教育に従事している。研修医は常時入

院患者の診療に当たっている。指導医師は研修医

とチームを組み、一対一の指導のもとに診療を行

う。2007 年 1 月から 2007 年 12 月までの入院患

者数は 1,500 例であった。入院患者の半数以上は

悪性腫瘍患者である。尿路結石、前立腺肥大症、

尿失禁、腎移植、その他の疾患の治療も常時行っ

ている。 
 
待機手術は火曜日、水曜日、木曜日に施行され

ている。2007 年の手術件数は 1,450 例であった。

2007 年における主な手術症例数は、膀胱全摘術

14 例、根治的前立腺全摘術 80 例、根治的腎摘術
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43 例、経尿道的膀胱腫瘍切除術（TUR-Bt）113
例、経尿道的前立腺切除術（TUR-P）21 例、腹

腔鏡視下手術 62 例であった。 
 
毎週水曜日の午前中には教授回診が行われる。

その場では個々の入院患者のデータが詳細に提

示され、適切な治療方針が決定される。 
同じく水曜日の夕方には問題症例について詳

細に討議・検討し、個々の症例に対して最善の治

療法を決定している。 
外来診療は毎週月曜日から金曜日まで行われ

ている。専門外来としては男性不妊外来、排尿障

害外来、尿路結石外来、腎移植外来、セカンドオ

ピニオン外来、女性泌尿器外来が設けられ、専門

的な立場から診療が行われている。 
 
2007 年 1 月から 2007 年 12 月までの１年間に

おける、延べ外来患者数は 30,693 名であった。 
 

教 育 

教授、准教授、講師によりそれぞれの専門分野

に関する 13 回の泌尿器科系統講義が医学部２年

生に対して行われる。臨床講義、ベッドサイド実

習は医学部３年生・４年生に対して行われる。 
 
ベッドサイド実習は患者に対する診療に集約

される。主に泌尿器科患者の術前･術後管理、解

剖学、手術技術に関する解説が教官によって行わ

れる。 
 

研 究 

各グループは以下のごとき 9 のテーマに沿っ

て研究している。主題は手術技術の向上および難

治性疾患の治療である。難治性疾患には進行癌、

腎不全、性機能障害、間質性膀胱炎などがある。

研究成果として毎年約 25 編の英語論文を発表し

ている。 

腎腫瘍 
尿路結石 
腎不全・腎移植 
前立腺疾患 
最新手術技術 
排尿障害・女性泌尿器科 
男性科学 
免疫学研究 
泌尿器科ウィルス学研究 
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沿革と組織の概要 

大学院講座制に伴い、旧第一外科は腫瘍外科学、

血管外科学を担当することになりました。本教室

は、現在もなお旧外科学講座第一の構成や内容の

多くを踏襲しており、教育・研究・診療に関して

は血管外科と共同で行っている部分が少なくあ

りません。構成員は、教授 1 以下、講師１、特任

講師１、非常勤講師 7、助教 8、医員 4、大学院

生 15、研修医 6（平成 19 年 4 月現在）です。外

来は外来棟 3 階、固有病床は入院棟 A の 8 階南、

医局と研究室は管理研究棟にあります。 
悪性腫瘍をもった患者数は毎年増加の一途を

たどっていますが、その病態は個々の症例により

多種多様です。悪性腫瘍のもつ“多様性"に対応

した最適な診断・治療法を模索しつつ、日々の診

療、研究、教育を行っています。 
 
診 療 

外来診療は月曜日から金曜日まで、一般外来と

専門外来を行っています。大腸肛門疾患を主な診

療としていますが、上部消化管疾患、乳腺疾患の

専門外来も設けています。2007 年の腫瘍外科の

手術件数は、大腸、胃・十二指腸、乳腺等を含め、

278 でした。毎週、月、水、金曜日午前に、術前、

術後のカンファレンスがあり、毎週水曜日に教授

回診が行われています。手術日は、月、火、木曜

日です。月曜日に教室全体の研究カンファレンス、

金曜日に英文論文の抄読会が開かれているほか、

各グループでの臨床検討会が週一度の割合で行

われています。グループ別では、週三回、年間約

800 例の大腸内視鏡検査を施行しています。大腸

癌の診断、治療に最新の技術を導入しているほか、

炎症性腸疾患の診断、長期にわたるサーベイラン

スを数多く実施しています。また、週二回、年間

約 1000 例の上部消化管内視鏡検査を施行してお

り、早期胃癌粘膜病変に対して、内視鏡下粘膜切

除術を積極的に行っています。 
 

教 育 

卒前教育は旧第二、第三外科と分担して M2 の

系統講義、M3、M4 の臨床講義、M3 の臨床実習

教育を担当しています。系統講義では、腫瘍学、
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外科免疫、大腸肛門病学、ヘルニアなどを担当し、

臨床講義では、主に大腸癌、炎症性腸疾患を対象

とした講義を行っています。M3 の臨床実習では、

各学生が各チームに配属し、実際の診療の流れを

体験できるような診療参加型の実習を行ってい

ます。このような実習を通じて、基礎となる医学

知識のみならず、医師としての態度（マナー）、疾

患について自ら勉強する姿勢について習得しても

らうことを主眼にしています。卒後臨床研修では、

三外科に胸部外科を含めた各科で、三か月ごとに

5～7 名の研修医を受け入れ外科医としての基礎

的トレーニングを行っています。研修医には、毎

回クルズスを行うことによって、外科の各種検査

法、術前、術後の患者管理について理解を深めて

もらい、個々の患者に必要かつ十分な検査・処置・

治療を実施できるようになることを目標としてい

ます。術前、術後のカンファレンス以外にも、教

室全体の抄読会、外科集談会などにおいて症例を

発表する機会を与えるようにしています。 
 

研 究 

癌の発生・進展の機構解明から治療に至る広範

囲な領域を、臨床試験をはじめ、分子細胞生物学、

遺伝子工学の手法も含めた様々な解析方法を用

いて、多角的な研究を行っています。毎週土曜日

午前中に大学院生を中心としたプログレスミー

ティングを行っています。本教室では、臨床医と

しての研究は、学位取得や英文誌への論文掲載を

最終目標とするのではなく、個々の研究成果をど

のように日々の診療に生かすことができるのか

ということを最も重要な観点と考えています。こ

の観点からの研究課題の設定、討論、評価を行う

ことを基本的姿勢としています。 
本教室の主な研究テーマを下記に列挙します。 

1) 下部直腸癌に対する術前照射療法 
2) 潰瘍性大腸炎に対する大腸癌サーベイランス 
3) 潰瘍性大腸炎の発癌機構 

4) 腹腔鏡補助下大腸切除術 
5) 大腸癌における局所免疫 
6) 大腸癌と大腸腺腫の遺伝子解析 
7) 早期大腸癌の予後因子 
8) 大腸癌術後のサーベイランスプログラム 
9) 大腸癌肝転移の発現機構 
10) 表面型大腸癌の遺伝子解析 
11) 同時性・異時性多発大腸癌の遺伝子変異 
12) 多発大腸癌発生とマイクロサテライト不安

定性 
13) 樹状細胞を用いた癌免疫療法 
14) 腫瘍血管を標的とした癌免疫療法 
15) 消化管癌の腹膜転移における血管新生阻害

療法 
16) がん転移における S1P、LPA とその受容体

の役割 
17) 癌の発生、進展と脂質代謝 
18) ナノ粒子を用いたセンチネルリンパ節同定法 
19) 抗癌剤感受性と関連する遺伝子解析 
20) 癌と血液凝固、線溶系 
21) 癌とレプチン、アデイポネクチン 
22) 腹膜播種における腹腔内抗癌剤治療 
23) 血管内皮前駆細胞の免疫機能 
24) 炎症性腸疾患における繊維芽細胞増殖因子

(FGF) の役割 
25) 低分化大腸癌の遺伝子解析 
26) 固形癌に対する集束超音波治療 
27) 癌治療における内因性マリファナの応用 
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沿革と組織の概要 

大学院講座制に伴い、旧第一外科は血管外科学、

腫瘍外科学を担当することになりました。本教室

は、現在もなお旧外科学講座第一の構成や内容の

多くを踏襲しており、教育・研究・診療に関して

は腫瘍外科と共同で行っている部分が少なくあ

りません。構成員は、教授 1 以下、准教授１、助

教 4、医員 3、大学院生 7、研修医 2、出張者 8、

海外への留学 1（平成 20 年 3 月現在）です。外

来は外来棟 3 階、固有病床は入院棟 A の 8 階南、

医局と研究室は管理研究棟にあります。 
高齢化社会の到来に伴い動脈硬化性疾患は増

加の一途をたどっており、今後もますます手術治

療を要する症例は増えるものと予測されます。ま

た、下肢静脈瘤を中心とした静脈系疾患も年々増

加しており、血管疾患に対するさらにきめの細か

い教育、診療、研究が求められるものと考えてい

ます。 
 
診 療 

外来診療として月～金曜日の毎日，専門外来を

開いています。水、金曜日には DSA を中心とし

た血管撮影検査を行い、血管超音波検査や近赤外

線分光法などの無侵襲検査は２００７年より活

動を開始した Vascular Board と連携して行って

います。Vascular Board は中央検査部、放射線

部及び脈管疾患を扱う診療科が協力して病院に

設置した脈管疾患評価組織です。200７年の血管

外科の手術件数は、PTA 等も含め、2１７でした。

手術日は月、火、木曜日であり、火曜日には慢性

腎不全患者に対する内シャント造設術などの外

来小手術を行っています。毎週、月、水、金曜日

午前に術前術後カンファランスが行われていま

す。月曜日午前に腫瘍外科と合同で主に大学院生

による研究カンファランス、火曜日午後に血管疾

患症例検討会が行われており、金曜日午前には英

文論文抄読会が開かれています。 
 

教 育 

卒前教育は旧第二、第三外科と分担して M2 の

系統講義、M3、M4 の臨床講義、臨床実習教育を

担当しています。血管外科の対象疾患は、腹部大

動脈瘤、閉塞性動脈硬化症、下肢静脈瘤、リンパ

浮腫など血管疾患の多岐にわたっていますが、学

生に対しては各々の疾患について十分な基礎的

知識が得られるよう教育を行っています。M3 の

臨床実習では、学生が血管チームの一員として配

属され、実際の診療の流れを体験できるような診
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療参加型の実習を行っています。このような実習

を通じて、基礎となる医学知識のみならず、医師

としての態度（マナー）、疾患について自ら勉強

する姿勢について習得してもらうことを主眼に

しています。卒後臨床研修では、三外科に胸部外

科を含めた各科で、三か月ごとに 5～7 名の研修

医を受け入れ外科医としての基礎的トレーニン

グを行っています。研修医には、毎回クルズスを

行うことによって、外科の各種検査法、術前、術

後の患者管理について理解を深めてもらい、個々

の患者に必要かつ十分な検査・処置・治療を実施

できるようになることを目標としています。術前、

術後のカンファレンス以外にも、教室全体の抄読

会、外科集談会、日本血管外科学会関東甲信越地

方会などにおいて症例を発表する機会を与える

ようにしています。 
 

研 究 

毎年 2～3 人の血管外科分野の大学院生を受け

入 れ て お り 、 臨 床 研 究 で は 近 赤 外 線 分 光 法

（NIRS）を用いた下肢血行動態の検討を動静脈

疾患に対して行っているほか、基礎研究としては

吻合部内膜肥厚、血管新生などについて遺伝子工

学的ならびに分子生物学的な手法を用いて研究

を行っています。隔週の土曜日午前には血管外科

のリサーチカンファランスを行っています。 
本教室の主な研究テーマを下記に列挙します。 

1) 腹部大動脈の 3 次元画像構築 
2) 動脈瘤発育の病態生理学的研究 
3) 吻合部内膜肥厚の予防 
4) ステント再狭窄の病態生理学的研究 
5) 血管平滑筋における成長シグナルの細胞間伝

達機構 
6) 近赤外線分光法を用いた組織酸素動態 
7) 近赤外線分光法の頚動脈手術時の脳虚血モニ

ターへの応用 
8) 近赤外線分光法を用いた腎不全患者の下肢動

脈循環評価 
9) 毛細血管透過性に及ぼす PAF の影響 
10) 動物モデルを用いた微小循環の薬学的解析 
11) 骨格筋の虚血準備状態のメカニズム 
12) 血管新生を目指した新しいドラッグデリバ

リーシステムの開発 
13) エレクトロポレーション法による血管壁細

胞への遺伝子導入法の開発 
14) ナノテクノロジーを応用した血管壁細胞へ

の遺伝子導入法の開発 
15) 血管形成を伴った人工臓器開発のための基

礎研究 
16) 下肢虚血評価のための新しい診断法の開発 
17) 生体内皮機能自動測定装置の開発 
 
 
出版物等 
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組 織 

旧第三外科は、1997 年の大学院部局化以降、

消化管外科学と代謝栄養内分泌外科学の二つの

分野として活動している。代謝栄養内分泌外科学

は現在、教授１名、准教授１名、講師１名、助教

２名で構成されており、これ以外に大学院生、研

究生、留学生が研究に従事している。当教室の理

念と教育活動、職務スケジュールは消化管外科学

教室とほぼ同様である。 
 
教育活動 

学部学生に対して、その制度が始まる以前より

クリニカルクラークシップを取り入れ、広く外科

的疾患の基礎を教育するとともに、専門的な疾患

についてはその診断・治療の過程における考え方

を中心に教育している。とくに臨床実習では、学

生である以上に臨床チームの一員であるとの自

覚を持たせ指導している。そして学生は、周術期

の疾患管理に限らず、術後、長期経過後の障害に

対する治療と終末期医療をも含んだ包括的な患

者ケアを学んでいく。当教室の教育制度によって、

学生たちは医学的観点からみて実践に役立つ情

報を豊富に手に入れると同時に、生と死の意味に

ついて深く考察する機会も持つことができる。当

教室の BSL は与えられる課題が多いが、大変役

立ちやりがいのある実習として評価が高い。 
卒後初期研修については、主に乳腺、甲状腺・

副甲状腺疾患の診断、治療の基礎を教育すると同

時に、基本的な外科的手技についての修練を行っ

ている。初期研修を終えた後は、学外施設にて一

般外科修練を数年間積み、その後、本院の病棟担

当医としてさらなる専門的課題について修練を

し、外科専門医（認定医）取得後、より専門的な

臨床医への道、あるいは大学院生としての課程を

歩む。とくに乳癌の病理、化学療法やマンモグラ

フィー読影の勉強会を行っており、研修医と学部

学生に対する当教室の教育制度は、先に触れた理

念を反映している。 
 

臨床活動 

病院においては乳腺・内分泌外科を担当してい

る。甲状腺・副甲状腺および副腎疾患を対象とす

る内分泌外科は、日本ではまだ十分認識されてい

ない部分もあるが、欧米諸国ではトップレベルの

外科医によるこの分野の研究が始まってすでに

日が長い。当教室での本格的な活動は 1987 年で

あるが、この背景には国内外での需要の高まりが

あり、悪性疾患だけでなく機能性疾患の治療が必
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要になってきたこと、さらに QOL に対する関心

が高まってきたことがその原因にあげられる。こ

の分野には、専門家としての高度な技量と内分泌

系疾患に関する広範な知識が求められる。 
一方、これまで東大病院においては、乳腺・甲

状腺疾患に対する診断、治療体制が十分整備され

ておらず、その確立が急務であったため、診療科

再編に伴い当教室が乳腺内分泌外科の診療を行

なうことになった。従って、甲状腺、乳腺、副甲

状腺、副腎の疾患を対象としており、乳腺・甲状

腺の診断・治療に習熟した乳腺外科・内分泌外科

医の育成を目指している。2007 年度における症

例は、乳腺外科としては乳癌が 136 例で急増しつ

つあり、内分泌外科としては甲状腺癌、副甲状腺

機能亢進症、副腎腫瘍を中心に 65 例である。と

くに副腎腫瘍については腹腔鏡下手術を行い極

めて良好な成績を得ている。 
術後代謝栄養の観点から様々な実績を積み重

ねてきたが、それを基盤に東大病院のＮＳＴ

（nutritional support team）の立ち上げにと

運営を、当教室が中心となって立ち上げ、多角的

な面における患者のＱＯＬの向上と質の高い医

療の実践に向けて活動を開始した。 
一週間の勤務スケジュールとしては、まず月曜

日に教授の総回診が行われ、術後、術前の症例検

討会が水・木・金の早朝に、術後経過検討と手術

予定患者についてのカンファランスを火曜の夕

方に、抄読会が月曜日早朝に行われている。また

放射線技師を交えたマンモグラフィーの読影会、

病理との合同カンファランスを月１回、さらに内

外の乳癌専門家による研究会も年２回開催して

いる。教室員は上下を問わず全員、高い意識をも

って患者のために全力を尽くすべく努力を傾注

している。 
 

研究活動 

当教室の研究の基本テーマは侵襲学、代謝栄養

学、内分泌外科学である。「手術侵襲」や「外科

的ストレス」による急性炎症により、多彩な生理

学的・内分泌学的生体反応が惹起され、時には大

変重篤な経過をたどることがある。患者の生命に

危険をおよぼしかねない術中・術後の侵襲やスト

レスを軽減するためには、侵襲に対する生命反応

の研究が不可欠である。当教室は日本におけるこ

の分野でのパイオニアであり、1965 年に「日本

外科代謝栄養学会」を発足させ、国内外での研究

活動を活発に行ってきた。 
現在、遂行中の研究課題はエンドトキシンによ

る生体反応のメカニズムの解析と臨床応用であ

る。生体は致死的な侵襲を受ける前に少量あるい

は亜致死的な刺激を受けていると、次にもたらさ

れる致死的な侵襲に対して耐性（tolerance）を

獲得し、生き延びることが知られている。さらに

この現象は異なった刺激を与えても同様の結果

が 得 ら れ て お り 。 こ れ を 交 差 耐 性 （ cross 
tolerance）と呼んでいる。このメカニズムを応

用することにより、手術侵襲の軽減がもたらされ、

癌に対する拡大郭清の適応拡大、高齢者に対する

拡大手術の可能性が拡がる。また、外科的侵襲を

受けたときの腸管麻痺は動物実験で確認してき

たが、そのメカニズムの解析と臨床応用を農学部

と共同研究中である。 
乳癌の外科的治療はほぼ確立したが、ホルモ

ン・化学療法については今度の課題である。とく

に新しい分子標的治療剤やホルモン関連酵素阻

害剤などの適応については、個々の症例に応じた

細やかな治療選択が求められている。それらの感

受性の検索においては、遺伝子レベルのみならず

蛋白レベルでの解析が必要でありプロテオミク

スを応用した検討を開始している。 
乳癌の発生と進展のメカニズムの解析を目的

に、エストロゲンを中心とした核内受容体の機能

解析、やテロメラーゼ活性を指標とした診断・治

療、さらには癌組織の薬剤感受性のデータを集積
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中で、個別化化学療法への応用が期待される。甲

状腺疾患においては、当教室で開発したテロメラ

ーゼの mRNA に対する in situ hybridization に

よる濾胞腺癌と濾胞腺腫との鑑別診断法のデー

タを蓄積中である。薬学部との共同研究により乳

頭癌に特異的に発現する糖蛋白を同定し、腫瘍マ

ーカーとしての発展が期待されている。以下、進

行中の研究テーマを列記する。 
 

1.代謝栄養・生体反応 
①エンドトキシンや虚血ストレスに対する耐性

のメカニズム 
②エンドトキシン血症の評価法の開発 
③エンドトキシン血症と血管内皮細胞障害 
④Toll-like receptor の役割の解析 
⑤術後腸管麻痺のメカニズム解明 
⑥外科的ストレスへの適応に果たすカテコール

アミンの役割 
⑦抗癌剤化学療法時における BT（bacterial 

translocation）とその予防 
⑧外科的ストレスに対する反応の性差 
⑨手術ストレスへ時の低Ｔ3 状態のメカニズム 
⑩虚血再灌流における NO の意義 
⑪術後早期経管栄養の意義 
 
2.乳腺・甲状腺疾患 
①乳癌の発生と進展における IGFR の働き 
②乳癌に対する抗癌剤感受性試験と個別化治療 
③炎症性乳癌の腫瘍血管構築機序 
④PDE による Sentinel Node Navigation 手術 
⑤乳管内皮細のメチル化と乳癌の発生 
⑥QFISH 法による乳腺、内分泌疾患の hTERT

評価 
⑦副甲状腺腺腫に対するラジオガイド下ナビゲ

ーション手術 
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皮膚科学 
 
教授  

玉置邦彦  
准教授  

菊池かな子  
講師  

佐伯秀久、門野岳史、久保正英、柿沼 誉、菅谷誠  
助教  

多田弥生、常深祐一郎、藤田英樹、レパブーアンドレ、蘆田龍一、  
岡田麻子、山田大資、高橋美貴、梅原嘉一  

 
ホームページ http://www.h.u-tokyo.ac.jp/der/ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
沿革と組織の概要 

1990 年に開講 100 周年を迎えている。現在の

スタッフは教授 1, 准教授 1, 講師 5, 助教 9
である。外来は、新外来棟 4 階,病棟は主として 6
階北, 医局及び研究室は管理研究棟 2 階にある。

以下に、当教室の教育・研究・診療の現状につい

て述べる。 
 
診 療 

月曜日から金曜日まで一般外来（午前）と専門

外来（午後）を行なっている。専門外来は、アト

ピー性皮膚炎・乾癬・膠原病・皮膚外科・毋斑症・

角化症・脱毛症・真菌症などに加えて、レーザー

外来を行なっている。皮膚科の治療の特徴のひと

つは、各種紫外線（UVA, UVA1, narrow barnd 
UVB など）による治療を行なっていることもあ

る。このことから、現在は外来診療科名を、皮膚

科・皮膚光線レーザー科としている。生検・小手

術は通常外来手術室で行なっている。毎日、午後

12 時 30 分から、午前中外来を受診した問題症例

についての ClinicalConference を行なう他、教

室全体として病理組織検討会・外来症例検討会を

定期的に行なっている。教授廻診は、毎週水曜日

午前中に助教授を含め病棟勤務医全員で行なっ

ている。また対象疾患では、アトピー性皮膚炎や

乾癬など外用療法が基本の疾患, SLE や汎発性

強皮症など内臓疾患を伴う膠原病, 悪性黒色腫

や有棘細胞癌など皮膚外科手技を要する疾患、壊

死性筋膜炎や真菌症などの感染症など広範な領

域にわたっており常時 40 名以上の入院患者がい

る。皮膚症状は、それを理解できる『眼』ができ

ている場合に意味をもつものであるので病理組

織検査や臨床検査と相俟って『皮疹を正確に把握

できる眼』をもつ皮膚科医を育てるべく力を注い

でいる。 
 

教 育 

卒前教育では、皮膚科学の総論・各論について

系統的な講義を行なう一方、診断学の中で皮膚症

状のみ方についての教育を行なっている。また、

学内外の講師による皮膚疾患についての系統立

った臨床的な講義を行ない、皮膚科学の研究と臨
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床がどのように結びついているかの理解を助け

るようにしている。学生実習では、様々な患者の

診察を通じて、皮膚科の診療の仕方について理解

してもらえるように配慮している。卒後教育では、

医療全般についての訓練を充分に行なうととも

に皮膚科医としての診療の仕方についてのトレ

ーニングを行なっている。更に、日本皮膚科学会

その他の学会で数多くの発表の機会がもてるよ

うに配慮している。 
 

研 究 

当教室においては、専門外来を中心として臨床

研究及び基礎的研究を行なっている。研究室とし

ての枠組みはとっていないが、大きく 1)免疫・

アレルギー, 2)膠原病, 3)悪性腫瘍, 4)ケラチノ

サイトのグループができている。大学院生は、講

師レベル以上で留学経験のある指導者と共に研

究を始めるようになっている。以下に主な研究内

容を挙げる。 
（1）アトピー性皮膚炎などアレルギー疾患につ

いての臨床研究及び基礎的研究 
（2）乾癬についての臨床的研究,基礎的研究 
（3）膠原病（SLE, 強皮症, 皮膚節炎）の臨床的

研究 
（4）悪性黒色腫, 有棘細胞癌, 隆起性皮膚線維肉

腫に関する臨床的研究（遺伝子診断も含む） 
（5）悪性黒色腫の早期診断（ダーモスコーピー

による検討） 
（6）ランゲルハンス細胞, 樹状細胞の研究 
（7）ケモカインに関する研究 
（8）線維芽細胞からのコラーゲン産生制御に関

する分子生物的検討 
（9）ケラチン遺伝子発現制御 
（10)ビタミン D3, レチノイド, 細胞成長因子の

作用に関する研究 
（11）悪性黒色腫の転移機構の検討 
 
 

出版物等 
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形成外科学 
 
教授  

光嶋 勲  
講師  

吉村浩太郎  
助教  

権太浩一、内田源太郎，飯田卓也，青井則之，成島三長  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

形成外科学教室の現在の構成は、教授１名、講

師１名、助教５名、医員５名、後期研修医数名で

ある。 
教室員の多くは関連病院に出張しているが、現

有教室員の総数は約 100 名である。外来は外来診

療棟３階にあり、病棟は新病棟 10 階南に、研究

室は東研究棟に、教授室、教官室、医員室、医局

およびカンファランス室は内科研究棟にある。 
以下に当教室の教育、研究、診療の現状につい

て述べる。 
 

１。教育 

卒前教育では、M2、M3、M4 の講義と M4 の

BST を担当している。講義の内容としては、形

成外科学総論（先天性、後天性疾患）、創傷治癒、

外傷、植皮、頭蓋顎顔面外科、マイクロサージャ

リー、組織移植、頭頸部再建外科、美容外科など

を取り上げている。BST では、手術見学、病棟

回診、外来見学に加え、非常勤講師によるクルズ

スおよびビデオ学習を行い、教授、講師、助手の

指導のもとに、形成外科が対象とする多様な疾患

に多く触れられるように配慮している。 
卒後教育では、初期研修２年間の後、後期研修

として形成外科全般のトレーニングを行い、卒後

７年間で形成外科認定医の資格が取得できるよ

う指導を行っている。また外国人医師の手術見学

を広く受け入れ、手術の技術や意見の交換を行っ

てきている。 
 
２。研究 

研究室は東研究棟地下 1 階にあり、平成 19 年

9 月現在、大学院生 3 名、研究員 3 名が席を置き、

教官とともに研究活動を行っている。 
代表的な研究テーマを下記に列挙する。 

１）微小血管吻合を用いた各種組織移植の基礎研

究 
２）脂肪由来幹細胞の血管新生治療、創傷治癒治

療、組織増大治療への応用に関する研究 
３）軟骨細胞、もしくは脂肪由来幹細胞を用いた

軟骨再生に関する研究 
４）毛乳頭細胞、表皮角化細胞を用いた毛髪再生

に関する研究 
５）胎盤、羊膜、臍帯由来細胞の再生医療への応

用に関する研究 
６）血管壁に存在する血管前駆細胞に関する研究 
７）血小板など自己血液由来成分の再生医療への

応用に関する研究 
８）レチノイドによる色素細胞、表皮角化細胞へ

のシグナルに関わる研究 
９）新規レチノイド、レチノイド DDS 製剤の開

発に関わる研究 
１０）筋肉の再生に関する研究 
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１１）血管柄付き神経弁移植に関する研究  
１２）リンパ浮腫に対するマイクロサージャリー

法に関わる研究 
１３）癌患者の生殖能力の維持に関わる研究 
 

３。診療 

月曜日から金曜日までの午前中、外来診療を行

っている。外傷、瘢痕、ケロイド、顔面神経麻痺、

乳房、唇、口蓋裂、頭蓋顔面奇形、耳介変形、腫

瘍再建、美容皮膚、美容外科の各専門外来がある。

2006 年の新来患者は約 2,500 名、再来患者は述

べ約 14,000 名であった。 
2007 年における手術件数は中央手術部におけ

る全身麻酔手術 380 件、外来手術室における局所

麻酔手術約 350 件である。現在利用病床数は 15
床～20 床である。術前検査は外来で行い、術後

も歩行可能となれば抜糸前に退院となるのが普

通である。 
毎週水曜日午前中に教授回診が行われている。

このほかに医局全体のクリニカルカンファラン

スが毎週水曜日夜に、臨床抄読会が水曜日朝と木

曜日朝に、研究抄読会が金曜日夕刻に、研究カン

ファランスが月曜日、木曜日の夕刻に行われてい

る。 
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沿革と組織の概要 

口腔外科学教室は、本邦における最初の歯科学

講座として、明治 35 年に創設され、これまで日

本の口腔外科の進歩に大きな役割を果たしてき

ました。現在、講座名は東京大学大学院医学系研

究科感覚・運動機能医学講座（口腔外科学分野）、

病院の診療科名は顎口腔外科・歯科矯正歯科と称

しています。顎口腔外科・歯科矯正歯科は、医学

部附属病院の唯一の歯科関連の診療科として、顎

顔面変形症（口唇口蓋裂をはじめとした先天的疾

患や“受け口”のような疾患）や、顎顔面外傷、

口腔内炎症、口腔腫瘍など歯や顎に先天性または

後天性異常のある方を対象としています。医師、

歯科医師、言語聴覚士、歯科衛生士などがチーム

を組んで集学的治療を行っているのが、当科の特

徴です。 
また、研究分野では、多くのスタッフが臨床お

よび基礎的研究にあたっており、特に骨、骨膜、

軟骨、軟骨膜、神経、皮膚などの再生医療につい

て重点を置いています。東京大学医学部附属病院

にはティッシュ･エンジニアリング部が平成 13 年

10 月に設立され当教室の高戸毅教授が部長を兼

任しておりますが、近い将来の臨床応用を目標と

し、トランスレーショナル・リサーチセンターと

して機能すべく研究を行っています。口腔外科学

教室では血管再生医療寄付講座(第一三共株式会

社)および軟骨･骨再生医療寄付講座(富士ソフト

株式会社)の 2 つの寄付講座がティッシュ･エンジ

ニアリング部の中にあり、ここで助教や大学院生

が顎顔面領域における再生医療に関する基礎的

研究を日々おこなっています。 
 
診 療 

顎口腔外科・歯科矯正歯科においては主に、口

唇口蓋裂を始めとする先天異常、顎顔面変形症、

外傷、腫瘍など特殊な疾患を持つものを対象とし

ています。また重い全身疾患のある方の歯科診療

も対象としています。外来には、12 の歯科治療

ブースと外来手術室 1 室、および言語治療室を備

えており、1 日の再来患者数は現在約 100 名とな

っています。 
実際の診療では、大きく２つの部門に分かれて
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治療にあたっています。 
顎口腔外科部門は、智歯(親知らず)抜歯をはじ

め、口、歯、顎に関連した外科手術を中心に、口

腔関連の炎症や腫瘍の管理なども行っており、歯

科矯正歯科部門では、著しい顎骨変形を持つ患者

の咬合改善、顎の成長のコントロール（矯正歯科）、

また、腫瘍や外傷による歯・顎骨欠損部を、入れ

歯やデンタルインプラント（人工歯根）を用いて

補う治療を行っております（補綴歯科）。 
また月曜日午後の専門外来では、顎口腔外科医、

矯正歯科医、補綴歯科医による臨床カンファレン

スを行っており、その他顎関節症の方を対象にし

た顎関節外来も設けています。 
入院患者は年間 400 人ほどで、全身麻酔による

手術件数は年間 300 例となっています。口唇口蓋

裂、顎変形症における外科的咬合改善術や骨移植、

顎骨骨折の整復固定、腫瘍切除等が主な手術内容

となっています。最近では、骨延長を顎顔面領域

に併用して、顎顔面変形に対する咬合改善をおこ

なったり、 カスタムメイド人工骨を移植して、

顎顔面骨形態の改善を図るようなこともおこな

っています。 
 

教 育 

当教室では、教授、准教授、講師および他大学

のエキスパートを含めた非常勤講師がそれぞれ

の専門分野について M1、M2、M4 の学生に対し

て講義・実習を行っています。M２の学生には口

腔外科総論、歯科概論、口唇口蓋裂、嚢胞、腫瘍、

外傷、口腔粘膜疾患、感染症、顎顔面補綴につい

て、M４の学生への臨床実習（BSL)では、歯お

よび口腔顎顔面の構造、う蝕・歯周病・不正咬合

などの歯科疾患、先天異常・腫瘍・嚢胞、感染症、

外傷などの口腔顎顔面疾患についての症例呈示

をおこなって歯科的治療、口腔顎顔面外科的治療

についての理解をしていただき、病棟見学、手術

見学などで、医師として最小限必要な口腔に関す

る知識を深めています。卒後研修としては、現在

は主に歯学部卒業生に対し、歯科研修医として口

腔外科、補綴歯科、矯正歯科各指導医の下、歯科

治療全般にわたる知識・技術の向上を目的とした

研修がおこなえるよう、指導を行っております。

研修期間中に総合的な歯科臨床知識を習得した

上で、積極的に大学院進学も勧めており、臨床・

研究のバランスのとれた各分野の専門医の育成

を目指しております。 
 

研 究 

当教室での研究は当科で扱われる臨床症例と

密接に関連しています。すなわち口唇口蓋裂等の

先天奇形、顎顔面変形症、人工歯根、腫瘍、さら

には再生医療の分野においては、骨・軟骨・血管

などの再生医療に関して臨床および基礎の研究

が行われています。 
臨床研究 
1) 口唇口蓋裂その他の先天異常に伴う顔面変形

に対する集学的治療 
2) 顎顔面変形、外傷および顎関節症に対する集

学的治療 
3) 頭頚部領域における悪性腫瘍に対する集学的

治療 
4) 骨延長法を用いた顎骨延長 
5) 口唇口蓋裂患者の顔面変形に対する形成 
6) 口唇口蓋裂患者の言語障害 
7) 頭蓋顎顔面部の先天異常における成長発育 
8) 口唇口蓋裂に対する治療評価 
9) 悪性腫瘍に対する外科･化学・放射線治療につ

いて 
10) 新素材デンタルインプラントの開発 
11) 顎顔面変形に対する外科的矯正治療 
12) 顎関節症に対する治療効果 
13) 顎顔面領域の咀嚼運動機能 
14) 顎顔面外傷に対する非観血的治療 
15) 顎顔面領域への再生骨による修復 
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基礎研究 
1) 骨膜による骨再生に関する研究 
2) 軟骨膜の再生能に関する研究 
3) 成長板軟骨細胞を用いた骨再生に関する研究 
4) 骨軟骨細胞分化制御機構における細胞周期関

連分子の役割 
5) スフェロイド培養による骨髄間葉系幹細胞の

骨・軟骨分化誘導 
6) 人工歯根における歯周組織再生 
7) 再生医療による顎顔面領域の骨･軟骨再生 
 
再生医療に関する研究 
臨床部門 
1) 骨置換型人工骨の臨床応用 
2) ヒト軟骨細胞を用いたインプラント型人工骨 
3) AGHM-βFGF を用いた血管新生療法 
 
研究部門 
1) 骨再生誘導因子を付与したインテリジェント

型人工骨の開発 
2) テトラポッド型微小人工骨ユニットの開発 
3) 新規創傷被覆剤の開発 
4) 自己軟骨細胞を用いた三次元培養法に関する

研究 
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沿革と組織の概要 

本講座は 1906 年に日本で初めての整形外科学

講座として開講された。初代教授はドイツとオー

ストリアに留学した田代義徳であり、「整形外科」

の名称は田代教授が提案し、採用されたものであ

る。 
開講当初、主な対象疾患はポリオや脊椎カリエ

スなどの感染症と、内反足や先天性股関節脱臼な

どの先天性疾患であった。このため 1910 年の調

査では、整形外科が対象とする患者は、当時の東

大病院の外科受診患者の 3.3%に過ぎなかった。 
しかしながら、その後本講座は、社会の要請に

対応することで発展した。例えば田代教授は外傷

を整形外科の治療対象と認識し、門下を教育した。

これが、飛躍的に増加した交通事故や労働災害に

よる外傷の治療や予防につながった。また田代教

授と高木憲次教授（第 2 代）は肢体不自由児の療

育事業を推進し、それは本邦におけるリハビリテ

ーション医学の源流へと発展した。また、高木教

授による関節鏡の発明は、現在の小侵襲手術の基

礎となった歴史的な業績である。近年では、社会

の高齢化の急速な進行を踏まえた骨粗鬆症や変

形性関節症などの研究、難病である脊柱靱帯骨化

症や関節リウマチの研究、骨・関節のバイオメカ

ニクスの研究など、本講座は広い意味での運動器

を対象とする学科となっている。 
最新の厚生労働省の国民生活基礎調査で見て

も、国民が訴える自覚症状の上位 3 位は腰痛、肩

こり、関節痛であり、すべて運動器疾患である。

また、高齢者が介護のための支援を必要とする疾

患の第１位は「関節疾患」であり、健康寿命の延

伸の面でも整形外科への期待は高まっている。 
こうした社会的要請のさらなる高まりに対応

すべく、本講座は、平成 7 年に始まった医学部の

大学院重点化に伴って大学院医学系研究科外科

学専攻感覚運動機能講座の中の整形外科学専門

分野となり、学術の発展を推進している。 
平成 20 年 4 月現在の教職員は、教授 1 名、准
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教授 2 名、講座専任講師 1 名、講師 3 名、助教

13 名、医員 10 名、客員研究員 1 名、学外非常勤

講師 12 名である。 
 
教 育 

卒前教育としては医学部医学科学生、同保健学

科学生に対し、卒後教育としては医学系大学院学

生、初期臨床研修医（スーパーローテーター）、

後期臨床研修医、学会認定医資格取得前の医師、

同取得後の医師、および他院の理学療法士の教育

を行った。 
医学科学生の教育は、学部 2 年生に対して、系

統講義、診断学実習、症候学講義、チュートリア

ルを行った。系統講義は、教授、助教授、講師に

より運動器疾患全般をカバーする計 12 コマの講

義を行った。これには、基礎研究、小児疾患、リ

ウマチ性疾患、代謝性骨疾患、骨軟部腫瘍、外傷、

それぞれの関節(脊椎、肩、肘、手、股関節、膝、

足関節および足)における疾患が含まれている。

診断学実習は、准教授と講師により四肢の疾患、

脊椎疾患の診断手技、画像診断の実習を行った。

症候学講義は腰背部痛を担当し、チュートリアル

は学生参加型の 12 週の実習のうちの１グループ

を担当した。 
学 部 3 年 生 に 対 し て は 、 BSL 、 Clinical 

clerkship、研究室配属を行った。BSL は 10 日間

の臨床実習で、学生各自に整形外科実習の手引を

配布し、講師 2 名を専任者として、病棟、外来、

手術室では見学のほか可能な限り診療にも参加

させた。学生のためのカンファランスを行い、重

要な疾患の診断学、治療学を学んでもらった。病

棟では、専任者以外の助手、医員、研修医なども

学生教育に協力した。Clinical clerkship では学

生を病棟のチームに配属し、病棟医長の指導責任

のもと、手術を含めた入院患者診療に参加させた。

また、救急外傷への対応にも参加した。研究室配

属には平成 18 年度は 2 名が参加し、2 週間にわ

たり研究室での実験活動の実際に触れてもらっ

た。 
学部 4 年生に対しては臨床統合講義を行った。

平成 18 年は転移性骨腫瘍、平成 19 年にはスポー

ツ医学を取り上げて疾患の理解、診断学、研究の

動向につき統合的な内容の講義を行った。 
大学院学生は、講座内で教育研究スタッフの直

接に指導を受ける者、学内の寄附講座や関連講座

に所属して指導を受ける者、学外に国内外留学し

ている者がおり、いずれも世界の最先端の研究に

従事している。 
平成 19 年度は 9 名のスーパーローテーターが

当科で初期研修を行った。医学部附属病院におい

て整形外科学の初期研修を行うとともに、救急医

学講座の好意により救急医療の研修も行った。土

曜日の午前には、系統的に重要な運動器疾患につ

いての参加型講義を年間を通して行った。 
学会認定医資格取得前（卒後 6-7 年まで）の医

師の教育は、専門外来診療カンファランスおよび

サーチカンファランスへの参加によって行い、認

定医資格取得者の教育は、教授らが個別に行う指

導のほか、専門的なテーマを取り上げている教室

の研究会および研修会によって行った。これらの

出席によって、学会認定医資格継続に必要な研修

点数が加算された。 
保健学科学生の教育は、看護コースの臨床実習

の一部を担当した。主として病棟で行っており、

看護婦長はじめ看護職員が直接の指導にあたっ

た。 
 

診 療 

外来は、月・水・金の午前・午後、火・木の午

前中に一般外来を行い、火・水・木・金の午前・

午後に専門外来を行っている。平成 19 年度の外

来患者は延 38,153 人、うち新来患者 3,789 人で

あった。 
専門外来グループが担当症例の検討会を毎週
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行っているほか、一般外来と病棟でもそれぞれカ

ンファランスを行って、症例ごとに診断、治療方

針等を検討している。専門外来は脊髄脊椎、股関

節、リウマチ、腰痛、腫瘍、脊柱側弯、四肢再建・

脚延長、膝関節、先天股脱、手の外科、肘関節、

肩関節、スポーツ外傷、末梢神経、骨系統疾患の

各外来である。 
病棟入院患者数は概ね 55-65 床の間で推移し

ており、平成 19 年度の入院手術件数は 848 件で、

その内訳は、頚椎・胸椎手術 102 件（うちコンピ

ューターナビゲーション手術 44 件）、腰椎手術

54 件、側弯症手術 24 件（うちコンピューターナ

ビゲーション手術 21 件）、関節リウマチ手術 63
件、股関節手術 99 件、膝関節手術 63 件（うちコ

ンピューターナビゲーション手術 19 件）、肩関節

手術 12 件、手の外科 97 件、脚延長・変形矯正 6
件、骨・軟部腫瘍 71 件、外傷 90 件などであった。 

特色ある治療法としては、三次元画像表示によ

るナビゲーションシステムを用いた脊椎・関節手

術、棘突起縦割法脊柱管拡大術、棘突起還納型腰

椎椎弓形成術、創外固定器による四肢変形の矯正、

変形性股関節症に対する寛骨臼回転骨切り術、膝

十字靭帯損傷の内視鏡的修復、高度な関節破壊を

きたした関節リウマチ患者に対する人工関節置

換術などを行なっている。また、研究から発展し

た臨床応用として、新しい人工股関節の治験を開

始している。一方、検査法としては、3 次元 CT
および 3 次元造型モデルを用いた術前手術計画

を行っている。このうち、脊椎と膝関節のナビゲ

ーション手術と、股関節疾患の診断ならびに術前

計画は先進医療の認可を受けている。 
 

研 究 

最先端の生物学的および工学的手法を駆使し

て、各種運動器疾患の病態解明および治療におけ

る世界的な業績をあげている。特に、骨・軟骨の

分子生物学的研究では、世界をリードする存在と

なっている。基礎的研究は南研究棟を中心に行っ

ているが、特に国際的に高い評価を受けている研

究としては、reverse & forward genetics からの

骨軟骨疾患の分子メカニズムの解明、破骨細胞の

分化・アポトーシスシグナルの解明、脊柱靭帯骨

化症の病態解明、関節リウマチの関節破壊の分子

メカニズムの解明、変形性関節症の分子メカニズ

ムの解明、有限要素法を用いた非侵襲的骨強度予

測評価システムの開発、サイトカインによる骨形

成の臨床応用、加齢による骨粗鬆化の分子メカニ

ズムの解明、グリア細胞分化の分子メカニズムな

どがあげられる。 
また、当教室を協力講座とする４つの寄附講座

が設置され、当教室との緊密な協力のもとに研究

を推進している。22 世紀医療センターの 2 講座

では、世界に類を見ない規模の変形性関節症の統

合型データベースの作製、およびそれを用いたゲ

ノム疫学研究を行っている。ティッシュエンジニ

アリング部の１講座では、分子生物学的手法を駆

使した骨・軟骨再生医療を行っている。また、医

学系研究科の１講座では、関節機能の先端的な再

建法を目ざし、工学系研究科と協力して、長寿命

型人工関節の開発などを行っている。この他、疾

患生命工学センターおよび医工連携部との共同

研究として、「インテリジェント型人工ウイルス

を用いた遺伝子導入による関節疾患治療の研究」

も行なっている。 
学外の施設においても、国内外の複数の一流研

究施設に大学院生を研究生として派遣しており、

頻繁に学術的交流を行っている。 
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沿革と組織の概要 

1871 年（明治 4 年）8 月、プロシアよりレオ

ポルド・ミュルレル（外科）、テオドール・ホフ

マン（内科）が着任。ミュルレルが眼科学を兼任

したことにより東大眼科開講となる。以来、梅錦

之丞、河本重次郎、石原忍、庄司義治、中島實、

萩原朗、鹿野信一、三島済一、増田寛次郎、新家

眞 現教授らが東京大学眼科学教室の教授を歴任

してきた。東京大学眼科学教室は臨床科として眼

科学講座,附属病院角膜移植部からなり,その構成

は教授 1,准教授 2, 講師 4, 助教 13, 医員 10, 
技官 1, 大学院生 7, 留学生 4, 非常勤講師 9
である.外来は外来診療棟 3 階,病棟は入院棟Ａ7
階,医局は第一研究棟 2 階にある. 
 
診 療 

一般外来（月～金曜）および専門外来（角膜,
緑内障 ,ぶどう膜 ,網膜 ,斜視外来 ,糖尿病 ,神経眼

科）が特定の曜日に行われている. 一般外来は

紹介状の有無に関わらず来院患者のすべてを対

象とし,専門外来は専門的検査・治療を要する症

例を対象に一般外来と重複する症歴を作成し診

察を行っている.従って全ての症例が一般外来で

の治療経過の把握が可能である一方, 病院病歴

の書き換え期間を超える長期経過例については

専門外来病歴（専門外来管理）により容易に把握

することが可能となっている.外来手術は水曜日

を定時手術とし斜視,外眼部疾患を中心に行われ

た.必要に応じて定時以外にも手術を行っている.
平成 1９年度の新来患者数は 3664 名,再来患者数

延べ 75772 名であった. 
病床数は 44 床で平成 19 年度入院患者数は

2065 名,手術件数は 2399 例であった.病棟は月曜

朝助教授回診,木曜朝教授回診,火,金（全日）が定

時手術日となっている.手術症例としては白内障

が最も多く,次いで緑内障,網膜剥離,重症糖尿病

網膜症を中心とする眼底疾患,角膜移植手術とな

っている.症例数及び緊急を要する症例が多く定

時手術枠内での手術は不可能で慢性的に臨時,救
急手術を中央手術室や外来手術室に依頼せざる

を得ない状態となっている. 
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教 育 

卒前教育としてはＭ2 の系統講義（14 単位）,
臨床診断学実習（16 回），PBL(12 回)、Ｍ3 のク

リニカルクラークシップ，Ｍ4 の統合講義(２単

位)，臨床実習（16 週）等を担当している.ベッド

サイド教育の骨子は眼科の特殊性と他科領域と

の関連,老齢化社会に向かっての眼科の役割につ

いて理解を深めることとし,講師にはシニアレジ

デント～スタッフが幅広く担当することとした.
系統講義においては眼科の基礎知識を,臨床講義

にあっては他科領域との問題も含めた代表的な

眼科的疾患をスライド,ビデオを用いて行ってい

る.卒後教育としては従来からの伝統として医局

員（入局 4 年以内）は患者中心主義（同一患者は

外来,入院を問わず同一医師が担当する）により

疾患の病態像の理解を深めることを基礎として

いる.新入医局員に対しては 6,7 月の 2 か月間,一
般医局員に対しては 10 月から 3 月までの 6 か月

間夕方,教室内外の同窓先輩等を講師に依頼し,ク
ルグスを実施した. 

毎週水曜日,午前 8 時～9 時クリニカルカンフ

ァレンスを行っている.教室外から 1 回 1～2 名の

講師を依頼し例年行う茶話会（日本眼科学会専門

医制講習会認定）も本年度は 8 回主催し.卒後教

育の充実,教室内外との交流をはかった.研修期間

内における研修の補足,充実をはかっている. 
 

研 究 

研究は専門外来を基盤として研究内容（角膜,
緑内障,ぶどう膜,神経眼科,網膜等）の他,形態,薬
理,生理,分子生物学,免疫学的方法による研究,ま
た非侵襲的検査,研究方法の開発がなされている.
その主なものは 
1) レーザースペックルによる虹彩,眼底血流動

態解析法の開発 
2) 低眼圧緑内障の病態研究 
3) 房水動態の解析と薬理 

4) 緑内障に対する薬物効果の検討 
5) 緑内障（特に正常眼圧緑内障) 早期診断法 ,臨

床病態像の解明 
6) ティッシュ・エンジニアリングによるバイオ

再生角膜作成 
7) 角膜形状の臨床的解析 
8) 角膜移植術への遺伝子導入法の応用 
9) 新しいマイボグラフィーを用いたマイボーム

腺関連疾患の解析 
10) エキシマレーザー屈折矯正手術,その臨床及

び基礎研究 
11) 網膜変性疾患の分子遺伝学的研究 
12) 色覚異常と視機能との関係 
13) 薬物の網膜に対する影響について電気生理学

的検討 
14) 眼内レンズと生体適合性・眼内レンズ手術の

改良 
15) 原田病,ベーチェット病の免疫遺伝学的検討 
16) ベーチェット病における免疫抑制剤の効果・

免疫学的発病機序 
17) 糖尿病網膜症の臨床病態像および分子生物学

的アプローチによる検討 
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沿革と組織の概要 

耳鼻咽喉科学教室の現在の構成員数は教授 1，

准教授 2，講師 3，助教 10，医員 3，研修医 8，

大学院生 8 である。外来は新外来棟 3 階，病室は

新病棟 10 階北ウィング，医局と研究室は南研究

棟 2 階と旧外科病棟 5 階にある。脳神経医学専攻

の認知言語学講座の第 4 部門として協力講座の

感覚運動神経科学分野を持ち，助手 2 と大学院博

士課程の学生１の計３名が所属している。3 号館

に無響室，南研究棟 1 階に研究室を持つ。 
 
診 療 

月曜日から金曜日まで一般および専門外来を

行っている。専門外来には，腫瘍，難聴，中耳炎，

小児難聴、人工内耳、めまい，顔面神経，鼻，音

声言語，気管食道，ABR，補聴器の外来がある。 
病棟は新病棟 10 階北ウィングにあり，病床数

は 44，手術は毎週月曜日 2 列，水曜日中手３列，

金曜日中手２列で行われる。耳手術は月・金，腫

瘍は月・水，鼻副鼻腔は水，音声，気食は金曜日

である。 

入院患者の診療は，手術は各専門コースの責任

者のもとに研修医と医員が受け持ち，シニアの助

手が担当している。毎週火曜日夕方に術前検討会、

木曜日早朝に手術報告会，火曜日午前の助教授回

診，木曜日午前に教授回診が行われている。入院

患者の内訳は，中耳疾患，人工内耳，頭頸部悪性

腫瘍，鼻副鼻腔疾患，咽頭，扁桃疾患，音声･障

害，喉頭疾患，気管・食道などの手術症例が大部

分を占めるが，悪性腫瘍の放射線・化学療法や急

性の難聴やめまいの保存的治療例も含まれる。当

領域の患者の特色は，生命的予後と機能的予後の

両面の配慮を要することにあり，診療に当たって

は特にヒューマンなコミュニケーションを重視

している。人工内耳手術は成人よりも小児が多く

なり，すでに 150 例を越えた。 
 

教 育 

卒前教育では、M2 の系統講義、M2～４の基礎

統合講義、M4 の臨床統合講義、M3 の Clinical 
clerkship、M4 の臨床実習（BSL）を担当してい

る。現在，系統講義は 11 コマで，耳科学，聴覚
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医学，平衡神経科学，鼻科学，口腔・咽頭科学，

喉頭科学，音声言語医学，気管食道科学，頭頸部

腫瘍外科学について行っている。M4 の臨床統合

講義、M４の臨床統合講義では人工内耳，頭蓋底

外科，音声外科などについて実施した。臨床学習

の BSL は実質 7 日間，M4 に対し 1 班 6 名のグ

ループごとに外来実習，病棟実習，手術見学，セ

ミナー，教授・准教授によるカンファランスなど，

いきいきとした内容で行われている。他に M1－

M2 の特別実習であるフリークォーター，研究室

配属では耳鼻咽喉科学は人気があり，聴覚の進化

を中心に各 2 名の教育を行っている。M3 のクリ

ニカルクラークシップでは毎月 3 名の参加があ

り研修医に近い臨床実習を行っている。 
初期臨床研究教育では，スーパーローテーと制

度により１年目に 1.5 ヶ月，2 年目に 3 ヶ月～8
ヶ月研修医が来る。平成 19 年度は 1 年目 11 名，

2 年目 2 名が耳鼻科研修を選択した。専門教育は

専門コース制度をとって行っている。耳，腫瘍，

気管食道，外来と 4 つのコースに分け厳しい教育

を行っている。また，火曜日早朝の抄読会，木曜

早朝の手術報告会，夕方の医局集談会，各コー

ス・専門外来・研究グループごとのカンファラン

スや抄読会を行っている。 
 

研 究 

耳鼻咽喉科領域，細胞生理，誘発電位，超微細

形態，側頭骨病理，分子生物学，腫瘍，組織培養，

発生と発達，成長，加齢，認知科学，言語，EMG
等の研究グループがあり，さらに工学部、農学部、

代謝生理化学講座、認知言語講座，医科学研究所

粘膜炎症免疫学分野にも協力を願って，形態学・

生理学・分子生物学などの各種の基礎的研究を行

っている。関連領域との共同研究を重視している。

さらに，各専門コース・専門外来においては，臨

床から着想を得た基礎的研究を行っている。以下

に主な研究テーマを挙げる。 

1） 中耳・内耳の形態と病理 
2） 難聴のモデル動物の作成と治療・予防法の開

発 
3） 内耳有毛細胞の再生誘導 
4） 内耳内遺伝子導入法、タンパク導入法の開発 
5） 先天性難聴児・人工内耳施行児の聴覚言語発

達 
6） 聴覚皮質障害と言語音および音楽認知の

MEG による研究 
7） Binaural hearing による音源定位と音像定

位能力を用いた研究 
8） 脳磁図，聴覚誘発電位による聴皮質の研究 
9） 前庭誘発筋原電位の起源の解明と応用 
10） 内耳奇形症例における平衡の発達 
11） 単離前庭感覚細胞のパッチクランプによる

研究 
12）顔面神経麻痺の電気生理学的予後研究 
13）嗅上皮の発生と発達 
14） 嗅覚障害の発症機序と治療 
15） 鼻アレルギーモデル動物作成と評価システ

ムの構築 
16） 内視鏡的副鼻腔手術の研究および嗅覚障害

の診断・治療 
17)  NALT と粘膜免疫機構の解明 
18)  IgA 腎症に対する扁桃摘出の効果 
19）嚥下障害の手術療法の開発と嚥下圧筋電図モ

ニターによる生理学的研究 
20) 音声障害の解析と治療法の開発 
21）頭頸部悪性腫瘍に対する頭蓋底外科手術の改

良と開発 
21）細胞接着因子と頭頚部癌発癌の関与 
22) アルコール摂取と咽頭癌の発癌の間径 
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沿革と組織の概要 

リハビリテーション医学分野が外科学専攻の

中に設置されたのは 2001 年 4 月である。東大病

院では、全国の大学病院に先駆けて中央診療施設

の 1 部門としてリハビリテーション部が 1963 年

に開設された。しかし、文部科学省が認める名称

は理学療法部であった。理学療法の歴史は古く、

東京大学でも整形外科や物療内科において、約

100 年前から手がけられてきた。後者は 1926 年

に設置され、かつての英文名称は物理療法そのも

の(Department of Physical Therapy)であり、主

として、関節リウマチなどの骨関節疾患あるいは

運動器疾患が対象であった。しかし、リハビリテ

ーション医の専門性が誕生した背景は、近代医学

の展開により救命技術が劇的に進歩したことに

ある。 
脳卒中、外傷性脳損傷、脊髄損傷などの肢体不

自由だけでなく、心筋梗塞や慢性閉塞性肺疾患な

どの内部臓器の障害を有する人々の早期退院と

社会統合を支援、促進するためには、包括的介入

とチームアプローチが必要である。したがって、

リハビリテーション科は疾患特異性の診療科で

はなく、日常生活活動を制限する障害を標的とし

た横断的な診療科である。チームを構成する各種

医療職（コメディカル）の養成と発展も必要であ

るが、わが国では未だ遅れが目立つ。 
2001 年にリハビリテーション医学が設置され

たとき、人員配置は配慮されなかったため、スタ

ッフは教授 1 名のみである。 大学院学生は 2001
年 4 月から受け入れ、2006 年までに 9 名が入学

し、3 名が学位を取得して卒業した。しかし、教

員スタッフが配置されないだけでなく、研究室も

配備されていないので、研究は学内外の関連施設

の協力により遂行してきた。 
医師スタッフは充足されていないこともあり、

リハビリテーション科は未だ病棟を運営してい

ない。診療活動は中央診療施設のリハビリテーシ

ョン部と一体であり、教育と研究に関しても同様

である。 
 
診 療 

2006 年 11 月にリハビリテーション部は旧中央

診療棟 2 階から新中央診療棟 6 階に移転した。病

棟からのアクセスも改善し、新しい建物の中での

診療が軌道に乗っている。 
リハビリテーション部は中央診療部として活

動し、原則として入院患者を対象としているが、

一部患者については退院後も外来で治療を継続

したり、経過の追跡をしたりする。また、紹介外

来患者の診療も行う。東大病院は、1996 年度よ

りリハビリテーション診療総合承認施設に指定

され、保険診療を行ってきた。2006 年 4 月にリ

ハビリテーションに関わる保険診療システムは

大きく変わり、疾患別リハビリテーションの体制

となった。この中で東大病院リハビリテーション

部は、脳血管疾患等リハビリテーション料、運動
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器リハビリテーション料、呼吸器リハビリテーシ

ョン料の施設基準認可を受け、更に 2007 年 11
月には循環器内科・心臓外科等の協力により心大

血管疾患リハビリテーション料の施設基準認可

が追加され、理学療法および作業療法を行ってい

る。 
年間の新患数はおよそ 1,000 人で、入院患者の

約 15％に相当する 150 人程度を常時担当し、リ

ハビリテーション治療を行っている。外来通院で

の訓練対象は 1 日約 15 人である。入院患者への

サービスのニーズ拡大に対応することを優先す

るため、外来通院患者数の比率は減少傾向にある。

臨床各科からの依頼に応じて入院患者の診療を

行うのが主であり、ほぼ全科から依頼がある。診

療件数の多い主な診療科は、整形外科、精神科、

神経内科、脳神経外科、小児科などである。 
近年の東大病院の対象患者の特徴は、重症疾患

が多く、安静臥床による運動障害が目立つことで

ある。悪性腫瘍を有する患者も増加し、全体の約

20％に達している。肢体不自由だけでなく、呼

吸・循環など全身の医学的管理と運動量コントロ

ールを必要とする例が大半を占める。訓練開始時

にはリハビリテーション部の訓練室まで来られ

ない患者も多く、各セラピストが病棟に出張して

訓練する例が増加している。毎週木曜の午前中に、

その前 1 週間の入院新患患者の回診を教授以下

の医師により行っている。 
精神疾患のリハビリテーションについては、作

業療法士 2 名が専門的に担当している。精神科作

業療法室は主として入院患者の治療を分担して

いる。また、精神科デイホスピタルは精神科より

移籍した医師を中心に、精神科の医師スタッフ等

と連携して外来でのデイケアを施行している。デ

イケアでは主として統合失調症を有する人々が

約 40 名登録されている。彼らはメンバーと呼ば

れ、月曜から金曜まで来院し、さまざまな活動に

参加している。 

鍼灸は東洋の伝統的治療手技であり、東大病院

でも過去数十年来にわたり実施してきた。2005
年 4 月からは自由診療として外来診療を行って

いる。 
この他、2006 年度には東大病院として、他の

診療科に所属していた言語聴覚士、視能訓練士を

リハビリテーション部へ所属変更する方針が示

され、徐々にその作業が進んだ。これにより今後

より包括的なリハビリテーション医療を提供で

きるようになると考える。 
 

教 育 

卒前教育はＭ２への系統講義、Ｍ３の臨床実習、

そしてＭ３とＭ４に対する統合講義を行ってい

る。系統講義は、リハ医学総論と福祉制度、義肢・

装具、代表的疾患としての脳血管障害、神経筋疾

患、骨関節疾患、脊髄損傷・二分脊椎、脳性麻痺

のリハビリテーションをテーマとして年間 7 単

位行っている。臨床実習は各グループに対して水

曜から金曜までの 3 日間行っている。この必修の

臨床実習に加えて、数名の希望者に対して専門病

床を有する外部機関(国立身体障害者リハビリテ

ーション・センター、国立療養所東京病院、東京

都リハビリテーション病院、荏原病院)の協力に

より、4 週間のクリニカルクラークシップを実施

している。さらに、コメディカルの学生教育とし

て、年間 20 名以上の長期臨床実習生を受け入れ

指導を行っている。 
医師卒後臨床教育としては、全国に先駆けてリ

ハビリテーション部を発足させた当時は他大学

からの研修希望者を多く受け入れていたが、近年

は私学を中心として他大学にリハビリテーショ

ン医学講座が増えてきたこともあり、入局者は以

前に比べ少ない。初期研修は、卒後初期 2 年間の

臨床研修義務化に伴い、2 年目のローテート研修

医数名を受け入れ指導している。後期研修希望者

に対しては、いくつかの協力施設との連携により
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研修プログラムを設定し、臨床医として学会専門

医の取得を目標とした教育を行っている。 
2001 年度に、大学院にリハビリテーション医

学分野が設置されたことから、正式に大学院生を

受け入れている。2006 年にはリハビリテーショ

ン医学に初めて研究室が設置され、大学院生に対

する教育体制を整えつつある。 
 

研 究 

リハビリテーションが新中央診療棟２に移転

するとともに、研究室の設置が初めて認められた

こともあり、リハビリテーション部としての研究

体制は整いつつある。特に今までも利用していた

動作解析システムが一部更新され、運動器の障害

に対する研究を中心に発展させていく予定であ

る。また、リハビリテーションという多くの分野

にまたがる医学・医療の特長を生かして、病院内

の他診療科、東大の他学部、外部の各種機関との

共同研究を進めている。以下に、2007 年現在進

行中、あるいは開始予定の研究を幾つか挙げる。 
１） 3 次元動作解析を用いた下肢関節疾患患者

の歩行に関する研究 
２） 人・機械・相互適応システムを用いた運動補

助の評価に関する研究 
３）振動刺激が体に及ぼす影響に関する研究 
４） 立位バランスの評価と外部刺激による影響

に関する研究 
５） 肢体不自由者（児）の日常生活における動作

およびエネルギー消費に関する研究 
６） 二分脊椎症乳児における非侵襲的下肢運動

機能評価法に関する研究 
７） 高齢者の介護予防運動に関する研究 
８） 骨系統疾患患者の障害に関する研究 
９） 物理療法による鎮痛・知覚閾値の変化に関す

る研究 
10） 高次脳機能障害の評価に関する研究 
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沿革と組織の概要 

麻酔学教室の 2008 年 6 月 20 日現在の構成員

は教授山田芳嗣、准教授西山友貴、講師折井亮、

張京浩、小松孝美、鈴木聡、特任講師（病院）関

山裕詩、小川真、助教伊藤伸子、齋藤勇一郎他

15 名、医員佐野恵理香他 3 名、大学院生 3 名で

ある。外来は外来棟 2 階、病棟は A 棟 6 階北、

医局と研究室は東研究棟にある。 
以下に当教室の診療、教育、研究の現状につい

て述べる。 
 
診 療 

大きく分けて手術室での麻酔業務と、外来およ

び病棟でのペインクリニック業務がある。 
手術患者の麻酔業務は、術前・術中・術後管理

を含めた診療になる。月曜から金曜までの定時手

術の麻酔と、週間を通した救急手術の麻酔に対応

している。その他、主として手術室内で発生した

緊急事態にも対処している。近年、poor risk 患

者や老年患者の手術数が増加している。また、長

時間手術（8 時間以上）の症例も著増しており、

全体の約 2 割（全手術数約 8000 症例／年）にも

達している。平成 19 年 1 月より、新中央診療棟

二期棟手術室も使用されるようになり、手術の列

数が増加した。 
月曜日～金曜日まで痛みセンター（ペインクリ

ニック）外来を行っている。各種疼痛疾患患者（他

科入院患者を含む）を対象に神経ブロックを中心

とした診療と共に術前患者のコンサルトを行っ

ている。 
2007 年度 4 月から 2008 年 4 月までの外来患

者数はおよそ 1 万名であった。そのうち、新来患

者は 440 名である。現在の病床数は 3 床である。

麻酔科入院患者は約 60 名であり、他科入院患者

の疼痛管理は、約 720 名であった。また、術前コ

ンサルト数は約 950 名であった。 
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教 育 

卒前教育では、M2 の系統講義、M4 の臨床統

合講義とベッドサイド教育を担当している。今年

度の系統講義は、麻酔の歴史と概論、麻酔の機序、

吸入麻酔、静脈麻酔、麻酔と呼吸、麻酔と循環、

体液バランス、酸塩基平衡、麻酔と筋弛緩薬、患

者管理、モニター、蘇生法、ペインクリニック、

痛みの病態と治療、呼吸と循環のモデルをとりあ

げた。ベッドサイド教育の内容は、①手術麻酔実

習、②ペインクリニック実習、③クルズスで構成

されている。手術麻酔実習では、術前診察・麻酔

管理法の立案・手術麻酔管理に参画することで、

周術期の生体管理に必要な診察・検査手技ならび

に生理学・薬理学の知識に関して、臨床の現場で

学習することを目的としている。ペインクリニッ

ク実習では、様々な難治性疼痛の成因ならびに神

経ブロック療法を中心とした鎮痛方法に関して

理解を深めることを目的としている。クルズスの

内容としては、麻酔学総論・気道確保および気管

挿管・中心静脈穿刺・脊髄くも膜下麻酔・ペイン

クリニックの５項目を取り上げ、麻酔科医が担う

医療において必要とされる基本的知識の修得を

目標としている。なお、気管挿管・中心静脈穿刺・

脊髄くも膜下麻酔に関してはシミュレーターを

用いた実技実習も行っている。ベッドサイド教育

の総括として、手術麻酔症例に関するレポートと

麻酔薬・循環作動薬に関するレポートを提出させ

るとともに、それらの内容に関する発表と討論を

行っている。 
卒後教育では、3 ヶ月ごとに研修義務化による

研修医を受け入れて、麻酔管理を含む、術前・術

中・術後管理のトレーニングを行っている。救急・

蘇生の基本的技術と知識の修得には役立っている

ものと思われる。年間 50 名程度の研修医の卒後教

育を行っている。研修期間中にでも、意欲のある

研修医には、社）日本麻酔科学会地方会程度の学

会で発表や論文投稿させるように配慮している。 

研 究 

当研究室には、大きく 7 つの研究グループがあ

り、呼吸、循環、疼痛機構、免疫、ショックなど

の臨床ならびに基礎的研究を行っている。 
以下研究テーマの主なものを列挙してみる。 

1) 急性肺障害におけるサイトカインシグナル

の役割 
2) 呼吸不全患者における至適換気モードの検

討 
3) 麻酔薬による免疫機能の修飾 
4) 敗血症及び虚血—再灌流傷害における細胞

障害機構 
5) ショックの病態の解明 
6) マウス下肢虚血再灌流後臓器障害の脂質受

容体による制御機構 
7) 痛覚過敏病態形成における脂質シグナル分

子の解明 
8) α２アゴニストの抗痛覚過敏効果と止痒効

果の検討 
9) 炎症によって惹起される神経因性疼痛の成

立における脊髄グリア細胞の役割 
10) 脊髄鎮痛機構 
11) 末梢性及び中枢性掻痒メカニズムの検討 
12) 慢性疼痛患者でのブブレノルフィン舌下錠

の dose-escalation の検討 
13) 麻酔中の脳波解析 
14) 新しい挿管器具の開発と評価 
15) 心臓手術と中枢神経障害の検討 
16) 地球温暖化防止のための余剰麻酔薬処理シ

ステムの開発と評価 
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沿革と組織の概要 

昭和 36 年 2 月、東大病院を訪れる救急患者に

対応するため、中央手術室の管理下に外科病棟 1
階に救急処置室が設置され、救急患者、時間外受

診患者の診療が全てここで行なわれるようにな

った。この救急処置室は昭和 38 年 4 月、中央手

術部から離れて救急部として独立した中央診療

施設の一つとなり、当時導入された救急告示病院

制度に本院も参画した。昭和 52 年 4 月には所謂

11 人セットと呼ばれる予算配置が講じられ、医

師、看護婦を含む 11 人の予算が救急部についた。

昭和 50 年代に入って、厚生省による救急医療制

度の見直しが行なわれるようになり、当院でもこ

れに呼応し、地域三次救急応需を企画して、外科

病棟 3 階に重症患者室の整備を開始、続いて昭和

56 年 1 月から専業方式の診療を開始した。以来、

当部は東京都の三次救急医療ネットワーク、熱傷

ネットワークの指定施設となっている。 
平成 2 年 4 月には国立大学では 2 番目の救急医

学講座が新設され、平成 3 年 4 月初代教授が着任

し、救急部長を兼任することとなった。これを機

に救急医学の診療、研究、教育が実質的に開始さ

れた。卒前教育では M２に系統講義と BLS、M

４に臨床講義と ACLS 及び救急車同乗実習を行

なっている。卒後教育では、各科からの研修医を

受け入れ、救急医学、集中治療医学の短期教育を

行ない、臨床医に不可欠な救急患者診療及び重症

患者管理の初歩を修得させている。 
救急診療に関しては、平成 3 年 10 月の病院科

長会議において東大病院が地域救急要請にコミ

ットすることが確認され、一次から三次までの救

急患者を積極的に受け入れるようになった。その

後、救急用 CT の整備、放射線部、臨床検査部、

輸血部などの救急医療を支える組織の体制作り、

また夜間緊急入院手続きの簡略化、各科当直医の

意識の変化などが大きく寄与し、救急部受診患者

は毎年増加している。地域の救急患者の初診、各

科の再診患者は各科の当直医が、東京都の救急医

療ネットワークから依頼される三次救急患者と

所属科を問わず救急外来で急変した救急患者に

は当救急部の医師が対応している。 
平成 3 年以来、救急部は院外からの三次救急患

者のみならず、各科に収容できない救急患者、院

内で発生した集中治療を要する重症患者も、ベッ

ドの余裕がある限り積極的に受け入れてきた。特

定機能病院指定に当たり、小児術後集中治療部か
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ら集中治療部に名称の訓令改正が行なわれ、救急

部内に集中治療部が併設されることになり、平成

5 年 5 月には救急部病床の内 4 床が特定集中治療

病床として認可され稼働を開始した。この後は、

院内の重症患者の入室が大幅に増加した。 
平成 13 年 9 月に新病棟が開設され、救急医学

講座の業務が ICU・CCU14 床、外科系 HCU36
床の管理運営へと大幅に拡張されたことに伴い、

集中治療部に助手 7 名が配置された。その後一次

二次まで含めた救急外来運営や病院全体の病床

管理へと業務を拡張しており、救急外来患者数も

急増している。 
 
診 療 

救急医学講座が担当している診療業務は、（1）

救急診療、（2）集中治療、（3）病床管理、（4）危

機管理、の 4 つに大別される。 
（1）救急診療 

救急診療としては、院外からの三次救急患者の

みならず、一次・二次救急患者であっても、全身

状態や意識状態などから必要とみなされた場合、

常時対応している。平成 19 年の救急外来受診患

者数は、総数約 17,000 件、うち救急車約 6,000
件であった。 

平成 18 年 11 月に完成した新救急外来は、旧施

設の約 4 倍の面積を有し、一般診察室 5、特殊診

察室 4（歯科、耳鼻咽喉科、眼科、産婦人科）、

初療室 2、手術室 1、観察ベッド 11 などが設置さ

れた。 
（2）集中治療 

集中治療としては、ARDS 等の重症呼吸不全・

敗血症・多臓器不全･ショック等の重症患者、高

侵襲の術後患者、救急外来から搬入された三次救

急患者の管理・治療などを主な業務とし、内科・

循環器科・整形外科・外科・脳外科・麻酔科など

それぞれの専門性を有するスタッフが治療にあ

たる Semi-closed ICU の形をとる。また最新のエ

ビデンスに立脚した治療を重視している。平成

19 年度の集中治療部入室患者数は約 1,000 名で

あった。 
平成 19 年には、これまでの集中治療室(ICU・

CCU)16 床に増床し、術後管理・重傷急性期離脱

後管理を中心とした第 2 ICU 24 床と救急外来か

らの夜間入院患者管理を中心とした救急病棟 10
床が新設された。 
（3）病床管理 

東大病院には重傷度に応じて、第 1 ICU、第 2 
ICU、一般病棟の 3 段階の病棟がある。急性期病

院としての機能を最大限活用するためには、院外

からの患者受け入れ、重傷度に応じた入院床の決

定、急性期離脱後の速やかな転床・転院を推進す

る必要がある。これを可能にするために、第 2 
ICU が中心となって病院全体の病床管理を行な

っている。 
（4）危機管理 

危機管理は大きく院内と院外に分けられる。院

内危機管理としては、院内で急変が起きた時に発

令されるコードブルーへの対応を始めとして、24
時間 365 日院内で起きる患者状態変化に対応し

ている。院外危機管理としては、東大病院は災害

拠点病院であると共に、災害派遣医療チーム

（DMAT）の依頼を受け、災害時の患者受け入れ

や医療チーム派遣に向けて、院内の災害対策マニ

ュアルの抜本的な改訂、災害医療に関するＥラー

ニングやシミュレーショントリアージ実技訓練、

入院棟・外来棟防災訓練、救急外来外部傷病者受

け入れ訓練などが進行中である。また、新救急外

来の廊下には災害時に多数の傷病者を受け入れ

るための、酸素および吸引設備をあらかじめ設置

してある。 
 

教 育 

M2 への系統講義では、救急医療の最前線の様

子、外傷初療、災害医療などの救急分野に関わる
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最新の知見を講義し紹介する。さらに院内の災害

訓練に参加する事により、より実践的な経験を積

む。臨床実習ではシミュレーターによる心肺蘇生

法（BLS）の習得を行なっている。 
M3 ではクリニカルクラークシップを受け入れ、

救急部スタッフと一体となり救急外来や救急病

床での実際の診療への参加および第 1ICU や第

2ICU での入院患者の診療を経験する。またクリ

ニカルクラークシップ参加者には日本救急医学

会認定 ACLS 基礎(ICLS)プロバイダ−コースを開

催し、合格者には ICLS プロバイダ−コース終了

証を授与している。 
M4 では臨床統合講議において、重症救急患者

の診断と治療「ショック、意識障害、外傷、中毒、

感染症、熱傷、体温異常、痙攣など」についてケ

ーススタディ−を提示し活発な議論を展開し、ま

た脳死、災害医療などの最近のトピックにも言及

する。また臨床実習においては、全員が ACLS
を習得した上で丸１日の救急車同乗実習でプレ

ホスピタルの現場を経験し救急医療の最前線を

体験させている。また、東大病院救急集中治療部

のみならず、都立墨東病院救命救急センター、公

立昭和病院救急部、さいたま赤十字病院救命救急

センターなどの救急医療の現場でスタッフと共

に２日半行動を共にし、救急医療の現場を実習す

る。 
平成 16 年度から卒後臨床研修が必修化されて、

全ての研修医が救急部門の研修を受けることが

義務付けられた。厚生労働省の研修指針に則り、

救急外来における一次から三次まで包括した総

合診療的救急医療を学習・実践している。また心

肺停止症例に対し、その適切な科学的な対処法に

ついて、日本救急医学会認定 ACLS 基礎(ICLS)
プロバイダ−コースを救急部配属期間中に開催し

全ての研修医に正しい心肺蘇生法を習得させ、実

際の救急現場で実践できるよう指導している。 
また初期臨床研修医を集中治療業務にも配属

し、病態生理や内科学的な観点から集中治療につ

いて理解できるように教育を行なっている。 
平成 18 年度から後期臨床研修が開始となり、

外傷初療や、多臓器不全やショック、各臓器不全

に対する機械的補助など、応用的な危機管理医学

について初期臨床研修医の指導的立場にたてる

教育を行なっている。 
災害危機管理については、研修医向けに英国か

ら 世 界 に 広 ま り つ つ あ る MIMMS （ Major 
Incident Medical Management and Support）
に基づいた講義やトリアージ訓練、無線機を使用

した災害時の情報伝達訓練などを行っている。ま

た本院に勤務する全ての職種を対象に災害時の

医療対応に関する E ラーンイングを実施し、また

病棟看護師、初期臨床研修医、各科の指導医希望

者を対象にセミナーおよびトリア−ジの実技訓練

を開催している。 
 

研 究 

基礎実験としては、電解活性水の臨床応用への

基礎研究、救急医療用 MRI システムの基礎研究、

動画像伝送を用いた病院前救護システムの構築、

心臓マイクロダイアリシス法による心筋局所の

交感神経活動の評価、心室スパイラルエントリー

の成立機構の研究等を継続的に行なっている。 
臨床実験としては、薬剤部、検査部、感染症内

科と研究協力を行ない、血漿分画製剤中に含まれ

るβ-D グルカンの体内動態についての疾患によ

る検討を行なっている。また血液浄化部との研究

協力で、CHDF 膜による色々な薬剤の排泄率の

in vivo、in vitro での比較研究が現在進行中であ

る。 
 
 

出版物等 
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and association with hyperglycemia as tool 
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沿革と組織の概要 

当教室の平成 19 年度における構成員は、教授

１、講師１、助教２、学部非常勤講師６、大学院

非常勤講師３、大学院博士課程 4、大学院修士課

程 8 である。 
この分野が対象とする領域は、看護の原理や理

論などの概念枠組みをはじめ、対象の理解や技術

の適用に必要な具体的方法論などである。さらに、

看護師が質の高いケアを効率的に提供すること

ができる組織や体制、管理・経営、および政策に

関する問題についても幅広く取り組んでいる。 
 

教 育 

（１）学部教育 
健康科学・看護学科全体の必修科目では、3 年

生を対象とした、救急処置（講義・演習：1 単位）

を開講している。講義と学内演習により、救急シ

ステム、First Aid、心肺蘇生法について学ぶ。 
看護学コースにおける必修科目としては、3 年

生では、基礎看護学Ⅰ（講義：2 単位）で看護の

概念、実際、体制、制度、教育、理論、研究、歴

史、展望などについて学び、基礎看護学Ⅱ（講義：

2 単位）で対象の理解に必要な看護過程、発達課

題、コミュニケーション、アセスメント、ケアの

あり方などを学ぶ。基礎看護学Ⅲ（講義：4 単位）

では、実際に看護を行う上で基本となる技術を講

義および学内演習で学び、基礎看護学実習（実

習：2 単位）で 1 人の患者を 1 週間受け持ち、以

上のことについての理解を深める。4 年生では、

看護管理学（講義・実習：2 単位）で、看護制度、

ケア提供システム、看護組織、体制、業務につい

て、その現状と展望を学ぶ。 
（２）大学院教育（修士課程） 

看護管理学特論Ⅰ（2 単位）では、国内外の看

護をめぐる社会・経済的動向、課題などについて

学び、看護管理学特論Ⅱ（2 単位）では、その課

題解決の方策を検討する。 
看護体系・機能学特論Ⅰ（２単位）では、病棟

の組織風土に関する文献を輪読し、病棟看護単位

のチームとしてのコンピテンシーについてディ

スカッションを通して学び、看護体系・機能学特

論Ⅱ（2 単位）では、組織診断についてのテキス

トを輪読し、病院の経営環境変化が病棟看護師に

与える影響、および、変化への適応について、講

義、ディスカッションを通して学ぶ 
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研 究 

看護研究は、人間の健康生活の中から生じる各

種問題を解決しようとする視点から出発する。し

たがって、研究方法としては、自然科学的方法の

みならず、社会科学的・人文科学的方法の双方の

アプローチが必要となる。 
当講座の研究分野はおおむね次の 5 領域から

なる。 
（１）看護の質に関する研究 

医療制度改革が行われる中、看護の役割が従前

にも増して重視されるようになり、看護ケアの効

果を明らかにし、ケアの質を保証・改善するシス

テムを構築する必要がある。具体的な研究課題と

しては、看護の質の評価と改善、看護の成果管理

などに関する研究を行っている。 
 

（２）マネジメント方法に関する研究 
安全管理、リスクマネジメントの方法に関する

研究といった病院レベルでのマネジメント方法

についての研究に加え、病棟における患者管理・

クリティカルパス、患者分類システムなどについ

ての研究を行っている。 
 

（３）対象の理解および看護技術に関する研究 
対象の理解と技術の適用に必要な概念や方法

論に関する研究として、対象の心理的・身体的反

応に関する基礎的研究を行っている。たとえば、

患者の安楽を保つ援助方法に関する研究、在宅療

養者の介護者の負担に関する研究などがある。 
 

（４）医療従事者の安全衛生に関する研究 
質の高い医療・看護サービスを提供し続けるた

めには、看護師など医療従事者の安全と健康を保

持することも重要である。職業感染防止、ラテッ

クスアレルギー対策と共に、看護師のストレスや

職務満足に関する研究を行っている。 
 

（５）政策に関する研究 
病院・病棟における看護業務、看護要員の分析、

看護サービスの費用効果に関する研究を通し、看

護および関連政策の検討を行っている。 
 
 

出版物等 

（１） 佐藤鈴子，菅田勝也，阿南みと子：人工呼吸

器を装着した配偶者の在宅介護を行う中高年

女性の睡眠パターン．日本在宅ケア学会誌  
10(2): 43-50, 2007. 

（２） 小澤未緒：NICU と GCU の光環境が早産児

に及ぼす影響に関する文献的考察．日本新生

児看護学会誌 13(3): 6-17, 2007. 
（３） Kobayashi, H., Takemura, Y. & Kanda, K. 

Patients' perception of nursing service in 
Japan: differences amongst degrees of 
dependence on daily living care. 7th 
Conference on Advances in Health Care 
Science Re-search, p30, 2007. 

（４） 佐々木美奈子：米国における患者暴力の実態

と対応．医療安全 4(4): 020-023, 2007. 
（５） 菅田勝也：看護サービスの質改善に活かすベ

ンチマーキング：看護サービスの質とその評

価．EBNURSING 7(1):102-108, 2007. 
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沿革と組織の概要 

家族看護学講座は、平成 4 年度に新設され、平

成 19 年度の構成員は、准教授１、講師 1、非常

勤講師 5、助教 2、技術官 1、大学院博士課程 6、

修士課程 6、客員研究員 9、研究生 3 である。 
 
教 育 

医学部健康科学・看護学科学部学生を対象にし

た教育では、看護学コースの学生を対象に小児看

護学（3 年生は講義１単位、保育所実習 1 単位、

4 年生は講義 1 単位、病棟実習 2 単位）、助産学

コースの学生を対象に助産学Ⅲ（講義 2 単位）、

健康科学コースをあわせた全学生を対象に家族

看護学 2 単位、病態生理免疫学 1 単位を担当し、

全体で講義 7 単位、実習 3 単位の教育を行なって

いる。これに加えて助産学実習の一部も担当して

いる。また、大学院を対象に家族看護学特論 I、
II 各 2 単位と家族看護学演習 I、II、実習 I、II, 各

4 単位計 16 単位を担当している。 
 

研 究 

当教室・分野では、いわゆる健常な家族および

看護や介護を必要とする家族員を抱えた家族に

関して、周産期から高齢期までさまざまな発達段

階にある家族を対象とした研究を行なっている。  
現在進行中のテーマは、 

1） 小児がん経験者の PTSD/晩期合併症に関す

る研究 
2） 産後のメンタルヘルスと育児支援に関する研

究 
3） 精神疾患をもつ人のセルフケアと育児に関す

る研究 
4） 子どものための QOL 尺度開発 
5） 家族の形成期に関する質的研究 
6） 子どもを亡くした家族の喪の過程に関する研

究 
7） 小児がんの子どもの症状マネジメントに関す

る研究 
8） 慢性疾患をもつ子どもの家族・きょうだいの

研究 
 

中でも「周産期のメンタルヘルスと育児支援の

システム構築に関する研究」では、平成 19 年度

の（財）こども未来財団児童関連サービス調査研

究等事業（受託研究）として、全国的な地域の母

子精神保健に関する実態調査と先進的な取り組

み例の把握を行なった。 
また、「小児がん経験者の晩期合併症の実態」
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に関する研究は、平成 16～18 年度文部科学省科

学研究費補助金による研究から引き続き、厚生労

働省がん助成金研究班として、全国の小児がん研

究者や患者・家族支援団体と協力しながら研究を

進めている。 
さらに、家族ケア症例研究会、および家族ケアフ

ォーラムを定期的に開催し、近隣の看護系大学や医

療機関、教職員との連携をもとに家族看護の実践に

関する理解を深め、家族看護学の臨床・研究の質の

向上および家族看護学の確立をめざしている。 
 
 
出版物等 
 
（１） Kamibeppu K, Nishigaki K, Yamashita H, 

Suzumiya H, Yoshida K. Factors associated 
with skills of health visitors in 
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Predictors of sleep-wake rhythm for 
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2007; 16: 1239-1249. 
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沿革と組織の概要 

地域看護学教室は 1992 年に新設講座として発

足し、平成 10 年に地域看護学分野と名称が変更

された。平成 18 年度より、健康科学・看護学専

攻に保健師コース・看護師コースが新設されたこ

とにより、行政看護学分野も兼ねている。当分野

の平成 19 年度の構成員は、教授 1 名、講師 1 名、

助教 3 名、大学院生 20 名(うち修士 15 名、博士

5 名)である。他に研究生 1 名、客員研究員 17 名、

非常勤講師 6 名である。 
 
教 育 

本分野が担当している学部学生に対する教育

内容は以下の通りである。なお、保健師国家試験

受験希望者には全て必修科目である。 
1) 地域看護学(3 年、4 単位) 

地域看護学は地域で生活している個人、家族、

特定集団を対象に、健康増進、疾病の予防と回復、

日常生活や社会生活への適応を図るための支援

方法を探求する学問である。そのための対象論と

方法論について講義する。内容は、地域看護の概

念・機能、地域看護の発展過程、地域看護活動の

対象・場の特性、地域看護診断の方法と地域看護

活動の実際などである。 

2) 在宅看護論 (4 年、2 単位) 
在宅療養者をとりまく社会状況や保健医療福

祉のしくみの理解を踏まえて、在宅療養者の生活

や健康上の問題に対する個別的・家族的アプロー

チの方法、ケアプランの組み方、ケアの提供方法、

ケア・システムなどに関する講義を行う。 
3) 保健指導論(4 年、2 単位) 

地域で生活する人々の健康の保持増進を図る

ための支援技術である、保健指導の方法と実際を

学ぶ。具体的には、個別指導、集団指導、家庭訪

問、健康診査等であり、集団指導実施演習も行う。 
4) 地域看護学実習(4 年、2 単位) 

地域看護活動が展開されている場で実践活動

に参加、もしくは見学することによって、人々の

健康を守るしくみを理解する。また、実習先の活

動を通して地域看護の原則、及び共通する技法な

どを具体的に理解し、将来看護職として幅広く活

動できる基本的能力を養う。具体的には、保健セ

ンター・保健所などでの臨地実習を行なう。 
5)在宅看護学実習(4 年、1 単位) 

地域で生活しながら療養する人々とその家族

を理解し、在宅での看護の基礎を学ぶ。また在宅

で提供する看護を理解し、基礎的技術を身に付け

他職種と協働する中での看護の役割を理解する。
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具体的には、訪問看護ステーションと病院の退院

支援部門で実習を行う。 
 

大学院生に対する教育内容は以下の通りである。 
1) 地域看護学特論Ⅰ (2 単位) 

コミュニティレベルの健康およびその理論・実

践・研究と地域看護活動の方法論の一つである地

域組織活動の理論と応用を学ぶ。 
2) 地域看護学特論Ⅱ(2 単位) 

地域看護学に関する研究の現状と課題、および

地域看護学研究の方法論について学ぶ。 
3) 行政看護学特論Ⅰ(2 単位) 

修士レベルの欧米の教科書を使い、地域看護の

上級実践である地区診断について学ぶ。 
4) 行政看護学特論Ⅱ(2 単位) 

公共政策・地域福祉の専門家からの講義を通じ、

国や自治体の政策形成、自治体の政策立案や制度

の運用・評価方法、保健師の施策化への関わり方

を理解する。 
5)地域看護学演習Ⅰ、Ⅱ、同実習Ⅰ、Ⅱ 

特に、「保健師コース」では、「継続的家庭訪問

実習」「地域診断・活動実習」「地域看護管理実習」

を行っている。 
 
さらに、毎週火曜日の午前には抄読会を行い、

学術論文の抄読や、研究計画・進捗状況の検討を

行っている。また、毎月第 3 金曜日の夕刻には、

教室研究会を行い、地域看護学に関連した学際的

な研究分野の外部講師を招聘し、様々なテーマで

教室研究会を行っている。そのほか、学部学生の

卒業論文、大学院学生の論文指導に個別にあたっ

ている。 
 

研 究 

本分野では、地域で生活する人々を、個別に、

また家族や集団、地域全体としてとらえ、その健

康や QOL の向上をめざした研究を展開している。

また、保健師の技術の抽出と体系化に関する研究

にも重点を置いている。文部科学省科学研究費、

厚生労働科学研究費等のほか、民間の財団からも

助成金を得て研究を実施している。 
 
現在、本分野において進行中の主な研究プロジ

ェクトは以下の通りである。 
1) 保健師の活動モデル、地域看護活動の用語体

系の構築 
地域看護学に関連する用語の標準化を目指し、

地域看護（まずは行政保健師）の活動モデルを開

発することを目的としている。ブレーンストーミ

ングや妥当性の検証を重ね、行政保健師活動を説

明する用語を体系化することにより活動モデル

を開発することを目指している。 
2) 保健師の支援技術の明確化と標準化 

個別指導・施策化などに焦点を当てて、保健師

の支援技術を明確化・標準化することを目指して

いる。具体的には、熟練保健師の面接内容の記

述・分析、支援内容の抽出、既存理論との比較検

討、実態調査、支援に関連する要因探索研究等を

行っている。 
3) 地域ケアシステムの構築と評価 

地域や組織において、新たなサービスやシステ

ムを創出したり、既存のシステムの改善を行うと

ともに、その効果を様々な手法で評価する研究を

実施している。自治体における 24 時間在宅ケア

システム、病院からの退院支援システムなどを、

実践者と密接に協力しながら構築し、その効果を

評価している。また、住民組織活動・組織間ネッ

トワークの推進に向けた研究も行っている。 
特に、24 時間在宅ケアシステム研究において

は、訪問看護ステーションにおけるモデル事業を

通して、24 時間訪問看護サービス体制の構築方

法の明確化と効果の検証を行っている。また、退

院支援研究と連動して、訪問看護必要者の早期発

見に向けたチェックシートの開発・検証に取り組
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んでいる。 
4) 訪問看護活動の拡大と充実 

「特別養護老人ホーム入所者への訪問看護提

供効果に関する研究」、「訪問看護事業の報酬体

系・提供体制のあり方に関する調査研究事業」な

どを通して、看護を提供する場の拡大と充実に向

けた取り組みを行っている。 
5) 退院支援に関する研究 

退院支援とは、患者・家族が療養場所を円滑に

移行できるようにするための、多職種による支援

プロセスであり、その必要性はますます高まって

いる。当教室では、退院支援内容の明確化・標準

化、退院支援のアウトカム指標の開発、病棟看護

師に対する退院支援教育プログラムの開発、退院

支援体制のあり方に関する研究などに取り組ん

でいる。 
6) 子育て支援 

地域保健における母親の育児不安の予防･軽減、

地域および産業保健分野での、就労する母親･父

親の仕事と育児の両立支援に寄与するために研

究を行っている。具体的には、就労女性の家庭と

仕事の両立、共働き世帯での父親の仕事と育児、

子育て支援サービスの利用と育児不安の関係な

どをテーマに取り組んでいる。児童虐待防止に向

けた多職種によるネットワークの構築に関する

研究も行っている。 
7) 疾患や障害とともに生きる人々の健康や QOL
の向上をめざした研究 

様々な疾患や障害とともに生きる人々の健康

や QOL の向上をめざした研究を行っている。具

体的には、心臓疾患術後患者会員のセルフケア能

力とソーシャルサポートに関する研究、入院中の

結核患者の感じていることや病気への受け止め

に関する研究も行っている。 
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沿革と組織の概要 

成人保健・看護学教室は，平成 4 年の保健学科

から健康科学・看護学科への改組に伴う看護学講

座の拡充により，それまでの成人保健学教室の伝

統を引き継いで設けられた，40 数年の歴史を持

つ教室である．平成 9 年の大学院重点化以降，成

人看護学分野とターミナルケア看護学分野とい

う 2 分野構成となり，平成 18 年度からターミナ

ルケア看護学分野は緩和ケア看護分野と名称が

変更になった．また，特に緩和ケア・幹細胞移植

看護についての専門性を高める教育を行う専門

看護師教育コース（がん看護）を平成 20 年度よ

り新設する． 
 
教 育 

学部教育では，成人看護学に関する講義・演

習・実習ならびに成人看護学の基盤となる疾病論

I・II の教育責任を教室として預かっている． 
大学院教育についても 2 分野協力して運営し，

特に，研究の基礎を体験を通して学ぶ博士課程前

期（修士課程）では，両分野の効果的・効率的な

運営を心がけている．大学院生は教室の両分野，

専攻あるいは医学系研究科が提供する研究に関

する種々の講義・演習を踏まえて，各自の興味・

関心を研究疑問として発展させて，あるいは教員

の持っているさまざまなプロジェクトに参加し

て，修士論文や博士論文を作成している．その過

程そのものを看護学の研究者養成教育の一環と

して捉え，特に教室での修士論文・博士論文作成

に関するゼミに力を注いでいる． 
 

研 究 

成人期における看護についてさまざまな視点

から研究に取り組んでいる．ひとつは疾病のコー

スに沿った看護という視点であり，慢性期を中心

として，回復期からターミナルの時期まで，さら

には，遡って発症前の予防段階へも眼を向けた，

非常に幅広い期間における看護である．この期間

において看護を要する人々がどのような状態に

あるのかの理解に資する研究や，それらの人々に

対する効果的・効率的な看護ケアについての研究

を行なっている． 
別の重要な視点として，研究・開発した看護ケ

アをどうしたら人々にうまく届けることができ
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るかという看護提供システムに関しての課題が

ある．慢性期およびその前後の未発症段階や回復

期の人々，あるいはターミナル期の人々を対象に

するということで，外来，在宅あるいは緩和施設

など，人々に看護ケアが提供されるさまざまな場

での看護提供のあり方やその継続性について検

討を重ねてきている．また，それらの場で看護に

携わる看護職を対象に，ケア上で遭遇する困難に

ついても，その解消・改善がケアの向上に関わる

重要な事柄と捉えて，取り上げている． 
また，以上の研究において必要となる評価の指

標や尺度の開発も，課題として行なってきている． 
 
以下に挙げた研究領域は，今までに手がけてき

たものである．成果の詳細，研究費獲得状況など

は，本教室ホームページの研究業績および教室年

報を御覧頂きたい．また，これまでの研究のなか

で開発した評価尺度などは，広く活用されるよう，

本ホームページ上で「著作・開発尺度」として公

開している． 
 

1)慢性病(chronic illness) をもつ人々への看護 
慢性病の人々が病をもちながら日常生活を送

る上では症状コントロールのための自己管理が

必須である．看護には，人々がそれぞれの生活の

中で自己管理を継続してその人らしく生きてい

くことを支える重要な役割がある． 
これまで，いくつかの疾患について人々が経験

している日常生活上の困難を把握する方法を開

発し，それを用いて困難の実態を記述してきた．

あわせて困難を軽減するための症状コントロー

ル支援に関わる研究を行なってきた． 
以下，その概要について，一部，論文公表準備

中のものも含めて述べる． 
・糖尿病（ＤＭ）：糖尿病患者の急増に対する

予防方策として 2 型糖尿病患者の子を対象とし

た非対面式介入による発症予防プログラムを作

成しその効果を評価した．その結果，子を対象に

予防的介入を行うことの効果の高さが示された．

今後，さらに規模を拡大し，健診施設等における

予防活動に応用していく．その他，糖尿病患者の

療養行動に関する QOL をアセスメントするツー

ルとして，食事関連 QOL・運動関連 QOL(併せ

て療養行動関連 QOL)尺度の作成に着手している． 
・循環器疾患：心不全患者のセルフケア行動に

着目し，ヨーロッパ心不全セルフケア行動尺度日

本版の作成と妥当性・信頼性の検証，セルフケア

行動関連要因の探索，およびセルフケア行動が疾

患アウトカム(再入院)に及ぼす影響の検討を行っ

た．現在，セルフケア行動向上を目的とした疾病

管理プログラムの開発に着手している．また，虚

血性心疾患に対する血行再建術を行う患者のＱ

ＯＬ評価のための尺度の日本版の作成と妥当

性・信頼性の検証に取り組んでいる．さらに，先

天性心疾患を持った成人患者における成人医療

への移行に関する研究も行っている． 
 

・肝胆膵疾患：膵臓癌患者，肝臓癌患者の QOL
向上に資するべく，各疾患の疾患特異的 QOL 尺

度として全世界で使用されている EORTC-QLQ
尺度モジュールの日本語版の作成に着手してい

る．尺度完成後は，各々の疾患患者の QOL に影

響する要因の探索を行う予定である． 
・神経筋疾患：疼痛は，神経筋疾患患者におい

て高率にみられるが，これまで研究の対象となる

ことは少なくその実態は明らかでなかった．我々

の研究により痛みとそのコントロールの実態が

明らかとなった． 
・HIV/AIDS：HIV/AIDS に関するセルフケア

行動について，その構造とセルフケア実行に関す

る障害を明らかにし，セルフケア支援に有用なツ

ールを作成する過程にある． 
 

2)先端医療（移植）患者・ドナーの看護 
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先端医療としての移植医療では患者・ドナーと

もに，さまざまな新しい困難を経験する．その軽

減も看護の重要な役割である．東大病院は生体肝

移植，骨髄移植に関して世界あるいは全国有数の

施設であり，東大病院での症例を対象に成人生体

肝移植患者のＱＯＬの記述，ドナーの術前・術後

を通した経験の記述を行った． 
ドナーコーディネートが移植において重要な

役割を持つことはいうまでもないが，血縁者間造

血幹細胞移植においては統一されたドナーコー

ディネートの指針が存在しない．現在，我々は血

縁者間造血幹細胞移植ドナーコーディネートの

指針の作成と，その導入による効果の検討を行っ

ている． 
 

3)外来看護提供システム 
近年，入院期間の短縮化、慢性疾患の増加、お

よび高齢人口の増加により、病院外来や在宅ケア

の領域における看護の役割は大きく変化してき

ている。成人看護学分野では，そのような状況の

中で特に慢性疾患の自己管理を支援する上での

外来での相談･指導の役割に注目し，以下の調査

を全国規模で行い，看護活動推進に関する啓発活

動，政策への提言を行っている． 
HIV/AIDS に関して，患者の服薬アドヒアラン

スを高める看護支援について，外来における療養

相談体制の整備の重要性を示した．また，今後の

急増が懸念される糖尿病に関して，糖尿病を専門

とする看護師の配置が医療安全体制や一般看護

師の糖尿病看護能力に与える影響について，全国

の病院外来での看護支援に関する実態と課題を

明らかにする調査を行っている． 
 

4)専門緩和ケアサービスの評価と質保証 
わが国の緩和ケアサービスは主として一般病

棟における緩和ケアチーム，緩和ケア病棟，在宅

緩和ケアで供給されている．我々は，症状コント

ロール，コミュニケーション等を中心とした，緩

和ケアサービスの評価の研究を行っている．具体

的には英国で開発された評価尺度の日本語版で

ある STAS-J の開発と普及活動，遺族による評価

尺度 Care Evaluation Scale の開発への参画，緩

和ケアチームの実態調査と評価に関する研究を

行っている．わが国では未普及の血液腫瘍患者へ

の緩和ケアの評価にも意欲的に取り組んでいる． 
 

5)緩和ケアシステムの連続性 
終末期がん患者の療養場所として，一般病棟，

緩和ケア病棟，在宅がある．この療養場所の移行

に関するシステム整備のための研究を行ってい

る．具体的には療養場所に対する選好やその関連

要因の探索，一般病棟もしくは緩和ケア病棟から

在宅へのシームレスな移行を可能にする要因の

探索である． 
 

6)わが国における望ましい死 
近年，欧米では緩和ケアの目的の１つである望

ましい死の概念化と実態調査が行われている．

我々は質的研究を行ったのち，一般集団，遺族を

対象とした量的研究を行い，日本人の望ましい死

の概念化を行った．さらに望ましい死の実現を評

価する尺度を開発し，その実現の実態とバリアを

明らかにし，介入の方策を検討している．一般集

団への啓発も重要な課題と考えている． 
 

7)在宅緩和ケア 
多くの患者が終末期の在宅療養を希望するが，

現実的には困難が多く，わが国の緩和ケアにとっ

て最も重要な課題のひとつである．我々は先駆的

な在宅緩和ケア施設との共同研究により，在宅緩

和ケアを受けている患者・家族調査による療養実

態に関する研究，遺族調査による看取り体験の記

述・評価研究を行った．また，地域緩和ケアシス

テムを構築するプロジェクトにも積極的に参加
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している． 
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沿革と組織の概要 

母性看護学・助産学分野は、平成 14 年に設置

されました。 
平成 19 年度の構成員は、教授 1 名、講師 2 名、

助教 1 名、非常勤講師 7 名、大学院生 7 名（修士

課程 4 名、博士課程 3 名）、研究生 2 名です。 
 
教 育 

学部および大学院教育として、母性看護学・助

産学の単位を担当しています。 
学部教育では、看護学コースの学生を対象とし

て母性看護学の講義 2 単位（3 年生）、実習 2 単

位（4 年生）の計 4 単位を行っています。また、

助産学教育課程を専攻した学生を対象として助

産学の講義 6 単位、実習 8 単位（4 年生）の計 14
単位を担当しています。 

大学院教育では、母性看護学・助産学特論Ⅰ、

Ⅱ、同演習Ⅰ、Ⅱを行っています。 
 

研 究 

当分野は、周産期における母子の健康だけでな

く、女性の生涯を通じた健康づくりに焦点を当て

て研究に取り組んでいます。現在、進行中の主な

研究プロジェクトは以下の通りです。 
 

1) 産後女性のヘルスケアに関する研究 
産後にみられるうつ病などに対する予防的な

援助の 1 つとして、産後女性を対象とした運動プ

ログラムを実施し、ランダム化比較試験により、

メンタルヘルスへの効果を検証しています。 
 

2) 妊婦の睡眠時姿勢と睡眠問題についての研究 
妊娠中、睡眠姿勢が変化することは様々な睡眠

問題に影響を及ぼす可能性があり、姿勢と睡眠の

質や呼吸・循環器系の状態との関連について研究

しています。 
 

3) 妊婦・産後女性の姿勢変化とローカル筋群との

関連 
妊婦・産後女性におけるローカル筋群の状態と

姿勢の変化との関連を検討し、周産期の身体的な

セルフケアプログラムを開発することを目的と

しています。 
 

4) 妊娠中の日常生活習慣と酸化ストレスとの関連 
妊娠中の酸化ストレスについて、適切に評価で
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きる生化学的パラメーターを探索し、日常生活習

慣との関連を調べ、適切な保健指導を考察するた

めの基礎資料を得ることを目的としています。 
 

5) 妊娠中の身体活動に関する研究 
妊婦の身体活動を評価するために、米国で開発

された妊婦身体活動質問紙の日本語版およびベ

トナム語版を作成し、信頼性・妥当性の検証を行

っています。 
 

6) 妊婦の体組成と新生児体重に関する研究 
母体体重、体組成、脂質代謝系の測定、および

日常生活習慣や食習慣、身体活動量の調査により、

妊娠中のより適切な体重管理や生活習慣につい

て検討しています。 
 

7) 妊娠・産褥期における母体の栄養・体重管理に

関する研究 
妊娠期のヘルスケアを見直すため、妊婦外来で

の栄養指導および母体体重管理方法の現状を調

査し、問題点を考察しています。 
妊娠前の Body Mass Index 別の妊娠中の体重

増加量と周産期アウトカムのリスク因子との関

連を検討するために、ベトナムにおける地域ベー

ス調査を行っています。 
 

8) 妊娠末期、分娩期、産褥期の唾液中プロスタグ

ランディンに関する研究 
妊娠末期、分娩期、産褥期の唾液中プロスタグ

ランディンの分娩進行による変化について検討

しています。 
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沿革と組織の概要 

東京大学大学院医学系研究科健康科学・看護学

専攻精神看護学分野の前身は 1957（昭和 32）年

に医学部衛生看護学科に開設された臨床医学看

護学第四講座である。その後、1965（昭和 40）

年の衛生看護学科から保健学科への改組に伴い

東京大学医学部保健学科精神衛生学教室となっ

た。精神衛生学教室という名称での活動が長く続

いていたが、1992（平成 4）年 4 月、保健学科が

健康科学・看護学科に移行すると同時に精神衛

生・看護学教室となった。そして大学院重点化構

想に基づく大学院講座制への移行に伴い、1996
（平成 8）年 4 月に精神衛生・看護学教室は組織

上、東京大学大学院医学系研究科健康科学・看護

学専攻健康科学講座精神保健学分野および看護

学講座精神看護学分野の２つの分野となった。 
しかし平成 8 年の大学院講座化以降も精神保

健学分野の教授が精神看護学の教授を兼任して

おり、教室は教職員も院生も精神保健学分野と精

神看護学分野が一体となって活動している。また、

学部教育は従来の学部講座の担当を引き継いで

いるため、医学部健康科学・看護学科での教育活

動は精神衛生・看護学教室として、あたっている。 
精神看護学分野は、教授 1（兼任）、講師 1、大

学院生 8（博士課程 5、修士課程 4）、客員研究員、

研究生らによって構成されている。 

当分野の課題は、精神保健学分野との協力体制

のもとに、より広い視野を持ちながら、なおかつ

精神看護学領域の専門性を深めることのできる

教育と研究体制を推進することである。 
 
教 育 

精神保健および看護学に関わる諸問題を研究

及び実践の対象としている当分野の学部教育は

講義と実習からなり、上述の通り、精神衛生・看

護学教室として精神保健学分野と精神看護学分

野が一体となって行っている。 
学部の講義は精神衛生・看護学教室の教員及び

非常勤講師全員によって行われている。学部での

講義は、精神疾病論(必修 2 単位)、精神保健学(必
修 2 単位)、人間心理学(必修 2 単位)、行動測定評

価論(選択 2 単位)、精神看護学(看護学コース必修

2 単位)を担当している。実習は精神保健学実習

(必修 1 単位)および精神看護学実習(看護学コー

ス必修 3 単位)を担当している。精神保健学実習

及び精神看護学実習では、多くの施設の協力を得

て、大学院生のティーチングアシスタントなども

関与して行われている。 
大学院教育は、英文文献抄読を通じて精神保健

看護のトピックについて検討する精神看護学特

論Ⅰおよび研究方法について学ぶ精神看護学特

論Ⅱが開講されている。また、精神看護学分野と
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精神保健学分野共通の教室セミナーとして、毎週

水曜日夕方に、教室所属の大学院生と研究生、教

員らが参加して研究発表と討議を行っている。ま

た、ジャーナルクラブや、大学院生や研究生、教

室出身の OBOG らが参加し、精神保健看護学領

域に関する最新の実践についてその実施方法や

エビデンスについて取り上げる、有志による勉強

会を行っている。 
 

研 究 

当分野の教員および大学院生は、精神保健およ

び精神看護学全般に関わる諸問題を研究の対象

として活動している。 
研究テーマは多岐にわたり、精神疾患を有する

人の地域生活支援（精神科訪問看護、地域での包

括支援等）に関する研究、家族介護者の介護負担

に関する研究、精神科クリニカルパス、認知症高

齢者の行動心理学的症候（BPSD）に関する研究、

精神保健領域における疾病自己管理に関する研

究、精神健康に困難を有する人にとってのリカバ

リーに関する研究、精神科医療に対する患者満足

度の研究などに取り組んでいる。 
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Aguilar-Gaxiola, S., Alonso, J., Lee, S., 
Heeringa, S., Pennell, B-E., Berglund, P.A., 
Gruber, M., Petukhova, M., Chatterji, S., 
Ustun, T.B. Lifetime prevalence and 
age-of-onset distributions of mental 
disorders in the World Health 
Organization's World Mental Health 
Surveys. World Psychiatry 2007;6:168-176. 

（８） 吉川徹、川上憲人、小木和孝、堤明純、島津

美由紀、長見まき子、島津明人: 職場環境改

善のためのメンタルヘルスアクションチェッ

クリストの開発, 産業衛生学雑誌, 2007; 49, 



288 東京医学・第 116 巻・平成 20 年 10 月 

 

127-142. 
（９） Hiro H, Kawakami N, Tanaka K, 

Nakamura K: Japan Work Stress and 
Health Cohort Study Group. Association 
between job stressors and heavy drinking: 
age differences in male Japanese workers. 
Ind Health. 2007; 45(3): 415-25. 

（10） Umehara K, Ohya Y, Kawakami N, 
Tsutsumi A, Fujimura M. Association of 
Work-Related Factors with Psychosocial 
Job Stressors and Psychosomatic 
Symptoms among Japanese Pediatricians. 
Journal of Occupational Health. 2007; (49): 
467-481. 

（11）Geshi M, Hirokawa K, Taniguchi T, Fujii Y, 
Kawakami N. Effects of Alcohol-related 
Health Education on the Knowledge of 
Alcohol and Drinking Behavior among 
Japanese Junior College Students: A 
Randomized Controlled trial. Acta Med 
Okayama (in press). 

（12） Tsutsumi A, Iwata N, Wakita T, Kumagai 
R, Noguchi H, Kawakami N. Improving the 
Measurement Accuracy of the 
Effort-Reward Imbalance Scales. 
International Journal of Behavioral 
Meicine (in press). 

（13）Choi BK, Kawakami N, Chang SJ, Koh SB, 
Bjorner J, Punnett L, Karasek R. A 
Cross-National Study on the 
Multidimensional Characteristics of the 
Five-Item Psychological Demands Scale of 
the Job Content Questionnaire. 
International Journal of Behavioral 
Meicine (in press). 

（14） Taniguchi T, Hirokawa K, Tsuchiya M, 
Kawakami N. The immediate effects of 
10-minute relaxation training on salivary 
immunoglobulin A (s-IgA) and mood state 
for Japanese female medical co-workers. 
Acta Med Okayama. 2007; 61(3): 139-45. 

（15） Ormel J, Von Korff M, Burger H, Scott K, 

Demyttenaere K, Huang YQ, Posada-Villa 
J, Pierre Lepine J, Angermeyer MC, 
Levinson D, de Girolamo G, Kawakami N, 
Karam E, Medina-Mora ME, Gureje O, 
Williams D, Haro JM, Bromet EJ, Alonso J, 
Kessler R. Mental disorders among persons 
with heart disease - results from World 
Mental Health surveys. Gen Hosp 
Psychiatry. 2007; 29(4): 325-34. 

（16） Nishiuchi K, Tsutsumi A, Takao S, 
Mineyama S, Kawakami N. Effects of an 
education program for stress reduction on 
supervisor knowledge, attitudes, and 
behavior in the workplace: a randomized 
controlled trial. J Occup Health. 2007; 
49(3): 190-8. 

（17） Mineyama S, Tsutsumi A, Takao S, 
Nishiuchi K, Kawakami N. Supervisors' 
attitudes and skills for active listening with 
regard to working conditions and 
psychological stress reactions among 
subordinate workers. J Occup Health. 
2007; 49(2): 81-87. 

（18） Tsutsumi A, Kayaba K, Ojima T, Ishikawa 
S, Kawakami N, Jichi Medical School 
Cohort Study Group. Low control at work 
and the risk of suicide in Japanese men: a 
prospective cohort study. Psychother 
Psychosom. 2007; 76(3): 177-85. 

（19） Yorifuji T, Tsuda T, Kawakami N. Age 
standardized cancer mortality ratios in 
areas heavily exposed to 
methylmercury.Int Arch Occup Environ 
Health. 2007; 80:  679-688. 

（20） Tsutsumi A, Umehara K, Ono H, Kawakami 
N. Types of psychosocial job demands and 
adverse events due to dental 
mismanagement: a cross sectional study. 
BMC Oral Health. 2007; 7:3. 

 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.116 Oct. 2008 289 

 

老年看護学／創傷看護学 
 

教授  
真田弘美  

助教  
北川敦子、松井典子、大場美穂  

特任助教  
木下  愛  

 
ホームページ http://www.rounenkango.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
沿革と組織の概要 

平成 15 年 6 月に老年看護学分野、平成 18 年

度より、創傷看護学分野が開講され、現在は 2 分

野の教育・研究活動を行っている。平成 19 年度

構成員は、教授 1、助教 3、特任助教 1、学部非

常勤講師 2、大学院非常勤講師 3、大学院生 16（修

士 13、博士後期 3）、研究生 2 である。教室の基

本方針は、"エビデンスに基づいた老年看護学／

創傷看護学の実践と展開"である。 
 
教 育 

1.学部 
1）「老年看護学」（３－４年次，4 単位） 

３年次の学習目標は、「老年看護学の基本に必

要となる高齢者の身体的、心理的、社会的特徴を

理解する」である。平成 19 年度の主な内容は、

①高齢者模擬体験（演習），②高齢者の身体・心

理・社会的特徴，③高齢者の健康生活とそれをと

りまく社会・保健・医療政策，④高齢者ケアと介

護保険制度，⑤老年期における特徴的な病態，⑥

高齢者における終末期と倫理的問題である。 
また、4 年次の学習目標は、「高齢者に適切な

看護を提供するために必要となる高齢者特有の

疾患・病態について学習する」である。平成 19

年度の主な内容は、①高齢者の薬物療法，②高齢

者の栄養管理，③加齢に伴う生理学的変化，④加

齢と呼吸器疾患，⑤加齢と腎泌尿器疾患，⑥加齢

と認知症，⑦加齢と循環器疾患，⑧加齢と骨粗鬆

症，⑨高齢者の摂食・嚥下障害である。 
なお、４年次の授業は、本学医学部加齢医学講

座および医学部附属病院の教職員による協力の

下で展開している。 
 

2）「老年看護学実習」（４年次，3 単位） 
実習目標は、「高齢者に特有の病態の一つであ

る認知症に焦点をあて、老年看護における対象者

を理解するとともに基本的看護実践能力を習得

し、さらに今後の課題を考察する」である。平成

19 年度は、医療法人社団龍岡会、龍岡介護老人

保健施設の協力の下に展開した。 
 

3）卒業論文（4 年次，6 単位）  
平成 19 年度の実績は、以下の通りである(1 題)。 
｢安楽な臥位姿勢の評価に関する研究｣ 
 

2.大学院 
1）「老年看護学特論Ⅰ」（夏期，2 単位） 
2）「老年看護学特論Ⅱ」（冬期，2 単位） 
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学習目標は、「老年看護学に関連する主要なテ

ーマについて最新の研究の動向や課題を理解す

る」である。「特論Ⅰ」では、『Geriatric Palliative 
Care. Morrison RS: Oxford University Press, 
2003』の抄読を通して高齢者における終末期医療

について議論した。 
「特論Ⅱ」では、主に非常勤講師による講義形

式で展開している。平成 19 年度の主な内容は、

①重度障害高齢者における在宅ケア，②自然災害

時の「災害弱者」への支援，③高齢者のフィジカ

ルアセスメント，④高齢期の転居と健康，⑤訪問

看護ステーションの現状と今後の課題，⑥これか

らの認知症対策，⑦若年認知症者と家族への看護

である。 
 

3）「創傷看護学特論Ⅰ」（夏期，2 単位） 
4）「創傷看護学特論Ⅱ」（冬期，2 単位） 

学習目標は、「創傷看護学に関連する主要なテ

ーマについて最新の研究の動向や課題を理解す

る」である。「特論Ⅰ」では、抄読を通して、最

新のリンパ浮腫研究を学ぶことを目標とし、Dr. 
Moffatt CJ らの『Lymphoedema Framework. 
Best Practice for the Management of 
Lymphoedema. International Consensus. 
London: MEP Ltd, 2006』や関連論文を用いて、

基礎から臨床に至るリンパ浮腫の概要と最新の

知見を学んだ。 
「特論Ⅱ」では、主に非常勤講師による講義形

式で展開している。平成 19 年度の主な内容は、

①創傷治癒と褥瘡の最近の治療,②リンパ浮腫治

療の実践と社会的現状,③約 10 年間、約 1000 名

の褥瘡の保存的ケアから学んだ自然の力,④超音

波の基礎と体表超音波検査の臨床応用,⑤皮膚保

護剤粘着力測定法の開発および皮膚保護剤の粘

着力が皮膚に与える影響に関する考察,⑥創傷治

癒と細菌の関係,である。 
 

5) 修士論文 
平成 19 年度の実績は、以下の通りである(5 題)。 

‘Histological examination of pressure-induced 
ischemic wound healing in diabetic rats’ 

‘特定機能病院における褥瘡予防対策評価の質指

標の検討’ 
‘ Continuous monitoring of interface pressure 
distribution in intensive care patients for pressure 
ulcer prevention’ 

‘A study of absorbent pads and skin lesions in 
Japanese elderly incontinence patients at a 
long-term medical facility’ 

‘糖尿病患者における胼胝の横断的観察研究’ 
 

6) 博士論文 
平成 19 年度の実績は以下の通りである(1 題)。 

‘皮膚･排泄ケア認定看護師が病院において褥瘡

管理体制を組織化するためのコンピテンシーモ

デルの構築’ 
 

研 究 

当教室では、高齢者の残存機能の維持・拡大を

はかり、自立・自主性を重視したニーズを満たす

ための新しい技術や機器の開発を目標としてい

る。具体的には、高齢者の褥瘡、失禁、低栄養、

疼痛（痛み）、嚥下障害、骨粗鬆症、転倒、うつ、

認知症等の老年症候群といわれる症状／状態に

ついて予測、予防、診断、治療する技術や機器の

開発を研究テーマとしている。これらの研究は、

多くの場合、産学連携の共同研究により展開して

いる。具体的なテーマは以下の通りである。 
 

動物実験・組織学的研究 
・ 褥瘡の感染管理に関する研究 
・ 終末期患者の褥瘡の組織学的研究 
・ 振動と血流増加に関する研究 
・ 糖尿病と創傷治癒との関係 
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・ Deep Tissue Injury の Marker 探索 
 
看護工学研究 

・ 振動による血行促進効果の検討 
・ 振動がリンパ還流に与える影響の検討 
・ 体圧センサー内蔵マットレスの開発 
・ 高齢者用車椅子開発のための座圧分布の実

態調査 
・ 内圧自動制御車椅子クッションの開発 
・ デジタル画像解析による高齢者皮膚の定量

的評価 
 
臨床研究 

・ 褥瘡予防用皮膚保護材の効果検証 
・ 高齢者用オムツの開発と臨床評価 
・ オムツ使用高齢者の皮膚の脆弱性に関する

研究 
・ 糖尿病性足病変の実態調査 
・ WOC 認定看護師のキャリア発達過程の明

確化 
・ 脊髄損傷者の褥瘡再発要因の探索 
・ 褥瘡をアウトカムとした病院の質評価 
・ 病院看護の予防機能発揮による効果的・効率

的医療の提供に関する研究 
・ 褥瘡保有高齢者の創部栄養指標の開発 
・ 都市部自立高齢者の栄養状態とその関連要

因に関する研究 
・ 肥満者の皮膚障害予防に関する介入研究 

 
 
出版物等 
 
（１） Nakagami G, Sanada H, Matsui N, 

Kitagawa A, Yokogawa H, Sekiya N, 
Ichioka S, Sugama J, Shibata M. Effect of 
vibration on skin blood flow in an in vivo 
microcirculatory model. BioScience Trends. 
2007; 1: 161-166. 

（２） Hohashi N, Nakagami G. Results of 
removal of oral bacteria among infants 

brushing their own teeth: using 
α-hemolytic Streptococcus count on the 
tooth surface as the indicator. Jpn J Health 
Hum Ecol. 2007; 73: 183-192. 

（３） Suriadi, Sanada H, Sugama J, Kitagawa A, 
Thigpen B, Kinosita S, Murayama S. Risk 
factors in the development of pressure ulcers 
in an intensive care unit in Pontianak, 
Indonesia.Int Wound J. 2007; 4:208-215. 

（４） Nagase T, Koshima I., Maekawa T, Kaneko 
J, Sugawara Y, Makuuchi,M, Koyanagi H, 
Nakagami G, Sanada H. Ultrasonographic 
evaluation of an unusual peri-anal 
induration: a possible case of deep tissue 
injury. J Wound Care. 2007; 16: 365- 367. 

（５） Nakagami G, Sanada H, Konya C, 
Kitagawa A, Tadaka E, Matsuyama Y. 
Evaluation of a new pressure ulcer 
preventive dressing containing ceramide 2 
with low frictional outer layer. J Adv Nurs. 
2007; 59: 520-529. 

（６） Sugama J, Matsui Y, Sanada H, Konya C, 
Okuwa M, Kitagawa A. A study of the 
efficiency convenience of an advanced 
portable Wound Measurement System 
(VISITRAKTM), J Clin Nurs. 2007; 16: 
1267-1269.. 

（７） Tanaka A, Tanaka S, Miyamoto K, Yi SQ, 
Nakatani T. Gross anatomical study of the 
sympathetic cardiac nerves in the house 
musk shrew (Suncus murinus). Anat Rec 
(Hoboken). 2007; 290: 468-476. 

（８） Nagase T, Hisatomi T, Koshima I, Hattori 
N, Koyanagi H, Sanada H. Heterotopic 
ossification in the sacral pressure ulcer 
treated with basic fibroblast growth factor: 
coincidence or side effect? J Plast Reconstr 
Aesthet Surg. 2007; 60: 327-329. 
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国際保健計画学 
 

准教授  
黒岩宙司  

助教  
アリ・モアザム、白山芳久  

 
ホームページ http://www.sih.m.u-tokyo.ac.jp/japanese/index.html 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
沿革と組織の概要 

国際保健計画学分野は 1992 年に設立され、

2002 年 4 月より黒岩宙司が教室主任に就任、新

スタートした。2007 年 4 月現在の構成員は、准

教授［黒岩宙司］、助教［モアザム・アリ］、［白

山芳久］、非常勤講師 7 名、博士課程院生が 6 名、

修士課程院生が 10 名、研究生が 2 名、客員研究

員が 9 名である。 
 

理念 
新自由主義がもたらすグローバリゼーションは

貧富の格差を拡げ、環境を破壊し、特に社会的弱

者の健康は危うい状態にある。このような背景の

中、国内外の様々な分野と連携を取り、東洋の道

徳心を規範とした積極的な国際保健政策の発信

が求められている。 
 

教室の目標 
・ 国際保健政策の分析・策定能力を持つ世界的

な指導者を育成する。  
・ 中立の立場で問題点を分析し、地球環境にダ

メージを与えず、貧しい人たちや弱者に裨益

する保健医療システム・政策研究を行う。 
 

教室の特徴 
・ 青年海外協力隊、JICA プロジェクト専門家・

リーダー、WB プロジェクト等で現場を知っ

た国際保健学教室  
・ 保健システム・政策のフレームワークに基づ

いた研究、論文 
・ リーダー育成：英語討論、プロジェクト研究、

保健政策勉強会 
・ 国際色豊かな学生：日本、ラオス、モンゴル、

中国、インド、バングラデシュ、インドネシ

ア、台湾、イラン 
・  連携事業：（１）国立国際医療センター派遣

協力課との共同研究、（２）東大基金によるラ

オス医科大学公衆衛生大学院との研究交流拠

点事業、（３）アジアから世界への発信を目指

した国際医学雑誌、BioScience Trends の運

営、（４）中国山東大学・公衆衛生教室との共

同研究、（５）途上国保健プロジェクトと研究

の連携（カンボジア、ザンビアなど）、（６）

ASNET（日本アジアに関する教育研究ネット

ワーク）リレー講義「アジアにおけるリスク

と国際協力」、（７）NPO 国際緊急医療・衛生

支援、理事、（８）メコンウォッチ、TICO、

JCV( 世界 の子 ども にワ クチン を ) など の

NGO・NPO との研究とプロジェクト 
 
教 育 

教室会議（英語）毎週月曜日 
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1 時～2 時：抄読会（研究に関連のある論文） 
2 時～3 時：研究発表（計画・結果） 
 
ゲストスピーカーによる公開ゼミ（英語）第三月

曜日、午後 6 時～7 時 40 分 
外部講師（途上国の現場の報告） 
 
授業（英語） 
国際保健政策、システム入門、Child survival、
日本の保健システム、ODA および援助の潮流、

EPI・感染症根絶対策に学ぶ、アジアのリスク：

地球温暖化と感染症 /生物化学兵器/医療廃棄物/ 
UN（WHO）の保健システム・政策/新自由主義

と国連保健政策・日本の評価、ヘルスセクターリ

フォーム・SWAPs、Health Policy, Process & 
Power、学生発表（innovative health policy）、

グリーンレボリューション（学生参加による援助

の現実を経験する） 
 
感染症と保健政策 
グローバル・ファンド、官民協働、感染症根絶疾

患の理論と実際（天然痘、ポリオ、麻疹）、生物

化学兵器に対応する公衆衛生、日本の感染症サー

ベイランス、マラリアコントロール、結核コント

ロールと PHC/ARI、HIV 対策、栄養政策 
 

研 究 

これまでの主な業績 
１）ポリオ根絶後の拡大予防接種事業計画及び麻

疹制御に関する研究（国際医療協力研究委託費） 
２）多国間協力事業の進捗管理及び評価手法のあ

り方に関する研究（厚生労働省科学研究費補助金） 
３）ラオスなど途上国における予防接種の問題に

関する研究（文部科学省科学研究費補助金） 
４）小児疾患包括的対策のモニタリング評価に関

する研究（国際医療協力研究委託費） 
 

現在進行形の研究費 
１）アジア地域における国際保健政策と医療廃棄

物の現状とマネージメントの研究（環境省廃棄物

処理等科学研究費） 
２）メコン河流域の環境に配慮した公衆衛生活動

の実現に向けた海外拠点（東京大学基金による海

外学術交流拠点設置・運営経費助成事業） 
３）乳幼児の死亡原因の解明とその削減対策に対

する研究（厚生労働省国際保健医療協力研究委託

費） 
４）地震後のパキスタンにおける精神疾患に対す

るアセスメント －メンタルヘルスサービスの

再構築から見た宗教と社会システム（トヨタ財

団） 
 
現在の主な研究テーマ 
１）国際保健政策・システム分析（MDGs、統合

的小児疾患マネージメント IMCI、ODA/NGOs、
グローバリゼーションがもたらす貧困や弱者の

健康ダメージ） 
２）子どもの健康（予防接種、IMCI、母乳栄養） 
３）環境衛生（医療廃棄物と保健政策、安全注射、

援助と環境破壊） 
４）リプロダクティブヘルス、ジェンダー（バイ

オレンス） 
５）感染症（HIV, マラリア、結核） 
６）途上国のアレルギー疾患、喘息 
７）緊急医療 
 
 

出版物等 
 
（１） Kuroiwa C (2007). Alternatives must be 

sought to help the poor. Point of view, 
Opinion: In The Asahi International 
Herald Tribune. September 19: 29. 

（２） Kuroiwa C (2007). Dams causing 
algae-induced ill health and poverty? 
Stories from the Mekong. BioScience 
Trends; 1(3): 119-120. 
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（３） Nozue M, Miyoshi M, Okumura J, Sanchez 
H, Andreu J, Kuroiwa C (2007). Prevalence 
and determinants of obesity and dietary 
habits among adults in rural area, Chile. 
BioScience Trends; 1(3): 140-8. 

（４） Kuroiwa C (2007). Risk of radiation 
exposure from genbaku and genpatsu: The 
1945 atomic bombings and the 2007 
Kashiwazaki nuclear power plant leak. 
BioScience Trends; 1(2): 69-71. 

（５） Kakimoto K, Sasaki Y, Kuroiwa C, Vong S, 
Kanal K (2007). Predicting factors for the 
experience of HIV testing among women 
who have given birth in Cambodia. 
BioScience Trends; 1(2):97-101. 

（６） Masuno K, Kuroiwa C (2007). Measles 
outbreak in Japan: Why now? BioScience 
Trends; 1(1):13. 

（７）Maekawa M, Douangmala S, Taskahashi K, 
Kuroiwa C (2007). Factors affecting routine 
immunization among children 12-59 
months in Lao PDR after regional polio 
eradication. BioScience Trends; 1(1): 
43-51.. 

（８） Gai RY, GU XJ, Kuroiwa C, Tang W (2007). 
GMP implementation in China: A 
double-edged sword for the pharmaceutical 
industry. Drug Discoveries & 
Therapeutics;1(1): 12-13. 

（９） Ali M, Kuroiwa C (2007). Accurate record 
keeping in referral hospitals in Pakistan's 
North West Frontier Province and Punjab: 
a crucial step needed to improve maternal 
health. Journal of the Pakistan Medical 
Association; 57(9): 443-446. 

（10） Ozaki, Ali M, Kuroiwa C (2007). Economic 
burden of diseases and cost benefit analysis 
of emergency medical service (EMS) 
system in Rumania. Journal of Japan 
Evaluation Society; 7(1): 117-129. 

（11） Phathammavong O, Ali M, Kuroiwa C 
(2007). Parasitic Infestation and 

Nutrintional Status among Schoolchildren 
in Vientiane, Lao PDR. Journal of 
Paediatrics and Child Health; 43: 689-694.. 

（12） Gai R, Huang Y, Xu L, Tang W, Kuroiwa C 
(2007). Strengthening national public 
health system on bio-terrorism alert and 
response. Journal of Pathogen Biology; 2: 
401-3. 

（13） Ali M, Rizwan H, Ayaz Bhatti AM, 
Kuroiwa C (2007). Women's rights equal 
women's lives: The case of Pakistan. 
Journal of International Health; 22 
(1):35-45. 

（14） Shirayama Y, Phompida S, Kuroiwa C, 
Miyoshi M, Okumura J, Kobayashi J 
(2007). Maintenance behavior and 
long-lasting insecticide-treated nets 
(LLITNs) previously introduced into 
Bourapar district, Khammouane province, 
Lao PDR. Public Health; 121(2):122-129. 

（15） Takada S, Oudavong B, Kuroiwa C (2007). 
The successes and challenges of the IMCI 
training course in Lao PDR. Southeast 
Asian J Trop Med Public Health; 
28(1):178-87. 

（16） Phengxay M, Ali M, Yagyu F, Soulivanh P, 
Kuroiwa C, Ushijima H (2007). Risk factors 
for protein-energy malnutrition in children 
under 5 years: Study from Luangprabang 
Province, Laos. Pediatric International; 
49(2):260-265. 

（17） Tanimura S and Kuroiwa C, Mizota T 
(2007). Auxilary Cartographic Functions in 
R: North Arrow, Scale Bar, and Label with 
Leader Arrow. Journal of Statistical 
Software; 19 (Code Snippet 1). 

（18） 黒岩宙司 (2007)．2005 年パキスタン大地震

のレビューおよび調査からーNPO と大学の

役割. 特定非営利活動法人国際緊急医療・衛

生支援機構 講演録; 26-40. 
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国際地域保健学 
 

教授  
神馬征峰  

講師  
クリシュナ・ポウデル  

助教  
安岡潤子、崎坂香屋子  

 
ホームページ http://www.sih.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
沿革と組織の概要 

国際地域保健学教室は大井玄教授(1993 年 4 月

-1996 年 3 月)、ソムアッツ・ウオンコムトオン教

授(1996 年 6 月-1999 年 3 月)、若井晋教授(1999
年 8 月-2006 年 3 月)、神馬征峰教授（2006 年 6
月-現在）によって運営されてきた。 

本教室にとって国際保健学とは「公正」と「社

会正義」の実現を目指す「学」である。「社会正

義」実現のための科学的根拠を探求し、その根拠

を具体的な行動と政策へとつなげていくことが

この「学」の大きな課題である。 
国際保健学が投げかける問いは、「国と国の間、

また国のなかで、人々の健康状態、社会・経済状

態に何故不公正が存在するのか？ 持てる者と

持たざる者の格差がなぜこれほどまでに存在す

るのか？ それを取り除くにはどうしたらよい

のか？」ということである。 この問いは私たち

がよって立つ学問的、政治的立場を問いかけてい

る。 
誰のために、何のために私たちは学問としての

「国際保健学」に携わり、行動としての「国際保

健」に関わって行こうとしているのか？ 常にこ

の問いを念頭において本教室は教育と研究を続

けてきた。本教室の具体的な目的は、国際保健の

質的向上のための人材育成と研究を行い、臨床に

かわる活動としての国際協力活動を実践するこ

とである。2008 年度の構成員は、教授 1 名、講

師 1 名、助教 2 名、非常勤講師 8 名、博士課程 18
名、修士課程 24 名、研究生 5 名、客員研究員

17 名である。 
 

国際協力 

主に JICA のプロジェクト支援としてラオス、

カンボジア、タイ、ベトナム、ブラジルとの国際

協力活動を実施した。 
 

教 育 

教育目標は具体的には以下の 3 項目にまとめ

られる。 
1) 国際協力分野で働こうとする人材の育成 
2) 国際保健学に寄与しようとする研究者の育成 
3) 国際保健に関心のある一般学生への教育 

大学院教育カリキュラムは大きく「国際地域保

健学特論」「国際地域保健学演習」「国際地域保健

学実習」からなっている。具体的な内容は、１）

国際保健（学）の歴史と現在、２） ヘルスプロ

モーション、３）保健経済学、４）健康と人権、

５）プロジェクト・マネジメント、６）リプロダ
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クティブ・ヘルス等である。  外国人留学生が

多いので講義、実習、討議はすべて英語で実施し

ている。また、保健医療のバックグランドを持た

ない学生も多いため、基本的な入門事項から専門

的内容まで広くカバー出来るように工夫してい

る。 
大学院外でも、海外からきた JICA 研修員への

教育、他大学での国際保健学の講義等を数多く実

施している。 
 

研 究 

本教室では、発展途上国や欧米の諸研究機関や

国際機関、JICA,NGO などと協力して研究を行

っている。 現在の研究課題の重点はプライマ

リ・ヘルスケア、ヘルスプロモーション、学校保

健、健康と人権（在日外国人の健康問題を含む）、

外傷予防、紛争と健康、HIV/AIDS、結核、ハン

セン病などである。対象となる国・地域は、東南

アジア、南西アジア（バングラデシュ、カンボジ

ア、ネパール、タイ、インドネシアなど）、ブラ

ジルがあげられる。今後アフリカでも研究を開始

する予定である。 
 
 
出版物等 

2008 
（１） Sakisaka K, Jimba M.  International 

nutrition training for local action. Lancet. 
2008  24; 371:1752 

（２） Poudel-Tandukar K, Poudel KC, Yasuoka J, 
Eto T, Jimba M. Domestic violence against 
women in Nepal. Lancet. 2008 ;371:1664. 

（３） Nonaka D, Kobayashi J, Jimba M, Vilaysouk 
B, Tsukamoto K, Kano S, Phommasack B, 
Singhasivanon P, Waikagul J, Tateno S, 
Takeuchi T.Malaria education from school to 
community in Oudomxay province, Lao PDR. 
Parasitol Int. 2008 ;57:76-82. 

2007 
（１） Kobayashi J, Jimba M, Okabayashi H, 

Singhasivanon P, Waikagul J.  Beyond 
deworming: the promotion of 
school-health-based interventions by Japan. 
Trends Parasitol. 2007; 23: 25-9. 

（２） Poudel KC, Jimba M, Poudel-Tandukar K, 
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沿革と組織の概要 

人類遺伝学分野は平成４年に新設された。平成

19 年度の構成員は、教授（徳永勝士）、准教授（馬

淵昭彦）、助教（大橋 順、宮寺浩子）、特任助教

（西田奈央）、大学院生 11、研究員・研究生 2、

実験・事務補佐員 9 名のほか、本学あるいは他大

学の臨床各科の医員を 2 名研究のため受け入れて

いる。 
 

教 育 

大学院生の教育としては、人類遺伝学において

重要な英文論文抄読会あるいは英文教科書の輪

読を英語で行う（人類遺伝学特論Ⅰ、Ⅱ）。 
学部学生の教育としては、医学科 M0 の学生へ

の人類遺伝学の講義のほか、M4 の学生への社会

医学コースの一部を分担する。健康科学・看護学

科では、人類遺伝学Ⅰ（必修）において、人類遺

伝学全般を概括する基礎的講義を行い、人類遺伝

学Ⅱ（選択）において、より深く、先端的内容を

含んだ、各論的講義を行っている。 
 
 

研 究 

1) 睡眠リズム障害感受性遺伝因子の探索 
睡眠リズム障害は、患者の社会生活活動に大き

な支障をきたすばかりでなく、一般社会において

も産業事故や交通事故の原因と成りえる無視で

きない疾患である。睡眠リズム障害の発症メカニ

ズムは複雑で、環境因子と遺伝因子が互いに関与

し合って発病すると考えられている。当教室では、

代表的な過眠症であるナルコレプシーなどを対

象としてゲノム全域からの発症関連遺伝子の単

離・同定を目指している。これらの遺伝因子から

得られる情報は、複雑な睡眠リズム障害の発病メ

カニズムの解明に貢献するばかりでなく、これら

の疾患の早期予防、新たな治療法の開発にも貢献

できると考えられる。 
 

2) 骨関節疾患を対象とした感受性遺伝子探索研究 
骨や関節に障害をもたらす疾患、とりわけ変形

性膝関節症や変形性股関節症、変形性脊椎症など

は、高齢者の生活の質を低下させ、健康寿命を短

縮させている重大な疾患である。その患者数は、

変形性膝関節症だけでも国内で 1,000 万人を超え
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ると推測され、高齢社会にある我が国にとってき

わめて重要な問題となっている。しかしながら、根

本的な治療法がないだけでなく、その発症・進行の

メカニズムは不明なままである。当教室は、東大医

学部整形外科と協力し、本疾患の遺伝的背景を解明

するため、国内の地域集団を対象とした大規模ゲノ

ム疫学研究を行い、変形性関節症を始めとした骨関

節疾患感受性遺伝子の同定を試みている。 
 

3) 各種複合疾患の遺伝要因の探索 
単一塩基多型（SNP）を解析するための独自の

マルチプレックス解析技術を開発するとともに、

先端的な大規模ゲノムワイド多型解析システム

を確立した。これを用いて、糖尿病、高血圧など

の生活習慣病、パニック障害などの精神疾患とい

った各種の複合疾患（多因子疾患）に関する多施

設共同研究グループに参加し、大規模ゲノム多型

解析を担当している。さらに、得られた大規模ゲ

ノム多型解析結果を、公開・共有するためのデー

タベースの構築も行っている。 
 

4）アジア・オセアニア集団におけるゲノム多様

性解析 
国内外の他施設と共同し、日本の地域集団を含

めたアジア系集団やオセアニア系集団（ソロモン

諸島、トンガ、パプアニューギニアなど）におけ

る HLA 遺伝子および ABO 式血液型遺伝子など

の多型マーカー解析を行っている。また、マラリ

ア感受性・抵抗性と関連する遺伝子変異を同定す

べく、タイ人マラリア患者を対象に、免疫関連遺

伝子を中心に多型解析を行っている。これらの解

析により、アジア・オセアニア集団の形成過程お

よび生体防御系遺伝子からみた微生物環境への

遺伝的適応の研究をしている。 
 

5) タンパク質相互作用解析法の構築 
疾患感受性遺伝子多型（非同義置換）によるタ

ンパク質機能の変化を明らかにする目的で、タン

パク質相互作用解析を行っている。主な研究対象

はシグナル伝達系タンパク質であり、ＱＣＭ（水

晶発振子マイクロバランス）を用いた相互作用解

析系の構築を行っている。ＱＣＭは、電極表面に

付着した物質の質量に応じて水晶発振子の共鳴

周波数が変動することを利用して物質の質量変

化を測定する方法である。多因子疾患は、複数の

原因遺伝子の機能変化の蓄積によって発症に到

ることから、個々の感受性遺伝子の多型による機

能変化は比較的微小であると予測される。本方法

による相互作用解析により、既知の生化学的手法

では検出が困難である多因子性疾患感受性遺伝

子多型の機能変化を明らかにし、ゲノム解析から

得られた知見を個々の疾患における病因の解明、

治療法の開発へ発展させることを目指している。 
 
 

出版物等 
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沿革と組織の概要 

本講座は母子保健学講座として 1966 年に設立

された。わが国で最初に発足した母子保健学の教

室であった。大学院化に伴い発達医科学と改称し

た。母子保健とは、母子の心身の健康を保持、増

進するためのすべての活動をいい、その基盤とな

る学問が母子保健学である。1998 年に発達医科

学分野となり、さらに関連領域が広まった。実験

系では神経，感染・免疫，内分泌・代謝・栄養な

ど，調査系では発達，環境，精神保健などに関す

る研究を行ってきた。2007 年に教授を含めスタ

ッフが大幅に入れ替わり、今後は発達障害の研究

に重点を移してゆく。 
現在の構成員は、教授 1、准教授 1、助教 2、

事務補佐員（非常勤）1、研究補助員１、非常勤

講師 11、客員研究員 12、大学院生 16（うち外国

人留学生 8 名）、研究生 2 名である。 
学部学生（保健学科・医学科）、大学院生（国

際保健学専攻）を対象とした講義のほか、教室内

部での研究報告会議や抄読会、小児科（とくに神

経グループ）や精神科（こころの発達臨床教育セ

ンター）との会合を開いている。外国の研究者を

招待し東京医学会との共催でのセミナーも催し

ている。 

海外からの留学生をアジア諸国（中華人民共和

国、台湾、タイ、ベトナム、ラオス、バングラデ

シュなど）から多数受入れ、国際的な視点に立っ

た研究を進めている。世界の母子の健康を向上さ

せ、健やかな子どもの発達を促進するため、発達

医科学（とりわけ発達神経科学）の研究を進める

とともに、国内外で科学研究・保健行政に指導的

役割を果たす人材を養成する。 
 

教 育 

医学部健康科学・看護学科学生に対する講義と

して (1) 人間発達学、(2) 微生物・医動物学、

(3) 母子疾病論、 (4) 免疫学、(5) 母子保健学、

(6) 学校保健・看護を担当している。さらに、(7) 
国際保健学の一部を受け持っている。実習は保健

学実験・検査法実習のうち、血液検査一般・感染

症学（細菌学・ウイルス学）・免疫学の分野を担

当し、学内外の母子疾病論実習が加わる。医学科

の講義や実習も受持つ。さらに、健康科学・看護

学科の卒論生に対して卒論指導を行なっている。 
大学院に関しては、国際保健学専攻修士課程の

1 年生を中心に、発達医科学特論 (Ⅰ) (Ⅱ)を通年

にわたり開講している。さらに、院生・研究生を

対象に毎週１回教室内カンファレンスを開講し
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ており、これは院生に対しては、発達医科学演習

となっている。 
 

研 究 

当教室では、実験系では神経、代謝、感染症、

免疫、ホルモン等を、調査系では発達、母子、保

健に関する幅広い研究を行なっている。いずれも

国際的視点で行なっている。研究テーマの主なも

のを以下に列挙する。 
(1) 発達期脳障害に関する研究。とくに結節性

硬化症における神経細胞の分化異常・サイ

ズ調節異常の分子病理学的研究 
(2) 神経細胞移動を制御する分子（doublecortin、 

cdk5 など）の機能と相互作用に関する分子

細胞生物学的、遺伝学的手法およびポスト

ゲノミックアプローチによる研究 
(3) 周生期脳障害における炎症、細胞死と可塑

性の研究 
(4) 急性脳症の臨床病理学的研究。とくに急性

壊死性脳症、けいれん重積型急性脳症の病

因解明と治療の開発 
(5) 先天代謝異常症（ペルオキシソーム病）、神

経変性疾患（脊髄性筋萎縮症）の分子生物

学的、生化学的研究 
(6) 栄養（母乳栄養など）と発育、乳幼児のケ

アに関する調査研究 
(7) 感染症の分子疫学的研究、例えば HIV の遺

伝子変異、薬剤耐性、下痢症ウイルス（ロ

タウイルス、アデノウイルス、ノロウイィ

ルス、サポウイルス、アストロウイルス）

肝炎ウイルスの分子疫学 
(8) 成人病胎児期発症のフィールド調査。その

分子機序のエピジェネティクスの視点から

の解析 
(9) 百日咳菌菌体成分を用いた免疫応答の調節

に関する研究―ワクチンの改良、副反応の

機序解明 

(10) 都市型住居環境（高層高密度居住環境など） 
(11) 学校保健教育の活性化に関する研究 
(12) 国内外の少数民族の母子の健康に関する研

究 
(13) 児童・生徒および海外在住母子のメンタル

ヘルスに関する研究 
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沿革と組織の概要 

2007 年度は、教授渡辺、准教授梅崎、助教清

水、福山、蒋（特任）の体制で教室運営をおこな

った。2008 年３月末現在、教員以外に秘書２名、

大学院博士課程 2 名（内、外国人２）、修士課程

8 名（同３）、客員研究員２名が在籍している。

また、学部・大学院あわせて９名の非常勤講師が

いる。なお、渡辺は東京大学地球持続戦略研究イ

ニシアティブ（TIGS）を兼任している。 
 

教 育 

大学院においては、国際保健学専攻の一領域と

して、「人類生態学特論Ｉ」では、人類生態学の

基礎的な構成要素である人口・栄養・環境につい

て講義を行い、「人類生態学特論 II」では、人類

生態学およびその関連分野における最近の研究

の様子を、主として外部から招いた非常勤講師が

紹介する形式で講義を行った。大学院レベルでの

教育は、国際保健学と人類生態学の相対的な位置

づけが明らかになるように工夫しつつ、人類生態

学分野で取り組んでいる課題を紹介し、本領域の

アプローチの特色が理解されることを目的とし

た。大学院レベルの教育は、英語で実施している。  
学部においては健康科学・看護学科において、

「人類生態学」（必修）、「環境保健学」・［人口学」・

「国際保健学」（選択）を担当した。また、当分

野が責任担当するが、講義の全てあるいは大半を

非常勤講師が担当している科目として「薬理・毒

性学」・「生理学」・「解剖学」（以上必修）、「環境

工学・人間工学」（選択）を実施した。学部教育

では、人類全体・地球規模における生存・健康を

めぐる諸問題について、日本・アジア太平洋地域

の諸集団に焦点をおきつつ解説した。 
そのほかには、医学科公衆衛生実習、東京大学 

日本・アジアに関する教育研究ネットワーク

（ANSET）の日本・アジア学講座の開講ならび

に協力をおこなった。 
 

研 究 

人類生態学では、環境保健学的な課題、ヒト個

体群生態学的な課題、あるいはその両方にまたが

る課題を扱い、目的に応じてフィールドワークと

実験を行っている。フィールドでは、前年度より

継続で、アジア・オセアニア地域を対象として、

生業の変容にともなう化学物質の流入とその生

体影響を評価することを目的とした研究をおこ

なった。実験では、胎生期における重金属への曝

露が生体に及ぼす影響について、これを修飾する



308 東京医学・第 116 巻・平成 20 年 10 月 

 

要因に着目して解析した。平成 19 年に実施され

た、あるいは継続中の主要なプロジェクトは以下

の通り。 
 

１．周生期における化学物質の発達神経毒性： 
現代の人類は産業社会であるか否かにかかわ

らず、極めて多種の化学物質を生活に使用し、こ

れらの化学物質に曝露されている。化学物質に対

する感受性が高い場合が多いとされる周生期に

おける重金属への曝露が、出生後に及ぼす影響に

着目して研究を行っている。複数の国内研究機関

との共同研究により、微量曝露が現在のわが国で

も問題となっている重金属（水銀・カドミウム）、

ならびにエストロゲン様作用を有するいわゆる

内分泌かく乱物質に焦点をあて、行動機能から遺

伝子発現まで、個体あるいは細胞を用いて、多層

的に影響を検索する実験的研究を実施してきた。

本年度は、微量のメチル水銀あるいはカドミウム

曝露による発達神経毒性発現について、特に甲状

腺ホルモンの代謝に着目した成果をまとめ報告

した。また、培養神経細胞を用いてエストロゲン

様物質の作用を調べ、これが量の単調な関数にな

らない現象を報告した。 
 

２．生業転換にともなう化学物質の使用とその生

体影響評価： 
東南アジア・南アジア諸国の農村部では，在来

農耕から換金作物栽培への転換が急速かつ広範

に進行している。こうした農村の市場経済化は，

農薬や食品添加物など化学物質の地域生態系へ

の放出・蓄積という側面をともない，農村部に居

住する住民の健康・生存に影響することが懸念さ

れている。そこでアジア地域の６カ国（バングラ

デシュ，インドネシア，中国＜海南省／雲南省＞，

ベトナム，パプアニューギニア，ネパール）の計

約 30 村落を対象に，生業転換を引きおこす要因

（例えば，農業・環境政策），生業転換の程度，

その環境影響（特に化学物質の蓄積と健康リス

ク）を記述的に整理し，さらには統計解析による

生業転換の要因を分析することにより，これらの

地域において進行する生業転換と化学環境転換

との関連を明らかにすることを目的とした。本年

度はいわばデータ蓄積期間であり、対象６カ国す

べてにおいて最低１回調査を実施した。生体試料

の分析においては、国内の諸機関と共同して、約

500 種類の環境化学物質の探索的定量分析、農薬

の代謝物解析、元素の同位体分析による食生態解

析、重金属・微量栄養素の定量を行っている。こ

れまでの解析で、アジアの途上国農村部にも、農

薬・医薬品以外に環境化学物質がすでに浸透し始

めている様子が明らかになり、また、集落によっ

て曝露の状況に差があること、農村と都市との差

が、単純な予想とは合致しないことなど、着実に

データが蓄積されている。インドネシアについて

は農薬使用の実態を調査し，曝露軽減へ向けての

提言をまとめ報告した． 
 

３．開発と生業、生業転換と適応： 
アジア・太平洋地域の多くの国では、経済発

展・資源獲得・観光など多様な目的のもとに開発

事業が実施され、これにともなって住民の生業・

社会の仕組み・生態系機能は大きな外力を受けて

いる。その結果、住民の生活・栄養あるいは健康

状態、疾病構造などは大きく変容しつつある。開

発と住民の生存との関連について、政策生態学の

視点にたち、中国ならびにパプアニューギニアに

おいて調査を行なった。中国では生業転換が実際

に起こるプロセスを世帯レベルの違いに焦点を

あて、世帯レベルでの適応戦略の決定要因の同定

を試みた。なお、生業転換と土地利用の関連を解

析するため、GIS（地理情報システム）/GPS な

どの空間情報科学技術ならびに空間統計学の応

用を試みた。 
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４．発展途上国における栄養・成長・身体活動に

関する研究： 
バングラデシュ農村部における飲料水（地下

水）の砒素汚染の問題について、小児における健

康影響実態をまとめ、栄養状態による毒性修飾に

着目した解析を行って報告した。また、同じ水系

の上流にあたるネパール低地で調査を実施、国外

の共同研究者の協力を得て、栄養状態との関連に

ついて検討を行った。バングラデシュの調査で示

された性差を確認するとともに,低栄養状態と砒

素毒性とが相互に増悪しあうという関係を見出

した。 
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沿革と組織の概要 

生物医化学教室は国際保健学専攻に属し、平成

10 年３月に北 潔が教授に就任した。平成 20 年

8 月現在の構成員は教授（北 潔）、准教授（渡

邊洋一）、助教（坂元君年、吉成茂夫）、特任講師

（茂木立志）、特任助教（稲岡健ダニエル、城戸

康年）、ポスドク 2 名（網野比佐子、末松卓真）

秘書（長井 由美子）と大学院生（博士課程 11
名、修士課程 5 名）、卒業研究生 2 名および客員

研究員 4 名となっている。 
研究室の方針は「基礎研究を通して人類の向上

と福祉をめざす事」であり、代謝調節と生体膜の

生化学および分子生物学などの純粋な基礎生物

学的研究とともに国際的な医療問題に対する共

同研究を含めた指導、調査による研究室外の活動

（南米、東南アジア、アフリカ等の発展途上国や

欧米の先進国）も積極的に進めている。 
 

教 育 

医学部の健康科学・看護学科において生化学、

分子生物学、実験・実習などの必修科目および栄

養学、生理化学・神経科学、医化学、国際保健学

などの選択科目、また医学科の寄生虫学を担当し

ている。国際保健学専攻においては生物医化学特

論および熱帯医学特論の講義を行っている。 
 

研 究 

代謝調節、とくにエネルギー代謝における「低

酸素適応の分子機構」についてヒト、寄生虫およ

び細菌類を用いて呼吸鎖成分の構造と機能、核と

ミトコンドリアの協調的遺伝子発現の調節機構、

遺伝子や酵素の進化について明らかにする目的

で研究を行っている。さらに、多細胞動物ミトコ

ンドリアのタンパク質合成系および RNA の成熟

化についても、寄生虫および自由生活性の進化的

に近縁な生物、さらに古細菌を材料に研究を進め

ている。またこれらの研究から得られる情報をも

とに新規の「抗感染症薬の開発」を試みると同時

に、分子進化の原理に基づいた「新しい生物機能

の探索と創製」をめざしている。以下に研究の概

要を述べる。 
 

1. ヒトミトコンドリア 
近年、ミトコンドリアの機能異常に起因するい

わゆるミトコンドリア脳筋症の発症機構の解析

が進み、ミトコンドリア DNA の欠失や点突然変

異について明らかになってきた。一方、核 DNA
の変異に起因する報告は少なく研究が遅れてい
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る。我々は遺伝子が核 DNA にコードされ、TCA
回路と呼吸鎖電子伝達系を直接結び付けている

コハク酸脱水素酵素複合体（SQR）について研究

を進めている。この中でヒト SQR の４つのサブ

ユニット全ての cDNA のクローニングを行い、触

媒サブユニットに変異を持つ症例の研究を進め

ている。また、この触媒サブユニットにアイソフ

ォームを見出したが、これはイントロンのない遺

伝子にコードされており、その生理的意義につい

て解析中である。 
 

2. 回虫および C. elegans 
生物は独立した生命を持ち独自の生活を営ん

でいるが、一方他の生物と深い関わりを保ちつつ

生存している。寄生現象もこの様な関係のひとつ

と考えられ、自由生活型の祖先から出発し、寄生

生活に移行してからの進化の過程において宿主

内の環境に適応し、宿主特異性や臓器特異性をそ

なえた種々の寄生虫が成立したと考えられる。こ

の点から寄生虫は真核生物における適応現象の

研究を進めるうえで極めて良い研究対象であり、

特にエネルギー転換系の様な全生物に共通の代

謝系の適応や進化、また基本的な反応機構を理解

するうえで最適な系のひとつと考えられる。当研

究室ではこの様な観点から、寄生虫や大腸菌を用

いて酸素適応機構の解明を目的として研究を進

めてきた。特にエネルギー代謝における酸素適応

機構の解明という観点から生活環の中で好気・嫌

気の環境への適応を示す回虫ミトコンドリアを

モデル系として研究を進め、ミトコンドリアの複

合体 II にそれぞれコハク酸酸化、フマル酸還元

を触媒するアイソザイムが存在する事を初めて

見出した。これらの特徴を明らかにする目的で結

晶解析を行なっている。これまでの低酸素適応に

関する成果を踏まえ、さらに酸化ストレス、老化

や寿命の問題も含め以下のテーマを中心に研究

を進めている。 

1）酸素適応における核およびミトコンドリア

遺伝子の発現調節機構 
2）複合体 II アイソフォームの構造と機能 
3）条件嫌気性細菌のフマル酸還元酵素の解析

とロドキノンの生合成機構 
4）C. elegans 短寿命および長寿命変異株ミト

コンドリアの遺伝生化学的解析 
5）C. elegans を用いた遺伝子導入および遺伝

子破壊 
 

3. マラリア、トリパノソーマ、クリプトスポリジウム 
マラリアは地球上の 5 億の人々が感染し、発展

途上国の将来を担うべき子供達が数百万の単位で

亡くなっている極めて重要な熱帯感染症である。

ところがこの様な流行地の国々にマラリアを制圧

するための研究を進める余裕はない。ワクチンの

開発にまだ時間が必要とされる現状で化学療法は

最も効果のある治療法である。しかし細菌における

薬剤耐性と同様にマラリアにおいても薬剤耐性マ

ラリアの出現は重大な問題になっており WHO が

マラリアの「根絶」をあきらめ、「制圧」へと目標

を後退したのも主に特効薬クロロキンに対する耐

性株の出現による。そこで我々は新しい抗マラリア

剤の開発を目的として、特に性質が宿主と非常に異

なっているミトコンドリア電子伝達系を標的とす

る薬剤の探索を行っている。マラリアと同様に原虫

による寄生虫疾患であるアフリカ睡眠病はヒトの

感染に加え、家畜の被害が甚大でありアフリカの政

治、経済の混乱の背景となっている。当研究室では

病原体であるトリパノソーマに対する化学療法剤

についても開発を試みているが、原虫に特有なシア

ン耐性酸化酵素を特異的に阻害するアスコフラノ

ンを見出し、WHO や DNDi との共同研究を含めて

阻害機構、臨床への実用化をめざしている。最近、

このシアン耐性酸化酵素がクリプトスポリジウム

を含む様々な寄生性原虫に存在する事を見い出し、

抗原虫薬の標的として解析を進めている。 
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4. 大腸菌コハク酸脱水素酵素複合体 
大腸菌は豊富な分子遺伝学の背景を持ち、生物

に共通な生命現象を解析する上で、最適な実験系

である。我々は膜タンパク質のフォールディング

とアセンブリーのモデル系として大腸菌のコハ

ク酸脱水素酵素複合体を選び、アセンブリーにお

けるヘムなど補欠分子族の役割や複合体内の電

子伝達機構を調べて来たが、立体構造についての

情報を得る目的で結晶構造解析を行なっている。 
 

5. ミトコンドリア蛋白質合成系 
ミトコンドリアのタンパク質合成は、ミトコン

ドリア DNA にコードされるリボソーム RNA
（rRNA）および tRNA と核ゲノムにコードされ

る多くのタンパク質因子が協同して行われる。こ

のうち rRNA と tRNA は一般的なものと比べ鎖

長が著しく短小化しており、また生物種間でも変

化が大きい。我々はこれらの RNA と協調して働

く核コードのタンパク質も RNA の変化に対応す

るため、その構造や特異性を変化させていること

を、ペプチド延長因子やリボソームタンパク質の

例において明らかにしてきた。そこで、これらの

因子の生物種間における変化をさらに明らかに

すると共に、特に寄生性真核生物を目標とした薬

剤の開発を視野に入れながら、研究を進めている。 
 

6. 古細菌 RNA 成熟化の研究 
古細菌は原核生物でありながら、遺伝情報伝達

系に関しては、真核生物との共通点を数多く持つ。

tRNA イントロンのスプライシング機構もその

ひとつである。一方、われわれは、古細菌の、RNA
転写後修飾に関わる核小体低分子 RNA-タンパク

質複合体のホモログの研究から、古細菌のタンパ

ク質遺伝子のイントロンの最初の例を見出した。

このイントロンのスプライシングは、われわれの

研究から、古細菌の tRNA あるいは rRNA イン

トロンのスプライシング機構と同じ機構により、

進行することが明らかになった。この研究過程で、

現在同定されているタンパク質遺伝子イントロ

ンを持つ古細菌には、今までとは異なるサブユニ

ット構造を持つスプライシングエンドヌクレア

ーゼが存在し、これが、それまで古細菌で見出さ

れていた酵素と、真核生物 tRNA イントロンのス

プライシングエンドヌクレアーゼと、サブユニッ

ト構造および基質認識機構が、ちょうど中間的で

あることを見出した。われわれは、このヌクレア

ーゼの更なる解析を進めるとともに、古細菌およ

び真核生物の tRNA スプライシング機構におい

て、未解明である古細菌型および動物型 RNA リ

ガーゼの同定を目指している。 
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沿革と組織の概要 

平成 20 年 4 月 1 日現在の構成員は、教授 1 （大

橋靖雄）、准教授 1（松山裕）、助教兼任 1  （竹

内文乃）、特任助教 2（飯室聡、原田亜希子）、大

学院生 21、事務補佐 2、研究生 7、客員研究員 5、

非常勤講師 10 である。 
 

教 育 

平成 4 年度から、疫学・生物統計学に関してわ

が国では唯一といえる学部から体系化された教

育コースが実現している。この一連のコースとし

て担当する講義は、疫学・生物統計学、統計情報

処理実習、応用数理、疫学研究の計画と解析・同

実習、医学データ解析・同実習であり、他に医学

科における統計学（M0）、さらに平成 18 年度ま

では医学系研究科クリニカルバイオインフォマ

ティクス研究ユニット主催の教育プログラムの

うち臨床疫学・統計関連プログラムを担当してき

た。また、平成 19 年度からは医学系研究科公共

健康医学専攻で医学データの統計解析、医学統計

学演習、医学研究のデザインの 3 講義を担当して

いる。 

疫学・生物統計学（必修）では、健康科学の基

本のひとつである健康・疾病現象の数量的把握に

ついて基礎的講義を行い、統計情報処理実習（必

修）では快眠をサポートするサプリメントや整腸

薬、肩こり軽減機器などの二重盲検試験、アトピ

ーやアレルギーに関するケースコントロール研

究などの研究テーマに対して医学研究の計画か

ら実施、発表までを主体的に体験させている。文

献検索と批判的吟味、プロトコル作成、データ収

集、コンピュータ利用による統計解析、レポート

作成、発表と討論という一連のプロセスを体験す

ることによって、研究の実際を肌で感じることが

目標である。疫学研究の計画と解析（選択）では、

臨床試験、栄養疫学、環境疫学も含む疫学方法論

をやや上級のレベルで講義している。同実習は、

卒論生を対象として、現在進行中のプロジェクト

に関する紹介と討議を行っている。医学データ解

析・同実習（選択）では、統計パッケージ SAS
を用い、医学研究で頻用される統計手法の講義と

実習を行っている。応用数理（選択）は、線形代

数・数理統計という生物統計学の基本の講義と演

習である。 



316 東京医学・第 116 巻・平成 20 年 10 月 

 

大学院生に対しては、生物統計学特論Ⅰ・Ⅱ、

疫学・予防保健学特論Ⅰ・Ⅱを開講している。こ

れらは、他学部卒業生も対象とした入門的講義と

専門書の輪読からなっている。また、公共健康医

学専攻では、医学研究に役立つ実践的な講義を開

講している。医学データの統計解析（必修）で統

計的推測の基礎とともに、医学研究で日常的に用

いられる統計解析手法について実例を中心に講

義し、医学統計学演習（選択）では、前述の講義

で扱った主要な統計解析手法について、実例を用

いて 統計パッケージ SAS での演習を行ってい

る。また、医学研究のデザイン（選択）では、講

義と事例研究に基づいて主要雑誌に掲載される

レベルの研究デザインについて理解するための

基礎知識習得を目指している。 
他に、医学系研究科全体に対する共通講義とし

て医学統計学入門を担当している。また、平成

14 年度に解説された東京理科大学（経営工学専

攻）医薬統計修士コースとは、特別研究学生制度

を利用し講義の相互聴講を行っている。 
平成 19 年度は卒業論文・修士論文・博士論文

をそれぞれ 2 人、 7 人、3 人の学生・院生に対し

て指導を行った。 
 

研 究 

当教室で研究を行っているテーマを大別する

と(1)臨床試験の方法論、(2)動脈硬化を主な対象

疾患とした（前向きメタアナリシスによる）大規

模疫学研究のコーディネーションとデータ解析、

(3)time-to-event データの解析や因果推論などの

医学データ解析の方法論、(4)QOL 調査票や評価

尺度の信頼性・妥当性の研究、およびこれらを用

いた実証的研究、(5)ゲノム統計学及び cDNA ア

レイ データ解析、(6)医療技術の経済的評価に関

する研究に分けられる。 
平成 13 年度に当教室の教官が中心となり、研

究者主導の疫学・臨床試験を支援することを主な

目的として NPO 日本臨床研究支援ユニット

(J-CRSU)が設立された。主な活動として,日本動

脈硬化予防研究基金による日本動脈硬化縦断研

究(JALS)のコーディネーション、財団法人パブリ

ックヘルスリサーチセンターによる乳癌臨床研

究支援事業のデータマネジメント、細胞移植治療

臨床試験のデータマネジメント、厚生労働省班研

究で行われている大規模な糖尿病臨床試験やが

ん戦略研究（乳癌検診の大規模ランダム化試験）

のデータマネジメント、移植学会の委嘱による腎

移植登録・追跡事業、乳癌学会の委嘱による乳癌

登録事業、前立腺予防財団による PSA 検診評価

事業のデータマネジメントなどを行っている。研

究室の研究活動はこれらの J-CRSU の活動と密

接に連携しており、研究計画や統計解析の支援を

研究者側に与える一方で、方法論上の新しい研究

テーマが見出されるという共存の形が生まれて

いる。 
 
当教室では、基礎・臨床あるいは予防を問わず、

医学研究の統計的側面に関し多くの研究指導・研

究協力を他教室及び学外の研究者に対して行っ

ている。 指導・協力の形態もデータ解析 から

より本質的な研究計画立案に重みが移行しつつ

ある。生物統計学の分野は、わが国では  欧米

（特にアメリカ、イギリス）に比べて極端な人材

不足であり、また生物統計学の重要性が研究者に

浸透するにつれ、これらに対するコンサルテーシ

ョンの負担は大学の一講座では耐えられない状

況になっている。そこで平成 19 年度に開設され

た寄附講座、臨床試験データ管理学と共同でこれ

らを行い、外部の本格的な研究者主導の臨床試験

に対しては前述の J-CRSU が支援を行う形をと

っている。 
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沿革と組織の概要 

社会予防疫学教室は、 医学系研究科に公共健

康医学専攻（公衆衛生大学院）が開設された 2007
年 4 月に新設された研究室です。 

健康状態や疾患発生を集団内で計量的に把握

し、疾患発生のリスクに関係する因子と疾患発生

の関係を統計的に分析する学問が疫学であり、飲

酒・喫煙、栄養や身体活動など古典的な因子に加

え、最近は遺伝子やその発現をコントロールする

因子や社会経済要因を対象とする疫学研究も盛

んになっています。薬物など治療の評価を行うた

めにも、疾患発生状況などを把握するためにも疫

学のデータが必要ですが、さらに、疫学は、予防

保健分野における研究方法論を提供するととも

に、予防保健を実践する実学として、健康科学の

中心分野と考えられています。しかしながら、わ

が国ではその教育体制も研究体制も十分ではあ

りませんでした。 
社会予防疫学は、人間社会で起こっているさま

ざまな現象（個人の生活習慣も含む）と疾病との

関連について疫学的手法を用いて明らかにする

とともに、それを疾病予防・疾病コントロールに

用いるための具体的な方策を探る学問です。 
社会予防疫学教室では、その中でも、個人なら

びに集団の健康を支える上で欠かせない「栄養」

の問題を中心的な研究課題として取り上げ、それ

を疫学的手法で研究する、「栄養疫学研究」を主

に行っており、この分野ではわが国の中心的な役

割を果たしています。 
現在の組織は教授１、助教１となっています。 
 

教 育 

公共健康医学専攻（公衆衛生大学院）において、

次の２つの講義を受け持っています。 
 

・疫学研究と実践 
・予防保健の実践と評価 

 
ともに、公衆衛生・保健分野の実務に深くかかわ

る内容であり、疫学の理論に立脚した保健活動、

保健業務を行える能力を授けることを目的とし

ています。 
また、学部教育においては、健康科学・看護学

科における疫学教育や、医学科における公衆衛生

教育の一部も担当しています。 
 

研 究 

「栄養疫学研究」の中でも、調査方法論の確立

とその利用に関する基礎的な研究を中心的なテ

ーマにしています。また、これらの研究で得られ

た成果を用いて、栄養と健康ならびに疾患との関

連を検討するための各種疫学研究も広く行って
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います。研究分野の性格上、共同研究が多いのが

特徴であり、研究数のみならず、関連する疾患の

種類が多いのも特徴のひとつです。 
また、栄養と健康ならびに疾患との関連を検討

した国内外の疫学研究の成果（論文）の収集にも

力を入れており、当教室が有する情報は、栄養改

善を通じた健康管理や疾病管理に広く活用され

ています。 
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沿革と組織の概要 

臨床疫学・経済学分野は 2007 年 4 月に開設さ

れた公共健康医学専攻の一分野としてスタート

した若い分野である。近年、医療政策・社会保障

制度・医療技術の適正な評価や改革が求められる

なか、確固たる科学的アプローチに依拠した保健

医療技術・政策の評価を行うべく、手法論開発と

実証的研究を推進し、またそれを支える人材育成

に寄与することをミッションとして掲げている。

また本分野は社会医学専攻との協力分野として

博士課程の教育にも参画している。 
本分野は上記の社会的任務を果たすために、疫

学と経済学という背景の異なる２つの数量的分

析手法と関連の社会科学的理論を裏付けとし、境

界領域的な応用学問分野として、実証データに基

づいた研究と実践・教育を志向している。 
 

教 育 

公共健康医学専攻公共健康医学修士課程では、

臨床疫学講義、同演習、保健医療経済学講義およ

び同演習を担当している。 
臨床疫学講義では、初等～中等レベルの疫学の

体系として、研究デザインやバイアス・エラー、

統計的検定などについて復習したのち、応用例を

題材としたディスカッションを通じてその知識

を実践知に転換することを促している。具体的に

は健診の効果評価、新規薬剤の費用対効果分析、

手術など治療技術のアウトカム評価などを用い

ている。後期に行われる同演習では、学生は自ら

の研究課題を選択し、それにそって実際の研究プ

ロトコールを作成し、それを発表、相互に評価・

講評することを段階的に体験する。この過程で前

期までに身につけた疫学・統計学などの知識を、

具体的な立案・計画の実践につなげるだけでなく、

必要な資源の調達など計画の実践に必要なマネ

ジメントについても学ぶ。保健医療経済学講義で

は、初歩的なミクロ経済学の理論・枠組みについ

て触れたのち、現在の保健医療制度について鳥瞰

し、制度や医療技術を評価するために必要な理論

や分析手法について系統的な知識を身につける。

夏季に実施される同演習では、費用対効果分析や

意思決定分析など、学生自らが分析技術の習得の

ためにコンピュータ実習など含めた事例研究を

行う。 
2007 年度ならびに 2008 年度については、本分

野は博士課程学生を受け入れていない。2009 年

度より社会医学専攻の博士課程について学生を

受け入れる予定である。 
 

研 究 

本分野が取り組む研究の領域はヘルスサービ

ス研究の広い分野にまたがるものとなっている。 
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臨床治験や臨床研究について、そのデザイン・

データ収集のプロトコール作成・分析・論文作

成・査読者とのコミュニケーションなどについて、

主に循環器領域を中心にいくつかの研究をサポ

ートしている。また臨床のアウトカム評価として、

従来の客観的・医学的指標に加え、患者の視点を

取り入れた患者由来アウトカム指標（いわゆる

Quality of Life; QOL など含む）については、整

形外科領域での開発導入が盛んとなっているが、

海外で開発され、国際標準とされている指標につ

いて翻訳・妥当性評価などを複数の尺度について

行ってきた。また本分野では、大学病院 22 世紀

医療センター医療経営政策学寄附講座との共同

で 、 日 本 独 自 の 患 者 分 類 シ ス テ ム （ Patient 
Classification System ） と し て 知 ら れ る

Diagnosis Procedure Combination (DPC)の開

発・精緻化についても、中核的役割を果たしてい

る。DPC の標準様式を用いて収集された詳細か

つ世界的に見てもユニークなプロセスデータに

よって、わが国の急性期病院における診療の内容

について実証的な分析が可能となりつつある。ま

た既存のデータ（たとえば患者調査）や、新規に

集められた経営データ（財務諸表情報など）と

DPC データを組み合わせた、新たな分析を展開

しつつある。本分野では、社会経済的格差による

健康格差の実態把握やそのメカニズムの解明な

ど、いわゆる社会疫学的研究についても、重要な

研究テーマとして位置づけている。これまでも国

民生活基礎調査などの 2 次データを用いた解析

を実施してきたが、現在、経済産業研究所や本学

経済学部との共同研究として、高齢者を対象とし

た大規模パネル調査を実施し、所得・資本・学歴・

就労などの社会経済的要因と、医療・介護サービ

スへのアクセス、生活習慣、社会的支援など社会

関係が健康に及ぼす影響について包括的かつ多

面的な検討を進めている。 
医療技術の経済性評価としては、日本で導入が

予定されている新規の抗がん剤などに関して診

療モデルを作成し費用対効果の分析を行ってい

る。医療の効率的な提供が課題となる中、新規技

術に関して経済性を評価することは重要である。

また、平成 18 年度から保険診療となっている医

療機関外来における禁煙治療について制度導入

後の治療成績をもとに費用対効果の検証を行っ

ている。さらに、がんや腎疾患等の領域で、臨床

試験や疫学調査研究にあわせたコストデータの

収集などのプロスペクティブな調査に参画して

いる。医療経済評価結果を政策で用いる際には、

どの程度まで公的に負担するべきかが課題とな

る。人々が考える社会的な費用負担に関する支払

い意思額の調査を実施し、公的な負担での閾値の

検討なども行っている。 
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沿革と組織の概要 

平成 19 年４月１日に公共健康医学専攻（専門

職修士課程）の発足とともに、附属病院大学病院

医療情報ネットワーク研究センター(UMIN セン

ター)の大学院講座化が行われ、医療コミュニケ

ーション学分野が誕生した。医療コミュニケーシ

ョン学分野は、教授、准教授各１名から成り立っ

ており、両者とも UMIN センターを兼任している。 
医療コミュニケーション学は、海外、特に米国

では、数多くの専門の研究室が存在して活発な研

究活動が行われており、Health Communication
と呼ばれることが多い。日本でも、近年その重要

性についての認識が少しずつ高まっているが、医

療コミュニケーション専門とする講座・分野は、

九州大学にあるのみであり、本分野が全国で２つ

目である。 
 

教 育 

医療コミュニケーション分野は、専門職大学院

（公共健康医学専攻）に所属し、研究者の養成の

みならず、医療・公衆衛生分野における実務家養

成を目的としている。このため、研究、教育につ

いても、UMIN センターにおける実務経験も生か

した教育活動を行っている。 
大学院教育修士教育については、公共健康医学

専攻（専門職大学院修士課程）において、医療コ

ミュニケーション学講義、医療コミュニケーショ

ン学実習を行っている。その概要は下記となって

いる。 
 

[医療コミュニケーション学講義題名] 
総論１：医療コミュニケーション学概論(1) 
総論２：医療コミュニケーション学概論(2) 
総論３：ソーシャルマーケティング 
総論４：マスメディアによるコミュニケーション(1)－新聞 
総論５：マスメディアによるコミュニケーション(2)-テレビ放送 
総論６：インターネットによるコミュニケーション 
総論７：エデュテインメント・シリアスゲームによる双方

向性コミュニケーション 
各論１：医療専門家相互のサイエンスコミュニケーション 
各論２：医療機関内におけるコミュニケーション 
各論３：医療専門家と医療消費者間のコミュニケーション 
各論４：災害時・非常時におけるコミュニケーション 
各論５：医療機関の広報活動 
各論６：医療従事者・患者コミュニケーション－医療機関

の立場から 
各論７：医療従事者･患者コミュニケーション－患者の立場

から 
各論８：医療消費者相互の健康情報コミュニケーション 
 
[医療コミュニケーション学実習題名] 
１．インターネットコミュニケーション実習（1） 
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―インターネットサイトの調査・分析・評価 
２．インターネットコミュニケーション実習（2） 
―インターネットサイトの構築 
３．マス・コミュニケーション実習 
―記者会見実習・新聞記事の評価・分析  
４．行動科学・コミュニケーション体験実習（１） 
―MBTIに基づく効果的なコミュニケーション術（1） 
５．行動科学・コミュニケーション体験実習 
―MBTIに基づく効果的なコミュニケーション術（2）  
６．映像メディア実習 
―映像メディアの撮影と編集 

 
大学院博士課程では、社会医学専攻医療情報経

済学分野を兼担し、医療情報経済学実習・演習を

実施している。 
学部教育では、医学部医学科学生向けの医療情

報学の講義を１コマ（「医学文献情報学（木内）」

を担当している。 
 

研 究 

医療コミュニケーション学分野では、従来にお

ける大学病院医療情報ネットワーク研究センタ

ーにおける情報システムの構築・運用を主体とし

た研究を継続しつつ、医療･公衆衛生関連分野に

おけるコミュニケーション一般に関する研究に

まで、その研究対象範囲を広げようとしている。

大学病院医療情報ネットワーク研究センターか

ら継続している研究は、下記を特徴としている。 
 

１）情報ネットワーク・コミュニケーションの研

究 
 医学・医療情報関係の研究部門の中で、イン

ターネット等の情報ネットワーク・コミュニケー

ションを専門に研究する全国唯一の部門となっ

ている点が特徴である。 
 

２）医療でなく、医学を主たる対象としているこ

と 
日本の医学分野における情報学の研究部門が、

病院情報システムを中心とした「医療」関係の情

報システム（病院情報システム、電子カルテ、遠

隔医療、レセプト電算化等）の研究を主として行

っているのに対して、「医学」関係の情報システ

ム（医学文献データベース、医学研究データ収集、

医学教育用情報システム等）の研究を主体として

いることに大きな特徴がある。 
 
新たな医療コミュニケーション学の研究及び

従来から継続して行っている情報システムの構

築・運用に関連した研究の具体的な内容は、下記

である。 
 

（１）ヘルスコミュニケーションに関する研究 
様々な臨床研究の成果は、実際に臨床あるいは

社会の中で活用されることで初めてアウトカム

の改善に結びつくため、近年、医療と社会のコミ

ュニケーションという視点が重要視されている。

この点を踏まえ、我々は、臨床と社会のニーズを

集め、研究成果を医療従事者あるいは一般国民、

患者に広く伝えるために必要な「情報」と「コミ

ュニケーション」に関する知識と技術に関する研

究を行なっている。 
 

（２）医療分野の Information and Communication 
Technology (ICT)活用に対する医療技術評価 

情報技術は医療や健康増進に対して、大きな役

割を果たすと考えられるが、その費用効果性を含

めた包括的な有用性の評価は不十分である。我々

は 2003 年のレビューで、テレメディシンは 1990
年代より臨床応用が進められているが、費用効果

分析が少ないことを指摘した。その結果を踏まえ、

テレメディシンをはじめとした、医療における情

報技術の包括的評価に取り組んでいる。 
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（３）エデュテインメントに関する研究 
一般国民・患者に対する健康教育・医学情報を

分かりやすい形で提供する場合には、正確な情報

であることに加えて、「分かりやすいこと」、そし

て「受け取りたい」と思ってもらうことが重要な

要素となる。 
我々は、情報を分かりやすく伝達するためのメ

ディアやエンターテイメント、インターフェイス

の活用方法に関する研究と、具体的なアプリケー

ションの開発と評価に取り組んでおり、1 型糖尿

病患者向けのエデュテインメント（エンターテイ

メントとエデュケーションから出来た言葉）シス

テムの開発と評価を行なった。 
 

（４）医療マネジメントに関するリサーチ 
最適なアウトカムを達成するためには、情報を

正しく判断し、意思決定をしていくこと、即ち、

マネジメントが重要となる。しかし、医療分野で

は、質改善、医療安全、医療マネジメントに関す

る研究や評価はまだ黎明期である。我々は、情報

の活用という視点から、マネジメント理論である

Theory of Constraint（TOC）に注目し、医療事

故防止への応用可能性や質と効率性の最適化に

関する研究を進めている。 
 

（５）UMIN に関するもの 
UMIN で開発・運用されている多くの情報シス

テムが研究の対象となっており、先進的なもの・

学術的に特徴のあるものについて、論文・学会発

表等を行っている。他の分野の研究者との共同作

業によって構築されているシステムも多い。 
 

（６）臨床・疫学研究のための情報システム  
臨床・疫学研究のための情報システムの開発・

運用の研究を行ってきた。最近では、CDISC 等

の治験の電子化・標準化への取り組みを中心に行

っている。UMIN においても、この成果を生かし

て、インターネット医学研究データセンターの運

用を行っている。 
 

（７）情報ネットワークのセキュリティに関する

研究  
全国の医療機関を VPN で結ぶ、医療 VPN、

Web メールを用いた暗号電子メールの運用等の

研究を行っている。UMIN の運用の上でもセキュ

リティは非常に重要な要素であり、研究成果を

UMIN 運営に役立てている。 
 

（８）臨床研究の研究計画策定・統計解析  
臨床家と共同して、臨床研究等の研究計画の策

定、統計解析を行ってきている。また、既存のデ

ータからの情報の抽出や知識の発見、予後予測モ

デルの構築を目的としたデータマイニング的ア

プローチによる研究も行なっている。さらにそれ

らの結果を臨床で応用するための意思決定支援

システムの構築と評価にも取り組んでいる。 
 

（９）医療の質向上を目的とした患者レジストリ

システム 
電子カルテを含めた既存の病院情報システム

には多くのデータが蓄積されているが、そこから

質改善や患者安全、あるいは医療マネジメントに

必要な情報が適切に抽出され、活用されていると

は言いがたい。我々は、医療マネジメントのため

の情報提供を目的としたデータバンクの構築と

評価に関する研究に取り組んでおり、現在、外傷

及 び 糖 尿 病 に 関 す る 診 療 達 成 目 標 （ quality 
indicator: QI）のフィードバックシステムに関す

る研究を進めている。 
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沿革と組織の概要 

東京大学大学院医学系研究科健康科学・看護学

専攻精神看護学分野の前身は 1957（昭和 32）年

に医学部衛生看護学科に開設された臨床医学看

護学第四講座である。その後、1965（昭和 40）

年の衛生看護学科から保健学科への改組に伴い

東京大学医学部保健学科精神衛生学教室となっ

た。精神衛生学教室という名称での活動が長く続

いていたが、1992（平成 4）年 4 月、保健学科が

健康科学・看護学科に移行すると同時に精神衛

生・看護学教室となった。そして大学院重点化構

想に基づく大学院講座制への移行に伴い、1996
（平成 8）年 4 月に精神衛生・看護学教室は組織

上、東京大学大学院医学系研究科健康科学・看護

学専攻健康科学講座精神保健学分野および看護

学講座精神看護学分野の２つの分野となった。 
しかし平成 8 年の大学院講座化以降も精神保

健学分野の教授が精神看護学の教授を兼任して

おり、教室は教職員も院生も精神保健学分野と精

神看護学分野が一体となって活動している。また、

学部教育は従来の学部講座の担当を引き継いで

いるため、医学部健康科学・看護学科での教育活

動は精神衛生・看護学教室として、あたっている。 
精神保健学分野は、教授 1、助教 1、大学院生

8（博士課程 10、修士課程 7）、客員研究員、研究

生らによって構成されている。 
当分野の課題は、精神看護学分野との協力体制

のもとに、より広い視野を持ちながら、なおかつ

精神保健学領域の専門性を深めることのできる

教育と研究体制を推進することである。 
 

教 育 

精神保健学および看護学に関わる諸問題を研

究及び実践の対象としている当分野の学部教育

は講義と実習からなり、上述の通り、精神衛生・

看護学教室として精神保健学分野と精神看護学

分野が一体となって行っている。 
学部の講義は精神衛生・看護学教室の教員及び

非常勤講師全員によって行われている。学部での

講義は、精神疾病論(必修 2 単位)、精神保健学(必
修 2 単位)、人間心理学(必修 2 単位)、行動測定評

価論(選択 2 単位)、精神看護学(看護学コース必修

2 単位)を担当している。実習は精神保健学実習

(必修 1 単位)および精神看護学実習(看護学コー

ス必修 3 単位)を担当している。精神保健学実習

及び精神看護学実習では、多くの施設の協力を得

て、大学院生のティーチングアシスタントなども

関与して行われている。 
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大学院教育は、精神保健学特論Ⅰおよび精神保

健学特論Ⅱが開講されており、平成 18 年度はそ

れぞれ職場のメンタルへルスおよび精神保健疫

学の研究方法論をトピックスとして取り上げた。

また、精神保健学分野と精神看護学分野共通の教

室セミナーとして、毎週水曜日夕方に、教室所属

の大学院生と研究生を対象にして、教員が参加す

る外国文献抄読と、適宜、学外講師による講義を

行った。教室セミナーでは、大学院生の研究計画

に関する発表と議論も行っている。 
 

研 究 

当分野では、心の健康問題とストレスの研究を

国際的視野から推進している。WHO 国際共同研

究の一環である世界精神保健日本調査は、わが国

最大規模の地域住民を対象とした精神疾患の疫

学調査である。労働者を対象とした職業性ストレ

スの健康影響およびこれへの対策の効果評価研

究も当分野の中心的な研究活動の１つである。当

分野の研究テーマはさらに、精神科リハビリテー

ション、臨床心理学、心理療法、児童・思春期精

神保健など、多様な分野に及んでいる。これらの

研究の多くは国内外の機関や大学の研究者たち

との共同研究で行われている。 
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沿革と組織の概要 

健康社会学教室（専門分野）は、1997（平成 9）

年度の大学院部局化によって、健康科学･看護学

専攻における旧保健社会学講座が二つに分かれ

た一方の分野である。2007 年 4 月より、修士課

程に限ってではあるが、公共健康医学専攻に組み

込まれ、その分野名も健康教育学を取り込み、健

康教育・社会学となった。 
2007（平成 19）年 10 月 1 日現在、教室主任

として准教授 1 人、大学院生は修士課程 15 人、

博士後期課程 19 人、計 34 人（うち外国人 2 人、

看護師有資格者 18 人）、研究生 3 人から成る。ス

タッフ 1 人で担当するという事態を余儀なくさ

れて 8 年になる。教室には、この他に客員研究員

40 数人が出入りし、また、事務補佐員 2 人が旧

保健社会学講座の事務を担当している。 
 

教 育 

健康科学・看護学専攻では、山崎准教授が夏学

期には「健康社会学特論Ⅰ：健康社会学のアプロ

ーチと理論および方法」、冬学期には「健康社会

学特論Ⅱ：保健医療看護における調査研究方法

論」を､公共健康医学専攻での｢健康社会学：概念

と測定｣と合同で、かつ朝倉隆司・石川ひろの両

非常勤講師の助けも得て開講した。公共健康医学

専攻ではこの他に、夏学期には、山崎准教授と中

山和弘非常勤講師とで「行動社会医学演習：人間

社会研究のための多変量解析法入門」を担当し、

冬学期には「健康教育学」の講義を分担した。 
当教室内では、毎週、大学院生を主とする教室

メンバーの研究論文を発表し討議する場として

健康社会学研究会を開き、また、国際誌の最新論

文の抄読会を社会ジャーナルクラブ（JC）と呼

んで毎週行ってきた。当教室では、2007 年度の

この 1 年間に、計 4 名が修士論文を提出し合格、

計 2 名が課程博士論文を新たに提出、計 2 名が合

格し博士号を授与された。山崎准教授が教室を担

当するようになった 1996 年度以降 2007 年度末

までの 12 年間で修士号取得者は 58 名、博士号取

得者は 15 名となった。 
学部生の教育に関しては、山崎准教授が「健康

社会学」「社会調査実習」「人間・社会関係論」「社

会福祉･社会保障論」の科目を責任教員として担

当し、一部の科目は田村誠・坂野純子・高木安雄

非常勤講師らの助けも得て行われた。その他、「健

康教育学」「保健行動調査実習」を分担し、「原書

講読」「卒業論文」、また、2007 年度に限ってで

はあるが「保健と教育：健康･病気と保健･医療の

問題を社会的に考える」という科目を引き受けた。

社会調査実習や卒業論文などには、少なからぬ大

学院生がティーチングアシスタントとして参加

した。当教室は、この 1 年間に、計 2 人の卒業論

文の指導を受け持った。 
 

研 究 

健康社会学/健康教育･社会学教室と各メンバー
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が進めている研究は、対象やテーマの点で多様多

彩であるが、概括すれば、健康・病気と保健・医

療をめぐるさまざまな問題の解明に、行動、生活、

集団、組織、地域、社会・文化、学習・成長、発

達、変動などに関する社会学や心理学、教育学、

行動科学の理論・概念と方法を応用した研究とい

うことができる。 
2007(平成 19)年度、当教室で進められた研究

には、以下のようなものがある。 
「A.アントノフスキーの健康生成論 salutogenesis

と健康保持能力概念 SOC(Sense of Coherence)
に関する研究」では、健康生成論と SOC 及びそ

の類似概念ホープ(希望)などに関する理論の紹

介・普及と尺度開発を行うとともに、SOC やホ

ープ等の日本語版スケールを用いて、日本の住民、

患者・遺族、産業労働者、学生、親子を対象に、

SOC やホープの分布と要因ならびに機能と効果

に関する実証研究や日中間比較研究を行ってき

た。 
1997 年にスタートした「非加熱血液製剤によ

る HIV 感染被害と救済に関わる調査研究」では、

一貫して、調査研究の立案からまとめに至るまで

当事者と研究者が共同で行う当事者参加型リサ

ーチ方式と、質的研究と量的研究を併用した方法

論的トライアンギュレーションが取られてきた。

2007 年度には、2001～03 年度に行った遺族調査

の結果を、著書『薬害ＨＩＶ感染被害者遺族の人

生―当事者参加型リサーチから―』にまとめて出

版した。また、2004～05 年度に全国の薬害 HIV
感染生存患者とその家族を対象として実施した

面接調査と質問紙調査の結果の横断的研究と、

1998 年と 2005 年に実施した質問紙調査に両年

とも回答してきた生存患者に対する縦断的研究

を行い、その結果を学会等において発表してきた。 
以上の研究の一部も含めた研究プロジェクト

「病気・障害・ストレスへの積極的対処と人生再

構築に焦点化した健康社会学的研究」（代表:山崎

准教授）は、文部科学省から 2006 年度より 3 年

に亘る研究助成を受けて、様々な慢性疾患の患

者・障害者、その家族・遺族、さらに産業労働者

を対象に、生存・生活・人生というライフの全次

元に及ぶ困難のみならず、回復・対処・再構築の

営みやそれを推進する上で力となるものを「健康

への力」とも呼んで、その両面の実態を明らかに

するとともに、概念化･理論化を試みてきた。同

様の研究は、院生や研究生のそれぞれが代表とな

って民間の財団から得た研究助成にも助けられ

て、難病患者、乳がん患者、小児がん患児とその

家族、口唇口蓋裂患者、車イス利用高齢者、家族

介護者などを対象としても行われた。この他、学

外の研究者とも研究チームを組んで、「精神障害

へのスティグマとまなざしに関する国際比較研

究」の一環でもある日本での調査と分析を行って

きた。 
健康社会学教室におけるもう一つの伝統的な

研究プロジェクトは、「転換期の医療者-患者関係

とヘルスケアシステムに関する研究」である。

2007 年度には、厚生労働科学研究費の助成を受

けた「「学習処方箋」を用いた病院図書室機能の

活性化と協働の医療推進に関する研究」（代表:郡
司｢医療の質に関する研究会｣副理事長）の分担･

協力研究者として、山崎准教授と健康社会学/健
康教育･社会学教室メンバーは、患者中心医療や

協働の医療、ペイシェントアイズ、ヘルスリテラ

シー等に関する文献研究と調査研究を行ってき

た。 
また、山崎准教授ら教室メンバーは、2006 年

度以来、厚生労働科学研究プロジェクト「免疫ア

レルギー疾患等予防・治療研究事業」の分担･協

力研究者として参加し、「慢性疾患セルフマネジ

メントプログラム CDSMP」のプロセス評価とア

ウトカム評価研究を行ってきた。CDSMP は、従

来の行動変容を主たる目標として専門家が個別

の疾患患者に提供する患者教育プログラムとは
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異なり、スタンフォード大学で開発され今では世

界 20 カ国以上に普及し約 5 万人の慢性疾患患者

が受講し、その有効性も各国で次々と検証されて

いる、訓練された患者をリーダーとして、慢性疾

患患者において病とともに生きていく自己効力

感の向上と術(すべ)と力の形成がめざされている、

患者成長相互支援プログラムとも言うべき新し

いタイプのプログラムである。2007 年度には、

2006 年度に日本慢性疾患セルフマネジメント協

会が開始した CDSMP の日本で最初のプロセス

評価研究とプログラム受講前後比較デザインに

よるアウトカム評価研究をまとめ、日本での

CDSMP の有効性を検証するとともに、患者成長

相互支援メカニズムに関する理論仮説を提示し

た。 
産業保健分野の研究としては、産業労働者に過

労やディストレス、ワーク･ファミリー・インバ

ランスをもたらしやすい労働職場の環境条件改

善を重視するという観点と、労働負担のきつい職

場でありながら元気に働き続けられそうに思え

る職場が持つ環境条件や職場風土を探るという

観点から、産業労働者の疲労･ストレス研究を継

続的に行ってきた。看護職や介護職、保育職など

ヒューマンサービス職における心身負担特性と

職務満足度との関係、ならびに疲労・ストレスや

職務満足度と医療事故や利用者満足度との関係

に関する実証研究や講演、執筆に取り組んできた。 
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沿革と組織の概要 

今世紀、医学は急速に発展し、医療技術によっ

て、それまで不治とみなされていた感染症が克服

され、乳児死亡・妊産婦死亡が激減するようにな

った。しかし、逆説的ではあるが、現在ほど医学

の進歩が人間を幸福にするという命題に疑問が持

たれ、また、医療技術の適用について意思決定困難

な問題が山積している時代はなかったと思われる。 
たとえば、高齢者の平均余命の延長は近年、著

しいが、その内容を詳細に検討すると、必ずしも

心身ともに健康な余命が延長しているわけではな

いことが明らかになっている。高齢者では種々の

疾患の有病率が高く、現代では、仮に寝たきり状

態や植物状態になっても、いろいろな延命技術（感

染症のコントロール、栄養補給など）によって、

かなりの期間、延命することが可能となっている。 
人生の最期の時期（終末期）の医療においても

同様の問題が生じている。完治不能のがん患者で

あっても、種々の延命技術を駆使することにより、

かなりの期間、延命することが可能である。この

ような中で、臨床医は延命を重視するのか、症状

のコントロールを最優先するのかという困難な

決断をせまられる。近年、終末期医療における生

活の質（quality of life）ににわかに関心が集まっ

ているが、これは、従来の極端な延命至上主義に

対する批判にもとづくものであろう。 
医療倫理をめぐる問題では、医療の有用性に対

する疑念がしばしば表明される。生殖医療、遺伝

子診断などの新医療技術は人類に幸福をもたら

すものなのだろうか、道徳的な観点から考えて正

当化しうるものなのだろうか。 
目を世界に転じてみると、いわゆる先進国では、

医療技術の恩恵によって、人々の健康水準は向上

しているようにみえるが、世界の人口の大多数で

は、十分な保健・医療サービスが受けられずにい

る状態が続いている。 
当分野は、現代の医学をめぐるこれらの諸問題

（高齢者保健、終末期医療、医療倫理、国際保健）

に対して、心理学、社会学、文化人類学、政策学、

経済学などの学際的な視点に立ち、それらの学問

の理論、方法論を適用し、(1)人間の心身の健康を

向上すること、(2)上述のような意思決定困難な問

題への対応を提言すること、を最終的な目標とし

て研究をおこなっている。 
平成 20 年 3 月末現在、教授 1、講師１、助教

１、客員研究員 24、大学院生 14 となっている。

境界領域であるため、さまざまな background の

者が集まっている。 
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教 育 

大学院については、特論「老年社会科学」を開

講し、高齢者についての社会科学研究の最前線の

成果について紹介している。また、高齢者研究を

題材にしながら、社会科学研究一般にも通じる基

本的な方法論（研究デザイン作成、スケールの開

発と選択、データ解析、質的研究の進め方など）

についても講義をおこなっている。この他、修士

課程、博士課程の院生に対して演習、実習を開講

している。 
学部教育については、講義「健康教育（職域、

地域）」、「産業保健・看護」、「保健行動論」、「意

思決定論」、「健康科学・看護学概論」および実習

「社会調査実習」、「保健行動調査実習」を担当し、

心理・社会的要因と健康（および健康行動、健康

に関する意識）との関係などについて教育をおこ

なっている。 
 

研 究 

当分野は、上記したように、高齢者保健、終末

期医療、医療倫理、国際保健を主な研究分野とし、

これらの問題に対して、心理学、社会学、文化人

類学、政策学、経済学などの学際的な視点に立ち、

それらの学問の理論、方法論を適用する研究をお

こなっている。この分野はまだ発展中であり、概

念上、方法論上、研究を進める上でのむずかしい

問題が多いが、種々の background の研究者を受

け入れる用意がある。 
具体的には、たとえば、以下のようなテーマで

研究がおこわれている。 
1) 高齢者におけるソーシャル・サポート授受と主

観的幸福感 
従来のサポート研究では高齢者は主としてサポー

トを受ける側とされていたが、この研究では高齢

者が若い世代にサポートを提供するという側面に

着目し、調査をおこなった。この成果をふまえ、

文科省および厚労省の科学研究費の援助を受け、

世代間交流、転居高齢者についての介入研究を実

施している。 
2) 活動的余命（disability-free life expectancy）

の測定 
身体活動度を quality of life の指標として開発さ

れた活動的余命を長野県佐久市の大規模コホート

研究のデータについて算出し、新しい健康指標と

して使う可能性を示した。新しい健康指標を提唱

したこの研究成果は社会的に広く注目された。現

在、活動的余命に関連する心理・社会的要因につ

いて検討をおこなっている。 
3) 乳がん患者に対する心理・社会的援助 
がん患者に対する心理・社会的援助の研究、実践

については、わが国は欧米と比較してたち遅れて

いる。このプロジェクトでは、心理・社会的援助

についての乳がん専門医の意識調査、患者間の

self-help group についての質的調査、術後の乳が

ん患者の夫婦関係について研究をおこなっている。 
4)わが国における倫理委員会の構造と機能 
わが国においては、病院、研究機関、学会などに

倫理委員会が設置されるようになった。欧米の倫

理委員会が、研究倫理審査委員会（IRB）と病院

倫理委員会（HEC）のふたつの流れから発生して

きたのに対し、わが国の倫理委員会はこの両者と

も一致しない独特のものである。各レベルにおけ

る倫理委員会の実態を調査し、あるべきすがたに

ついて提言をおこなうことを目的としている。 
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沿革と組織の概要 

医療倫理学・健康増進科学分野の前身は保健管

理学教室である。 
旧保健管理学教室は、1967 年に設立され、1974

年に田中恒男博士が最初の主任教授として着任

した。田中教授は日本の地域健康管理システムの

開発に大きく貢献し、地域健康管理に関する保健

管理システムとデータ管理システムの理論に関

する多数の論文を発表するとともに、健康科学・

看護学科の前身である保健学科の設立に携わっ

た。 
1985 年に、郡司篤晃博士が二代目教授として

着任した。郡司教授は、大きく二つの研究プロジ

ェクトを担当した。一つ目は、身体活動と不活動

の健康影響に関する国際研究、二つ目は保健管理

システムに関する研究で特に保健経済と保健管

理の質に関する研究である。 
1996 年に、保健管理学教室は健康増進科学分

野と旧保健経済学分野の二つの分野に分離され

た。両分野は大学院医学系研究科に設立された。

1996 年から健康増進科学分野は川久保清博士が

助教授として担当し、1998 年に保健経済学分野

の教授として小林康毅博士が着任した。小林教授

は主に日本の医療政策に関する研究を行った。 
2001 年に、小林教授は同大学大学院医学系研

究科公衆衛生学の主任教授として異動した。 
2002 年からは、現在の主任教授である赤林朗

博士が小林教授の後任として着任し、保健経済学

分野は医療倫理学分野となった。健康増進科学分

野は、川久保清助教授の転任に伴い、赤林朗教授

が兼任することとなった。 
医療倫理学・健康増進科学分野の平成 19 年度

の構成員は、教授 1、准教授 1、講師 1、助教 1、

技術専門職員 1、事務補佐員 3 人である。その他、

客員研究員 9 人、学部非常勤講師 5 人、大学院非

常勤講師 6 人で、研究・教育にあたっている。 
大学院生は、医療倫理学分野の博士課程 2 人

（外国人 0 人）、修士課程 2 人（外国人 0 人）、健

康増進科学分野の博士課程 1 人（外国人 0 人）、

修士課程 2 人（外国人 0 人）である。 
 

教 育 

学部教育：医療倫理学・健康増進科学分野が平

成 19 年度に担当した健康科学・看護学科の学部



342 東京医学・第 116 巻・平成 20 年 10 月 

 

講義・実習は以下の通りである。 
 

1）医療倫理学（3 年、必修、2 単位） 
2）保健健康管理（3 年、必修、2 単位） 
3）保健福祉行政Ⅰ、Ⅱ（3 年、選択必修、2 単位） 
4）保健労働行政･法制（3 年、必修、1 単位） 
5）保健･医療管理論（3 年、選択、2 単位） 
6）健康増進科学（3 年、選択、1 単位） 
7）保健･医療管理実習（4 年、選択、2 単位） 

その他、健康科学・看護学概論の講義の一部を

担当した。 
教員は、東北大学医学部（医の社会学）、順天

堂大学医学部（社会と医療）など他大学の教育の

協力をおこなった。 
大学院教育：医療倫理学分野では、医療倫理学

特論Ⅰ、Ⅱ、演習Ⅰ、Ⅱ、実習Ⅰ、Ⅱを、健康増

進科学分野では、健康増進科学特論Ⅰ、Ⅱ、演習

Ⅰ、Ⅱ、実習Ⅰ、Ⅱを担当した。 
修士論文を指導したのは 3 人、博士論文を指導

したのは 1 人であった。 
また、毎週医療倫理学・健康増進科学共同の研

究会とともに健康増進科学に関する抄読会を行

い、教室員の教育･研究指導に努めている。 
 

研 究 

医療倫理学分野  
医療倫理学分野では、医療に関わる政策決定や

臨床現場での倫理的判断の基礎となる倫理・哲学

的理論、生命・医療倫理学のトピックスについて、

人文・社会科学的方法論を用いて多彩な教育研究

を行っている。授業では、医療倫理学に関する諸

問題を理解するだけにとどまらず、倫理的な考え

方を身に付けることを重視しているため、全体講

義や文献講読のほか、グループ・ディスカッショ

ンや演習などにも重点を置いている。 
な お 、 生 命 ・ 医 療 倫 理 人 材 養 成 ユ ニ ッ ト

(http://square.umin.ac.jp/CBEL)では、生命・医

療倫理学の分野における研究者および医療現場

における倫理的助言を行うことができる人材養

成を目的に、社会人を対象とする倫理コンサルタ

ントと、学部学生と大学院生を対象とする研究者

に分けて、それぞれの人材養成を行っている。 
 
主な研究テーマ 
(1) 医療倫理学総論・歴史 
(2) 倫理学の諸理論(規範理論とメタ倫理学) 
(3) 政治理論(正義論) 
(4) 医療資源の配分 
(5) 臨床研究や疫学研究における倫理 
(6) 倫理委員会 
(7) インフォームド・コンセント 
(8) 守秘義務 
(9) 情報開示 
(10) 脳死・臓器移植 
(11) 遺伝子医療 
(12) 安楽死・尊厳死 
(13) 人工妊娠中絶の倫理性 
など 
 
健康増進科学分野  

健康増進科学分野では、健康科学の中でもとり

わけ人々の生活習慣と疾病との関係、その予防・

健康管理活動に係わる調査・研究を通して、広い

意味での健康政策提言を目指した研究活動を行

っている。そのため、人々の健康の維持・増進に

資する科学的根拠を提示するための研究活動を

基本としており、地域・職域における健康づくり

の効果的方法・評価法の開発を行っている。研究

の主なキーワードは 3 つに絞ることができる。す

なわち生活習慣病、生活習慣、健康管理である。

これらのキーワードをもとに、実験的あるいはフ

ィールド調査研究をおこなっている。生活習慣の

中では健康管理への応用の面から、日常生活にお

ける身体活動・食生活についての評価方法ならび
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に各種生活習慣病に及ぼす影響、またこれらの生

活習慣の変容による短期的・長期的効果、さらに

は行動変容の長期継続に関わる個人的・環境的要

因などについて、職域・地域において明らかにし

ようとしている。生活習慣病の領域では、特に肥

満を中心に血圧、糖・脂質代謝に関する研究を生

活習慣との関連から研究している。健康管理の領

域では、健康管理の費用・効果、地域・職域の健

康づくりのための社会的・物理的環境評価に関す

る研究を行っている。 
 
主な研究テーマ 
(1) 効果的な健康づくりプログラムの開発 
(2) 居住環境が生活習慣に及ぼす影響 
(3) 健康づくり支援環境の評価法の開発 
(4) 健康増進プログラムの費用効果に関する研究 
(5) 生活習慣変容が医療費削減に及ぼす影響 
(6) 身体活動量（運動を含む）評価ツールの開発  
(7) エネルギーバランスの変動に及ぼす生活環境

要因の定量化 
(8) メタボリックシンドロームと生活習慣に関す

る研究 
(9) メタボリックシンドロームの評価に関する研

究 
(10) 肥満の予防・改善に有効な食品摂取パターン

など 
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沿革と組織の概要 

公衆衛生（Public Health）は、産業革命期の

英国で誕生し、その後、英米を中心に発展してき

た実践及び学術分野である。わが国では 1883（明

治 16）年、度々のコレラ流行に対応すべく官民

挙げた組織である大日本私立衛生会が設立され、

その頃より日本の公衆衛生活動も本格化した。 
第二次世界大戦後、日本国憲法第 25 条に、国

の責務として公衆衛生の向上と増進が謳われる

ようになり、米国の医学教育と公衆衛生システム

をモデルとした GHQ の政策の影響もあって、日

本の大学医学部、医科大学に公衆衛生学教室が

次々と設置されることとなった。東京大学医学部

公衆衛生学教室は、1947（昭和 22）年、わが国

最初の公衆衛生学講座として設置された。1995
（平成 7）年には大学院重点化により、社会医学

専攻公衆衛生学分野（医学博士課程）となった。

2007（平成 19）年には、東京大学における公衆

衛生大学院（専門職修士課程）設置に伴って公共

健康医学専攻健康医療政策学分野となり、元の社

会医学専攻公衆衛生学分野も兼担し、現在に至っ

ている。 

教 育 

1）医学部医学科ほか：医学科における公衆衛生

学の教育は M2（第 4 学年）、M3（第 5 学年）、

M4（第 6 学年）を対象に行われる。M2 冬学期

の公衆衛生学系統講義では、当該分野の体系的理

解と基礎的方法論の習得を目的とした講義を計

18 コマ行った。内容は、公衆衛生学総論、健康

管理論、疫学、医療経済学、地域保健・へき地医

療、プライマリケア、在宅医療、産業・環境保健、

感染症・結核対策、行動医学、国際保健、医療政

策・行政などである。とりわけ行政、地域保健等

については現場の行政官、医師、研究者を非常勤

講師として招いて講義を実施した。M3 の 7 月（1
週間）あるいは夏季休暇期間中に、分子予防医学

教室と共同して、公衆衛生学衛生学実習を実施し

た。実習指導は両教室のスタッフ、非常勤講師、

国際保健学専攻及び健康科学講座の各教室スタ

ッフの協力をえて、少人数の班（約 20 班）に分

かれて実施した。M4 の秋に、公衆衛生学・保健

医療論の総括として社会医学集中講義（6 コマ）

を担当した。 
このほか、医学科の研究室配属、フリークォータ
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ー、教養学部（駒場生）小人数ゼミナール「医学

に接する」、健康科学・看護学科「産業保健・看

護」、工学部「環境公衆衛生学」を分担した。 
 
2）公共健康医学専攻（専門職修士課程）：健康医

療政策学（講義）、健康危機管理学（講義）、保健

行政・健康危機管理学実習（実習）を実施した。 
 
3）社会医学専攻（医学博士課程）：疫学、統計学、

産業医学、医療経済学などの各論及び公衆衛生学

全般について演習及び実習を毎週実施した。毎月

1 回行われる研究発表会（土曜セミナー）では大

学院生のみならず、研究生や客員研究員、外部講

師なども招いて活発な議論が展開された。上記以

外に、疫学調査等のフィールド活動、事業所等に

おける健康管理、学部授業の聴講・補助などを通

して、公衆衛生学分野の研究者・教育者としての

トレーニングを実施した。 
 

研 究 

医療政策、健康政策、健康管理などに関わる実

証分析を中心に行っている。主要な研究テーマは

以下のとおりである。 
1）健康政策・医療政策に関する研究：予防・医

療全般における様々な問題を制度・政策論的及び

医療経済学的な視点から分析している。具体的に

は、(1)医療保険制度が医療機関や処方せん薬局に

与える経済的インセンティブやそれに伴う医療

の効率性、公平性の実証分析、(2)レセプト情報を

活用した保健事業の評価や医療の質の評価、(3)
わが国の医療従事者の将来需給や医師の地理

的・診療科別分布に関する研究、(4)健康政策に関

わる理念と時代的背景の分析、(5)途上国における

HIV/AIDS の医療費及び社会的費用の推計など

である。これらの研究を通じて、根拠に基づく健

康医療政策形成のあり方を検討している。 
 

2）産業保健、労働者の健康管理に関する研究：

具体的には、(1)職域健康管理に関連した疫学研究、

(2)職業性ストレスの健康影響に関する研究、(3)
予防サービスの医療経済評価などである。 
 
3）その他、(1)中国における予防接種政策の研究、

(2)アフガニスタンの母子保健対策などの研究を

行っている。 
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沿革と組織の概要 

医療と情報学の境界領域での医療情報システ

ムに応用可能な基礎的手法の開発、医療情報に関

連する基盤情報環境の開発と構築、医療情報シス

テムの実践的研究、およびこれらの領域での知見

と手法を、医療経済学・医療管理・病院管理学に

応用し、医療変革と社会貢献をめざしている。 
対象領域をキーワードとして列挙すると、医療

情報システム、次世代電子カルテ、医療情報ネッ

トワーク、バーチャル医療情報環境、医学概念の

コンピュータ表現と標準化、オントロジー、医用

知識工学、病院情報疫学、医療の質の評価、臨床

情報工学、プライバシー保護と暗号化、情報セキ

ュリティー、医療分析、病院経営分析、医療安全

管理、などがある。  
教授は東京大学医学部附属病院の企画情報運営

部の部長を併任しており、同部所属のスタッフと

ともにこれらの組織を運営していることから、大

学院教育と研究の場は、医学部附属病院企画情報

運営部と一体となっている。企画情報運営部は医

学部附属病院の将来計画や企画に関する情報分析

を医療情報システムにより行う実践の場であると

ともに、病院全体の医療情報システムの企画・設

計・開発・運用など実務のすべてを行っている。 
当教室は、1983 年に医学部附属病院中央医療

情報部が正式に設置され、当時の大学院第一基礎

医学に医療情報学博士課程が設置されたことに

始まる。初代教授は日本の医療情報学を確立した

開原成允（現名誉教授）であり現在は二代目であ

る。1997 年には東京大学の大学院大学化に伴い

現在の社会医学専攻医療情報経済学分野となり、

中央医療情報部に所属していた教授１、助教授１

が大学院を本務とすることになった。2000 年に

は東京大学大学院情報学環・学際情報学府に医療

情報学が設置され、助教授定員を移籍して、同コ

ースの院生の受入れも開始した。この助教授とし

て初代は小野木雄三助教授、現在は山本隆一准教

授が着任している。当教室は東京大学医学部附属

病院の管理研究棟 4 階にある。 
なお、東京大学医学部附属病院企画情報運営部

は、平成 15 年 3 月末まであった中央医療情報部

と院内措置で設置されていた新病院整備企画室

とが統合し、平成 15 年 4 月 1 日に新たに設置さ

れた組織である。 
 

教 育 

本務を当教室に置く教育スタッフは教授１名

だけであるが、その他に当教室の教育を兼担する

教員は、附属病院企画情報運営部所属の今村知明

准教授１名、美代賢吾講師１名、また当教室が協

力講座となっている健診情報学寄附講座の奥真

也客員准教授（2004.4～）と医療経営政策学寄附

講座（2005.10～）の橋本英樹客員教授、また本

学大学院情報学環の山本隆一准教授が当教室の

兼担教員として大学院教育を担当している。  
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医療情報経済学分野では、医学博士課程（4 年

制）を受け持っている。また当教室は、公共健康

医学専攻医療情報システム学を担当している。さ

らに健康科学・看護学専攻の保健医療情報学協力

講座でもあり、同講座では、健康科学・看護修士

課程(2 年制)および健康科学・看護博士課程（3
年制）を受け持っている。さらに、医科学修士専

攻の学生も受け入れている。従って、当教室では

医学博士、保健学博士、保健学修士、医科学修士

の学位を取得できる。 
在籍する大学院生は 2007 年度：医博課程 6 名、

健康科学看護学博士後期課程２名となっている。 
 
大学院生の主たる研究テーマは、医療情報領域

では、医療文書の自然言語処理、医学概念辞書に

関する研究、医療安全管理手法に関する研究、化

学療法レジメンの電子的記述と推論機構による

医療支援、診療ガイドラインの知識記述論など、

食品アレルギー情報のデータマイニングなど、医

療情報のがん患者への適切な提供方法、提供医療

情報の難解語の研究など、また医療経済領域では

包括医療制度ＤＰＣにおける疾患別医療コスト

分析、病院の患者の診療時間分析、など多岐にわ

たっている。 
 

研 究 

平成 19 年度の研究スタッフは次のようなメン

バーで構成されている。 
教授：大江和彦、講師：美代賢吾、特任講師（病

院）：渡辺宏樹、助教：山口泉、井出博生、康永

秀生、田中勝弥、星本弘之、プロジェクト特任教

員（助教）：荒牧英治、今井健、佐藤恵、野口貴

史、篠原信夫、新田見有紀（非常勤）、松谷司郎、

渡部晃久（非常勤） 
 

主要な研究領域としては、１）病院情報システ

ムと電子カルテに代表される診療の情報システ

ム化に関する応用研究、２）医療安全に貢献する

情報システムの研究、３）電子カルテや病院情報

システムのデータベースを対象とした新しい医

学的知見抽出や医療経済学的な指標の分析、４）

臨床医学用語と概念の記述の標準化と知識の構

造化表現手法の研究、５）医療情報システムにお

ける個人情報保護とセキュリティーに関する研

究、６）食品の安全性に関わる情報分析、７）包

括医療制度における諸問題の分析、８）バーチャ

ルリアリティーの医療・医学への応用などを行っ

てきました。これらのなかでも代表的な研究テー

マは以下のとおりである。 
 
１）臨床医学における概念と用語の関係の研究と

オントロジー研究開発 
（ 文 部 科 研 基 盤 研 究 (A)(2) No.16200039 

2004－2007 大規模臨床医学用語概念オントロジ

ーデーターベースの開発手法に関する研究）（科

学技術振興調整費・重要政策課題への機動的対応

の推進 臨床医学データ解析のための医療知識

基盤データベースの構築に関する研究 2006）： 
現在、当教室の中心テーマとしているもので、数

10 万語の大規模な臨床医学用語と概念関係デー

タベースであるオントロジーを構築する手法と

それをデータベース化しアクセスする基礎的手

法について研究するものであり、後述するオント

ロジー産学連携研究の基礎手法を検討する位置

づけともなっている。 
 
２）臨床医学オントロジー・データベース構築研

究（日本アナトミー研究所との産学連携研究

2004－2008) 
20 万語程度を目標に実際に利用可能な臨床医

学オントロジーの構築を目指すもので、その応用

ツール開発に主眼をおいて研究を行うものである。 
 
３）医療情報システムのための医療知識基盤デー
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タベース開発研究（厚生労働省受託事業、2007
－2009） 

医療情報の電子的管理と流通が今後の医療や

医学の情報基盤として期待されており、電子カル

テや健診・医療データの生涯にわたる管理と活用

が検討されている。これにともない、医療の場で

は膨大な電子化テキストが蓄積されることが予

想され、新たな医学的知見の発見、日常診療での

類似症例の検索、医療事故防止支援など多彩な活

用が望まれている。そこで本研究開発事業では、

臨床医学分野での多様な用語ラベルと意味同士

の関係をコンピュータが自動的にたどり、医学的

意味を処理できる基盤となる知識データベース

（オントロジー）を構築するもので、３年事業で

大阪大学、千葉大学などと共同で実施している。 
 
４）診療情報イベント駆動型の患者指向知的診療

支援サブシステムの開発に関する研究（富士通株

式会社との産学連携研究 2004-2008） 
自律分散型のリアルタイム診療支援システム

の設計開発を行い、実際に東大病院の情報システ

ムに組み込み実験を行うものである。 
 

これらの研究テーマに加えて、社会活動として、

厚生労働省の各種医療情報政策に関する検討会

等（社会保障カードのあり方検討会、特定健診・

保健指導プログラム検討会、医療情報標準化会議、

ICD 専門委員会）、内閣府の IT 評価専門調査会、

日本医学会用語管理委員会、社会保険診療報酬支

払基金標準傷病名マスター検討委員会、国際標準

化機構 ISO/TC215（医療情報標準化委員会）など

で複数のスタッフが重要な役割を果たしている。 
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沿革と組織の概要 

情報工学とは、計算機のハードウエアやソフト

ウエア、情報処理などの分野に大きな比重を置き、

客観的な形で存在する情報を対象とし、その伝達、

記憶、処理、入出力などに関する方法を考案し、

その装置やシステムを構築する技術を作ること

に重点が置かれ、国内では情報科学とほぼ同義に

使われている。 
医学への計算機（コンピュータ）の応用の歴史

を紐解くと、1950 年代に科学者や技術者の計算

を支援する装置として登場し、1960 年代には統

計や会計処理などの計算に用いられている。1980
年代になるとパーソナルコンピュータが登場し，

コンピュータが個人の一般的な知的作業に利用

される一方、大学病院などの大規模病院基幹部門

の業務の情報システム化が急速に行われた。 
Information Engineering（情報工学）という

言葉は、1981 年 Martin J. と Finkelstein C.に
より最初に提唱され、組織での情報処理技術を効

率的かつ効果的に行うための計画、分析、設計、

実装などから構成される一連の情報システム化

の方法論とされている。 
1990 年代に入ると，表現，設計，科学的発見

などのヒトの思考への支援ツールとして利用さ

れている。同時に、組織の中の情報流通のみなら

ず組織間や社会全体での情報流通がインターネ

ットを介して国際的にも容易となり、高度情報化

社会や第四次産業革命とまで称されるまでにな

る。国内の大学の中に情報学関連の講座が登場し

始める。 
21 世紀に入り、ヒトゲノム情報の解読に代表

されるバイオインフォマティクスの登場や病院

業務支援や地域医療連携をはじめとした多くの

医療分野の情報化のみならず，診療ガイドライン

の電子化や知識処理技術を駆使した診療ナビゲ

ーション機能の実用化など医学・医療分野におけ

る知識マネジメントへの応用も始まり、医学及び

その関連分野におけるほとんどの情報処理はコ

ンピュータ無くしては成り立たなくなってきて

いる。つまり、医学研究、診療、保健など医学・

医療のどの分野をとってもその発展には情報工

学への基本的理解が必須不可欠のものとなって

いる。 
このような時代背景の中、臨床情報工学(Clinical 

Information Engineering)教室は、平成 14 年度

から始まった文部科学省科学技術振興調整費新

興分野人材養成プログラムの一つであるクリニ

カルバイオインフォマティクス研究ユニットの

中の臨床情報工学部門を前身として、平成 19 年

4 月国内で初めて公共健康医学専攻医療科学講座

の中の一分野として設置され、約 1 年半が過ぎ現

在に至っている。 
 

教 育 

最先端の情報工学技術の医学・医療分野への応

用に関する医学工学双方の知識と技術を有する
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国際レベルの人材の育成を行うことを目指して

いる。そのため、医学・医療分野の臨床における

情報工学技術の設計・開発・評価と情報化プロジ

ェクトマネジメントに関する教育を担当してい

る。 
本務を当教室に置く教育スタッフは現在教授

１名だけである。しかし、国立がんセンターや他

大学（工学系教室も含めて）から世界的にも著名

な非常勤講師及び客員研究員を招聘し、その重責

を果たせるよう努めている。 
 

(1)大学院医学系研究科 
公共健康医学専攻では、公共保健・医療分野へ

の 情 報 工 学 技 術 の 応 用 （ Public Health 
Informatics）に関する講義と実習を担当し、情

報工学技術を応用したソリューションの提案と

その情報化プロジェクトのマネジメントに関す

る実践的知識と技術の習得を目標としている。 
また、社会医学専攻医療情報経済学分野を兼担

し、医学博士課程（4 年制）を受け持ち、医学・

医療分野の意思決定におけるデータマイニング

や Virtual Reality 技術の応用と評価法の修得を

目標とした大学院セミナーや研究発表会を実施

している。 
医科学修士専攻の学生も受け入れており、当教

室では医学博士、公衆衛生学修士、医科学修士の

学位取得が可能である。 
(2)医学部医学科 

社会医学専攻医療情報経済学分野の兼担によ

り医学部医学科の講義も一部担当している。 
設置されて間もなく教育実績は未だ少ない。平

成 19 年度修士卒業生は 2 名であり、その研究内

容は、大腸がん検診に関する analytic hierarchy 
process を用いた意思決定因子解析や病院におけ

る予約枠管理による外来診療待ち時間の短縮効

果の評価であり、前者は BMC Health Serv Res
にアクセプトされ、後者は関連する学会で優秀論

文賞を受賞した。国内外の研究生（国外：インド

ネシア、中国）への教育も積極的に行っている。 
 

研 究 

医学への情報工学の応用について社会的価値

が高く、国際レベルの研究開発を目指し、以下の

四項目を中心に進めている。 
(1) Medical Decision Making に関する研究： 

初期診療ガイドラインの電子的利活用を行う

上で現在インターネットに公開されている診療

ガイドラインと診療マニュアルの知識構造の特

徴を明らかにすることを目指している。これを基

に、「腹痛」の診断に関する初期診療ガイドライ

ン知識の電子的利活用を促進するための基礎調

査を行い、推論部分のコード化に関する検討を行

った。 
#厚生労働科学研究費補助金：医療安全・医療技

術評価総合研究事業 「エビデンスに基づく初期

診療ガイドラインの作成に関する研究」（平成 19
年度～) 

大 腸 が ん 検 診 に 関 す る analytic hierarchy 
process を用いた意思決定因子解析を行い日本に

おける消費者の大腸がん検診に関する選好特性

を明らかにした。 
また、データマイニング技術を用いた職場の健

康診断における個人基準範囲の算出方法につい

ての検討を行った。 
(2) Data Mining & Knowledge Discovery from 

Databases に関する研究： 
日本語で記載されている大腸がんに関する診

療ガイドラインを基にした質問文の生成とその

データベース化に必要な index 項目の自動抽出

法に関する検討を行った。また、抽出アルゴリズ

ムにより医学専門用語の抽出頻度に差があるこ

とを明らかにした。また、インターネット上に公

開されている複数の診療ガイドラインデータベ

ースを仮想的に統合して検索可能な統合データ
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ベースを試作した。 
# 厚生労働科学研究費補助金：第 3 次対がん総合

戦略事業 「患者・家族・国民に役立つ情報提供

のためのがん情報データベースや医療機関デー

タベースの構築に関する研究」 
（平成 19 年度～) 

(3) Computer Graphics & Virtual reality for 
Medical science に関する研究： 

脳幹部の微小解剖に関する高精細のコンピュ

ータグラフィックスモデルの作成に関する検討

を行った。さらに、脳神経外科学教室と共同で本

モデルを用いた 3D Interactive Visualization 手

法による手術前診断精度の向上や手術への有用

性の検討を行った。特に顔面痙攣や三叉神経痛に

対する神経血管減圧術の術前の手術計画への本

手法の臨床応用に関する有用性についての検討

を行っている。 
 

  
図．小脳橋角部の微細解剖構造物に関する高

精細コンピュータグラフィックスモデル． 
 

(4) Public Health Informatics に関する研究： 
医学医療への情報工学技術の応用は盛んに行

われているにもかかわらず、Public Health 分野

への応用は比較的遅れているといわれている。そ

の検証のため、現在米国の Centers for Disease 
Control and Prevention: CDC)（疾病管理・予防

セ ン タ ー ） を 中 心 に 進 め ら れ て い る Public 
Health Informatics の現状について調査を行い、

情報工学の適応分野と課題を分析し、国内の当該

分野における情報化の現状とその課題について

の国際比較研究を行っている。 
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沿革と組織の概要 

東京大学法医学教室は、明治 8 年（1875）、東

京医学校の解剖学教師デーニッツが、警視第５病

院の裁判医学教場（教室）で、裁判医学の講義を

行ったことに始まる。明治 15 年（1882）の刑法

実施に備え、法医学の知識を有する医師を養成す

るため、明治 14 年（1881）、片山國嘉が東京大

学別課生に日本人教師として最初の講義を行っ

た。片山教授は、立法上など裁判以外の問題も研

究するべきでという趣旨で、明治 24 年（1891）、

裁判医学を法医学と改称し、明治 26 年（1893）

には医科大学法医学講座の初代教授となった。東

大における司法解剖は、明治 30 年（1897）より

行われている。 
二代教授三田定則は血清学（現免疫学）教室を

創設し、抗原抗体反応、補体結合反応など当時の

血清学研究の最先端を担う業績を残した。また三

代教授古畑種基は ABO 式血液型研究の第一人者

であり、鑑識学の発展にも貢献し、犯罪史上に残

る帝銀事件、下山事件等の解剖を手掛けた。四代

教授上野正吉は補体を発見し、また法医病理学の

発展に尽くしており、医事法にも目を向けた。ま

た、全国の検視官に対する法医学講習を開始した。

五代教授三木敏行は、紛争により四年間司法解剖

ができなかったが、血液型を用いた親子鑑定に多

くの業績を残した。六代教授石山昊夫は法医病理

学の普及に加えて、DNA フィンガープリント法、

PCR 法を法医学実務に導入した。七代教授高取

健彦は死体現象の生化学的解明を進め、地下鉄サ

リン事件では、被害者から生化学技術を駆使して

サリンを検出した。 
1999 年より八代教授吉田謙一が、暴行、事故、

身体拘束による心理ストレスが心臓性突然死を

引き起こすメカニズム、虚血性心疾患（虚血心筋

細胞死）の分子病態に加えて、異状死や診療関連

死の死因調査制度に関しても、先進的な研究を行

なっている。 
現在、教室の構成員は教授 1、講師 1、助教 1、

助手１、専門技術職員 2、大学院生（博士課程）

6、研究生 1、非常勤職員 3 である。国にとって、

法医の人材難が緊喫の課題である。臨床経験は、

法医学実務に活かせるので、研修後の医師、臨床

からの転向者を歓迎する。また、生化学、病理学

から法医学に転向して成功した例は少なくない。
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生理学者、分子生物学者にも、研究テーマと環境

を提供しつつ、実務家となる途を提供できる。今

年は、医師の入局問い合わせが多く、今後、教室

の活況が期待される。力を尽くして、多数の大学

院生を一人前の法医に育てられる指導体制を確

立したい。 
1999 年以降、岩瀬博太郎が千葉大学教授、上

村公一が東京医科歯科大学教授、池谷博が京都府

立医大教授となり、活躍している。 
 

実 務 

法医学教室では年間約 80～100 件の司法解剖

が行われている。当教室の最初の解剖（1897 年）

から平成 18 年 12 月までの司法解剖総数は 10786
体となっている。司法解剖では、組織検査、薬毒

物検査、血液型検査等を行い、鑑定書を作成して

いる。また、診療関連死のモデル事業の解剖を年

間数件、人体病理学教室とともに担当している。

加えて、全国の検視官の解剖講習も行っている。

従来の犯罪死体、変死体の解剖から、入院時心肺

停止例、過労死や入院中の突然死、乳幼児の突然

死など多様化する解剖の範囲に、さらに社会的貢

献ができるような法医学を目指している。 
 

教 育 

医学科学生の卒前教育では、M1・2 のフリー

クォーター、M2 の講義、M3 のクリニカルクラ

ークシップを担当している。M1・2 のフリーク

ォーターでは中毒・血液型・法医病理学実習を行

っている。M2 の講義では、法医学の知識は全て

の医師が医療行為を行う上で必要不可欠なもの

であるという考えから、臨床現場で遭遇するよう

な事例を中心とした講義を行っている。M3 のク

リニカルクラークシップでは、司法解剖の事例を

もとに鑑定の流れを体験してもらうほか、東京都

監察医の現場における検案に立ち会って、異状死

の実態を体験してもらっている。裁判所見学・懇

談も行なっている。法科大学院の他、2007 年よ

り、公衆衛生大学院の講義・演習を担当するよう

になり、これまでにも増して、法医学の医療現場

や社会への普及を目指した教育に取り組んでい

る。2008 年度、基礎医学研究者を目指す人材確

保のため、教養学部で開講した講義にも、「心臓

突然死のなぞを追って」のタイトルで出講してい

る。 
 

研 究 

異状死の過半数は心臓性突然死である。心臓性

突然死の中には、時に事故、争い、過労、身体拘

束等による心理的ストレスが虚血性心疾患の誘

因になることが多く、既往症としての心疾患とこ

れらの誘因の寄与度に関する科学的なエビデン

スが求められている。 
当教室では、虚血・再灌流による心筋細胞の障

害、細胞死の分子機構の解明と病理診断への応用

を中心テーマとしている。心筋の収縮帯は、心臓

性突然死によく認められる。しかし、収縮帯が生

成・拡大する機序には不明の点が少なくない。最

近、短時間虚血に加えて、ラットの身体拘束によ

る心筋コネクシン 43 の変化と収縮帯という心筋

病変の進展との関連を見出し、研究が急展開して

いる。これまで、カルシウム依存性プロテアーゼ

（ calpain）、細胞内情報伝達系酵素（PKC, ERK, 
PI3 kinase 等）と心筋細胞死、虚血再灌流障害と

の関連性に関しては多くの業績がある。また、一

酸化炭素が虚血・再灌流による心筋細胞死を抑制

するという現象の分子機構を明らかにしてきた。

さらに、酸化ストレスマーカの高感度測定法を開

発し、閉経女性や卵巣摘出ラットに対する心理ス

トレスによる昇圧反応増強に酸化ストレスが関

係していることを見出している。 
一方、2005 年より開始された「診療行為に関

連した死亡の調査分析モデル事業（モデル事業）」

の立ち上げ、評価に関する研究など医事法的研究
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を行なってきた。また、医療紛争の当事者に対す

る意識調査を行なったところ、司法解剖の結果の

開示の遅れや不十分さが紛争の要因となること

がわかり、法医学会総会で発表したところ、その

内容が朝日新聞に掲載された。現在、異状死、及

び診療関連死の死因調査制度が話題となってい

るところ、当教室の研究が制度設計に貢献するこ

とが期待される。 
2009 年より開始される裁判員制度下の鑑定の

改革（3 次元画像の利用）にも貢献している。M2
の瀬尾拡史君の製作した 3DCG 画像による補助

鑑定画像が、テレビや新聞で報道され、反響を呼

んだ。また、実際の鑑定書や模擬裁判にも使用さ

れ、その有効性が認識された。模擬裁判に資料さ

れた画像は、関係者に配布される資料に引用され

ている。 
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Chromatogr B Analyt Technol Biomed Life 
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沿革と組織の概要 

平成 19 年 4 月 1 日現在の構成員は、客員准教

授 1（久保田潔）、寄付講座教員 3（西村敬史、佐

藤嗣道、大場延浩）、教務補佐員 2、事務補佐員 2、

技術補佐員 2 である。 
本講座は、平成 5 年（1993 年）4 月に寄付講

座として設立され、その後 5 回にわたって延長さ

れ、現在（2008 年）、平成 20～22 年度の第 6 期

目の初年度を迎えている。 
薬剤疫学は、1980 年代に始まった新しい分野で

あり、本講座の第 1 期 3 年目の平成 7 年（1995 年）

7 月には本講座の楠正前教授が中心となり日本薬

剤疫学研究会（現日本薬剤疫学会）が発足した。 
本講座の第 2 期の平成 8 年からは、市販後医薬

品 の 英 国 に お け る 一 調 査 法 で あ る PEM
（Prescription-Event Monitoring）をわが国で試

行するため、厚生科学研究として新 2 つのパイロ

ットスタディを実施した。本講座の第 3 期 3 年目

である平成 13 年には、当講座が中心となり非営

利特定活動法人（NPO）「日本医薬品安全性研究

ユニット（DSRU Japan）」を大学外に設立した。

同ユニットでは上記 PEM のパイロット研究をは

じめ、2002 年からは NSAIDs と上部消化管出血

に関するケース・コントロール研究などの企業か

らの委託あるいは学会主導研究の研究事務局と

しての役割を果たしてきた。 

また、東京大学附属病院の Hospital Information 

System（HIS）に蓄積されたデータを使ったカ

ルシウム拮抗薬と心筋梗塞の関係に関するネス

テッド・ケース・コントロール研究（結果は

Pharmacoepidemiology and Drug Safety, 2002
に掲載された）、早期糖尿病の管理におけるグリ

コヘモグロビン（HbA1c）のもつ意義を「糖尿病

治療薬の新規使用開始」をアウトカムとして生存

時 間 解 析 の 方 法 で 解 析 す る 研 究 （ 結 果 は

Translational Research, 2007 に掲載された）、

糖尿病合併高血圧に対する降圧薬使用に関する

他 大 学 と 共 同 の 実 態 調 査 （ 結 果 は

Pharmacoepidemiology and Drug Safety, 2008
に掲載された）などを実施してきた。 

さらに、わが国の薬剤疫学研究としては初めて

の上記一般住民コントロールを用いたケース・コ

ントロール研究（2002 年）や現在日本薬剤疫学

会が日本病院薬剤師会学術委員会と共同で実施

しているスタチン系薬剤の安全性に関する研究

で用いられているケース・コホート研究など日本

に適した薬剤疫学方法論の提唱と試行にも力を

注いでいる。 
 

教 育 

本講座は本学医学部、薬学部、健康科学・看護

学科における薬剤疫学の講義など大学内の教育
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を関連講座との協力の下に実施してきた。また、

ICH E2E ガイドラインに沿った薬剤疫学の研究

方法による調査のデザインや実施に必要な人材

養成を目指して、企業の担当者・薬学部教育者な

どを対象とする日本科学技術連盟（日科技連）が

主催する「薬剤疫学セミナー」の運営に本講座は

中心的な役割を果たしている。2006 年（平成 18
年）に初年度のセミナーを実施し、現在第 3 年目

のコースを実施中である。 
 

研 究 

現在、本講座は日本薬剤疫学会と日本病院薬剤

師会学術委員会による共同プロジェクトとして

開始された、スタチン系抗脂血症治療薬と筋・

肝・腎の有害事象に関するケース・コホート研究

の牽引役として、同研究を支えている。 
また、2007 年から悪性中皮腫患者の間質性肺

炎と生存に関する研究を実施している。本研究は、

近年登場した悪性中皮腫に有効性の確立された

化学療法剤の登場に伴い懸念されるわが国固有

の安全性上の問題の究明のために実施している。

わが国では肺がんをはじめとする種々の悪性腫

瘍治療に伴い、欧米などに比べて 10 倍以上の発

生割合をもって発生する間質性肺炎が発生する

ことがしばしば問題となっている。本研究は西日

本の約 30 の病院の協力をえて、過去 10 年間の症

例を調査し、その背景発現率を求め、また生存に

影響する因子についての知見をえようとするも

のである。現在、データ収集を終了し、その解析

の段階にあり、本年度中に学術雑誌への投稿を予

定している。 
薬の安全性に関する自発報告制度によって収集

される膨大なデータを「データマイニング」の手

法で解析する試みが 1990 年代後半から欧米や

WHO の Uppsala Monitoring Centre で進んでお

り、日本でも厚生労働省が「データマイニング」

の方法を平成 20 年度からその業務にとりいれる

ことが計画されている。本講座では、自発報告以

外の市販後の安全性調査としてわが国固有の制度

として定着してきた使用成績調査（新薬市販後の

数千人を対象に有害事象・副作用の発生割合を求

める調査）の結果を自発報告に関するデータマイ

ニングで活用するための方法論を研究中である。 
現在、わが国ではレセプトの電子化の実現を通

して 2011 年度までに大規模なデータベースの構

築が進められている（ナショナルデータベース構

想）。わが国のレセプトデータを使った研究をい

かに実施すべきかを検討するために、本講座では、

数十万人分のレセプトをデータベース化してい

る日本医療データセンター（ Japan Medical 
Data Center）のデータを使った試行的研究を開

始した。 
 
 
出版物等 
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品・医療機器等レギュラトリーサイエンス総

合研究事業 個人輸入による未承認薬の医療
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扱い方に関する考察－厚生労働科学研究費補

助金 循環器疾患等総合研究事業 分担研究
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年, pp91-101． 
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の安全使用アップデートー 日本臨床 65 巻

増刊号 2007;430‐435． 
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沿革と組織の概要 

本寄付講座は、生体防御機能学という観点から

漢方医学の有効性、適応と限界を科学的に明らか

にすることを目的として、平成８年７月 16 日に

旧物療内科を協力講座として設置されました。平

成 11 年７月 16 日に老年病科も協力講座に加わり、

更に３年間更新されました。この間にアレルギー

疾患、自己免疫性疾患、加齢に伴う異常に対する

漢方薬の作用を基礎的・臨床的に研究して来まし

た。協力講座の全面的支援の下で、漢方薬の臨床

薬理的研究から疾患モデル動物を使った研究、さ

らに作用機序の解明まで幅広い研究がなされて

一定の成果を上げてきました。また、欧米で最近

注目を集めている代替医療も含めた伝統医学全

般に関する基本的知識を学生に選択科目として

教育してきました。平成 14 年７月１６日に更に

３年間更新されました。平成 16 年からはコアカ

リキュラムとして東洋医学・代替医療が系統講義

に組み込まれ本講座が講義を担当しております。

また卒後教育として漢方セミナーを定期的に開

催し、教育活動を強化しております。また MINKS
放映で全国の医科大学を対象に漢方セミナーを

行ってきました。なお本講座は生体防御機能学と

いう観点から漢方医学の研究・教育・臨床研究を

科学的に行う目的で設置されたものであります

が、内容をより的確に講座の名称に表現すること

が必要であるという観点から、第四期、平成 17
年 7 月 16 日には本寄付講座の名称を当初の生体

防御機能学講座から漢方生体防御機能学講座に

改 称 し 遺 伝 病 の 漢 方 薬 に よ る non-genetic 
therapy を開始しました。 

漢方医学は西洋医学と異なる病態認識に基づ

いており、世界に通用する医学として東西医学を

融合するには、単に漢方薬の西洋医学的解釈を目

的とした薬理学的研究では不十分であり、この伝

統医学独自の病態生理学を科学の言語に翻訳で

きる本格的研究が益々必要とされております。そ

れには化学的分析とともに生物物理学的研究が

特に必要とされます。そのため第四期には「東洋

の生命科学としての漢方医学」(全学自由ゼミナ

ール)として疾患の科学研究情報の収集とその漢

方医学的分析・統合作業を開始しました。また高

齢者医療がますます重要となっておりますが、漢

方医学では加齢という心身の経時的変化を疾患

発症の基本的生理として詳細に分析しており、加

齢の制御は漢方医学では養生学として確立され

ております。特にホルモン補充療法は漢方治療と

共通する概念であり、東西医学融合による加齢制

御の本格的研究は益々重要な研究となっており

ます。それには漢方医学を本格的に研究する若手

医師・研究者を育てることも急務であります。現

在本講座では大学院生の教育及び基礎研究とと
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もに臨床研究活動、特に東西医学の融合による臨

床治療学の開発と老化の制御の検討、外来診療、

教育活動を行っています。 
 

診 療 

漢方生体防御機能学講座に所属する医師は、総

合内科の中で、主として漢方薬を中心として診療

（漢方外来）を行っている。大学院生、医学生を

対象に外来見学と実習も行っている。さらに学外

の漢方外来と共同研究を行っている。共同研究が

可能な関連医療機関を全国より集め、東大病院及

び、関連医療機関における東洋医学の診療レベル

の向上と充実をはかり、漢方生体防御機能講座を

中核拠点として臨床研究のネットワークを構築

している（東京大学統合伝統医学研究会）。 
 

教 育 

東京大学医学部では、かつて「治療学」（板倉武

担当）の中で、漢方と鍼灸の系統講義が昭和 30
年代頃まで行われていた。日本東洋学会の理事、

重鎮に東大関係者が多いのはこの影響である。漢

方生体防御機能学講座は寄付講座であるが、この

伝統を復活させ医学部の中における漢方医学教育

の典型を創ることを目指し、活動を行ってきた。 
平成 13 年 3 月に医学部教育におけるコアカリ

キュラムが発表され、その中に和漢薬の知識を学

ぶことが入れられた。東京大学においても、平成

14 年度から実施することを求められているが、

生体防御機能学は既に充分にこの任にあたるこ

とが可能な実績を持っている。 
学部教育としては平成 16 年より医学部の系統

講義として東洋医学・代替医療を担当している。

平成 18 年より全学自由ゼミナール（東洋の生命

科学としての漢方医学）を担当している。平成

19 年には基礎統合講義(漢方)４単位が行われた。

また MINKS 放映による東洋医学の講義を全国

の国立大学医学部、医科大学対象に行っている。

西洋医学と東洋医学の両者に優れた技能を有す

る若手医師の育成を目標としている。また国際教

育研究活動として世界 40 ヶ国の学生に漢方の基

本的原理の講義と実習を東大生と一緒に国際的

実験授業を行った（Harvard Project for Asian 
and International Relations 「HPAIR」Tokyo 

Conference 医療分科会 講義 ）。 
大学院教育としては、アレルギー・リウマチ学

講座、老年病学講座と協力して cell biology, 
molecular biology, biophysics を中心とした研究

の基礎的教育を行っている。また卒後臨床教育と

して、東京大学附属病院総合研修センターと協力

しての医師に対する漢方医学セミナーを実施し

ている。また、漢方症例検討会による漢方医学の

臨床教育も行っている。また、学内における当講

座以外での漢方医学の研究にも協力している。 
 

研 究 

研究に関しては今までのモデル動物を使用し

た生化学的、薬理学的研究に加え生物物理学的方

法も導入して、国際的にも漢方医学を西洋科学に

翻訳できる本格的な研究を行っている。まず漢方

医学の基本的病態生理（証）の科学研究を生物物

理学的観点から立ち上げた。第四期の成果として、

漢方薬の有効成分が性ホルモン様作用を持つ事

が証明された。内因性ホルモンと異なりその作用

機序は non-genomic action が主体であることも

判明した。更年期障害にしばしば漢方薬が用いら

れるが、このことは更年期のホルモン補充療法の

代替治療として漢方治療の可能性を示唆した。ま

た、最近欧米で盛んに議論されている抗老化ホル

モン補充療法の代替治療としての漢方療法の可

能性も示唆した。今後、漢方薬による副作用のな

いホルモン補充抗老化療法の開発を行う。第四期

のもう一つの成果として、神経変性疾患の治療分

野で脊髄小脳変性症の治療研究が新たに展開し

た。漢方薬による治療の成果がでており、遺伝性
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脊髄小脳変性症タイプ６の漢方薬による治療法

が開発されつつあり、今後の重要な研究課題であ

る。遺伝性脊髄小脳変性症に対する漢方療法につ

いては遺伝子異常に対する漢方薬の作用機序の

分析を行い、種々の遺伝性疾患の漢方による

non-genetic therapy を開発する。 
また漢方治療は本来再生医療を包含しており、

抗老化治療等を再生医療の観点からその作用機

序を解明していく。我々は、骨関節疾患における

再生治療に成功しており、この分野での漢方治療

の有効性を検証する。また、心身一如の漢方医学

の基本概念を心身医学による分析と神経内分泌

学的視点による統合的研究により検討し、漢方薬

の有効性の機序を科学的に解明する。以上、臨床

研究としては治療法が存在しない遺伝性疾患や

神経変性疾患、痴呆、骨粗鬆症、肺気腫などの加

齢に伴う疾患を対象に本格的に漢方治療が進行

中であり、その有効性を検証している。 
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沿革と組織の概要 

現在、ゲノム創薬にむけてのホモロジー解析を

中心としたゲノミクス研究や、X 線、NMR 等の

構造生物学関連の構造プロテオーム研究が進ん

でいる。一方で、今後、機能に関連したミクロス

ケールのプロテオーム研究により、種々の状況で

のタンパク質の量的変動や翻訳後修飾等の質的

変動に関する情報が得られ、タンパク質相互のリ

ンケージ解析が進み、その生理的役割に関連する

様々な情報を得ることが可能になってくると思

われる。しかしながら、具体的なタンパク質の機

能解析という点では、酵素タンパク質の基質や、

生成物、またレセプタータンパク質のリガンド、

タンパク質の制御因子等の、個々の生理的現象に

関与するタンパク質以外の細胞内低分子の量的、

質的な変動に対する、包括的並びに特異的解析が

必要となる。これらの代謝分子の総体はメタボロ

ーム Metabolome とも呼ばれ、これを目指す学

問分野はメタボロミクスと呼ばれるようになっ

てきている。  
近年、このミクロスケールのプロテオームやメ

タボロームに関連する生命科学の基礎分野や創

薬研究において、質量分析(MS)がその解析手段と

して極めて有効であることが判ってきた。この分

野の手法は 18 年程前に開発されたエレクトロス

プレーイオン化法（ESI）や  Matrix assisted 

laser adsorption/desorption ionization (MALDI) 
等のソフトイオン化と、それと組み合わせた質量

分析計の普及に伴って急速に発展して来ている。

これらのイオン化法の際だった特徴は、これまで

質量分析に用いられてきたイオン化法と異なり、

非常にソフトなイオン化である為、混合物であっ

ても個別の生体分子が壊れることなく検出され

る点にある。さらに、ピコモル、フェムトモル程

度の微量検出が可能な点も生体分子に非常に適

している。さらに混合物中の特定の分子を選択し

て MS/MS による解析を行うことにより混合物

中の個別成分の構造決定もできる。これは、これ

までの別々の過程であった分離と分析を質量分

析計の中で同時におこなうことができるという

点で画期的であった。これらソフトイオン化法を

中心とする質量分析計によるメタボローム解析

においては、溶媒に対する溶解性等で大まかに分

画した生体内代謝成分について、分離のための液

体クロマトグラフィー(LC)と直結した  LC-MS 
により網羅的解析を行うことが出来るようにな

り、同定や変動解析が非常に容易になった。  
これらの生体分子の包括的解析や特異的解析

の進展にともなって、これらの代謝分子に関する

データベースや検索のためのツールも急速に開

発されるものと考えられる。今後、メタボローム

分野に於いては、質量分析データからの生体代謝
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分子同定のための独自データベースと検索エン

ジンの構築を試みる必要がある。これらのデータ

ベースはゲノム創薬のターゲット等のスクリー

ニングにおいて有力な財産となることが期待さ

れる。ESI-MS を用いた測定法は、レセプターを

介する各種の刺激により変動する細胞内メディ

エーターや代謝分子等の微量成分の迅速な同定、

定量、細胞内局在の解析、未知の代謝産物の検出

等にも有効に活用できることが判ってきた。代謝

産物の解析と、代謝酵素やレセプターのプロテオ

ーム解析とを組み合わせた上でバイオインフォ

ーマティクスによる解析を行うことにより、シグ

ナルパスウェイ解析といった新しい分野が発展

してくるものと予想される。今後、個別のターゲ

ットに向けての特異的、個別的解析と網羅的、俯

瞰的解析のバイオインフォーマティクスによる

融合が生命科学のアプローチに不可欠となると

考えられる。  
現在欧米では、ポストゲノムのターゲットとし

て多くのバイオベンチャーがこの領域に参入し

てきている。このような、急速な質量分析法によ

るプロテオームやメタボローム解析手法の進歩

により、5、6 年後には大方、先進諸国によるゲ

ノム創薬の勝敗の帰趨が明らかになると予想さ

れる。欧米のバイオベンチャーが現在最も力を入

れている質量分析技術を中心とした、ミクロスケ

ールのプロテオミクスの中心である質量分析法

は、ゲノム創薬における新薬のターゲッティング

やシーズのスクリーニングの技術として欧米で

最も重要視されており、基礎生命科学に於いても

非常に重要な手法と成りつつある。メタボローム

はまだ欧米に於いても、これらのソフトイオン化

を用いた網羅的解析はようやくその途についた

ところであり、現在、多くの研究グループが血漿、

尿、各種体液、培養細胞上清から生理活性分子の

同定、検出を行おうとしている。この研究は、医

療分野では疾患と関連した代謝分子の迅速な同

定、定量を可能にすると期待される。また、新規

の生理活性分子の発見や、創薬のターゲット分子

の検出においても有望な手段と考えられる。 
これらの諸情勢のもと、細胞情報学講座（清水

孝雄教授）を協力講座として、小野薬品工業、島

津製作所の２社のご尽力により、メタボローム寄

附講座が 2003 年２月より新設された。その後

2008 年からさらに３年間の延長がなされること

になった。 当講座は、常勤の客員教授田口の他、

国際的プロテオーム分野のホープである小田客

員准教授に併任をお願いしている。現在、３名の

ポスドク研究員を含む６名の研究員が脂質メタ

ボローム研究を、１名の博士課程学生が翻訳後修

飾を中心とするプロテオーム研究に携わってい

る。この他に、本学他学部、他大学、企業の共同

研究者６名が研究員として所属している。 
 

教 育 

現在、医学部２年、大学院医学修士、医学部博

士課程において質量分析、プロテオーム、メタボ

ロームの講義を行っている。また、薬学部等、他

学部の大学院授業も随時担当している。さらに、

プロテオームやメタボロームの手法や質量分析

について各種講習会、セミナー、学会を東大医学

部内に於いて開催するとともに、これらの分野の

研究手法についての種々の相談に対応し、質量分

析を中心とする包括的解析手法の普及に努めて

いる。 
 

研 究 

メタボロミクスはゲノミクス、プロテオミクス

等の発展と共にその重要性を増してきている。こ

れは生体における代謝物の詳細な変動解析がタ

ンパク質の機能や病態の解明にとって欠くべか

らざる情報となってきたからであり、病因や生理

作用因子の解明等、ターゲット分子を推定するた

めにも必須の過程である。このメタボローム測定
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法として、質量分析法が主要な手段になってきて

いる。メタボロームの対象はアミノ酸、有機酸、

糖、脂質及びそれらの代謝物等がある。その生体

からの抽出条件、カラムでの分離、そして質量分

析での測定条件等について、その最適な条件や手

法は代謝物の物性により大きく異なっている。従

って、解析の有効性や高感度化の為にも、我々の

研究室ではその対象を、主たる研究対象である脂

質に絞って行っている。 
脂質は生体にとって主要なエネルギー源の一

つであり、エネルギーの貯蔵形態でもある．また，

細胞の構成成分として生体膜を形成する主要な

成分である．さらに，細胞内のメディエーターや

細胞間の情報伝達因子としての役割を持つ生理

活性物質としても，近年とみに注目されてきてい

る． 
我々の研究室では、現在、脂質メタボローム解

析の効率化に必要な基盤技術の構築に取り組ん

でいる。質量分析法を利用したメタボローム解析

には、１）目的に則したサンプルの抽出法、サン

プルに適した質量分析法の選択、２）定性の為の

データベースの整備と検索システム、３）定量的

プロファイリングと、視覚化処理の手法、４）代

謝マップ上での代謝物変動の解析、５）包括的デ

ータ処理による新たな発見を目指した複雑系解

析システム、等が必要とされる。 
メタボローム解析をはじめとする，多量の解析

データが得られる，いわゆる網羅的解析手法にお

ける共通する特徴は，得られたデータからどのよ

うな相関，やクラスター情報えてそれをシステム

全体の理解にどのように活用してゆくかにある．

従来型のトップダウンによるシミュレーション

と最も大きな違いは，莫大な解析データを処理す

る過程で，新たな因子の発見や，相互関係の発見

を可能にするかということが最も重要であると

いう点である． 
測定対象を非常に広くとることは予期しない

新たな発見のチャンスを増大させるが，一方で非

常に重要であるが，対象の広さ故に，質量分析計

のダイナミックレンジの測定限界を下回る非常

に微量かつ微細な変化を見逃す可能性が増大す

るという欠点もある．このように網羅的な解析に

共通する問題点として本当に知りたいマイナー

な成分をいかに漏らすことなく拾い上げるかに

ついての困難が生じていることから，場合によっ

ては特定の分子群にフォーカスするといった，一

見網羅的という概念からは相反する作業が非常

に重要になってきている． 
我々は分析対象の範囲をいかにとるかという

点に関して，いくつかの異なるアプローチ手段を

用意している．一つは、はなるべく対象を広くと

り，測定対象のカテゴリーをあまり限定しない手

法であり，他方は測定対象の代謝分子を個別に限

定し、検出感度や定量的厳密を求める手法である。

そして、この中間の手法として構造特性から部分

的にフォーカスを行い、代謝物のカテゴリーをあ

る程度限定することにより，最初の手法では測定

限界にかからないような微量成分まで検出対象

とする手法を用いている．３種類の測定法の特徴

と、検出範囲、間出感度は異なっており、これら

を研究の目的、進行段階によって組み合わせて用

いることにより、より有効な解析が可能であると

考えている。 
我々の研究室の興味の対象は、数百以上に及ぶ

非常に多くのリン脂質のクラスや脂質分子種が、

各組織、細胞、細胞内オルガネラ、細胞膜局在ド

メインにおいてその生理的機能の必要性から、ど

のように特異的・選択的に局在化しているかを確

かめ、そしてそれがアシル基の分解合成や転移反

応を触媒する酵素によりどのように制御されて

いるかを明らかにしたいと考えている。さらに、

その中でアラキドン酸、ドコサヘキサエン酸（Ｄ

ＨＡ）等の高度不飽和脂肪酸を持つ分子種とその

過酸化を調べることにより、脂質過酸化の生理的
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機能や病態との関連を調べることを目的として

いる。研究材料としては、主に動物細胞や動物個

体を中心に用い、遺伝子型の異なる生体サンプル

の代謝変動応答の違いを比較する事を中心に解

析を行っている。 
生体内の脂質分子種は遺伝的要因のみならず、

食事等の生活習慣により大きく変動することが

判っており、このことは最近問題となっているメ

タボリックシンドローム等の病態に大きく関係

している。高齢化に伴う酸化ストレス除去機能の

低下は動脈硬化やアルツハイマー等の種々の疾

患の発症要因の一つとも考えられている。  
 

質量分析関連設備 

現 在 、 三 連 四 重 極 型 質 量 分 析 計 と し て

4000Qtrap と Quantum Ultra, イオントラップ

型として LCQ, LTQ、ハイブリッド型として LTQ 
Orbitrap, Q-TOF micro, LCMS-IT-TOF 等を使

用し、MALDI タイプとして AXIMA-CFR を使用

している。2007 年より、レーザーマイクロダイ

ジェスションや DESI, MALDI imaging 等、脂質

の質量を局在情報として可視化する各種手法を

積極的に導入している。 
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沿革と組織の概要 

臨床疫学研究システム学講座(Department of 
Clinical Epidemiology and Systems)は、文部科

学省の振興調整費によるクリニカルバイオイン

フォマティクス(CBI)研究ユニット(代表：永井良

三 循環器内科教授)が 2006 年度末（平成 18 年度

末）に 5 年間の活動を終了する期限を迎えたこと

から、この CBI の臨床疫学部門を継承し発展さ

せる形で、2007 年（平成 19 年）4 月に万有製薬

株式会社の寄付によって設立された。 
その設立目的は、大量かつ経時的な臨床情報を

扱うこととなる生活習慣病を中心とした予防医

学領域において、質の高い臨床疫学研究を行うた

めの臨床情報交換規格の標準化とそれに基づく

システムを創生して、その有効性を実証し、その

学術的基盤となる「臨床疫学研究システム学」を

確立するとともに、今後必要性の増大する当該分

野の人材養成に貢献するためである。 
運営体制としては、親講座である循環器内科学

教室との連携を持ちながら、山崎客員教授が

2007 年（平成 19 年）に設立された検診部の部長

を兼任しているため、CBI のゲノム科学部門を継

承・発展させたユビキタス予防医学講座の教職員

との協力のもと予防医学を含めた幅広い活動を

している。さらに 22 世紀医療センター内にある

同じく CBI の臨床疫学部門を継承・発展させた

臨床試験データ管理学講座との共同運用として

臨床試験・研究全体のコンサルテーションも実施

している。そして小出客員准教授は医療情報学の

出身であることから、病院内の企画情報運営部お

よび大学病院医療情報ネットワーク研究センタ

ー(UMIN センター)、疫学・生物統計学講座や薬

剤疫学講座との協力のもとで、臨床疫学分野にお

ける情報の標準化やシステム化を進めている。 
さらに CBI 時代から継続して学内外の機関と

の協力のもと、教育・研究を実施している。 
 

教 育 

メディカルライティング基礎講座について、

2007 年(平成 19 年)9 月 4 日から 10 月 2 日の毎

週火曜全 5 回を、特定非営利活動法人(NPO) 日

本メディカルライター協会(JMCA)主催、臨床疫

学研究システム学講座と臨床試験データ管理学

講座、ユビキタス予防医学講座の 3 講座共催にて、

学内の鉄門記念講堂で開催し、223 名が参加した。 
さらに医療経営イニシアティブの公開講座を

東京大学大学院薬学系研究科ファーマコビジネ

スイノベーション教室主催、臨床疫学研究システ

ム学講座とユビキタス予防医学講座の協力にて、

2007 年(平成 19 年)10 月 29 日から 2008 年(平成

20 年)2 月 27 日までの全 7 回を同じく学内の鉄門

記念講堂で開催し、267 名が参加した。 
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その上、「The Principles of Medical Research 
– Basic Epidemiology」を、2007 年(平成 19 年)11
月 23 日から 25 日までの 3 日間の集中講義とし

て、オランダの Utrecht 大学の Moons 臨床疫学

教授を招いて学内の臨床講堂にて開催した。この

集中講座は、東海大学大学院医学研究科クリニカ

ルバイオメディカル情報科学マスターコースが

主催、東京大学公共健康医学生物統計学講座、臨

床試験データ管理学講座、臨床疫学研究システム

学講座、ユビキタス予防医学講座の 4 講座が共催

となって開催され、学内外から 80 名が受講した。 
 

研 究 

1) 臨床疫学研究（臨床試験、前向きコホート研究） 
臨床疫学研究システム学講座専用のデータサ

ーバを使ったデータ管理および日本臨床研究支

援センター（Japan Clinical Research Assist 
Center, JCRAC）におけるデータ管理を行い、大

規模試験の実施に寄与している。特に冠動脈狭窄

を持つ患者における高血圧・高脂血症に対する強

化 療 法 と 通 常 療 法 の 比 較 試 験 (Japanese 
Coronary Artery Disease (JCAD) Study)では、 
当講座が事務局となり、質の高いスタディを円滑

に遂行できるように貢献している。 
また検診部（人間ドック）のデータベースをフ

ィールドとした臨床疫学研究も実施しており、Ｉ

Ｔツールを活用した家庭血圧研究や、新たな動脈

硬化バイオマーカーの探索研究がなされている。 
 

2) 医療の質向上のための研究 
病院の医療の質・評価委員会のコアメンバーお

よびクリニカルパス ワーキングと医療機能評価

受審準備ワーキングの責任者を本講座のスタッ

フが担当し、医療の質向上に役立つ指標の開発や、

その指標を用いた比較検討の研究を実施してい

る。またクリニカルパスは 2008 年には電子シス

テム化が予定されており、EBM に則ったケアの

標準化や質的向上のための検討もなされている。 
 

3) 臨床疫学分野における情報の標準化 
日 米 EU 医 薬 品 規 制 調 和 国 際 会 議 (ICH: 

International Conference on Harmonisation of 
Technical Requirements for Registration of 
Pharmaceuticals for Human Use)や国際的な医

療 情 報 の 標 準 化 団 体 で あ る Health Level 7 
(HL7)に参加して、医薬品規制情報の伝送に関す

る電子的標準について検討しており、特に安全性

情報の電子的標準化を中心に検討を進めている。

またCDISC (Clinical Data Interchange Standards 
Consortium)の活動にも参加し、臨床試験などに

おける臨床情報の相互運用性についても研究を

行っている。 
 
 
出版物等 

（１） Yamazaki T, Goto S, Shigematsu H, 
Shimada K, Uchiyama S, Nagai R, et al. 
Prevalence, Awareness and Treatment of 
Cardiovascular Risk Factors in Patients at 
High Risk of Atherothrombosis in Japan 
Results From Domestic Baseline Data of 
the REduction of Atherothrombosis for 
Continued Health (REACH) Registry. 
Circulation J. 2007; 71: 995-1003. 

（２） Kohro T, Hayashi D, Okada Y, Yamazaki T, 
Nagai R, The JCAD Investigators. Effects 
of medication on cardiovascular events in 
the Japanese Coronary Artery Disease 
(JCAD) Study. Circulation J. 2007; 71: 
1835-1840. 

（３） Fujita M, Yamazaki T, Hayashi D, Kohro 
T, Okada Y, Nagai R, et al. Comparison of 
Cardiovascular Events in Patients With 
Angiographically Documented Coronary 
Narrowing With Combined Renin- 
Angiotensin System Inhibitor Plus Statin 
Versus Renin-Angiotensin System 
Inhibitor Alone Versus Statin Alone (from 
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the Japanese Coronary Artery Disease 
Study).  The American Journal of 
Cardiology. 2007; 100(12):1750-3. 

（４） 小出大介. 医薬品安全性報告- 国際的動向と

国内における取り組み. 医療情報学. 2007; 
27(Suppl.): 23-6. 

（５） Koide D, Matsuba H, Furukawa H, Kubota 
K, Kiuchi T. Pharmaceutical Safety 
Reporting System on UMIN. Medinfo 2007. 
2007;(CD):131. 

（６） 高月公博、小出大介、古川裕之. 日本・米国・

英国における安全性情報の電子的報告 主に

医療従事者からの報告. 薬事. 2007; 49(4): 
599-606. 

（７） Otieno GO, Toyama H, Asonuma M, Koide 
D, Naitoh K. Sophistication of information 
technology in healthcare: A comparison 
among a sample of hospitals in Japan. 
Electronic Journal of Health Informatics. 
2007; 2(2) e12: 1-13. 
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沿革と組織の概要 

ユビキタス予防医学講座は東京大学大学院医

学系研究科寄付講座として、平成 19 年（2007 年）

8 月１日より運営を開始した。寄付者は、トーア

エイヨー株式会社、シオノギ製薬株式会社、日本

電気株式会社の３社である。関連する前身部門と

して、東京大学大学院医学系研究科クリニカルバ

イオインフォマティクス研究ユニット（代表：永

井良三）がある。同部門は平成 14 年（2002 年）

に文部科学省科学技術振興調整費人材養成プロ

グラムとして東京大学医学部附属病院内に設置

された。平成 19 年に同ユニットが終了すること

を受け、これを引き継ぐ形で本講座と臨床疫学研

究システム学講座が設置された。なお、両講座と

も関連講座は東京大学大学院医学系研究科循環

器内科である。 
初代担当は鈴木亨であり、平成 19 年 8 月 1 日

より客員准教授を務める。教員は１名、相澤健一

が寄付講座教員（助教相当）を務めている。 
本講座の設置目的は、高度かつ鋭敏なプロテオ

ーム解析技術を用いて、予防・早期発見につなが

る診断用バイオマーカーならびに診断用診療シ

ステムを開発し、人間ドック等予防医学へ導入す

ることである。また心血管治療薬の創薬、薬剤効

能の最適化等につながるサロゲート・バイオマー

カーを開発する。さらに、プロテオーム診断の臨

床導入がもたらす先進的な個別化医療を支援す

る情報基盤技術も開発することにより、予防医

学・参加型健康増進医療を推進する。このような

トータルなシステムを研究する応用科学「ユビキ

タス予防医学」を確立することが目的である。 
本講座は、平成 19 年に東京大学医学部附属病

院に新設された検診部を診療および学術的から

支援している。本講座と同様に、検診部の運営を

支援する講座として、臨床疫学研究システム学講

座があり、本講座と協力関係にある。 
 

研 究 

本講座では高度かつ鋭敏なプロテオーム解析

技術を用いて、疾患の予防・早期発見に役立つ診

断技術を開発することを研究の主目的としてい

る。診断用バイオマーカーならびに診断用診療シ

ステムの開発を中心とする。代表例として、昨今、

日本で注目され、社会問題にもなっているメタボ

リック症候群はそのまま長く放置しておくと、心

血管疾患等の生活習慣病を発症する。このように

心血管疾患は発症前に非常に長い潜伏期間を有

するが、この間に生じる蛋白質の修飾・変性が疾

患の進展において中心的な役割を果たす。すなわ

ち発症後の治療よりも発症前の予防が重要であ

る。本講座では、心血管疾患における蛋白質の修

飾・変性の測定法を開発し、今までになかった生
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活習慣病の早期診断のためのバイオツールの開

発を行っている。 
プロテオーム解析技術を用た診断用バイオマ

ーカーならびに診断用診療システムの開発につ

いては、具体的には経済産業省 NEDO 産業技術

開発「個別化診断向けタンパク質発現プロファイ

ル解析ツールの実用化開発」および産学連携共同

研究（株式会社島津製作所との共同研究）を講座

のメイン研究プロジェクトとして継続実施して

いる。 
また、プロテオーム診断法の開発に留まらず、

その臨床導入がもたらす先進的な個別化医療を

支援する情報基盤技術（IT）も開発する。将来的

には人間ドック等予防医学へ導入することも目

指している。このように、予防医学や参加型健康

増進医療を推進するトータルなシステムを研究

する応用科学が「ユビキタス予防医学」であり、

本講座名の所以である。 
 

診 療 

本講座は東京大学医学部附属病院検診部の運

営に携わるとともに、検診部の診療および学術的

支援も行っている。 
 

教 育 

本講座の関連講座である循環器内科の大学院

生および博士研究員の教育および研究指導を行

っている。 
 
 
出版物等 

・英文論文 

（１） Muto S, Senda M, Akai Y, Sato L, Suzuki T, 
Nagai R, Horikoshi M. Senda T: 
Relationship between the structure of 
SET/TAF-Ibeta/INHAT and its histone 
chaperone activity. Proc Natl Acad Sci USA 
104:4285-90, 2007 

（２） Suzuki T, Nishi T, Nagino T, Sasaki K, 

Aizawa K, Kada N, Sawaki D, Munemasa 
Y, Matsumura T, Muto S, Sata M, 
Miyagawa K, Horikoshi M, Nagai R: 
Functional interaction between the 
transcription factor Krüppel-like factor 5 
and Poly(ADP-ribose) polymerase-1 in 
cardiovascular apoptosis. J Biol Chem 
282:9895-9901, 2007 

（３）Kada N, Suzuki T, Aizawa K, Matsumura T, 
Ishibashi N, Suzuki N, Takeda N, 
Munemasa Y, Sawaki D, Ishikawa T, Nagai 
R. Acyclic retinoid inhibits neointima 
formation through retinoic acid receptor 
beta-induced apoptosis. Arterioscler 
Thromb Vasc Biol 27:1535-41, 2007 

（４） Suzuki T, Nagai R. Cardiovascular 
proteomic analysis. J Chromatogr B Analyt 
Technol Biomed Life Sci 855: 28-34, 2007 

（５） Tsai TT, Evangelista A, Nienaber CA, 
Myrmel T, Meinhardt G, Cooper JV, Smith 
DE, Suzuki T, Fattori R, Llovet A, 
Froehlich J, Huchison S, Distante A, Sundt 
T, Beckman J, Januzzi JL Jr, Isselbacher 
EM, Eagle KA; International Registry of 
Acute Aortic Dissection. Partial thrombosis 
of the limen in patients with acute type B 
aortic dissection. N Engl J Med. 
357:349-359, 2007 

（６） Pape LA, Tsai TT, iiselbacher EM, Oh JK, 
O ’gara PT, Evangelista A, Fattori R,  
Meinhardt G, Trimarchi S, Bossonr E, 
Suzuki T, Cooper JV, Froenhlich JB, 
Nienaber CA, Eagle KA; on behalf of the 
International Registry of Acute Aortic 
Dissection (IRAD) Investigators. Aortic 
diameter >=5.5cm Is Not a good predictor 
of type A aortic dissection: observations 
from the international registry of acute 
aortic dissection (IRAD). Circulation.  
116:1120-7, 2007 

・和文論文 

（１） 鈴木亨、永井良三： 大動脈疾患の生化学診
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断. ＩＣＵとＣＣＵ 31(増刊 8)：615-620, 
2007 

（２） 藤本宏隆、鈴木亨： 危険因子の位置づけと治

療の効果【基礎的研究】心血管疾患のプロテ

オミクス. 医学のあゆみ 221(増刊 13)：
1058-1062, 2007 

（３） 鈴木亨、永井良三： 酸化 LDL の診断的意義. 
The Lipid 18(増刊 1)：22-25, 2007 

（４） 鈴木亨、藤本宏隆： 心血管疾患におけるプ

ロテオーム解析 .細胞工学別冊 秀潤社 

pp120-127, 2007 
・書籍 

（１） Suzuki T, Sangiorgi G, Bossone E. Future 
directions of aortic dissection. Baliga RR, 
Nienaber CA, Isselbacher EM, Eagle KA 
eds. In: Aortic dissection and related 
syndromes.  Springer pp.317-332, 2007 

（２） 鈴木亨：東京大学公開講座ＤＶＤシリーズ①

臨床医学トピックス vol.09 プロテオミクス

（永井良三 監修）㈱SCICUS 2007 年 
・総説 

 鈴木亨： プロテオミクス手法を用いた血管

病態酸化ストレスの病態解明. 代謝異常治療

研究基金研究業績集 Res. Rep. Takeda 
Med. Res. Found. 34:101-109, 2007 

・国際学会 

（１） Sawaki D, Suzuki T, Aizawa K, 
Matsumura T, Kada N, Mizuno Y, 
Munemasa Y, Nagai R. Krüppel-like ｆ

actor 5 promotes vascular remodeling in 
biphasic ways; inhibition of vascular 
smooth muscle cell (VSMC) apoptosis and 
stimulation of cell growth. American 
Heart Association, Scientific Sessions 
2007 (Orlando, FL, USA: November 4-7, 
2007) 

（２） Aizawa K, Suzuki T, Matsumura T, Kada 
N, Sawaki D, Zhan H, Nagai R: Proteome 
analysis of a regulatory pathway of 
pathologic vascular injury as mediated by 
KLF5 and its transcriptional complexes. 
American Heart Association, Scientific 

Session 2007 (November 4-7, 2007, 
Orlando, Florida, U.S.) 

（３） Suzuki T, Distante A, Sabino F, Sizza A, 
Villani M, Fazzi V, Trimarchi S, Donato SP, 
Salerno J, Fracell S, Ignone G, Rinaldis G, 
Nowak R, Birkhahn R, Hollander J, 
Counselman F, Bossone E, Eagle K. A 
Biomarker for Diagnosing Acute Aortic 
Dissection: Preliminary Experience with 
the Smooth Muscle Troponin-Like Protein, 
Calponin. （第 56 回アメリカ心臓病学会年

次集会 March 24-27, 2007, New Orleans, 
USA） 

・国内学会 

（１） 鈴木亨： Proteomic analysis in search of 
new cardiovascular pathophysiological 
factors and mechanism. (抗心不全薬の新

たな展開―ファーマコゲノミクスと創薬）. 
第 71 回日本循環器学会総会・学術集会プレ

ナリー・セッション(4)(神戸：2007 年 3 月

15～17 日) 
（２） Aizawa K, Suzuki T, MatsumuraT, Sawaki 

D, Kada N, Nagai R. Angiotensin II 
activates the DNA damage response 
through nitric oxide in vascular endothelial 
cells. 第 71 回日本循環器学会総会・学術集会

（神戸：2007 年 3 月 15～17 日） 
（３） Aizawa K, Suzuki T, Matsumura  T, 

Sawaki D, Kada N, Nagai R. A novel 
regulatory pathway of DNA damage 
response to pathologic vascular injury as 
mediated by KLF5 and its transcriptional 
complexes. 第 71 回日本循環器学会総会・学

術集会（神戸：2007 年 3 月 15～17 日） 
（４） Sawaki D, Suzuki T, Aizawa K, 

Matsumura T, Kada N, Mizuno Y, 
Munemasa Y, Nagai R. Krüppel-like factor 
5 directly stimulates cell growth in 
vascular lesions. 第 71 回日本循環器学会総

会・学術集会（神戸：2007 年 3 月 15～17 日） 
（５） Sawaki D, Suzuki T, Aizawa K, 

Matsumura T, Kada N, Mizuno Y, 
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Munemasa Y, Nagai R. Modulation of 
ubiquitin-proteasomal degradation of 
KLF5 influences vascular remodeling. 第

71 回日本循環器学会総会・学術集会（神戸：

2007 年 3 月 15～17 日） 
（６）Kada N, Suzuki T, Aizawa K, Matsumura T, 

Takeda N, Sawaki D, Nagai R.  Acyclic 
retinoid inhibits neointima formation 
through retinoic acid receptor beta-induced 
apoptosis. 第 71 回日本循環器学会総会・学

術集会（神戸：2007 年 3 月 15～17 日） 
（７） 加田奈々絵、鈴木亨、相澤健一、松村貴由、

澤城大悟、宗政歓子、永井良三：非環式レ

チノイドは RARbeta を介してアポトーシ

スを生じ新生内膜形成を抑制する. 東京大

学臨床展開研究シンポジウム（東京：2007
年 3 月 2 日） 

（８） Sawaki D, Suzuki T, Nagai R.  The effects 
of adenovirus-mediated overexpression of 
the cardiovascular transcription factor 
KLF5 on vascular remodeling. 東京大学臨

床展開研究シンポジウム（東京：2007 年 3
月 2 日） 

（９） 宗政歓子、鈴木亨、相澤健一、宮本索、今井

靖、松村貴由、水野由子、加田奈々枝、澤城

大悟、永井良三.新規ヒストンシャペロンｐ32
と転写因子KLF5によるプロモーター領域特

異的ヒストン量増加 . Promoter region- 
specific histone incorporation by histone 
chaperone p32 and DNA-binding factor 
KLF5. 第 30 回日本分子生物学会年会・第 80
回日本生化学会大会合同大会（東京：2007
年 12 月 11～14 日） 

・講演会 

（１） 鈴木亨：講演：第 11 回日本心不全学会学術

集会ファイアーサイドセミナー「心不全の臨

床情報は心エコーか、ＢＮＰか？」（平成 19
年 9 月 9 日/於：ヒルトン東京ベイ） 

（２） 鈴木亨：講演：21 世紀東京大学ＣＯＥ学術講

演 会 「 Meet The Specialist 2007 」

「 Cardiovascular biomarkers  and 
proteomic discovery」 (平成 19 年 8 月 24 日

/於：東京大学付属病院中央診療棟 2/7F 会議

室) 
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佐川急便「ホスピタル・ロジスティクス」
 

客員教授  
苦瀬博仁  

寄付講座教員  
石川友保、長田哲平  

 
ホームページ http://hpt-logi.umin.jp/ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
沿革と組織の概要 

病院における物流は、これまで、病院の中での

医療用医薬品や医療材料を供給する院内物流を

指してきました。しかし、入院期間の短縮化、検

体検査の外部委託など、医療を取り巻く環境が変

化してきたことから、病院の内部の物流だけでは

なく、病院の外部からの物流や、病院から出て行

く物流も含めて、病院の物流を総合的に考える必

要が生じてきました。加えて、医薬品の配達や、

療養食の宅配など、患者に関わる物流について、

病院がどのように関わっていくかを考える必要

が生じてきました。 
そこで、病院内外の物流の総合的な研究と、患

者に関わる物流のあり方の検討を目的に、佐川急

便株式会社より寄付を受け、平成 16 年度に佐川

急便「ホスピタル・ロジスティクス」講座が、開

設されました。 
本講座は、客員教授 1 名、寄付講座教員 2 名、

そして事務補佐員 2 名の 5 名体制で、病院スタッ

フ、物流を実践する物流事業者と協力し研究を進

めています。また本講座は、学術研究だけに留ま

らずに、寄付元の佐川急便株式会社と協力し新た

な物流サービスの開発も行っています。 
 

教 育 

講座では、教育活動の一環として、病院の物流

に関わる方を対象に、2007 年に「病院物流の最

新動向と将来」と題したシンポジウムを開催しま

した。 
シンポジウムでは、病院経営、医療情報、病院

設計、物流など各分野の専門家の方々に病院のロ

ジスティクスについて多角的なご講演を頂くと

ともに、活発に議論を行いました。 
 

研 究 

本講座は、病院のロジスティクスを、①医療・

看護活動を支える医薬品・医療材料の供給方法の

改善、②患者の利便性向上のための物流サービス

の開発、③病院の経営改善に資する物品調達・管

理方法の改善の３つと定義し、調査や研究を行っ

ています。 
①医療・看護活動を支える医薬品・医療材料の供

給方法の改善のために、病院の内部の物流だけでは

なく、病院の外部からの物流や、病院から出て行く

物流の実態を調査から解明しました。また、災害時

においても医療・看護活動が行えるように、災害時

に必要となる医薬品の量の推計を行いました。 
②患者の利便性向上のための物流サービスの

開発では、様々なサービスの開発を行いました。

その中で、「手ぶら入退院パック」「医薬品宅配サ

ービス(お薬宅配パック)」を、東大病院で試行し

ています。 
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また、③病院の経営改善に資する物品調達・管

理方法の改善のために、病院の外部からの物流や、

病院内部の物流を変化させた場合の効果の分析

などを行っています。 
当講座が行っている研究テーマは、以下のとお

りです。 
① 医療・看護活動を支える医薬品・医療材料の

供給方法の改善 
１）病院の車両出入実態の解明 

病院へ荷物を運び入れる卸・小売業者の車両、

病院から廃棄物などを運び出す業者の車両が、1
日の中でどの時間帯に集中しているのかなど、

車両出入の実態を調査から明らかにしました。 
２）病院の荷物搬出入実態の解明 

病院に搬出入される荷物を誰が運んでいる

のか、またその荷物の品目や届け先などを調査

から明らかにしました。 
３）病院内の人と物の移動の実態の解明 

病院の中で、物品を持って活動している人が

多い病棟で、約 2 週間に渡り、RFID を用いて

物品を持って活動している人の移動を自動的

に捉えました。そして、人の移動から間接的に

物の移動の実態を明らかにしました。 
４）震災時に必要な医薬品の量の推計 

病院は、災害の時にも、医療・看護行為が行え

るようにしなければなりません。そこで、医薬品

の備蓄量を考えるために、地震が発生した時に必

要となる医薬品の量の推計方法を提案しました。 
② 患者の利便性向上のための物流サービスの

開発 
１）手ぶら入退院パック 

入退院時の患者の手荷物を、患者やその家族

に代わり、運搬するサービスを開発しました。

そして、病院でサービスを実施するための留意

事項などを整理しました。 
２）物品調達サービス 

患者が在院中に必要とする物品を、患者やそ

の家族に代わり、調達するサービスを開発しま

した。 
３）医薬品宅配サービス（お薬宅配パック） 

通院時や退院時に、患者が受け取った医薬品

を、患者やその家族に代わり患者の自宅まで配

送するサービスを開発しました。 
４）療養食宅配サービス 

退院後に自宅療養されている患者などに、栄

養のバランスが取れた食事を宅配するサービ

スを開発しました。 
③ 病院の経営改善に資する物品調達・管理方法

の改善 
 
 
出版物等 

（１） 石川友保,長田哲平,海老原弘次,井出博生,苦
瀬博仁：病院において震災時の救急初療に必

要な医薬品の量の推計方法に関する基礎的研

究,日本物流学会誌,2007;15:129-36 
（２） 石川友保,長田哲平,苦瀬博仁：非接触アクテ

ィブ型 IC タグ（ＲＦＩＤ）を用いた病棟内

のロジスティクスの実態調査,第 45 回日本病

院管理学会学術総会,2007;44:194 
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免疫細胞治療学(メディネット) 
 

客員准教授  
垣見和宏  

寄付講座教員  
木村公則  

 
ホームページ http://immunoth.umin.jp/ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
沿革と組織の概要 

「免疫細胞治療学（メディネット）講座」は、

先端医療であるがんに対する免疫細胞治療や細

胞医療の実施に必要な技術・ノウハウ、施設、資

材、専門技術者、システム等を包括的に提供する

トータルソリューションサービスを事業として

いる株式会社メディネットからの寄付により、心

臓外科・呼吸器外科(高本眞一教授)を親講座とし

て 2004 年 6 月に２２世紀医療センター内に開講

した。当初より垣見和宏が客員准教授として着任

し、がん治療における免疫細胞治療の役割を明確

にすることを目的として、がんに対する免疫細胞

治療の基礎および臨床研究を実施している。2004
年から 2007 年 3 月まで倉知慎が寄付講座教員と

して活動に参加し、2007 年 4 月から木村公則が

寄付講座教員として着任した。 
免疫細胞治療とは、生体の免疫を担う細胞を体

外で加工・処理することで大量に数を増やしたり、

または機能を付加したりした上で、それを治療に

用いる先進的ながん治療法である。本講座は、が

んに対する免疫細胞治療の基礎および臨床研究

を実施し、がん治療における本治療技術の役割を

明確にすることを目的としている。  
2006 年 9 月から中央診療棟２の９階に設置さ

れた新しい施設を使用することが可能となり、

2007 年 2 月から「がんに対する免疫細胞治療」

の外来診療を開始した。施設の設計段階から、「ベ

ンチからベッドサイドへ」の臨床研究を行うため

に必要な要素として、①基礎研究と前臨床研究を

行う研究部門、②細胞調整部門、③がん患者の診

療を行う外来診療部門の 3 つの部門を合わせた

がんの免疫細胞治療専門講座を作り上げ、トラン

スレーショナルリサーチを実践するためのモデ

ル講座として活動している。安全で信頼性の高い

治療用細胞を供給するために、適切なハード面の

構造設備基準に則った施設と、その取り扱いを規

制するソフト面の基準に則った、一貫した品質保

証システムの構築が不可欠である。免疫細胞治療

に用いるために加工された細胞は、各患者本人の

自己由来の細胞であるため、現行薬事法への適応

は困難であるが、高い倫理観に基づいた自主的な

取り組みで GMP に準拠して細胞を調整し、質の

高い臨床研究を実施している。現在、倫理委員会

で承認されたプロトコールに基づき、ＵＭＩＮ臨

床研究登録システムに登録し、東京大学医学部付

属病院の各診療科と共同で臨床研究を実施して

いる。また、心臓外科・呼吸器外科（高本眞一教

授）と共同で、組織移植における免疫制御技術の

確立を目指した研究開発や、感染症に対するワク

チンの開発や新しい抗菌物質の研究も行ってい

る。 
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診 療 

免疫細胞治療学講座では、①「自己γδT 細胞療

法の非小細胞肺癌に対する安全性および効果に

関する研究」（倫理委員会承認番号 1290） 
②「悪性固形癌骨転移症例に対する放射線療法、

ゾレドロン酸水和物（ゾメタ）と活性化自己γδ

T 細胞併用療法時の安全性と有効性の検討」（倫

理委員会承認番号 1511） 
③「結腸・直腸癌肺転移切除例に対する免疫細胞

治療（活性化自己γδＴ細胞）術後治療の有効性

および安全性の検討」（倫理委員会承認番号

1781）の３つの自主臨床試験に基づき、肺癌７名、

骨転移５名、転移性肺癌３名の合計 15 名の癌患

者に対する診療を行った。 
非小細胞肺癌は、抗癌剤に対する感受性が低い

ため、標準治療として行われている化学療法が無

効となることも少なくない。現在、このような化

学療法無効となった場合や手術後に再発した場

合に対する治療法は確立されておらず、新たな治

療法が望まれている。 そこで、呼吸器外科(中島

淳准教授)と共同で、化学療法・放射線療法とは

異なる作用機序で癌の抑制を期待できる新しい

治療法、自己γδT 細胞治療の臨床研究を実施し

た。自己γδT 細胞の投与を６回繰り返したとき

の治療法の安全性（有害事象の有無、あればその

種類と程度、発現の割合など）の検討を主として、

副次的に治療効果（がんに対する効果や免疫学的

反応性など）について調べている。 
放射線治療は、各種がんの骨転移に対して最も

有効な治療法の一つであるが、その効果は、放射

線を照射した部位における局所的なものに限ら

れる。 そこで、放射線照射部位以外のがんに対

する治療効果を得るために、活性化自己γδT 細

胞治療との併用治療による臨床研究を計画した。

放射線治療部(中川恵一准教授)と共同で、悪性固

形癌骨転移症例に対する放射線治療、ゾレドロン

酸および活性化自己γδT 細胞の投与を組み合わ

せた治療法の安全性（有害事象の有無、あればそ

の種類と程度、発現の割合など）を検討すること

を主な目的とし、副次的に治療効果を詳しく調べ

ている。 
進行癌に対する治療に加えて、術後のアジュバ

ント治療としての免疫細胞治療の役割を明らか

にするために、結腸・直腸癌肺転移切除例に対し

て、治癒切除後の再発抑制効果を目指した活性化

自己γδ T 細胞の投与を実施している。 
 

研 究 

ポストゲノムシークエンス時代においては、ゲ

ノム分子の解析で蓄積された膨大な成果を統合し、

生命現象をシステムバイオロジーとして本質的に

理解することが求められている。 癌に対する生体

の免疫応答に関する病態解明においても、in vitro
中心の解析に加えて、経時的空間的にダイナミッ

クな生体内の免疫反応を個体レベルで解析し理解

するための研究が重要である。 われわれの講座の

目指す研究は、分子免疫学的研究に基づいた免疫

細胞治療の基礎および臨床研究を実施し、本治療

法の役割を明確にするとともに、新しい治療とし

ての基盤を確立することを目的としている。  
22 世紀医療センター内には GMP ハードにも

準拠している極めて安全性の高い細胞加工施設

（CPC）を設置し、免疫細胞治療に用いられる細

胞傷害性 T 細胞（CTL）や樹状細胞（DC）を供

給することが可能となり、質の高い臨床試験（研

究）を実施することが可能である。 また、感染

症、自己免疫疾患、組織移植における免疫制御技

術の確立を目指した研究開発も実施している。癌

に対する免疫細胞治療として、とくに①腫瘍特異

的な免疫応答の誘導法の開発、②γδT 細胞を用

いたがんに対する免疫細胞治療、③ペプチドワク

チン・樹状細胞治療に関する研究と、免疫応答を

詳細に解析するための免疫モニタリングに関す

る研究を実施している。 
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M, Suginoshita Y, Hasegawa G, Fukui M, 
Nakamura N, Shirakawa T, Kishida 
T.Impaired IFN-alpha production and the 
risk of cancer development.  J Interferon 
Cytokine Res. 2007 Dec;27(12):1013-7. n. 
2002;40(5):679-86. 
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沿革と組織の概要 

統合的分子代謝疾患科学講座は、現在、大きな

社会問題となっている日本における糖尿病患者

急増という実態を受け、日本人における遺伝素因

と環境因子の相互作用による生活習慣病発症様

式を明らかにし、それを予防・診断・治療に役立

てることを目的としています。遺伝子多型（SNP）

解析などによる「生活習慣病遺伝素因情報」と詳

細な食物摂取量の聞き取り調査などからの「生活

習慣病環境因子情報」を統合し、遺伝因子・環境

因子の総合データベースを作成し、生活習慣病発

症リスクの正確な予測法を確立することを目指

しています。効果的な糖尿病の一次予防、糖尿病

発症様式・病態の分子診断、最適な治療法の提供

など、科学的な側面からも、社会的な側面からも

大いなる効果が期待できると考えています。糖尿

病新規発症者が抑制され、糖尿病治療水準の向上

に繋がるものと考えています。 
東大病院における患者情報 環境因子情報・遺

伝因子情報・発現情報から、薬剤に対する反応性

を予測する計算式や、安全性を予測する計算式を

立て、開発薬剤の安全・効果的使用を評価できる

システム構築を考えています。 
東大病院に代謝疾患関連ヒト組織バンクを設

置し、ヒトの肝臓、脂肪組織サンプルからの発現

情報や、電子カルテ、SNP の情報、生活習慣を

含めた網羅的臨床情報を「統合データベース」と

し 、 実 際 の ヒ ト 疾 患 に お け る 標 的 分 子 の

validation、SNP・発現情報を考慮した臨床試験

システム、環境・遺伝相互作用を考慮した治療薬

反応性予測モデルを確立し、標的分子を同定し、

候補化合物をスクリーニングし、優れた新薬の創

出を目指し、かつ、安全・効果的使用が行われる

ことを最終目標としています。 
統合的分子代謝疾患科学講座は、人々の健康と

未来の医療に貢献する講座となりうることを目

指し、日々、研究・診療活動を行っています。 
 

研 究 

当研究室は、肥満症に伴うメタボリックシンド

ローム・糖尿病・心血管疾患等の生活習慣病の病

因・病態の分子メカニズムを解明し、それを標的

分子とした治療に応用することを目標としてい

ます。これまでにアディポネクチン受容体などの

生活習慣病の「鍵分子」を複数同定し、発生工学・

RNA 工学を利用した機能解析によってどのよう

に生活習慣病が発症・発展するかを解明してきま

した。また、アディポネクチン受容体のリガンド

であるアディポネクチンは高分子量型が高活性

であり、その測定がインスリン抵抗性やメタボリ

ックシンドロームの診断に有用であることを見

出しました。更に、アディポネクチンの受容体を
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介して、植物由来ペプチドであるオスモチンが抗

生活習慣病作用に重要な AMPK を活性化するこ

とを発見しました。臨床応用に向けて、立体構造

解析から、アディポネクチン受容体の特異的リガ

ンドによる生活習慣病根本的治療薬の開発に取

り組んでいます。 
 
 
出版物等 

（１） Hara K, Yamauchi T, Imai Y, Manabe I, 
Nagai R, Kadowaki T. Reduced adiponectin 
level is asociated with severity of coronary 
artery disease. Int. Heart. J.2007; 48: 
149-153. 

（２） Hashimoto H, Arai T, Ohnishi Y,Eto T, Ito 
M, Suzuki R, Yamauchi T, Ohsugi M, Saito 
M, Ueyama Y, Tobe K, Kadowaki T , 
Tamaoki N, Kosaka K: Phenotypes of IRS-2 
deficient mice produced by reproductive 
technology are stable.Exp. Anim. 2007; 56: 
149-154. 

（３） Ishikawa M, Kitayama J, Yamauchi T, 
Kadowaki T , Maki T, Miyato H, Yamashita 
H, Nagawa H: Adiponectin inhibits the 
growth and peritoneal metastasis of gastric 
cancer through its specific membrance 
receptors AdipoR1 and AdipoR2.Cancer Sci. 
2007;98: 1120-1127. 

（４） Kubota N, Yano W, Kubota T, Yamauchi T, 
Itoh S, Kumagai H, Kozono H, Takamoto I, 
Okamoto S, Shiuchi T, Suzuki R, Satoh H, 
Tsuchida A, Moroi M, Sugi K, Noda T, 
Ebinuma H, Ueda Y, Kondo T, Araki E, 
Ezaki O, Nagai R, Tobe K, Terauchi Y, Ueki 
K, Minokoshi Y, Kadowaki T: Adiponectin 
stimulates AMP-activated protein kinase 
in the hypothalamus and increases food 
intake. Cell Metabolism 2007; 6: 55-68. 

（５） Kadowaki T, Yamauchi T, Kubota N, Hara 
K, Ueki K: Adiponectin and adiponectin 
receptors in obesity-linked insulin 
resistance. Fatty Acids and Lipotoxicity in 

Obesity and Diabetes (Novartis 
Foundation Symposium 286), John Wiley 
& Sons, Ltd, 2007: pp164-182. 

（６） Kadowaki T, Yamauchi T, Kubota N: The 
physiological and pathophysiological role of 
adiponectin and adiponectin receptors in 
the peripheral tissues and CNS. FEBS 
Letters 2008; 582: 74-80. 

（７） Kubota N, Kubota T, Itoh S, Kumagai H, 
Kozono H, Takamoto I, Mineyama H, 
Ogata H, Tokuyama K, Ohsugi M, Sasago T, 
Moroi M, Sugi K, Kakuta S, Iwakura Y, 
Noda T, Ohnishi S, Nagai R, Tobe K, 
Terauchi Y, Ueki K, Kadowaki T: Dynamic 
functional relay between insulin receptor 
substrate-1 and -2 in hepatic insulin 
signaling during fasting and feeding. Cell 
Metabolism 2008, 8: 49-64. 
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沿革と組織の概要 

本講座は㈱日立製作所および㈱日立メディコ

の寄附により平成 17 年 1 月に設立され、本学循

環器内科学講座と共同で臨床情報データベース

システムの構築・運用をおこなってきた。平成

20 年 1 月からは㈱セラバリューズおよび㈱日立

製作所の寄附により新たな 3 年間のミッション

が開始された。目下運用中の臨床情報データベー

スシステムを有効活用して質の高い臨床研究を

展開し、その成果を社会に発信していくことが本

講座の最大の使命と考えている。 
本講座は東京大学医学部附属病院 22 世紀医療

センターに所属し、産学連携の最前線として、企

業側のノウハウと大学側のリサーチマインドと

が融合し最大限のアウトプットが得られるよう

活動を行なっている。臨床研究を行なうにあたっ

て最も重要なのは、「その活動拠点が病院にあり、

情報交換および人的交流が臨床現場との間で活

発に行なわれる」、ということである。本講座は

臨床医、リサーチナース、その他のメデイカルス

タッフ、企業の技術者がお互いに連携して活動を

展開している。また、本学循環器内科学講座の若

手医師との共同研究もさかんに行なわれている。 
 

研 究 

多くの疾患は環境要因と遺伝要因とが相互作

用した結果発症すると考えられる。疾患の原因、

増悪因子、予後決定因子を明らかにし、メカニズ

ムを突き詰め予防・治療へとつないでいくために

はまずどのようなアプローチが必要であろうか。

それは臨床情報の詳細なファイリングであると

考える。日常の診療行為の中で膨大に生み出され

る臨床情報を体系的に整理整頓することで、個別

のカルテからだけでは判然としなかった事実が

明快に見えてくる。本講座では本学循環器内科学

講座と共同で臨床情報データベースシステムの

構築・運用をおこなってきた。今後このデータベ

ースシステムを有効活用し、質の高い臨床研究を

効率的に展開する。具体的には疾患マーカーの同

定、治療反応性を規定する遺伝要因の割り出しな

どが挙げられるが、既知の物質・遺伝子であって

も未知のメカニズムで疾患と関わっている可能

性があり、このような「再発見」も意識して研究

を進めたい。 
また、疾患準備状態いわゆる未病も十分に研究

されるべき分野である。すなわち、巷に溢れてい

る食品・エクササイズ・生活習慣などに関する諸

情報を科学的に検証することも本講座の活動の

ひとつである。実験動物や培養細胞を用いた基礎

研究を併用し、リスク検証・メカニズム解析をお

こなう。 
科学的検証を経て得られた健康情報・医学情報
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を社会に普及・浸透させることが最終目標である。

社会への成果の還元があってはじめて本講座で

の研究は意味をなす、と考える。健康教育や医療

システムの現状をどのように分析し、正確な健康

情報・医学情報の普及をいかに図るべきか。正解

を得るには多くの領域の研究者との交流・議論が

欠かせない。大学の内外を問わずひろく共同研究

を展開したいと考える。 
 
 
出版物等 

（１） Luptak I, Shen M, He H, Hirshman MF, 
Musi N, Goodyear LJ, Yan J, Wakimoto H, 
Morita H, Arad M, Seidman CE, Seidman 
JG, Ingwall JS, Balschi JA, Tian R. 
Aberrant activation of AMP-activated 
protein kinase remodels metabolic network 
in favor of cardiac glycogen storage. J Clin 
Invest. 2007;117: 1432-1439. 

（２） Fujita M, Yamazaki T, Hayashi D, Kohro T, 
Okada Y, Nagai R; JCAD Study 
Investigators. Comparison of cardiovascular 
events in patients with angiographically 
documented coronary narrowing with 
combined renin-angiotensin system inhibitor 
plus statin versus renin- angiotensin system 
inhibitor alone versus statin alone (from the 
Japanese Coronary Artery Disease Study). 
Am J Cardiol. 2007;100:1750-1753. 

（３） Kohro T, Hayashi D, Okada Y, Yamazaki T, 
Nagai R. The JCAD Investigators. Effects 
of Medication on Cardiovascular Events in 
the Japanese Coronary Artery Disease 
(JCAD) Study. Circ J. 2007;71:1835-1840. 

（４） Sugiyama A, Wada Y, Izumi A, Kobayashi 
M, Kohro T, Patrick CR, Hamakubo T, 
Kodama T. Transcriptional activation by 
hypoxia and low-density lipoprotein loading 
in cultured vascular smooth muscle cells. J 
Atheroscler Thromb.2007;14: 226-234. 

（５） Okada Y, Okimoto M, Katsumata M, 
Takeuchi S. Temporary Perfusion for 

Mesenteric Ischemia With Acute Type A 
Aortic Dissection.  Ann Thorac Surg. 2007; 
83:293-294. 

（６） Fujita M, Yamazaki T, Hayashi D, Kohro T, 
Okada Y, Nagai R; The JCAD Study 
Investigators. Pleiotropic effects of statins 
on cardiovascular events in the Japanese 
Coronary Artery Disease study. Int J 
Cardiol.  2007 in press. 

（７） Nishiyama T, Hayashi D. Electrostatic field 
can preserve red blood cells in stored blood 
preparations. J Anesth. 2007; 21:42-46. 

（８） 森田啓行、永井良三：心筋症のゲノム解析 呼

吸と循環 2007;55:653-665 
（９） 森田啓行: 酸化ストレスとホモシステイン. 

酸    化ストレスと心血管病 (横山光宏・藤

田敏郎編)日本医学出版 2007;pp123-127. 
（10） 森田啓行: 心筋症遺伝子のコホート研究. 

新・心臓病診療プラクティス 10 心筋症を

識る・診る・治す (磯部光章・松崎益德編)
文光堂 2007;pp38-41. 

（11） 発行：循環器内科・健康医科学創造講座・

健診情報学講座 疾病予防サービスに対す

る勧告（仮訳）2007 
（12） 監修：永井良三、山崎 力、林 同文、編

集：興梠貴英、岡田吉弘、森田啓行、循環

器大規模臨床試験要約集 2007 年版 協和

発酵工業株式会社 7 
（13） 林 同文：医工融合によるイノベーションの

推 進  9.1.1 疾 患 情 報 の 体 系 化  CRDS- 
FY2006-SP-14 CRDS/JST 2007;3-26. 

（14） 永井良三、林 同文、古井祐司：生活習慣

病の検査、指導、診療の新しい対策 最新

医学 2007;62:107-123. 
（15） 岡田吉弘、興梠貴英、林 同文：慢性心不

全の治療～第一選択薬は ACE 阻害薬か 

EBM 循環器疾患の治療 2008-2009 
（16） 岡田吉弘、興梠貴英、林 同文：「心不全」

診療における医療の IT 化 Information 
technologies and telemedicine for 
management of congestive heart failure
日本臨牀 65 巻 増刊号 2007;5:565-570. 
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沿革と組織の概要 

関節疾患総合研究講座は 2005 年中外製薬株式

会社の寄付金により、22 世紀医療センターに設

立された寄付講座で、整形外科学講座を協力講座

としている。同センター内にある臨床運動器医学

講座と共同で、変形性関節症、骨粗鬆症をはじめ

とする高齢者運動器疾患の大規模統合データベ

ースを構築し、観察疫学とゲノム疫学の手法によ

り、運動器疾患の予防法の確立や、原因療法開発

の可能性に繋がるエビデンスの解明を目指して

いる。 
 

講座概要 
平成 18 年度版高齢社会白書によると、平成 17
年 10 月 1 日現在のわが国の人口は 1 億 2776 万

人と戦後初めて減少に転じたのに対して、65 歳

以上の高齢者人口は過去最高の 2560 万人となっ

た。また高齢化率(総人口にしめる 65 歳以上の高

齢者の割合)が 20.04％となり、初めて 20%を越

えたと報告されている。今後も高齢者人口は増加

が見込まれ、その一方で総人口の減少は続くと考

えられることから、高齢化率は平成 27 年（2015
年）に 26.0％、62 年（2050 年）には 35.7％とな

ると予測されており、わが国の高齢化はまさに世

界に類のない早さで進行し続けている。 
その一方で、高齢者の健康寿命に大きな影響を

与える骨関節疾患への取り組みはまだ十分とは

いえない。変形性関節症に代表される関節疾患は、

痛みや歩行困難のために高齢者の生活機能を低

下させ、生活寿命を短縮させている重大な生活習

慣病であるにもかかわらず、その発症・進展機序

についてはほとんど解明おらず、治療・予防も対

症療法の域を出ていないのが現状である。 
また高齢者の要介護となる原因として骨折・転

倒は、脳卒中、老衰、認知症に次いで 4 位にあげ

られており、骨粗鬆症とそれによる骨折の予防は、

超高齢化社会が目前に迫る我が国にとって焦眉

の課題であるといえる。 
関節疾患総合研究講座は、変形性関節症や骨粗

鬆症をはじめとする高齢者運動器疾患の病態解

明と画期的な治療戦略の開発を目的として 2005
年に設立された。目的の達成のため、当講座では

臨床運動器医学講座と共同で、詳細な臨床情報と

ゲノム情報の両方を網羅した大規模データベー

スの作成に着手し、これを基盤として、臨床研究プ

ロジェクト ROAD (Research on Osteoarthritis/ 
osteoporosis Against Disability)を開始した。本プロ

ジェクトでは、世界でも有数の大規模住民コホー

トと、全国整形外科ネットワークによる臨床コホ

ートの 2 本立て前向き追跡調査を 10 年間以上に

わたって行う予定である。 
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研 究 

研究内容 
ROAD プロジェクトでは、変形性関節症などをタ

ーゲットとして、東京都都市型コホート（1,350
例）、和歌山県山村型コホート（864 例）、和歌山

県漁村型コホート（826 例）の特性の異なる３地

域コホートを設置し、2005 年から 2007 年にかけ

て、3,040 例のベースライン調査を完了させた。

本登録者数は、変形性関節症のコホート研究で世

界的に名高い Framingham study の 1,805 例、

Chingford study の 1,353 例を凌駕し、世界最大

規模のスタディとなっている。上記コホートのベ

ースライン調査データより、本邦の変形性関節症

および変形性脊椎症の推定有病者数は、レントゲ

ン上では、膝で 2400 万人、腰椎では約 3000 万

人、症状を伴うものに限定しても膝で約 800 万人、

腰椎で約 1000 万人であり、非常に高い有病率で

あることが明らかとなった。 
 

今後の研究の展望 
ベースラインの調査データおよび 2008 年より開

始予定のコホート追跡調査データをもとに、観察

疫学とゲノム疫学の手法を駆使して、変形性関節

症をはじめとする高齢者運動器疾患の発生率と

その危険因子、ADL/QOL への影響、疾患感受性

遺伝子の解明などを順次進めていく予定である。 
 
 
出版物等 

（１） Kanis JA, Oden A, Johnell O, Johansson H, 
De Laet C, Brown J, Burckhardt P, Cooper 
C, Christiansen C, Cummings S, Eisman 
JA, Fujiwara S, Gluer C, Goltzman D, 
Hans D, Krieg MA, La Croix A, McCloskey 
E, Mellstrom D, Melton LJ III, Pols H, 
Reeve J, Sanders K, Schott M, Silman A, 
Torgerson D, van Staa T, Watts NB, 
Yoshimura N. The use of clinical risk 
factors enhances the performance of BMD 
in the prediction of hip and osteoporotic 

fractures in men and women, Osteoporos 
Int 18: 1033-1046, 2007 

（２） Muraki S, Yamamoto S, Ishibashi H, Oka 
H, Yoshimura N, Kawaguchi H, Nakamura 
K. Diet and lifestyle associated with 
increased bone mineral density: 
cross-sectional study of Japanese elderly 
women at an osteoporosis outpatient clinic. 
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沿革と組織の概要 

医療経営政策学講座は、東大病院に新設された

産学連携拠点である「22 世紀医療センター」に

所属する寄付講座である．本講座は、ニッセイ情

報テクノロジー株式会社の寄附により 2005 年 4
月 1 日に開講した。協力講座は，東京大学大学院

医学系研究科社会医学専攻医療情報経済学分野

である． 
本講座の活動目標は，保健・医療・介護に関す

る制度の質と効率性の向上を実現するための学

際的研究を推進することである．我々の研究活動

のミッションは以下の通りである； 
１） エビデンスに基づく医療経営政策に関する研究

の実践 
２） 研究成果の社会への還元 
これらのミッションを遂行するための戦略は以下の

通りである． 
１） 日本版・診断群分類（Diagnosis Procedure 

Combination, DPC）のナショナル・データベ

ースの整備とその活用 
２） 研究プロジェクトごとの学外研究者との連携 
３） ニッセイ情報テクノロジー株式会社との産学連

携 
 

教 育 

本講座では，講座研究生などを対象とした，医

療政策学・医療経済学にかかわる教育および論文

指導を行い，成果を挙げている． 
また，東大病院が 2007 年 10 月に開講した，

医師を対象とした「医療経営人材育成講座」にも，

我々はその中心的なメンバーとして参画し，企画

経営部と共同で本講座を担当した． 
 

研 究 

（１）DPC 研究班としての研究活動 
過去 3 年間、本講座は厚生労働省科学研究の

DPC 研究班に参加し、DPC データの処理・分析

を支援するとともに、その成果を発表してきた。

2006 年からは病院財務会計情報と DPC データ

を連結し，医療施設の機能区分に関する研究を担

当した．2007 年は急性期リハビリテーションに

関する DPC データと臨床データの統合データベ

ースの構築にも貢献した。DPC 研究班がこれま

で集積してきた 5 年分・退院症例 300 万件を超え

るデータベースを、2007 年からは当講座のサー

バーで管理する体制を整備している． 
 
（２）その他の研究活動 

以下の研究も実践している． 
①薬害など大規模健康被害事件に関する研究 
②医師供給の地域間・診療科間格差とその要因に

関する研究 
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③ 外 科 手 術 の 供 給 量 (volume) と ア ウ ト カ ム

(outcome)の関連についての研究 
④医療機器の内外価格差と政府規制に関する研

究 
⑤保健医療サービスの経済評価に関する研究 
⑥食品衛生のリスクコミュニケーションに関す

る研究 
⑦過労死防止対策など労働衛生の政策評価研究 
⑧医療安全に資するシステムの研究 
⑨地域医療システムの持続的発展のための研究 
 
（３）産学連携 

ニッセイ情報テクノロジー株式会社の医療・介

護ソリューション開発部チームとは、講座開設直

後より、DPC 研究に関連した情報交換・連携を

深めてきた．2006-2007 年には、以下の２つのテ

ーマについて、共同研究を進めた． 
①保健・医療・介護情報の統合的地域データベー

スの構築と地域政策への活用 
②疾病情報の標準化とリスク予測モデルの構築． 
 

2008 年はこれらをさらに進め，臨床疫学的手

法と保険理論をハイブリッドさせた、保険制度の

新たな管理運用システムの構築にめざすもので

ある。 
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沿革と組織の概要 

臨床運動器医学講座は 2005 年に、エーザイ株

式会社の寄付金により、22 世紀医療センターに

設立された寄付講座で、整形外科学講座を協力講

座としている。同センター内にある関節疾患総合

研究講座と共同で、変形性関節症をはじめとする

高齢者運動器疾患の大規模統合データベースを

構築し、観察疫学とゲノム疫学の手法により、運

動器疾患の予防法の確立や、原因療法開発の可能

性に繋がるエビデンスの解明を目指している。 
 

講座概要 
変形性関節症や変形性脊椎症などの運動器変性

疾患は、高齢者の生活機能を低下させ、健康寿命

を短縮させる重大な生活習慣病となっているが、

その発症・進展機序についてはほとんど解明され

ていない。また、予防対策をたてる上での基盤と

なるべき基本疫学データすら確立されておらず、

治療も対症療法の域を出ていないのが現状であ

る。国立社会保障・人口問題研究所は、高齢者（65
歳以上）人口は今後も増加し、現在の 2,200 万人

から平成 25（2013）年には 3,000 万人を突破、

平成 30（2018）年には 3,417 万人に達するとの

急速な増加を予想しており、更なる高齢化に伴う

運動器疾患や障害、およびこれに要する医療・介

護費用は甚大なものになっていくことが予想さ

れる。 
臨床運動器医学講座では、変形性関節症をはじめ

とする高齢者運動器疾患に対する予防方法およ

び根本的治療法の開発に向けた基盤研究推進の

ため、関節疾患総合研究講座と共同で大規模デー

タ ベ ー ス の 構 築 と こ れ を 用 い た 疫 学 研 究 ：

Research on Osteoarthritis Against Disability
（ROAD）プロジェクトを立ち上げた。現在まで

に世界でも有数の大規模地域住民コホートを確

立し、ゲノム情報と臨床情報を含む統合データベ

ースを構築してきた。観察疫学およびゲノム疫学

的手法を用いて、変形性関節症などの高齢者運動

器疾患の背景にある遺伝因子・環境因子を系統

的・網羅的に探索し、治療標的分子の同定や、画

期的な予防方法や原因療法の開発に繋げること

を目指している。 
 

研 究 

研究内容 
ROAD プロジェクトでは、変形性関節症などをタ

ーゲットとして、東京都都市型コホート（1,350
例）、和歌山県山村型コホート（864 例）、和歌山

県漁村型コホート（826 例）の特性の異なる３地

域コホートを設置し、2005 年から 2007 年にかけ

て、3,040 例のベースライン調査を完了させた。

本登録者数は、変形性関節症のコホート研究で世
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界的に名高い Framingham study の 1,805 例、

Chingford study の 1,353 例を凌駕し、世界最大

規模のスタディとなっている。上記コホートのベ

ースライン調査データより、本邦の変形性関節症

および変形性脊椎症の推定有病者数は、レントゲ

ン上では、膝で 2400 万人、腰椎では約 3000 万

人、症状を伴うものに限定しても膝で約 800 万人、

腰椎で約 1000 万人であり、非常に高い有病率で

あることが明らかとなった。 
 

今後の研究の展望 
ベースラインの調査データおよび 2008 年より開

始予定のコホート追跡調査データをもとに、観察

疫学とゲノム疫学の手法を駆使して、変形性関節

症をはじめとする高齢者運動器疾患の危険因子、

ADL/QOL への影響、疾患感受性遺伝子の解明な

どを順次進めていく予定である。 
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沿革と組織の概要 

臨床試験データ管理学講座は、東京大学大学院

医学系研究科公共健康医学専攻生物統計学分野

及び東京大学医学部附属病院（東大病院）臨床試

験部を協力講座として、イーピーエス株式会社及

び東京 CRO 株式会社の寄付により平成 19 年度 4
月に設立されました。 

臨床試験におけるデータ管理は重要であると

いう共通認識は存在しますが、本邦では十分な教

育システムが存在せず試験ごとの対応であった

ため、試験の大型化・グローバル化に対応できな

い状態にあります。これは、統計学や品質管理学

に臨床医学の特性を融合したデータ管理学の体

系構築が未成熟なことが原因であり、早急に人的

およびツール面での支援・人材育成を実施しなけ

ればなりません。本講座では、本邦における臨床

試験の質向上を目指した臨床データ管理学の研

究と体系化を目指した教育の実践及び実際の医

師主導研究支援を行うことを目的とした活動を

行っております。 
 

教 育 

国内外の組織と連携し、臨床試験データ管理の

研究と体系化を目指した教育の実践を行ってい

ます。また、標準手順書(SOP)やマニュアル等の

雛形などの整備・公開を通じて、全国レベルでの

教育・人材育成も行っています。 
東大病院においては、臨床疫学研究システム学

講座及び臨床ゲノム情報部と連携し、統計学を中

心とした医学研究のコンサルテーション（研究支

援）を実施しております。平成 19 年度は 29 件の

統計コンサルテーションおよび 3 件の医学研究

コンサルテーションの依頼を受け、東大病院内の

医学研究者・看護研究者向けの支援を行いました。

統計コンサルテーションは主に、実験後から論文

投稿およびレビューア対応で、幅広い臨床領域か

ら依頼を受けております。医学研究コンサルテー

ションについては、研究前からの支援が主となっ

ており、現状は統計・データ管理の観点からの支

援が始まったばかりです。 
国内外の多数の医学研究に医学統計やデータ

管理の専門家として参加しているとともに、当講

座がデータセンターとしての役割を果たしてい

る研究も少なくありません。これらの共同研究を

通じ、新たな医学統計の方法論の開発・提案を行

うとともに、特にデータ管理の観点からの新たな

研究支援モデルの提案を行います。 
 

研 究 

上で述べた以外に、東大病院における医療デー

タベースの研究利用を促進するために院内部局

と協力体制を構築し、支援ツール等を整備・公開
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する予定です。また、Clinical Data Interchange 
Standards Consortium (CDISC)に関して、大学

病院医療情報ネットワーク(UMIN)と共同研究を

行っています。 
これまでの本邦における臨床試験データ管理

は、「なぜ、データ管理が必要なのか？」や「ど

ういう人材が必要なのか？」といった本質が論じ

られることはなく、臨床試験において臨床データ

が集まった後のテクニカルな入力ミスや変換ミ

スをなくすことに主眼が置かれ続けてきた感は

否めません。しかしながら、これらは臨床データ

管理学の役割のあくまで一部分にしか過ぎませ

ん。臨床試験実施中の進捗状況やデータを直接眺

められるのはまぎれもなくデータ管理担当者で

あり、その判断により試験をコントロール可能な

重要な役割を担っています。従って、これからの

臨床データ管理担当者は、自分の専門領域を軸と

しながらも、コンピュータ・統計学・疫学・医学

研究者ともコニュミケーションが取れ、臨床試験

実施中のデータプロジェクトマネージングがで

きる人材が必要となってきていると考えます。 
このような観点から、現在、特に医学研究者か

ら、臨床データ管理の重要性が認識されつつあり

ます。例えば、平成 19 年 3 月に出された「新た

な治験活性化 5 ヵ年計画」では、データ管理の重

要性が触れられています。一方で、特に本邦にお

いて「臨床データ管理（データ管理）」に対する

認識の差は非常に大きく、企業・実施機関ごとに

データ管理のやり方やアプローチが異なり、優秀

な人材が活用されていないあるいは生み出され

ていないと本講座は考えております。この状況を

打開するためにも、最低限の標準的な教育（臨床、

統計学、品質管理、IT、法規制、倫理など）と

OJT(On the Job Training)を同時に行える機関

の育成が急務であり、本講座が新たな臨床データ

管理の潮流を生みだせる機関となるよう研究と

教育を続けていく所存です。 
 

 
出版物等 
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沿革と組織の概要 

コンピュータ画像診断学／予防医学講座は、2005

年５月に開講した。放射線医学講座を親講座とし、

株式会社ハイメディックと株式会社ジーイー横

河メディカルシステムを寄付者とする寄付講座

である。当講座は客員准教授２名と寄付講座教員

３名で構成されているが、その他に検診部門では

検診業務に従事する医師、看護師、放射線技師、

臨床検査技師、事務職員など約 40 名の職員が存

在する。 

 
当講座の研究目的は、下記の通りである。 

1)データベース構築：長期にわたる経過観察が可

能な受診者を対象として、高度な検査内容からな

る健康診断を定期的に施行し、詳細かつ信頼性の

高いデータベースを構築する。特に先進的な画像

診断機器である FDG-PET、多列 CT 及び 3T-MRI

を用いて、全身の微細な初期病変の検出を可能と

する体積データを収集する。 

2)大量画像データ処理方法の研究：検査日・種類

の異なる画像を１つの多次元データとして取り

扱うための基本的な画像処理機能を開発する。さ

らに大量の多次元データの中から微細な異常所

見を自動的に検出するアルゴリズムの研究を行

う。 

3)コホート研究：データベースを経時的に解析し、

上記手法により自動的に検出される様々な異常

所見の疾病予測における臨床的有用性について

検証する。 

 

診 療 

当講座はコンピュータ画像診断学／予防医学検

診部門の診療を担当している。この検診部門では

株式会社ハイメディックから委託された検診を

行っており、東大病院としては検診受信者の募集

を行っていない。検診場所は中央診療棟２の９階

であり、一般的な検診項目に加えて、PET/CT（陽

電子断層撮影／コンピュータ断層撮影）や超高磁

場の MRI(磁気共鳴画像）、超音波検査やマンモグ

ラフィーを導入している。 

 

教 育 

現在、コンピュータ画像診断学／予防医学講座と

しては学生の受け入れを行っていないが、放射線

医学講座の大学院生や研修医などの学生教育に

協力している。研究テーマとして CAD をはじめ

とする画像処理、あるいは、検診データを用いた

疫学的研究を行う場合には積極的な教育支援を

行っている。 
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研 究 

1)検診データベースの構築：独自の検診システム

を開発し、日常の検診業務の運営や検診データの

入力に活用している。この検診システムは現在も

改良を重ねている。検診で撮像された画像は病院

の PACS に保存されている。研究目的に限って使

用される医用画像は検診部門内に設置された独

自の PACS に保存されている。 
2)画像処理ソフトウェア開発 
われわれは統合的ソフトウェア開発環境を構築

した。このシステムは臨床サイドと研究サイドに

分かれており、後者ではデータが匿名化されてい

る。臨床サイドのシステムではソフトウェア開発

のための症例登録と、開発されたソフトウェアの

臨床応用が行われる。研究サイドではソフトウェ

アを開発するための典型症例の取出しと、集積さ

れた症例によるソフトウェアのテスト環境が整

備されている。 
3)ソフトウェアの臨床評価と応用、疫学的研究 
検診データベースに基づいた研究が他の様々な

専門領域の研究者と共同で行われている。検診デ

ータのうち画像に関しては、開発されたソフトウ

ェアを利用して解析されている。 
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附 属 病 院  
 
 
 
１．敷地･建物 

敷地総面積は、113,853 ㎡、建物総面積は、

240,642 ㎡である。 
 

２．組 織 

病院長の下に、６診療部門（37 診療科）、薬剤

部、看護部、検査部、手術部、放射線部、救急部、

企画情報運営部等の中央診療部門および事務部

（総務課、管理課、経営戦略課、医事課）等から

なり、常勤職員数は教員 588 名、看護師･医療技

術職員 1,344 名、事務職員等 168 名の計 2,100
名（平成 20 年 3 月 31 日現在）である。 

病院の運営体制としては、病院諮問機関として

病院運営審議会（総長指名２名、医学系研究科長、

医学系副研究科長各１名、病院長、副院長、病院

長指名２名、外部有識者２名の計 10 名から構成）

を設置し、主要予算と人事、定員再配置、組織再

編成について、執行部からの諮問に対し答申して

いる。執行部はこの答申を尊重して執行する。病

院執行部は、病院長と副院長５名、事務部長、看

護部長、その他病院長の指名による若干名により

構成され、病院運営に関する最終的な意思決定を

行。また、診療科（部）長は病院長指名とし、任

期１年を設定し、適宜、病院体制の見直しが可能

となるようにしている。さらに、各診療科（部）

の運営は、診療支援組織（入院診療運営部、外来

診療運営部、中央診療運営部）と運営支援組織（人

事部、医療評価･安全･研修部、企画経営部、教育

研究支援部）の指導下に入り、各診療科（部）は

病院全体の機能と調和しながら、それぞれの役割

を果たしている。 
平成 19 年度においては、新たな組織が設置さ

れることはなかったが、病院長の交替により、新

たな病院執行部の体制下で活動をしている。 
 

３．診療実績 

平成 19 年度の入院延患者数は 395,715 名、１

日平均 1,081 名、外来延患者数は 787,344 名、１

日平均 3,214 名であった。 
臨床検査件数は、6,277,285 件、うち血液学的

検査 819,263 件、生化学的検査 3,842,916 件、内

分泌学的検査 106,338 件、免疫学的検査 458,375
件、微生物学的検査 80,681 件、生理機能検査

450,669 件、採血･採液等検査 184,541 件、内視

鏡検査 21,754 件であった。 
X 線撮影件数は 218.501 件、うち X 線 CT 

42,392 件、MRI10,721 件であった。 
分娩件数は 803 件、うち正常分娩 500 件、異

常分娩 303 件であった。 
手術件数は 10,186 件、麻酔件数は 10,945 件で

あった。 
救急患者は 19,282 件、うち疾病等 16,209 件、

妊娠 274 件、事故 2,799 件であった。 
平成 19 年度中の死亡患者数は 476 名、うち病

理解剖を行ったものは 78 件、剖検率は 16.4％で

あった。この他、外部からの受託解剖が 2 件あっ

た。 
 
４．病院再開発計画 

本院の再開発は昭和 56 年以来、将来計画委員

会病院部会を軸として営々と継続されており、そ

の一環として昭和 63 年に中央診療棟１、平成６

年に外来診療棟がオープンした。その後、平成

13 年７月には本院・分院の組織統合が行われ、
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同年９月に入院棟Ａがオープンし、本院は大きく

変わった。さらに、旧中央診療棟において診療を

行っていた救急部や光学医療診療部、生理学検査、

リハビリテーション部等の診療体制の充実を図

るための中央診療棟Ⅱ期工事が平成 14 年度から

計画され、平成 17 年度末に竣工、翌 18 年度より

順次運用が開始された。この新しい中央診療棟に

は、旧中央診療棟に配置されている部門や手術部、

病理部、臨床試験部、院内学級、組織バンク、CPC
等の部門が配置されている他、平成 16 年より活

動を開始した 22 世紀医療センターの拠点ともな

っている。22 世紀医療センターは、本院をフィ

ールドとして新たな臨床医学や医療関連サービ

スの研究と開発を行う組織である。本センターは

予防医学、疫学研究、臨床試験、医療安全、機器

等をテーマとする 22 の寄付講座（平成 20 年１月

１日現在）によって構成されており、すべて企業

からの寄附を基礎として設置されており、産学連

携の一大拠点ともなっている。 
さらに、平成 19 年度に入り、現在使用してい

る入院棟 B の耐震補強計画が持ち上がったため、

これを機に、本来の方針であった「新入院棟 B」

（病棟Ⅱ期）建築に向けた予算要求準備を開始す

ることが、病院、医学部の両執行部会で承認され、

6 月の病院執行諮問会議でこれを進めていくこと

が報告された。この新しい入院棟 B は、がん・心

臓病・脳卒中の診療、社会的にニーズの高い周産

母子診療や臟噐移植医療等に重点を置いた高度

急性期医療を効率的に行う病棟とし、院内横断的

な診療を行うセンターを病棟内に設け、各診療科

が共同で診療にあたるシステムを構築するとと

もに、院内横断的な救急医療体制を整備して救急

患者のより円滑な受入れを実現することとして

いる。現在、平成 21 年度概算要求に向けて、病

棟Ⅱ期プロジェクトを立ち上げ、基本構想の策定

を行っている。病院再開発計画は、病棟Ⅱ期の完

成をもって、一応の完了となる。 

また、老朽化した総合研究棟の整備についても、

平成 21 年度概算要求に向けて、ワーキンググル

ープを立ち上げ、検討を開始した。 
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沿革と組織の概要 

昭和 30 年（1955 年）6 月 15 日、東大病院の

近代化の一環として臨床検査を中央化して熟練

技術者の手により、大量かつ高度の検査を集中的

にしかも迅速精密に行い、総合病院としての医療

水準を向上させる目的で東大病院に臨床検査部

が開設された。  
当初は、一般・細菌・血清・病理組織・生化学

の 5 検査室にすぎなかったが、その後設備の充実

に伴って各種の臨床生理、臨床血液、内視鏡など

の諸検査室が逐次開設活動を始めた。昭和 34 年

（1959 年）4 月より 2 部の組織に分けられ細菌・

血清・病理組織・生化学の検体を主として扱う 4
検査室は中央検査部に、Ｘ線診断を含め、患者を

扱うその他の検査室は中央診療部に包括された。

昭和 38 年（1963 年）7 月中央検査部にフォトセ

ンターの業務が新たに加わり、昭和 45 年（1970
年）1 月リハビリテーション部が独立するのに伴

い中央診療部は解消し、中央検査部は検体検査の

第 1 部と患者検査の第 2 部で構成されることにな

った。管理機構としては病院長に直属する部長・

副部長（現在は大学院医学系研究科臨床病態検査

医学分野の教授・助教授が併任）が全体を統括し、

各検査室では教員はじめ、必要に応じ各領域の専

門家の協力を得てこれを運営している。昭和 50
年（1975 年）10 月、検査第 1 部の病理組織検査

室が病理部として分離独立した。 
昭和 57 年（1982 年）7 月中央検査部に専用の

汎用コンピュータが導入されて、まず生化学検査

室業務が、昭和 59 年（1984 年）7 月からはそれ

以外の検体検査部門のシステム化が行われた。昭

和 58 年（1983 年）4 月医事システムのオンライ

ンシステム化が行われるに際して、中央検査部検

体総合受付が設けられて、医事システム、診療科

情報システムと中央検査部システムが結合し、相

互に情報を利用できるようにして、事務作業の合

理化が図られた。また、検体部門では検査機器の

発展に伴って作業内容が年々変わってきている。

これらの変化に対応するため、昭和 58 年（1983
年）4 月一般検査室は、生化学 2 検査室、従来の

生化学検査室は生化学 1 検査室に改称するとと

もに作業の合理化が図られた。昭和 63 年（1988
年）1 月から新中央診療棟に検体検査部門が移っ

た。昭和 63 年 10 月検査部の機構を改め、新たに
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検体管理部門、緊急検査室、微量物質分析検査室

が設置された。昭和 63 年 11 月 1 日より各科共通

の外部委託検査の窓口が検査部となり、これらの

検査結果も検査部内の検査結果と同様にデータ

ベースに貯えられ、オンライン検索できるように

なった。 
また、医療の 24 時間態勢に臨み、平成元年

（1989 年）3 月から時間外及び休祝日検査体制

を試行し、同年 6 月より宿日直業務が開始された。

次いで平成 4・5 年度の両年に亘り総合検体検査

システムが導入されることになり検体自動搬送

検査システムが構築稼働し、検査オーダリングと

検査結果報告の迅速化が実現した。また平成 5 年

10 月から外来患者の採血を主として検査部技師

が担当し、平成 6 年度（1994）から遺伝子検査

室を開設した。平成 8 年（1996 年）10 月 1 日か

ら生理検査総合受付（24）が開設した。平成 8
年（1996 年）各科配属の技師が中央化され、検

査部・輸血部・病理部に所属する臨床検査技師系

職員は技師長のもとに一元化され一体となって

運営されるようになった。平成 10 年（1998 年）

に総合検体検査搬送システムが更新されること

になり、平成 11 年（1999 年）10 月に同システ

ムは完成し稼働した。更新に際して一般検査室と

採血室にも搬送システムが導入された。平成 11
年（1999 年）4 月より輸血部・検査部の技師に

よる輸血検査の宿日直業務を開始した。 
平成 13 年（2001 年）4 月、細菌検査室が感染

制御部のもとに移され、検査部・輸血部・病理部・

感染制御部の四部は、それぞれ独立した組織では

あるが、技師人事なども含め、お互いに連携をと

りながら一体となって運営されることになった。

平成 13 年 4 月に本院と分院が組織的に統合され、

実質的には 7 月より分院の職員が加わった。同年

4 月消化器内科に技師を 2 名派遣し腹部超音波検

査を開始した。同年 9 月 22 日、新入院棟が完成

し、それに伴い各科から検査部への検体搬送は、

中型搬送システムを用いて行われることとなり、

また緊急検査室へはエアーシューターが使われ

ることとなった。分院との統合により検体数が増

加した。さらに病棟に常駐して検査を実施するた

め病棟検査部門を新設し、平成 14 年（2002 年）

12 月より 2 名の病棟検査技師を配置した。平成

15 年（2003 年）4 月からは 3 名に増員した。国

立大学病院検査部門の人事交流が開始され、平成

14 年度（2002 年）は東大と筑波大・山梨大との

間で、平成 15 年度（2003 年）は東大と筑波大・

東京医科歯科大との間で技師を 1 名ずつ 1 年間入

れ換え配置し、交流を実施した。平成 15 年 7 月

から病棟採血血管システムが稼動し、検査部で入

院患者の翌日分の採血・採尿管を準備して病棟へ

配信するサービスを開始した。 
平成 16 年（2004 年）4 月、国立大学が法人化

になったのに伴い、人事院規則から労働基準法に

準拠することになり、公務員は非公務員となり、

従来の当直は夜勤として位置づけられ、教員の講

師以上は裁量労働制になるなど、労働形態が大き

く変化した。また病院の独立採算制推進により、

検査においても従来にも増して検査の適正化、医

療経済の観点からの効率化が求められるように

なった。さらに平成 16 年度からスタートした研

修の必修化と、特定機能病院における DPC の導

入によってもさまざまな影響が出現している。

2005 年 4 月、東大病院検査部は創立 50 周年を迎

えた。1955 年に設立された東大病院検査部が歩

んできたこの半世紀は、そのまま我が国の臨床検

査の歴史でもあった。東大病院検査部も先駆けと

なった中央検査システムの導入は、その後の我が

国の医療の発展に大きな貢献をなし、以後、全国

の大学病院を中心に次々と中央検査部が作られ

ることとなった。今後も、臨床検査医学、さらに

は中央診療施設としての検査部の発展に努める

べく、検査部員一同、気持ちを新たにした。 
2006 年 8 月、検査部遺伝子検査室において、個



404 東京医学・第 116 巻・平成 20 年 10 月 

 

別薬物療法支援のための薬剤感受性遺伝子多型検査

を開始した。臨床ゲノム診療部、薬剤部、企画情報運

営部、消化器内科と共同して、プロトンポンプ阻害薬

の代謝に関与する CYP2C19 遺伝子多型検査をスタ

ートすることになった。2007 年 8 月からワーファリ

ン遺伝子多型検査（CYP2C9,VKORC1）も開始した。

今後も、治療薬投与時の薬剤動態、反応性、副作

用発現の可能性の予測、安全で効果的なテーラー

メード医療への貢献が期待できる薬剤反応性遺

伝子検査を拡充していく予定である。 
2006 年 11 月、検査部生理検査部門が新中央診

療棟 2 へ移転した。これまで、旧中央診療棟に分

散していた生理検査室は、有機的に統合されるこ

ととなった。この長年の念願が達成できるととも

に、以下の拡充・新設がなされた。1) Vascular 
Board 支援のための無侵襲血管検査の拡充（頚動

脈・下肢血管エコー、ABPI/CAVI）、2) 腹部エコ

ー検査中央化、3) 生理機能検査の依頼状・結果

報告の電子化、4) 光トポグラフィー、磁気刺激

（CMCT）検査の開始、5) He 併用フローボリュ

ム曲線（アイソフロー）検査の開始 
2007 年 1 月、検査部検体検査部門が、ISO 

15189「臨床検査室-品質と能力に関する特定要求

事項」の認定を受けた。本規格は、臨床検査室の

質の向上と認定のための国際基準を提供する目

的で作成されたもので、国際的に臨床検査室の認

定基準として広く受け入れられているものであ

る。東大検査部は、本規格の品質マネジメントシ

ステムにより、臨床検査室としてのさらなる質の

向上を目指すとともに、臨床検査のグローバルな

標準化や検査データの共有化に寄与したいと考

えている。 
 
診 療 

主な業務は臨床検査業務である。そのほか、教

員は総合内科外科を検査部として週 2 回担当し、

一部の教員は内科の専門外来診療にも従事して

いる。生理機能検査では、教員が臨床検査技師を

指導しながら、実際の検査業務も行っている（心

エコー：竹中、負荷呼吸機能検査：高井）。以下、

臨床検査業務の現状を述べる。 
検査部の構成と業務内容 
検査部は、大きく、検体部門、生理検査部門よ

り構成される。 
検査部門は、採血室（検体管理）、システム、

一般、生化学、微量分析、免疫、血液、血栓止血・

血糖、遺伝子、緊急の検査室により成る。検査結

果の迅速返却、検体の随時受付、外来での診察前

検査の実施、また外来採血の検査部での完全実施、

遺伝子検査や新しい検査項目の導入、検査インフ

ォメーションの開始など、多方面のわたっての業

務拡大を可能とした総合検体搬送システムも、機

械の老朽化が進んだため平成 11 年 11 月に第 2
世代の総合検体搬送システムを導入。この完成に

より採血室と搬送ラインの連結、尿検査への搬送

システムの導入、自動車ロボットの設置など、さ

らに機能的な検査が可能になった。平成 20 年に

は第 3 世代の総合検体搬送システムが導入され

る。 
緊急検査室は常時オープンしており、夜間・休

日は宿日直者を配置して対処している。 
平成 11 年 4 月からは輸血部と協力して輸血当

直を開始した。平成 13 年 4 月より技師 2 名が消

化器内科に出向し、腹部超音波検査を開始した。

また平成 14年 12月より病棟に技師が常駐する病

棟検査部門を設置した。ICU を中心にベッドサイ

ド検査を実施している。 
生理検査部門は、平成 18 年 11 月より中央診療

棟２の２階に循環機能、血管エコー、呼吸機能、

神経筋電図、腹部超音波全てが統一して配置され

た。Vascular Board を支える血管検査が充実し

てきている。また、検診部におけるエコー検査も

開始した。 
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教 育 

教員は、臨床検査医学の講義を担当するほか、

M3 のベットサイド教育に携わっている。各部署

ごとに勉強会やカンファレンスを開いており、検

査部全体としては症例検討会を適宣開催し、学会

前には予行を行っている。臨床各科のカンファラ

ンスにも出席して研讃を積んでいる。当検査部で

は、多くの大学、検査技術学校の学生の臨地実習

を引き受けており、主任技師が中心となって実習

指導を行っている。また時に、諸外国や JICA か

ら研修実習の依頼があり協力をしている。 
 

研 究 

病院検査部と大学院臨床病態検査医学は密な

協力関係の本、臨床検査に関するテーマを中心と

して研究を行っている。新しい検査法の開発・改

良、各種病態の臨床検査を通した解析を行ってい

る。具体的には、以下の研究テーマが進行中であ

る。 
 
• リゾリン脂質性メディエーターの病態生

理学的意義の解明とその測定の臨床検査

医学的応用  
• 血小板生物学の構築と臨床検査医学的応

用  
• 網血小板比率と幼若血小板比率（IPF）の

臨床的意義についての検討 
• 肝臓の線維化と虚血再灌流障害 
• 遺伝子検査  
• 生理活性ペプチドとくにアドレノメデュ

リンの研究  
• 酸化ストレスと臓器障害  
• 超音波による心機能の解析  
• 呼吸機能と種々の病態との関連  
• がんにおけるエピジェネティクス異常と

診療への応用 
• 脳磁図による視聴覚統合の神経機構の研

究 
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はじめに 

手術部では手術医学に関する教育、研究、およ

び周術期の診療活動を行っている。手術部の現在

の構成員は部長、副部長、非常勤講師、各 1 名。

文部教官助手２名、看護師長 1 名、主任副師長 3
名、副師長４名、看護職員４８名、職員 20 名(行
一 3 名、行二 3 名、日々雇用 3 名、時間雇用 11
名)計 81 名である。 

さらに、医事課より医事課職員 2 名、検査部よ

り臨床検査技師 1 名、医療機器管理部より臨床工

学技士 4-5 名が、連日手術部へ派遣されている。 
平成 13 年 7 月の本院と分院との統合により、

本院手術部と分院手術部も統合した。本院と分院

との統合および平成 13 年 9 月の新病棟開設によ

り手術件数が増加したため、新中央診療棟 2 が完

成するまでの措置として、平成 13 年 10 月から新

病棟 4 階の ICU･HCU 処置室を手術室 15 号室と

して、さらに外来棟 1 階の整形外科外来の手術室

を手術室 16 号室として使用した。尚、手術室 16
号室においては、整形外科の外来手術も合わせて

行った。 
手術列に関しては平成 13 年 9 月までは定時手

術枠 9.2 列/日であったが、平成 13 年 10 月から

は手術室 2 室の増設に伴い 12 列/日とした。平成

19 年１月からは新中央診療棟 2 の手術部完成に

より定時手術枠 14 列/日、平成 19 年 6 月からは

16 列/日、7 月からは 18 列/日で使用している。 
 

診 療 

手術部は、入院患者及び救急入院患者、すなわ

ち入院した患者さんの手術の場を受け持ってい

る、2006 年の総手術件数は 8322 例(うち救急手

術は 1224 例)、 2007 年の総手術件数は 9374 例

(うち救急手術は 1136 例)であった。 
手術申込および術後の手術情報の管理は、全て

コンピユータ化されている。1999 年 5 月より、

手術申込は各診療科の診療用コンピュータ端末

より申し込むようになった。2000 年 3 月より術

後の実施入力も、手術部内に設置した専用のコン

ピュータ端末から行っている。また、1997 年 5
月より翌日の手術予定を手術部のホームベージ

に掲載していたが、さらに 2000 年 11 月からは

翌週の各診療科の週間手術予定を手術部のホー

ムベージに掲載し、手術枠のさらなる有効利用に
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役立てている。 
最近の手術の特徴として先進的な手術機器使

用の高度先進手術や移植手術の施行、HIV、HB、

HCV などの感染症症例の手術の施行があげられ

る。先進的な手術機器を使用する手術としては、

レーザー照射術、DSA 透視装置を用いた大動脈

瘤のステント留置術、ASD や VSD などの先天性

心臓奇形症に対する heart-port system を用いた

minimally invasive surgery、虚血性心疾患に対

す る minimally invasive surgery で あ る

MIDCAB 手術、経食道プローベを用いた術中三

次元超音波診断法、および脳神経外科、整形外科、

耳鼻科手術、美容外科手術へのナビゲーション手

術の応用などである。 
これらの高度先進医療の安全かつ確実な遂行

のために、手術部の看護職員、臨床工学士および

非看護職員への教育は益々重要になっている。ま

た、HIV、HB、HCV などの感染症症例の手術の

施行においては、院内感染や職業性感染を防止す

るため医師、看護職員、手術部非看護職員などへ

standard precautions に関して教育し、その実践

を周知徹底している。さらに、針刺し事故を防止

するために術野に neutral zone を設置するなど

の工夫も、各診療科と協議し実行している。 
 

教 育 

医学部学生の教育として、M2 の学生を対象に

外科系統講義と手術部実習を担当している。系統

講義では無菌操作、滅菌法、消毒法、感染防止法

などについて講義し、外科系のベットサイド教育

が開始される前に手術時手洗い法、ガウンテクニ

ック、周術期感染防止法などについて実習指導し

ている。 
さらに、1999 年 6 月より術野の LAN を介して、

各診療科の動画像を教室へリアルタイムで配信

し、術中写真および標本写真などの静止画像も

1997 年 2 月より配信し、教育に役立てている。 

新研修医の教育として、毎年 5 月に無菌操作、

滅菌法、消毒法、感染防止法、手術時手洗い法、

ガウンテクニック、周術期感染防止法などについ

て講義している。さらに、手術時手洗い法、手術

申込および術後の手術情報の管理を行うコンピ

ュータシステムについても指導している。さらに、

先進的な機器が手術部に導入されたときには、関

連診療科の医師を対象に講習会を適宜開催し、正

しい機器の取扱法を周知徹底している。 
看護職員の教育としては、新規入職者を対象に

手術介助の基本ならびに無菌操作、滅菌法、消毒

法、感染防止法などをマンツーマン方式で教育し

ている。さらに、新人期間をすぎた後も、手術介

助技術のより一層の向上をめざして、より高度な

手術部看護技術を教育している。 
看護学生への教育としては、手術介助の基本な

らびに無菌操作、滅菌法、消毒法、感染防止法、

手術室の建築学などについて講義を行っている。 
臨床工学技士および臨床工学技士専門学校生

には各種手術用 ME 機器、特に手術用電気メス・

レーザー機器、手術室電気安全工学、体外循環法

などについて講義および実習を行っている。また、

手術用 ME 機器のマニュアルを作成し、看護職員

を対象に手術用 ME 機器の安全な使用方法を周

知徹底している。 
手術部非看護職員の教育としては、特に新規採

用者を対象に滅菌法、消毒法、感染防止法、手術

に使用する手術器械の保守点検法、医療廃棄物の

取扱方法などについて指導している。さらに、重

要事項を記載したマニュアルを各新規採用者に

配布し、新人期間をすぎた後にも減菌法、消毒法、

感染防止法、手術に使用する手術器械の保守点検

法、医療廃棄物の取扱方法などについて適宜、再

教育している。 
 

研 究 

次のような課題について研究を行っている。 
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(1) 手術の安全性確保 
(2) 手術部の効率化、IT 化 
(3) 手術部における経営効率 
(4) 手術部における医療安全 
(5) 手術環境の維持、改善 
(6) 周術期における感染制御 
(7) 医療機器の減菌法･消毒法 
(8) 手術用 ME 機器の導入 
(9) 手術材料工学 
(10)手術空調工学 
(11)バーコード/RFID 活用の手術器材管理法 
(12)手術照明 
(13)術中汚染ガス(麻酔ガス、レーザーメスによ

るガス)対策 
(14)術中画像記録システムの開発、運用 
(15)手術侵襲と生体反応 
(16)その他 
 

おわりに 

手術手技および手術を取り巻く技術の急速な

進歩により手術は益々、高度化、複雑化、長時間

化している。それにともない、手術に用いられる

器械や器材も急速に進歩している。このような大

きな変化のなかで、安全性確保および手術患者へ

のサービスの向上とともに、手術室を効率的に運

用することは、今後の手術部の重要課題となって

いる。 
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沿革と組織の概要 

放射線部は，中央診療施設の一つとして 1964
年（昭和 39 年）８月に新設された。現在は，放

射線診断部門（画像診断），核医学部門，放射線

治療部門の３部門および管理業務を行う診療放

射線管理室からなる。放射線部の構成員は，大友

邦教授（部長，併任）１名，増本智彦講師（副部

長）１名，稲生信一助手（医局長）１名，美馬技

師長以下診療放射線技師 52 名，技術職員２名，

放射線管理担当技術専門職員１名である。これに

放射線科教官や放射線科医師（大学院生，研修医）

が加わり，さらに各診療科の医師や診療検査部所

属の看護師が協力して，各種画像検査・放射線治

療・放射線安全管理等の放射線診療業務に従事し

ている。近年放射線診療業務は増加傾向にあり，

業務の効率化・人員配置の最適化・新規装置の導

入等によって対応を図っている。 
放射線診療の進歩・改善のための技術開発は，

医師や診療放射線技師が協力して行っている。画

像検査や放射線治療の分野はもちろんのこと，近

年では画像管理システムの構築，画像処理や画像

転送システムの開発が重要なテーマとなってい

る。放射線オーダーおよび画像診断レポートの電

子化が平成６年になされており，これに加えて平

成 15 年４月からは放射線部のみならず院内全体

でフィルムレスシステム（picture archiving and 
communication system，PACS) が稼動している。 

 
診 療 

１）放射線診断部門 
業務内容： 単純 X 線撮影（骨・胸腹部・頭部・

小児・乳腺・骨盤計測），各種造影検査（消化管・

尿路），手術室撮影，救急外来，病室出張（ポー

タブル）撮影，歯科口腔撮影，骨塩定量，CT，

MRI，血管造影・interventional radiology（IVR），

頸部超音波検査，画像解析・画像処理（３D 画像

作成等） 
大部分は中央診療棟１の１階にある放射線診

断部門で施行され，一部は中央診療棟２の MRI
室・手術室・救急部や２，３の診療科でも行われ

ている。近年，いずれの検査においても撮影件数

は増加傾向にあり，特に CT および MRI の件数

が飛躍的に増加している。CT は，５台のマルチ

スライス CT 装置（うち３台は 64 列 CT）で検査

に対応している。MRI は平成 18 年度秋の中央診

療棟２の開設に伴って増設され，地下１階の MRI
室に６台の装置が設置されている（３T MRI×２

台，1.5T MRI×４台）。 
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２）核医学部門 
業務内容： 各種核医学検査（ガンマカメラ・

SPECT・PET），放射線医薬品管理，放射性汚染

物管理 
中央診療棟１の地下１階にある核医学部門で

業務を施行している。各種核医学検査には，骨・

腫瘍・腎・甲状腺シンチグラフィ，心筋 SPECT
や脳 SPECT が含まれ，トレーサ法を応用した機

能画像も診療に供されている。この他，小型サイ

クロトロンで製造したポジトロン核種（11C, 13N, 
15O, 18F）で標識したトレーサを用いる PET 検

査が血流・代謝の評価やレセプターイメージング

に利用されている。平成 14 年度より FDG-PET
が保険適応となり，悪性腫瘍症例を中心に院内外

からの PET 検査依頼が増加している。また，中

央診療棟２の開設に伴い，PET-CT 装置の導入お

よびサイクロトロンの増設が行われた。 
３）放射線治療部門 

業務内容： 深部放射線治療，ガンマナイフ治

療，密封小線源治療，永久挿入治療 
中央診療棟２の開設に伴い，外来を含む全ての機

能が新棟地下３階に移設された。ここでは，ライナ

ック２台，イリジウム小線源治療装置，前立腺癌永

久挿入小線源装置，頭部定位放射線照射用ガンマナ

イフ，治療計画専用 CT 撮影装置，治療計画装置等

を用いた放射線治療を行っている。治療計画装置は，

原体照射，ノンコプラナー照射，定位照射，強度変

調放射線治療にも有効である。また，移設に伴って，

コーンビーム CT を撮影可能なライナック装置が

国内で初めて導入され，精度の高いイメージガイド

下放射線治療が可能となっている。 
４）その他 

診療放射線管理室にて，院内の X 線発生装置の

管理・放射性汚染物の管理・放射線教育・健康管

理（ガラスバッジ管理等）を扱っており，医療法・

障害防止法等に沿った管理運営を行っている。 
 

おわりに 

平成 14 年度には放射線部の画像診断装置のフ

ルデジタル化、平成 15 年 4 月より病院情報シス

テムを介した画像及び診断レポート配信による

フィルムレス化を達成している。また、平成 18
年秋には中央診療部門の二期工事も終了し、部門

の移転や最新機器の導入など、様々な点で刷新さ

れる。今後も放射線部は診断各科に対するサービ

スの向上を通じて東大病院の診療レベルの向上

に寄与すべく努力を続けていく。 
 
論文発表は，放射線医学講座の項を参照された

い。 

 
部門統計 

 
一般撮影（単純） 84958 人 82588 人 167546 人

一般撮影（造影） 3647 1665 5312

血管造影検査 3281 176 3457

Ｘ線ＣＴ検査 15526 26866 42392

ＭＲＩ検査 3296 7425 10721

骨塩定量 181 1477 1658

超音波検査 1 2 3

診断部門　小計 110890 120199 231089

ＳＰＥＣＴ 390 842 1232

全身シンチグラム 338 631 969

部分（静態）シンチグラム 77 72 149

甲状腺シンチグラム 2 7 9

部分（動態）シンチグラム 130 109 239

ポジトロン断層撮影（ＰＥＴ） 299 337 636

ポジトロン断層撮影（PET/CT） 558 717 1275

核医学部門　小計 1794 2715 4509

高エネルギー放射線治療 9267 8008 17275

ガンマナイフ定位放射線治療 27 138 165

直線加速器定位放射線治療 8 27 35

全身照射 23 0 23

密封小線源 外部照射 79 107 186

前立腺癌永久刺入密封小線源療法 14 0 14

治療計画 322 325 647

治療部門　小計 9740 8605 18345

合計 122424 131519 253943

入院 外来 計
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組織の沿革 

薬剤部の 2007 年 12 月 1 日現在の構成員はス

タッフ 9 名、薬剤師職員 53 名、薬剤師研修生 27
名、薬学研究科大学院生 14 名、同薬学部 4 年生

5 名である。また、臨床薬理動態学寄附講座特任

准教授 1 名（樋坂章博）、がんプロフェショナル

養成プラン特任助教 1 名（三浦将吾）も臨床業務、

教育、研究に携わっている。急速に発展している

医学・医療に対応するため、新たな業務展開を行

っているところである。 
 

臨床業務 

薬剤部は以下の６部門に分類される。 
１）情報・研究部門 

医療従事者からの医薬品に関する質疑に対す

る薬品情報の提供、入院患者への薬剤管理指導業

務の実施と支援を行っている。また、薬事委員会

で薬剤の採用・削除の審議を行うための資料作成、

および定期的に「臨床医のためのくすりの時間」

「薬品情報ニュース」「薬品情報ニュース速報」

「DI ニュース」などを作製、刊行している。 
２）調剤部門 

適正使用に基づいた全ての処方せんの鑑査の

後に調剤が行われる。患者に対して窓口、或は個

室にて医薬品の適正使用のための情報提供を行

っている。調剤に際しては効率化を目的にコンピ

ュータを導入したオーダリングシステムおよび

これらとリンクした自動分包機、バーコードラベ

ルプリンター、注射薬に関しては自動調剤機が導

入されている。 
３）製剤部門 

注射剤、点眼剤、消毒剤等の無菌製剤ならびに

錠剤、カプセル剤、軟膏剤、坐剤等の一般製剤、

入院患者および在宅療養患者のための中心静脈栄

養 (IVH) 輸液の調製を行っている。また、抗悪性

腫瘍剤の注射薬の調製を、処方鑑査支援システム

（各診療科から提出されたプロトコル、患者情報、

調剤済み処方せんをデータベース化）を利用した

厳重な処方鑑査の上で行っている。さらに、高度

先進医療をサポートするため、必須であるが市販

されていない製剤の開発および患者個別の特殊製

剤の開発、それらの物理的特性試験および含有量

均一性試験、安定性などの品質管理試験を行い、

品質保証された薬剤の安定供給を行っている。 
４）薬務・薬品管理部門 

薬務室は病院採用医薬品（院内、院外採用）の
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定期的見直し、薬剤部内の購入物品等の帳票の処

理、薬剤業務の諸統計資料作成、薬事委員会事務

ならびに部内外との連絡調整などの事務的な事

項の処理を行っている。薬品管理室は院内取扱い

医薬品約 2,200 品目の供給・管理（医薬品管理シ

ステム）、外来診療棟において繁用される処置薬

の供給・管理（外来処置薬管理システム）、手術

部における術式毎の麻酔関連の医薬品の供給・管

理（手術部医薬品集中管理システム）及び各病

棟・処置室における管理医薬品（筋弛緩薬、向精

神薬、毒薬）の管理を行っている。 
５）麻薬管理部門 

麻薬管理者（薬剤部長）の指導・監督の下に、

麻薬・覚せい剤について管理、記録、報告、鑑査、

指導などを行い、調剤用薬および注射剤を調剤室、

各診療科にそれぞれ定数配置している。 
６）病棟部門 

以下の業務を通じて、薬剤師の立場から得られ

た情報を医療スタッフ間で共有し、あるいは薬剤

師の専門的立場から情報を提供し、薬物治療への

参画を通してチーム医療に貢献している。 
① 第一、第二 ICU に常駐し、急性期患者の薬剤

処方支援、注射薬の無菌調製、在庫管理、スタッ

フ教育などを行っている。 
② 内科系 HCU、血液・腫瘍内科および無菌病棟

を対象とした注射薬の混合調製を病棟のスタッ

フステーションで行っている（内科系 HCU につ

いては平成 20 年 5 月まで）。 
③  入院患者に対する入院時の持込薬や副作用

歴・アレルギー歴等の調査、基本情報の入手、お

よび薬歴の作成と評価、カンファレンスへの参加、

患者に対する服薬指導、副作用・相互作用のモニ

タリング、指導記録の作成、担当医師への薬剤情

報提供、処方設計支援などの薬剤管理指導を行っ

ている。現在、薬剤管理指導業務を展開する病棟

は 20 フロア、17 診療科に及んでいる。 
④ 病棟在庫薬の調査・管理 

⑤ 院内 NST への参加により、患者の栄養管理に

貢献している。 
⑥ 緩和ケアチームへの参加により、医療用麻薬

などの適正使用に貢献している。 
⑦ ICT への参加により、院内ラウンド、院内で

の抗菌薬使用状況データの管理、スタッフ教育を

行っている。 
 
 
数値データ（2007 年度） 
院内採用薬品   

    約 2,227 点 
処方せん枚数  
 外来  476,050 枚 
  院外: 402,733 枚 
  院内: 73,317 枚 
  化学療法: 4,808 枚 
 入院   444,534 枚 
  経口、外用： 209,346 枚 
  注射： 216,593 枚 
  IVH： 18,595 枚 
  化学療法： 6,855 枚 
TDM 件数（年間） 14,161 件 
薬剤管理指導件数  2,556 件 

 
教 育 

医学部附属病院薬剤部では、本学医学部医学科、

医学部健康科学・看護学科、および薬学部の学生

の医療薬学関連の教育を担当するとともに、独自

の 1 年間の薬剤師卒後研修制度を主宰している。 
医学部医学科学生の教育としては「病因・病理

学」の選択講義を担当し、薬物療法に関する基盤

知識、特に臨床的に重要な薬物動態学的および薬

力学的な考え方を教育している。3・4 年次学生

については、フリークオーターとして年間数名を

2 週間受け入れ、分子生物学・生化学の実験技術、

動態学的思考力を育成している。また、5・6 年
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次医学部臨床実習の一部として、3 日間の臨床薬

剤学実習を実施し、適正な処方設計とそのリスク

マネジメントなど薬物療法を実践するために必

須な知識を教育している。医学部健康科学・看護

学科学生に対しては、必須講義「薬理・毒性学」

の臨床薬物動態学を担当している。 
一方、薬学部学生に対しては、3・4 年次にそ

れぞれ「医療薬学Ⅰ」（必須）、「医療薬学Ⅱ」（選

択）の講義を通し、臨床現場での薬剤使用に関し

て、薬理学、薬物動態学的知識を教育している。

薬学系大学院では、臨床薬物動態学講座の協力講

座として、講義「医療薬学特論」（隔年開講）を

担当し、薬剤部の業務展開および将来の方向性を

紹介し、医療における薬学の実践を教育している。

また、年間のべ約 10 日間の病院実習を担当し、

調剤や服薬指導など薬剤師の基盤技能を教育し

ている。なお、薬学部からは卒業研究、修士及び

博士課程の学生多数を受け入れ、活発な研究活動

を行なわせている。 
平成 19 年度の薬剤師卒後研修制度の修了者は

27 名であった。これは、あらゆる病院薬剤師業

務を実践させて優れた技能を習得させるもので

あり、翌年に控えた薬学部 6 年制教育への移行を

見据えた内容となっている。また、外部に対して

毎月「調剤技術研究会」を開催し、地域医療を担

う薬剤師のレベルアップを図るなど、薬剤師の生

涯教育の一端をも積極的に担っている。 
 

研 究 

薬剤の適正使用には科学的根拠が求められ、薬

剤と相互作用する生体内因子の理解が必要不可

欠である。しかし、既に臨床で用いられている薬

剤ですら薬効標的、副作用標的の不明なもの、体

内動態主要支配因子の定量的な議論が不十分な

ものが多く存在し、薬剤の適正使用を行っていく

上では解決されるべき問題点として残されてい

る。また、治療法そのものの確立されていない疾

患も未だ多く存在し、それら疾患においては発症

機構の解明、薬効標的の探索といった基礎研究が

急務である。薬剤部においては、薬剤治療に関連

する様々な問題点を受け、疾患の発症機構解明と

治療法の確立に向けた基礎研究、患者個々の遺伝

的背景に応じた最適な薬物療法、投与法を提供す

るいわゆる個別化医療に向けた研究を中心に進

めている。現在取り組んでいる研究は、以下に挙

げた輸送体・シグナル分子の制御機構解析と、薬

効／薬物動態を支配する輸送体および代謝酵素

の遺伝的多型に基づく個人差の解析、更には薬剤

適正使用に関する医療情報研究である。 
１）栄養吸収並びに生体内の脂質恒常性の維持

に重要な胆汁酸およびコレステロール輸送シス

テムの転写・機能調節機構の研究 
２）消化管、肝臓に発現する輸送体群に関して、

その構成因子の網羅解析、およびネットワーク制

御に関する研究 
３）骨代謝を制御するシグナル分子群に関して、

その細胞内トラフィッキングや発現の制御機構

を解明し、新規治療法の開発を目指す研究 
４）薬物代謝酵素、輸送体の遺伝子多型に着目

し、各因子の遺伝子多型に基づく、定量的な薬物

体内動態を予測する研究 
５）添付文書情報、相互作用情報、患者データ

情報などのより有効な活用法、医療過誤、調剤過

誤を未然に防ぐための方法論の構築とそれを実

践する環境を開発する研究 
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沿革と組織の概要 

リハビリテーション部は昭和 38 年(1963 年)に
リハビリテーションの診療を目的として中央診

療部に運動療法室が開設されたことに由来する。

その後 1966 年に水治療法室、作業療法室等を増

設整備してリハビリテーション・センターと改称、

さらに 1970 年からリハビリテーション部と改称

されたが、いずれも院内措置による。1984 年に

専任部長職(教授)が設置されたが、正式名称は理

学療法部のままであった。リハビリテーションは

患者の生命の延長だけでなく生活の充実を重視

するようになった近代の保健医療サービスの流

れに中で誕生した診療部門である。20 世紀半ば

に主として米国より導入されたが、わが国独自の

医療環境によりニーズの急速な拡大にもかかわ

らず、普及が遅れた。厚生労働省によりリハビリ

テーション科が標榜科名として認可されたのは

1996 年のことである。 
本学においてはようやく大学院医学系研究科

外科学専攻感覚運動機能医学講座内にリハビリ

テーション医学分野が設置された 2001 年度に病

院理学療法部もリハビリテーション部への名称

変更が文部科学省により認められた。しかし、教

員の配置は配慮されないまま今日に至っている。

したがって、大学院のスタッフは教授１名のみで、

大学院生数名が在籍する。 

部の名称変更に伴い、関連職種を統合し、診療

部としての整備が行われた。関連して 2002 年度

から精神科デイホスピタル部門（DH）がリハビ

リテーション部の所属となった。現在のスタッフ

として、医師部門は教授 1 名、助教３名、医員２

名である。コメディカルスタッフについては、理

学療法部門はかつて整形外科に所属していた職

員を合わせて理学療法士 14 名となった。作業療

法部門は旧来どおり作業療法士 5 名である。さら

にアレルギーリウマチ内科に所属していた鍼灸

マッサージ師 5 名が加わった。その他に DH には、

看護師、臨床心理士などが活動している。さらに

2006 年度には東大病院として、他の診療科に所

属していた言語聴覚士、視能訓練士をリハビリテ

ーション部へ所属変更する方針が示され、徐々に

その作業が進んでいる。 
 

診 療 

2006 年 11 月にリハビリテーション部は旧中央

診療棟 2 階から新中央診療棟 6 階に移転した。病

棟からのアクセスも改善し、新しい建物の中での

診療が軌道に乗っている。 
リハビリテーション部は中央診療部として活

動し、原則として入院患者を対象としているが、

一部患者については退院後も外来で治療を継続

したり、経過の追跡をしたりする。また、紹介外
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来患者の診療も行う。東大病院は、1996 年度よ

りリハビリテーション診療総合承認施設に指定

され、保険診療を行ってきた。2006 年 4 月にリハ

ビリテーションに関わる保険診療システムは大き

く変わり、疾患別リハビリテーションの体制とな

った。この中で東大病院リハビリテーション部は、

脳血管疾患等リハビリテーション料、運動器リハ

ビリテーション料、呼吸器リハビリテーション料

の施設基準認可を受け、更に 2007 年 11 月には循

環器内科・心臓外科等の協力により心大血管疾患

リハビリテーション料の施設基準認可が追加され、

理学療法および作業療法を行っている。 
年間の新患数はおよそ 1,000 人で、入院患者の

約 15％に相当する 150 人程度を常時担当し、リ

ハビリテーション治療を行っている。外来通院で

の訓練対象は 1 日約 15 人である。入院患者への

サービスのニーズ拡大に対応することを優先す

るため、外来通院患者数の比率は減少傾向にある。

臨床各科からの依頼に応じて入院患者の診療を

行うのが主であり、ほぼ全科から依頼がある。診

療件数の多い主な診療科は、整形外科、精神科、

神経内科、脳神経外科、小児科などである。 
近年の東大病院の対象患者の特徴は、重症疾患

が多く、安静臥床による運動障害が目立つことで

ある。悪性腫瘍を有する患者も増加し、全体の約

20％に達している。肢体不自由だけでなく、呼

吸・循環など全身の医学的管理と運動量コントロ

ールを必要とする例が大半を占める。訓練開始時

にはリハビリテーション部の訓練室まで来られ

ない患者も多く、各セラピストが病棟に出張して

訓練する例が増加している。毎週木曜の午前中に、

その前 1 週間の入院新患患者の回診を教授以下

の医師により行っている。 
精神疾患のリハビリテーションについては、作

業療法士 2 名が専門的に担当している。精神科作

業療法室は主として入院患者の治療を分担して

いる。また、精神科デイホスピタルは精神科より

移籍した医師を中心に、精神科の医師スタッフ等

と連携して外来でのデイケアを施行している。デ

イケアでは主として統合失調症を有する人々が

約 40 名登録されている。彼らはメンバーと呼ば

れ、月曜から金曜まで来院し、さまざまな活動に

参加している。 
鍼灸は東洋の伝統的治療手技であり、東大病院

でも過去数十年来にわたり実施してきた。2005
年 4 月からは自由診療として外来診療を行って

いる。 
この他、2006 年度には東大病院として、他の

診療科に所属していた言語聴覚士、視能訓練士を

リハビリテーション部へ所属変更する方針が示

され、徐々にその作業が進んだ。これにより今後

より包括的なリハビリテーション医療を提供で

きるようになると考える。 
 

教 育 

卒前教育はＭ２への系統講義、Ｍ３の臨床実習、

そしてＭ３とＭ４に対する統合講義を行ってい

る。系統講義は、リハ医学総論と福祉制度、義肢・

装具、代表的疾患としての脳血管障害、神経筋疾

患、骨関節疾患、脊髄損傷・二分脊椎、脳性麻痺

のリハビリテーションをテーマとして年間 7 単

位行っている。臨床実習は各グループに対して水

曜から金曜までの 3 日間行っている。この必修の

臨床実習に加えて、数名の希望者に対して専門病

床を有する外部機関(国立身体障害者リハビリテ

ーション・センター、国立療養所東京病院、東京

都リハビリテーション病院、荏原病院)の協力に

より、4 週間のクリニカルクラークシップを実施

している。さらに、コメディカルの学生教育とし

て、年間 20 名以上の長期臨床実習生を受け入れ

指導を行っている。 
医師卒後臨床教育としては、全国に先駆けてリ

ハビリテーション部を発足させた当時は他大学

からの研修希望者を多く受け入れていたが、近年
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は私学を中心として他大学にリハビリテーショ

ン医学講座が増えてきたこともあり、入局者は以

前に比べ少ない。初期研修は、卒後初期 2 年間の

臨床研修義務化に伴い、2 年目のローテート研修

医数名を受け入れ指導している。後期研修希望者

に対しては、いくつかの協力施設との連携により

研修プログラムを設定し、臨床医として学会専門

医の取得を目標とした教育を行っている。 
2001 年度に、大学院にリハビリテーション医

学分野が設置されたことから、正式に大学院生を

受け入れている。2006 年にはリハビリテーショ

ン医学に初めて研究室が設置され、大学院生に対

する教育体制を整えつつある。 
 

研 究 

リハビリテーションが新中央診療棟２に移転

するとともに、研究室の設置が初めて認められた

こともあり、リハビリテーション部としての研究

体制は整いつつある。特に今までも利用していた

動作解析システムが一部更新され、運動器の障害

に対する研究を中心に発展させていく予定であ

る。また、リハビリテーションという多くの分野

にまたがる医学・医療の特長を生かして、病院内

の他診療科、東大の他学部、外部の各種機関との

共同研究を進めている。以下に、2006 年現在進

行中、あるいは開始予定の研究を幾つか挙げる。 
１） 3 次元動作解析を用いた下肢関節疾患患者

の歩行に関する研究 
２） 人・機械・相互適応システムを用いた運動補

助の評価に関する研究 
３）振動刺激が体に及ぼす影響に関する研究 
４） 立位バランスの評価と外部刺激による影響

に関する研究 
５） 肢体不自由者（児）の日常生活における動作

およびエネルギー消費に関する研究 
６） 二分脊椎症乳児における非侵襲的下肢運動

機能評価法に関する研究 

７） 高齢者の介護予防運動に関する研究 
８） 骨系統疾患患者の障害に関する研究 
９） 物理療法による鎮痛・知覚閾値の変化に関す

る研究 
10） 高次脳機能障害の評価に関する研究 
 

出版物等 
 
（１） Imahashi K, Kawagoe M, Eto F, Haga N: 

Clinical status and dependency of the 
elderly requiring long-term care in Japan. 
Tohoku J Exp Med 2007; 212: 229-238. 

（２） Miyamoto Y, Matsuda T, Kitoh H, Haga N, 
Ohashi H, Nishimura G, Ikegawa S:  A 
recurrent mutation in type II collagen gene 
causes Legg-Calve-Perthes disease in a 
Japanese family. Hum Genet  2007; 121: 
625-629. 

（３） Nakajima M, Haga N, Takikawa K, Manabe 
N, Nishimura G, Ikegawa S: The ACVR1 
617G>A mutation is also recurrent in three 
Japanese patients with fibrodysplasia 
ossificans progressiva. J Hum Genet 2007; 
52: 473-475. 

（４）Nishimura A, Sakai H, Ikegawa S, Kitoh H, 
Haga N, Ishikiriyama S, Nagai T, Takada F, 
Ohta T, Tanaka F, Kamasaki H, Saitsu H, 
Mizuguchi T, Matsumoto N: FBN2, FBN1, 
TGFBR1, and TGFBR2 analyses in 
congenital contractural arachnodactyly. 
Am J Med Genet A 2007; 143: 694-698. 

（５）Yamasaki S, Yamasue H, Abe O, Yamada H, 
Iwanami A, Hirayasu Y, Nakamura M, 
Furukawa S, Rogers MA, Tanno Y, Aoki S, 
Kato N, Kasai K:  Reduced planum 
temporale volume and delusional 
behaviour in patients with schizophrenia. 
Eur Arch Psychiatry Clin Neurosci 2007; 
257: 318-324. 
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病院病理部 
 
教授（部長）  

深山正久＊  
准教授  

福嶋敬宜＊（副部長）  
講師  

宇於崎宏、太田 聡＊  
病院講師（病理部）  

高澤 豊、元井 亨、鹿島健司（英国留学）  
助教  

柴原純二、牛久哲男（病理部）、坂谷貴司＊、石川俊平＊、日野るみ＊、  
森川鉄平＊、仲矢丈雄＊（がんプロフェッショナル養成講座特任助教）  

医員  
山内直子、宮崎秀幹、加治一毅、加藤洋人  
 

ホームページ http:/pathol.umin.ac.jp/ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
沿革と組織の概要 

病院病理部と病因病理学専攻人体病理学・病理

診断学分野（＊）は，一つのユニットとして機能

し，東大病院の病理診断業務（剖検・病理診断）

と，人体病理の教育，研究に当たっている．  
病理部固有のスタッフの構成は，講師 1 名，病

院講師 2 名，助手 2 名，医員 2 - 4 名である． 
 

診療（病理診断・剖検） 

2007 年度は，生検 13,090 件，細胞診 17, 676
件，迅速診断 658 件，迅速細胞診 558 件，剖検

78 件（剖検率 16%）であった． 
剖検症例に関する検討会（病院 CPC）を，病院

において毎月 1 回行い，毎回 2 症例について検討

している．また，胸部，上部消化管，脳外科，肝

臓，胆膵，泌尿器，婦人科，乳腺，整形外科の腫

瘍，ならびに肝臓，腎臓，皮膚生検について，臨

床各科との定期的カンファランスを行っている． 
我々の業務上の目標は，正確な診断を可能な限

り早く臨床に提供することであり，新たに開発さ

れた迅速 組織標 本作 製 装置を用 い， one-day 
pathology を実現するべく，検討を重ねている． 

また，ヴァーチャルスライド・スキャナーを導

入し，院外からの標本をデジタル情報として保存

している．今後，病理画像を院内に広く提供する

ことを目指している．この件については，宇於崎

講師が中心となって取り組んでいる． 
前年度より継続して，厚生労働省「診療行為に

関連した死亡の調査分析モデル事業」に協力して，

「診療関連死」解剖評価を行った． 
 

教 育 

M2 を対象に系統病理学講義，実習を対して行

っている．クリニカル・クラークシップ，ベッド
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サイドラーニング（BSL）をそれぞれ M3，M4
に対して行っている． 

卒後臨床研修制度で各研修医に義務付けられ

ている CPC レポートの指導を行った．研修二年

目のプログラムとして，2007 年には，7 名の研

修医を病理部に受け入れた． 
 

研 究 

東京大学先端科学技術研究所ゲノムサイエン

ス部門と共同で，癌特異抗体の開発を行っている．

種々のヒト癌の DNA アレイデータをもとに，候

補遺伝子産物に対するモノクローナル抗体を作

製している．スクリーニングの過程を促進するた

め，腫瘍，非腫瘍組織の組織アレイを構築してい

る． 
 
出版物等 

人体病理学・病理診断学分野の該当項参照． 
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角膜移植部 
 
准教授  

天野史郎  
 

ホームページ http://www.h.u-tokyo.ac.jp/patient/depts/kakumaku.html 

 
 
 
 
 
 
 
 
沿革と組織の概要 

角膜移植部は角膜移植手術の実施と角膜に関

する研究の発展,進歩を目的として昭和 51 年に東

大病院中央診療施設内に設置された部である.構
成は部長（准教授：天野史郎）1 名からなる. 

 
診 療 

診療は眼科診療科の一部として運営され,特に

角膜移植および角膜疾患に関する面を重点的に

担当しているが,一般外来,病棟の助教授回診時の

眼科一般診察も担当している. 
専門外来としては水曜（午前）に角膜外来を担

当し,角膜移植手術の適応の決定,術後の管理のほ

か,角膜疾患全般の外来診療を行っている.また,
特殊症例に対するコンタクトレンズ外来を水曜

午後に行っている.昭和 46 年に角膜外来として発

足して以来の登録患者数は 5000 名を超えた.ま
た,平成 19 年度末までの角膜移植手術症例数は延

べ 1,559 件となり,平成 19 年の移植症例数は 43
件であった.移植提供眼は保存期間内に可能な限

り速やかに移植手術を行う必要があるため,原則

として臨時（救急）手術として行っている. 
角膜移植部の活動として,附属病院での角膜移

植手術の実施以外に,各地のアイバンクの協力の

もとに提供眼の摘出,医学的検査,移植眼を必要と

している他の医療機関への眼球の再送があげら

れる.さらに,現在当移植部では角膜移植手術の安

全性と術後成績を向上させるため,以下の点につ

いて重点的に検討を行っている. 
１）スペキュラーマイクロスコープによる角膜上

皮および内皮細胞の術前検査を中心とする提

供眼の評価 
２）角膜提供者の感染症,特に肝炎ウィルス,梅毒,

その他感染症の判明率の向上,提供者の生前の

病歴については,当該医療機関への問い合わせ

を徹底し,また動脈血採血による検査を組み合

わせることによりほぼ 100％の判明率が得ら

れている.また,ウィルスやＭＲＳＡによる眼球

の汚染を迅速に判明する目的で Polymerase 
Chain Reaction（ＰＣＲ）を応用して眼球保存

液の検査をすすめている. 
３）従来は,摘出眼球は全眼球保存法で保存され

ていたが,この方法では死後 48 時間から 72 時

間以内に移植しなければ角膜内皮細胞の不可

逆的な機能障害をきたすため,手術時期の設定

や ,他施設への移送などに強い制約があった .
我々の施設では,摘出眼球から直ちに強角膜片

を作製し,強角膜片として保存する方法を採用

した.この方法により摘出後最長 1 週間は保存

可能となった. 
 

教 育 

教育は,角膜疾患および角膜移植に関するもの

を重点的に行い,学生への講義（[角膜の生理と病

理],[角膜移植]）および外来診療実習を担当して

いる. 
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研 究 

研究は、臨床的には培養輪部上皮あるいは培養

口腔粘膜上皮を用いた眼表面の再生医療による

再建術の検討を行っている。化学外傷、スティー

ブンスジョンソン症候群、眼類天疱瘡などでは、

従来の角膜移植による視力回復は困難であった。

角膜上皮などの組織幹細胞を含む細胞を培養で

増幅しこれを眼表面の再建に使う角膜再生医療

が新しい治療法として登場している。角膜移植部

ではいち早く角膜再生医療を実践し、成果を挙げ

てきた。また、角膜移植拒絶反応や長期成績に関

する統計学的検討,cyclosporinＡの応用と術後成

績への効果の検討などを行っている.また、ドラ

イアイの原因として注目されているマイボーム

腺機能不全の病態を解明するために、赤外線カメ

ラと赤外線フィルターを用いた新しいマイボー

ム腺観察装置を開発した。この新しいマイボーム

腺観察装置を用いて、正常人におけるマイボーム

腺の性差、加齢の影響などを検討している。また

角膜形状解析データの定量的評価法を開発し ,
種々の眼疾患あるいは眼手術による角膜形状変

化を定量的に解析している.その他,エキシマレー

ザーによる角膜手術の基礎的および臨床的研究

を行っている.基礎的には培養角膜内皮細胞を用

いた創傷治癒に関する研究,角膜移植片の拒絶反

応における種々の接着分子やサイトカインの役

割に関する研究などを行っている. 
 
 
出版物等 
 
（１）Ebihara N, Yamagami S, Yokoo S, Amano S, 

Murakami A. Involvement of CCL2-CCR2 
interaction in monocyte-lineage cell 
recruitment of normal human corneal 
stroma. J Immunol 178:3288-3292, 2007 

（２） Suzuki M, Usui T, Kinoshita N, Yamagami 
S, Amano S. A case of sterile corneal 
perforation after bone marrow 
transplantation. Eye 21:114-116, 2007 

（３） Kaji Y, Nagai R, Amano S, Takazawa Y, 
Fukayama M, Oshika T. Advanced glycation 
end product deposits in climatic droplet 
keratopathy. Br J Ophthalmol 91:85-88, 2007 

（４） Yamagami S, Yokoo S, Mimura T, Araie M, 
Amano S. Distribution of precursors in 
human corneal stromal cells and 
endothelial cells. Ophthalmology 
114:433-439, 2007 

（５） Shimazaki J, Amano S, Uno T, Maeda N, 
Yokoi N, and the Japan Bullous 
Keratopathy Study Group. National survey 
on bullous keratopathy in Japan. Cornea 
26:274-278, 2007 

（６） Murata H, Kato S, Fukushima H, 
Tsutsumi A, Numaga J, Amano S. Corneal 
endothelial cell density reduction: A 
complication of retinal photocoagulation 
with an indirect ophthalmoscopy contact 
lens. Acta Ophthalmol Scand 85:407-408, 
2007 

（７） Ono K, Yokoo S, Mimura T, Usui T, Miyata 
K, Araie M, Yamagami S, Amano S. 
Autologous transplantation of conjunctival 
epithelial cells cultured on amniotic 
membrane in a rabbit model. Mol Vis 
13:1138-1143, 2007 

（８） Miyai T, Yonemura T, Nejima R, Otani S, 
Miyata K, Amano S. Interlamellar flap 
edema due to steroid-induced ocular 
hypertension after laser in situ 
keratomileusis. Jpn J Ophthalmol 
51:228-230, 2007 

（９） Mimura T, Yamagami S, Usui T, Yokoo S, 
Ono K, Honda N, Kaneda A, Sugisaki K, 
Sayegh RR, Amano S. Preoperative 
evaluation of cultured human corneal 
limbal epithelium on amniotic membrane 
by confocal microscopy. Curr Eye Res 
32:407-411, 2007 

（10）Usui T, Yamagami S, Kishimoto S, Yokoo S, 
Nakayama T, Amano S. Role of 
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macrophage migration inhibitory factor in 
corneal neovascularization. Invest 
Ophthalmol Vis Sci 48:3545-3550, 2007 

（11） Suzuki M, Amano S, Honda N, Usui T, 
Yamagami S, Oshika T. Longitudinal 
changes in corneal irregular astigmatism 
and visual acuity in eyes with keratoconus. 
Jpn J Ophthalmol 51:265-269, 2007 

（12） Mimura T, Yamagami S, Honda N, Usui T, 
Yokoo S, Amano S. Necessary prone 
position time for human corneal 
endothelial precursor transplantation in a 
rabbit endothelial deficiency model. Curr 
Eye Res 32:617-623, 2007 

（13） Yamagami S, Yokoo S, Amano S, Ebihara 
N. Characterization of bone marrow- 
derived cells in the substantia propria of 
the human conjunctiva. Invest Ophthalmol 
Vis Sci 48:4476-4481, 2007 
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無菌治療部 
 
教授  

黒川峰夫  
講師  

滝田順子  
助教  

熊野恵城  
 

ホームページ http://www.h.u-tokyo.ac.jp/mukin/index.htm 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
沿革と組織の概要 

無菌治療部は 1995 年 6 月に院内措置によって

設置され、1996 年 5 月に文部省（当時）により

助教授１、講師１、助手１という構成で正式に東

大病院中央診療施設として承認され現在、教授１、

講師１、助手１で運営されている。発足時は旧北

病棟（現 B 病棟）8 階に無菌室 8 室（8 床）を有

する無菌病棟が設置されたが、新病棟 5 階にやは

り 8 室（8 床）の無菌室を有する無菌病棟が設備

され、現在では新病棟で造血幹細胞移植を中心と

した医療を行っている。 
 

診 療 

同種および自家造血幹細胞移植を中心とした

診療を行っている。1995 年以降 2007 年末まで約

500 例の造血幹細胞移植を行ってきた。尚、1996
年に骨髄移植財団認定施設、1998 年に国際間骨

髄移植認定施設、2000 年に HLA ミスマッチ骨髄

移植認定施設となっている。移植患者は成人４：

小児１の割合である。成人患者（あるいはドナー）

については血液腫瘍内科が、小児患者（あるいは

ドナー）については小児科（血液腫瘍グループ）

が担当科となり、両科・グループが緊密に無菌治

療部スタッフと連携をとりながら診療にあたっ

ている。また、末梢血幹細胞採取に関しては輸血

部スタッフと、骨髄採取に関しては手術部スタッ

フとの連携が重要であり、その他無菌集中治療に

関係する各診療科・診療部との緊密な協力のもと

に運営されている。無菌室というハードを使うこ

とだけが当部の役割ではない。造血幹細胞移植や

細胞医療に関わるさまざまな方法、医療や看護の

体制など、ソフト面でのノウハウを構築・実践し、

より多くの血液疾患あるいは腫瘍性疾患患者の

治療成績を向上させることが重要な任務である。 
 
同種造血幹細胞移植：ドナーから採取した骨髄細

胞または末梢血幹細胞のほか、臍帯血バンクから

供給を受けた臍帯血を移植片とする同種造血幹

細胞移植を行っている。骨髄は全身麻酔下で、末

梢血はサイトカインにより末梢血に幹細胞を動

員し、体外循環により必要な細胞を濃縮して採取

する。ドナーは血縁者の場合と公的骨髄バンク

（国内では日本骨髄移植推進財団）に登録された

非血縁者の場合とがある。対象とする患者は主に

造血器腫瘍、骨髄不全症、先天性免疫不全症など

の血液疾患患者である。 
自家造血幹細胞移植（自己造血幹細胞による救援

を伴う大量化学療法）：通常の化学療法では治癒



428 東京医学・第 116 巻・平成 20 年 10 月 

 

困難な造血器腫瘍患者および小児固形腫瘍患者

の中には、大量化学療法を行うことにより治癒が

可能と考えられる例がある。このような患者に対

しては、あらかじめ自己の造血幹細胞（成人患者

では多くの場合末梢血幹細胞）を採取して-196°

C で保存し、骨髄破壊的ないし準破壊的な大量化

学療法を行った後に保存しておいた自己造血幹

細胞を輸注する治療法を選択する。 
 

教 育 

無菌治療部のスタッフは、M2 を対象とする血

液内科学系統講義、M3 を対象とするベッドサイ

ドラーニング、M4 を対象とするクリニカルクラ

ークシップといった学生教育においても、血液腫

瘍内科および小児科・血液腫瘍グループのメンバ

ーと共同して取り組んでいる。 
 

研 究 

新しい造血幹細胞移植法開発を目指した臨床

的および基礎的研究に重点を置いているが、必ず

しも「移植」に限定せず、造血器腫瘍に対する新

たな免疫療法の開発なども視野において研究を

進めている。さらに、造血幹細胞のより基礎的研

究や造血器腫瘍発症機構の研究も一部行ってい

る。また、特に小児領域では、乳児白血病、神経

芽細胞腫や横門筋肉腫などの固形腫瘍の発症機

構の研究に注力している。 
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光学医療診療部 
 
助教授  

川邊隆夫  
 

 
 
 
 
 
 
沿革と組織の概要 

病院検査部に所属していた内視鏡部門は、1996
年 4 月より院内措置として、1997 年 4 月より正

式に光学医療診療部として独立した活動を行っ

ている。消化管内視鏡検査を中心に年間一万件を

超す内視鏡検査が行われている。専任の教員は助

教授 1 名であるが、消化器内科、胃食道外科、大

腸肛門外科、肝胆膵外科、呼吸器内科、胸部外科、

耳鼻咽喉科、女性外科等の医師が検査を担当して

いる。 2006 年 10 月に新しい検査棟（中診２）

へ移った。 
 

診 療 

上部消化管内視鏡検査、下部消化管内視鏡検査、

気管支鏡検査、喉頭鏡検査、婦人科検査等が行わ

れている（表１）。近年は、食道静脈瘤結紮術、 

胃や大腸の腫瘍切除術、総胆管結石の内視鏡治療、

閉塞性黄疸に対する内視鏡的減黄術等の治療内

視鏡が増加しつつある。 
この他に、光学医療診療部では、外来、手術室、

放射線科等他部門で使用される全ての内視鏡の

洗浄消毒を行っている。 
 

教 育 

消化器内科や外科における学生教育の一部とし

て、内視鏡に関する教育を、光学医療診療部で行っ

ている。卒後教育については、各診療科の教育プロ

グラムに沿って、内視鏡の研修が行われている。 
 

研究 

消化器内科と協同で、上部・下部消化管、胆膵

の多岐にわたる研究を行っている。 
 

 

 

Table 1. 光学医療診療部検査件数の年次推移   
  1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007

上部消化管内視鏡検査 4384 5555 5667 5923 6346 7324 7920 7597 8265 8131 8796

下部消化管内視鏡検査 1398 2415 2472 2799 3212 3529 3873 3728 4084 4327 4360

気管支鏡検査  190 239 282 233 194 220 207 194 212 201 201

超音波内視鏡検査  347 562 569 470 479 583 586 476 461 438 484

腹腔鏡検査  19 7 2 0 - - - - - -

耳鼻咽喉科検査  131 96 99 115 154 93 68 61 89 127 91

婦人科検査  272 213 153 149 181 103 124 139 88 58 117

合計 l 6741 9087 9244 9689 10566 11852 12778 12195 13199 13282 14043
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血液浄化療法部 
 
 

 
 
 
 
 
はじめに 

本部門は本院中央診療施設の一つとして平成

12 年に設置、稼働するようになったもので、東

京大学医学部附属病院としては新しい部門の一

つである。 
従来、腎不全は各科でそれぞれ対応してきたが、

このような対応は設備・人的資源の面から非効率

的であるため、関係各科の連携を企図して設立さ

れた。平成 18 年 12 月より中央診療棟２での診療

を新たに開始し、現在の血液浄化療法室では圧コ

ントロール可能な個室１床を含む 12 床を稼働し

ている。当院の特殊性にフルに対応したシステム

を開発し、血液透析のみならず、血漿交換療法，

免疫吸着療法等の浄化療法を網羅的に実施する

過程で、器械情報・生体情報・会計情報を電子情

報として確保し、当院の院内システム HIS へと

情報のリンクを可能とした。同時に当部門が業務

担当している ICU 透析，持続透析，血漿交換等

の器械情報・生体情報についても、血液浄化療法

部のみならず多方面よりモニターを可能とする

プラットフォームを作製した。更に、機器統一を

図ることで、高度の安全性・透明性・教育性を確

保している。 
 

① 教 育 

卒前教育はＭ２の系統講義等を行っており、

内容は腎不全の病態の理解、腎疾患の自然経

過と治療、近年透析導入患者の第一位疾患と

して急増している糖尿病性腎症の病態と臨

床研究についてである。BSL は血液浄化療

法部としては行っていないが、腎臓・内分泌

内科での教育における腎不全治療に関して

の内容を分担している。卒後研修教育では、

後期研修の希望者を中心に透析治療の基本

的考え方から、日々行われている持続的血液

浄化療法部濾過透析、血漿交換、DFPP、

LCAP、GCAP などの特殊治療における病態

の把握と処方の決め方を実践的に教えてい

る。 
 

② 診 療 

末期腎不全の透析導入、各科に検査・治療目

的で入院した維持血液透析患者の入院透析、

ICU 急性腎不全症例の持続的血液濾過透析

及び血液透析、神経疾患・自己免疫疾患・肝

移植前後の血漿交換、免疫吸着療法、白血球

除去療法など多彩な血液浄化療法を行って

い る 。 国 際 的 に は AKIN(Acute Kidney 
Injury Network)に参加している。 
 

③ 研 究 

当院の特殊性を生かして、肝移植後に血漿交

換療法を行った症例における予後を決める

因子の解明を移植外科の協力の下に行った。

また、パルスフォトメトリー法を用いた無侵

襲ヘモグロビンメーターの開発を行い、開発

を進めている。更に、進行性腎障害に関与す

る候補遺伝子解析を行っており、現在 whole 
genome での解析を進行している。近年

Cardio-renal-anemia syndrome が進行性腎

障害での臨床的なトピックとなりつつある

が、その存在を基礎的に解明した研究はない
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ため、動物実験モデルでの証明を行った。基

礎研究では、急性腎不全の病態解明、急性腎

不全モデルを用いた再生医療の研究、マウス

進行性腎障害モデルの樹立等をおこない、ヒ

ト型 L-FABP を中心とした腎疾患バイオマ

ーカーと病態の分子生物学的、生理学的研究、

更には尿バイオマーカーによる国際協力を

広く行っている。 
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沿革と組織の概要 

臨床試験部は、平成 13 年４月、従来の「治験

管理センター」を改組して、医薬品等の製造承認

を得るために行う治験に加えて、研究者主導の臨

床試験（自主臨床試験）をも支援する組織として、

正式に文部科学省より予算化された。平成 20 年

3 月現在の構成員は、教授１名（併任）、准教授

１名、助教（特任講師）１名、専任の薬剤師 7 名

（特定有期雇用 3 名を含む）、看護師 5 名（特定

有期雇用 3 名を含む）、事務員３名（非常勤２名

を含む）、および薬学部大学院修士課程 2 年 1 名

である。 
また、平成 14 年度、臨床試験部の理念を以下

のように定めた。 
１） 臨床試験部は治験および自主臨床試験の支

援を通して、先端医療を患者様により早く供

給できるよう貢献します。 
２） 医師、薬剤師、看護師、事務職員からなる専

任のスタッフが、患者様の人権と安全が守ら

れながら質の高い臨床試験が適正かつ円滑

に行われるよう支援します。 
 

診 療 

臨床試験部は、治験審査委員会の事務局業務を

含め、申請前の相談から、実施の支援、試験の終

了まで幅広い支援業務を行っている。 
臨床試験部では、平成 14 年度より従来からの

治験に加えて薬物治療に関する自主臨床試験お

よび未承認薬等の臨床使用に対する支援を開始

した。未承認薬等の臨床使用とは、研究ではなく、

未承認薬等を特定の患者さんへ使用するものの

うち、倫理的検討を要するものをさす。これらの

質 の 向 上 を 図 る た め 、 世 界 的 標 準 で あ る

ICH-GCP を準用することとし、以下の指針、手

順書、様式、手引き等を整備した。 
１） 自主臨床試験および未承認薬等の臨床使用

の指針 
２） 自主臨床試験および未承認薬等の臨床使用

の手順書 
３） 自主臨床試験および未承認薬等の臨床使用

に関する様式 
４） 自主臨床試験の実施計画書作成の手引き 
５） 自主臨床試験等の同意説明文書作成の手引

き 
６） 医師主導の治験ならびに自主臨床試験等に

おける患者の費用負担の取扱要領 
また、平成 14 年度、部内にコンサルテーショ

ン部門を新設し、これらに対する申請前のガイダ
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ンス・コンサルテーション業務（実施計画書等の

作成支援）を開始した。また、事務部門、治験薬・

安全性情報管理部門、およびコーディネーター部

門でも、受付業務、自主臨床試験に使用する試験

薬の管理・安全性情報報告支援、一部の自主臨床

試験を対象にしたコーディネーター業務などの

支援体制を整備した。 
治験についても、申請から承認までの期間を短

縮し、かつ審査機能を充実させるために、ピアレ

ビューシステム（現プロトコール説明会）を導入

し、平成 14 年 5 月から運用を開始した。このシ

ステムを導入したことにより、最短 35 日で承認

が得られるようになり、また、治験審査委員会で

再審査となることを減少させることができるよ

うになった。 
治験審査委員会事務局業務として、平成 19 年

度治験については、新規申請 46 件（うち医師主

導の治験 1 件）、平成 18 年度からの継続申請 56
件、一部変更申請 463 件、有害事象・安全性情報

報告 588 件、終了・中止・中断報告 67 件であっ

た。自主臨床試験および未承認薬等の臨床使用に

ついては、新規申請件数は 39 件（臨床試験 29
件、臨床使用 10 件）、一部変更申請 81 件、有害

事象・安全性情報報告 6 件、終了・中止・中断報

告 9 件であった。 
治験の新規申請に先立って行うプロトコール

説明会はのべ 19 回、自主臨床試験および未承認

薬等の臨床使用の申請前に行うガイダンスは 35
回、コンサルテーションはのべ 80 回であった。 

臨床試験部では、いわゆる未承認薬問題を解決

し日本での臨床開発の遅れを解消するためには

国際共同試験に参画できる体制の整備が必要と

考え、平成 18 年 2 月に関東地区６国立大学（東

京大学、新潟大学、群馬大学、筑波大学、東京医

科歯科大学、千葉大学）の治験管理部門により、

大 学 病 院 臨 床 試 験 ア ラ イ ア ン ス  (UHCT 
Alliance) を設立した。幹事校は平成 18 年度東京

大学が担当し、推進室事務局も東京大学に設置し

た。アライアンスでは、共同して治験を誘致し円

滑に申請できる体制を整備した。また、国際共同

試験にむけたスタッフの教育体制も確立した。10
月よりモデル的に 4 試験を導入して運用を開始

し、手順の整備を進めた。平成 19 年 2 月には信

州大学が加わり 7 大学となった。平成 20 年 3 月

までに 21 件の治験を導入し、うち国際共同試験

は 9 件、アライアンス推進室が実施施設の選定に

協力したものは 11 件であった。また、共同でプ

ロトコール説明会を開催したのは 16 件（うち、

東大が参加したのは 13 件）であった。 
臨床試験部で試験薬等を管理・調剤するプロト

コール数は、平成 19 年度治験 75 件、製造販売後

臨床試験 1 件、医療機器 3 件、自主臨床試験 20
件、未承認薬の臨床使用 4 件であった。処方枚数

は、治験・製造販売後臨床試験 908 件、自主臨床

試験等 257 件であった。また、臨床試験部では安

全性情報受領時の一次評価や臨床試験に関する

データベース管理を行っている。当部で独自に運

用していた治験管理データベースは、平成 18 年

3 月に診療システムと連携した治験システムに移

行し、診療端末から試験スケジュールや臨床試験

に関する情報を得られるようにした。 
治験コーディネーターは、平成 14 年度から医

療機器を含む原則すべての治験・製造販売後臨床

試験を担当するようにした。また、平成 16 年度

より自主臨床試験ついても一部の業務の支援を

開始し、5 件の試験を支援した。平成 17 年度に

は、自主臨床試験に対し受益者負担による治験コ

ーディネーター支援の制度を整備し、現在までに

3 件の試験を支援した。担当する患者数は毎年増

え続け、平成 18 年度はのべ 3777 人であったの

に対し、平成 19 年度のべ 4853 人であった。モ

ニタリング応対件数も平成 14 年度より全症例の

モニタリングを実施するようになったこと等に

より増加し、平成 19 年度のべ 569 件となった。 
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患者への啓発活動等の一環としては、当部患者

向けホームページの更新、パンフレットの作成・

外来各受付カウンター等への配置を行った。また、

これらに被験者募集中の試験の情報を掲載して

いる。 
平成 18 年 11 月には新中央診療棟 II 期稼働に

伴い治験外来を移動し、患者相談コーナーや専用

の待合を備えた臨床試験外来を開設した。 
 

教 育 

平成 19 年度、臨床試験部は薬学部 4 年生 40
名の病院実習を薬剤部に協力して担当した。また、

薬学系研究科修士課程医療薬学コースの院生 2
名の 1 週間実習を受入れた。一方、外部からの治

験コーディネーター実習受入れ件数としては、薬

剤師研修センターから 1 週間実習 1 名と 3 週間実

習 3 名を受入れた。 
CRC 養成研修の講師として、2 回講演を行った。

また、荒川は、薬学系研究科修士課程院生を対象

とした「臨床薬理学特論」を担当した。 
臨床試験部では、毎年病院内外の臨床試験関係

者を対象に、今後の展開を図る上で参考となるト

ピックスをテーマにセミナーを開催している。平

成 19 年度は平成 20 年 3 月 21 日に、第 8 回東大

病院臨床試験セミナー「グローバリゼーション時

代における治験実施連携体制の構築」というテー

マで開催し、300 名あまりの関係者が参加した。 
 

研 究 

平成 19 年 4 月に「臨床試験データ管理学講座」

（寄付講座）を生物統計学分野と臨床試験部が親

講座となり開設した。臨床試験のデータ管理なら

びに生物統計に関する実践を通じた研究ならび

に教育を実施している。平成 17 年 12 月に開設し

た寄付講座「臨床薬効評価学」（親講座は消化器

内科と臨床試験部）についで 2 つ目の講座となる。 
平成 19 年の学会等研究発表・講演件数は、36

件であった：日本臨床薬理学会 2 件（荒川、青木）、

CRC と臨床試験のあり方を考える会議 2 件（山

田、永松）、日本医療薬学会 2 件（恩田）、その他

の学会研究会（小椋 4 件）、臨床試験や研究に関

する招待講演（荒川 18 回、渡部歌織 3 回）、講義

（荒川 2 件、小椋 1 回、渡部 1 回、恩田 1 回）。 
投稿論文等出版物については、欧文原著 6 報、

和文総説等 3 報であった。その他、賞 1 件（山田

奈央子他、CRC と臨床試験のあり方を考える会

議最優秀ポスター賞）であった。 
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沿革と組織の概要 

企画情報運営部は、東京大学医学部附属病院が

医療制度のさまざまな変革や大学病院組織の変

革の動きに対して戦略的かつ迅速に対応すると

ともに医療情報を最大限活用した運営を行うた

め、2002 年度まで中央医療情報部、新病院整備

企画室（院内措置）、経営改善企画室（院内措置)、
医事課、管理課などに分散していた病院運営支援

部門を統合し、2003 年（平成 15 年）4 月に新設

された。前身である中央医療情報部は、1975 年、

東京大学医学部附属病院に院内措置として設置

された情報処理部をその前身としている。1983
年、文部省（当時）により正式に東京大学医学部

附属病院の中央診療施設のひとつとして中央医

療情報部が設置された。同時に大学院第一基礎医

学として博士課程の学生の受け入れが可能とな

りました。初代教授、中央医療情報部長は日本の

医療情報学を確立した開原成允（現名誉教授）で

あり現在は二代目である。1997 年には中央医療情

報部に所属していた教授１と助教授１が大学院重

点化に伴い大学院を本務とするようになり、2003
年に前述したように企画情報運営部となった。 

企画情報運営部では、これまで中央医療情報部

が行ってきたオーダリングシステムを中核とす

る病院情報システムの調達、開発、導入、運用を

行っていくことに加えて、電子カルテシステムの

導入などにより診療情報の電子化を進めていき

ます。さらに病院全体での戦略的な情報管理・分

析を行い、それにもとづいた運営支援を行うとと

もに、中長期計画の立案とその実行支援、企画調

整をも任務としている。 
具体的には 

１） オーダリングシステムと電子カルテシステ

ムの導入による診療データの電子化管理  
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２） 診療データと経営データを含めた病院情報

の一元化をすること  
３） 一元管理された病院情報の活用による病院

運営分析、及びそれに基づいた経営企画案及

び経営戦略案の策定を病院執行部の諮問を

受けて提示すること  
４） 病院執行部が決定した運営方針に基づいた

施設整備計画案、物品の調達案などの策定を

すること  
５） 診療スタッフが安全で質の高い医療を、ゆと

りをもって実践できる環境づくり、及びその

ために必要な部門間意見調整と運営支援を

行うこと  
などの業務を行っている。 
 
以上の業務を円滑に行うため、企画情報運営部

は「医療情報管理部門」と「企画室（企画調整部

門）」の２つで構成されている。 
 

■「医療情報管理部門」の職務 とスタッフ 
・電子カルテシステムなど病院情報管理システム 
・運用・管理・開発指導・運用監督  
・情報化に関わる院内教育  
・プライバシー保護教育等  
・各種病院情報管理システムの運用に関する日常

管理業務全般  
・各種病院情報管理システムの仕様見直しに関す

る業務  
・経営分析に関する各種資料・データ収集  
・各種病院情報管理システムの運用に関する事務

業務全般 
  

担当：大江教授、美代講師、渡辺特任講師、山口

助教、田中助教、星本助教、波多野賢二助教（疾

患生命工学センター）、北川陽一郎技術専門員 
■「企画調整部門」の職務  

関係部署とともに企画経営部に参画し、下記の

業務をおこなう。  
・病院経営情報の分析  
・戦略的管理会計分析  
・機動的検討チームの運営  
・論点整理・解決策提示  
・病院経営分析手法の研究・教育  
・財務諸表の作成・分析  
・病院経営シミュレーション実施による将来分析  
・院内・院外広報業務の企画  
・院内各種プロジェクトへの助言・コーディネー

ト  
・病院将来計画に関する院内意見調整・ヒアリン

グ等  
・調査・統計、整備計画に関する企画事務  
・診療報酬等病院収入及び決算に関する調査・

分・析・統計類の作成  
・経営改善案に関する調査、分析、報告書の作成  

 
担当： 今村准教授、小池講師、井出助教、康永

助教、天羽宏治技術専門員 
なお、井出助教は、2007 年 9 月からハーバード

大学武見プログラムに１年間留学した。 
 

業 務 

医療情報システム関係では、2007 年はサーバ基

幹系、および基幹ネットワークを５年ぶりに更新

する作業を行った。調達手続きは４月より開始さ

れ、８月に富士通株式会社に決定し、年度末にか

けて全面的なシステム更新を実施した。企画調整

部門では、第 2 期中央診療棟の開院後の調整、日

常の経営分析などを継続して遂行した。 
 
教育･研究・出版物等 

社会医学専攻医療情報経済学分野を参照くだ

さい。 

 



442 東京医学・第 116 巻・平成 20 年 10 月 

 

大学病院医療情報ネットワーク研究センター 
 
教授  

木内貴弘  
准教授  

青木則明  
 

ホームページ http://www.umin.ac.jp/umin/ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
沿革と組織の概要 

昭和の終わり頃には、すべての国立大学病院に

電算機が導入されるようになっていた。当時東大

病院中央医療情報部長だった開原教授らによっ

て、これらの計算機をネットワークで接続して情

報共有やコミュニケーションに活用することが

構想されるようになった。開原教授他関係者の努

力によって、文部科学省に予算が認められ、大学

医 療 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク （ UMIN=University 
Medical Information Network、後に現在の名称

に改称）が、東京大学医学部附属病院中央医療情

報部内に設置され、平成元年３月に公式にサービ

スの運用が開始した。その開設目的としては、下

記が掲げられていた（６は後に追加） 
 

１．最新の医学・医療情報の提供 
２．医学・医療上の交流の支援 
３．大学病院共通の作業の共同化 
４．医学研究の情報支援   
５．データ標準化及び諸統計の収集 
６．医学教育及び臨床研修の情報支援 

 
当初のシステムは、大型汎用機をＮ１という無

手順のプロトコールで相互接続するものであっ

た。平成元年５月の櫻井恒太郎が新設されたＵＭ

ＩＮ専任の助教授ポスト（純増）として着任した。 

平成６年度には、当時普及が始まっていたイン

ターネットによるサービスを開始した。電子メー

ルを中心に利用者･利用件数が次第に増加してき

た。 
平成８年度には、北海道大学に栄転した櫻井恒

太郎に代わり、木内貴弘が着任し、システムは全

面的に Web ベースのものに更新していった。そ

の後、インターネットの急速な普及の助けもあり、

飛躍的に利用者・利用件数が増加していった。主

要な情報サービスとして、医療・生物学系電子図

書館（ELBIS）のサービスが 1997 年より、イン

ターネット医学研究データセンター（INDICE）

が 2000 年より、オンライン臨床研修評価システ

ム（EPOC）が 2004 年より、開始されている。 
平成 14 年４月には、院内措置により、大学病

院医療情報ネットワーク研究センターとして、中

央医療情報部から独立した。平成 15 年度には、

文部科学省から正式に予算措置がなされ、大学病

院医療情報ネットワーク研究センターが設置さ

れた。純増によって教授ポスト１が認められ、平

成 16 年４月１日付で、木内貴弘が昇任した。ま

た平成 16 年 10 月１日には、助教授ポストを下方

流用した助手のポストに松葉尚子が着任した。平

成 18 年３月末に松葉尚子が退職し、平成 18 年４

月１日には、米国テキサス大学健康情報科学大学

院の Assistant Professor の青木則明が助教授（現
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准教授）として着任した。 
平成 19 年４月には、公共健康医学専攻疫学保

健学講座医療コミュニケーション学分野として、

大学院講座化された（詳細は、医療コミュニケー

ション学分野の項目参照）。 
 

診 療 

本センターは、制度上、東京大学医学部附属病

院の中央診療施設として位置づけられているが、

いわゆる診療活動は実施しておらず、全国の医

学・医療関係者に対してサービスを行っている。

現在、登録利用者数約 29 万名、月間ＷＷＷアク

セス件数 4000 万ページビューに達しており、世

界最大規模のアカデミック医学情報センターに

発展している。そのサービスは、研究・教育・診

療・病院業務等にまたがり、下記のように非常に

多岐に及んでいる。 
 

○研究 http://www.umin.ac.jp/research 
 
AC - 学会情報 
ELBIS - 医療・生物学系電子図書館 
FIND - 各種助成等公募情報   
INDICE - インターネット医学研究データセンター 
ROCOLS - 教職員・学生公募情報 
 
○教育 http://www.umin.ac.jp/education/ 
 
Web-QME - オンライン医学教育評価システム 
SUPERCOURSE  - オンライン講義集 
VHP – 人体画像データ集 
EPOC - オンライン卒後臨床研修評価システム 
Debut – オンライン歯科卒後臨床研修評価システム 
 
○診療 http://www.umin.ac.jp/uhosp/ 
 
中毒データベース 

HIV 感染症マニュアル 
医薬品添付文書デーベース 
服薬指導データベース 
薬剤情報提供データ 
医療材料データベース 
標準看護計画 
文部科学省文書広報システム 
大学病院に関する統計資料収集システム群 
国立大学病院関係医事紛争記録集 
高度先進医療申請データ集 
各種業務担当者・委員会等名簿 
各種官職指定・業務指定ＨＰ及び ML 
 
○総合 
(1)情報提供・検索 
 
医療・生物学系リンク集 
医療用語集 
医学研究機関・医療機関データベース 
 
(2)情報提供支援 
 
一般公開ホームページサービス 
会員制ホームページサービス 
永久保存ホームページサービス 
VOD 動画像配信サービス 
 
(3)情報交流支援 
 
電子メール 
メーリングリスト開設 
ニュース 
電子会議室 
ファイル交換システム 
 

教 育 

UMIN のシステムの普及・広報を中心とした一
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般向けの説明会・シンポジウムを随時実施してい

る。2005 年には、臨床試験登録システム、歯科

臨床研修評価システム、2006 年には、医薬品有

害事象報告システム、サリドマイド使用登録シス

テムの説明会・シンポジウムを開催した。これら

は、MINCS 衛星放送システムで全国の放映され

た他、VOD 等の蓄積型放送によって随時視聴が

可能となっている。 
大学院・学部教育については、公共健康医学専

攻疫学保健学講座医療コミュニケーション学分

野をご参照願いたい。 
 

研 究 

公共健康医学専攻疫学保健学講座医療コミュ

ニケーション学分野をご参照願いたい。 

 
出版物等 

公共健康医学専攻疫学保健学講座医療コミュ

ニケーション学分野をご参照願いたい。 
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臓器移植医療部 
 
部長  

國土典宏  
 

 

 
 
 
 
 
 
 

臓器移植医療部は、平成 15 年４月より、中央施

設の一つとして、活動を開始している。欧米にお

いては、肝臓、腎臓、心臓、肺、膵臓、小腸など

の移植医療は、一般的な治療法として広く受け入

れらており、年間 20、000 例を越える移植が行わ

れている。一方、本邦では平成９年 10 月臓器移植

法が施行され、国家的プロジェクトとして、臓器

の分配機関、臓器提供施設、臓器移植実施施設な

どの体系的な基幹整備の枠組みが構築された。し

かし、脳死ドナーからの移植は年間約 10 例の実施

に留まっている。今後、臓器提供者や、移植施設

の確保など環境整備及び啓蒙活動が課題となって

いる。移植医療では、概して全身状態不良の臓器

不全患者に対し移植手術を行うものであり、術後

も拒絶反応、感染症、血栓症など様々な合併症に

気を配る必要がある。すなわち、通常の外科手術

に比べ、術後早期に死亡する危険も高い。 
医学部附属病院ではこれまで臓器移植医療に

積極的に関与している。昭和 41 年、慢性腎不全

に対する移植としては、本邦初の成功を収めた。

また、平成８年１月より生体肝移植の実施を開始

し、平成 19 年 12 月まで 406 例施行している。

その成績も良好であり、5 年生存率は 85%と、全

国平均 70%を大きく上回っている。医学部附属病

院は本邦における心臓移植実施 6 施設の１つで

もあり、他に治療法のないと診断された末期重症

心不全患者の治療に積極的に取り組んでいる。余

命数ヶ月以内の特に重症な心不全に対しては人

工心臓の植込みも積極的に行っている。このよう

に、臨床成績のさらなる向上を目指し、国内はも

とより国際的にも通用する積極的な基礎そして

臨床研究活動を行っている。 
我国の特徴として、心臓以外の臓器移植は生体

ドナーがほとんどを占めているという状況があ

る。ドナーの受ける肉体的、精神的負担は決して

軽視できるものではなく、レシピエント、ドナー

家族を含めた社会的、精神的サポートも必要とな

る。臓器移植医療部には、レシピエント移植コー

ディネーターが配置され、主に生体移植を受ける

レシピエント、生体ドナーそして家族に対する意

思決定の支援を行っている。また院内外における

移植医療のマネージメントに関与し、社会的支援

体制も築いてきた。今後も、いまだ発展途上にあ

る臓器移植医療の一層の拡充を目指し、機能して

いく必要がある。 
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組織の沿革 

平成 18 年（2006 年）11 月の東京大学医学部

付属病院における新中央診療棟（中央診療棟２）

開設を機に、平成 19 年 1 月１日、検診部を中央

診療部門の中に組織。病院規則改正。以下、同年

1 月 9 日、検診部設立ワーキング・グループを設

置。4 月 1 日、検診部運営委員会を設置。5 月 31
日まで開業準備。6 月 4 日～、試験開業(院内向け)
を行った。7 月より本開業となり、一般向けサー

ビスを開始した。 
検診部設立の理念は以下にまとめられる。(1)

各種検診や予防的介入の有効性・有用性を科学的

に証明する。(2)膨大な検査データおよび健康関連

情 報 を 統 合 し 、 よ り 質 の 高 い disease 
management のモデルを開発する。(3)上記のこ

とを通じて、より質の高い予防医学・健康増進医

学を推進し、もって国民衛生の向上に寄与する。

(4)上記のことを実践できる人材を養成する。 
管理機構としては病院長に直属する部長が全

体を統括する。なお、検診部は臨床疫学研究シス

テム学およびユビキタス予防医学講座の２つの

寄付講座が運営支援している。また、検査には検

診部に加えて、３つの部（中央検査部、放射線部、

光学診療部）および４つの診療科（乳腺・内分泌

外科、女性外科、眼科・視覚矯正科、顎口腔外科・

歯科矯正歯科）の支援から成り立っている。 
検診部スタッフは医師が５名（うち２名が専任、

３名が関連寄付講座に所属）からなり、専任医師

１名は光学診療部で上部および下部消化管内視

鏡検査にも従事している。看護師は３名専任、事

務も３名専任（医事課所属）である。また、検診

部設立に伴い他部門においても増員が行われた。

光学医療診療部に看護師１名（フルタイム）、放

射線部に放射線技師３名（フルタイム）、検査部

に検査技師３名（フルタイム）が検診部所属スタ

ッフとして各部に配属されている。 
 

診 療 

全員が受診する基本検診の他、現在下記の 9 つ

のオプションを提供している。1)心血管ドック、

2)脳血管ドック、3)大腸がん検診、4)子宮がん検

診、5)乳がん検診、6)肺がん検診、7)腫瘍マーカ

ー検診、8)胃がんリスク検診、9)口腔歯科検診。

受診者のニーズにも応える形で、オプション検査
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項目を追加し、充実させてきた経緯がある。 
診察、検査結果の判定、総合評価、受診者への

説明は検診部医師が行っている。一人あたり約

30 分かけて丁寧に行うことを、当人間ドックサ

ービスのひとつの特徴としている。正式には結果

報告書として約２週間で受診者に書面で報告す

るが、結果の解釈や精密検査の受診相談（ひとり

あたり 20 分のコンサルテーション、無料）にも

応じている。 
 

教 育 

検診部が直接学生教育を担当することはない

が、関連寄付講座である臨床疫学研究システム学

講座およびユビキタス予防医学講座に所属の大

学院学生の疫学研究に関する指導を行っている。 
 

研 究 

人間ドックサービスの提供のみならず、エビデ

ンスに基づいた科学的検診を推進することも東

京大学医学部附属病院に社会から期待されるこ

とであり、検診部の使命である。検診部は学術面

においては、臨床データをもとにしたデータベー

スの構築と疫学研究の推進を目指している。その

ことにより、科学的データに裏付けられた疾患予

防が期待される。運営開始初年度の平成 19 年度

は各受診者の測定データを蓄積し、データベース

の基盤づくりを行った。平成 20 年度以降はデー

タ蓄積すると共に、横断的・縦断的解析を行う予

定である。 
 

活動実績 

平成 19 年度（平成 19 年 7 月１日～平成 20 年

3 月 31 日）の受診者総数は 2,603 人（基本検診

＋オプション検診受診者のべ人数）、であった。

各検査項目の受診者数は下記の通りである。基本

検診 838 人、心血管ドック 294 人、脳血管ドッ

ク 113 人、大腸がん検診 155 人、子宮がん検診 

185 人、乳がん検診 205 人、肺がん検診 282 人、

腫瘍マーカー検診 324 人、胃がんリスク検診 99
人、口腔歯科検診 108 人であった。なお、試験

開業期間（6 月４日から 6 月 29 日の 20 日間）に

おける受診総数は 130 名であった。 
 

精密検査および治療目的で院内各科受診の際

には受診者の希望に応じて紹介状を発行してい

る。平成 19 年度の紹介状発行数は院内あてに 281
通、院外あてに 20 通であった。 

広報活動も積極的に行っており、平成 19 年度

内のパンフレット改訂回数は全７回、配布部数は

20,000 部であった。また、ポスターも作製し、

院内および東京大学学内に広く貼付した（60枚）。

ホームページ（上記 URL）も随時更新して受診

者向けに最新の情報を発信している。マス・メデ

ィアからの注目度も高く、読売ウィークリーを始

めとした各種のメディアで扱われた。 
 
 
出版物等 

・英文論文 

（１） Yamazaki T, Goto S, Shigematsu H, 
Shimada K, Uchiyama S, Nagai R, et al. 
Prevalence, Awareness and Treatment of 
Cardiovascular Risk Factors in Patients at 
High Risk of Atherothrombosis in Japan 
Results From Domestic Baseline Data of 
the REduction of Atherothrombosis for 
Continued Health (REACH) Registry. 
Circulation J. 2007; 71: 995-1003. 

（２） Kohro T, Hayashi D, Okada Y, Yamazaki T, 
Nagai R, The JCAD Investigators. Effects 
of medication on cardiovascular events in 
the Japanese Coronary Artery Disease 
(JCAD) Study. Circulation J. 2007; 71: 
1835-1840. 

（３） Fujita M, Yamazaki T, Hayashi D, Kohro T, 
Okada Y, Nagai R, et al. Comparison of 
Cardiovascular Events in Patients With 
Angiographically Documented Coronary 
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Narrowing With Combined 
Renin-Angiotensin System Inhibitor Plus 
Statin Versus Renin-Angiotensin System 
Inhibitor Alone Versus Statin Alone (from the 
Japanese Coronary Artery Disease Study).  
The American Journal of Cardiology. 2007; 
100(12):1750-3. 

（４） Muto S, Senda M, Akai Y, Sato L, Suzuki T, 
Nagai R, Horikoshi M. Senda T: 
Relationship between the structure of 
SET/TAF-Ibeta/INHAT and its histone 
chaperone activity. Proc Natl Acad Sci USA 
104:4285-90, 2007 

（５） Suzuki T, Nishi T, Nagino T, Sasaki K, 
Aizawa K, Kada N, Sawaki D, Munemasa 
Y, Matsumura T, Muto S, Sata M, 
Miyagawa K, Horikoshi M, Nagai R: 
Functional interaction between the 
transcription factor Krüppel-like factor 5 
and Poly(ADP-ribose) polymerase-1 in 
cardiovascular apoptosis. J Biol Chem 
282:9895-9901, 2007 

（６）Kada N, Suzuki T, Aizawa K, Matsumura T, 
Ishibashi N, Suzuki N, Takeda N, 
Munemasa Y, Sawaki D, Ishikawa T, Nagai 
R. Acyclic retinoid inhibits neointima 
formation through retinoic acid receptor 
beta-induced apoptosis. Arterioscler 
Thromb Vasc Biol 27:1535-41, 2007 

（７） Suzuki T, Nagai R. Cardiovascular 
proteomic analysis. J Chromatogr B Analyt 
Technol Biomed Life Sci 855: 28-34, 2007 

（８） Tsai TT, Evangelista A, Nienaber CA, 
Myrmel T, Meinhardt G, Cooper JV, Smith 
DE, Suzuki T, Fattori R, Llovet A, 
Froehlich J, Huchison S, Distante A, Sundt 
T, Beckman J, Januzzi JL Jr, Isselbacher 
EM, Eagle KA; International Registry of 
Acute Aortic Dissection. Partial thrombosis 
of the limen in patients with acute type B 
aortic dissection. N Engl J Med. 
357:349-359, 2007 

（９） Pape LA, Tsai TT, iiselbacher EM, Oh JK, 
O ’gara PT, Evangelista A, Fattori R,  
Meinhardt G, Trimarchi S, Bossonr E, 
Suzuki T, Cooper JV, Froenhlich JB, 
Nienaber CA, Eagle KA; on behalf of the 
International Registry of Acute Aortic 
Dissection (IRAD) Investigators. Aortic 
diameter >=5.5cm Is Not a good predictor 
of type A aortic dissection: observations 
from the international registry of acute 
aortic dissection (IRAD). Circulation.  
116:1120-7, 2007 

・和文論文 

（１） 鈴木亨、永井良三： 大動脈疾患の生化学診断. 
ＩＣＵとＣＣＵ 31(増刊 8)：615-620, 2007 

（２） 藤本宏隆、鈴木亨： 危険因子の位置づけと治

療の効果【基礎的研究】心血管疾患のプロテ

オミクス. 医学のあゆみ 221(増刊 13)：
1058-1062, 2007 

（３） 鈴木亨、永井良三： 酸化 LDL の診断的意義. 
The Lipid 18(増刊 1)：22-25, 2007 

（４） 鈴木亨、藤本宏隆： 心血管疾患におけるプ

ロテオーム解析 .細胞工学別冊 秀潤社 

pp120-127, 2007 
・書籍 

（１） Suzuki T, Sangiorgi G, Bossone E. Future 
directions of aortic dissection. Baliga RR, 
Nienaber CA, Isselbacher EM, Eagle KA 
eds. In: Aortic dissection and related 
syndromes.  Springer pp.317-332, 2007 

（２） 鈴木亨：東京大学公開講座ＤＶＤシリーズ①

臨床医学トピックス vol.09 プロテオミクス

（永井良三 監修）㈱SCICUS 2007 年 
・総説 

（１） 鈴木亨： プロテオミクス手法を用いた血管

病態酸化ストレスの病態解明. 代謝異常治療

研究基金研究業績集 Res. Rep. Takeda 
Med. Res. Found. 34:,101-109, 2007 

・国際学会 

（１） Sawaki D, Suzuki T, Aizawa K, 
Matsumura T, Kada N, Mizuno Y, 
Munemasa Y, Nagai R. Krüppel-like ｆ
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actor 5 promotes vascular remodeling in 
biphasic ways; inhibition of vascular 
smooth muscle cell (VSMC) apoptosis and 
stimulation of cell growth. American Heart 
Association The 80ｔｈ Scientific Sessions 
(Orlando, FL, USA: November 4-7, 2007) 

（２）Aizawa K, Suzuki T, Matsumura T, Kada N, 
Sawaki D, Zhan H, Nagai R: Proteome 
analysis of a regulatory pathway of 
pathologic vascular injury as mediated by 
KLF5 and its transcriptional complexes. 
American Heart Association, The 80th 
Scientific Session 2007 (November 4-7, 
2007, Orlando, Florida, U.S.) 

（３） Suzuki T, Distante A, Sabino F, Sizza A, 
Villani M, Fazzi V, Trimarchi S, Donato SP, 
Salerno J, Fracell S, Ignone G, Rinaldis G, 
Nowak R, Birkhahn R, Hollander J, 
Counselman F, Bossone E, Eagle K. A 
Biomarker for Diagnosing Acute Aortic 
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Smooth Muscle Troponin-Like Protein, 
Calponin. （第 56 回アメリカ心臓病学会年次

集会 March 24-27, 2007 ／New Orleans, 
USA） 

（４） Asaoka Y, Tateishi K, Lin L, Seto M, Ohta 
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・国内学会 
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71 回日本循環器学会総会・学術集会プレナリ

ー・セッション(4)(神戸：2007 年 3 月 15～17
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（２） Aizawa K, Suzuki T, MatsumuraT, Sawaki 
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（４） Sawaki D, Suzuki T, Aizawa K, 
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Munemasa Y, Nagai R. Krüppel-like factor 
5 directly stimulates cell growth in 
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会・学術集会（神戸：2007 年 3 月 15～17 日） 
（５） Sawaki D, Suzuki T, Aizawa K, 

Matsumura T, Kada N, Mizuno Y, 
Munemasa Y, Nagai R. Modulation of 
ubiquitin-proteasomal degradation of 
KLF5 influences vascular remodeling. 第

71 回日本循環器学会総会・学術集会（神戸：

2007 年 3 月 15～17 日） 
（６）Kada N, Suzuki T, Aizawa K, Matsumura T, 

Takeda N, Sawaki D, Nagai R.  Acyclic 
retinoid inhibits neointima formation 
through retinoic acid receptor beta-induced 
apoptosis. 第 71 回日本循環器学会総会・学

術集会（神戸：2007 年 3 月 15～17 日） 
（７） 加田奈々絵、鈴木亨、相澤健一、松村貴由、

澤城大悟、宗政歓子、永井良三：非環式レチ

ノイドは RARbeta を介してアポトーシスを

生じ新生内膜形成を抑制する. 東京大学臨床

展開研究シンポジウム（東京：2007 年 3 月 2
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specific histone incorporation by histone 
chaperone p32 and DNA-binding factor 
KLF5. 第 30 回日本分子生物学会年会・第 80
回日本生化学会大会合同大会（東京：2007
年 12 月 11～14 日） 
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（11） 野村和至、秋下雅弘、中村哲郎、山田容子、

小島太郎、大池裕美子、飯島勝矢、荒木厚、

江頭正人、大内尉義. 高齢者の動脈硬化危険

因子の重複に内臓脂肪が及ぼす影響に関する

臨床研究.  第 104 回日本内科学会総会・講

演会（大阪：2007 年 4 月 3～5 日） 
（12）大池裕美子、秋下雅弘、山本寛、山口泰弘、

小島太郎、小川純人、寺本信嗣、飯島勝矢、

江頭正人、大内尉義. 老年病科入院患者にお

ける抑うつ状態と認知機能の性差および加齢

変化.  第 49 回日本老年医学会学術集会（札

幌：2007 年 6 月 20～22 日） 
（13） 小島太郎、秋下雅弘、大池裕美子、飯島勝矢、

江頭正人、中村哲郎、鳥羽研二、大内尉義. 
生活習慣病および内服薬が高齢者の転倒に与

える影響.  第 49 回日本老年医学会学術集

会（札幌：2007 年 6 月 20～22 日） 
（14） 小島太郎、秋下雅弘、大田秀隆、野村和至、

大池裕美子、小川純人、飯島勝矢、江頭正人、

大内尉義. 高齢者高血圧患者における ARB
から ARB・降圧利尿薬の変更による有効性と

安全性の評価.  第 49 回日本老年医学会学

術集会（札幌：2007 年 6 月 20～22 日） 
（15） 野村和至、秋下雅弘、中村哲郎、小島太郎、

大池裕美子、飯島勝矢、江頭正人、大内尉義. 
高齢者の腹部大動脈石灰化と腎機能障害との

関連についての検討.  第 39 回日本動脈硬

化学会総会（大阪：2007 年 7 月 13～14 日） 
（16） 小島太郎、秋下雅弘、中村哲郎、大池裕美子、

野村和至、小川純人、飯島勝矢、江頭正人、

大内尉義.  高血圧の有無や薬剤が高齢者の

転倒に与える影響.  第 30 回日本高血圧学

会（沖縄：2007 年 10 月 25 日） 
・講演会 

（１） 鈴木亨：講演：第 11 回日本心不全学会学術

集会ファイアーサイドセミナー「心不全の臨

床情報は心エコーか、ＢＮＰか？」（平成 19
年 9 月 9 日/於：ヒルトン東京ベイ） 

（２） 鈴木亨：講演：21 世紀東京大学ＣＯＥ学術講

演会「Meet The Specialist 2007」 
 「Cardiovascular biomarkers and proteomic 

discovery」 (平成 19 年 8 月 24 日/於：東京大

学付属病院中央診療棟 2/7F 会議室) 
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沿革と組織の概要 

東京大学医学部附属病院において、平成 13 年

10 月に特殊診療部としてティッシュ・エンジニ

アリング部が設立され、入院棟 B８階に約 800 ㎡

の完備した研究室が設置された。ティッシュ・エ

ンジニアリング部は、骨・軟骨再生医療寄付講座

（武田薬品工業株式会社）、血管再生医療寄付講

座（第一製薬株式会社）、造血再生医療寄付講座

（麒麟麦酒株式会社）、角膜組織再生医療寄付講

座（アルブラスト株式会社）、腎臓再生医療寄付

講座（持田製薬株式会社）、富士ソフト ABC 軟

骨・骨再生医療寄付講座（富士ソフト ABC 株式

会社）の６つの寄付講座から構成され、各方面の

優秀な人材を国内外から招聘した。各講座には１

名の客員准教授と１－２名の寄付講座教員が配

置され、多くの大学院生とともに研究を遂行して

いる。今後数年以内の臨床応用を目標とし、トラ

ンスレーショナル・リサーチの拠点として機能す

べく研究を行っている。 
現在、国家的プロジェクトとして認識されてい

る再生医療の実現には、企業とのタイアップと技

術移転、開発技術の特許化、GMP レベルでの治

療用材料の生産、安全性の評価研究、治験のため

の組織化などが必要とされている。産学官連携が

強く求められるとともにベンチャーカンパニー

の設立・運営も必須とさえ言われており、まさに

国レベルでの取り組みが必要と思われる。広くテ

ィッシュ・エンジニアリング技術あるいは再生医

療が発展することにより、内科、外科を問わず、

すべての領域の治療や創薬に大いに寄与するこ

とが期待される。 
 
2001 年 10 月 東京大学医学部附属病院に特殊診療

科としてティッシュ・エンジニアリング部が設立 
2002 年 6 月 HOYA ヘルスケア（株）の寄付によ

り角膜組織再生医療寄付講座が設立 
2002 年 7 月 第一製薬（株）の寄付により血管再生

医療寄付講座が設立 
2002 年 7 月 武田薬品工業（株）の寄付により骨・

軟骨再生医療寄付講座が設立 
2002 年 9 月 麒麟麦酒（株）の寄付により造血再生

医療寄付講座が設立 
2002 年 11 月 持田製薬（株）の寄付により腎臓再

生医療寄付講座が設立 
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2002 年 11 月 メニコン（株）の寄付によりメニコ

ン軟骨・骨再生医療寄付講座が設立 
2003 年 3 月 入院棟 B8 階に細胞プロセシングセン

ター部研究室開設 
2005 年 6 月 アムニオテック（株）（現 アルブラ

スト（株））の寄付により角膜組織再生医療寄付講座

（アルブラスト）更新 
2005 年 7 月 武田薬品工業（株）の寄付により骨・

軟骨再生医療寄付講座更新 
2005 年 9 月 麒麟麦酒（株）の寄付により造血再生

医療寄付講座更新 
2005 年 11 月 持田製薬（株）の寄付により腎臓再

生医療寄付講座更新 
2005年11月 富士ソフトABC（株）の寄付により、

メニコン軟骨・骨再生医療寄付講座から富士ソフト

ABC 軟骨・骨再生医療寄付講座へ更新 
2007 年 7 月 日本イーライリリー（株）の寄付によ

り、骨・軟骨再生医療寄付講座更新 
 
研 究 

角膜再生に関しては、再生角膜の構築・眼表面

再建のための角膜上皮移植の臨床応用・角膜内皮

細胞移植法の確立と臨床応用を目標としている。

これらを達成するために、作成された培養細胞の

機能の検討・代用角膜実質、培養上皮、内皮細胞

を用いた角膜構築・角膜の組織幹細胞研究・眼表

面再建のための羊膜移植と羊膜の免疫学的役割

の解析を行っている。 
血管再生に関しては、有効で安全な治療的血管

新生療法の開発とその臨床応用・血管新生療法の

応用による低侵襲軟部組織再建法の開発・再生臓

器に対する血行誘導法の確立を目標としている。

これらを達成するため、アデノウイルスベクター

を用いた血管新生遺伝子治療の研究・非ウイルス

ベクターを用いた血管新生遺伝子治療の研究・新

しいドラッグデリバリーシステムによる血管新

生療法の開発・軟部組織に対する血行誘導法の研

究を行っている。 
骨・軟骨再生に関しては、骨・軟骨分化を簡便・

正確・非侵襲的に検出するシステムの開発・骨・

軟骨分化に必要十分なシグナルの決定・骨・軟骨

の細胞シート培養法の開発・血管新生をともなう

骨誘導法の開発・骨・軟骨誘導薬のスクリーニン

グ・非ウイルス性遺伝子導入法の開発・再生骨・

軟骨の作製と移植を目標としている。これらを達

成するために、骨軟骨生物学・発生学・幹細胞生

物学・再生医学の研究を行っている。 
腎臓再生に関しては、腎臓由来体性幹細胞の臨

床応用・腎臓再生へ向けた新しい足場素材の臨床

応用・臍帯血を利用した腎臓再生を目標としてい

る。これらを達成するために、腎臓再生領域の体

性幹細胞生物学・腎不全における幹細胞不全の包

括的研究・３次元培養による後腎誘導法の開発を

行っている。 
造血再生に関しては、臍帯血造血幹細胞の有効

な増幅法の開発とこれを用いた臍帯血造血幹細

胞移植技術の確立・造血幹細胞および ES 細胞か

ら効率的に血球分化を誘導する技術の確立を目

標としている。これらを達成するために、造血幹

細胞の増殖、自己複製、および分化のメカニズム

に関する研究・造血幹細胞の可塑性に関する研

究・造血幹細胞の体外増幅法・分化誘導法の臨床

応用に関する研究を行っている。 
軟骨・骨再生医療寄付講座においては、安全性

と実用性に優れた再生軟骨、再生骨の作出・現実

的な生産体制と品質管理法の確立・臨床治験の推

進と日常診療への導入を目標としている。これら

を実現するために、間葉系組織の成人幹細胞に関

する細胞生物学・軟骨の組織修復に関する分子生

物学と再生医療への応用・軟骨・骨再生における

新規足場素材の開発・再生組織への三次元形態付

与方法の開発・生体内における軟骨・骨再生組織

の動向の評価・軟骨・骨再生組織の臨床治験と医

療導入の研究を行っている。 
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ヒト ES 細胞を使った基礎研究活動 
また、より先の将来への応用を睨んでヒト胚性

幹（ES）細胞の基礎研究を進めるため、腎臓再

生医療寄付講座及び骨・軟骨再生医療寄付講座に

おいて京都大学再生医科学研究所からヒト ES 細

胞の分与を受ている。 
 

臨床研究 

研究成果として特に注目すべき点は、基盤研究

の結果として、臨床研究が４つの講座で開始され

ていることである。造血再生寄付講座においては、

ヒト臍帯血造血幹細胞増幅の臨床研究（倫理委員

会承認番号＃351）をすでに開始している。血管

再生寄付講座においては、末梢性血管疾患による

間欠跛行肢と重症虚血肢に対して臨床研究を開

始（承認番号＃825 及び 826）し、大きな副作用

もなく推移している。角膜再生寄付講座では、眼

表面再建のための羊膜上培養自己口腔粘膜上皮

移植及び、角膜内皮細胞数減少に対する角膜内皮

幹細胞移植術の臨床研究（承認番号＃363 及び

898）を開始している。骨軟骨再生医療寄付講座

では、非荷重部の骨欠損に対するヒト臨床研究

（承認番号＃1310）を開始している。このように、

組織工学・再生医学の医療現場への展開に向けて、

順調にトランスレーショナル・リサーチ活動を進

めていると考えられる。 
 

病院に対する貢献 

ティッシュ・エンジニアリング部は、病院の共

同研究施設として、共焦点レーザー顕微鏡・細胞

解析装置・細胞ソーター等の非常に高価で各研究

室で揃えることの難しい特殊機器を共用として

病院の職員に開放し、若干のコスト負担で使用で

きるようにしている。実際に、この施設を利用し

て、形成外科等が研究を進めている。 
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沿革と組織の概要 

近年、日本の医療システムは変革期を迎えてお

り、大学病院も大胆な改革を迫られている。質の

高い先進医療の開発と実践、卒前卒後教育、臨床

研究などを効率よく推進し、その成果を国民に具

体的に明示することが、これまで以上に求められ

ている。2004 年 4 月、国立大学法人法(平成 15
年法律第 112 号)により東京大学が国立大学法人

東京大学と改称すると同時に、医学部附属病院は

ドラスティックな組織再編を行った。病院執行部

の設置とともに、4 つの運営支援組織（企画経営

部、人事部、医療評価・安全・研修部、教育研究

支援部）および 3 つの診療運営組織(入院診療運

営部、外来診療運営部、中央診療運営部)を立ち

上げた。 
企画経営部は、企画情報運営部の教員３名が専

任となり、薬剤師 2 名（併任）・看護師３名（併

任）・技術系職員 1 名(専任)および事務職員 1２名

からなる陣容を誇る、病院経営の中核的な実働組

織である。 
 

診 療 

企画経営部は、東大病院の組織的・戦略的な経

営の実務全般を一手に担い、診療関連業務として

以下のような業務を行っている。 
(1) 病院経営分析 

病院会計の情報管理・分析を行い、経営データ

と一元化された病院情報の活用による病院経営

分析を行っている。 
(2) 企画･戦略立案 

病院経営分析に基づいて、短期的な経営企画・

戦略案を策定し、病院執行部による迅速な経営意

思決定を実効的に支援している。さらに、中長期

計画の立案も担っている。企画経営部が深く関与

した病院運営の実績は以下の通り。 
・「22 世紀医療センター」立ち上げ 
・新中央診療棟Ⅱ期の立ち上げ 
・入院棟機能の拡大(ICU/CCU の拡大、精神神経

科の増床) 
・平均在院日数の適正化と病床利用率改善 
・薬剤費・医療材料費のコスト削減 

その他にも、患者用クレジットカードの導入、
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商業店舗の院内誘致、病院建築物のライトアップ

など、既成概念を打破した患者サービスの向上に

努めている。同時に、診療スタッフが安全で質の

高い医療を、ゆとりをもって実践できる環境づく

りを行っている。 
(3) 医療政策提言 

東大病院の経営のみならず、日本の医療システ

ム改善、および医療の規制緩和に向けた政策提言

を積極的に実践している。 
さらに、日本の医療保険制度の問題点をエビデ

ンスに基づいて指摘し、それらの改善に向けたメ

ッセージを常に発信しつづけている。 
 

教 育 

大学院教育として、医学系研究科社会医学専攻

医療情報経済学・博士課程の大学院生１名、同・

研究生１名を受け入れている。 
大学院生・研究生は、医療経営学・病院管理学

のみならず医療経済学・医療政策学といった幅広

い研究領域の中から、自ら研究課題を発掘し、内

外の先行文献・資料をレビューし、研究デザイン

の構築・データ収集を主体的に実施する。定期的

な研究経過報告、教員による論文執筆指導が徹底

され、学会発表も励行されている。 
 

研 究 

当部における研究活動は、医療経営学・病院管

理学にとどまらず、医療政策学・医療経済学など

の幅広い領域をカバーしている。 
 

(1)医療経営学研究 
過去には特定機能病院における DPC(Diagnosis 

Procedure Combination)に基づく包括評価が医

療現場に与える影響を診断群分類ごとにシミュ

レートし、同システムが在院日数などに及ぼす効

果を推計する研究を行った。また、医療設備の効

率的利用に関連して、手術室稼働および病床数の

関連を研究した。 
医療経営学の体系化を試み、標準的な教科書を

編纂した。さらに、医療経営学教育プログラムの

開発研究を行い、2007 年より社会人向けの教育

コースを開講している。 
(2)医療政策学研究 

先進各国と日本の医療制度の比較研究、医療機

器の内外価格差に関する多国間の実証研究、医師

のキャリアパスおよび医療従事者の国際間移動

に関する研究などを行っている。 
過去には日本の医療保険制度に関する評価、特

に DPC に基づく包括医療制度の改善案とその有

効性に関する研究を実施した。 
(3)医療経済学研究 

HIV 拠点病院等と協力しながら、HIV 診療に

係る原価の調査を行っている。最近では、B 型肝

炎の予防対策に関する費用対効果分析を開始し

た。 
(4)その他 

外部研究機関と協力し、大規模パネルデータを

用いて、乳幼児期の肥満に対する社会経済的な要

因に関する研究に携わっている。 
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沿革と組織の概要 

「こころの発達」診療部は、特別教育研究経費

による「こころの発達」臨床教育センターに対応

する診療部門として、2005 年 4 月に、院内措置

で開設されました。「こころの発達」臨床教育セ

ンターは、児童精神医学・脳科学を基礎としなが

ら幅広い職種における「こころの発達」に関する

専門家を養成することを目指すものです。精神神

経科（小児部）での 37 年間にわたる発達障害の

治療教育などの蓄積を踏まえつつ、精神神経科、

小児科はもちろん教育学研究科、さらには「ここ

ろの発達」や発達障害に関わる他の教育機関・診

療機関とも連携して活動を展開しています。「こ

ころの発達」診療部は、このセンターの実践的な

教育･育成の場であると同時に、こころの発達に

関わる様々な問題を有する患者の診療の場でも

あります。また、診療と教育の質の向上を目指し

て研究も推進しています。 
 

診 療 

「こころの発達」診療部では、2007 年度には

専任の児童精神科医 3 名を始めとして常勤・非常

勤を合わせて 8 名の医師、常勤・非常勤を合わせ

て 8 名の心理職が診療を担当してきました。 
診療の対象は、こころの発達に関する多様な問

題であり、その中でも発達障害に比較的に重きを

置いています。ここで言う発達障害とは、自閉症

を 中 心 と す る 広 汎 性 発 達 障 害 （ pervasive 
developmental disorders: PDD）、注意欠陥多動性障害

（attention-deficit/hyperactivity disorder: AD/HD）、

学習障害（learning disabilities: LD）、精神遅滞

（mental retardation: MR）、さらにはチック障害

やその近縁の小児強迫性障害までも含めたかな

り幅広いものです。新来患者は 2005 年度には

300 名以上でしたが、2006 年度には 470 名以上

と約 1.5 倍に増大し、2007 年度も 2006 年度とほ

ぼ同数でした。その内訳をみると、PDD が最も

多く、LD を加えた心理的発達の障害全体で約

45%でした。次いでチック障害（約 15%）、AD/HD
（約 10%）、ストレス関連障害（約 10%）の順で

した。年齢については幼児期後期から学童期前期

が最も多いものの、幼児期前期から成人期まで幅

広く受診していました。 
再来患者数は 2005 年度以来増加の一途をたど
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っており、2007 年度には 2005 年度から倍増して

います。再来患者でも心理的発達の障害全体で約

45%でした。次いでチック障害、ストレス関連障

害、AD/HD、気分障害の順でした。年齢として

は再来患者の約半数が成人であり、特に 20 歳代

は約 20%と最多でした。発達障害患者の診療では

長期間フォローがしばしば必要なことが示され

ました。 
診療の形態は、一般外来と治療教育に大別され

ます。 
一般外来は、専門医による外来で、薬物療法や

精神療法だけでなく、心理教育、学校などの関連

機関との連携を含めて行っています。 
治療教育は、発達心理外来と短期グループから

なります。発達障害児を対象として、認知発達治

療を基本にしつつ一人一人の患者に合わせて心

理職が行っています。発達心理外来では、(1)発達

の評価、(2)療育指導（患児に対して、教育的手段

を用いて精神機能の障害や行動の異常の改善を

図る）、(3)療育相談（親を中心とする関係者に対

して、適切な対応法などの相談にのる）を主治医

と相談しつつ行っています。短期グループは、発

達心理外来に通院中の患児数名を組み合わせて

約 10 回行う集団療育です。 
 

教 育 

医学生及び研修医に対して、新来患者の見学と

短期グループの参加を行っています。 
「こころの発達」臨床教育センターの活動とし

ては、精神科医や小児科医を含めてこころの発達

の問題に関する様々な職種に就いている方及び

それを目指す大学院生に対して、A コース（講義

を主体としつつも演習や臨床検討会を盛り込ん

だ受講者参加型のコース）と B コース（治療教育

や心理検査を含めた診療場面での研修に重点を

置く、より密度の濃いコース）を設定しています。 
A コースは 1 回 3 時間の講義が 11 回で 1 シリ

ーズとして年に 2 シリーズを行い、2007 年度は

合計約 120 名が参加しました。参加者の職種は、

医師を始めとする医療職、心理職、教育職、福祉

職など多様であり、こころの発達の問題で重要な

多職種連携の基礎作りとしても有用でした。また、

アンケート調査では、約 80%から研修が有用との

高い評価を得ました。 
B コースは週に 3 日またはそれ以上の研修を半

年単位で行うものであり、2007 年度は小児科医、

看護師、教諭など数名が修了しました。 
さらに、より多様な関係者の研修や啓発の機会

として、公開セミナー及び公開シンポジウムを

各々年に 1 回開催することにしており、2007 年

度には公開セミナー「発達障害の青年・成人期を

豊かに」には約 200 名が参加し、公開シンポジウ

ム「発達障害の理解と支援」には約 1,100 名が参

加しました。 
 

研 究 

これまで精神神経科が発達障害に関わる他の

研究機関・教育機関・診療機関と連携して行って

きた PDD や AD/HD の原因究明と効果的発達支

援・治療法の開発を目指す研究に引き続き参加し

ています。同時に、「こころの発達」診療部の診

療活動の特性を生かした研究も進めています。 
 

臨床評価、治療 
治療教育を行っているという特性を生かして、

認知発達治療に対応する発達段階分けである太

田ステージの信頼性・妥当性の再検討、PDD 児

を対象とした治療教育効果の検討を行っていま

す。治療教育効果の検討にあたっては無作為に分

けた２群間で個別療育と小集団療育の相違を多

面的な評価に基づいて検討しています。また、ト

ゥレット症候群（多様な運動チックと音声チック

を有する慢性のチック障害）や小児強迫性障害を

対象としてチックや強迫症状などを評価して症
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状間の関連を検討する研究も進行しています。 
 

神経心理 
PDD、AD/HD、トゥレット症候群を対象とし

た神経心理学的研究が行われており、臨床評価と

の関連を検討したり、患者の健常同胞との比較を

行ったりしています。 
 

遺伝子 
PDD を対象として、２番染色体、７番染色体

長腕、１５番染色体長腕に焦点を当てた遺伝子解

析を行っています。遺伝と環境との相互作用にも

注目しており、PDD の発症に対する甲状腺ホル

モンの影響などの検討も行っています。また、ト

ゥレット症候群の臨床遺伝学的検討も行ってい

ます。 
 

脳画像 
PDD を主な対象として、MRI による形態画像

研究、MEG や NIRS による機能画像研究を行っ

ています。特に、小児や発達障害でも施行しやす

い NIRS を用いた前頭葉血流変化の検討が PDD
及びトゥレット症候群で積極的に進められてい

ます。 
 
 

出版物等 
 
（１） Kawakubo Y,  Kamio S, Nose T, Iwanami 

A, Nakagome K, Fukuda M, Kato N, 
Rogers MA, Kasai K. Phonetic mismatch 
negativity predicts social skills acquisition 
in schizophrenia. Psychiatry Res. 152(2-3): 
261-265, 2007 

（２） Kawakubo Y, Kasai K, Okazaki S, 
Hosokawa M, Watanabe K, Kuwabara H, 
Ishijima M, Yamasue H, Iwanami A, Kato 
N, Maekawa H. Electrophysiological 
abnormalities of spatial attention in adults 
with autism during the gap overlap task. 

Clin Neurophysiol. 118:1464-1471, 2007 
（３） Marui T, Funatogawa I, Koishi S, Yamamoto 

K, Matsumoto H, Hashimoto O, Nanba E, 
Nishida H, Sugiyama T, Kasai K, Watanabe 
K, Kano Y, Kato N, Sasaki T:  Tachykinin 1 
(TAC1) gene SNPs and haplotypes with 
autism: a case-control study. Brain and 
Development, 29(8): 510-513, 2007 

（４） Marui T, Koishi S, Funatogawa I, 
Yamamoto K, Matsumoto H, Hashimoto O, 
Ishijima M, Nanba E, Nishida H, 
Sugiyama T, Kasai K, Watanabe K, Kano 
Y, Kato N, Sasaki T: No association 
between the Neuronal Pentraxin II gene 
polymorphism and autism. Progress in 
Neuro- Psychopharmacology & Biological 
Psychiatry, 31(4): 940-943, 2007 

（５） Kato C#, Tochigi M#, Ohashi J, Koishi S, 
Kawakubo Y, Yamamoto K, Matsumoto H, 
Hashimoto O, Kim S-Y, Watanabe K, Kano 
Y, Nanba E, Kato N, Sasaki T (#:equal 
contribution) Association study of the 
15q11-q13 maternal expression domain in 
Japanese autistic patients. Am J Med 
Genet Part B (Neuropsychiatric Genet) (in 
press). 

（６） Kato C#, Tochigi M#,, Koishi S, Kawakubo 
Y, Yamamoto K, Matsumoto H, Hashimoto 
O, Kim S-Y, Watanabe K, Kano Y, Nanba E, 
Kato N, Sasaki T (#:equal contribution) 
Association study of the commonly 
recognized breakpoints in chromosome 
15q11-q13 in Japanese autistic patients. 
Psychiatric Genet (in press) 

（７） Tochigi M, Kato C, Koishi S, Kawakubo Y, 
Yamamoto K, Matsumoto H, Hashimoto O, 
Kim SY, Watanabe K, Kano Y, Nanba E, 
Kato N, Sasaki T. No evidence for 
significant association between GABA 
receptor genes in chromosome 15q11-q13 
and autism in a Japanese population. J 
Hum Genet.;52(12):985-989, 2007 



466 東京医学・第 116 巻・平成 20 年 10 月 

 

（８） Tochigi M#, Kato C#, Ohashi J, Koishi S, 
Kawakubo Y, Yamamoto K, Matsumoto H, 
Hashimoto O, Kim S-Y, Watanabe K, Kano 
Y, Nanba E, Kato N, Sasaki T. (#equal 
contribution) No association between the 
ryanodine receptor 3 gene and autism in a 
Japanese population. Psychiatry and 
Clinical Neurosciencse (in press). 

（９） Takizawa R, Kasai K, Kawakubo Y, 
Marumo K, Kawasaki S, Yamasue H, 
Fukuda M. 「Reduced frontopolar activation 
during verbal fluency task in schizophrenia: 
A multi-channel near-infrared spectroscopy 
study Schizophre Res (in press) 

 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.116 Oct. 2008 467 

 

緩和ケア診療部 
 
講師  

中川恵一（兼任）  
副部長  

岩瀬 哲  
 

ホームページ http://www.h.u-tokyo.ac.jp/patient/depts/pailiative.html 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
沿革と組織の概要 

がん治療の進歩にもかかわらず、がんに罹った

方の半数が、がんで命を落としています。がんは

最初の治療で、治癒が得られるかどうか、がほと

んど決まります。初回治療がうまくいかなかった

患者さんは、数ヶ月から数年の闘病の後、亡くな

るケースがほとんどであり、このような人々にこ

そ、適切な医療を必要とするはずです。 
しかし、これまでのわが国のがん医療では、治

癒率の向上にもっぱら注意が注がれてきたと言

えます。このため、結果的に「緩和ケア」の考え

方が非常に遅れています。  
緩和ケアとは、治癒を目的とした治療に反応し

なくなった患者さんに対する積極的で全人的な

ケアであり、痛み、その他の症状コントロール、

心理面、社会面、精神面のケアを最優先課題とし

ますが、早期のがんにおいても、がん治療の過程

においても適用されるべきです。  
東大病院緩和ケア診療部では、緩和ケアチーム

を中心として、単に身体症状のコントロールだけ

でなく、こころのケアや社会的なサポートも同時

に行い、患者さんの QOL（Quality of life）を総

合的に高めることを目的として活動を行ってい

ます。また、医学部生などの教育や緩和医療学研

究の拠点ともなっています。 
緩和ケアは、平成 18 年 6 月の国会で可決され

た「がん対策基本法」の中で、「がん患者の状況

に応じた疼痛等の緩和を目的とする医療が早期

から適切に」と明記されています。つまり、癌患

者が癌治療を受けるときに、緩和ケアは早期から

提供されなければならない医療として法律で定

められているのです。 
 

診 療 

東大病院では専従医師 1 名、専任医師 1 名、ホ

スピスケア認定看護師を中心に多くの専門家で

構成される緩和ケアチームが一般病棟へ赴き、主

治医チーム、病棟スタッフ、リハビリテーション

部などと連携して、癌治療を受けている患者さん

に緩和ケアを提供しています。 
以下、2007 年度の診療状況を具体的に示しま

す。 
各月の診療患者数で最少は６月の 383 人（一日

平均診察者は 12.8 人）、最大は１２月の 895 人

（28.9 人）、累積患者数は 7426 人（20.3 人）。癌

腫別患者数（292 人）では、胃がん（40 人）、膵

がん（29 人）、肺がん（28 人）、大腸がん（28 人）、

食道がん（25 人）、肝がん（18 人）、乳がん（13
人）など。病棟別では院内のほとんどをカバーし

ています。男女（295 人）別では男性（194 人）、

女性（101 人）と、男性の方が女性のほぼ２倍と

なっています。一方、年齢別では 60 歳代が全体
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の 31％、70 歳代が 25％、50 歳代が 23％、80
歳以上が７％等々、緩和ケア診療の重要性を裏付

けています。 
 

教 育 

緩和ケア診療部に於ける研修は、第 1 年次、第

2 年次に選択科目として、１ヶ月、2 ヶ月、4 ヶ

月、8 ヶ月間行うことができ、緩和ケアチームに

同行し平日に毎日行われる緩和ケアのカンファ

レンスに参加することで緩和ケアの基礎知識を

学ぶことができます。 
１） 緩和ケア研修プログラム 
（１か月＊）２ヶ月（選択）研修コース 
・ 全ての研修医を対象とした、緩和ケアの基礎

知識および基礎技術の習得を目的としたプ

ログラム。＊「内科総合」選択の中でのみ 
４ヶ月、８ヶ月（選択）研修コース 
・ 臨床腫瘍医ないしは緩和ケア医を目指す医

師のための基礎知識および基礎技術とコミ

ュニケーション・スキルを身につけるための

プログラム 
 
２） 教育課程 
研修医配置及び研修内容 
・ 研修医は全て緩和ケアチームに配属される。

主として緩和ケアチームの病棟診療にチー

ムの一員として参加し、緩和ケアの癌登録に

ついても学びます。  
・ ４ヶ月および８ヶ月コースでは、担当患者の

緩和ケアの診療計画を立て、病棟主治医、病

棟スタッフらと担当患者の緩和ケアについ

て議論し、診療計画を実施して行きます。 
研修内容と到達目標 
・ 病棟診療（担当患者は１か月間で３〜５名、

診察患者は 1 日約 20 名）：消化器癌などわが

国で頻度の高い疾患について、一般病棟で提

供できる身体症状のコントロール、精神症状

のコントロールの概要を習得。スピリチュア

ル・ケア、家族ケアについての概要も習得し

ます。 
・ 癌登録：東大病院において緩和ケアチームが

診療する患者は終末期であることが多く、

日々状態が変わっていくことも珍しくあり

ません。このように身体的に精神的に変化す

る患者さんに対して、提供された緩和ケアの

内容は、簡潔かつ明瞭にデータ・ベースに入

力されなければならなりません。 臨床研究

とも直結する緩和ケアのデータ管理の概要

を習得します。 
・ コミュニケーション・スキル：臨床医は患者

を診るすべての過程で頻回に「悪い知らせ」

を伝えなければなりません。癌の診断、進行、

予後についての正確な情報を患者に伝える

ことは、臨床医にとって非常に困難でストレ

スの多い仕事といえます。臨床医は、「悪い

知らせ」と「患者の希望や期待」とのバラン

スを取らなければならない一方で、治療が上

手く行かなかったときに、患者の失望感もし

くは不成功感に対処する必要があります。東

大緩和ケア診療部では、患者を心理的にサポ

ートするコミュニケーション・スキルのプロ

トコール（SPIKES）を導入しており、4 ヶ

月、8 ヶ月コースでは、このプロトコールに

基づいて緩和ケア実施計画を立案し、コミ

ュニケーション・スキルの習得を目指しま

す。 
教育に関する行事 
・ 初期研修医に対する集中講義、 以下の講義が

スタッフにより行われます。 
  疼痛コントロール 
  せん妄コントロール 
  ガイドラインの紹介と使用方法 
  緩和ケア薬物療法の基本 
  日本人のスピリチュアル・ケア 
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臨床研修スケジュール 
・ カンファレンス：月〜金（毎日）9:00-10:30 
・ 病棟診療：月〜金（毎日）カンファレンス終

了後〜依頼患者の診療終了まで。 
・ 癌登録：病棟ラウンド中に各フロアの診療端

末で行います。 
指導体制 
・ 病棟診療：指導医２名（助手または講師１名、

ホスピスケア認定ナース 1 名、研修医１名）

からなる診療チーム（緩和ケアチーム）に参

加し、緩和ケアチームで 1 日約 20 例〜30 例

の入院患者の診療に当たります。 
・ カンファレンス：毎日のカンファレンスには

病棟をラウンドする緩和ケアチームのメン

バー以外に心療内科医、漢方専門医、麻薬専

門薬剤師、東大大学院医学系研究科の看護師

などが参加し、緩和ケアチームの提供する緩

和ケアが集学的に議論され、専門的な見地か

ら研修医の緩和ケア治療計画が毎日指導し

ます。 
 

研 究 

緩和ケア診療から集積された内容は、簡潔かつ

明瞭にデータ・ベース化され、臨床研究の成果と

し て 、「 International Journal of Radiation 
Oncology Biology Physics 」 や 「 American 
Journal of Hospice & Palliative Medicine 」

「Biomed」等の各専門誌に発表されています。 
以下の研究領域は、緩和ケア診療部で実施され

てきたものです。成果の詳細や研究費獲得状況に

ついては、本教室ホームページを参照してくださ

い。 
１） 専門緩和ケアチームの評価と質保証 
２） 望ましい死の達成を測定する尺度の開発と

全国実態調査 
３） 体幹部定位放射線治療における標的システ

ムの開発 

４） 在宅ケアと地域連携 
５） 転移性乳がん患者を支えるパリアティブケ

ア 
６） 緩和ケアにおける漢方 
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ゲノム医学診療ないし遺伝医学臨床の広範・多

様な要請に対応するため、既存の臓器・系統別診

療体制の枠を越えた横断的組織として 2003 年度

に発足した。責任者として教授１（併任）が置か

れ、女性科・産科、小児科、内科（循環器内科、

糖尿病・代謝内科、神経内科）、皮膚科、検査部

の医師が参加している。また、人類遺伝学教室、

成人看護学教室の協力を得て、活動している。本

診療部は、附属病院におけるゲノム医学ないし臨

床遺伝学診療の中核をなすとともに、臨床遺伝医

学専門医制度の教育研修実施の役割を担ってい

る。 
 

1． 診  療 

外来棟 2 階内科外来ブースエリアの専用診察

室（200 番診察室）にて、医師と非医師とのチー

ムによる遺伝相談（完全予約制）を行っている。

検討会（毎月第１月曜日）にて、全例について検

討し、方針を決定することを原則に診療を行って

いる。 
医学系研究科及び病院において行われるヒト

ゲノム・遺伝子解析研究における試料提供者に対

する遺伝相談・カウンセリングを担当することも

本診療部の責務である。 
 

2． 活  動 

他診療科、部門と連携して、遺伝相談・カウン

セリングはもとよりそれ以外のゲノム医学ない

し臨床遺伝医学の臨床現場での適切な応用・展開

を目指し活動している。以下の２つの活動を進め

ている。 
ひとつは、心臓外科、循環器内科、小児科、眼

科、整形外科・脊椎外科により開始された横断的

なマルファン外来との連携で、遺伝相談・カウン

セリングの対応、遺伝子診断及び臨床研究での協

力支援を進めている。循環器内科中心にマルファ

ン症候群の遺伝子診断システムを立ち上げた。 
第二は、分子薬理遺伝学の附属病院での臨床導

入についてで、検査部、薬剤部、消化器内科、循

環器内科、神経内科、企画情報運営部との連携に

よって、プロトンポンプ阻害剤、ワーファリンに

ついての分子薬理遺伝学的検査を診療システム

へ導入し、稼動している。今後、抗癌剤、抗痙攣

薬等、対象薬物の範囲の拡大につとめていく。 
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医工連携部紹介 

先端生命科学を応用した新規技術開発が 21 世

紀における重要課題となっている。次世代新医療

技術開発に向けて、臨床の現場である東京大学医

学部附属病院で、医学と工学を横断的に融合した

新しい研究教育を行うことを目的として医工連

携部が設立された。病院診療科と東京大学の工学

系研究者とで共同提案されたプロジェクトであ

ること、研究室の設備・運営費用は使用者負担と

すること、医工連携部への参加期間は原則 3 年と

し、継続の可否は医工連携部運営委員会で審査す

ることという基本事項に基づいて公募されたプ

ロジェクト 18 件が、現在も管理研究棟１階と地

下 1 階にある医工連携研究室で活発な活動を続

けている。 
 

参加ユニット 

医学部付属病院 
循環器内科、糖尿病・代謝内科、大腸肛門外科、

血管外科、人工臓器・移植外科、心臓外科、呼吸

器外科、脳神経外科、泌尿器科・男性科、整形外

科・脊椎外科、顎口腔外科・歯科矯正歯科、放射

線科、ティッシュエンジニアリング部、臨床疫学

研究システム学講座、血管再生医療講座、骨・軟

骨再生医療講座、軟骨・骨再生医療講座、免疫細

胞治療学（メディネット）講座 
工学系・薬学系研究科 
工学系研究科（化学システム工学専攻、機械工学

専攻、機械工学専攻流体工学研究室、精密機械工

学専攻医用精密工学研究室、システム量子工学専

攻、原子力国際専攻、化学生命工学、マテリアル

工学専攻）、情報理工学系研究科（知能機械情報

学専攻、科知能機械情報学専攻先端治療福祉工学

研究室）、新領域創成科学研究科（バイオメカニ

クス分野）、薬学系研究科薬品代謝化学教室、医

学系研究科疾患生命工学センター（再生医療工学

部門、臨床医工学部門）、原子力工学研究施設、

先端科学研究センター、生産技術研究所 
 

沿革と組織の概要 

2002 年 6 月 東京大学医学部附属病院の特殊診

療部として医工連携部の設立が病院運営会

議で承認される。 
2002 年 9 月 病院の関連する診療科の中から選

定された委員で医工連携部運営委員会が組

織され、医工連携部への参加の基本原則（前

記）が決定される。 
2002 年 10 月 医工連携プロジェクトの公募開始。

18件の応募があり、審査の結果承認される。

プロジェクトの代表からなる医工連携部利

用者連絡会議が組織され、管理研究棟の地下

と１階のスペース 554.4 ㎡に研究室の配置

を決める。 
2003 年 5 月 医工連携部工事完成。工事費用は

参加グループが分担する。 
2003 年 5 月 22 日 第一回医工連携研究会開催。

研究活動開始。 
2004 年 9 月 3 日 第二回医工連携研究会開催。 
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2005 年 9 月 13 日 第三回医工連携研究会開催。 
2006 年 12 月 21 日 第四回医工連携研究会開催。

（第三回先端医療開発研究クラスター、第二

回疾患生命工学センター、第二回 22 世紀医

療センターとの合同シンポジウム） 
2007 年 12 月 13 日 第五回医工連携研究会開催

予定。 
 

研究ユニット 

・高精度定位ガン治療システムの開発 
医学部付属病院放射線医学教室  
原子力専攻、原子力国際専攻 
工学系研究科化学システム工学専攻  
 高精度定位 X 線がん治療システム、先進小型電

子ライナックガン診断治療システムの開発。 
 
・半導体ナノ粒子を用いた腫瘍治療への応用 
工学系研究科化学システム工学科 
医学系研究科外科学専攻腫瘍外科学分野 
 ナノ粒子により腫瘍の微小転移の進展状況の

正確な診断と治療法を開発し,臨床に導入するこ

とを目的とする.診断面では,肉眼的に確認不能な

腹膜播種・微小転移を視覚化して，手術や治療方

針の決定に応用する.治療面では,ナノ粒子を細胞

に取り込ませることにより起こる細胞内の変化

を用いて,腫瘍の新しい治療法を追求する. 
 
・強力集束超音波を用いた腫瘍治療法の開発 
工学部機械工学専攻流体工学研究室 
医学部腫瘍外科学講座 
 腫瘍の進展状況の正確な診断と治療法を開発

し，臨床に導入することを目的とする．診断面で

は，数μm オーダーのマイクロバブルを血管内に

導入することにより，微細な腫瘍血管を描出して，

腫瘍のより正確な進展度診断ならびに治療効果

の判定に応用する.治療面では，集束超音波の組

織内熱吸収効果に加え，マイクロバブルの振動に

伴う発熱効果を用いることにより，より効率的な

腫瘍の非侵襲的治療法を確立する. 
 
・脳神経外科用ロボマティック・マイクロ・サー

ジェリシステムの開発 
医学部脳神経外科森田研究室  
工学部機械工学専攻光石研究室 
 Micorsurgery 支援ロボットシステムおよび遠

隔手術のための３次元画像表示システムの開発

研究 
 
・体外超音波砕石装置の開発 
医学部泌尿器科学講座 
工学部機械工学専攻流体工学研究室 
 腎臓結石の非侵襲な破砕を目指し，強力集束超

音波(HIFU)によって発生するキャビテーション

気泡を利用した新たな結石破砕手法を開発する。 
 
・診療プロセスのリスク低減支援システムの開発 
医学部薬剤疫学講座 
工学部化学システム工学 
臨床疫学研究システム学講座 
 ゲノム情報を含む生物学的情報と臨床情報の

統合に関する研究・教育。循環器疾患に関するデ

ータベースの構築と活用、テーラーメード医療の

確立。プロテオミクスによる薬剤ターゲットの選

定と創薬。循環器疾患（動脈硬化、心肥大、心不

全）の転写制御の解明と転写因子をターゲットと

した創薬。特異的遺伝子改変動物の開発と個体に

おける各種遺伝子機能の解析。医療データベース

を活用した医療安全モニタリング。医療情報シス

テムの評価手法の開発。臨床／疫学研究における

方法論の検討・開発。 
 
・拍動周期技術を用いた心臓血管外科手術ロボッ

トシステム 
情報理工学系研究科知能機械情報学専攻 
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医学系研究科外科学専攻心臓外科 
医学系研究科外科学専攻血管外科 
医学部附属病院神経内科 
 内視鏡下心臓外科手術支援ロボットシステム

を，小動物の in-vivo 分子イメージングのための

顕微鏡下運動同期技術へ展開．神経筋疾患の診

断・リハビリテーションのための神経筋骨格モデ

ルとパラメータ同定手法の開発． 
 
・低侵襲血管外科手術支援システム・血管疾低侵

襲診断治療システムの開発 
医学部附属病院血管外科 
医学部附属病院ティッシュエンジニアリング部 
工学系研究科研究科精密機械工学専攻 
医用精密工学研究室 
 動脈硬化に代表される血管病変の低侵襲精密

診断機器や，それに基づく血管病変の低侵襲標的

治療機器を医工連携により共同研究する。 
 
・非侵襲骨強度診断装置の開発 
医学部整形外科 
情報理工学系研究科知能機械情報学教室 
 有限要素法を用いた骨の非侵襲的強度評価方法

の開発。エコートラッキング法を用いた骨折治癒

評価法の開発。軟骨の非侵襲的形態評価法の開発。 
 
・次世代三次元超音波技術の開発 
医学系研究科心臓外科 
情報理工学系研究科知能機械情報学専攻先端治

療福祉工学研究室 
 超音波リアルタイム 3D 装置の開発。高周波超

音波振動子付縫合器の開発。超音波立体表示装置

の開発。超音波リアルタイム 3D 装置ガイド下低

侵襲心臓手術の開発 
 
・難治性癌に対する中性子捕捉療法・免疫療法の

開発 

医学研究科臓器病態外科学心臓外科/呼吸器外科 
医学部附属病院放射線科 
工学系研究科システム量子工学専攻 
工学系研究科原子力国際専攻 
先端科学研究センター 
免疫細胞療治療学（メディネット）講座 
 難治性癌に対する集学的治療のとして病院併

設型加速器を用いた中性子捕捉療法を確立する

ことおよび免疫細胞療法の開発をめざす。 
 
・新しい生体分子シグナルの高感度検出法と画像

化の開発とその臨床応用 
薬学系研究科薬品代謝化学教室 
医学部附属病院循環器内科 
 化学に基づいた生体物質の可視化プローブの

開発。動脈硬化症の成因解明と治療法の確立 
 
・人工肝補助装置の開発と臨床応用 
医学部人工臓器移植外科 
生産技術研究所・医学系研究科疾患生命工学セン

ター 
 当研究室は，医学部人工臓器移植外科と生産技

術研究所・酒井研究室からなる．主として人工肝

臓開発を目標とし，10 年間にわたり共同研究を

行ってきている．現在の研究は，人工肝補助装置

の開発，ヒト有用タンパクを生産する形質転換ブ

タの開発，新しいアフェレシス療法の開発と臨床

応用，埋め込み型肝組織開発，である． 
 
・ナノ粒子による遺伝子導入法を用いた生活習慣

病の新規治療法の開発 
医学系研究科循環器内科、 
医学系研究科糖尿病代謝内科 
疾患生命工学センター 
 生活習慣病の病因・病態の分子メカニズムを解

明し、それを標的分子とした治療に応用すること

を目標としている。この目的のため本拠点では、
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ナノ粒子を用いた遺伝子導入の系を用いる医工

連携を行う。新規生活習慣病モデル動物作製技術

の開発と遺伝子治療への応用。脂肪組織由来液性

因子（アディポカイン）がメタボリックシンドロ

ーム（代謝症候群）の病態形成に及ぼす影響とそ

のメカニズムの解明。アディポネクチンなどの主

要アディポカインのシグナル伝達経路の解明 
 
・細胞増殖・分化を促進する Scaffold とメカニカ

ルストレスを利用した骨・軟骨再生法の開発 
医学部整形外科学教室 
医学部整形外科学教室 
工学系研究科マテリアル工学専攻 
医学部附属疾患生命工学センター再生医療工学

部門 
医学部顎口腔外科学教室 
 生体適合性に優れた MPC のナノ表面処理によ

る、人工関節の弛みの抑制。骨・軟骨・血管再生

に適合した生体親和性材料の創製。物理的刺激を

用いた再生骨・軟骨組織の生体外再構築 
 
・ヒト心筋細胞機能測定システム開 
医学研究科臓器病態外科学心臓外科 
新領域創成科学研究科バイオメカニクス分野 
 分子動態に基づく心臓シミュレーター（virtual 
heart）の開発を行っているが、医工連携部の当

研究室ではシミュレータ実現に必要な細胞レベ

ルでの基礎データ取得および検証のための実験

を行っている。これらの結果を統合し治療、診断

シミュレータの開発など臨床応用を目指してい

る。 
 
・再生医療のための人工ウイルスによる遺伝子導

入法の開発に関する研究 
工学系研究科マテリアル工学専攻 
医学系研究科軟骨・骨再生医療寄付講座 
医学系研究科骨・軟骨再生医療寄付講座 

医学部整形外科学教室 
医学部顎口腔外科学教室 
大学院医学系研究科附属疾患生命工学センター

臨床医工学部門 
医学部附属病院ティッシュ・エンジニアリング部 
 非ウイルス性遺伝子導入法の開発。非ウィルス

性 siRNA 導入法の開発。安全性と実用性に優れ

た再生軟骨、再生骨の作出。現実的な生産体制と

品質管理法の確立。臨床治験の推進と日常診療へ

の導入。骨・軟骨分化を簡便・正確・非侵襲的に

検出するシステムの開発。骨・軟骨分化に必要十

分なシグナルの決定。血管新生をともなう骨誘導

法の開発。骨・軟骨細胞シート培養法の開発。骨・

軟骨誘導薬のスクリーニング 
 
・高分子ミセル型ナノ・パーティクルを用いたデ

リバリーシステムによる新しい血管新生療法の

開発 
医学部附属病院ティッシュエンジニアリング部

血管再生医療講座 
工学系研究科マテリアル工学学専攻 
 当研究室では、循環器・血管疾患の遺伝子治療

を実現するための安全かつ効率的な非ウイルス

型遺伝子ベクター（高分子ナノミセル）の研究開

発を行っている。ブロック共重合体の自己会合に

より形成される高分子ナノミセルは、凝縮された

遺伝子(プラスミド DNA)を保持する内核が生体

適合性のポリエチレングリコール(PEG)外殻に

より覆われた構造を有しており、表層にはパイロ

ット分子を装着することが可能である。この天然

のウイルスの構造を模倣した高分子ナノミセル

は、生体内で内包遺伝子を DNA 分解酵素などか

ら保護し、タンパク質や細胞と非特異的な相互作

用をせず、パイロット分子を介して標的細胞に選

択的に取り込まれることにより、標的細胞への効

率的な遺伝子導入が実現できるものと期待され

る。我々は、このような高分子ナノミセルを利用
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して、動脈壁や筋組織への遺伝子導入を行ってい

る。 
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研究方針と研究内容 

本研究室は、種々の疾患の発症増悪のメカニズ

ムの探究と、それに関連する生命現象の生理的な

解明を主眼とし研究を行う。遺伝子ノックアウト

やトランスジェニックマウスの手法を用いた生

体における遺伝子操作の豊富な技術的背景に基

づき、各々の対象疾患に対して、可能な限り vivo
での解析を行う。したがって最終的には、研究成

果を新しい治療法の開発、検討にも結び付けて行

く方針である。未知の病態や生理現象の探究解明

に挑むという立場から、研究分野や戦略、技術に

おいて、ある特定の領域に限定することはせず、

多くの研究室とコラボレーションしながら幅広

く研究を行う。これは、基礎医学、臨床医学、お

よび工学の総合科学をめざす疾患生命工学セン

ターの趣旨に準ずるものである。また、研究対象

とする分子は、なるべく自分たちでクローニング

した新しい遺伝子、蛋白質とし、既知の現象の

detail の探究ではなく、novel insights の発見を

主眼とする。今後 5 年間は主に以下のプロジェク

トを中心に研究を行う。 
 

（１）動脈硬化とアポプトーシス  
動脈硬化において、硬化病変部に存在する主要な

細胞であるマクロファージの細胞死（アポプトー

シス）は、病態発生および進行に大きく関与する

と考えられているが、その制御機構や、実際の関

与の意義に関しては、明らかにされていない。本

研究室で発見したアポプトーシス抑制因子 AIM
は、マクロファージの脂肪泡沫化の主原因である

酸化 LDL によってマクロファージに特異的に発

現誘導されることが明らかになった。実際、動脈

硬化病変部のマクロファージは非常に強く AIM
を発現しており、高コレステロールにより誘導さ

れる動脈硬化は、AIM ノックアウトマウスにお

いて有意に軽減する。今後、AIM の受容体の単

離とそのシグナル伝達を解明することにより、

AIM がどのようにアポプトーシスを抑制するか

を明らかにする。また、機能的な抗 AIM 抗体を

樹立し、抗体投与による動脈硬化の予防と治療の

可能性を探究する。   
 
（２）ポリコーム分子によるエピジェネティック

スと発癌抑制のメカニズム  
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発癌の重要なメカニズムの一つに、ゲノムのエピ

ジェネティッカルな制御の異常によるゲノムの

不安定化がある。このエピジェネティックスを制

御している重要な分子群がポリコーム・グループ

分子（PcG）である。我々は、ｍｂｔドメインを

持つユニークな PcG に着目し、それらの生理機

能と白血病を中心とする発癌との関係を研究し

ている。そのうちの一つとして、我々が新しく同

定した核タンパク質である MBT-1 がある。

MBT-1 は血球前駆細胞の分化を促進するが、増

殖に影響を及ぼさない。したがってそのノックア

ウトマウスでは、未分化な血球前駆細胞の白血病

様の蓄積がみられる。MBT-1 による血球の分化

特異的な制御のメカニズムの全容を解明すると

ともに、患者白血病細胞における MBT-1 欠損有

無の大規模なスクリーニングを行い、MBT-1 機

能不全の臨床的な関与の探究を行う。また、

MBT-1 発現誘導または強制発現による白血病細

胞の分化誘導療法の可能性も探る。 
 
（３）細胞分裂制御と細胞・体のサイジング、お

よび不妊、発癌 
我々はアポプトーシス関連遺伝子 DEDD が、細

胞分裂の進行を調節することによって、リボゾー

ム RNA およびタンパク質の含有量を制御し、結

果的に細胞、ひいては体全体の大きさを決定して

いることを発見した。さらに DEDD は栄養のセ

ンサーの一員としても働いていることや、細胞分

裂のアクションそのものに影響を及ぼしている

など、多彩な作用を有していることを見出してい

る。また、DEDD のノックアウトマウスは発癌

抑制、不妊など様々な症状を呈する。今後、DEDD
をめぐる分子メカニズムを完全に解明し、種々の

疾患の根本的なメカニズムへの関与、さらには

DEDD をターゲットとした治療法を開発して行

きたい。 
 

（４）自己免疫性糖尿病の病態解析  
インスリン依存性糖尿病(IDDM)は自己免疫疾患

であり、様々な遺伝子座の遺伝的変異により発症

することがわかっており、その解析には、IDDM
のモデルマウスである NOD マウスが主に用いら

れている。IDDM の発症、増悪を解析する強力な

手段として、個々の関連遺伝子をノックアウトし

た NOD マウスを作製することが考えられるが、

現在までの所、ノックアウトマウスを作製するた

めに必要な胎性幹細胞（ES 細胞）は 129 系、

BALB/c 系または C57BL/6 系由来のものに限ら

れている。そのため、NOD マウスの遺伝的背景

を有するノックアウトマウスを作製するために

は、一旦、非 NOD の遺伝的背景でノックアウト

マウスを作製し、NOD マウスに戻し交配する方

法しかないが、長い時間をかけて交配を重ねても、

標的遺伝子の近くに存在する遺伝子群が（ES 細

胞由来の）非 NOD 系のものであるため、マウス

を解析した結果の解釈が困難であった。本研究室

では、九州大学第一内科の永淵正法博士との共同

研究により、NOD マウス由来の ES 細胞の培養

条件などを確立した。この細胞を用い、純粋な

NOD の遺伝的背景を有するノックアウトマウス

を作製することにより、様々な遺伝子の糖尿病発

症に対する正確な関与を明らかにしてゆく。 
 
（５）先天性代謝異常疾患プロピオン酸血症の新

しい治療法の確立 
プロピオン酸血症はプロピオニル CoA カルボキ

シレースの先天的欠損により、出生後急激な代謝

性アシドーシスを発症し、時に死に至る小児疾患

である。現在までの所、効果的な治療法としては

食餌制限しか無く、最近肝移植が試みられている

ものの、患者への浸襲と長期的な与後については

未だ確立したデータはない。我々は、カルボキシ

レースアルファ鎖の遺伝子ノックアウトマウス

の作製により、モデルマウスのシステムを樹立し
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た。また、ノックアウトマウスにおいて、肝臓特

異的にカルボキシレースの酵素活性を補うこと

により病状を完全に回復させ得ることを示した。

この結果をもとに、今後、肝幹細胞を胎児期、も

しくは新生児期に直接肝臓に移植し、正常肝細胞

とのキメラ肝とすることにより、病気の根本的治

療の確立をめざす。 
 

教育および教室としての活動 

書庫医学生物学の研究には、アイデア、戦略、

実験技術の 3 つが不可欠であると考える。したが

って、学生の間に出来る限り広範囲な技術を習得

し、ポスドクの期間に研究のアイデア、戦略を養

っていくことを教育の目標としている。また、教

授（宮崎）の長期に渡る海外での研究歴によって

培われた幅広い交友関係を基に、海外の第一線の

研究者によるセミナーシリーズを定期的に組織

したり、若手研究者が英語でディスカッションで

きる場をなるべく多く作るなど、インターナショ

ナルな研究環境を築いている。平成 18 年に研究

室を開設以来、以下のような活動を継続している。 
 

DBELS（Disease Biology Excellent Lecture Series） 
医学・生物学は、臨床・基礎それぞれにおいて過

去めざましい発展を遂げてきた。我々医学に携わ

る者が目指す次のステップは、臨床・基礎の双方

がこれまで築いてきた研究成果、研究戦略、アイ

デアそしてテクノロジーを十分に融合させ、病気

の根本的な原因となるメカニズムを明らかにし、

それによって対症療法にとどまらない新しい、革

新的な治療法を開発してゆくことにあると考え

る。そうした先進的な視点から、研修医・若手の

医局員の先生方、さらに学生の方々を対象とした

レクチャー・シリーズを開催している。分子メカ

ニズムから個体としての疾患まで見通すような

研究を行う、国内・外の一線の研究者を招待し講

演をしていただいている。 

第１回：Towards Development of Novel Therapy for 
Atherosclerosis by AIM (Apoptosis Inhibitor of 
Macrophages) ／宮崎徹（東京大学大学院医学系

研究科疾患生命工学センター分子病態医科学 

教授） 
第 ２ 回 ： 細 胞 老 化 と 疾 患  ― Sir2/Sirt1 と

Nampt/PBEF/visfatin の代謝・老化制御における

役割／今井眞一郎（ワシントン大学医学部助教授） 
第３回：初期発生過程における細胞分化運命決定

機構／丹羽仁史（理化学研究所 発生・再生総合

研究センター） 
第４回：Studies of the Cellular Topology of 
Prion protein: A novel view for its physiological 
function／遊佐精一（チューリッヒ大学・神経病

理部門） 
第５回：ＡＫＴの活性化と発ガンの分子機構／野

口昌幸（北海道大学 遺伝子病制御研究所 教授） 
第６回：マウスミュータジェネシスプロジェクト

と遺伝性難病モデル／山村研一（熊本大学 発生

医学研究センター 教授） 
第７回：タンパク質間相互作用を標的とした新し

い in silico 創薬方法論の開発／田沼靖一（東京

理科大学薬学部 教授） 
第８回：Genetic Pathways to Systemic Autoimmunity 
／Edward K.Wakeland（テキサス大学教授 教授） 
第 ９回 ： Deciphering the Signaling Pathways 
Regulating Host Immunity against Mycobacterial 
Infections: Maintaining the Balance ／ Jean 
Pieters （University of Basel 教授） 
第 10 回：Klotho 蛋白が制御する新たな生体応答

システム／鍋島陽一 （京都大学大学院医学系研

究科 教授） 
第 11 回：ゲノムに刻む抗体記憶／本庶佑（京都

大学大学院医学系研究科 教授 総合科学技術

会議議員） 
第 12 回：心筋梗塞後の心繊維化進行と予後に影

響をおよぼす新しい病態メカニズム  "A novel 
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role for the SFRP2 on myocardial 
infarction-associated fibrosis acting as a 
procollagen C-proteinase enhancer"／Thomas 
N. Sato（コーネル大学 教授） 
 
DBELS-EXTRA 
DBELS の extra-version として平成 19 年から開

始した、医学研究のために必要な実験技術のレク

チャーシリーズであり、主に大学院生、若手研究

者を対象として行っている。分子生物学、細胞生

物学、遺伝学、免疫学など各分野を専門としてい

る企業や大学、研究所のエキスパートによる、最

新の技術を含めた実験技術の講義・解説である。 
 
第１回：「効率の良いクローニングから蛋白質発現に

ついて」 
第２回：「様々なプロテオミクスアプローチと最近の

技術」 
第３回：「RNAi の原理から実験手法まで」 
第４回：「細胞の蛍光免疫染色」 
第５回：「タンパク質の相互作用解析」 
第６回：「miRNA の機能と網羅的プロファイリン

グ」 
第７回：「In situ Hybridization 法：データの評価に

ついて」 
第 8 回：「蛍光顕微鏡、共焦点顕微鏡を用いた細胞イ

メージング解析」 
第 9 回：「細胞観察から In Vivo Imaging の可能性」 
 
DBELS WORKSHOP 
DBELS WORKSHOP は、DBELS の趣旨に賛同

してくださる高名な先生方と、若手研究者・学生

を中心とした一般参加者が環境のよいリゾート

地に集まり、ゆっくりとした雰囲気の中、最上の

サイエンスの話を聞き、普段なかなか接すること

の出来ないと有名な先生方とこれからのサイエ

ンスを担う若手が直接接する機会を作る、という

目的で行うものである。第一回は 2007 年７月に

雲仙・普賢岳で行い盛況のうちに終了した。今後

も随時企画する予定である。 
 
Music and Science 
分子病態医科学部門発足記念行事として世界的

に有名なピアニスト Krystian Zimerman 氏をお

迎えして、氏の独奏演奏会と宮崎との音楽と科学

に関する討論会を開催した(平成 18 年６月)。 
 
客員教授 
平成 1９年 (２～４月)は University of Texas 
Southwestern Medical Center at Dallas の

Edward K. Wakeland 教授（遺伝学・免疫学）に、

平成２０年（３ ~５月）は Harvard Medical 
School の Diane Mathis 教 授 ( 免 疫 学 ) 、

Christophe Benoist 教授(免疫学)に当研究室に在

籍いただき、研究・教育・講演等に活発な活動を

行っていただいた。 
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沿革と組織の概要 

疾患生命工学センターは平成 15 年に設立され、

その後、各部門の人事選考が進行し、疾患生命科

学部門(Ⅱ)の初代の教授には、自然科学研究機構

生理学研究所の河西が選出され平成 16 年 7 月に

兼任で着任した。研究室が入る場所は医学部１号

館に予定された。しかし、医学部教育研究棟の完

成が遅れ、１号館を使用していた研究室が教育研

究棟へ移動を完了したのは平成 17年 10月であっ

た。そこで、河西研究室は自然科学研究機構生理

学研究所に平成 17 年 12 月まで留まり、平成 18
年 1 月に東大医学部１号館に移動した。河西は平

成 17 年 11 月より東大医学部の専任となった。平

成 16 年 7 月に岸本を助手に、平成 17 年 10 月に

松崎を助手に、平成 18 年 1 月に高橋を特任講師

に、野口を助教に採用した。平成 18 年 10 月に岸

本は転出し、田中淳一が 11 月に助教となった。

当部門は機能生物学専攻の協力講座として大学

院に属している。 
 

教 育 

平成 19 年度は、医学部 M1 学生に対する生理

学の講義、生理学総論 II（河西）及び内分泌各論

（高橋）を担当し、学生実習の内分泌を担当した

（高橋）。フリークオーター、及び、研究室配属

で 3 名の M2 医学部学生を指導した。 
医学修士過程の授業を 4 コマ担当した（河西）。

博士課程大学院生として機能生物学専攻２名、修

士課程大学院生２名、及び京都大学理学系の修士

課程受託院生が１名が在籍している。 
 

研 究 

我々は２光子励起法を機軸的な方法に用い、分

子生物学的な方法と電気生理学的な方法を組み

合わせて、脳および分泌細胞の機能と疾患の研究

をしている。２光子励起法ではフェムト秒レーザ

ーを光源に用いたレーザー顕微鏡法で、生体組織

のやや深部を最も少ない侵襲で顕微観察できる

手法である。これまで観察できなかった組織内の

生理的現象が観察できるので、既に、多くの成果

を生んでいるが、まだ、運用が難しいためそれほ

ど普及していない。河西研究室では、1996 年よ

り２光子励起法を用いた研究を開始し、この顕微

鏡法を開拓しつつ、研究を進めている。 
 

１） 大脳皮質グルタミン酸作動性シナプスの研

究 
平成 19 年も前年に引き続き、前任地で開始し
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ていた仕事を完成に導く作業を行った。推進した

仕事は以下のようである。i) スパインの細胞骨格

であるアクチン繊維の構築を光標識可能は GFP
プローブで明らかにする研究。静的な状態では二

種類のアクチン繊維があり、その生化学的な組成

がスパインの大きさに強く依存した。また、頭部

増大の際には第三の安定なプールが出現し、頭部

を押し広げる様子がわかった。ii) 長期増強の誘

発にはシナプスの強い反復刺激による古典的誘

発以外にシナプス後細胞の発火をシナプス入力

と同期させるスパイク時間依存的誘発がある。

我々は後者の方法でもスパイン形態可塑性が誘

発されること、その性質が本質的に古典的誘発の

場合と異なることを見出した。iii)スライス培養

条件でスパインの形態変化を統計的に解析して、

スパイン動態の全体像を理解することを可能に

する研究を進めた。iv) 動物個体において樹状突

起スパインの可塑性をケイジド試薬を用いて誘

発することに成功しており、方法論の確立を進め

た。 
また、松崎助教が中心となり、ケイジドグルタ

ミン酸の改良版の開発（文献 3）を行った。更に、

松崎助教は光で細胞を脱分極させることができ

る Channelrhodopsin 蛋白質を遺伝子導入した

マウスを用いて大脳皮質の単一細胞に対する入

力を三次元的に系統的にマップする実験を成功

させた（文献 2）。 
 

２）生理的分泌現象の研究 
代表的分泌細胞の分泌様式を２光子励起法で直

接的に可視化する研究を進め、前年にはこれを

TEP 画像法として集大成し、分泌小胞の大きさを

顕微鏡の空間解像以下でも測れる方法論を開発し、

TEPIQ 法と命名した(文献 5,6)。平成 19 年度はこ

の TEP 画像法を用いて膵臓ランゲルハンス島の

開口放出の中で未解明の度合いが強かった小型

小胞の開口放出を系統的に調べた（文献 4）。 

従来の膜容量測定法を用いた研究から、インス

リン開口放出より速い開口放出が大量に起きて

いることが推定されていた。TEP 画像法もこの

開口放出成分を確認し、TEIQ 解析の結果から、

この速い開口放出を担う小胞の大きさは直径平

均 80 nm と推定された。 
小型小胞の開口放出はインスリン小胞のそれ

と同様に cAMP で強く増強された。しかし、イ

ンスリン小胞とは異なり、その効果は PKA の阻

害剤では抑制されず、cAMP 依存性グアニンヌク

レオチド GEF である EPAC のアゴニストである

低濃度の CPT-cAMP で増強された。従って、

cAMP の作用は EPAC によって起きていること

が示唆された。ケイジド cAMP を用いた検討か

ら、インスリン開口放出に対する PKA を介する

cAMP の作用は約 5 秒の遅延があるのに対し、小

型小胞に対する cAMP の作用は、遅延の無い速

く起きることがわかった。また、インスリン開口

放出に対する cAMP の作用は後高グルコース刺

激が必要であるのに対し、小型小胞の開口放出は

高グルコース刺激を必要としなかった。 
これらのことから、小型小胞の開口放出は、多

くの条件でインスリン小胞の開口放出より速く

起きることがわかった。グルコース刺激時の小型

小胞の開口放出頻度を単純に求めるとインスリ

ン顆粒の百倍にも及ぶ。しかし、これは体積に換

算するとインスリン顆粒とほぼ同等の効果しか

持たず、面積変化からすると五倍の変化に相当す

る。従って、小型小胞の開口放出は、インスリン

分泌に先行して、膜や膜蛋白質を細胞膜に供給す

る役割があると考えられた。インスリン小胞には

高濃度の生理活性物質が含まれており、これが細

胞を障害する可能性は大いにある。小型小胞の開

口放出は、この障害作用からβ細胞を保護する役

割があることが推定された（文献 4）。 
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沿革と組織の概要 

平成 15 年 4 月 1 日に発足した医学系研究科附

属疾患生命工学センターの研究部門の一つとし

て設立されました。疾患生命工学センターは医学

系研究科と工学系研究科が相互乗り入れした初

めての新しい組織ですが，当該研究部門は，その

中でも工学サイドから基礎医学，臨床医学へアプ

ローチするという観点から，疾患生命工学の新し

い分野を切り拓こうとするものです。管理研究棟

および医学部１号館に研究拠点を置き，その他に

も工学部２号館，８号館，生産技術研究所にも関

連ラボを持ちながら，工学と医学との融合研究を

進めています。 
 

教育 

牛田教授は医学系研究科大学院および工学系

研究科機械工学専攻およびバイオエンジニアリ

ング専攻において組織工学、生体材料、バイオメ

カニクスの講義を担当している。また、医療ナノ

テクノロジー人材養成ユニットのコアメンバー

として講義を行い、実験，演習を指導している。

研究室内の研究会は工学系研究科再生医工学研

究室と合同で週１回開催され、医学・工学両面か

らの討論を行っている。研究成果に関しては積極

的な学会発表、論文報告を行えるよう指導体制を

整えている。 

酒井准教授は，大学院工学系研究科・化学シス

テム工学専攻およびバイオエンジニアリング専

攻においては，生体システムエンジニアリング）

を，それぞれ講義している。 
 

研究 

牛田研究室では再生医療の現場で用いるため

のシンプルかつ効率的な移植材料や診断システ

ムなどのツールや技術を基礎医学、工学的な視点

より創造することを目指している。そのプロジェ

クトのひとつは組織工学的技術による骨、軟骨や

血管といった組織の再生である。各組織の特徴に

適合した組織親和性材料を用い欠損部に自在な

形状を付与する技術を開発している。また、生体

が常にさらされている物理的刺激に注目し、シグ

ナルやバイオイメージングによる解析により細

胞応答メカニズムの解明を試みている。この物理

的刺激を従来の薬剤に代わる組織再生の誘導因

子として用いることができないか、その可能性に

挑戦している。 
 
１．再生医学 
１）材料工学  目的組織に適した生体適合性材

料の開発を行っている。人工血管を想定した生体

吸収性伸縮性材料の開発や血栓防止に有利な表

面素材の検討、骨形成に有利な骨用無機材料の開
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発、培養担体への三次元造形技術を用いた形状付

与の研究を行っている。 
２）組織工学  細胞と人工材料を組み合わせた

移植用ハイブリッド材料の作製を行っている。具

体的には合成高分子と軟骨細胞による関節軟骨

移植材料、間葉系幹細胞と無機材料による骨用移

植材料の開発が進行中である。 
２．バイオメカニクス 
１）細胞のメカニカルストレスへの応答解析  

細胞のメカニカル刺激の受容機構はいまだ明ら

かではない。独自に開発した負荷装置を用い、静

水圧刺激や伸展刺激、剪断応力刺激に応答するセ

カンドメッセンジャーやシグナルの変化を定量、

可視化することでメカニズムの解明に挑んでい

る。さらに適切に加わった物理刺激は細胞の分化

調節に関与していることを明らかにしてきた。 
２）メカニカルストレスを応用した組織形成  

静水圧刺激の軟骨分化への効果を利用して、開発

した長期培養が可能な静水圧付加装置により組

織工学的に作製した軟骨組織の成熟化を行って

いる。 
 

酒井研究室は，「人体システムの工学的な再構

築」を最終目標として掲げ，化学システム工学を

バックグラウンドに，ヒト臓器細胞培養を基本技

術としながら，疾患治療から診断・やや広い意味

でのヒト環境応答評価などに役立つ新規のシス

テムやデバイスの開発を行っている。具体的には，

第一に，臓器前駆細胞の増殖分化制御と生体吸収

性樹脂担体の三次元造型とを組み合わせ， in 
vitro である程度育成することで，生理学的意義

のある大きさをもったヒト大型内臓を再構築す

ること，第二に，マイクロ流体デバイス作製技術

やマイクロセンシング技術とを組み合わせるこ

とで，化学物質の体内動態を実験的に記述する人

体代謝モデルを開発すること，である。これらの

研究は多分に学際的であり，学内外の研究者と広

く共同研究を進めている。このような研究テーマ

を進めるにあたって最も重要な点は，異なる学問

領域で発展してきた要素技術を工学的視点から

目的意識的に融合活用することである。現在進行

中の研究テーマを以下に示す。 
３）ヒト大型臓器の再構築 
―ヒト埋め込み型肝組織のデザイン・製作・生体

外育成 
―幹または肝前駆細胞の増殖分化制御と利用 
―セミボトムアップ的組織工学 
４）ヒト臓器 in vitro モデルの開発と利用 
―マイクロ臓器モデルの開発 
―細胞の二次元・三次元パターニング 
―ヒト代謝シミュレータ（オンチップ人体）開発 
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沿革と組織の概要 

疾患生命工学センター附属臨床医工学部門は、

平成 15 年 4 月 1 日に発足しました。当部門は、

東京大学ナノバイオ・インテグレーション研究拠

点・東大病院先端医療開発研究クラスターの「未

来型ナノ医療の実現」における一翼も担っていま

す。工学部、医学部、東大医学部附属病院内に存

在するティッシュエンジニアリング部および医

工学連携部と積極的な人的、学問的交流を行って

おります。さらに、平成 16 年度から始まった東

京大学工学系・医学系連携教育プログラム「医療

ナノテクノロジー人材養成ユニット」と平成 17
年から始まった東京大学ナノバイオインテグレ

ーション研究拠点の中核組織として、産業界との

連携をも推進し、新たな医療ベンチャーの創出や

医療ナノテクノロジーに深い造詣を持った医師

や工学技術者の育成に貢献する事も大きな目標

としています。当部門は教授 1，助教授 1，講師

1 及び、上記人材養成ユニットに所属する特任教

員若干名より構成されています。 
部門では、革新的ナノ医療を実現することを目

指しています。近年、原子・分子のサイズや精度

で も の を 加 工 （ processing ） し 、 組 み 立 て

（assembly）、高次な機能を持つユニットを形成

する技術、すなわちナノテクノロジーが、21 世

紀を先導する学術分野として大きな注目を集め

ています。ナノテクノロジーが創り出す素材とシ

ステムがナノスケールで一体化したデバイスで

ある「ナノデバイス」は、「必要な時 (time) に、

必 要 な 部 位  (location) で 、 必 要 な 機 能 
(function)」を最小限の侵襲で達成する QOL に優

れた未来型医療システム実現の鍵を握っている

と言えます。さらにナノデバイスは、基礎医学・

生物学の成果を臨床応用へと迅速に展開する上

での重要なインターフェースとなることが期待

されます。本臨床医工学においては、ナノテクノ

ロジーを基盤とした革新的な「メディカル・ナノ

デバイス」を生みだす事を通じて、世界をリード

する「ナノ医療（Nanomedicine）」の概念を国内

外に向けて発信することを目標に研究を進めて

います。 
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教 育 

これまで我が国で行われてきた医工連携に代

表される活動は、異なる分野間の交流と共同研究

を推進することに主眼がありました。しかしなが

ら低侵襲診断と標的治療に代表される次世代型

医療分野と、ナノテクノロジーに代表される先端

工学分野の間には未だ強固な理解の壁が存在し

ます。そのため、互いの分野から的確にニーズや

シーズを抽出し融合することが難しく、これが革

新的医療及びその基盤となる産業の勃興・進展を

阻んでいます。臨床医工学では、医学と工学とい

う広汎かつ異なる分野からやって来る学生や大

学院生が、互いの背景を尊重しつつ、縦割りを廃

して活発に互いの領域に踏み込んで融合領域を

学習・研究し、未来医療のためのインテリジェン

ト型ナノデバイス開発に取り組むことのできる

最高の環境を提供する方針です。 
 

研 究 

医薬品は、飲む、注射する、点滴する、貼る、

など様々なルートで私たちの体内に投与されま

す。いずれの方法でも、薬物は血管というパイプ

ラインによって輸送され、標的部位に到達します。

そこで、細胞や組織にある受容体と結合すること

によって作用を発揮します。 
薬剤の開発においてシャーレの中の細胞に対

して作用が認められたとしても、細胞そのものと

は比べものにならない複雑なシステムである人

体においては、薬効が認められないだけでなく、

重篤な副作用が惹起されることも稀ではありま

せん。このような薬剤の有効性を妨げる大きな要

因として、薬剤の生体内での不安定性、標的に対

する低い到達効率および正常組織への非特異的

分布による副作用の発現などが挙げられます。逆

説的に言えば、薬剤の血流中での安定性を高め、

正常組織に分布することなく、標的に対し選択的

に薬剤をデリバリーすることができれば、薬剤の

有効性を飛躍的に高めることが可能となります。

このように、薬剤などの生理活性物質を「必要な

時に、必要な場所で、必要な量だけ効率良く作用

させる」システムは総称してドラッグデリバリー

システム (Drug Delivery System, DDS)と呼ば

れ、薬物治療の新しい概念として、近年、著しい

発展を遂げております。 
当部門では、親水性高分子のポリエチレングリ

コール(PEG)とポリアミノ酸からなるブロック

共重合体の自己会合により形成されるコア-シェ

ル型の高分子ミセルの DDS 応用について研究を

行っております。高分子ミセルは、その内核(コ
ア)を構成するポリアミノ酸の側鎖の化学構造を

変化させることにより、疎水性相互作用、金属錯

体形成および静電相互作用を介して様々な薬剤

（疎水性薬剤、金属錯体および核酸・タンパク質

医薬品）を安定に内包することができ、薬剤の放

出速度を制御することが可能です。また、高分子

ミセルは、天然のウイルスに類似した数十ナノメ

ートルの粒径と表面に高密度の PEG ブラシを

有するために、生体内において異物として認識さ

れず、血流中を長期滞留することができます。さ

らに、高分子ミセルは、正常組織に比べて新生血

管の増生と血管壁の著しい透過性の昂進が顕著

である固形がんに効果的かつ選択的に集積し、

様々な制がん剤を内包した高分子ミセルに関し

て抗腫瘍効果の著しい増強および副作用の軽減

が認められております。実際に、制がん剤アドリ

アマイシン、タキソール、シスプラチンを内包し

た高分子ミセル製剤に関しては、国内外で実用化

に向けた臨床治験が実施されております。 
現在、当部門では、このような高分子ミセルに、

標的細胞を認識する機能(標的指向能)や環境に応

答して内包薬剤を放出する機能(環境応答能)など

の種々のスマート機能を賦与することにより、病

巣を認識して機能発現する医療用ケミカルナノ

マシンを構築し、治療の有効性および選択性を高
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めることを目標とした研究を行っております。さ

らに、可視光などの外場エネルギーに応答して、

治療効果を発揮する高分子ミセル型ナノマシン

の開発も行っております。将来的には、診断機能

と治療機能を一体化したシングルプラットホー

ム型ナノマシンを構築することを目標としてお

ります。 
近年、遺伝子治療や RNA 干渉による疾患遺伝

子のノックダウンは、従来の治療法では対処困難

であった疾患の治療法として注目されています

が、有効なデリバリーシステムが存在しないこと

が臨床応用への大きな障壁となっております。そ

こで当部門では、プラスミド DNA および siRNA
のデリバリーシステムとして機能する高分子ミ

セル型ナノベクターの開発を行っております。上

述の外場エネルギーに応答する機能をナノベク

ターに統合することも可能であり、in vivo で狙

った場所に遺伝子および siRNA を導入する革新

的な技術として期待されます。さらに当部門では、

3 次元造形により空間的に構造を制御した足場材

料(scaffold)と分化誘導因子を発現するナノベク

ターを組み合わせることにより、細胞移植を必要

としない再生医療のためのインプラントの開発

も行っております。 
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沿革と組織の概要 

健康・環境医工学部門は疾患生命工学センター

の一部門として新たに開設された研究室で、医学

部１号館にある。2005 年 1 月 1 日から教授が就

任後、准教授・助教をはじめスタッフと博士研究

員・大学院生・卒論研修生が揃い、2006 年４月

からは研究室としての態勢が整った。スタッフは、

長年、国立環境研究所において、環境有害因子と

健康に関する研究に従事してきた。本研究室のミ

ッションは下記の研究内容に記載する内容であ

る。 
 
研究内容 

今日、こどもたちの健康への歪みが、学習機能

障害、免疫機能異常、生殖機能異常、さらには生

活習慣病として発生し、罹患率も非常に増えてい

ることが懸念されている。これらの疾患の成り立

ちを、「内的環境」因子だけから説明することは

困難である。すなわち、大気・水・土壌や食品中

に含まれるダイオキシン・「環境ホルモン」、重金

属をはじめとする様々な「外的環境」因子への曝

露が関係している可能性が高い。特に、感受性が

高い時期に、様々なこれらの「外的環境」因子に

曝露することによって、その曝露が複層的に「内

的環境」を乱して「負の刷り込み」とでも言うべ

き現象を引き起こし、出生後に高次脳機能・生殖

系や免疫機能の変調を引き起こすことが、疫学

的・実験的研究から報告されている。 
環境中に存在する様々な物質をすべて取り上

げることはできないため、現在は、ダイオキシン

や PCB に主な焦点を当てている。その理由は、

社会的にも健康影響が懸念されているというだ

けでなく、生体に対する特異的受容体が存在して

おり、ヒトが曝露するレベルに近い用量で、内分

泌系障害、学習機能障害、免疫機能異常、生殖機

能異常に影響がでることを私たち自身の手によ

って明らかにしてきた物質だからである。 
研究の進め方としては、フォワード・トキシコ

ロジーのアプローチにより、個体(in vivo) にお

ける影響指標（endpoint）について量・反応関係

に基づき解明しつつ、ターゲット分子とその遺伝

子から病態を解明するリバース・トキシコロジー

のアプローチを取っている。 
研究部門全体の研究テーマとしては、（１）環
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境有害化学物質（ダイオキシン・ＰＣＢ、重金属

など）の分子・細胞レベルにおける毒性発現メカ

ニズムの解明を中心に、さらに（２）動物種間、

あるいは同一動物種の系統間における感受性の

違いの分子基盤の解明、（３）個体・細胞・遺伝

子レベルにおける化学物質による毒性評価技術

の開発、（４）環境・食品の安全基準作りのため

のリスク評価手法の開発と応用を行っている。 
 

教 育 

この 30 年間の間に、日本におけるライフサイ

エンスの科学的水準は飛躍的に進歩したが、残念

ながら、環境毒性学（Environmental Toxicology）

は、日本のほとんどの大学・大学院の医学・薬学・

看護・保健学のカリキュラムに十分な位置づけが

なされていない。本研究部門は、ライフサイエン

ス、臨床医学、工学を環境科学に融合させて、環

境因子の健康影響とそのメカニズムの解明につ

いての研究・教育を行っている、ユニークな、大

学の研究部門である。  
大学院の教育では、医科学修士課程における教

育を担当している。また、平成 18 年度以来、医

学共通科目で「環境健康科学概論」を開講するこ

ととなった。講義は、医学のみならず、環境・人

間・生態系に関心のある大学院生を主たる対象と

し、一連の講義は、環境健康科学が包摂する広い

専門領域分野における基礎から最新の知見をカ

バーするような編成とした。 
主な講義内容は以下の通り： 

１）環境・人間・生態系――健康環境科学とは？ 
２）化学物質による発癌とその分子機構 
３）化学物質の新たな作用メカニズム 
４）内分泌かく乱物質の次世代影響：環境疫学か

らのアプローチ 
５）微小な宇宙：子宮に及ぼす内分泌撹乱とは？ 
６）環境生殖内分泌学への誘い 
７）脳の性分化～「環境ホルモン」は脳を女性化

するか？ 
８）大気と地下水に遍在する親電子性物質の生体

影響と細胞応答 
９）環境因子は、脳の発達をどのように修飾する

か？   
10）人間と鉛との付き合い：同位体分析から分か

ること 
11）毒か薬か栄養か？ 微量元素セレンの多彩な

作用 
12）omics の時代のトキコロジー：－DNA ﾏｲｸﾛｱ

ﾚｲから尿の NMR まで－ 
13）高次脳機能～化学物質による学習機能の撹乱 
14）男性生殖機能のかく乱と環境化学物質： 影

響と分子メカニズム 
15）発展途上国における環境と健康 

学部教育においては、医学科学生の衛生学、な

らびに、健康科学・看護学科の薬理・毒性学の、

主として環境毒性学についての講義を担当して

いる。 
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動物資源研究領域 
 
教授  

野本明男  
助教  

花木賢一、平田晴之  
 

ホームページ http://www.cdbim.m.u-tokyo.ac.jp/research/01_06.html 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
沿革と組織の概要 

動物資源研究領域は、その前身である医学部附

属動物実験施設が昭和 46 年 4 月に設置された。

そして、昭和 47 年 4 月の施設建設と同時に管理

者として専任教員が着任している。建物は昭和

48 年 3 月に竣工し、4 月より施設運営が開始され

た。 
平成 13 年 4 月には医学系研究科附属へ移行し、

平成 15 年 4 月には附属疾患生命工学センター発

足に伴い、研究基盤部門の一つとして改組され現

在に至っている。職員は教員 3 名の他、技術職員

2 名、事務係長 1 名、教務補佐員 1 名、技術補佐

員 3 名、事務補佐員 4 名より構成されている。さ

らに、動物飼育の一部、空調管理、器材洗浄を外

部委託しており、外部契約職員 10 名前後が施設

内で就労している。 
動物実験施設で飼育中の実験動物は、マカク属

サル、イヌ、ブタ、ウサギ、モルモット、ラット、

マウス、ニワトリである。また、平成 19 年度末

時点での利用登録者数は 301 人である。施設は全

学共同利用であるが、医学系研究科の研究者の利

用が圧倒的に多い。 
動物実験施設は竣工後 34 年が経過し、建物と

設備の老朽化が著しく、平成 19 年末より約 10
ヶ月の予定で改修工事が始まった。工事期間中の

施設代替場所としては、医学部１号館の一部をコ

ンベンショナル動物飼育室及び実験室として改

装して運用を開始している。また、同時に医学部

教育研究棟９階Ⅱ期の SPF マウス飼育施設を整

備し、運用を開始した。 
 
業 務 

2 名の助教は獣医師の資格を有し、施設内の実

験動物の獣医学的管理、全学の実験動物授受に際

しての衛生証明書発行を行っている。動物資源研

究領域事務室は医学系研究科動物実験委員会事

務局を兼務しているため、助教は医学系研究科内

の動物実験計画書に対する助言も行っている。さ

らに、助教は動物実験施設の改修に伴う退避場所

と改修後の施設設計立案、関係部署や請負業者と

の打合せ、利用者への対応にも当たっている。 
 

教 育 

学部教育では、医進内定者（M0）に対して「実

験動物資源学」の授業を担当している。遺伝子組

換え生物、疾患モデル動物といった各論に当たる

内容は、時間の制約と他科目との重複を考慮して

省略し、総論として「動物福祉と法規制」「動物

実験の洗練」「動物育種と実験動物種」「実験動物

の微生物統御と動物由来感染症（人獣共通感染

症）」について講義を行っている。また、医学系

研究科動物実験委員会が主催している動物実験
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講習会の講師を担当している。内容は「法律及び

規則等の遵守に関する事項」「動物実験等の実施

及び実験動物の取扱いに関する事項」「実験動物

の飼養保管に関する事項」「安全確保及び環境保

全に関する事項」「実験動物学総論」から成る。

平成 19 年度は 7 回開催し、970 名の動物実験従

事者が受講した。 
 
研 究 

研究の主体は助教が担っており、それぞれ異な

るテーマについて取り組んでいる。具体的には、

診断技術として「核酸シグナル増幅法に基づく微

量抗原検出技術の研究開発」と寄生虫感染症に対

する新しい治療戦略開発を目指しての「寄生虫感

染症における宿主免疫回避機構の解明」である。

この他、施設衛生管理の高度化を目指して、SPF
動物の新しい微生物モニタリング法の研究も行

っている。 
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放射線研究領域 
 
教授  

宮川 清  
准教授  

細井義夫  
講師  

鈴木崇彦  
助教  

榎本 敦、桂 真理、細谷紀子  
 

ホームページ http://www.cdbim.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
沿革と組織の概要 

本教室は疾患生命工学センターの研究基盤部

門に属して、医学系研究科の放射線研究領域にお

ける研究基盤を構築することを主たる業務とす

る。沿革は、2003 年の疾患生命工学センターの

発足に伴い、かつての放射線基礎医学講座と放射

線研究施設の 2 つの教室が母体となって新たな

組織となったことに由来する。 
研究基盤として重要な業務に医学系研究科に

おける放射性同位元素研究施設の管理がある。管

理に携わる教員としての室長と放射線取扱主任

者は医学部と病院の 2 つの事業所とも本教室よ

り選任されている。管理体制および施設の使用状

況について本年度は大きな変化はない。 
本教室は疾患生命工学センターの中では研究

部門でなく研究基盤部門に属するために、医学系

研究科における役割としては研究基盤の業務が

重要となるが、それに加えて放射線による人体影

響の教育研究を教室の最も重要な役割としてい

る。沿革の経緯より、まだ活動が広く分散してい

る傾向があるが、新体制においては放射線の人体

影響における分野で先導的役割を果たすべく組

織の構築を行なっている。 
 
教 育 

医学科における放射線基礎医学の講義を担当

している。これは放射線の物理・化学から始まり

生物学の基礎的な部分の理解を目的とする。その

後、安全な放射性同位元素の取扱いを習得するこ

とを目的とした実習をアイソトープ総合センタ

ーにおいて２日にわたって行なっている。 
さらに近年は M2における放射線基礎医学の講

義も担当している。これは臨床の現場において放

射線を安全に使用するために必要な知識を習得

することを目的としている。この背景には、医療

において様々な放射線を利用した診断・治療技術

が導入されているにもかかわらず、それらの人体

影響に関する知識の不足から問題が発生してい

る事実がある。このような医療被ばくに加えて、

この講義では緊急被ばく医療に対する対応につ

いても教育を行なっている。これはまれな事象で

はあっても事故や災害などで大規模な被ばくが

おきた場合を想定して医療に携わる人間が誰で

も知っておく事で被害を最小限に抑えることを



506 東京医学・第 116 巻・平成 20 年 10 月 

 

目的とするものである。このような教育はこれま

でに例のないものである。 
健康科学・看護学科の 3 年では放射線保健学の

講義と実習を担当している。講義では放射線防護

に重点を置きながら広く放射線の人体影響に関

する知識の習得を目的としている。実習では放射

線の簡単測定を行なっている。 
大学院では学部教育と比べて放射線による

DNA 損傷応答に関する分子生物学に重点を置い

た教育を行なっている。 
これらの学生に対する教育に加えて、放射性同

位元素の安全管理において新規利用者に対する

教育訓練と継続者に対する教育訓練を 2 つの事

業所において頻繁に行なっている。 
 

研 究 

疾患生命工学センター発足以来、低線量放射線

の生物影響、DNA 二重鎖切断に対する非相同的

断端結合（nonhomologous end joining: NHEJ）、

DNA 損傷に応答する細胞死、放射線治療におけ

る増感作用など幅広く放射線生物学の研究が行

なわれてきた。2005 年、新しい体制になってか

らは DNA 二重鎖切断に対する修復機構の中でも

相同組換え修復を中心として研究を展開してい

る。 
相同組換え修復の早期において大腸菌では

RecA、出芽酵母では RecA のホモログである

Rad51 が中心的役割を担う。歴史的経緯からこの

ような生物における研究が活発に行なわれてき

たが、ヒトのような高等動物では DNA 二重鎖切

断修復における役割は重要視されていなかった。

しかし、その後の研究によってもう一つの重要な

修復機構である NHEJ と比べても遜色なく高等

動物でも二重鎖切断修復に重要であることが確

立されている。これら二つの大きな相違点は、ま

ず NHEJ はどの細胞周期でもはたらくのに対し

て相同組換えは修復の鋳型として姉妹染色分体

を用いるために DNA 複製期から細胞分裂期に限

定されることである。もう一つは、NHEJ では断

端が結合するだけであるので、遺伝子の異常が生

じる可能性があるのに対して、相同組換えは切断

されていない染色体を鋳型として修復するため

に正確な修復が期待できることがある。 
本研究室では相同組換え修復の中で、Rad51

と構造的に類似している Rad51 paralog と呼ば

れる蛋白質群の機能解析を行なっている。体細胞

においてはこのグループに属する因子が５つ存

在する（Rad51B、Rad51C、Rad51D、XRCC2、

XRCC3）。これらは構造的には類似しているのに

もかかわらず、各々が独自の機能を有していると

考えられているが、その詳細は不明である。そこ

でヒト体細胞株においてこれらの遺伝子の発現

をノックアウトあるいは RNA 干渉によって低下

することによって解析を行なってきた。 
Rad51B は子宮筋腫を筆頭とする種々の良性

腫瘍において染色体転座によって機能異常をき

たしている。この遺伝子の機能低下ヒト細胞は、

Rad51 に依存した相同組換え修復の機能低下を

きたしている。それに加えて中心体構造異常と染

色体の数的な異常である異数体増加が観察され

た。これらの異常は遺伝子の機能が半分に低下し

た状態でも観察されることより、Rad51B の量に

依存した中心体と染色体の安定化機構が存在す

ることが明らかとなった。このような DNA 修復

機 構 に よ る 染 色 体 安 定 性 の 維 持 の 観 点 か ら

Rad51 paralog の研究を展開している。 
相同組換え修復の中期から後期にかけての分

子 機 構 は ま だ 多 く の 点 が 不 明 で あ る が 、

Mus81-Eme1 複合体が組換えの中間体を解消す

る機能を有することが報告されている。その後の

研究で、この複合体はむしろ停止した複製フォー

クの解消に重要であることが明らかとなった。そ

こで、この複合体の機能解析をヒト細胞において

行なった。ところが予想に反して、これらの変異
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細胞は複製阻害剤よりも DNA 架橋剤に対して高

い感受性を呈した。現在のがん治療において高頻

度に使用される薬剤はシスプラチンを代表とす

る白金製剤である。これらは DNA 架橋剤である

ことより、Mus81-Eme1 のがん治療への応用を

視野にいれた研究も展開している。 
このように相同組換え修復の異常は染色体の

数的異常と密接に関連する。ヒトの疾患において

は乳がんにおいて相同組換え修復の異常が存在

することが確立しているが、その他のがんの病態

にも関与することが想定される。さらには非がん

病変への関与も考えられる。このよう本研究は疾

患の病態研究に寄与するが、一方ではがん治療に

おける基盤的研究としても重要である。放射線や

多くの抗がん剤は DNA 二重鎖切断によって抗腫

瘍効果を発揮する。ところが通常はそれに対して

修復機構がはたらくために必ずしも DNA 切断が

細胞死に至るわけではない。このようながん細胞

における修復機構の詳細が解明されれば、それを

標的とすることによって現在のがん治療をより

有効性の高いものにすることも可能である。この

ような視野から本教室の研究を今後も展開して

いきたい。 
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医工情報研究領域 
 
助教  

波多野賢二  
 

ホームページ http://www.cdbim.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 
 
 
 
 
 
 
 
組織の概要 

本領域は、疾患生命工学センター研究基盤部門

の一つとして、2003 年度に発足した。医学系研

究科の研究科ネットワークの維持管理、研究用サ

ーバーの運用を医学系研究科情報化推進室と共

に担当するとともに、情報ネットワーク技術によ

る医学研究支援を目的とした実務と研究を行っ

ている。 
 
研 究 

・医学用語とコードの標準化 
医学情報の基礎単位である医学用語と、医学用語

の分類コード体系の標準化に取り組んでいる。最

も基本的な医学用語である病名用語（診断名・疾

患名）を中心に、用語集編纂の実作業に携わると

ともに、情報の電子化をふまえた医学用語の標準

化の手法に関して研究を行っている。 
また、ターミノロジー・オントロジーとして欧米

などで盛んに研究されている用語概念の体系化

手法を適用することによる日本語医学用語・医学

概念の体系化の試行、自然言語解析の手法を応用

した自由入力用語の自動分類システムの構築な

ど、医学用語の体系化に関わる研究を進めている。 
・医学情報の分散処理システム 
標準的な医学用語情報を効率的に配布し普及を

促進する手段として、ネットワークを利用した分

散処理システムに着目し、インターネット上で医

学用語処理を分散実行するメソッドを提供する

サーバーシステムを構築し有効性の実証実験を

行っている。 
・臨床研究における個人情報の匿名化 
ヒトゲノム研究などの臨床研究における個人情

報のプライバシーと匿名化手法について、実務を

通じて実効的かつ効率的な手法を研究している。 
・電子化診療情報のバリデーション 
PKI・電子署名・タイムスタンプなどの技術を用

いて、電子化された診療情報の真正性を保証する

手法について、現在は主に紙文書をスキャンした

電子化ファイルを対象に研究を行っている。 
・研究用ネットワークのセキュリティ 
研究科内ネットワーク・医学教育支援電算機シス

テム等の管理を通じて、研究用ネットワークの可

用性を維持しつつ情報セキュリティを高める技

術について検討を行っている。 
 
主な研究テーマ： 

  情報ネットワーク技術を利用した医学研

究・教育支援 
 医学用語とコードの標準化 
 医学ターミノロジーとオントロジーの構築

による医学知識の体系化 
 ネットワーク技術を用いた医学用語情報の

分散処理 
 医学研究におけるプライバシーと個人情報

の匿名化手法 
 医学文献の電子化とインデクシングの手法 
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 電子化診療情報のバリデーション手法 
 研究用ネットワークのセキュリティ 
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医学教育国際協力研究センター 
 
センター長・教授  

山本一彦  
教授  

北村 聖  
講師  

大西弘高  
助教  

錦織 宏  
 

ホームページ http://www.ircme.u-tokyo.ac.jp/ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
沿革と組織の概要 

東 京 大 学 医 学 教 育 国 際 協 力 研 究 セ ン タ ー

(International Research Center for Medical 
Education: IRCME)は 2000 年（平成 12 年）に

発足した。東京大学に約 20 箇所あるセンターの

一つであり、大学直轄の部局であるが、医学部お

よび附属病院とは協力関係にあり、事務は医学部

事務が担当している。当センターは文部科学省が

国際教育協力及びその研究を推進するための基

盤センターの位置づけであり、同様のセンターと

して広島大学、筑波大学には教育、名古屋大学に

は農学と法学、豊橋技術科学大学には工学の各国

際協力研究センターが設置されている。したがっ

て、本センターは国際教育協力及びその研究が大

きな看板であるが、同時に医学部ならびに附属病

院とも密接な連携を保ちながら東京大学の医学

教育を発展させている。 
近年の傾向として、発展途上国への医学教育領

域における国際教育協力活動が増えつつある。ま

た、医学教育、国際協力に関連した各種シンポジ

ウム、セミナー等も活発に実施している。将来的

には、医師に限らず、全国の医学部の国際貢献に

関心のある医学生たちとの繋がりをより密にし

て、今後の人材養成に貢献すべくネットワーク化

し、より活発にコミュニケーションをとれるよう

にしたいと考えている。 
 
各部門の活動 

１） 医学教育国際協力研究部門 
医学教育（医療者教育全般を含む）のあり方を

幅広く研究する部門である。国際的に急速に発達

しつつある医学教育という領域に関し，理論・実

践をも含めた研究を展開すると共に，国内外で教

育実践を改善するための様々な活動をも重視し

ている． 
一方、学内の卒前医学教育のカリキュラム開発・

評価を行うと同時に、PBL テュートリアル、臨床技

能実習などの指導にも参加している。フリークォー

ター、研究室配属の実習担当施設としても学生を受

け入れている。以上の活動を医学教育研究としてと

らえ、国内外での発表活動を行っている。 
 

２） 医学教育国際協力事業企画調整・情報部門 
医療者教育分野（医・歯・薬・看護・公衆衛生・
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リハビリテーションなど）における国際教育協力

の推進を担当している。国際協力機構（JICA）・

国際協力銀行（JBIC）が企画する医学教育関連

の ODA プロジェクトにおいてリーダーシップを

発揮し、「顔のみえる」、「心の通い合う」国際協

力を目指す。具体的活動内容を以下に示す。 
1． JICA アフガニスタン医学教育プロジェクト

（2005 Jul～2008 Jun）とそのフォローア

ップ，及び東京大学医学教育協同研究センタ

ー（カブール医科大学）での協力。 
2. JBIC「インドネシア大学整備・保健医療人

材育成事業」に係る案件形成促進調査（2007 
Sep～Dec）。 

3. JICA ラオス国セタティラート大学病院医学

教育研究機能強化プロジェクト（2007 Dec
～2010 Nov）の受託。 

３）外国人客員教授部門 
医学教育の実践・研究に造詣の深い海外の専門

家を招聘している。客員教授は、本センターの活

動計画の策定や教育活動への助言・指導ならびに

共同研究を行う。センター主催の講演会やセミナ

ーなどを通して、学生・研修医に知的刺激を与え

るとともに、医学教育および国際協力に関する最

新の知見を外部に広く発信する。 
 
 
出版物等 
 
（１） 北村聖・黒川清・春日雅人編．臨床検査デー

タブック 2007-2008．医学書院．東京．2007 
（２） 北村聖．薬学共用試験 OSCE とは：医師・歯

科医師教育における OSCE の現状と課題．月

刊薬事 49，79-82，2007 
（３） 北村聖．ササッとわかる検査数値と健康度．講

談社．東京．2007 
（４） 北村聖，永井良三．特集医学教育の現状と展

望―生涯教育：わが国の現状．日内会誌 96，

94-100，2007 
（５） 大西弘高．研修医指導と教育理論．研修医指

導ケースアプローチ 2007，pp 12-21，羊土社，

東京，2007 
（６） 大西弘高，錦織宏，雨森正洋．自らのエラー

を患者に告白し謝罪すべきか．JIM 17，244-8，

2007 
（７） 大西弘高，高橋賢史，村井ひかる．会社の事

情のために適切な療養を受けられない患者に

どう対応すべきか？JIM 17，894-8, 2007 
（８） 大西弘高監訳．PBL：世界の大学での小グル

ープ問題基盤型カリキュラムの経験に学ぶ．

篠原出版新社．東京．2007 
（９） 大西弘高監訳．よくある症状-見逃せない疾

患：デキる臨床医はこのように考える．

MEDSI．東京．2007 
（10） 野村英樹，錦織宏，宮田靖志．製薬会社提供

の弁当，ボールペン，診療ガイドラインを受

け入れるか？．JIM 17，714-9，2007 
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東京医学会 第 2422～2445 回 集会一覧 

 

 
東京医学会 第 2422 回 集会 

日時：平成 19 年 4 月 12 日（木） 17:00～18:30 
場所：医学部二号館（本館） 1 階 小講堂 
演者：Jodie L. Babitt 博士 
(所属)Harvard Medical School, Massachusetts 

General Hospital (米国)  
演題：Characterization of the RGM family of BMP 

co-receptors 
主催：東京医学会 
共催：分子病理学 教室 
 
東京医学会 第 2423 回 集会 

日時：平成 19 年 5 月 23 日（水） 18:00～20:00 
場所：東京大学医学部附属病院 中央診療棟 2 7 階大会議室 

演者：Robert A. Star, MD 
(所属)Acting Director, 
      Division of Kidney, Urologic, and 

 Hematologic Disease NIH, NIDDK  
演題：Sepsis-induced Acute Kidney Injury  
主催：東京医学会 
共催：東京大学医学部附属病院 血液浄化療法部 
 
東京医学会 第 2424 回 集会 

日時：平成 19 年 6 月 6 日（水） 18:00～19:30 
場所：東京大学医学部教育研究棟 13 階 第 5 セミナー室 

演者：Prof. Edwin B. Fisher 
(所属) Department of Health Behavior and Health  

Education, School of Public Health, University 
of North Carolina at Chapel Hill, USA 

演題：An Integrative View of the Influence of  
Contexts on Health Behavior with Special 
 Reference to the Study of Social Support 

主催：東京医学会 
共催：精神保健学分野・精神看護学分野 

健康学習・教育学分野 
 
 

東京医学会 第 2425 回 集会 

日時：平成 19 年 7 月 24 日（火） 11:00～12:00 
場所：東京大学医学部鉄門記念講堂（医学部教育研究棟 14F） 

演者：Prof. Roger Kornberg 2006 年ノーベル賞化学賞受賞者  

(所属)Department of Structural Biology, Stanford University   
演題：Special Lecture; 
      “Molecular Basis of Eukaryotic Transcription” 
主催：東京医学会 
共催：分子生物学教室 
 
東京医学会 第 2426 回 集会 

日時：平成 19 年 10 月 16 日（火） 18:00～19:00 
場所：東京大学医学部附属病院 入院棟 15 階 大会議室 
演者：John J. Greer, PhD 
(所属) AHFMR Scientist 
      Professor, Department of Physiology, Centre for 

Neuroscience University of Alberta, Edmonton, 
Alberta, Canada  

演題：Pathogenesis and Etiology of Congenital  
Diaphragmatic Hernia: Insights from 
Animal Models 

主催：東京医学会 
共催：小児外科教室  
 
東京医学会 第 2427 回 集会 

日時：平成 19 年 10 月 9 日（火） 17:00～18:00 
場所：医学部教育研究棟 11 階 分子病理学ミーティングルーム 
演者：岡田 斉 博士 
(所属)トロント大学（カナダ） 
演題：Roles of HLA-B-associated transcript 3 ( Bat3 ) / Scythe 

in DNA damage response and development 

主催：東京医学会 
共催：分子病理学 教室 
   グローバル CEO プログラム 
   「生体シグナルを基盤とする統合生命学」 
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東京医学会 第 2428 回 集会 

日時：平成 19 年 10 月 19 日（金）  18:30～19:30 
場所：東京大学大学院医学系研究科 教育研究棟 13 階 

第 5 セミナー室 
演者：アラステア・キャンベル先生 
   (Alastair V. Campbell, M.A., B.D., Th.D) 
(所属) シンガポール国立大学医療倫理学研究所 
演題： 医療倫理の教育について 
    (Teaching Medical Ethics) 
主催：東京医学会 

①   生命・医療倫理人材養成ユニット  
②   医療倫理学教室 
③   生命・医療倫理人材養成ユニット 

 
東京医学会 第 2429 回 集会 

日時：平成 19 年 11 月 26 日（月）  17:00～19:30  
場所：東京大学附属病院,入院棟,1 階レセプションルーム 
演者：Professor Paul Zimmet, AO MD PhD 
(所属) *国際糖尿病研究所、教授・理事長・所長 
    *モナシュ大学、糖尿病学教授 
    *世界保健機関糖尿病疫学共同研究センター長 
演題：Diabetes-Treating and Preventing a Global 

Catastrophe  

主催：東京医学会 
共催：代謝・栄養病態学（糖尿病代謝内科） 
  
東京医学会 第 2430 回 集会 

日時：平成 19 年 11 月 28 日（水）  18:30～19:30 
場所：東京大学医学部附属病院入院棟A  15F 大会議室 
演者：Trevor Gibbs, MB.ChB., FRCGP,M.Med.Sc.,DA,FHEA  
(所属) 岐阜大学医学教育開発研究センター客員教授 
        Professor. University of St. Andrews 
演題：”Teaching in the Clinical Environment” 
   「臨床現場における研修医・学生教育」 
主催：東京医学会 
共催：東京大学医学教育国際協力研究センター 
       東京大学医学部附属病院総合研修センター 
       岐阜大学医学教育開発研究センター 
  
東京医学会 第 2431 回 集会 

日時：平成 19 年 12 月 11 日（火）   17:00～18:00 
場所：医学部教育棟11 階 分子病理学ミーティングルーム 
演者：平川 聡史 博士  
(所属）愛媛大学医学部附属病院 

演題：リンパ管新生：がん転移を拡大するＶＥＧＦ

ファミリーの役割 
主催：東京医学会 
共催：分子病理学 教室 
   グローバル COE プログラム 
   「生体シグナルを基盤とする統合生命学」 
 
東京医学会 第 2432 回 集会 

日時：平成 19 年 12 月 4 日（火）   17:00～18:00 
場所：医学部教育研究棟 11 階 分子病理学ミーティングルーム  
演者：Kaori Stansbury 博士 
(所属)  University of Pennsylvania(USA) 
演題: Control of lung vascular development by 

transcription factor Prx1 
主催：東京医学会 
共催：分子病理学 教室 
   グローバル COE プログラム 
   「生体シグナルを基盤とする統合生命学」 
 
東京医学会 第 2433 回 集会 

日時：平成 20 年 1 月 10 日（木）   18:30～20:00 
場所：東京大学医学部教育研究棟13Ｆ 第8 セミナー室 
演者：Gordon L. Noel, MD, FACP 
(所属) 元 東京大学医学教育国際協力研究センター客員教授 
        Professor and Vice-Chair, Department of Medicine 

Oregon Health & Science University 
        Chief of Medicine, Portland VA Medical Center 
演題：The General Education of Japanese and 

 Western Physicians: Teaching clinical skills, 
clinical reasoning, professionalism, and 
evidence-based medicine 

「欧米と日本における基本的臨床能力の教育～

医療面接・身体診察・臨床推論・プロフェッシ

ョナリズム・EBM など～」 
主催：東京医学会 
共催：東京大学医学教育国際協力研究センター  
 
東京医学会 第 2434 回 集会 

日時：平成 19 年 12 月 21 日（金）  18:00～20:00 
場所：東京大学大学院医学系研究科 教育研究棟 13 階 

第6 セミナー室 
演者：1. アーサー・L..カプラン先生(Arthur L. Caplan.Ph.D.)          

2.  ロナルド・ベイヤー先生(Ronald Bayer. Ph.D.) 
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(所属) 1. ペンシバニア大学医療倫理学講座 教授・生命倫

理センター 所長 
        2. コロンビア大学メイルマン公衆衛生大学院 教授 
演題：1. “Paternalism and the Ethics of Public 

Health: A View from America” 
         （「パターナリズムと公衆衛生の倫理：ア

メリカの観点から」） 
      2. “ Rationing and the Distribution of Health Care 

Resources when Pandemic Flu Appears” 

    （「インフルエンザ・パンデミック時におけ

る医療資源の割り当て制限と分配」） 
主催：東京医学会 

① 生命・医療倫理人材養成ユニット  
② 医療倫理学教室 

  
東京医学会 第 2435 回 集会 

日時：平成 19 年 12 月 27 日（木） 17:00～18:00 
場所：医学部教育研究棟 11 階 分子病理学ミーティングルーム 

演者：伊地知 秀明 博士 
(所属) 東京大学医学部附属病院消化器内科 
演題：内因性膵発癌マウスモデルの作成と解析 
主催：東京医学会 
共催：分子病理学 教室 
   グローバル COE プログラム 
   「生体シグナルを基盤とする統合生命学」 
 
東京医学会 第 2436 回 集会 

日時：平成 20 年 1 月 8 日（火） 15:00～17:00 
場所：東京大学 医学部 2 号館 小講堂  
演者：ゲイリー・クレプス教授 
(所属) Chair, Department of Communication,  

George Mason University ( VA, USA) 
演題：Health Communication : Theory, Research 

and Application  
主催：東京医学会 
共催：公共健康医学専攻 生物統計学分野 

医療コミュニケーション学分野  
日本メディカルライター協会（JMCA）  

 
東京医学会 第 2437 回 集会 

日時：平成 20 年 1 月 22 日（火） 17:00～18:00 
場所：医学部二号館（本館） １階 小講堂 
演者：Neil A. Bhowmick 博士  
(所属)Vanderbilt University, Department of  

Urologic Surgery（アメリカ）  
演題：TGF-βsignaling: a mediator of  

tumor-stromal interactions  
主催：東京医学会 
共催：分子病理学 教室 
   グローバル COE プログラム 
   「生体シグナルを基盤とする統合生命学」 
 

東京医学会 第 2438 回 集会 

日時：平成 20 年 1 月 29 日（火） 17:00～18:00 
場所：医学部二号館（本館） 3 階 大講堂 
演者：Carlo M. Croce 博士 
(所属）Ohio State University Cancer Center（アメリカ） 
演題：microRNAs in Human Cancer 
主催：東京医学会 
共催：分子病理学 教室 
   グローバル COE プログラム 
   「生体シグナルを基盤とする統合生命学」 
 
東京医学会 第 221 回 特別学術講演会 

（第 2439 回 集会） 

日時：平成 20 年 3 月 27 日（木） 午後 3 時 30 分～5 時 
場所：東京大学医学部 臨床講堂  
演者：上西 紀夫 
(所属) 東京大学医学系研究科教授 
      胃食道外科・代謝栄養内分泌外科担当 
演題：炎症と癌と外 
主催：東京医学会 
 
東京医学会 第 2440 回 集会 

日時：平成 20 年 1 月 29 日（火） 18:30～19:30 
場所：医学部教育研究棟 13 F 第 6 セミナー室 
演者：トマス・マレー氏(Thomas Murray, Ph.D.) 
(所属）ヘイスティングス・センター所長 
演題：The role of Hastings Center in Bioethics in 

the U.S. （「アメリカの生命倫理学における

ヘイスティングス・センターの役割」） 
主催：東京医学会 
共催：1) 生命・医療倫理人材養成ユニット 
       2) 医療倫理学教室 
       3) 東京医科歯科大学生命倫理研究センター 
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東京医学会 第 222 回 特別学術講演会 

（第 2441 回 集会） 

日時：平成 20 年 3 月 25 日（火） 午後 3 時 30 分～5 時 
場所：医学部本館 大講堂 
演者：北村 唯一 
(所属）東京大学医学系研究科教授 
    泌尿器外科学担当 
演題：尿路ウイルス学と前立腺癌と  
主催：東京医学会 
 
東京医学会 第 2442 回 集会 

日時：平成 20 年 2 月 8 日（金）  18:30～19:30 
場所：医学部教育研究棟 13F  第 5 セミナー室 
演者：マイケル・ブラニガン博士 
   (Michael C. Brannigan, Ph.D., M.A.)  
(所属)セイント・ローズ大学 哲学・宗教学分野 
   Pfaff Endowed Chair in Ethics and Moral Values 
       Department of Philosophy & Religious Studies, 
       The College of Saint Rose 
演題：文化にセンシティブな保健医療を妨げる障壁

の克服（Overcoming barriers to culturally 
sensitive healthcare. 

主催：東京医学会 
共催： 1) 生命・医療倫理人材養成ユニット 

2) 医療倫理学教室 
 
東京医学会 第 2443 回 集会 

日時：平成 20 年 2 月 25 日（月） 17:00～18:00 
場所：医学部教育研究棟 13F  第 6 セミナー室 
演者：Rosemary Akhurst  博士  
(所属）University of California, San Francisco 

（アメリカ） 
演題：TGF-β in development and disease: 
       Biology, Genetics and Therapeutics 
主催：東京医学会 
共催：分子病理学 教室 
   グローバル COE プログラム 
   「生体シグナルを基盤とする統合生命学」 
 
東京医学会 第 2444 回 集会 

日時：平成 20 年 2 月 2７日（水） 17:00～18:00 
場所：東京大学医学部付属病院入院棟 1 階 
   「レセプションルーム」 
演者：河盛 隆造 先生  

(所属）順天堂大学医学部 内科学教授 
演題：糖のながれからみた２型糖尿病の病態と治療戦略  
主催：東京医学会 
共催：代謝・栄養病態学（糖尿病・代謝内科） 
 

東京医学会 第 2445 回 集会 

日時：平成 20 年 3 月 21 日（金）  16:00～17:00 
場所：東京大学医学部2 号館（本館）１F 小講堂 
演者：Joseph G. Gleeson, M. D., PhD. 
(所属）Howard hughes Medical Institute 
         Department of Neurosciences, University of  

California, San Diego, School of Medicine 
演題：Putting together the human brain : Lessons 

from disease  
主催：東京医学会 
共催：発達医科学教室 
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